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方式・日程 問題番号 出題分野 出題内容

一般前期／
Ａ日程
1月27日
問題▶P.12～

【Ⅰ】 会話文 会話の流れに適合する文を空所に補充

【Ⅱ】 語彙・文法 単語・文法・語法（語彙・準動詞・時制・助動詞など）

【Ⅲ】 会話文
「生きたカニを食べた人」についての会話の流れに沿う内容となるように整序英作文形式で単語を並
べ替える

【Ⅳ】 読解 「映画についての感想」「PRビデオ作成ボランティア募集の告知文」についての英問英答

【Ⅴ】 長文読解 迷子が後にGoogle Earth を用いて母親と再会したという英文についての英問英答

一般前期／
Ｂ日程
1月28日

問題▶P.100～

【Ⅰ】 会話文 会話の流れに適合する文を空所に補充

【Ⅱ】 語彙・文法 単語・文法・語法（語彙・準動詞・時制・助動詞・関係詞など）

【Ⅲ】 会話文
「迷子になったペットの亀」についての会話の流れに沿う内容となるように整序英作文形式で単語を
並べ替える

【Ⅳ】 読解 「市立博物館の案内」「忘れられない経験」についての英問英答

【Ⅴ】 長文読解 言語の変化に関する英文についての英問英答

　一般前期入試Ａ日程Ｂ日程は、いずれも2024年度から
大問５問構成となった。すべてマークシート方式の出題で、
今年度のマーク数は両日程とも前年度同様31個。各年度
の問題構成は若干の変更があるが、会話文完成、語彙・文
法、語整序英作文、長文読解が中心となっている。2025
年度以降ではメッセージ、告知文を題材とした出題が新傾
向として加わった。

　いずれの日程も難易度は標準的で、高校で学習する内容
を踏まえた基本的な内容の設問が大半だが、試験時間に対
して問題数は多く、スピードが求められる。語彙・文法問
題は設問数が多いので取りこぼしがないよう得点したい。
その上で、１問あたりの配点が高い他の問題に時間的余裕
をもって取り組めるかがカギとなる。

　会話文問題では会話文特有の表現を身に付けるとともに、
回答から質問を推測する練習をしておくことが有効な対策
となるだろう。
　語彙・文法分野は、大問として１問出題される上に、長
文読解や英作文の基礎となるものであるから、確実にマス
ターして臨みたい。語彙は、基本的な単語を幅広く正確に
覚えておく必要がある。文法は、時制、仮定法、準動詞、
関係詞、接続詞、前置詞、比較などの基本事項を文法の問
題集などを使って、単に知っているに留まらず使えるレベ
ルに仕上げておきたい。
　整序英作文対策では、上記文法の重要事項についての体
系的理解を確立した上で、動詞と文型を意識したトレーニ
ングが効果的である。迷った時に、①動詞は何か？②取り
得る文型は何か？を突破口にできるようにすることで得点
力アップを目指して欲しい。
　長文読解では、速読力をつけるとともに、細部にも気を

配る精読力をつけることが重要である。選択肢では、本文
中の一文の言い換えが問われることが多いが、段落や本文
全体の理解や、登場人物の感情など推測が必要なことが問
われることもある。
　長文読解対策としては、「単語を拾ってなんとなく想像
で解答する」のではなく、設問と本文の該当箇所を照らし
合わせて判断するという作業を心掛けて欲しい。限られた
時間内でより多くの正解を導き出すためには、速読によっ
て早く設問該当箇所を特定し、該当箇所の精読によって選
択肢を的確に判断する能力を養うことが不可欠である。ま
た、そのためにこそ単語・熟語や文法・構文の知識をしっ
かりと使えるレベルで身につけておく必要がある。
　長文に苦手意識がある受験生へのアドバイスとして、ま
ずは単語・熟語の暗記と並行して、文法の学習を進め、体
系的な文法をマスターした上で、易し目の英文を多読する
ことを勧めたい。

会話文・文法・長文読解など幅広く出題　難易度は標準だが問題量は多め傾 向

基本的な単語・文法知識の定着と読解スピードの向上対 策
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方式・日程 問題番号 出題分野 出題内容

一般前期／
Ａ日程
1月27日
問題▶P.19～

【Ⅰ】 国語常識 漢字

【Ⅱ】 評論
黒川紀章『ノマドの時代―情報化社会のライフスタイル』語句の意味、空欄補充、内容説明、理由説明、
脱文挿入、内容図示、内容合致

【Ⅲ】 評論
高橋宗五「振舞と模倣『叙事演劇』とその演技論に寄せて」語句の意味、四字熟語、空欄補充、内容説明、
脱文挿入、内容図示、内容合致

一般前期／
Ｂ日程
1月28日

問題▶P.107～

【Ⅰ】 国語常識 漢字

【Ⅱ】 評論
河合隼雄「子どもの『時間』体験」語句の意味、空欄補充、内容説明、理由説明、脱文挿入、内容図示、
内容合致

【Ⅲ】 評論
吉川浩満『理不尽な進化　増補新版―遺伝子と運のあいだ』語句の意味、空欄補充、内容説明、理
由説明、脱文挿入、内容図示、内容合致

1 出題形式
　両日程ともに現代文からの出題で、大問Ⅰは漢字問題が
５問、大問Ⅱ、大問Ⅲは読解問題で解答数は合計31～32
である。形式は５つの選択肢から正答を選ぶマークシート
方式の問題である。読解問題としては、内容合致問題、傍
線部の内容説明問題、理由説明問題、本文の内容を示した
図の理解を問う問題、脱文挿入の問題など様々な形式の問
題が出題されている。
2 出題内容
　課題文はどの日程も、評論２題が出題されている。どれ
も４ページ程度で長くはなく、いずれも比較的読み易い。
漢字はどちらの日程も大問Ⅰで５題出題されており、傍線
部の漢字と同じ漢字を含む熟語を選ぶ問題であった。語句
の意味を問う問題は、文脈の中で該当の語句が持つ意味を
問うものであった。カタカナ語の正しい意味を問う問題も

見られた。空欄補充問題は、本文の要旨を示した図の中の
空欄に当てはまる語句を選ぶもの、前後の内容を読み取っ
てその内容に合致する語句を選ぶもの、選択肢に挙げられ
ている熟語などの意味をつかんで、文脈にもっとも沿う語
句を選ぶもの、と多岐にわたる。
3 難易度
　どの問題も標準レベルの問題である。漢字は正確に覚え
ていなければ間違えやすいものも出題されているが、基本
的な知識が身についていれば十分に対応できるものばかり
である。語句の意味を問う問題も日常生活の中で目にする
語句がほとんどである。ただ、文脈に照らして正しい意味
を選ぶ必要があるので、その点は注意が必要である。内容
合致問題や傍線部内容説明問題ではやや難しいものも見ら
れたが、指示語の指す内容を押さえつつ、課題文を丁寧に
読み進めていけば十分に対応可能である。

1 漢字、語句の学習は徹底的に
　先にも挙げたように、漢字、語句の意味の問題はそれほ
ど難しくないので、ぜひ得点源にしてほしい。漢字は同音
の漢字を含む熟語が多く出題されているので、その漢字の
持つ意味（字義）を正しくつかんでおくことが必要である。
語句の意味を問う問題でも、カタカナ語をはじめ、なんと
なく知っているが正確な意味は理解していない、といった
語句が多く出題されているので、注意が必要である。また、
語句の意味を問う問題では、この文脈の中での意味が問わ
れているので、辞書的な意味だけではなく、前後をしっか
り読み取ってここでの意味を考えることが求められる。
2 まずメモを取りながら丁寧に読み進めよう
　課題文には空欄がかなり見られる。読みながら傍線部の
ある所や空欄に当たると、ついついその場でその前後だけ
読んで判断して答えを見つけたくなりがちであるが、ここ
はぐっと我慢をして、まず課題文全体をじっくり読もう。
全体の内容を把握した上でその傍線部が何を指しているか
考えていくとよい。傍線部説明問題や内容合致問題は、明

らかに違うものを省いていくとともに、内容は誤りとはい
えないが、課題文中では触れられていないものも省いてい
かなければならないので、丁寧に読み進める練習をするこ
とが必要である。メモを取りながら読み進めるとよいだろ
う。
3 設問を落ち着いて読み、意図を正しくくみ取ろう
　本文の内容を示した図の中の空欄を埋める問題も見られ
た。これも課題文を落ち着いて読み進めれば十分に対応で
きる。また、語句の意味の問題は、「ここでの意味として
最も適切なもの」という問いもある。設問が何を求めてい
るのかしっかりつかんで答えていこう。
4 過去問をこなそう
　似たような問題を繰り返し解いていくことで、読解力も
向上する。入試本番で落ち着いて問題に向かうためにも、
過去問をしっかり解いてみて、設問形式などを体感してお
こう。その際には、制限時間を計って、時間配分も考えて
いけるとよいだろう。

すべて現代文からの出題　マークシート 5択の選択問題　難易度は標準レベル傾 向

漢字、語句の知識を確かなものにして、文章を丁寧に読む習慣をつけよう対 策
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方式・日程 問題番号 出題分野 出題内容

一般前期／
Ａ日程
1月27日
問題▶P.12～

【Ⅰ】 会話文 会話の流れに適合する文を空所に補充

【Ⅱ】 語彙・文法 単語・文法・語法（語彙・準動詞・時制・助動詞など）

【Ⅲ】 会話文
「生きたカニを食べた人」についての会話の流れに沿う内容となるように整序英作文形式で単語を並
べ替える

【Ⅳ】 読解 「映画についての感想」「PRビデオ作成ボランティア募集の告知文」についての英問英答

【Ⅴ】 長文読解 迷子が後にGoogle Earth を用いて母親と再会したという英文についての英問英答

一般前期／
Ｂ日程
1月28日

問題▶P.100～

【Ⅰ】 会話文 会話の流れに適合する文を空所に補充

【Ⅱ】 語彙・文法 単語・文法・語法（語彙・準動詞・時制・助動詞・関係詞など）

【Ⅲ】 会話文
「迷子になったペットの亀」についての会話の流れに沿う内容となるように整序英作文形式で単語を
並べ替える

【Ⅳ】 読解 「市立博物館の案内」「忘れられない経験」についての英問英答

【Ⅴ】 長文読解 言語の変化に関する英文についての英問英答

　一般前期入試Ａ日程Ｂ日程は、いずれも2024年度から
大問５問構成となった。すべてマークシート方式の出題で、
今年度のマーク数は両日程とも前年度同様31個。各年度
の問題構成は若干の変更があるが、会話文完成、語彙・文
法、語整序英作文、長文読解が中心となっている。2025
年度以降ではメッセージ、告知文を題材とした出題が新傾
向として加わった。

　いずれの日程も難易度は標準的で、高校で学習する内容
を踏まえた基本的な内容の設問が大半だが、試験時間に対
して問題数は多く、スピードが求められる。語彙・文法問
題は設問数が多いので取りこぼしがないよう得点したい。
その上で、１問あたりの配点が高い他の問題に時間的余裕
をもって取り組めるかがカギとなる。

　会話文問題では会話文特有の表現を身に付けるとともに、
回答から質問を推測する練習をしておくことが有効な対策
となるだろう。
　語彙・文法分野は、大問として１問出題される上に、長
文読解や英作文の基礎となるものであるから、確実にマス
ターして臨みたい。語彙は、基本的な単語を幅広く正確に
覚えておく必要がある。文法は、時制、仮定法、準動詞、
関係詞、接続詞、前置詞、比較などの基本事項を文法の問
題集などを使って、単に知っているに留まらず使えるレベ
ルに仕上げておきたい。
　整序英作文対策では、上記文法の重要事項についての体
系的理解を確立した上で、動詞と文型を意識したトレーニ
ングが効果的である。迷った時に、①動詞は何か？②取り
得る文型は何か？を突破口にできるようにすることで得点
力アップを目指して欲しい。
　長文読解では、速読力をつけるとともに、細部にも気を

配る精読力をつけることが重要である。選択肢では、本文
中の一文の言い換えが問われることが多いが、段落や本文
全体の理解や、登場人物の感情など推測が必要なことが問
われることもある。
　長文読解対策としては、「単語を拾ってなんとなく想像
で解答する」のではなく、設問と本文の該当箇所を照らし
合わせて判断するという作業を心掛けて欲しい。限られた
時間内でより多くの正解を導き出すためには、速読によっ
て早く設問該当箇所を特定し、該当箇所の精読によって選
択肢を的確に判断する能力を養うことが不可欠である。ま
た、そのためにこそ単語・熟語や文法・構文の知識をしっ
かりと使えるレベルで身につけておく必要がある。
　長文に苦手意識がある受験生へのアドバイスとして、ま
ずは単語・熟語の暗記と並行して、文法の学習を進め、体
系的な文法をマスターした上で、易し目の英文を多読する
ことを勧めたい。

会話文・文法・長文読解など幅広く出題　難易度は標準だが問題量は多め傾 向

基本的な単語・文法知識の定着と読解スピードの向上対 策
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方式日程 問題番号 出題分野 出題内容

一般前期／
Ａ日程
1月27日
問題▶P.32～

第１問 東洋・西洋近現代史 世界恐慌から第二次世界大戦までの世界情勢

第２問 西洋
古代・中世史 キリスト教世界の歴史

第３問 東洋
古代・中世史 唐から元までの中国史

第４問 西洋
近世史 近世オランダ・イギリス・フランス史

一般前期／
Ｂ日程
1月28日

問題▶P.120～

第１問 東洋・西洋現代史 第二次世界大戦で戦場となった国々の復興と国際情勢の推移

第２問 東洋
古代史 長安の歴史

第３問 東洋
中世史 イスラーム世界の成立と拡大

第４問 西洋
近代史 環大西洋革命

　入学試験問題は、大問４つで小問数は合計40問、大問
１つあたり10の小問で構成されており、解答形式はマー
クシート方式である。2025年度は、大問５つで小問数は
合計50問であったため、出題量は減少したといえる。また、
今年度はＡ・Ｂ両日程ともに第１問で「歴史総合」分野が
出題された。いずれの日程でも時代・地域ともにバランス
よく出題されており、古代から現代まで幅広く通史を学ん
でおく必要があるだろう。
　出題分野に関しては、約８割が政治史からの出題で、残
りの２割が文化史や経済史、および社会史などからの出題
となっている。出題方法は、４択形式の語句選択問題と正
誤文選択問題が中心である。語句選択問題の割合が約７割、
正誤文選択問題の割合が約２割、その他に地図選択問題や
年代配列問題が３問程度の出題となっており、こうした傾
向は昨年度から大きな変化はなかった。一方で、語句と説
明文の正しい組み合わせを選択する問題など、共通テスト
の出題形式を意識しつつ受験生の理解度を試す出題上の工
夫がみられる。「歴史総合」の分野でも、生徒たちが特定

のテーマについて問いを立て、調査の結果として資料（メ
モやパネル）を作成するという場面が設定され、出題に際
してはそれらの資料と関連させるといった工夫がみられた。
　出題内容については、語句選択問題で「ディオクレティ
アヌス帝」「南越」などの重要な基本用語や、「テューダー
朝」とエリザベス１世の業績、「ヨークタウン（の戦い）」
とパリ条約（1783年）の内容を正しく組み合わせる問題
などが出題されていた。また、正誤文選択問題では、「元
の中国支配」や「秦代の中国」などの基礎的な事項を丁寧
に理解していないと解答できないような出題がみられた。
また、「金融恐慌」と世界恐慌期の日本とアメリカ合衆国
の経済関係や、「日本自由党」と「第１次吉田茂内閣」を
組み合わせる問題など、日本史関連の出題もみられた。
　全体的な難易度としては、教科書の理解をバランスよく
問う標準的な出題といえる。したがって、特定の時代や地
域に偏る学習を避け、古代から現代までの幅広い歴史を概
観するように心がけたい。

　本学の入学試験問題の特徴を踏まえると、まずは教科書
を中心に学習し、基礎的な語句を記憶すること。そして、
問題演習を通して知識が定着しているかを常に確認する習
慣をつける必要がある。以下、具体的な対策について紹介
する。
1 時代や地域を幅広く学習し、基本語句を覚える
　まずは通史学習においては教科書を中心に、高校の授業
などで因果関係や時代背景を理解し、重要語句をサブノー
トなどにまとめ、地図問題への対策として資料集を用いて
学習範囲の内容を視覚的に理解しよう。その際に、わから
ない語句が登場した場合は、『世界史用語集』（山川出版社）
を使用して理解を深めると良いだろう。目標としては、最
終的に教科書を読んである程度理解できるようになるレベ
ルをめざしたい。また、基本語句を覚えるためには、教科
書、高校の授業で配布されたプリント、高校の先生の板書
などをベースに、市販の一問一答集を使用するのも効果的
だといえる。また、語句だけでなくその語句を限定するた
めの説明にも目を通すようにしよう。本学の入学試験問題
は、重要語句同士の組合せ問題や語句とその説明を用いた
正誤文選択問題が出題されるため、効果的な対策になると
いえる。

2 歴史総合を意識した出題に備える
　歴史総合は日本を含む世界の近現代史を範囲とし、「近
代化」「大衆化」「グローバル化」という3つの大きなテー
マで構成されている。今後も、本学の入学試験においては、
こうしたテーマを軸に日本を含む近現代史が出題される可
能性があるので、歴史総合の教科書を読み込む習慣も持っ
ておこう。その際、語句の暗記だけに陥ることなく、日本
を含む同時代の世界の動きに注目し、時代ごとの各地域の
動向を大きくとらえるように意識したい。
3 問題演習による知識の定着化をめざす
　語句を覚えたと思ったら、問題演習を通じて実際に知識
が定着しているかを確認しよう。市販の問題集などを使用
し、正誤文判定問題を解くときは必ず誤文の根拠を明示す
る習慣をつけよう。答え合わせの際に、誤文の根拠があっ
ていたかを確認することによって、知識の勘違いや抜け落
ちを修正することができる。当然、語句選択（記述）問題
を間違えた場合は、該当範囲の覚え直しも忘れないこと。
問題演習を通じて、自分に足りない知識を明確にし、それ
を補うことが、本学の入学試験問題で合格点に近づくため
の最も有効な対策といえる。

古代から現代までの政治史がメインで出題される傾 向

問題演習をくり返し行って幅広い出題に慣れること！対 策

■2026年度一般選抜出題一覧
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歴史総合・世界史探究 の傾向と対策



方式・日程 問題番号 出題分野 出題内容

一般前期／
（Ａ日程）
1月27日
問題▶P.43～

第1問
【歴史総合】

近代の東洋・西洋史
世界恐慌から第二次世界大戦までの世界情勢

第2問 古代の政治・外交・社会・文化史 古墳時代、奈良時代の政争・藤原氏北家の発展

第3問 中世の政治・社会史、近世の経済史 鎌倉時代前期の政治の展開、江戸時代の陸上・水上交通

第4問 近代の政治・外交・文化史 四民平等・文明開化、条約改正

一般前期／
（Ｂ日程）
1月28日

問題▶P.131～

第1問
【歴史総合】

現代の東洋・西洋史
第二次世界大戦で戦場となった国々の復興と国際情勢の推移

第2問 原始・古代の政治・文化史 天武・持統天皇の政治と白鳳文化、原始・古代の東北地方

第3問 中世の政治史、近世の経済史 院政・平氏政権、江戸時代の産業

第4問 近代の政治・経済・文化史 殖産興業、産業革命

　第１問が歴史総合（「歴史総合・世界史探究」との共通
問題）、第２問が主に古代、第３問が中世・近世、第４問
が近現代の構成である。
　第１問の歴史総合の分野からの出題は、Ａ日程が1930
年代を中心に、Ｂ日程が戦後からであった。
　第２問は主に古代からの出題で、2026年度は古墳文化
や奈良時代以前も出題された。Ｂ日程では原始時代からの
出題もあった。
　第３問は中世と近世、それぞれ５問ずつ出題されている。
2026年度は中世においては主に政治史、近世においては
経済史から出題された。

　第４問は近代（第二次世界大戦終結以前まで）の問題が
多い。しかし第１問と合わせて、どこかで戦後から出題さ
れる可能性は高い。
　分野としては、2026年度は政治史がやや多く、文化史
がやや少ないものの、外交史・社会経済史も含めて満遍な
く出題されている。
　形式としては語句の選択問題が全体の約半分、次に正誤
判定問題と語句などの組み合わせの選択問題がそれぞれ２
割ほどである。並び替え問題も１～２問出題されることが
ある。

　時代別で言えば、まず古代をマスターすることが大事で
ある。古代からは毎年10問（全体の25％）出題されていて、
それでいて学習範囲はそれほど広くはないので、この大問
で満点近くを取りたい。学習法としては、主要な天皇を軸
にできごとをまとめると良い。またそれぞれの天皇がだい
たいどの時代の人物（たとえば８世紀の前半など）かも合
わせて意識する。文化史については、政治史と一緒に学習
すると良い。たとえば奈良時代は聖武天皇を中心に、鎮護
国家思想に基づいて国分寺建立や大仏が造立された。国家
が仏教を保護して、東大寺や唐招提寺など平城京やその近
隣に大寺院が次々と建立された。また、仏教の研究も進ん
で南都六宗とよばれる学系が形成された。
　次に近現代をマスターしたい。こちらは量が多いが、
20問（全体の半分）出題されるので、戦後史も含めてしっ
かり学習したい。また、歴史総合が出題範囲に含まれてい
るため、純粋な世界史分野からの出題が見られ、日本史探
究だけの学習では解答を出しづらくなっている。日本史探
究における近現代を学習しながら、歴史総合の教科書など
で同時代の世界の動きを確認しておくと、深い歴史認識を

得られるだろう。
　最後に中世・近世である。２つの時代をあわせて大問１
つというボリュームだが、それぞれバランスよく学習する
必要がある。政治史を中心に、外交史・社会経済史・文化
史も学習しておく必要がある。まずは大まかな流れを、鎌
倉時代・室町時代・江戸時代の区別を意識しながら学習す
ると良い。
　形式面で言うと、シンプルな選択問題が多いことから、
全体の流れを授業や教科書、参考書で学習したあとに、一
問一答の形式の問題をやり込んで、選択問題で正解できる
ようにしておく。これができるようになると自信がつく。
また、入試本番において選択問題で満点が取れれば、ほぼ
合格に近い。
　自信がついたら、正誤判定問題も正解できるように、過
去問なども解いてみよう。正誤判定問題ができるようにな
るためにはできごとを「いつ・どこで・誰が・何をした」
と正確に把握する必要がある。また「いつ」を押さえてお
けば並び替え問題にも対応できる。

近現代が 50％。7 ～ 8 割が選択問題。傾 向

基礎（一問一答）で落とさず、難問で差をつける対 策
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方式日程 問題番号 出題分野 出題内容

一般前期／
Ａ日程
1月27日
問題▶P.32～

第１問 東洋・西洋近現代史 世界恐慌から第二次世界大戦までの世界情勢

第２問 西洋
古代・中世史 キリスト教世界の歴史

第３問 東洋
古代・中世史 唐から元までの中国史

第４問 西洋
近世史 近世オランダ・イギリス・フランス史

一般前期／
Ｂ日程
1月28日

問題▶P.120～

第１問 東洋・西洋現代史 第二次世界大戦で戦場となった国々の復興と国際情勢の推移

第２問 東洋
古代史 長安の歴史

第３問 東洋
中世史 イスラーム世界の成立と拡大

第４問 西洋
近代史 環大西洋革命

　入学試験問題は、大問４つで小問数は合計40問、大問
１つあたり10の小問で構成されており、解答形式はマー
クシート方式である。2025年度は、大問５つで小問数は
合計50問であったため、出題量は減少したといえる。また、
今年度はＡ・Ｂ両日程ともに第１問で「歴史総合」分野が
出題された。いずれの日程でも時代・地域ともにバランス
よく出題されており、古代から現代まで幅広く通史を学ん
でおく必要があるだろう。
　出題分野に関しては、約８割が政治史からの出題で、残
りの２割が文化史や経済史、および社会史などからの出題
となっている。出題方法は、４択形式の語句選択問題と正
誤文選択問題が中心である。語句選択問題の割合が約７割、
正誤文選択問題の割合が約２割、その他に地図選択問題や
年代配列問題が３問程度の出題となっており、こうした傾
向は昨年度から大きな変化はなかった。一方で、語句と説
明文の正しい組み合わせを選択する問題など、共通テスト
の出題形式を意識しつつ受験生の理解度を試す出題上の工
夫がみられる。「歴史総合」の分野でも、生徒たちが特定

のテーマについて問いを立て、調査の結果として資料（メ
モやパネル）を作成するという場面が設定され、出題に際
してはそれらの資料と関連させるといった工夫がみられた。
　出題内容については、語句選択問題で「ディオクレティ
アヌス帝」「南越」などの重要な基本用語や、「テューダー
朝」とエリザベス１世の業績、「ヨークタウン（の戦い）」
とパリ条約（1783年）の内容を正しく組み合わせる問題
などが出題されていた。また、正誤文選択問題では、「元
の中国支配」や「秦代の中国」などの基礎的な事項を丁寧
に理解していないと解答できないような出題がみられた。
また、「金融恐慌」と世界恐慌期の日本とアメリカ合衆国
の経済関係や、「日本自由党」と「第１次吉田茂内閣」を
組み合わせる問題など、日本史関連の出題もみられた。
　全体的な難易度としては、教科書の理解をバランスよく
問う標準的な出題といえる。したがって、特定の時代や地
域に偏る学習を避け、古代から現代までの幅広い歴史を概
観するように心がけたい。

　本学の入学試験問題の特徴を踏まえると、まずは教科書
を中心に学習し、基礎的な語句を記憶すること。そして、
問題演習を通して知識が定着しているかを常に確認する習
慣をつける必要がある。以下、具体的な対策について紹介
する。
1 時代や地域を幅広く学習し、基本語句を覚える
　まずは通史学習においては教科書を中心に、高校の授業
などで因果関係や時代背景を理解し、重要語句をサブノー
トなどにまとめ、地図問題への対策として資料集を用いて
学習範囲の内容を視覚的に理解しよう。その際に、わから
ない語句が登場した場合は、『世界史用語集』（山川出版社）
を使用して理解を深めると良いだろう。目標としては、最
終的に教科書を読んである程度理解できるようになるレベ
ルをめざしたい。また、基本語句を覚えるためには、教科
書、高校の授業で配布されたプリント、高校の先生の板書
などをベースに、市販の一問一答集を使用するのも効果的
だといえる。また、語句だけでなくその語句を限定するた
めの説明にも目を通すようにしよう。本学の入学試験問題
は、重要語句同士の組合せ問題や語句とその説明を用いた
正誤文選択問題が出題されるため、効果的な対策になると
いえる。

2 歴史総合を意識した出題に備える
　歴史総合は日本を含む世界の近現代史を範囲とし、「近
代化」「大衆化」「グローバル化」という3つの大きなテー
マで構成されている。今後も、本学の入学試験においては、
こうしたテーマを軸に日本を含む近現代史が出題される可
能性があるので、歴史総合の教科書を読み込む習慣も持っ
ておこう。その際、語句の暗記だけに陥ることなく、日本
を含む同時代の世界の動きに注目し、時代ごとの各地域の
動向を大きくとらえるように意識したい。
3 問題演習による知識の定着化をめざす
　語句を覚えたと思ったら、問題演習を通じて実際に知識
が定着しているかを確認しよう。市販の問題集などを使用
し、正誤文判定問題を解くときは必ず誤文の根拠を明示す
る習慣をつけよう。答え合わせの際に、誤文の根拠があっ
ていたかを確認することによって、知識の勘違いや抜け落
ちを修正することができる。当然、語句選択（記述）問題
を間違えた場合は、該当範囲の覚え直しも忘れないこと。
問題演習を通じて、自分に足りない知識を明確にし、それ
を補うことが、本学の入学試験問題で合格点に近づくため
の最も有効な対策といえる。

古代から現代までの政治史がメインで出題される傾 向

問題演習をくり返し行って幅広い出題に慣れること！対 策
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方式・日程 問題番号 出題分野 出題内容

一般前期／
Ａ日程
１月27日
問題▶P.52～

第１問 基本的人権 少数者への配慮、平等権の訴訟、自由権の種類、社会権の判例や政策、新しい人権、
公共の福祉、薬事法裁判、外国人の権利保障など。

第２問 司法制度 日本の司法制度、裁判所の判断、被告人と被害者の扱い、三審制、公正な裁判、司
法権の独立、司法制度改革、裁判員制度、ADRなど。

第３問 金融 企業の資金調達、ノンバンク、貨幣の機能、日本銀行、信用創造、日本の金融政策、
非伝統的金融政策、BIS 規制、金融商品、ペイオフなど。

第４問 消費者問題と労働問題 消費者保護の法律、民法と契約、就業形態、不当労働行為、争議行為の種類、障が
い者の法定雇用率、クーリング・オフ、エシカル消費、消費者の四つの権利など。

一般前期／
Ｂ日程
１月28日

問題▶P.141～

第１問 新旧憲法と平和主義 大日本帝国憲法、新旧憲法の比較、天皇の国事行為、憲法の最高法規性、第９条を
めぐる裁判、近年の防衛政策、PKO、自衛隊の海外遠征、防衛予算の拡大など。

第２問 国会と内閣 法律の制定、衆議院と参議院、常会、党首討論、内閣総理大臣の選出、議院内閣制、
行政委員会、行政改革など。

第３問 国民所得と経済成長 ストックとフロー、付加価値計算、GDPに含まれるもの、NIの内訳、三面等価の原則、
経済成長率の計算、グリーンGDP、インフレとデフレ、景気変動の波、マネタリズムなど。

第４問 中小企業・農業・環境問題 産業構造の高度化、中小企業、ベンチャー企業、食の安全、食料自給率、新農業基本法、
環境問題全般、環境保全や循環型社会など。

1 出題形式
　Ａ日程・Ｂ日程ともに、例年通り、小問10問からなる大問
が４つ（計40問）出題されており、解答方式は全問マークシー
ト方式であった。設問形式は、政治分野は用語の選択、文章中
の空所補充、文章の正誤判定の３つが中心で、経済分野はそこ
に１問ずつぐらい、データの読み取りや計算問題が入ってくる
ことがあるのが例年の傾向である。
2 出題内容
　麗澤大学の入試問題に例年見られる出題傾向の特徴は、「毎
年１問程度の資料データの読み取りや計算問題」、「カタカナ語
とアルファベットの略称を多く出題」、「時事問題は少なめ」、
「Ａ・Ｂ両日程ともに政治分野２問、経済分野２問」、「両日程
間で出題範囲の重複なし」などだが、これらが2026年度はど
うだったか、見ていくことにする。
　まず「毎年１問程度のデータの読み取りや計算問題」だが、
2026年度は、資料データの読み取り問題は、Ａ・Ｂ両日程と
も１問も出題されていなかった。ただ計算問題は、Ａ日程では
出題されていなかったものの、Ｂ日程では２問（付加価値計算
と経済成長率の計算）出題されていた。ただし両問題とも非常
に基本的であった。
　次に「カタカナ語とアルファベットの略称を多く出題」につ
いてだが、2026年度もＡ日程は計６問と多かったが、Ｂ日程
では計３問と、例年より少なかった。難易度的には標準的な用
語が多かったが、Ａ日程でのギグワーカーやディーセント・ワー
ク、Ｂ日程でのクラウドファンディングやインキュベーターな
ど、かなり新しめの語も出題されていたので、注意を要する。
　それから「時事問題は少なめ」だが、確かにここ１～２年の

最新時事はまったく出題されていないが、2022年の少年法改
正や2023年制定の LGBT 理解増進法、2024年からの女性の
再婚禁止期間の廃止など、ここ５年以内の「かなり新しめの時
事」は割と出題されているので、くれぐれも普遍的な政経範囲
の学習だけで止めてしまわないよう、気をつけてほしい。
　それから「Ａ・Ｂ両日程ともに政治分野２問、経済分野２問」
だが、これも例年通り「政治分野２問、経済分野２問」と、バ
ランスよく出題されていた。さらには「両日程間で出題範囲の
重複なし」だが、こちらも例年通り重複範囲はなく、様々な単
元からまんべんなく出題されていた。なので、受験勉強をする
際も、どこかの範囲にやまを張るような勉強方法ではなく、す
べての範囲を網羅する勉強の仕方を選ぶのがよいと思われる。
3 難易度
　総合的にいうと「標準的」。具体的にいうと、Ａ・Ｂ両日程
とも、問題の作りそのものは素直で取りかかりやすく、問題の
意味そのものがわからない類の問題は皆無である。一見すると
政治分野より経済分野の方が難しそうであるが、そういうのは
「難しい内容や用語を使ったベーシックな問題」や「基本的な
内容や用語を使った発展的な正誤判定」であることが多く、う
まく標準的なレベルになるよう工夫されていた。いずれにせよ、
表面的に言葉を覚える学習だけでは対応できない問題が多いの
で、注意が必要である。
　あと、Ａ日程の第４問は、民法と契約や障がい者の法定雇用
率、エシカル消費など、政経の範囲でもあるがどちらかという
と「公共」で重視されるテーマが多い印象だった。これは
2026年度だけに見られた特徴なので、少し頭にとどめておい
てもいいかもしれない。

1 基礎を効果的に身につける
　カタカナ語やアルファベットの略称などの用語問題対策とし
ては、一問一答や用語集の活用が有効である。また、内容理解
を求める問題や、図表の中の空欄補充などへの対策には、図表
そのものが掲載されている学校教科書や資料集などを活用する
のが効果的であると思われる。ちなみに一問一答は、ひねった
出題をする大学や発展的な知識を問う大学、内容理解を求める
出題をする大学対策には向かないが、麗澤大学のような「レベ
ル高めの用語や記述ではあるが、あくまで学校教科書レベルを
ベースに作成した素直な出題形式」の大学対策には、かなり有
効である。
2 旧センター試験の過去問も使おう
　文の正誤を問うような内容の理解度を測る問題には、旧セン
ター試験の過去問で対策するのも効果的である。共通テストに
移行してからの正誤判定は、思考力重視になったためひねった
出題が目立つが、センター試験時代のものは、麗澤大学のよう

な「正確な内容理解は求めるが素直な出題形式」の正誤判定問
題を出す大学の入試対策に、かなり役立つ。
　なお、政治・経済の過去問は、あまりに古すぎると時事内容
が風化してしまうこともあるので、時事とは関係ない普遍的な
内容の問題だけ選んで、対策として使うのが効果的である。
3 資料集も使ってみよう
　例年データ系資料の出題が少なく、2026年度はまったく出
題されていなかった麗澤大学ではあるが、資料集は活用を習慣
づけておこう。なぜなら資料集は、単なるデータブックとは違
い、憲法や裁判の判例、計算問題の解法なども掲載されている
からだ。そう考えると資料集は、政治・経済で受験する以上、
時間さえあれば見る習慣をつけておきたい。
　ただし資料集は、過去問同様古すぎると使い勝手が悪い。だ
から受験生には、必ず最新年度の資料集を使って学習すること
を求めたい。

全体的には「標準的」レベル　ただし基本内容の正確な理解度を問う問題が多い傾 向

一問一答（用語集）・旧センター試験の過去問・資料集を使い、基礎の徹底に努めたい対 策

■2026年度一般選抜出題一覧
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政治・経済 の傾向と対策



方式・日程 問題番号 出題分野 出題内容

一般前期／
Ａ日程
１月27日
問題▶P.65～

第１問 小問集合
相対速度。運動方程式。重心の座標。波形を表すグラフ。縦波の横波型表現。抵抗の抵抗率。平行
極板間の電場。電力量。

第２問 力学
Ａはばねで打ち出されて摩擦のある面上を運動して静止する物体。Ｂは上面の粗い可動な台上を運
動する物体。

第３問 波動 二つの音源からの音波の干渉。

第４問 電磁気 直線電流の作る磁場。電流が磁場から受ける力。

一般前期／
Ｂ日程
１月28日

問題▶P.153～

第１問 小問集合
重力と糸の張力の仕事。ばねで打ち出され水平投射する物体の力学的エネルギー保存。衝突と運動
量保存。気柱の共鳴。うなり。レンツの法則。二つの正の点電荷のまわりの電気力線。電熱線で発
生するジュール熱。

第２問 力学 Ａは定滑車にかけられた糸に結ばれた２物体の運動（アトウッドの装置）。Ｂは水平ばね振り子。

第３問 波動 ドップラー効果。

第４問 電磁気 コンデンサーを含む直流回路。

　試験時間は60分で、大問４題、総解答数24の全問マー
クセンス方式である。第１問が小問集合、第２問が力学、
第３問が波動、第４問が電磁気という構成である。各問題
は設定がシンプルで状況が把握しやすい。問題の図は教科
書や問題集で見かけるものが目につく。内容はいずれも基
礎力を試すものであり、用語や現象の理解、公式を活用す
る力が問われている。
　Ａ日程の問題。第１問の小問集合は、直交する方向を運
動する場合の相対速度、滑車を介して糸を斜めに引いて物
体を持ち上げる場合の運動方程式、棒で結ばれた２物体の
重心の座標、波形を表すグラフの読み取り、縦波の横波型
表現、抵抗と抵抗率、平行極板間の電場、電力量が扱われ
た。第２問はＡがばねで打ち出された物体の荒い面上での
運動、Ｂが上面が粗い板上の物体の運動。第３問は二つの

音源からの音波の干渉。第４問は直線電流の作る磁場と電
流が磁場から受ける力に関する問題。
　Ｂ日程の問題。第１問の小問集合は、振り子の力学的エ
ネルギー保存、ばねで打ち出され水平投射する物体の力学
的エネルギー保存、運動量保存、気柱の共鳴、うなりの回
数から振動数の大小の推測、磁石とコイルの電磁誘導とレ
ンツの法則、二つの正電荷の周りの電気力線、電熱線の
ジュール熱と水温上昇が扱われた。第２問はＡがアトウッ
ドの装置の典型的な問題。Ｂが水平ばね振り子の単振動に
関する問題。第３問は一直線上のドップラー効果に関する
問題。第４問はコンデンサーを含む直流回路に関する問題。
　昨年に続き、両日程の第２問～第４問の出題分野が共に
力学、電磁気、波動であることを踏まえて、この３分野の
完成度を高めておくことが重要である。

　教科書レベルの基本事項をマスターしていれば高得点が
狙える。ただし、小問集合を中心に教科書を読んだだけ、
公式を覚えただけでは得点しにくい問題もある。そこでま
ず、基本問題を繰り返し演習して、問題を読んだら手が動
く位に練習しよう。初めは簡単な問題を通じて物理の扱い
に慣れて行く。この段階では、少しずつ無理のない量から
始めて、調子が出てきたら段々と量を増やして行くように
しよう。
　「問題を解く作業」に慣れてきたら、典型問題を中心に
解き方とその考え方を身につけて行く。このとき、上手い
解き方の真似をするのは良いが、丸暗記はしないこと。丸

暗記した解法は自分でうまく使えないことが多いので、「な
ぜそうするのか」「何のためにそうするのか」を考えて、
自分なりに納得して進めていくことが大切である。
　さらに、標準問題に取り組み、問題文を読んで状況を理
解した上で「考えて解く」訓練をしておけば満点も可能な
出題である。
　そのほか、選択肢の中には次元（単位）が正しくないな
ど、明らかに誤りとわかるものが紛れていることがある。
過去問演習にあたっては、このようなものを選ばない判断
を予めできているかなども意識して対策するとよい。

設定がシンプルで基礎的な問題が中心、用語や現象の理解と公式の活用が試される傾 向

教科書で基本事項を理解した後、基本問題を反復演習し、公式や解法を定着させることが効果的である対 策

■2026年度一般選抜出題一覧
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方式・日程 問題番号 出題分野 出題内容

一般前期／
Ａ日程
１月27日
問題▶P.52～

第１問 基本的人権 少数者への配慮、平等権の訴訟、自由権の種類、社会権の判例や政策、新しい人権、
公共の福祉、薬事法裁判、外国人の権利保障など。

第２問 司法制度 日本の司法制度、裁判所の判断、被告人と被害者の扱い、三審制、公正な裁判、司
法権の独立、司法制度改革、裁判員制度、ADRなど。

第３問 金融 企業の資金調達、ノンバンク、貨幣の機能、日本銀行、信用創造、日本の金融政策、
非伝統的金融政策、BIS 規制、金融商品、ペイオフなど。

第４問 消費者問題と労働問題 消費者保護の法律、民法と契約、就業形態、不当労働行為、争議行為の種類、障が
い者の法定雇用率、クーリング・オフ、エシカル消費、消費者の四つの権利など。

一般前期／
Ｂ日程
１月28日

問題▶P.141～

第１問 新旧憲法と平和主義 大日本帝国憲法、新旧憲法の比較、天皇の国事行為、憲法の最高法規性、第９条を
めぐる裁判、近年の防衛政策、PKO、自衛隊の海外遠征、防衛予算の拡大など。

第２問 国会と内閣 法律の制定、衆議院と参議院、常会、党首討論、内閣総理大臣の選出、議院内閣制、
行政委員会、行政改革など。

第３問 国民所得と経済成長 ストックとフロー、付加価値計算、GDPに含まれるもの、NIの内訳、三面等価の原則、
経済成長率の計算、グリーンGDP、インフレとデフレ、景気変動の波、マネタリズムなど。

第４問 中小企業・農業・環境問題 産業構造の高度化、中小企業、ベンチャー企業、食の安全、食料自給率、新農業基本法、
環境問題全般、環境保全や循環型社会など。

1 出題形式
　Ａ日程・Ｂ日程ともに、例年通り、小問10問からなる大問
が４つ（計40問）出題されており、解答方式は全問マークシー
ト方式であった。設問形式は、政治分野は用語の選択、文章中
の空所補充、文章の正誤判定の３つが中心で、経済分野はそこ
に１問ずつぐらい、データの読み取りや計算問題が入ってくる
ことがあるのが例年の傾向である。
2 出題内容
　麗澤大学の入試問題に例年見られる出題傾向の特徴は、「毎
年１問程度の資料データの読み取りや計算問題」、「カタカナ語
とアルファベットの略称を多く出題」、「時事問題は少なめ」、
「Ａ・Ｂ両日程ともに政治分野２問、経済分野２問」、「両日程
間で出題範囲の重複なし」などだが、これらが2026年度はど
うだったか、見ていくことにする。
　まず「毎年１問程度のデータの読み取りや計算問題」だが、
2026年度は、資料データの読み取り問題は、Ａ・Ｂ両日程と
も１問も出題されていなかった。ただ計算問題は、Ａ日程では
出題されていなかったものの、Ｂ日程では２問（付加価値計算
と経済成長率の計算）出題されていた。ただし両問題とも非常
に基本的であった。
　次に「カタカナ語とアルファベットの略称を多く出題」につ
いてだが、2026年度もＡ日程は計６問と多かったが、Ｂ日程
では計３問と、例年より少なかった。難易度的には標準的な用
語が多かったが、Ａ日程でのギグワーカーやディーセント・ワー
ク、Ｂ日程でのクラウドファンディングやインキュベーターな
ど、かなり新しめの語も出題されていたので、注意を要する。
　それから「時事問題は少なめ」だが、確かにここ１～２年の

最新時事はまったく出題されていないが、2022年の少年法改
正や2023年制定の LGBT 理解増進法、2024年からの女性の
再婚禁止期間の廃止など、ここ５年以内の「かなり新しめの時
事」は割と出題されているので、くれぐれも普遍的な政経範囲
の学習だけで止めてしまわないよう、気をつけてほしい。
　それから「Ａ・Ｂ両日程ともに政治分野２問、経済分野２問」
だが、これも例年通り「政治分野２問、経済分野２問」と、バ
ランスよく出題されていた。さらには「両日程間で出題範囲の
重複なし」だが、こちらも例年通り重複範囲はなく、様々な単
元からまんべんなく出題されていた。なので、受験勉強をする
際も、どこかの範囲にやまを張るような勉強方法ではなく、す
べての範囲を網羅する勉強の仕方を選ぶのがよいと思われる。
3 難易度
　総合的にいうと「標準的」。具体的にいうと、Ａ・Ｂ両日程
とも、問題の作りそのものは素直で取りかかりやすく、問題の
意味そのものがわからない類の問題は皆無である。一見すると
政治分野より経済分野の方が難しそうであるが、そういうのは
「難しい内容や用語を使ったベーシックな問題」や「基本的な
内容や用語を使った発展的な正誤判定」であることが多く、う
まく標準的なレベルになるよう工夫されていた。いずれにせよ、
表面的に言葉を覚える学習だけでは対応できない問題が多いの
で、注意が必要である。
　あと、Ａ日程の第４問は、民法と契約や障がい者の法定雇用
率、エシカル消費など、政経の範囲でもあるがどちらかという
と「公共」で重視されるテーマが多い印象だった。これは
2026年度だけに見られた特徴なので、少し頭にとどめておい
てもいいかもしれない。

1 基礎を効果的に身につける
　カタカナ語やアルファベットの略称などの用語問題対策とし
ては、一問一答や用語集の活用が有効である。また、内容理解
を求める問題や、図表の中の空欄補充などへの対策には、図表
そのものが掲載されている学校教科書や資料集などを活用する
のが効果的であると思われる。ちなみに一問一答は、ひねった
出題をする大学や発展的な知識を問う大学、内容理解を求める
出題をする大学対策には向かないが、麗澤大学のような「レベ
ル高めの用語や記述ではあるが、あくまで学校教科書レベルを
ベースに作成した素直な出題形式」の大学対策には、かなり有
効である。
2 旧センター試験の過去問も使おう
　文の正誤を問うような内容の理解度を測る問題には、旧セン
ター試験の過去問で対策するのも効果的である。共通テストに
移行してからの正誤判定は、思考力重視になったためひねった
出題が目立つが、センター試験時代のものは、麗澤大学のよう

な「正確な内容理解は求めるが素直な出題形式」の正誤判定問
題を出す大学の入試対策に、かなり役立つ。
　なお、政治・経済の過去問は、あまりに古すぎると時事内容
が風化してしまうこともあるので、時事とは関係ない普遍的な
内容の問題だけ選んで、対策として使うのが効果的である。
3 資料集も使ってみよう
　例年データ系資料の出題が少なく、2026年度はまったく出
題されていなかった麗澤大学ではあるが、資料集は活用を習慣
づけておこう。なぜなら資料集は、単なるデータブックとは違
い、憲法や裁判の判例、計算問題の解法なども掲載されている
からだ。そう考えると資料集は、政治・経済で受験する以上、
時間さえあれば見る習慣をつけておきたい。
　ただし資料集は、過去問同様古すぎると使い勝手が悪い。だ
から受験生には、必ず最新年度の資料集を使って学習すること
を求めたい。

全体的には「標準的」レベル　ただし基本内容の正確な理解度を問う問題が多い傾 向

一問一答（用語集）・旧センター試験の過去問・資料集を使い、基礎の徹底に努めたい対 策

■2026年度一般選抜出題一覧
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政治・経済 の傾向と対策



方式・日程 問題番号 出題分野 出題内容

一般前期／
Ａ日程
１月27日
問題▶P.73～

第１問
化学基礎・
理論

元素の推定、物質の三態、元素の周期表、電子配置、物質量、固体の溶解度、化学反応の量的関係

第２問 化学基礎 pH、中和反応と塩、酸化還元滴定

第３問 理論・無機 化学結合、ハロゲン、ダニエル電池

第４問
理論・無機・
有機

反応の速さ、炭化水素、金属イオンの分離

一般前期／
Ｂ日程
１月28日

問題▶P.161～

第１問
化学基礎・
理論・無機

同素体、マグネシウム、錯イオン、固体の溶解度、pH、化学反応の量的関係、酸化還元反応

第２問 化学基礎 中和滴定、金属の酸化還元反応

第３問 理論・無機 アンモニアの工業的製法、気体の平均分子量、コロイド、化学反応と熱

第４問 理論・有機 電離平衡、アルコール、芳香族化合物の分離と性質

1 出題形式
　大問が４題出題され、第１問の一部と第２問は「化学基
礎」から、第３問と第４問の一部が「化学」の理論分野か
ら、第３問、第４問の一部が無機分野から、第４問の一部
が有機分野から出題される。第１問は小問集合の形式での
出題である。第２問以降はＡ、Ｂと２つの中問に分かれて
おり、それぞれ異なるテーマの問題が出題される。解答は
すべてマークシート方式で、解答数は25となっており、そ
の内訳が第１問は解答数７、その他の大問は解答数６となっ
ている。知識選択問題と計算問題の他に、誤りを含むもの
や正誤の組み合わせを選ぶような正誤問題が出題される。
2 出題内容
　第１問は小問集合であり、主に「化学基礎」から（一部
は「化学」の理論または無機分野から）の出題である。さ
まざまな内容、形式の問題がまんべんなく出題されるが、
そのうち３問は計算問題であり、正誤問題も出題されてい
る。
　第２問はＡ、Ｂ日程ともに、酸と塩基、酸化還元反応か

ら出題されており、特に、中和滴定や酸化還元滴定など、
実験に関する出題が目立つ。滴定実験からの出題は今後も
予想されるため、しっかり対策しておきたい。
　第３問は「化学」の理論・無機分野からの出題されてお
り、問題Ａは小問集合形式、問題Ｂは１つの単元に関する
問題が出題される。出題内容も溶液、化学反応と熱、電池
などさまざまである。これら分野は今後も出題が予想され
るため、手厚く対策しておいた方が良いだろう。
　第４問は問題Ａの一部が反応速度と平衡、問題Ａの残り
と問題Ｂが無機または有機分野からの出題である。問題Ｂ
では金属イオンや芳香族化合物などの分離の問題が出題さ
れている。また、図を読み取る問題が出題されることもあ
るため、さまざまな形式の問題に慣れておく必要がある。
3 難易度
　問題の大部分は教科書の例題や章末問題のような基礎か
ら標準レベルの問題が出題されているが、正誤問題などの
ように、知識を利用して解く問題も出題されているため、
細かい部分まで確認しておくなどの対策が必要である。

1 教科書の内容を正確に理解しよう
　問題はいずれも基礎から標準レベルの問題であるため、
教科書内容をきちんと学習し、基礎力をつけておく必要が
ある。当然、覚えるべき内容はしっかり暗記し、知識をつ
けることが最も重要であるといえる。
2 計算問題、正誤問題の対策をしよう
　計算問題については、教科書の例題や章末問題レベルの
問題が多く出題されているため、教科書を読み各単元の計
算問題の解法を理解し、問題をこなすことで解法を定着さ
せていくと良いだろう。また、正誤問題については、知識

をつけた後、問題をこなすことで形式に慣れていく必要が
ある。勉強するときは、それぞれの選択肢について、どこ
がどのように誤りなのか説明できるようにしていこう。
3 過去問演習を通して問題に慣れよう
　一通り教科書学習を終えた後は、過去問を使った演習を
行うことで問題に慣れていこう。問題を解くことで、教科
書の内容を復習し、間違えた問題には、試験本番で正解で
きるようにしっかり復習しておこう。また、苦手意識があ
る単元については、教科書を読み直す、問題を解くなどを
繰り返し、苦手意識をなくそう。

さまざまな単元から出題される　問題レベルは基礎～標準傾 向

教科書の内容を手を抜かずに学習しよう対 策

■2026年度一般選抜出題一覧
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化学 の傾向と対策



方式・日程 問題番号 出題分野 出題内容

一般前期／
Ａ日程
１月27日
問題▶P.80～

【Ⅰ】 情報社会の問題解決 情報社会の諸問題、情報モラル、情報セキュリティ

【Ⅱ】 データの活用、プログラミング
データの活用・分析、探索アルゴリズム、Python のプログラム表記、
２進数の計算

【Ⅲ】 情報通信ネットワーク、コンピュータ データ伝送の仕組み、コンピュータの構成要素

【Ⅳ】 情報デザイン、データの活用 インタフェース、情報デザイン、データの活用、画像のデータ量

【Ⅴ】 プログラミング、情報通信ネットワーク ローン返済のプログラム、情報技術の発展、AI

一般前期／
Ｂ日程
１月28日

問題▶P.169～

【Ⅰ】 情報社会の問題解決 メディアの特性、情報セキュリティ、情報モラル

【Ⅱ】 データの活用、プログラミング データの活用・分析、探索のプログラミング、シミュレーション

【Ⅲ】 コンピュータ、情報通信ネットワーク
情報セキュリティ、情報通信ネットワーク、コンピュータの構成、Web
閲覧の仕組み

【Ⅳ】
情報デザイン、データの活用、
情報通信ネットワーク

情報デザイン、データの活用、ネットワークの構築・周辺機器

【Ⅴ】 情報社会の問題解決、コンピュータ メディアの特性、問題発見・解決、ハードウェア、AI

　Ａ日程、Ｂ日程ともに易しめ～標準の問題で構成されて
いる。分量も、60分の試験時間内で十分に思考し、解答
しきれる量になっている。
　問題文の長さも標準からやや短めだが、珍しい知識を問
う問題も散見され、高得点を狙おうとすると苦労するかも
しれない。
　Ａ日程、Ｂ日程ともに、【Ⅰ】が情報セキュリティや情
報モラルに関する問題だった。【Ⅱ】は、Ａ日程ではデー
タの活用に関する問題が多く、Ｂ日程ではプログラミング
に関する問題が多かった。ほぼ全ての問題は、教科書にあ
る基本知識を押さえていれば解答できるものであった。
Python の仕様に関する問題が多かったので、触れておく
と良い学習になるだろう。【Ⅲ】は、両日程でコンピュー
タとプログラミングの分野から、クロック数やレジスタな

ど見慣れない話題が出題された。取扱いのない教科書で学
んでいた受験生は苦労したかもしれない。
　【Ⅳ】は、両日程でコンピュータ、情報デザイン、デー
タの活用と幅広い範囲から出題された。【Ⅴ】は、両日程
でAI に関する問題が出題された。教科書では取り扱われ
ていなかったかもしれないが、この分野に興味があれば、
ニュースなどで出てきた折などに調べておくと良いだろう。
　全体を通して基本的な知識と思考力を有していれば高得
点を取れる問題セットとなっていた。しかし、「NAS」（ネッ
トワークでつながれたHDD）や近年話題に事欠かないAI
に関する問いなど、教科書にとらわれない、情報社会に関
する多様な知識を要求する問題も一部には含まれていたの
でその点は注意したい。

　本学の問題は、知識、計算のいずれの面でも、基本事項
といえる内容を中心に出題されている。そのためまずは教
科書を丁寧に読み、出てくる内容を理解することが先決で
ある。その際は、語句を単に覚えるのではなく、どのよう
な文脈で使われるかを、実際に使われている場面も含めて
体系立てて覚えるようにすると、より理解が深まる。問題
演習は、教科書を読み進めながら合間合間に行うと、それ
までの知識の定着度合いを確認できて効果的である。
　知識を習得した後は、教科書の章末問題などで、情報Ⅰ
でよく使われる計算、例えば１バイト＝８ビットのような
単位変換や、２進数、10進数、16進数の相互変換などに
慣れておこう。
　また教科書レベルの知識を身につけることはもちろん大
切だが、それに加えて「実践経験」を積むことも大切にし

てほしい。本学では知識の実用的な運用がよく問われるの
で、日常生活で直面する問題をどう解決するかを考えると
いったように、「情報」という教科を机上での学習で終わ
らせず、身の回りの生活と積極的に関連付けられるように
なると良い。その実践経験が、特に問題解決法、シミュレー
ション、プログラミングに関する問題を解く際に、状況設
定を素早く把握するための手助けになってくれるだろう。
　プログラムの問題に登場するコードはほとんどが
Python で記述されているため、記法や演算子、偶数を選
び出すプログラムなどの基本的なコードについては慣れ親
しんでおくと良い。また、Ａ日程、Ｂ日程ともにAI に関
する問題が多数出題されたので、基本的な仕組みやAI に
関連する周辺知識についても学習しておくと、さらに高い
得点を狙えるだろう。

基本～標準問題で構成された問題群　AI の特徴やリスクに関する問題も登場傾 向

教科書にある基本事項を何より大切に！実践経験も鍵になる対 策

■2026年度一般選抜出題一覧
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情報 の傾向と対策

A
日
程

B
日
程

方式・日程 問題番号 出題分野 出題内容

一般前期／
Ａ日程
１月27日
問題▶P.73～

第１問
化学基礎・
理論

元素の推定、物質の三態、元素の周期表、電子配置、物質量、固体の溶解度、化学反応の量的関係

第２問 化学基礎 pH、中和反応と塩、酸化還元滴定

第３問 理論・無機 化学結合、ハロゲン、ダニエル電池

第４問
理論・無機・
有機

反応の速さ、炭化水素、金属イオンの分離

一般前期／
Ｂ日程
１月28日

問題▶P.161～

第１問
化学基礎・
理論・無機

同素体、マグネシウム、錯イオン、固体の溶解度、pH、化学反応の量的関係、酸化還元反応

第２問 化学基礎 中和滴定、金属の酸化還元反応

第３問 理論・無機 アンモニアの工業的製法、気体の平均分子量、コロイド、化学反応と熱

第４問 理論・有機 電離平衡、アルコール、芳香族化合物の分離と性質

1 出題形式
　大問が４題出題され、第１問の一部と第２問は「化学基
礎」から、第３問と第４問の一部が「化学」の理論分野か
ら、第３問、第４問の一部が無機分野から、第４問の一部
が有機分野から出題される。第１問は小問集合の形式での
出題である。第２問以降はＡ、Ｂと２つの中問に分かれて
おり、それぞれ異なるテーマの問題が出題される。解答は
すべてマークシート方式で、解答数は25となっており、そ
の内訳が第１問は解答数７、その他の大問は解答数６となっ
ている。知識選択問題と計算問題の他に、誤りを含むもの
や正誤の組み合わせを選ぶような正誤問題が出題される。
2 出題内容
　第１問は小問集合であり、主に「化学基礎」から（一部
は「化学」の理論または無機分野から）の出題である。さ
まざまな内容、形式の問題がまんべんなく出題されるが、
そのうち３問は計算問題であり、正誤問題も出題されてい
る。
　第２問はＡ、Ｂ日程ともに、酸と塩基、酸化還元反応か

ら出題されており、特に、中和滴定や酸化還元滴定など、
実験に関する出題が目立つ。滴定実験からの出題は今後も
予想されるため、しっかり対策しておきたい。
　第３問は「化学」の理論・無機分野からの出題されてお
り、問題Ａは小問集合形式、問題Ｂは１つの単元に関する
問題が出題される。出題内容も溶液、化学反応と熱、電池
などさまざまである。これら分野は今後も出題が予想され
るため、手厚く対策しておいた方が良いだろう。
　第４問は問題Ａの一部が反応速度と平衡、問題Ａの残り
と問題Ｂが無機または有機分野からの出題である。問題Ｂ
では金属イオンや芳香族化合物などの分離の問題が出題さ
れている。また、図を読み取る問題が出題されることもあ
るため、さまざまな形式の問題に慣れておく必要がある。
3 難易度
　問題の大部分は教科書の例題や章末問題のような基礎か
ら標準レベルの問題が出題されているが、正誤問題などの
ように、知識を利用して解く問題も出題されているため、
細かい部分まで確認しておくなどの対策が必要である。

1 教科書の内容を正確に理解しよう
　問題はいずれも基礎から標準レベルの問題であるため、
教科書内容をきちんと学習し、基礎力をつけておく必要が
ある。当然、覚えるべき内容はしっかり暗記し、知識をつ
けることが最も重要であるといえる。
2 計算問題、正誤問題の対策をしよう
　計算問題については、教科書の例題や章末問題レベルの
問題が多く出題されているため、教科書を読み各単元の計
算問題の解法を理解し、問題をこなすことで解法を定着さ
せていくと良いだろう。また、正誤問題については、知識

をつけた後、問題をこなすことで形式に慣れていく必要が
ある。勉強するときは、それぞれの選択肢について、どこ
がどのように誤りなのか説明できるようにしていこう。
3 過去問演習を通して問題に慣れよう
　一通り教科書学習を終えた後は、過去問を使った演習を
行うことで問題に慣れていこう。問題を解くことで、教科
書の内容を復習し、間違えた問題には、試験本番で正解で
きるようにしっかり復習しておこう。また、苦手意識があ
る単元については、教科書を読み直す、問題を解くなどを
繰り返し、苦手意識をなくそう。

さまざまな単元から出題される　問題レベルは基礎～標準傾 向

教科書の内容を手を抜かずに学習しよう対 策

■2026年度一般選抜出題一覧
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化学 の傾向と対策



方式・日程 問題番号 出題分野 出題内容

一般前期／
Ａ日程
１月27日
問題▶P.91～

【Ⅰ】 小問集合 無理数と式の値、１次不等式、整数と集合、必要十分条件の判定

【Ⅱ】 ２次関数 限定区間の最大値、グラフの平行移動、２次方程式の解の配置

【Ⅲ】 三角比と図形 正弦定理、三角形の面積の計算

【Ⅳ】 データの分析 箱ひげ図、外れ値、散布図、相関係数

一般前期／
Ｂ日程
１月28日

問題▶P.181～

【Ⅰ】 小問集合 式の値、絶対値、集合、必要十分条件の判定

【Ⅱ】 ２次関数 文字の入った２次関数の限定区間での最小値

【Ⅲ】 三角比と図形 正弦定理、余弦定理、円に内接する四角形、四角形の面積

【Ⅳ】 データの分析 平均値、分散、散布図と箱ひげ図

　大問４問の構成内容は毎年同じである。ここのところ、
大問の【Ⅱ】または【Ⅲ】で共通テストのような対話形式
の問題文が見られる。
　難易度は、大半は基本から標準レベルである。中には少
し難しい、かなり難しいものもあり、三角比やデータの分
析の後半によく見られる。
【Ⅰ】小問集合：絶対値のついたものが頻出である。１次
不等式や２次不等式などが解けないようでは困る。

　　集合では、整数とからめた出題が多く、整数の扱いも
大事である。

　　必要十分条件はよく考えなければならないものもあり、
条件を的確にとらえる必要がある。

【Ⅱ】２次関数：平行移動、最大最小、解の条件などが問
われるが、ほぼ基本から標準問題である。

【Ⅲ】三角比と図形：正弦定理、余弦定理、面積計算など
基本問題が多い。後半に難しい設問があることがある。
　　立体が出題されたこともあり、図をきちんと描くこと
などに気をつけてやっておきたい。

【Ⅳ】データの分析：箱ひげ図・散布図の読み取りなどは
標準的だが、相関係数の計算が出るとやや面倒。データ
の変換、データの追加後の変化を問う問題などは練習し
ていないと難しい。
　試験時間60分に対し問題の量はやや多く、要領よく易
しい問題を終えることが重要だ。

　頻出分野を重点的にやっておく。
　小問集合の無理数の計算、１次不等式、絶対値、集合、
必要十分条件は確実にしておきたい。集合や必要十分条件
は少し紛らわしいこともあるので十分に勉強しておきたい。
整数の余りに関わる問題が見られるので、このあたりの練
習もしておきたい。
　２次関数では、平方完成で計算ミスをしないことがまず
必要で、文字を含んだ２次関数の最大最小問題を徹底し、
グラフや解の配置の問題を十分にやっておきたい。
　三角比では、正弦定理、余弦定理、面積の計算の問題を
十分に練習する。定型的解法が最初に出てくるので、ここ
で点を落としてはならない。
　データの分析では、箱ひげ図や散布図の読み取りに慣れ
ておくこと、分散、相関係数の計算の要領を身に着けてお

くことが必要である。変数の変換は少し難しいが、出題さ
れるので、どのような変換でどのように変わるのか、でき
るだけ知っておきたい。問題文が長いので散布図や箱ひげ
図などを素早く読み取ることを心がけたい。
　選択肢を選ぶ問題なので、その練習には過去問演習が欠
かせない。時間配分を考えながら過去問をやっておくこと
は有効である。対話形式では問題文を読む時間を考えなけ
ればならないので、やはり過去問演習は必須である。難問
に深入りはせず、易しいものを確実に解いていくことを優
先するが、選択肢なので難問の正解を推定することも大事
である。また、計算ミスはマークシート方式においては致
命的であると心得て、ミスをしたら必ずやりなおし、何を
間違えたのかを確認することで同じミスをしないよう、練
習しておこう。

基本から標準レベルだけでなく難しい問題もあり、問題の量がやや多い傾 向

難問をこなすのではなく、基本から標準レベルの問題を確実に解く練習をしておきたい対 策

■2026年度一般選抜出題一覧
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方式・日程 問題番号 出題分野 出題内容

一般前期／
Ａ日程
１月27日
問題▶P.96～

【Ⅰ】 小問集合数学ⅠA 無理数と式の値、連立不等式、正八角形の面積、確率

【Ⅱ】 小問集合数学ⅡBC 円と直線の交わり、三角関数の値、対数方程式、ベクトルの内積

【Ⅲ】 数列 階差数列、２項間漸化式の基本形

【Ⅳ】 微分積分 ３次関数と２次関数、接線、面積

一般前期／
Ｂ日程
１月28日

問題▶P.186～

【Ⅰ】 小問集合数学ⅠA 式の値、２次関数の最小値、余弦定理、確率

【Ⅱ】 小問集合数学ⅡB 軌跡、三角関数、常用対数で桁数を求める、和が与えられた数列の一般項

【Ⅲ】 ベクトル 正六角形、線分上の点を表す、線分上にある条件、内分比

【Ⅳ】 微分積分 ３次関数、ｘ軸との共有点の個数、接線などで囲まれた部分の面積

　この科目は一昨年度から始まり、今年度は昨年度とほぼ
同じような出題となり、形が定まってきた。すべて答を選
択肢から選ぶマークシート方式の問題で、時間は60分で
ある。
　難易度は大半が基本から標準レベルである。
　出題内容は、【Ⅰ】【Ⅱ】が小問集合。【Ⅰ】は数学ⅠＡ
の内容で、Ａ、Ｂ日程とも同じ分野からの出題。
　【Ⅱ】は数学Ⅱ、と数列またはベクトル、という出題で、
【Ⅲ】【Ⅳ】と合わせてほぼすべての分野からの出題となる。
　【Ⅲ】は数学Ｂ、Ｃの内容で、Ａ日程は数列、Ｂ日程は
ベクトルだった。ベクトルは平面ベクトルの基本、数列は
昨年も漸化式の問題だった。この数列はやり方さえ知って

いれば基本問題であった。
　【Ⅳ】は微分積分で、Ａ日程、Ｂ日程ともに３次関数を
材料とした出題で、面積を計算するものである。
　大問４問のうちⅠ・Ａが１問、Ⅱ・Ｂ・Cが３問だから、
全体として、Ⅱ・Ｂ・Cの比重が高く、２年前はⅠ・Ａと
半々だったが、この形になった。
　なお両日程ともに【Ⅲ】は共通テストのような対話形式
の問題文になっている。
　特に難しい問題は無いが、60分ですべてやり終えるに
は分量が多いと思われる。計算スピードも問われているよ
うだ。

　ともかく基本的解法を身につけておく。
　【Ⅰ】は数学Ⅰから無理数の計算、２次関数、三角比と
図形、数学Ａから確率となっており、これを重点的にやっ
ておけばよい。いずれも典型問題なので、基本的な定型問
題をたくさんやっておくことだ。
　【Ⅱ】では数学Ⅱの微分積分以外と大問にされていない
ベクトルか数列が出題されるので、数学Ⅱの図形と方程式、
三角関数、指数・対数の基本レベルの習得が不可欠である。
分量的に負担に感じるかもしれないが、やはり基本的な定
型問題を十分に演習しておきたい。
　大問【Ⅲ】は数列かベクトルで、いずれも基本的な入試
問題である。ベクトルは平面ベクトルを中心に、数列は典
型的な漸化式の解法まで、どのような出題にも対応できる

よう、基本問題に習熟しておきたい。
　【Ⅳ】はＡ、Ｂ日程とも微分積分で、面積の問題が出題
されている。少し考えにくい設問もあったので、面積計算
の典型パターンを確実にこなせるようにしておきたい。計
算方法の習熟も求められる。
　今年度で出題の傾向が定まったと思われる。すべての分
野について、基礎知識の徹底を心がけなければならない。
　マークシート方式なので計算ミスは致命的である。日頃
から計算ミスをしたら必ずやり直し、どこでミスをしたの
かを確認しておきたい。
　時間配分も考えて解かなければ時間が足りなくなるので、
過去問を時間を見ながら演習しておくことも必要である。

数学Ⅱ・Ｂ・Cが中心傾 向

難問をこなすのではなく、基本から標準レベルの問題を確実に解く練習をしておきたい対 策

■2026年度一般選抜出題一覧
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A
日
程

B
日
程

方式・日程 問題番号 出題分野 出題内容

一般前期／
Ａ日程
１月27日
問題▶P.91～

【Ⅰ】 小問集合 無理数と式の値、１次不等式、整数と集合、必要十分条件の判定

【Ⅱ】 ２次関数 限定区間の最大値、グラフの平行移動、２次方程式の解の配置

【Ⅲ】 三角比と図形 正弦定理、三角形の面積の計算

【Ⅳ】 データの分析 箱ひげ図、外れ値、散布図、相関係数

一般前期／
Ｂ日程
１月28日

問題▶P.181～

【Ⅰ】 小問集合 式の値、絶対値、集合、必要十分条件の判定

【Ⅱ】 ２次関数 文字の入った２次関数の限定区間での最小値

【Ⅲ】 三角比と図形 正弦定理、余弦定理、円に内接する四角形、四角形の面積

【Ⅳ】 データの分析 平均値、分散、散布図と箱ひげ図

　大問４問の構成内容は毎年同じである。ここのところ、
大問の【Ⅱ】または【Ⅲ】で共通テストのような対話形式
の問題文が見られる。
　難易度は、大半は基本から標準レベルである。中には少
し難しい、かなり難しいものもあり、三角比やデータの分
析の後半によく見られる。
【Ⅰ】小問集合：絶対値のついたものが頻出である。１次
不等式や２次不等式などが解けないようでは困る。
　　集合では、整数とからめた出題が多く、整数の扱いも
大事である。
　　必要十分条件はよく考えなければならないものもあり、
条件を的確にとらえる必要がある。

【Ⅱ】２次関数：平行移動、最大最小、解の条件などが問
われるが、ほぼ基本から標準問題である。

【Ⅲ】三角比と図形：正弦定理、余弦定理、面積計算など
基本問題が多い。後半に難しい設問があることがある。
　　立体が出題されたこともあり、図をきちんと描くこと
などに気をつけてやっておきたい。

【Ⅳ】データの分析：箱ひげ図・散布図の読み取りなどは
標準的だが、相関係数の計算が出るとやや面倒。データ
の変換、データの追加後の変化を問う問題などは練習し
ていないと難しい。
　試験時間60分に対し問題の量はやや多く、要領よく易
しい問題を終えることが重要だ。

　頻出分野を重点的にやっておく。
　小問集合の無理数の計算、１次不等式、絶対値、集合、
必要十分条件は確実にしておきたい。集合や必要十分条件
は少し紛らわしいこともあるので十分に勉強しておきたい。
整数の余りに関わる問題が見られるので、このあたりの練
習もしておきたい。
　２次関数では、平方完成で計算ミスをしないことがまず
必要で、文字を含んだ２次関数の最大最小問題を徹底し、
グラフや解の配置の問題を十分にやっておきたい。
　三角比では、正弦定理、余弦定理、面積の計算の問題を
十分に練習する。定型的解法が最初に出てくるので、ここ
で点を落としてはならない。
　データの分析では、箱ひげ図や散布図の読み取りに慣れ
ておくこと、分散、相関係数の計算の要領を身に着けてお

くことが必要である。変数の変換は少し難しいが、出題さ
れるので、どのような変換でどのように変わるのか、でき
るだけ知っておきたい。問題文が長いので散布図や箱ひげ
図などを素早く読み取ることを心がけたい。
　選択肢を選ぶ問題なので、その練習には過去問演習が欠
かせない。時間配分を考えながら過去問をやっておくこと
は有効である。対話形式では問題文を読む時間を考えなけ
ればならないので、やはり過去問演習は必須である。難問
に深入りはせず、易しいものを確実に解いていくことを優
先するが、選択肢なので難問の正解を推定することも大事
である。また、計算ミスはマークシート方式においては致
命的であると心得て、ミスをしたら必ずやりなおし、何を
間違えたのかを確認することで同じミスをしないよう、練
習しておこう。

基本から標準レベルだけでなく難しい問題もあり、問題の量がやや多い傾 向

難問をこなすのではなく、基本から標準レベルの問題を確実に解く練習をしておきたい対 策

■2026年度一般選抜出題一覧
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 g

oo
d,

 b
ut

 t
he

 s
to

ry
 w

as
6

.  
M

an
y 

pe
op

le
 w

er
e 

m
ov

ed
 

to
 te

ar
s.

①
　

ex
ci

tin
g 

 
②

　
ha

pp
y

③
　

sa
d 

 
④

　
se

ns
ib

le

３
．

In
7

of
 e

m
er

ge
nc

y,
 p

le
as

e 
di

al
 1

10
 fo

r 
he

lp
.

①
　

ca
se

 
 

②
　

ef
fe

ct

③
　

se
ns

e 
 

④
　

sit
ua

tio
n

４
．

Ev
en

 th
ou

gh
 s

he
 w

as
 n

ot
 g

oo
d 

at
 te

nn
is,

 s
he

8
to

 g
iv

e 
up

 a
nd

 k
ep

t 

pr
ac

tic
in

g 
un

til
 s

he
 im

pr
ov

ed
.

①
　

co
m

pl
ai

ne
d 

 
②

　
co

nt
ro

lle
d

③
　

re
fu

se
d 

 
④

　
re

qu
es

te
d

５
．

I c
an

’t
9

to
 b

uy
 th

at
 g

am
e 

be
ca

us
e 

I h
av

en
’t 

re
ce

iv
ed

 m
y 

sa
la

ry
 y

et
.

①
　

ac
ce

pt
 

 
②

　
af

fo
rd

③
　

al
lo

w
 

 
④

　
ap

pe
ar

６
．

H
e

10
to

 b
e 

la
te

, s
o 

do
n’

t 
be

 s
ur

pr
ise

d 
if 

w
e 

ha
ve

 t
o 

w
ai

t 
fo

r 
te

n 
or

 

fif
te

en
 m

in
ut

es
 u

nt
il 

he
 a

rr
iv

es
.

①
　

av
oi

ds
 

 
②

　
co

m
pe

te
s

③
　

re
pe

at
s 

 
④

　
te

nd
s

【
Ⅱ

】

8
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3
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傾
向
と
対
策

A
日
程

B
日
程

解
　
答

一般前期／A日程 英語

2

会
話

文
⑵

A
:　

D
o 

yo
u 

m
in

d 
if 

I a
sk

 y
ou

 a
 fe

w
 q

ue
st

io
ns

 fo
r 

th
is 

su
rv

ey
?

B:
 

3

A
: 

T
ha

nk
 y

ou
.  

W
he

re
 d

o 
yo

u 
lik

e 
to

 g
o 

sh
op

pi
ng

 in
 T

ok
yo

?

B:
 

I l
ik

e 
to

 g
o 

sh
op

pi
ng

 in
 K

ic
hi

jo
ji.

A
: 

W
ha

t k
in

d 
of

 s
to

re
s 

do
 y

ou
 o

fte
n 

go
 to

?

B:
 

I l
ik

e 
to

 v
isi

t a
nt

iq
ue

 s
to

re
s 

th
er

e.

A
: 

W
ha

t m
et

ho
d 

of
 p

ay
m

en
t d

o 
yo

u 
us

e 
to

 m
ak

e 
pu

rc
ha

se
s?

B:
 

I u
se

 b
ot

h 
a 

cr
ed

it 
ca

rd
 a

nd
 c

as
h.

A
: 

H
ow

 o
fte

n 
do

 y
ou

 g
o 

sh
op

pi
ng

 th
er

e?

B:
 

I g
o 

ev
er

y 
w

ee
ke

nd
.

4

A
: 

H
ow

 m
uc

h 
m

on
ey

 d
o 

yo
u 

sp
en

d 
on

 a
n 

av
er

ag
e 

sh
op

pi
ng

 tr
ip

?

B:
 

I p
ro

ba
bl

y 
sp

en
d 

le
ss

 th
an

 1
0,0

00
 y

en
.

3

①
　

Y
es

, I
 d

o. 
 G

o 
ah

ea
d.

②
　

N
o, 

I d
on

’t 
m

in
d.

③
　

Ce
rt

ai
nl

y.
  P

le
as

e.

④
　

N
ot

 a
t a

ll. 
 I 

do
n’

t l
ik

e 
su

rv
ey

s.

4

①
　

I l
ik

e 
lo

ok
in

g 
fo

r 
ba

rg
ai

n 
an

tiq
ue

s 
th

er
e.

②
　

I w
or

k 
as

 a
 p

ar
t-t

im
er

 th
er

e 
on

 w
ee

ke
nd

s.

③
　

It
 is

 fu
n 

to
 s

el
l m

y 
an

tiq
ue

s 
th

er
e.

④
　

I s
pe

nd
 m

y 
fr

ee
 ti

m
e 

ta
lk

in
g 

w
ith

 c
us

to
m

er
s 

th
er

e.

8
0

4
9

_
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M
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dd
   

2
2

0
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5
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2
/0

9
   

9
:0

8

1

次
の

会
話

文
⑴

〜
⑵

の
中

の
各

空
所

に
入

る
も

っ
と

も
適

切
な

も
の

を
①

〜
④

の
中

か
ら

１

つ
選

ん
で

，
そ

の
番

号
を

マ
ー

ク
し

な
さ

い
。

1
〜

4

会
話

文
⑴

A
:　

H
ow

 m
ay

 I 
he

lp
 y

ou
?

B:
 

I’m
 lo

ok
in

g 
fo

r 
so

m
e 

ne
w

 p
an

ts
.

A
: 

H
ow

 a
bo

ut
 th

es
e?

B:
 

Gr
ea

t!
1

A
: 

O
f c

ou
rs

e, 
sir

.

B:
 

W
he

re
 is

 th
e 

fit
tin

g 
ro

om
?

A
: 

2

B:
 

O
h,

 I 
se

e 
it,

 th
an

k 
yo

u.

A
: 

Pl
ea

se
 le

t m
e 

kn
ow

 if
 y

ou
 n

ee
d 

fu
rt

he
r 

as
sis

ta
nc

e.

B:
 

O
ka

y.
  I

 w
ill

.

1

①
　

Ca
n 

I s
ee

 a
no

th
er

 p
ai

r?

②
　

M
ay

 I 
tr

y 
th

em
 o

n?

③
　

Ca
n 

I b
or

ro
w

 th
em

?

④
　

M
ay

 I 
ca

rr
y 

th
em

?

2

①
　

Bu
t t

he
se

 d
on

’t 
fit

 y
ou

.

②
　

It
’s 

no
t o

pe
n 

no
w

.

③
　

It
’s 

rig
ht

 n
ex

t t
o 

th
e 

ca
sh

ie
r.

④
　

Y
ou

 c
an

 p
ay

 o
ve

r 
th

er
e.

【
Ⅰ

】

8
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6

ea
te

n 
a 

liv
e 

cr
ab

, a
nd

 th
ey

 fo
un

d 
pa

ra
sit

es
 in

 h
is 

sy
st

em
.

B:
 

Y
uc

k,
 th

at
 s

ou
nd

s 
se

rio
us

.  
Is

 h
e 

ok
ay

 n
ow

?

A
: 

Y
ea

h,
 h

e 
go

t 
be

tt
er

 n
ow

, b
ut

 ❸
【

 (
a)

 d
oc

to
rs

　
(b

) 
ea

t　
(c

) 
hi

m
　

(d
) 

liv
e 

cr
ab

s　
(e

) n
ot

　
(f)

 th
e　

(g
) t

o　
(h

) w
ar

ne
d 

】
in

 th
e 

fu
tu

re
.

B:
 

I g
ue

ss
 th

at
’s 

a 
le

ss
on

 le
ar

ne
d.

  E
at

in
g 

ra
w

 s
ea

fo
od

 c
an

 b
e 

da
ng

er
ou

s.

A
: 

T
ha

t’s
 r

ig
ht

.  
❹

【
 (

a)
 c

oo
ke

d　
(b

) c
ra

bs
　

(c
) e

at
　

(d
) f

ro
m

　
(e

) I
　

(f)
 n

ow
　

(g
) w

ill
 o

nl
y 

】
on

.

B:
 

Y
ea

h,
 it

’s 
sa

fe
r 

to
 ❺

【
 (

a)
 c

an
　

(b
) c

oo
k

　
(c

) c
ra

bs
　

(d
) k

ill
　

(e
) s

in
ce

　

(f)
 th

e 
he

at
　

(g
) t

he
 p

ar
as

ite
s 

】. 
 S

o 
it’

s 
st

ill
 b

et
te

r 
to

 b
e 

ca
ut

io
us

.

１
．
❶

 
17

①
　

a
–

e 
②

　
a

–
g 

③
　

b
–

f 
④

　
b

–
g

⑤
　

f–
a 

⑥
　

f–
c 

⑦
　

g
–

c 
⑧

　
g

–
e

２
．
❷

 
18

①
　

a
–

e 
②

　
a

–
g 

③
　

b
–

f 
④

　
b

–
g

⑤
　

f–
a 

⑥
　

f–
c 

⑦
　

g
–

c 
⑧

　
g

–
e

３
．
❸

 
19

①
　

a
–

b 
②

　
a

–
e 

③
　

c
–

g 
④

　
c

–
h

⑤
　

f–
d 

⑥
　

f–
h 

⑦
　

h
–

d 
⑧

　
h

–
g

４
．
❹

 
20

①
　

a
–

d 
②

　
a

–
e 

③
　

c
–

d 
④

　
c

–
g

⑤
　

f–
a 

⑥
　

f–
g 

⑦
　

g
–

e 
⑧

　
g

–
f

５
．
❺

 
21

①
　

a
–

c 
②

　
a

–
e 

③
　

b
–

d 
④

　
b

–
g

⑤
　

e
–

d 
⑥

　
e

–
f 

⑦
　

g
–

c 
⑧

　
g

–
f

8
0

4
9

_
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1
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G

A
_

M
.in

dd
   

6
2

0
2

5
/1

2
/0

9
   

9
:0

8

5

次
の

英
文

の
内

容
に

合
う

よ
う

に
，【

　
　

】
内

の
語

句
を

並
び

か
え

て
英

文
を

作
り

な
さ

い
。

そ
の

際
，
３
番
目

と
６
番
目

に
く

る
語

句
の

組
み

合
わ

せ
を

選
ん

で
，

そ
の

番
号

を
マ

ー

ク
し

な
さ

い
。（

た
だ

し
，

文
頭

に
く

る
語

も
小

文
字

で
表

示
さ

れ
て

い
る

場
合

が
あ

る
。）

17
〜

21

例
：

�【
 (
a)
�c
el
eb

ra
te
　

(b
)�y

ou
r　

(c
)�i
n　

(d
)�C

hr
ist

m
as

　
(e
)�y

ou
　

(f)
�d

o　
(g
)�h

ow
 】

�

co
un

tr
y?

①
　

b
–
a�

②
　

b
–
e�

③
　

c
–
a�

④
　

e
–
b

⑤
　

e
–
c�

⑥
　

f–
d�

⑦
　

g
–
b�

⑧
　

g
–
c

【
　

　
】

内
の

語
を

並
べ

か
え

る
と

【
 (
g)
�h

ow
　

(f)
�d

o　
(e
)�y

ou
　

(a
)�c

el
eb

ra
te
　

(d
)�C

hr
ist

m
as

　
(c
)�i
n　

(b
)�y

ou
r 

】�

co
un

tr
y?

と
な

り
ま

す
。【

　
　

】
内

で
３
番
目

と
６
番
目

に
く

る
の

は
(e
)と

(c
)で

す
か

ら
，

そ

の
組

み
合

わ
せ

で
あ

る
⑤

を
マ

ー
ク

し
ま

す
。

A
:　

H
ey

,�d
id
�y

ou
�h

ea
r�
ab

ou
t�t

ha
t�m

an
�in

�C
hi
na

�w
ho

�g
ot
�s
ic
k�

af
te
r�
ea

tin
g�

a�
liv

e�

cr
ab

?

B:
�

N
o,�

I�h
av

en
’t.
��W

ha
t�h

ap
pe

ne
d?

A
:�

W
el
l,�
hi
s�
da

ug
ht

er
�g

ot
�in

ju
re

d�
by

�a
�c
ra

b�
w
hi
le
�t
he

y�
w
er

e�
cr

os
sin

g�
a�
riv

er
,�

so
�❶

【
 (
a)
�c

ra
b　

(b
)�
de

ci
de

d　
(c
)�
ea

t　
(d
)�
he

　
(e
)�
th

e�
liv

e　
(f)
�t

o　
(g
)�
to
�

ge
t 
】

re
ve

ng
e.

B:
�

Re
al
ly
?�
�T

ha
t�s

ou
nd

s�
st
ra

ng
e.�

�D
id
�it

�m
ak

e�
hi
m
�s
ic
k?

A
:�

Y
ea

h,
�it

�d
id
.��
T
w
o�
m
on

th
s�
la
te
r,�

he
�s
ta
rt
ed

�h
av

in
g�

ba
ck

�p
ai
n�

an
d�

ha
d�

to
�g

o�

to
�th

e�
ho

sp
ita

l.

B:
�

W
ha

t�
❷

【
 (
a)
�d

id
　

(b
)�

do
ct
or

s　
(c
)�

fin
d
　

(d
)�

ou
t　

(e
)�

th
e
　

(f)
�w

as
　

(g
)�w

ro
ng

 】
w
ith

�h
im

?

A
:�

A
t�
fir

st
,�t

he
y�

co
ul
dn

’t�
fig

ur
e�

it�
ou

t.�
�B

ut
�t
he

n�
hi
s�

w
ife

�s
ai
d�

th
at
�h

e�
ha

d�

【
Ⅲ

】

8
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8

１
．

W
ho

 s
ay

s 
yo

u 
ca

n 
ea

sil
y 

kn
ow

 w
ha

t w
ill

 h
ap

pe
n 

ne
xt

?
22

①
A

nn
a

②
Br

ia
n

③
Ca

rlo
s

④
D

ai
sy

２
．

W
ho

 s
ay

s 
he

 o
r 

sh
e 

w
as

 e
xc

ite
d 

ab
ou

t w
ha

t w
ou

ld
 h

ap
pe

n 
ne

xt
?

23

①
A

nn
a

②
Br

ia
n

③
Ca

rlo
s

④
D

ai
sy

8
0

4
9

_
0

1
_

EI
G

A
_

M
.in

dd
   

8
2

0
2

5
/1

2
/0

9
   

9
:0

8

7

次
の

英
文

の
内

容
に

合
う

よ
う

に
，

あ
と

の
設

問
の

解
答

と
し

て
も

っ
と

も
適

切
な

も
の

を

①
〜

④
の

中
か

ら
１

つ
選

ん
で

，
そ

の
番

号
を

マ
ー

ク
し

な
さ

い
。

22
〜

26

Ａ
　

Y
ou

 a
re

 r
ea

di
ng

 s
tu

de
nt

 r
ev

ie
w

s 
of

 t
w

o 
m

ov
ie

s, 
G

al
ax

y 
W

ar
s 

an
d 

Ch
ar

lo
tte

 

an
d 

th
e 

Ca
nd

y 
Fa

ct
or

y.

G
al

ax
y 

W
ar

s

A
nn

a: 
 G

al
ax

y 
W

ar
s 

is 
a 

co
ol

 m
ov

ie
!  

It
’s 

lik
e, 

w
ow

!  
T

he
 s

pa
ce

 s
ce

ne
s 

ar
e 

aw
es

om
e 

an
d 

m
ak

e 
yo

u 
fe

el
 li

ke
 y

ou
’re

 r
ea

lly
 t

he
re

.  
T

he
 a

ct
or

s 
ar

e 

gr
ea

t, 
to

o, 
an

d 
th

e 
st

or
y 

is 
th

ril
lin

g.
  I

 w
as

 o
n 

th
e 

ed
ge

 o
f m

y 
se

at
 th

e 

w
ho

le
 ti

m
e! 

 If
 y

ou
 li

ke
 a

ct
io

n 
an

d 
ad

ve
nt

ur
e, 

yo
u 

sh
ou

ld
 s

ee
 it

!

Br
ia

n:
 

 I 
di

dn
’t 

re
al

ly
 li

ke
 G

al
ax

y 
W

ar
s. 

 T
he

 s
to

ry
 w

as
 k

in
d 

of
 b

or
in

g 
an

d 

th
e 

ch
ar

ac
te

rs
 

w
er

e 
du

ll. 
 

T
he

 
sp

ec
ia

l 
ef

fe
ct

s 
w

er
e 

ok
ay

, 
bu

t 

ev
er

yt
hi

ng
 e

lse
 w

as
 ju

st
 n

ot
 m

y 
th

in
g.

  I
 g

ue
ss

 if
 y

ou
’re

 in
to

 s
ci

-fi
, y

ou
 

m
ig

ht
 li

ke
 it

, b
ut

 it
 w

as
n’

t f
or

 m
e.

Ch
ar

lo
tte

 a
nd

 th
e 

Ca
nd

y 
Fa

ct
or

y

Ca
rlo

s:　
 Ch

ar
lo

tte
 a

nd
 th

e 
Ca

nd
y 

Fa
ct

or
y 

is 
a 

re
al

ly
 n

ic
e 

m
ov

ie
!  

It
’s 

so
 c

ol
or

fu
l 

an
d 

fu
n.

  
I 

lo
ve

d 
Ch

ar
lo

tt
e—

sh
e’s

 b
ra

ve
 a

nd
 k

in
d.

  
T

he
 s

to
ry

 is
 e

as
y 

to
 fo

llo
w

 a
nd

 m
ak

es
 y

ou
 fe

el
 h

ap
py

.  
It

’s 
gr

ea
t f

or
 k

id
s 

an
d 

ad
ul

ts
, t

oo
.  

Y
ou
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（ Ｄ ） 外 国 を ホ ウ ロ ウ す る ① 　 ロ ウ ド ウ 組 合 に 入 る

② 　 ロ ウ ホ ウ を 聞 い て 喜 ぶ

③ 　 シ ン ロ ウ の 友 人 代 表 と し て 話 す

④ 　 細 胞 の ロ ウ カ を 防 ぐ 研 究

⑤ 　 時 間 を ロ ウ ヒ す る

� 解 答 番 号 は 4

（ Ｅ ） オ ン コ ウ な 人 柄 を し て い る ① 　 フ オ ン な 気 配 を 感 じ る

② 　 体 力 を オ ン ゾ ン す る

③ 　 名 家 の オ ン ゾ ウ シ と し て 育 つ

④ 　 ケ イ コ ク オ ン が 鳴 る

⑤ 　 オ ン リ ョ ウ を ま つ る

� 解 答 番 号 は 5
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次 の （ Ａ ） 〜 （ Ｅ ） と 同 じ 漢 字 が 用 い ら れ て い る も の を 、 そ れ ぞ れ ① 〜 ⑤ の 中 か ら 一 つ ず つ 選 び 、 そ の 番 号 を マ ー ク し な さ い 。

（ Ａ ） テ ン コ ウ に め ぐ ま れ る ① 　 本 の ゲ ン コ ウ を 書 き 上 げ る

② 　 コ ウ バ イ の き つ い 坂 を 上 る

③ 　 コ ウ キ ュ ウ の 平 和 を 願 う

④ 　 所 得 か ら コ ウ ジ ョ す る

⑤ 　 生 徒 会 長 に リ ッ コ ウ ホ す る

� 解 答 番 号 は 1

（ Ｂ ） キ ョ コ ウ と し て 小 説 を 楽 し む ① 　 授 業 中 に キ ョ シ ュ す る

② 　 目 的 地 ま で キ ョ リ が あ る

③ 　 ク ウ キ ョ な 気 持 ち に な る

④ 　 面 会 を キ ョ ゼ ツ す る

⑤ 　 キ ョ シ ュ ウ を 決 す る

� 解 答 番 号 は 2

（ Ｃ ） 目 の 前 の こ と に セ ン ネ ン す る ① 　 ス イ セ ン 図 書 を 読 む

② 　 チ ー ム セ ン ゾ ク の ト レ ー ナ ー

③ 　 山 で セ ン ニ ン の よ う に 暮 ら す

④ 　 市 場 に セ ン ギ ョ が 並 ぶ

⑤ 　 身 分 を 隠 し て セ ン ニ ュ ウ す る

� 解 答 番 号 は 3

【 Ⅰ 】
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こ こ で 私 は 「 日 本 の 近 代 化 が 明 治 維 新 後 の 西 欧 化 を も っ て 始 ま っ た 」 と す る 日 本 近 代 史 の 〝 通 説 〟 に 異 を 唱 え 、 江 戸 時 代 の 日

本 が 形 成 し て い た 、 西 欧 近 代 社 会 と は 異 な る 「 独 自 に 成 熟 し た 近 代 社 会 」 に つ い て 語 ろ う と し て い る わ け だ が 、 こ の 文 脈 に 沿 っ

て （ 注 １ ） 先 の 問 い に 答 え る な ら ば 、 こ う で あ る 。

従 来 の 江 戸 へ の 低 評 価 あ る い は 否 定 は 、 江 戸 時 代 を 「 前 近 代 社 会 」 と み る か ら で あ り 、 最 近 出 て き た 再 評 価 や 高 評 価 は 、 江 戸

時 代 が 「 近 代 社 会 」 で あ り 、 現 代 日 本 文 化 の ル ー ツ は そ こ に あ る と み る か ら で あ る 、 と 。

つ ま り 「 何 よ り も 重 要 な こ と は 、 江 戸 時 代 の 社 会 は 、 西 欧 と は 異 質 の

0 0 0 0 0 0 0

、 独 自 の 近 代 化 社 会

0 0 0 0 0 0 0 0

を す で に 実 現 し た と い う こ と で あ り

ま す 。 明 治 以 後 の 急 速 な 西 欧 化 は 、 こ の 独 自 の 成 熟 し た 近 代 社 会 を 基 盤 と し て 、 ま る で 吸
す い

取
と

り 紙 に イ ン ク が 吸 い 取 ら れ る よ う に

吸 収 さ れ る こ と が 可 能 に な っ た の で あ り ま す 」 。

私 は 、 「 江 戸 と 現 代 」 と い う 講 演 を 、 二 度 の 長 崎 旅 行 以 外 は 豊
ぶ ん

後
ご

（ 大 分 県 ） の 一 寒 村 で 生 涯 を お く り な が ら 、 ヘ ー ゲ ル に 先 ん

じ る こ と 半 世 紀 前 に 弁 証 法 哲 学 を 完 成 し た 江 戸 中 期 の 哲 学 者 ・ 三 浦 梅 園 な ど を 例 証 に し て ま と め た の だ が 、 こ れ が 、 私 が 江 戸 に

〝 （ 注 ２ ） プ レ テ ク ス ト 〟 を 求 め る 一 つ の 理 由 で あ る 。

し か し 、 一 般 的 に い わ れ て い る 「 近 代 化 」 と 、 私 が 「 江 戸 時 代 、 す で に 独 自 の 近 代 化 を 実 現 し て い た 」 と い う 場 合 の 「 近 代

化 」 と は 同 じ で は な い 。

な ぜ な ら ば 、 一 般 的 に い わ れ て い る 「 近 代 化 」 と は 、 ひ と 言 で い え ば 「 西 欧 の 優 位 性 を 暗 黙 の う ち に 含 ん だ 普 遍 主 義 、 国 際 主

義 」 と い っ て い い も の だ か ら で あ る 。 〈 Ⅰ 〉

ル ネ ッ サ ン ス か ら 産 業 革 命 を 経 て 西 欧 に 定 着 し 、 や が て は 世 界 的 〝 目 標 〟 と な っ た 近 代 社 会 は 、 「 神 」 、 そ し て そ れ が 信 じ ら れ

な く な る と ス ー パ ー ス タ ー ― ― 理 想 的 な 人 間 像 ・ 社 会 ＝ 理
イ

想
コ

像
ン

の も と に 、 す べ て の 人 間 は 平 等 で あ る と 教 え た 。 イ コ ン は ま た

「 進 歩 の 思 想 」 に 支 え ら れ た 努 力 目 標 で も あ る 。 〈 Ⅱ 〉

そ し て 、 こ の 思 想 が 機 械 技 術 の 発 達 ＝ 工 業 化 に よ っ て 普 遍 的 な も の と な り 、 初 期 に は き わ め て 贅
ぜ い

沢
た く

品
ひ ん

で あ っ た 物 、 た と え ば テ

レ ビ 、 ラ ジ オ 、 時 計 、 自 動 車 と い っ た 工 業 製 品 を 、 廉 価 で 大 量 に 大 衆 に 提 供 す る こ と で 、 や が て 〝 大 衆 社 会 〟 を 出 現 さ せ た 。

（ Ｂ ）
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次 の 文 章 を 読 ん で 、 後 の 問 い に 答 え な さ い 。

一 九 八 一 年 、 ロ イ ヤ ル ・ ア カ デ ミ ー ・ オ ブ ・ ア ー ツ （ 英 国 王 立 芸 術 院 ） が 開 催 し た 「
ザ ・ グ レ ー ト ・ ジ ャ パ ン ・ エ キ ジ ビ シ ョ ン

江 戸 大 美 術 展 」 ― ― 江 戸 時 代 （ 一 六

〇 三 〜 一 八 六 七 ） 約 二 六 〇 年 間 の 絵 画 ・ 工 芸 ・ 陶 磁 器 ・ 能 衣 装 な ど の 美 術 の 総 合 展 示 会 ― ― の 会 場 設 計 を 担 当 し た 私 は 、 オ ッ ク

ス フ ォ ー ド 大 学 で 「 江 戸 と 現 代 」 と 題 し て 講 演 し 、 お お よ そ 次 の よ う に 述 べ た 。

「 江 戸 時 代 は 、 日 本 の 長 い 歴 史 の な か で も 、 〝 鎖 国 〟 と い う 政 策 を と っ た き わ め て 特 殊 な 時 代 で す 。 別 の 言 い 方 を す れ ば 、 明 治

以 後 の 圧 倒 的 な 西 欧 化 の 始 ま る 直 前 の 時 代 で す 。 私 は こ の 江 戸 時 代 ― ― 正 確 に い え ば 室 町 時 代 後 期 か ら 江 戸 時 代 に か け て の 三 百

数 十 年 の 間 に 、 現 代 日 本 の 生 活 様 式 、 文 化 の す べ て の ル ー ツ が あ る と 考 え て い ま す 。

現 代 日 本 に 生 き て い る 伝 統 芸 能 や 伝 統 文 化 の お も な も の 、 茶 道 、 華 道 、 能 、 歌 舞 伎 、 数 寄 屋 建 築 は 、 室 町 時 代 の 後 半 か ら 桃 山

時 代 に か け て 生 ま れ 、 そ し て 、 江 戸 時 代 に な っ て 大 衆 の な か に 定 着 し ま し た 。

し か し 、 明 治 維 新 後 、 政 府 は も ち ろ ん の こ と 日 本 国 民 の な か に も 、 江 戸 時 代 を 全 面 否 定 す る 傾 向 が 強 く 存 在 し ま し た 。

明 治 以 後 の 圧 倒 的 な 西 欧 化 を 進 め る た め に は 、 江 戸 時 代 の 幕 府 の 封 建 制 度 は も ち ろ ん の こ と 、 生 活 様 式 や 文 化 で さ え も 、 非 近

代 的 な も の と し て 否 定 す る か 、 あ る い は 低 い 評 価 を 与 え ら れ る こ と に な っ た の で す 。

明 治 以 後 、 日 本 の 建 築 は 突 然 、 洋 風 建 築 の 完 全 な 模 倣 と な り 、 日 本 人 は 洋 服 を 着 る よ う に な り ま し た 。 そ し て 、 日 本 の 近 代 化

は 明 治 か ら 始 ま っ た と 考 え る の が 通 説 に な っ た の で す 。

明 治 以 後 の 一 〇 〇 年 余 り で 、 日 本 は 後 進 国 か ら 先 進 国 に な っ た 、 と い う 説 明 を 聞 く こ と が よ く あ り ま す 。

発 展 途 上 国 の 指 導 者 は 、 わ れ わ れ も 日 本 を 見 習 っ て 今 後 一 〇 〇 年 で 近 代 化 を 達 成 す る の だ と い い ま す 。

し か し 、 こ の 説 明 は 正 し く な い と 私 は 考 え て い ま す 。

な ぜ な ら ば 、 江 戸 時 代 は 、 こ れ ま で 考 え ら れ た 以 上 に す で に 近 代 化 が 進 ん で い た 時 代 で あ り 、 大 衆 文 化 の 蓄 積 が な さ れ て い た

時 代 で あ っ た こ と が 、 し だ い に は っ き り し て き た か ら で す 」

【 Ⅱ 】

・ ・ ・
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先 に 私 は 、 「 近 代 化 」 に 異 議 を 申 し 立 て る と い っ た 。 し か し 、 そ れ は 「 近 代 化 」 の す べ て に 、 で は な い 。

私 は 、 西 欧 近 代 文 化 が 「 大 衆 社 会 」 を 出 現 さ せ た こ と を 、 人 類 史 の な か で も 画 期 的 な こ と だ と 高 く 評 価 し て い る 。 な ぜ な ら ば 、

大 衆 社 会 が 成 立 す る こ と で 、 初 め て 「 個 」 が 成 立 し た か ら で あ る 。

私 が い い た い の は 、 そ の 「 個 」 が 移 動 し 、 出 会 い 、 接 触 す る こ と で 、 異 質 な 個 性 と 価 値 基 準 が 衝 突 し 、 あ る い は 影 響 を 受 け 合

い な が ら 、 そ の ミ ク ロ な イ ン タ ー カ ル チ ュ ラ リ ズ ム を 通 し て 、 「 近 代 （ 主 義 ） 」 が 切 り 捨 て て し ま っ た 異 質 な も の や 敵 対 す る も の

を 取 り 込 む 柔 軟 性 、 機 能 を 固 定 さ せ な い タ イ ム ・ シ ェ ア リ ン グ の 発 想 、 旅 の 思 想 、 混
こ ん

沌
と ん

と し た 存 在 や 中 間 領 域 の Ｈ を す

く い あ げ て い く こ と で あ る 。

そ し て 、 そ れ ぞ れ 独 自 の ア イ デ ン テ ィ テ ィ を 形 成 し て い く こ と が 、 こ れ か ら の 時 代 の 基 盤 と な る の で は な い か と い う こ と で あ

る 。
だ が 現 実 に は 、 近 代 主 義 の 建 築 や 都 市 は 、 た と え ば 建 築 や 都 市 空 間 や 企 業 に み ら れ る よ う な 「 機 能 に 基 づ く 分 離 主 義 」 に よ っ

て 完 全 に 中 間 領 域 を 欠 落 さ せ ら れ て い る 。

そ の 典 型 が 「 Ｔ Ｐ Ｏ の ラ イ フ ス タ イ ル 」 ― ― た と え ば 住 宅 は 、 寝 る 機 能 と し て の 寝 室 、 食 べ る 機 能 と し て の 食 堂 、 団
だ ん

欒
ら ん

の 機 能

と し て の 居 間 、 そ れ ら を 結 ぶ 機 能 と し て の 廊 下 に 分 離 さ れ る と い う 考 え 方 で あ る 。

こ の 「 機 能 別 分 離 主 義 」 は 近 代 社 会 の 工 業 化 の 波 に 乗 っ て 、 封 建 制 や ア カ デ ミ ズ ム を 打 ち 破 る 武 器 と な っ た が 、 ま た 皮 肉 な こ

と に 、 部 分 と 全 体 を 截
せ つ

然
ぜ ん

と 区 別 し 、 全 体 を 部 分 よ り 重 要 と す る 新 し い 固 定 的 な ピ ラ ミ ッ ド 型 支 配 秩 序 を つ く り だ す 武 器 と も な っ

て い っ た 。

か く し て 「 近 代 化 社 会 」 ＝ 工 業 化 社 会 に お け る 効 率 の 原 理 は 、 集 積 効 果 を 追 究 し て 巨 大 科 学 、 巨 大 技 術 、 巨 大 産 業 が 全 体 の 骨

格 を ま ず 決 定 す る リ ー デ ィ ン グ ・ セ ク タ ー と な り 、 次 い で 部 分 へ と ブ レ ー ク ダ ウ ン さ れ る と い う 産 業 構 造 の 階 級 的 秩 序 を 形 成 す

る 。
封 建 社 会 の 中 央 集 権 シ ス テ ム に か わ る 、 工 業 化 社 会 の 中 央 集 権 シ ス テ ム で あ る 。

（ Ｇ ）

（ Ｉ ）

（ Ｊ ）
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西 欧 近 代 社 会 で は 、 物 質 文 明 の 恩 恵 を 量 産 し 、 貧 富 の 差 を 超 え て 最 大 限 に 大 衆 化 す る こ と が 、 バ ラ 色 の 夢 の ゴ ー ル と さ れ た の

で あ る 。 〈 Ⅲ 〉

こ の 考 え 方 は 、 こ れ ま で 世 界 の 一 大 潮 流 と な っ て き た 。 〈 Ⅳ 〉

つ ま り 、 こ れ ま で の 「 近 代 化 」 と は 、 西 欧 文 明 の 価 値 体 系 に 組 み 込 ま れ た 「 工 業 化 」 の こ と で あ り 、 だ か ら 「 工 業 化 」 を 進 め

よ う と し た 発 展 途 上 国 に と っ て は 、 「 近 代 化 」 は す な わ ち 「 西 欧 化 」 と 同 義 語 だ っ た と い っ て い い 。

明 治 維 新 以 降 の 日 本 も ま た 、 近 代 化 ＝ 西 欧 化 を 急 速 に 、 か つ 強 力 に 推 し 進 め る こ と で 、 西 欧 先 進 国 と 同 じ イ コ ン を 持 と う と し

た 。 〈 Ⅴ 〉

イ コ ン を 持 つ 社 会 で は 、 西 欧 文 明 と 異 質 な 文 化 は 決 し て 評 価 さ れ な い し 、 そ の 意 義 も 認 め ら れ な い 。 ル ネ ッ サ ン ス に 源 を 持 つ

西 欧 の 神 ＝ イ コ ン は 画 一 的 普 遍 を 求 め て 全 世 界 に 広 が る 。 一 つ の 文 化 が 他 の 文 化 を 征 服 す る 。

〝 江 戸 〟 も ま た 明 治 に な っ て 西 欧 文 化 に 征 服 さ れ 、 独 自 に あ っ た 文 化 も 否 定 さ れ た の で あ る 。 し か し 、 い ま 、 こ の 〝 西 欧 進 歩

史 観 〟 に 基 づ く 「 近 代 化 」 の 潮 流 は 、 新 し い 潮 流 に と っ て か わ ら れ つ つ あ る 。

コ ン ピ ュ ー タ ・ ネ ッ ト ワ ー ク に 代 表 さ れ る 現 代 の 〝 ハ ー ド ウ ェ ア 〟 の 海 は 、 も は や 「 唯
イ コ ン

一 絶 対 」 の 価 値 観 で は 泳 ぎ 渡 る こ と は

不 可 能 で あ る 。 逆 に 、 「 イ コ ン は な い 」 「 世 界 に は 無 数 の 価 値 観 が あ る 」 と 考 え る こ と 、 「 事 物 を 見 る 視 点 も ま た 無 数 に あ る 」 と

考 え る こ と で 初 め て 、 こ の 新 し い 海 を 航 海 す る こ と が 可 能 に な る の で あ る 。

私 は 、 Ｃ や Ｄ の 立 場 を と る も の で は 決 し て な い が 、 「 近 代 化 」 ＝ 西 欧 の 優 位 性 を 暗 黙 の う ち に 含 ん だ 普 遍 主 義 、

国 際 主 義 に は 異 議 を 申 し 立 て る 。

な ぜ な ら ば 、 現 代 は 近 代 主 義 の 終
し ゅ う

焉
え ん

の 時 代 で あ り 、 神 ＝ イ コ ン の 死 の 時 代 で あ る か ら な の だ 。

私 の 視 点 か ら す れ ば 、 こ れ か ら の 時 代 は 、 そ れ ぞ れ の 地 域 で 自 ら の 文 化 の ア イ デ ン テ ィ テ ィ を 問 い 直 し な が ら 、 国 際 的 に は そ

れ ら の 異 質 な 文 化 の 価 値 基 準 が 衝 突 し 、 影 響 を 受 け 合 い 、 そ れ ぞ れ に 独 自 な 文 化 を 形 成 し て い く と い う 新 し い 国 際 性 ― ― 〝 イ ン

タ ー ナ シ ョ ナ リ ズ ム 〟 で は な く 〝 イ ン タ ー カ ル チ ュ ラ リ ズ ム 〟 と も い う べ き 国 際 性 ― ― が 問 わ れ る 時 代 な の で あ る 。

（ Ｅ ） （ Ｆ ）
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こ こ で 私 は 「 日 本 の 近 代 化 が 明 治 維 新 後 の 西 欧 化 を も っ て 始 ま っ た 」 と す る 日 本 近 代 史 の 〝 通 説 〟 に 異 を 唱 え 、 江 戸 時 代 の 日

本 が 形 成 し て い た 、 西 欧 近 代 社 会 と は 異 な る 「 独 自 に 成 熟 し た 近 代 社 会 」 に つ い て 語 ろ う と し て い る わ け だ が 、 こ の 文 脈 に 沿 っ

て （ 注 １ ） 先 の 問 い に 答 え る な ら ば 、 こ う で あ る 。

従 来 の 江 戸 へ の 低 評 価 あ る い は 否 定 は 、 江 戸 時 代 を 「 前 近 代 社 会 」 と み る か ら で あ り 、 最 近 出 て き た 再 評 価 や 高 評 価 は 、 江 戸

時 代 が 「 近 代 社 会 」 で あ り 、 現 代 日 本 文 化 の ル ー ツ は そ こ に あ る と み る か ら で あ る 、 と 。

つ ま り 「 何 よ り も 重 要 な こ と は 、 江 戸 時 代 の 社 会 は 、 西 欧 と は 異 質 の

0 0 0 0 0 0 0

、 独 自 の 近 代 化 社 会

0 0 0 0 0 0 0 0

を す で に 実 現 し た と い う こ と で あ り

ま す 。 明 治 以 後 の 急 速 な 西 欧 化 は 、 こ の 独 自 の 成 熟 し た 近 代 社 会 を 基 盤 と し て 、 ま る で 吸
す い

取
と

り 紙 に イ ン ク が 吸 い 取 ら れ る よ う に

吸 収 さ れ る こ と が 可 能 に な っ た の で あ り ま す 」 。

私 は 、 「 江 戸 と 現 代 」 と い う 講 演 を 、 二 度 の 長 崎 旅 行 以 外 は 豊
ぶ ん

後
ご

（ 大 分 県 ） の 一 寒 村 で 生 涯 を お く り な が ら 、 ヘ ー ゲ ル に 先 ん

じ る こ と 半 世 紀 前 に 弁 証 法 哲 学 を 完 成 し た 江 戸 中 期 の 哲 学 者 ・ 三 浦 梅 園 な ど を 例 証 に し て ま と め た の だ が 、 こ れ が 、 私 が 江 戸 に

〝 （ 注 ２ ） プ レ テ ク ス ト 〟 を 求 め る 一 つ の 理 由 で あ る 。

し か し 、 一 般 的 に い わ れ て い る 「 近 代 化 」 と 、 私 が 「 江 戸 時 代 、 す で に 独 自 の 近 代 化 を 実 現 し て い た 」 と い う 場 合 の 「 近 代

化 」 と は 同 じ で は な い 。

な ぜ な ら ば 、 一 般 的 に い わ れ て い る 「 近 代 化 」 と は 、 ひ と 言 で い え ば 「 西 欧 の 優 位 性 を 暗 黙 の う ち に 含 ん だ 普 遍 主 義 、 国 際 主

義 」 と い っ て い い も の だ か ら で あ る 。 〈 Ⅰ 〉

ル ネ ッ サ ン ス か ら 産 業 革 命 を 経 て 西 欧 に 定 着 し 、 や が て は 世 界 的 〝 目 標 〟 と な っ た 近 代 社 会 は 、 「 神 」 、 そ し て そ れ が 信 じ ら れ

な く な る と ス ー パ ー ス タ ー ― ― 理 想 的 な 人 間 像 ・ 社 会 ＝ 理
イ

想
コ

像
ン

の も と に 、 す べ て の 人 間 は 平 等 で あ る と 教 え た 。 イ コ ン は ま た

「 進 歩 の 思 想 」 に 支 え ら れ た 努 力 目 標 で も あ る 。 〈 Ⅱ 〉

そ し て 、 こ の 思 想 が 機 械 技 術 の 発 達 ＝ 工 業 化 に よ っ て 普 遍 的 な も の と な り 、 初 期 に は き わ め て 贅
ぜ い

沢
た く

品
ひ ん

で あ っ た 物 、 た と え ば テ

レ ビ 、 ラ ジ オ 、 時 計 、 自 動 車 と い っ た 工 業 製 品 を 、 廉 価 で 大 量 に 大 衆 に 提 供 す る こ と で 、 や が て 〝 大 衆 社 会 〟 を 出 現 さ せ た 。

（ Ｂ ）
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次 の 文 章 を 読 ん で 、 後 の 問 い に 答 え な さ い 。

一 九 八 一 年 、 ロ イ ヤ ル ・ ア カ デ ミ ー ・ オ ブ ・ ア ー ツ （ 英 国 王 立 芸 術 院 ） が 開 催 し た 「
ザ ・ グ レ ー ト ・ ジ ャ パ ン ・ エ キ ジ ビ シ ョ ン

江 戸 大 美 術 展 」 ― ― 江 戸 時 代 （ 一 六

〇 三 〜 一 八 六 七 ） 約 二 六 〇 年 間 の 絵 画 ・ 工 芸 ・ 陶 磁 器 ・ 能 衣 装 な ど の 美 術 の 総 合 展 示 会 ― ― の 会 場 設 計 を 担 当 し た 私 は 、 オ ッ ク

ス フ ォ ー ド 大 学 で 「 江 戸 と 現 代 」 と 題 し て 講 演 し 、 お お よ そ 次 の よ う に 述 べ た 。

「 江 戸 時 代 は 、 日 本 の 長 い 歴 史 の な か で も 、 〝 鎖 国 〟 と い う 政 策 を と っ た き わ め て 特 殊 な 時 代 で す 。 別 の 言 い 方 を す れ ば 、 明 治

以 後 の 圧 倒 的 な 西 欧 化 の 始 ま る 直 前 の 時 代 で す 。 私 は こ の 江 戸 時 代 ― ― 正 確 に い え ば 室 町 時 代 後 期 か ら 江 戸 時 代 に か け て の 三 百

数 十 年 の 間 に 、 現 代 日 本 の 生 活 様 式 、 文 化 の す べ て の ル ー ツ が あ る と 考 え て い ま す 。

現 代 日 本 に 生 き て い る 伝 統 芸 能 や 伝 統 文 化 の お も な も の 、 茶 道 、 華 道 、 能 、 歌 舞 伎 、 数 寄 屋 建 築 は 、 室 町 時 代 の 後 半 か ら 桃 山

時 代 に か け て 生 ま れ 、 そ し て 、 江 戸 時 代 に な っ て 大 衆 の な か に 定 着 し ま し た 。

し か し 、 明 治 維 新 後 、 政 府 は も ち ろ ん の こ と 日 本 国 民 の な か に も 、 江 戸 時 代 を 全 面 否 定 す る 傾 向 が 強 く 存 在 し ま し た 。

明 治 以 後 の 圧 倒 的 な 西 欧 化 を 進 め る た め に は 、 江 戸 時 代 の 幕 府 の 封 建 制 度 は も ち ろ ん の こ と 、 生 活 様 式 や 文 化 で さ え も 、 非 近

代 的 な も の と し て 否 定 す る か 、 あ る い は 低 い 評 価 を 与 え ら れ る こ と に な っ た の で す 。

明 治 以 後 、 日 本 の 建 築 は 突 然 、 洋 風 建 築 の 完 全 な 模 倣 と な り 、 日 本 人 は 洋 服 を 着 る よ う に な り ま し た 。 そ し て 、 日 本 の 近 代 化

は 明 治 か ら 始 ま っ た と 考 え る の が 通 説 に な っ た の で す 。

明 治 以 後 の 一 〇 〇 年 余 り で 、 日 本 は 後 進 国 か ら 先 進 国 に な っ た 、 と い う 説 明 を 聞 く こ と が よ く あ り ま す 。

発 展 途 上 国 の 指 導 者 は 、 わ れ わ れ も 日 本 を 見 習 っ て 今 後 一 〇 〇 年 で 近 代 化 を 達 成 す る の だ と い い ま す 。

し か し 、 こ の 説 明 は 正 し く な い と 私 は 考 え て い ま す 。

な ぜ な ら ば 、 江 戸 時 代 は 、 こ れ ま で 考 え ら れ た 以 上 に す で に 近 代 化 が 進 ん で い た 時 代 で あ り 、 大 衆 文 化 の 蓄 積 が な さ れ て い た

時 代 で あ っ た こ と が 、 し だ い に は っ き り し て き た か ら で す 」

【 Ⅱ 】

・ ・ ・

（ Ａ ）
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問 1 　 傍 線 部 （ Ａ ） 「 こ の 説 明 は 正 し く な い と 私 は 考 え て い ま す 」 と あ る が 、 な ぜ か 。 そ の 理 由 と し て も っ と も 適 切 な も の を 、 次

の ① 〜 ⑤ の 中 か ら 一 つ 選 び 、 そ の 番 号 を マ ー ク し な さ い 。� 解 答 番 号 は 6

① 　 日 本 の 近 代 化 が い つ か ら 始 ま っ た の か に つ い て は 諸 説 あ る う え 、 近 代 化 の 進 展 と 先 進 国 で あ る か ど う か と の 関 連 性 も

は っ き り と わ か っ て い る わ け で は な い か ら 。

② 　 日 本 の 近 代 化 は た っ た 一 〇 〇 年 で 達 成 さ れ る よ う な も の で は な く 、 江 戸 時 代 の 近 代 化 の 進 展 や 大 衆 文 化 の 蓄 積 が あ っ て

初 め て 可 能 に な っ た か ら 。

③ 　 日 本 の 近 代 化 は 明 治 以 降 か ら 始 ま っ た の で は な く 、 江 戸 時 代 の 時 点 で 別 の 形 で 進 ん で お り 、 大 衆 文 化 の 蓄 積 と い う 成 熟

し た 社 会 の 特 徴 も み ら れ た か ら 。

④ 　 日 本 の 近 代 化 は 衣 服 や 建 築 に み ら れ る 外 形 的 で 模 倣 し や す い も の で は な く 、 江 戸 時 代 の 大 衆 文 化 の 蓄 積 を 基 礎 と し た 内

面 に か か わ る も の だ っ た か ら 。

⑤ 　 日 本 の 近 代 化 は 上 か ら の 指 導 に よ っ て 達 成 さ れ た も の で は な く 、 江 戸 時 代 に 自 然 に 蓄 積 さ れ た 大 衆 文 化 な ど を 活
い

か し て

可 能 に な っ た も の だ か ら 。

問 2 　 本 文 は 次 の 一 文 が 抜 け て い る 。 本 文 の 〈 Ⅰ 〉 〜 〈 Ⅴ 〉 の ど こ に 入 る の が も っ と も 適 切 か 。 後 の ① 〜 ⑤ の 中 か ら 一 つ 選 び 、 そ の

番 号 を マ ー ク し な さ い 。� 解 答 番 号 は 7

発 展 途 上 の 多 く の 国 々 は 、 西 欧 社 会 ・ 西 欧 文 明 を 自 ら の イ コ ン と し 、 そ れ に す こ し で も 近 づ こ う と 「 近 代 化 」 に 努 め て き た 。

① 　 〈 Ⅰ 〉 　 　 　 ② 　 〈 Ⅱ 〉 　 　 　 ③ 　 〈 Ⅲ 〉 　 　 　 ④ 　 〈 Ⅳ 〉 　 　 　 ⑤ 　 〈 Ⅴ 〉
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こ の よ う な 「 近 代 主 義 」 の 持 つ 階 級 的 秩 序 は 、 部 分 や 個 人 の 持 っ て い る 多 様 性 、 人 間 性 、 あ る い は 繊 細 な 感 受 性 を も 欠 落 さ せ

る 。 私 は 、 こ れ ら 欠 落 し た も の の 復 権 と い う 意 図 を 内 に 持 っ た 〝 近 代 化 〟 を 、 「 超
メ タ ・ モ ダ ン

近 代 化 」 と 名 づ け て い る 。

（ 黒 川 紀 章 「 ノ マ ド の 時 代 ― ― 情 報 化 社 会 の ラ イ フ ス タ イ ル 」 に よ る ）

（ 注 1 ） 　 先 の 問 い ― ―� 本 文 の 前 で 筆 者 は 、 明 治 維 新 後 の 日 本 政 府 や 国 民 の 江 戸 に 対 す る 否 定 的 な 態 度 を 踏 ま え て 、 「 〝 江 戸 〟

に 対 す る か つ て の 低 評 価 。 否 定 は 、 何 に 由 来 す る も の だ っ た の か ？ 　 ま た 、 そ の 再 評 価 ・ 高 評 価 は 、

何 に 由 来 す る も の な の か ？ 」 と い う 問 い を 提 示 し て い る 。

（ 注 2 ） 　 プ レ テ ク ス ト ― ― き っ か け 。 機 会 。

・（ Ｋ ）
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問 5 　 傍 線 部 （ Ｅ ） 「 近 代 主 義 」 と あ る が 、 そ の 由 来 や 影 響 に つ い て 本 文 の 内 容 を 次 の よ う な 図 で 表 し た と き 、 空 所 ａ 〜�

ｃ に 入 る こ と ば と し て も っ と も 適 切 な も の を 、 そ れ ぞ れ ① 〜 ⑤ の 中 か ら 一 つ ず つ 選 び 、 そ の 番 号 を マ ー ク し な さ い 。

� 解 答 番 号 は  ａ が 10 ・ ｂ が 11 ・ ｃ が 12

ａ

ｃ
ｂ

工
業

化

イ
コ

ン

近
代
主
義

個
の

成
立

超
近

代
化

① 　 中 央 集 権 シ ス テ ム

② 　 大 衆 社 会

③ 　 建 築 や 都 市

④ 　 進 歩 思 想

⑤ 　 西 欧 文 明
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問 3 　 傍 線 部 （ Ｂ ） 「 理 想 的 な 人 間 像 ・ 社 会 ＝ 理
イ

想
コ

像
ン

」 と あ る が 、 「 理
イ

想
コ

像
ン

」 は ど の よ う な 考 え 方 を 誘 引 す る か 。 そ の 説 明 と し て

も っ と も 適 切 な も の を 、 次 の ① 〜 ⑤ の 中 か ら 一 つ 選 び 、 そ の 番 号 を マ ー ク し な さ い 。� 解 答 番 号 は 8

① 　 西 欧 に 近 づ く こ と を 「 進 歩 」 と 考 え て 肯 定 的 に 捉 え 、 西 欧 以 外 の 文 化 を 征 服 し 否 定 し よ う と す る 考 え 方 。

② 　 す べ て の 人 間 が 平 等 で あ る こ と を 前 提 と し て 、 普 遍 的 な 目 標 に 向 か っ て 皆 が 努 力 す る べ き と す る 考 え 方 。

③ 　 西 欧 的 な 価 値 観 を 理 想 像 と し て 設 定 し な が ら 、 西 欧 以 外 の 文 化 を 恣 意 的 に 序 列 付 け し て い く 考 え 方 。

④ 　 普 遍 的 で 国 際 的 な も の ほ ど 進 歩 的 と 捉 え 、 西 欧 以 外 の 文 化 を 否 定 的 に 評 価 す る さ い に 用 い ら れ が ち な 考 え 方 。

⑤ 　 西 欧 と 異 質 な も の が 対 立 す る こ と を 通 じ て 、 互 い が そ の 長 所 を 伸 ば し て 進 歩 で き る と す る 考 え 方 。

問 4 　 空 所 Ｃ ・ Ｄ に 入 る こ と ば の 組 み 合 わ せ と し て も っ と も 適 切 な も の を 、 次 の ① 〜 ⑤ の 中 か ら 一 つ 選 び 、 そ の

番 号 を マ ー ク し な さ い 。� 解 答 番 号 は 9

① 　 Ｃ ＝ 愛 他 主 義 　 　 　 Ｄ ＝ 進 歩 主 義

② 　 Ｃ ＝ 事 大 主 義 　 　 　 Ｄ ＝ 利 己 主 義

③ 　 Ｃ ＝ 伝 統 主 義 　 　 　 Ｄ ＝ 民 族 主 義

④ 　 Ｃ ＝ 懐 古 主 義 　 　 　 Ｄ ＝ 愛 他 主 義

⑤ 　 Ｃ ＝ 耽 美 主 義 　 　 　 Ｄ ＝ 保 守 主 義
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問 1 　 傍 線 部 （ Ａ ） 「 こ の 説 明 は 正 し く な い と 私 は 考 え て い ま す 」 と あ る が 、 な ぜ か 。 そ の 理 由 と し て も っ と も 適 切 な も の を 、 次

の ① 〜 ⑤ の 中 か ら 一 つ 選 び 、 そ の 番 号 を マ ー ク し な さ い 。� 解 答 番 号 は 6

① 　 日 本 の 近 代 化 が い つ か ら 始 ま っ た の か に つ い て は 諸 説 あ る う え 、 近 代 化 の 進 展 と 先 進 国 で あ る か ど う か と の 関 連 性 も

は っ き り と わ か っ て い る わ け で は な い か ら 。

② 　 日 本 の 近 代 化 は た っ た 一 〇 〇 年 で 達 成 さ れ る よ う な も の で は な く 、 江 戸 時 代 の 近 代 化 の 進 展 や 大 衆 文 化 の 蓄 積 が あ っ て

初 め て 可 能 に な っ た か ら 。

③ 　 日 本 の 近 代 化 は 明 治 以 降 か ら 始 ま っ た の で は な く 、 江 戸 時 代 の 時 点 で 別 の 形 で 進 ん で お り 、 大 衆 文 化 の 蓄 積 と い う 成 熟

し た 社 会 の 特 徴 も み ら れ た か ら 。

④ 　 日 本 の 近 代 化 は 衣 服 や 建 築 に み ら れ る 外 形 的 で 模 倣 し や す い も の で は な く 、 江 戸 時 代 の 大 衆 文 化 の 蓄 積 を 基 礎 と し た 内

面 に か か わ る も の だ っ た か ら 。

⑤ 　 日 本 の 近 代 化 は 上 か ら の 指 導 に よ っ て 達 成 さ れ た も の で は な く 、 江 戸 時 代 に 自 然 に 蓄 積 さ れ た 大 衆 文 化 な ど を 活
い

か し て

可 能 に な っ た も の だ か ら 。

問 2 　 本 文 は 次 の 一 文 が 抜 け て い る 。 本 文 の 〈 Ⅰ 〉 〜 〈 Ⅴ 〉 の ど こ に 入 る の が も っ と も 適 切 か 。 後 の ① 〜 ⑤ の 中 か ら 一 つ 選 び 、 そ の

番 号 を マ ー ク し な さ い 。� 解 答 番 号 は 7

発 展 途 上 の 多 く の 国 々 は 、 西 欧 社 会 ・ 西 欧 文 明 を 自 ら の イ コ ン と し 、 そ れ に す こ し で も 近 づ こ う と 「 近 代 化 」 に 努 め て き た 。

① 　 〈 Ⅰ 〉 　 　 　 ② 　 〈 Ⅱ 〉 　 　 　 ③ 　 〈 Ⅲ 〉 　 　 　 ④ 　 〈 Ⅳ 〉 　 　 　 ⑤ 　 〈 Ⅴ 〉
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こ の よ う な 「 近 代 主 義 」 の 持 つ 階 級 的 秩 序 は 、 部 分 や 個 人 の 持 っ て い る 多 様 性 、 人 間 性 、 あ る い は 繊 細 な 感 受 性 を も 欠 落 さ せ

る 。 私 は 、 こ れ ら 欠 落 し た も の の 復 権 と い う 意 図 を 内 に 持 っ た 〝 近 代 化 〟 を 、 「 超
メ タ ・ モ ダ ン

近 代 化 」 と 名 づ け て い る 。

（ 黒 川 紀 章 「 ノ マ ド の 時 代 ― ― 情 報 化 社 会 の ラ イ フ ス タ イ ル 」 に よ る ）

（ 注 1 ） 　 先 の 問 い ― ―� 本 文 の 前 で 筆 者 は 、 明 治 維 新 後 の 日 本 政 府 や 国 民 の 江 戸 に 対 す る 否 定 的 な 態 度 を 踏 ま え て 、 「 〝 江 戸 〟

に 対 す る か つ て の 低 評 価 。 否 定 は 、 何 に 由 来 す る も の だ っ た の か ？ 　 ま た 、 そ の 再 評 価 ・ 高 評 価 は 、

何 に 由 来 す る も の な の か ？ 」 と い う 問 い を 提 示 し て い る 。

（ 注 2 ） 　 プ レ テ ク ス ト ― ― き っ か け 。 機 会 。

・（ Ｋ ）
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問 7 　 傍 線 部 （ Ｇ ） ・ （ Ｊ ） の 本 文 中 に お け る 意 味 と し て も っ と も 適 切 な も の を 、 次 の ① 〜 ⑤ の 中 か ら 一 つ ず つ 選 び 、 そ の 番 号 を

マ ー ク し な さ い 。

Ｇ 　 画 期 的 ① 　 迷 い を 解 く よ う な

② 　 時 代 の 流 れ に 合 う

③ 　 新 し く す ぐ れ て い る

④ 　 注 目 す べ き で あ る

⑤ 　 非 常 に 興 味 深 い

� 解 答 番 号 は 14

Ｊ 　 リ ー デ ィ ン グ ・ セ ク タ ー ① 　 学 問 的 な 有 用 性 が 高 い 部 門

② 　 直 接 的 な 収 益 を 上 げ る 部 門

③ 　 主 導 的 な 役 割 を 果 た す 部 門

④ 　 既 存 の 秩 序 を 脅 か す 部 門

⑤ 　 現 場 の 情 報 を 吸 い 上 げ る 部 門

� 解 答 番 号 は 15
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問 6 　 傍 線 部 （ Ｆ ） 「 神 ＝ イ コ ン の 死 の 時 代 」 と あ る が 、 そ の 説 明 と し て も っ と も 適 切 な も の を 、 次 の ① 〜 ⑤ の 中 か ら 一 つ 選 び 、

そ の 番 号 を マ ー ク し な さ い 。� 解 答 番 号 は 13

① 　 西 洋 的 な 価 値 観 が 重 視 さ れ な く な り 、 東 洋 的 な 価 値 観 で 物 事 を 見 直 す こ と が 求 め ら れ る 時 代 。

② 　 普 遍 的 な 価 値 観 で は な く 、 自 ら の 地 域 の 文 化 か ら ア イ デ ン テ ィ テ ィ を 獲 得 し て い く よ う に な る 時 代 。

③ 　 異 質 な 文 化 ど う し の 衝 突 を 通 し て 、 そ れ ぞ れ の 文 化 の 価 値 観 が 洗 練 さ れ 普 遍 性 を 獲 得 し て い く 時 代 。

④ 　 価 値 観 が 相 対 的 で 多 様 な も の と な り 、 物 事 を さ ま ざ ま な 角 度 か ら 見 る 必 要 が 出 て く る 時 代 。

⑤ 　 多 様 な 文 化 が 混 ざ り 合 う こ と に よ っ て 、 ア イ デ ン テ ィ テ ィ を 確 立 す る こ と が 困 難 な 時 代 。
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問 10 　 傍 線 部 （ Ｋ ） 「 超 近 代 化 」 と あ る が 、 こ れ に つ い て の 説 明 と し て も っ と も 適 切 な も の を 、 次 の ① 〜 ⑤ の 中 か ら 一 つ 選 び 、 そ

の 番 号 を マ ー ク し な さ い 。� 解 答 番 号 は 18

① 　 近 代 化 の 結 果 生 ま れ た 階 級 的 秩 序 の 中 で な い が し ろ に さ れ て き た 多 様 性 や 人 間 性 、 繊 細 な 感 受 性 と い っ た 価 値 を 評 価 し

回 復 す る こ と 。

② 　 近 代 社 会 に お け る 急 速 な 工 業 化 の 過 程 で 生 ま れ た 多 様 性 や 人 間 性 、 繊 細 な 感 受 性 に よ っ て 、 新 た な 階 級 的 秩 序 を 再 形 成

す る こ と 。

③ 　 社 会 全 体 の た め に 階 級 的 秩 序 の 維 持 は 前 提 と し つ つ 、 近 代 化 に よ っ て 成 立 し た 「 個 」 の 多 様 性 や 人 間 性 、 繊 細 な 感 受 性

を 部 分 的 に 見 直 す こ と 。

④ 　 近 代 主 義 に よ る 階 級 的 秩 序 を 否 定 し 、 個 人 の 持 っ て い る 多 様 性 や 人 間 性 、 繊 細 な 感 受 性 を も と に そ れ と は 対 極 の 社 会 秩

序 を 模 索 す る こ と 。

⑤ 　 工 業 化 社 会 に お け る 効 率 の 原 理 か ら 成 立 し た 多 様 性 や 人 間 性 、 繊 細 な 感 受 性 を 一 度 取 り 除 き 、 新 し い も の と し て 再 生 さ

せ る こ と 。
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問 8 　 空 所 Ｈ に 入 る こ と ば と し て も っ と も 適 切 な も の を 、 次 の ① 〜 ⑤ の 中 か ら 一 つ 選 び 、 そ の 番 号 を マ ー ク し な さ い 。

� 解 答 番 号 は 16

① 　 回 帰 性 　 　 　 ② 　 単 純 性 　 　 　 ③ 　 攻 撃 性 　 　 　 ④ 　 巧 緻 性 　 　 　 ⑤ 　 曖 昧 性

問 9 　 傍 線 部 （ Ｉ ） 「 機 能 に 基 づ く 分 離 主 義 」 と あ る が 、 こ れ に つ い て の 説 明 と し て も っ と も 適 切 な も の を 、 次 の ① 〜 ⑤ の 中 か ら

一 つ 選 び 、 そ の 番 号 を マ ー ク し な さ い 。� 解 答 番 号 は 17

① 　 空 間 を 機 能 に よ っ て 分 類 し て 捉 え 直 そ う と す る 考 え 方 で あ り 、 近 代 以 前 か ら 続 く 社 会 秩 序 を よ り 強 固 な も の に し た 。

② 　 物 事 を 機 能 に よ っ て 区 別 す る 考 え 方 で あ り 、 近 代 の 工 業 化 と の 親 和 性 を 持 ち な が ら 新 し い 社 会 の 秩 序 を 生 み だ し た 。

③ 　 空 間 ご と に 異 な る 機 能 を 持 た せ る 考 え 方 で あ り 、 産 業 構 造 に お け る 階 級 的 秩 序 と は 異 質 の 価 値 基 準 を 成 立 さ せ た 。

④ 　 物 事 に 中 間 的 領 域 を 持 つ 機 能 を 取 り 入 れ よ う と す る 考 え 方 で あ り 、 従 来 の 社 会 制 度 と は 異 な る 新 た な 秩 序 を 築 い た 。

⑤ 　 空 間 の 機 能 を 明 確 化 し よ う と す る 考 え 方 で あ り 、 近 代 化 が 進 む な か で 人 々 の 多 様 な 個 性 や 人 間 性 の 形 成 を 支 え て き た 。
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問 7 　 傍 線 部 （ Ｇ ） ・ （ Ｊ ） の 本 文 中 に お け る 意 味 と し て も っ と も 適 切 な も の を 、 次 の ① 〜 ⑤ の 中 か ら 一 つ ず つ 選 び 、 そ の 番 号 を

マ ー ク し な さ い 。

Ｇ 　 画 期 的 ① 　 迷 い を 解 く よ う な

② 　 時 代 の 流 れ に 合 う

③ 　 新 し く す ぐ れ て い る

④ 　 注 目 す べ き で あ る

⑤ 　 非 常 に 興 味 深 い

� 解 答 番 号 は 14

Ｊ 　 リ ー デ ィ ン グ ・ セ ク タ ー ① 　 学 問 的 な 有 用 性 が 高 い 部 門

② 　 直 接 的 な 収 益 を 上 げ る 部 門

③ 　 主 導 的 な 役 割 を 果 た す 部 門

④ 　 既 存 の 秩 序 を 脅 か す 部 門

⑤ 　 現 場 の 情 報 を 吸 い 上 げ る 部 門

� 解 答 番 号 は 15
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問 6 　 傍 線 部 （ Ｆ ） 「 神 ＝ イ コ ン の 死 の 時 代 」 と あ る が 、 そ の 説 明 と し て も っ と も 適 切 な も の を 、 次 の ① 〜 ⑤ の 中 か ら 一 つ 選 び 、

そ の 番 号 を マ ー ク し な さ い 。� 解 答 番 号 は 13

① 　 西 洋 的 な 価 値 観 が 重 視 さ れ な く な り 、 東 洋 的 な 価 値 観 で 物 事 を 見 直 す こ と が 求 め ら れ る 時 代 。

② 　 普 遍 的 な 価 値 観 で は な く 、 自 ら の 地 域 の 文 化 か ら ア イ デ ン テ ィ テ ィ を 獲 得 し て い く よ う に な る 時 代 。

③ 　 異 質 な 文 化 ど う し の 衝 突 を 通 し て 、 そ れ ぞ れ の 文 化 の 価 値 観 が 洗 練 さ れ 普 遍 性 を 獲 得 し て い く 時 代 。

④ 　 価 値 観 が 相 対 的 で 多 様 な も の と な り 、 物 事 を さ ま ざ ま な 角 度 か ら 見 る 必 要 が 出 て く る 時 代 。

⑤ 　 多 様 な 文 化 が 混 ざ り 合 う こ と に よ っ て 、 ア イ デ ン テ ィ テ ィ を 確 立 す る こ と が 困 難 な 時 代 。
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次 の 文 章 を 読 ん で 、 後 の 問 い に 答 え な さ い 。

「 自 然 の 叙 事 演 劇 」 と ブ レ ヒ ト が 呼 ぶ も の は 日 常 生 活 の 中 で 演 劇 的 な 特 徴 が 際 立 っ て 現
あ ら

わ れ る 場 面 の こ と で あ る が 、 こ れ は 日

常 生 活 が 演 劇 的 な 要 素 を 含 ん で い る と い う だ け で な く 、 人 間 の 生 活 そ の も の が 演 劇 的 な あ り 方 を し て い る と い う こ と を も 含 意 し

て い る 。 芝 居 を 上 演 す る 時 に は 俳 優 は 台
せ り ふ

詞 を 覚 え 、 そ れ ぞ れ の 場 面 で ど の よ う な 所 作 や 振
ふ る

舞
ま い

を す べ き か 考 え 、 稽 古 を 積 む 。 あ ら

か じ め 稽 古 し 準 備 し た も の を 舞 台 に 乗 せ る と い う 意 味 で 、 そ れ は 「 人 工 的 ＝ 人 為 的 」 な 演 劇 で あ る 。 こ れ に 対 し て 日 常 生 活 で の

立 居 振 舞 に は 人 工 的 ＝ 人 為 的 な 要 素 が 存 在 し て も 、 そ れ は ほ と ん ど 意 識 さ れ な い 。 そ れ ゆ え に 日 常 生 活 の あ る 場 面 が 「 自 然 の 」

叙 事 演 劇 と 呼 ば れ る の で あ る 。 〈 Ⅰ 〉

と こ ろ で 人 間 の 日 常 的 な 立 居 振 舞 や 行 動 は ど れ ほ ど 「 自 然 」 な の で あ ろ う か 。 た と え ば 箸 の 上 げ 下 げ や ナ イ フ や フ ォ ー ク の 使

い 方 を 気 に す る こ と は 、 特 別 な 場 合 を 除 い て は な い の が 普 通 で あ り 、 日 常 的 な 立 居 振 舞 は 習 慣 化 し 、 い わ ば 「 第 二 の 自 然 」 と

な っ て い る 。 し か し こ れ は 習 慣 化 の 結 果 で あ る 。 哲 学 者 で 人 類 学 者 の プ レ ス ナ ー が 指 摘 す る よ う に 、 む し ろ 「 Ｃ で 」 は

な い の か 。 つ ま り 立 居 振 舞 や 感 情 表 現 も 稽 古 や 学 習 と い う 過 程 を 経 て は じ め て 成 立 し う る の で は な い か 。 〈 Ⅱ 〉 こ う し た 問 題 に

関 連 し て ブ レ ヒ ト は 次 の よ う に 書 い て い る 。 「 人 間 の 教 育 が い か に 演 劇 的 に 行
お こ

な わ れ る か が し ば し ば 忘 却 さ れ る 。 子 供 は 論 拠 で

も っ て 議 論 を す る よ う に な る よ り も か な り 以 前 か ら ま っ た く 演 劇 的 な 仕 方 で い か に 振 る 舞 う べ き か を 経 験 に よ り 学 ぶ 。 こ れ こ れ

し か じ か の こ と が 起 き た 時 に は 笑 う も の だ と い う こ と を 子 供 は 聞 く （ あ る い は 見 る ） 。 み ん な が 笑 え ば 子 供 も 笑 う が 、 な ぜ そ う

す る の か わ か ら な い 。 ど う し て 笑 う の か と 尋 ね ら れ れ ば 、 大 抵 の 場 合 子 供 は 完 全 に 混 乱 し て し ま う 。 大 人 が そ う す る か ら と い う

理 由 で 、 子 供 も 一 緒 に 泣 き も し 、 涙 を 流 し も す る が 、 そ れ だ け で は な く 本 当 の 悲 し み さ え 感 ず る 。 こ れ は 埋 葬 の 際 に 見 ら れ る こ

と で あ る が 、 埋 葬 の 意 味 は 子 供 た ち に は ま っ た く 理 解 が で き な い の で あ る 。 性 格 を 形 成 す る の は 演 劇 的 な 経 過 ＝ 出 来 事

（Vorgänge ） で あ る 。 人 間 は 身 振 り や 表 情 、 声 の 抑 揚 を 模 写 す る 。 泣 く と い う 行 為 は 悲 し み に よ っ て 生 じ る が 、 し か し ま た 泣 く

こ と に よ っ て 悲 し み も 生 ま れ る 」 。 こ れ は 人 間 観 察 と し て も ブ レ ヒ ト の 演 劇 論 と の 関 連 で も き わ め て 含 蓄 に 富 ん だ 言 葉 で は な か

【 Ⅲ 】
（ Ａ ）

（ Ｂ ）
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問 11

　
本 文 の 内 容 と 合 致 し て い る も の と し て も っ と も 適 切 な も の を 、 次 の ① 〜 ⑤ の 中 か ら 一 つ 選 び 、 そ の 番 号 を マ ー ク し な さ い 。

� 解 答 番 号 は 19

①

　
江 戸 時 代 に 実 現 さ れ て い た 「 近 代 社 会 」 は 西 欧 的 な 価 値 観 で は 「 近 代 化 」 と 呼 ぶ こ と が で き な い と 考 え ら れ て き た が 、

こ う し た 西 欧 優 位 主 義 の 「 近 代 化 」 を 見 直 し 、 江 戸 時 代 の 社 会 実 態 に 即 し て 「 近 代 化 」 の 概 念 を 再 定 義 す る べ き で あ る 。

②

　
江 戸 時 代 に 実 現 さ れ て い た 西 欧 と は 異 な る 「 近 代 社 会 」 に 目 を 向 け る こ と で 、 従 来 の 「 近 代 化 」 と い う 概 念 に 含 ま れ る

問 題 点 を 明 ら か に し た う え で 、 誤 っ た 進 化 を 遂 げ て き た 社 会 に お け る 秩 序 や 価 値 基 準 を 全 面 的 に 見 直 す 必 要 が あ る 。

③

　
江 戸 時 代 に 生 ま れ た 多 様 性 を 許 容 す る 文 化 の 中 で は 、 異 質 な 文 化 の 価 値 基 準 が 衝 突 し て 影 響 を 受 け 合 う よ う な 社 会 が 形

成 さ れ て お り 、 現 代 に お い て 西 欧 的 な 近 代 の 社 会 的 秩 序 を 見 直 す う え で は 、 江 戸 時 代 に 改 め て 目 を 向 け る べ き で あ る 。

④

　
江 戸 時 代 に 実 現 さ れ て い た 西 欧 と 異 な る 「 近 代 社 会 」 に 目 を 向 け る こ と で 、 従 来 の 西 欧 優 位 主 義 の 「 近 代 化 」 と い う 概

念 を 見 直 し 、 西 欧 的 な 「 近 代 化 」 の 結 果 生 ま れ た 社 会 的 秩 序 の 中 で 無 視 さ れ て き た 概 念 の 大 切 さ を 見 直 す べ き で あ る 。

⑤

　
江 戸 時 代 は 西 欧 的 な 意 味 で の 「 近 代 化 」 が あ る 程 度 実 現 し て お り 、 そ れ は 空 間 に お け る 「 機 能 別 分 離 主 義 」 の 考 え 方 に

も 表 れ て い た が 、 そ れ ぞ れ の 社 会 に 共 通 す る 考 え 方 を 分 析 す る こ と で 、 「 近 代 化 」 と い う 概 念 を よ り 深 く 理 解 で き る 。
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る の で あ っ て 、 そ れ と は 違 っ た 挨 拶 を し な い の か と い う 疑 問 は 普 通 は 誰 も 抱 か な い 。 生 活 を し て い く う え で は 、 そ の よ う な こ と

に 疑 問 を 抱 く よ り 、 そ れ を 受 け 入 れ て し ま っ た ほ う が 、 簡 単 で 便 利 だ か ら で あ る 。

し か し こ う し た 言 葉 遣 い や 振 舞 の コ ー ド は あ く ま で コ ー ド で あ り 、 あ る 人 が あ る 状 況 で 発 す る 言 葉 や 行 な う 振 舞 の 意 味 が す べ

て こ の コ ー ド に 収 ま り き っ て し ま う わ け で は な い 。 あ る サ ラ リ ー マ ン が 彼 の 上 司 に 対 し て 恭 し く ま た 迎 合 的 で あ る と し よ う 。 目

上 の 人 に 対 し て は そ の よ う な 接 し 方 し か で き な い と い う こ と だ け か も し れ な い し 、 ま た ゴ マ す り か も し れ な い 。 あ る い は 会 社 の

中 に 派 閥 争 い が あ り 、 そ の 上 司 を 欺 い て 裏 切 る た め か も し れ な い 。 上 司 に 対 し て 恭 し く 迎 合 的 で あ る こ と は 社 会 的 な 規 範 か ら の

逸 脱 で は な い 。 し か し そ れ が ゴ マ す り や 裏 切 り の た め で あ る な ら ば 、 そ の サ ラ リ ー マ ン の 振 舞 は 見 か け と は 異 な っ た 意 味 を 持 つ 。

ま た 夫 が 妻 に 愛 情 の こ も っ た 優 し さ を 示 す と し よ う 。 し か し そ の 夫 が 浮 気 を し て い た ら 、 そ れ は 妻 を 欺 く た め で あ り 、 愛 情 表 現

で は な い 。 あ る い は 夫 が い つ も と 同 じ よ う に 妻 に 優 し い 言 葉 を か け る と し よ う 。 し か し 夫 は 疲 れ て お り 、 そ の 言 葉 に 真 心 が こ

も っ て い な け れ ば 、 同 じ 言 葉 で あ っ て も ル ー テ ィ ン 化 し た Ｈ 言 葉 で し か な い こ と に な ろ う 。 「 お 早 う ご ざ い ま す 」 や 「 こ

ん に ち は 」 と い う あ り ふ れ た 挨 拶 の 言 葉 で す ら 、 ど の よ う な 語 勢 や 抑 揚 で 発 せ ら れ 、 ど の よ う な 表 情 や 仕 草 を と も な う か に よ っ

て 、 単 な る 挨 拶 で は な く 親 愛 の 情 の 表 現 に も な れ ば 、 疎 遠 や 憎 し み の 表 現 に も な り う る 。

い ず れ に し て も そ の 言 葉 に は 挨 拶 を 交 わ す 人 間 同 士 の 親 密 さ や 疎 遠 さ が 、 つ ま り 二 人 の 人 間 関 係 が 表 現 さ れ る 。 わ れ わ れ が 発

す る 言 葉 や 日 常 生 活 で 行 な う 振 舞 の 意 味 は 、 社 会 的 文 化 的 な 規 範 や コ ー ド が 指 示 す る 意 味 に 汲
く

み 尽 く さ れ る こ と は な く 、 そ れ を

越 え て い る 。 越 え て い る と は い っ て も そ れ は 許 容 範 囲 内 に 収 ま っ て い る 。 も し 許 容 範 囲 を 逸 脱 す る 時 に は 、 さ ま ざ ま な 軋
あ つ

轢
れ き

を 生

み 齟
そ

齬
ご

を き た す こ と に な る 。 ブ レ ヒ ト が 注 目 す る の は 、 挨 拶 が 挨 拶 以 上 の も の で あ る こ と 、 言 葉 や 振 舞 は 社 会 的 文 化 的 な コ ー ド

や 規 範 が 指 示 す る 以 上 の 過 剰 な 意 味 を 持 っ て お り 、 た と え ば あ る 文 脈 の 中 で 発 せ ら れ る あ る 言 葉 の 意 味 は 辞 書 的 な 意 味 に 尽 き る

こ と は な い の が 普 通 で あ り 、 そ う し た 事 態 の 中 に 人 と 人 と の い か な る 社 会 関 係 が 表 現 さ れ て い る か と い う こ と で あ る 。 少 し 注 意

す れ ば 日 常 の 言 葉 や 振 舞 の 中 に 人 と 人 と の 社 会 関 係 が 表 現 さ れ て い る こ と は 容 易 に 見 て 取 れ る 。 そ し て 舞 台 の 上 で 、 さ ま ざ ま な

（ つ ま り 政 治 的 、 経 済 的 、 歴 史 的 、 文 化 的 な ） 力 や 要 素 に よ っ て 規 定 さ れ た 人 と 人 と の 社 会 関 係 を 際 立 た せ る 手 法 が 「 異 化 」 な

（ Ｉ ）

（ Ｊ ）
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ろ う か 。 人 間 は 、 特 に 子 供 は 、 大 人 の 身 振 り や 表 情 を 模 倣 す る が 、 そ の 身 振 り や 表 情 の 意 味 は わ か ら な い 。 意 味 は い わ ば 後 か ら

つ い て く る も の で あ り 、 は じ め に 模 倣 あ り き で あ る 。 大 人 や 年 長 者 の 振 舞 の 模 倣 が 意 味 や 論 理 に 先 行 し 、 振 舞 の 根 底 に 横 た わ る 。

こ れ こ れ し か じ か の 時 に は こ う す る も の だ と い う 論 理 や 、 振 舞 ま た そ れ に 付 随 す る 言 葉 の 意 味 は 、 模 倣 の 反 復 を 通 し て 徐 々 に 会

得 さ れ る の で あ る 。 〈 Ⅲ 〉

人 間 の 身 振 り や 表 情 あ る い は 喋
し ゃ べ

り 方 は 、 そ の 人 の 人 と な り や 性 格 、 個 性 、 人 格 と 分 か ち 難 く 結 び つ い て い る た め に 、 あ た か

も そ れ ら は そ の 人 固 有 の も の で あ り 、 自 然 で あ る か の よ う に 思 わ れ る が 、 し か し そ れ は 生 ま れ な が ら 備 わ っ た も の で は な く 、 学

習 に よ っ て 後 天 的 に 獲 得 さ れ た も の で あ る 。 〈 Ⅳ 〉 人 が 泣 く こ と が で き る の も 、 悲 し み を 感 ず る こ と が で き る の も 、 感 応 や 模 倣

と い う 学 習 を 通 し て で あ っ て 、 生 得 的 に 備 わ っ た 肉 体 的 精 神 的 心 理 的 な 能 力 の ゆ え で は な い 。 こ の よ う に 書 く と 多 く の 反 論 が 予

想 さ れ る が 、 （ 注 ） 狼
お お か み

に よ っ て 育 て ら れ た 子 供 の 例 が 示 し て い る よ う に 、 喜 怒 哀 楽 の よ う な 感 情 表 現 で す ら 人 間 に 生 得 的 な も の

で は な い 。 〈 Ⅴ 〉 人 間 の 感 情 や 感 情 の 表 出 は 「 人 間 の 社 会 的 な 共 同 生 活 」 と 人 間 同 士 の コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン を 前 提 に し て い る 。

そ の 意 味 で こ れ は 言 語 活 動 と 類 比 的 な 関 係 に あ る 。

日 常 生 活 も ま た こ れ ま で 述 べ て き た よ う な 意 味 で 「 演 劇 的 」 で あ る 。 こ の 「 演 劇 的 」 と い う 言 葉 の 意 味 は 「 芝 居 が か っ た 」 と

か 「 劇 的 」 と い う こ と で は な く 、 子 供 が 埋 葬 の 時 に 大 人 た ち を 真
ま

似
ね

て 泣 く の は 、 俳 優 が 台 詞 を 暗 記 し 、 演 ず る 役 に ふ さ わ し い 所

作 を 模 倣 す る の と 同 じ で あ る と い う 意 味 で 「 演 劇 的 」 な の で あ る 。 子 供 と 俳 優 の 違 い は 、 子 供 が そ の 意 味 も わ か ら ず 大 人 の 真 似

を す る の に 対 し て 、 俳 優 は 模 倣 を Ｆ に 行 な う と い う こ と で あ る 。 子 供 の 例 は 少 し 極 端 に 思 わ れ る か も し れ な い が 、 大 人

の 行 な っ て い る こ と も あ ま り 変 わ ら な い 。 日 常 の 挨 拶 を す る 時 、 店 で 買 物 を す る 際 、 恋 人 、 妻 や 夫 、 あ る い は 子 供 に 対 し て 愛 情

を 示 す 場 合 、 さ ま ざ ま な 人 と 会 い 話 を す る 時 、 慶 事 や 不 幸 が あ っ た 時 の お 祝 い や お 悔 や み を 述 べ る 時 等 々 に 、 何 を ど の よ う に 語

り ま た ど の よ う に 振 舞 う か に 関 し て は ど の 文 化 も 一 定 の 規 範 あ る い は コ ー ド を 持 っ て お り 、 社 会 の 構 成 員 は そ れ を 受 け 入 れ て い

る 。 こ の 規 範 の 受 け 入 れ が 子 供 の 場 合 大 人 の 猿 真 似 と い う 形 を と る の で あ る が 、 大 人 に 見 ら れ る 社 会 的 な 規 範 の 受 け 入 れ も 、 一

応 そ の 意 味 を 理 解 し た う え で の 模 倣 で あ る こ と に は 変 わ り は な い 。 な ぜ 「 お 早
は

よ う ご ざ い ま す 」 と か 「 こ ん に ち は 」 と 挨 拶 を す

（ Ｄ ）

（ Ｅ ）

（ Ｇ ）
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次 の 文 章 を 読 ん で 、 後 の 問 い に 答 え な さ い 。

「 自 然 の 叙 事 演 劇 」 と ブ レ ヒ ト が 呼 ぶ も の は 日 常 生 活 の 中 で 演 劇 的 な 特 徴 が 際 立 っ て 現
あ ら

わ れ る 場 面 の こ と で あ る が 、 こ れ は 日

常 生 活 が 演 劇 的 な 要 素 を 含 ん で い る と い う だ け で な く 、 人 間 の 生 活 そ の も の が 演 劇 的 な あ り 方 を し て い る と い う こ と を も 含 意 し

て い る 。 芝 居 を 上 演 す る 時 に は 俳 優 は 台
せ り ふ

詞 を 覚 え 、 そ れ ぞ れ の 場 面 で ど の よ う な 所 作 や 振
ふ る

舞
ま い

を す べ き か 考 え 、 稽 古 を 積 む 。 あ ら

か じ め 稽 古 し 準 備 し た も の を 舞 台 に 乗 せ る と い う 意 味 で 、 そ れ は 「 人 工 的 ＝ 人 為 的 」 な 演 劇 で あ る 。 こ れ に 対 し て 日 常 生 活 で の

立 居 振 舞 に は 人 工 的 ＝ 人 為 的 な 要 素 が 存 在 し て も 、 そ れ は ほ と ん ど 意 識 さ れ な い 。 そ れ ゆ え に 日 常 生 活 の あ る 場 面 が 「 自 然 の 」

叙 事 演 劇 と 呼 ば れ る の で あ る 。 〈 Ⅰ 〉

と こ ろ で 人 間 の 日 常 的 な 立 居 振 舞 や 行 動 は ど れ ほ ど 「 自 然 」 な の で あ ろ う か 。 た と え ば 箸 の 上 げ 下 げ や ナ イ フ や フ ォ ー ク の 使

い 方 を 気 に す る こ と は 、 特 別 な 場 合 を 除 い て は な い の が 普 通 で あ り 、 日 常 的 な 立 居 振 舞 は 習 慣 化 し 、 い わ ば 「 第 二 の 自 然 」 と

な っ て い る 。 し か し こ れ は 習 慣 化 の 結 果 で あ る 。 哲 学 者 で 人 類 学 者 の プ レ ス ナ ー が 指 摘 す る よ う に 、 む し ろ 「 Ｃ で 」 は

な い の か 。 つ ま り 立 居 振 舞 や 感 情 表 現 も 稽 古 や 学 習 と い う 過 程 を 経 て は じ め て 成 立 し う る の で は な い か 。 〈 Ⅱ 〉 こ う し た 問 題 に

関 連 し て ブ レ ヒ ト は 次 の よ う に 書 い て い る 。 「 人 間 の 教 育 が い か に 演 劇 的 に 行
お こ

な わ れ る か が し ば し ば 忘 却 さ れ る 。 子 供 は 論 拠 で

も っ て 議 論 を す る よ う に な る よ り も か な り 以 前 か ら ま っ た く 演 劇 的 な 仕 方 で い か に 振 る 舞 う べ き か を 経 験 に よ り 学 ぶ 。 こ れ こ れ

し か じ か の こ と が 起 き た 時 に は 笑 う も の だ と い う こ と を 子 供 は 聞 く （ あ る い は 見 る ） 。 み ん な が 笑 え ば 子 供 も 笑 う が 、 な ぜ そ う

す る の か わ か ら な い 。 ど う し て 笑 う の か と 尋 ね ら れ れ ば 、 大 抵 の 場 合 子 供 は 完 全 に 混 乱 し て し ま う 。 大 人 が そ う す る か ら と い う

理 由 で 、 子 供 も 一 緒 に 泣 き も し 、 涙 を 流 し も す る が 、 そ れ だ け で は な く 本 当 の 悲 し み さ え 感 ず る 。 こ れ は 埋 葬 の 際 に 見 ら れ る こ

と で あ る が 、 埋 葬 の 意 味 は 子 供 た ち に は ま っ た く 理 解 が で き な い の で あ る 。 性 格 を 形 成 す る の は 演 劇 的 な 経 過 ＝ 出 来 事

（Vorgänge ） で あ る 。 人 間 は 身 振 り や 表 情 、 声 の 抑 揚 を 模 写 す る 。 泣 く と い う 行 為 は 悲 し み に よ っ て 生 じ る が 、 し か し ま た 泣 く

こ と に よ っ て 悲 し み も 生 ま れ る 」 。 こ れ は 人 間 観 察 と し て も ブ レ ヒ ト の 演 劇 論 と の 関 連 で も き わ め て 含 蓄 に 富 ん だ 言 葉 で は な か

【 Ⅲ 】
（ Ａ ）

（ Ｂ ）
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問 11

　
本 文 の 内 容 と 合 致 し て い る も の と し て も っ と も 適 切 な も の を 、 次 の ① 〜 ⑤ の 中 か ら 一 つ 選 び 、 そ の 番 号 を マ ー ク し な さ い 。

� 解 答 番 号 は 19

①

　
江 戸 時 代 に 実 現 さ れ て い た 「 近 代 社 会 」 は 西 欧 的 な 価 値 観 で は 「 近 代 化 」 と 呼 ぶ こ と が で き な い と 考 え ら れ て き た が 、

こ う し た 西 欧 優 位 主 義 の 「 近 代 化 」 を 見 直 し 、 江 戸 時 代 の 社 会 実 態 に 即 し て 「 近 代 化 」 の 概 念 を 再 定 義 す る べ き で あ る 。

②

　
江 戸 時 代 に 実 現 さ れ て い た 西 欧 と は 異 な る 「 近 代 社 会 」 に 目 を 向 け る こ と で 、 従 来 の 「 近 代 化 」 と い う 概 念 に 含 ま れ る

問 題 点 を 明 ら か に し た う え で 、 誤 っ た 進 化 を 遂 げ て き た 社 会 に お け る 秩 序 や 価 値 基 準 を 全 面 的 に 見 直 す 必 要 が あ る 。

③

　
江 戸 時 代 に 生 ま れ た 多 様 性 を 許 容 す る 文 化 の 中 で は 、 異 質 な 文 化 の 価 値 基 準 が 衝 突 し て 影 響 を 受 け 合 う よ う な 社 会 が 形

成 さ れ て お り 、 現 代 に お い て 西 欧 的 な 近 代 の 社 会 的 秩 序 を 見 直 す う え で は 、 江 戸 時 代 に 改 め て 目 を 向 け る べ き で あ る 。

④

　
江 戸 時 代 に 実 現 さ れ て い た 西 欧 と 異 な る 「 近 代 社 会 」 に 目 を 向 け る こ と で 、 従 来 の 西 欧 優 位 主 義 の 「 近 代 化 」 と い う 概

念 を 見 直 し 、 西 欧 的 な 「 近 代 化 」 の 結 果 生 ま れ た 社 会 的 秩 序 の 中 で 無 視 さ れ て き た 概 念 の 大 切 さ を 見 直 す べ き で あ る 。

⑤

　
江 戸 時 代 は 西 欧 的 な 意 味 で の 「 近 代 化 」 が あ る 程 度 実 現 し て お り 、 そ れ は 空 間 に お け る 「 機 能 別 分 離 主 義 」 の 考 え 方 に

も 表 れ て い た が 、 そ れ ぞ れ の 社 会 に 共 通 す る 考 え 方 を 分 析 す る こ と で 、 「 近 代 化 」 と い う 概 念 を よ り 深 く 理 解 で き る 。

8
0

4
9

_
0

2
_

K
O

K
A

_
M

.in
dd

   
1

5
2

0
2

5
/1

2
/1

0
   

9
:1

4

16
15

26

傾
向
と
対
策

問
　
題

解
　
答

一般前期／A日程 国語



20

問 1 　 傍 線 部 （ Ａ ） 「 自 然 の 叙 事 演 劇 」 に か か わ る 本 文 の 内 容 を 次 の よ う な 図 で 表 し た と き 、 空 所 ａ ・ ｂ に 入 る こ

と ば と し て も っ と も 適 切 な も の を 、 そ れ ぞ れ ① 〜 ⑤ の 中 か ら 一 つ ず つ 選 び 、 そ の 番 号 を マ ー ク し な さ い 。

� 解 答 番 号 は  ａ が 20 ・ ｂ が 21

無
意
識
的

意
識
的

演
劇
的
要
素

ａ

ｂ

① 　 日 常 生 活

② 　 叙 情 的 場 面

③ 　 自 然 の 叙 事 演 劇

④ 　 上 演 す る 舞 台

⑤ 　 際 立 っ た 立 居 振 舞
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の で あ る 。 異 化 に よ っ て 際 立 た せ ら れ る 社 会 関 係 は 、 し か し 、 現 実 の 中 に 与 え ら れ て お り 、 し か も ブ レ ヒ ト が 言 う よ う に 、 人 と

人 と の 社 会 関 係 が 現 実 の 中 で 異 化 さ れ る こ と も 稀
ま れ

で は な い 。 そ の 意 味 で 「 自 然 の 叙 事 演 劇 と 人 工 ＝ 人 為 の 『 叙 事 演 劇 』 と の 間 に

は 本 質 的 な 差 異 は 存 在 し な い 」 の で あ る 。

（ 高 橋 宗 五 「 振 舞 と 模 倣 『 叙 事 演 劇 』 と そ の 演 技 論 に 寄 せ て 」 に よ る ）

（ 注 ）
　

狼 に よ っ て 育 て ら れ た 子 供 の 例 ― ―� 一 九 二 〇 年 代 、 イ ン ド で 狼 の 巣 穴 か ら 発 見 さ れ た と さ れ る 二 人 の 少 女 。 そ の 記 録

の 信
し ん

憑
ぴ ょ う

性
せ い

に つ い て は 議 論 が あ る 。
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問 4 　 空 所 Ｃ ・ Ｆ に 入 る こ と ば の 組 み 合 わ せ と し て も っ と も 適 切 な も の を 、 次 の ① 〜 ⑤ の 中 か ら 一 つ 選 び 、 そ の

番 号 を マ ー ク し な さ い 。� 解 答 番 号 は 24

① 　 Ｃ ＝ 人 間 は 本 来 人 工 的 ＝ 人 為 的 　 　 　 　 Ｆ ＝ 意 識 的

② 　 Ｃ ＝ 人 間 は 本 来 模 倣 的 ＝ 演 技 的 　 　 　 　 Ｆ ＝ 瞬 発 的

③ 　 Ｃ ＝ 人 間 は 本 来 知 的 ＝ 学 習 的 　 　 　 　 　 Ｆ ＝ 権 威 的

④ 　 Ｃ ＝ 人 間 は 本 来 習 慣 的 ＝ 無 意 識 的 　 　 　 Ｆ ＝ 自 覚 的

⑤ 　 Ｃ ＝ 人 間 は 本 来 対 話 的 ＝ 社 会 的 　 　 　 　 Ｆ ＝ 操 作 的

問 5 　 傍 線 部 （ Ｄ ） 「 喜 怒 哀 楽 」 と あ る が 、 こ の 四 字 熟 語 と 同 じ 構 成 の 熟 語 と し て も っ と も 適 切 な も の を 、 次 の ① 〜 ⑤ の 中 か ら 一

つ 選 び 、 そ の 番 号 を マ ー ク し な さ い 。� 解 答 番 号 は 25

① 　 呉 越 同 舟 　 　 　 ② 　 春 夏 秋 冬 　 　 　 ③ 　 丁 丁 発 止 　 　 　 ④ 　 内 柔 外 剛 　 　 　 ⑤ 　 自 画 自 賛
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問 2 　 本 文 は 次 の 一 文 が 抜 け て い る 。 本 文 の 〈 Ⅰ 〉 〜 〈 Ⅴ 〉 の ど こ に 入 る の が も っ と も 適 切 か 。 後 の ① 〜 ⑤ の 中 か ら 一 つ 選 び 、 そ の

番 号 を マ ー ク し な さ い 。� 解 答 番 号 は 22

泣 く こ と も 悲 し み を 感 ず る こ と も 、 ブ レ ヒ ト の 言 葉 を 借 り れ ば 、 社 会 的 な 「 産 物 」 な の で あ る 。

① 　 〈 Ⅰ 〉 　 　 　 ② 　 〈 Ⅱ 〉 　 　 　 ③ 　 〈 Ⅲ 〉 　 　 　 ④ 　 〈 Ⅳ 〉 　 　 　 ⑤ 　 〈 Ⅴ 〉

問 3 　 傍 線 部 （ Ｂ ） 「 人 間 の 日 常 的 な 立 居 振 舞 や 行 動 」 と あ る が 、 こ れ に つ い て の 説 明 と し て も っ と も 適 切 な も の を 、 次 の ① 〜 ⑤

の 中 か ら 一 つ 選 び 、 そ の 番 号 を マ ー ク し な さ い 。� 解 答 番 号 は 23

① 　 日 常 に あ り ふ れ た も の に 見 え る が 、 そ の 人 固 有 の 経 験 と い う 過 程 を 経 て 獲 得 で き る 独 自 の も の 。

② 　 自 然 で さ り げ な い も の に 見 え る が 、 演 劇 的 な 稽 古 や 学 習 と い う 特 殊 な 訓 練 に よ っ て 身 に つ く も の 。

③ 　 日 常 に あ り ふ れ た 自 然 と 一 体 化 し て い る が 、 作 為 的 な 努 力 な し に は 自 然 の 一 部 と は な ら な い も の 。

④ 　 自 然 な 喜 怒 哀 楽 の 延 長 に あ る が 、 社 会 の 中 で 経 験 を 積 み 重 ね る こ と で は じ め て 伝 え る こ と が で き る も の 。

⑤ 　 生 来 の も の の よ う に 自 然 に 見 え る が 、 経 験 を 積 み 重 ね る こ と で は じ め て 獲 得 す る こ と が で き る も の 。
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問 1 　 傍 線 部 （ Ａ ） 「 自 然 の 叙 事 演 劇 」 に か か わ る 本 文 の 内 容 を 次 の よ う な 図 で 表 し た と き 、 空 所 ａ ・ ｂ に 入 る こ

と ば と し て も っ と も 適 切 な も の を 、 そ れ ぞ れ ① 〜 ⑤ の 中 か ら 一 つ ず つ 選 び 、 そ の 番 号 を マ ー ク し な さ い 。

� 解 答 番 号 は  ａ が 20 ・ ｂ が 21

無
意
識
的

意
識
的

演
劇
的
要
素

ａ

ｂ

① 　 日 常 生 活

② 　 叙 情 的 場 面

③ 　 自 然 の 叙 事 演 劇

④ 　 上 演 す る 舞 台

⑤ 　 際 立 っ た 立 居 振 舞
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の で あ る 。 異 化 に よ っ て 際 立 た せ ら れ る 社 会 関 係 は 、 し か し 、 現 実 の 中 に 与 え ら れ て お り 、 し か も ブ レ ヒ ト が 言 う よ う に 、 人 と

人 と の 社 会 関 係 が 現 実 の 中 で 異 化 さ れ る こ と も 稀
ま れ

で は な い 。 そ の 意 味 で 「 自 然 の 叙 事 演 劇 と 人 工 ＝ 人 為 の 『 叙 事 演 劇 』 と の 間 に

は 本 質 的 な 差 異 は 存 在 し な い 」 の で あ る 。

（ 高 橋 宗 五 「 振 舞 と 模 倣 『 叙 事 演 劇 』 と そ の 演 技 論 に 寄 せ て 」 に よ る ）

（ 注 ）
　

狼 に よ っ て 育 て ら れ た 子 供 の 例 ― ―� 一 九 二 〇 年 代 、 イ ン ド で 狼 の 巣 穴 か ら 発 見 さ れ た と さ れ る 二 人 の 少 女 。 そ の 記 録

の 信
し ん

憑
ぴ ょ う

性
せ い

に つ い て は 議 論 が あ る 。
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問 7 　 傍 線 部 （ Ｇ ） 「 猿 真 似 」 と あ る が 、 こ こ で の 意 味 と し て も っ と も 適 切 な も の を 、 次 の ① 〜 ⑤ の 中 か ら 一 つ 選 び 、 そ の 番 号 を

マ ー ク し な さ い 。� 解 答 番 号 は 27

① 　 よ く 観 察 し て 真 似 る こ と

② 　 丁 寧 に 写 し 取 る こ と

③ 　 似 す ぎ て 見 分 け が つ か な い こ と

④ 　 う わ べ だ け 似 せ る こ と

⑤ 　 本 質 を 見 失 う こ と

問 8 　 空 所 Ｈ に 入 る こ と ば と し て も っ と も 適 切 な も の を 、 次 の ① 〜 ⑤ の 中 か ら 一 つ 選 び 、 そ の 番 号 を マ ー ク し な さ い 。

� 解 答 番 号 は 28

① 　 質 素 な 　 　 　 ② 　 典 雅 な 　 　 　 ③ 　 盛 大 な 　 　 　 ④ 　 空 疎 な 　 　 　 ⑤ 　 陳 腐 な

問 9 　 傍 線 部 （ Ｉ ） 「 齟 齬 を き た す 」 と あ る が 、 こ こ で の 意 味 と し て も っ と も 適 切 な も の を 、 次 の ① 〜 ⑤ の 中 か ら 一 つ 選 び 、 そ の

番 号 を マ ー ク し な さ い 。� 解 答 番 号 は 29

① 　 悪 影 響 を 及 ぼ す

② 　 混 乱 を 生 み 出 す

③ 　 支 障 が 出 て く る

④ 　 か み 合 わ な く な る

⑤ 　 わ か ら な く な る
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問 6 　 傍 線 部 （ Ｅ ） 「 人 間 の 感 情 や 感 情 の 表 出 」 と あ る が 、 こ れ に つ い て の 説 明 と し て も っ と も 適 切 な も の を 、 次 の ① 〜 ⑤ の 中 か

ら 一 つ 選 び 、 そ の 番 号 を マ ー ク し な さ い 。� 解 答 番 号 は 26

① 　 人 間 が 他 の 人 間 と 共 同 生 活 や コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン を 行 な う 中 で 獲 得 さ れ た そ の 人 固 有 の も の で あ る と い う 点 で 、 言 語 に

よ る 営 み と 類 似 し て い る 。

② 　 人 間 が 他 の 人 間 と 共 同 生 活 や コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン を 行 な う 中 で 発 見 し て き た 社 会 的 な 情 報 の 蓄 積 に よ っ て 成 立 す る と い

う 点 で 、 言 語 の 成 立 と 類 似 し て い る 。

③ 　 人 間 が 他 の 人 間 と 共 同 生 活 や コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン を 行 な う 中 で 生 得 的 な 能 力 を 超 え た 社 会 的 存 在 と な っ た こ と を 示 し て

い る と い う 点 で 、 言 語 表 現 の 成 立 と 類 似 し て い る 。

④ 　 人 間 が 他 の 人 間 と 共 同 生 活 や コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン を 行 な う う え で は 意 味 や 論 理 の 理 解 が 最 優 先 さ れ る と い う 点 で 、 言 語

が 獲 得 さ れ る 過 程 と 類 似 し て い る 。

⑤ 　 人 間 が 他 の 人 間 と 共 同 生 活 や コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン を 行 な う 社 会 的 存 在 で あ る と い う 条 件 下 で 成 立 す る と い う 点 で 、 言 語

に よ る 営 み と 類 似 し て い る 。
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問 11

　
本 文 の 内 容 と 合 致 し て い る も の と し て も っ と も 適 切 な も の を 、 次 の ① 〜 ⑤ の 中 か ら 一 つ 選 び 、 そ の 番 号 を マ ー ク し な さ い 。

� 解 答 番 号 は 31

①

　
ブ レ ヒ ト は 、 言 葉 や 振 舞 が 後 天 的 に 学 習 さ れ る 社 会 的 文 化 的 な コ ー ド や 規 範 に 規 定 さ れ て い る こ と を 指 摘 し た う え で 、

言 葉 や 振 舞 は そ う し た コ ー ド や 規 範 を 越 え て 人 同 士 の 社 会 関 係 を 表 現 で き る と 考 え て い た 。

②

　
ブ レ ヒ ト は 、 言 葉 や 振 舞 は 社 会 的 文 化 的 な コ ー ド を も と に 常 に 明 確 で 共 通 の 意 味 を 表 す と し た う え で 、 時 に は そ の よ う

な コ ー ド を 越 え た 過 剰 な 意 味 を 表 現 す る こ と に 挑 戦 す る こ と が 大 切 で あ る と 考 え て い た 。

③

　
ブ レ ヒ ト は 、 言 葉 や 振 舞 は 人 間 に 生 得 的 に 備 わ っ て い る も の で あ る と し た う え で 、 学 習 や 模 倣 を 繰 り 返 す こ と に よ っ て

は じ め て 辞 書 的 な 意 味 を 越 え た 社 会 関 係 を も 表 現 す る こ と が で き る と 考 え て い た 。

④

　
ブ レ ヒ ト は 、 言 葉 や 振 舞 が 日 常 生 活 に お け る 社 会 的 文 化 的 な コ ー ド に 支 配 さ れ て い る こ と を 前 提 と し た う え で 、 現 実 社

会 と は 異 質 の 演 劇 に お い て は そ の 前 提 を 越 え た 意 味 を 表 現 す る こ と が 重 要 だ と 考 え て い た 。

⑤

　
ブ レ ヒ ト は 、 言 葉 や 振 舞 が 模 倣 や 学 習 に よ っ て 習 得 さ れ る 点 で 日 常 生 活 と 演 劇 が 共 通 す る こ と を 捉 え た う え で 、 演 劇 に

お け る 社 会 的 文 化 的 な コ ー ド と し て の 意 味 を 越 え た 表 現 が 現 実 社 会 を 変 え る 力 を 持 つ と 考 え て い た 。

― ― こ れ で 国 語 の 問 題 は 終 わ り で す ― ―
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問 10 　 傍 線 部 （ Ｊ ） 「 異 化 」 の 役 割 を 次 の よ う に 説 明 し た と き 、 空 所 ａ ・ ｂ に 入 る こ と ば の 組 み 合 わ せ と し て も っ

と も 適 切 な も の を 、 次 の ① 〜 ⑤ の 中 か ら 一 つ 選 び 、 そ の 番 号 を マ ー ク し な さ い 。� 解 答 番 号 は 30

人 と 人 と の 社 会 関 係 を ａ 手 法 で あ り 、 ｂ み ら れ る も の 。

① 　 ａ ＝ 規 定 し 直 す 　 　 　 　 　 ｂ ＝ 演 劇 の 中 で

② 　 ａ ＝ 変 容 さ せ る 　 　 　 　 　 ｂ ＝ 現 実 社 会 の 中 で

③ 　 ａ ＝ 明 ら か に 示 す 　 　 　 　 ｂ ＝ 演 劇 の 中 だ け で な く 現 実 社 会 に も

④ 　 ａ ＝ 類 型 化 す る 　 　 　 　 　 ｂ ＝ 現 実 社 会 の 中 で

⑤ 　 ａ ＝ 要 素 に 分 解 す る 　 　 　 ｂ ＝ 演 劇 の 中 だ け で な く 現 実 社 会 に も
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問 7 　 傍 線 部 （ Ｇ ） 「 猿 真 似 」 と あ る が 、 こ こ で の 意 味 と し て も っ と も 適 切 な も の を 、 次 の ① 〜 ⑤ の 中 か ら 一 つ 選 び 、 そ の 番 号 を

マ ー ク し な さ い 。� 解 答 番 号 は 27

① 　 よ く 観 察 し て 真 似 る こ と

② 　 丁 寧 に 写 し 取 る こ と

③ 　 似 す ぎ て 見 分 け が つ か な い こ と

④ 　 う わ べ だ け 似 せ る こ と

⑤ 　 本 質 を 見 失 う こ と

問 8 　 空 所 Ｈ に 入 る こ と ば と し て も っ と も 適 切 な も の を 、 次 の ① 〜 ⑤ の 中 か ら 一 つ 選 び 、 そ の 番 号 を マ ー ク し な さ い 。

� 解 答 番 号 は 28

① 　 質 素 な 　 　 　 ② 　 典 雅 な 　 　 　 ③ 　 盛 大 な 　 　 　 ④ 　 空 疎 な 　 　 　 ⑤ 　 陳 腐 な

問 9 　 傍 線 部 （ Ｉ ） 「 齟 齬 を き た す 」 と あ る が 、 こ こ で の 意 味 と し て も っ と も 適 切 な も の を 、 次 の ① 〜 ⑤ の 中 か ら 一 つ 選 び 、 そ の

番 号 を マ ー ク し な さ い 。� 解 答 番 号 は 29

① 　 悪 影 響 を 及 ぼ す

② 　 混 乱 を 生 み 出 す

③ 　 支 障 が 出 て く る

④ 　 か み 合 わ な く な る

⑤ 　 わ か ら な く な る
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問 6 　 傍 線 部 （ Ｅ ） 「 人 間 の 感 情 や 感 情 の 表 出 」 と あ る が 、 こ れ に つ い て の 説 明 と し て も っ と も 適 切 な も の を 、 次 の ① 〜 ⑤ の 中 か

ら 一 つ 選 び 、 そ の 番 号 を マ ー ク し な さ い 。� 解 答 番 号 は 26

① 　 人 間 が 他 の 人 間 と 共 同 生 活 や コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン を 行 な う 中 で 獲 得 さ れ た そ の 人 固 有 の も の で あ る と い う 点 で 、 言 語 に

よ る 営 み と 類 似 し て い る 。

② 　 人 間 が 他 の 人 間 と 共 同 生 活 や コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン を 行 な う 中 で 発 見 し て き た 社 会 的 な 情 報 の 蓄 積 に よ っ て 成 立 す る と い

う 点 で 、 言 語 の 成 立 と 類 似 し て い る 。

③ 　 人 間 が 他 の 人 間 と 共 同 生 活 や コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン を 行 な う 中 で 生 得 的 な 能 力 を 超 え た 社 会 的 存 在 と な っ た こ と を 示 し て

い る と い う 点 で 、 言 語 表 現 の 成 立 と 類 似 し て い る 。

④ 　 人 間 が 他 の 人 間 と 共 同 生 活 や コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン を 行 な う う え で は 意 味 や 論 理 の 理 解 が 最 優 先 さ れ る と い う 点 で 、 言 語

が 獲 得 さ れ る 過 程 と 類 似 し て い る 。

⑤ 　 人 間 が 他 の 人 間 と 共 同 生 活 や コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン を 行 な う 社 会 的 存 在 で あ る と い う 条 件 下 で 成 立 す る と い う 点 で 、 言 語

に よ る 営 み と 類 似 し て い る 。
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2

問
2

　
メ
モ
1

の
空

所
Ａ

に
入

る
語

句
あ

・
い

と
、

Ｂ
に

入
る

内
容

Ｘ
・

Ｙ

の
組

み
合

わ
せ

と
し

て
正

し
い

も
の

を
、

下
の

①
〜

④
の

中
か

ら
1

つ
選

び
、

そ
の

番
号

を
マ

ー
ク

し
な

さ
い

。

解
答
番
号
は

2

Ａ
に
入
る
語
句

あ
　

昭
和

い
　

金
融

Ｂ
に
入
る
内
容

Ｘ
　

対
外

投
資

や
対

外
貸

付（
借

款
）が

急
拡

大

Ｙ
　

生
糸

の
輸

出
が

大
幅

に
縮

小

①
　
あ

─
Ｘ

②
　
あ

─
Ｙ

③
　
い

─
Ｘ

④
　
い

─
Ｙ

メ
モ
2
　
世
界
恐
慌
後
の
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の
動
き

・
フ

ラ
ン

ク
リ

ン
＝

ロ
ー

ズ
ヴ

ェ
ル

ト
大

統
領

は
、

ニ
ュ

ー
デ

ィ
ー

ル
政

策
を

行
っ

た
。

・
19

33
年

に
ソ

連
を

承
認

し
た

。

・
�
Ｃ

に
対

し
て

、
事

実
上

の
保

護
国

化
を

認
め

さ
せ

た
プ

ラ
ッ

ト
条

項
の

廃
止

な
ど

、

ラ
テ

ン
ア

メ
リ

カ
諸

国
へ

の
Ｄ

を
唱

え
た

。

問
3

　
下

線
部

ⓑ
に

つ
い

て
述

べ
た

文
と

し
て

正
し

い
も

の
を

、
次

の
①

〜
④

の
中

か
ら

1
つ

選
び

、
そ

の
番

号
を

マ
ー

ク
し

な
さ

い
。

解
答
番
号
は

3

①
　

有
効

な
恐

慌
対

策
が

で
き

な
か

っ
た

民
主

党
と

交
代

し
た

共
和

党
の

政
策

で
あ

っ
た

。

②
　

農
業

調
整

法（
A
A
A
）の

制
定

や
テ

ネ
シ

ー
川

流
域

開
発

公
社（

T
V
A
）を

設
立

し
た

。

③
　

大
統

領
自

ら
、

テ
レ

ビ
放

送
を

活
用

し
て

直
接

国
民

に
語

り
か

け
た

。

④
　

特
定

の
国

の
み

関
税

を
下

げ
、

ス
タ

ー
リ

ン
グ

＝
ブ

ロ
ッ

ク
を

形
成

し
た

。

ⓑ

ⓒ

8
0

4
9

_
0

4
_

W
O

LA
_

M
.in

dd
   

2
2

0
2

5
/1

2
/1

0
   

1
3

:4
8

1

第
1

問
　

次
の

文
章

を
読

ん
で

、
後

の
問

い
に

答
え

な
さ

い
。

世
界

恐
慌

か
ら

第
二

次
世

界
大

戦
頃

ま
で

の
世

界
情

勢
と

い
う

テ
ー

マ
に

つ
い

て
生

徒
た

ち
で

調

べ
て

発
表

す
る

こ
と

に
な

り
、

メ
モ

を
つ

く
る

こ
と

に
し

た
。

次
の
メ
モ（
1
〜
4
）を

読
ん

で
、

後

の
問

い
に

答
え

な
さ

い
。

メ
モ
1
　
世
界
恐
慌
の
発
生

・
19

29
年

10
月

24
日

、
突

然
ニ

ュ
ー

ヨ
ー

ク
株

式
市

場
で

株
価

が
大

暴
落

し
た

。

・
�日

本
で

は
19

27
年

に
Ａ

恐
慌

が
生

じ
て

い
た

が
、

世
界

恐
慌

に
よ

り
ア

メ
リ

カ
合

衆
国

へ
の

Ｂ
し

た
。

問
1

　
下

線
部

ⓐ
に

関
連

し
て

、
こ

の
事

件
の

直
前

の
ア

メ
リ

カ
合

衆
国

の
状

況
に

つ
い

て
述

べ
た

文
と

し
て

正
し

い
も

の
を

、
次

の
①

〜
④

の
中

か
ら

1
つ

選
び

、
そ

の
番

号
を

マ
ー

ク
し

な
さ

い
。

解
答
番
号
は

1

①
　

第
一

次
世

界
大

戦
の

影
響

で
、

債
権

国
か

ら
債

務
国

に
転

じ
て

い
た

。

②
　

好
景

気
の

影
響

で
、

大
衆

消
費

社
会

が
生

み
出

さ
れ

て
い

た
。

③
　

金
本

位
制

か
ら

離
脱

し
て

、
管

理
通

貨
制

度
に

移
行

し
て

い
た

。

④
　

ド
ル

＝
ブ

ロ
ッ

ク
政

策
を

展
開

し
て

い
た

。

ⓐ

歴
史
総
合
・
世
界
史
探
究
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一般前期／A日程 歴史総合・世界史探究



4

メ
モ
3
　
世
界
恐
慌
下
の
日
本

・
高

橋
是

清
大

蔵
大

臣
は

、
金

輸
出

再
禁

止
を

行
っ

た
。

・
�高

橋
是

清
は

そ
の

後
、

陸
軍

の
一

部
将

校
が

起
こ

し
た

ク
ー

デ
タ

で
あ

る
Ｅ

で
殺

害
さ

れ
た

。

・
�軍

部
は

中
国

大
陸

へ
の

進
出

で
経

済
危

機
を

乗
り

切
ろ

う
と

し
た

が
、

中
国

で
は

抗
日

救
国

運
動

が
高

ま
り

、
毛

沢
東

率
い

る
Ｆ

が
抗

日
民

族
統

一
戦

線
の

結
成

を
訴

え
た

。

問
6

　
下

線
部

ⓓ
に

関
連

し
て

、
こ

の
と

き
の

首
相

と
し

て
正

し
い

も
の

を
、

次
の

①
〜

④
の

中
か

ら
1

つ
選

び
、

そ
の

番
号

を
マ

ー
ク

し
な

さ
い

。

解
答
番
号
は

6

①
　

山
県

有
朋

②
　

東
条

英
機

③
　

犬
養

毅

④
　

浜
口

雄
幸

問
7

　
メ
モ
3

の
空

所
Ｅ

に
入

る
語

句
と

し
て

正
し

い
も

の
を

、
次

の
①

〜
④

の
中

か
ら

1
つ

選
び

、
そ

の
番

号
を

マ
ー

ク
し

な
さ

い
。

解
答
番
号
は

7

①
　

光
州

事
件

②
　

西
安

事
件

③
　

五
・

一
五

事
件

④
　

二
・

二
六

事
件

問
8

　
メ
モ
3

の
空

所
Ｆ

に
入

る
語

句
と

し
て

正
し

い
も

の
を

、
次

の
①

〜
④

の
中

か
ら

1
つ

選
び

、
そ

の
番

号
を

マ
ー

ク
し

な
さ

い
。

解
答
番
号
は

8

①
　

中
国

国
民

党

②
　

中
国

共
産

党

③
　

保
守

党

④
　

労
働

党

ⓓ
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問
4

　
下

線
部

ⓒ
に

関
連

し
て

、
こ

の
時

期
に

ソ
連

で
独

裁
権

力
を

握
っ

た
人

物
と

し
て

正
し

い
も

の
を

、
次

の
①

〜
④

の
中

か
ら

1
つ

選
び

、
そ

の
番

号
を

マ
ー

ク
し

な
さ

い
。

解
答
番
号
は

4

①
　

ス
タ

ー
リ

ン

②
　

レ
ー

ニ
ン

③
　

ト
ロ

ツ
キ

ー

④
　

フ
ル

シ
チ

ョ
フ

問
5

　
メ
モ
2

の
空

所
Ｃ

に
入

る
語

句
あ

・
い

と
、

Ｄ
に

入
る

内
容

Ｘ
・

Ｙ

の
組

み
合

わ
せ

と
し

て
正

し
い

も
の

を
、

下
の

①
〜

④
の

中
か

ら
1

つ
選

び
、

そ
の

番
号

を
マ

ー
ク

し
な

さ
い

。

解
答
番
号
は

5

Ｃ
に
入
る
語
句

あ
　

メ
キ

シ
コ

い
　

キ
ュ

ー
バ

Ｄ
に
入
る
内
容

Ｘ
　

内
政

干
渉

を
控

え
る

善
隣

外
交

Ｙ
　

商
業

活
動

の
自

由
を

求
め

る
門

戸
開

放
政

策

①
　
あ

─
Ｘ

②
　
あ

─
Ｙ

③
　
い

─
Ｘ

④
　
い

─
Ｙ

8
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一般前期／A日程 歴史総合・世界史探究

2

問
2

　
メ
モ
1

の
空

所
Ａ

に
入

る
語

句
あ

・
い

と
、

Ｂ
に

入
る

内
容

Ｘ
・

Ｙ

の
組

み
合

わ
せ

と
し

て
正

し
い

も
の

を
、

下
の

①
〜

④
の

中
か

ら
1

つ
選

び
、

そ
の

番
号

を
マ

ー
ク

し
な

さ
い

。

解
答
番
号
は

2

Ａ
に
入
る
語
句

あ
　

昭
和

い
　

金
融

Ｂ
に
入
る
内
容

Ｘ
　

対
外

投
資

や
対

外
貸

付（
借

款
）が

急
拡

大

Ｙ
　

生
糸

の
輸

出
が

大
幅

に
縮

小

①
　
あ

─
Ｘ

②
　
あ

─
Ｙ

③
　
い

─
Ｘ

④
　
い

─
Ｙ

メ
モ
2
　
世
界
恐
慌
後
の
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の
動
き

・
フ

ラ
ン

ク
リ

ン
＝

ロ
ー

ズ
ヴ

ェ
ル

ト
大

統
領

は
、

ニ
ュ

ー
デ

ィ
ー

ル
政

策
を

行
っ

た
。

・
19

33
年

に
ソ

連
を

承
認

し
た

。

・
�
Ｃ

に
対

し
て

、
事

実
上

の
保

護
国

化
を

認
め

さ
せ

た
プ

ラ
ッ

ト
条

項
の

廃
止

な
ど

、

ラ
テ

ン
ア

メ
リ

カ
諸

国
へ

の
Ｄ

を
唱

え
た

。

問
3

　
下

線
部

ⓑ
に

つ
い

て
述

べ
た

文
と

し
て

正
し

い
も

の
を

、
次

の
①

〜
④

の
中

か
ら

1
つ

選
び

、
そ

の
番

号
を

マ
ー

ク
し

な
さ

い
。

解
答
番
号
は

3

①
　

有
効

な
恐

慌
対

策
が

で
き

な
か

っ
た

民
主

党
と

交
代

し
た

共
和

党
の

政
策

で
あ

っ
た

。

②
　

農
業

調
整

法（
A
A
A
）の

制
定

や
テ

ネ
シ

ー
川

流
域

開
発

公
社（

T
V
A
）を

設
立

し
た

。

③
　

大
統

領
自

ら
、

テ
レ

ビ
放

送
を

活
用

し
て

直
接

国
民

に
語

り
か

け
た

。

④
　

特
定

の
国

の
み

関
税

を
下

げ
、

ス
タ

ー
リ

ン
グ

＝
ブ

ロ
ッ

ク
を

形
成

し
た

。

ⓑ

ⓒ
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1

第
1

問
　

次
の

文
章

を
読

ん
で

、
後

の
問

い
に

答
え

な
さ

い
。

世
界

恐
慌

か
ら

第
二

次
世

界
大

戦
頃

ま
で

の
世

界
情

勢
と

い
う

テ
ー

マ
に

つ
い

て
生

徒
た

ち
で

調

べ
て

発
表

す
る

こ
と

に
な

り
、

メ
モ

を
つ

く
る

こ
と

に
し

た
。

次
の
メ
モ（
1
〜
4
）を

読
ん

で
、

後

の
問

い
に

答
え

な
さ

い
。

メ
モ
1
　
世
界
恐
慌
の
発
生

・
19

29
年

10
月

24
日

、
突

然
ニ

ュ
ー

ヨ
ー

ク
株

式
市

場
で

株
価

が
大

暴
落

し
た

。

・
�日

本
で

は
19

27
年

に
Ａ

恐
慌

が
生

じ
て

い
た

が
、

世
界

恐
慌

に
よ

り
ア

メ
リ

カ
合

衆
国

へ
の

Ｂ
し

た
。

問
1

　
下

線
部

ⓐ
に

関
連

し
て

、
こ

の
事

件
の

直
前

の
ア

メ
リ

カ
合

衆
国

の
状

況
に

つ
い

て
述

べ
た

文
と

し
て

正
し

い
も

の
を

、
次

の
①

〜
④

の
中

か
ら

1
つ

選
び

、
そ

の
番

号
を

マ
ー

ク
し

な
さ

い
。

解
答
番
号
は

1

①
　

第
一

次
世

界
大

戦
の

影
響

で
、

債
権

国
か

ら
債

務
国

に
転

じ
て

い
た

。

②
　

好
景

気
の

影
響

で
、

大
衆

消
費

社
会

が
生

み
出

さ
れ

て
い

た
。

③
　

金
本

位
制

か
ら

離
脱

し
て

、
管

理
通

貨
制

度
に

移
行

し
て

い
た

。

④
　

ド
ル

＝
ブ

ロ
ッ

ク
政

策
を

展
開

し
て

い
た

。

ⓐ

歴
史
総
合
・
世
界
史
探
究
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6

第
2

問
　

次
の

年
表

を
見

て
、

後
の

問
い

に
答

え
な

さ
い

。

年
・

世
紀

キ
リ

ス
ト

教
関

連
の

動
き

政
治

の
動

き

前
7（

4
）年

頃
　

イ
エ

ス
が

生
ま

れ
る

30
3

年
ロ

ー
マ

皇
帝

Ａ
が

大
迫

害
を

行
う

31
3

年
　

コ
ン

ス
タ

ン
テ

ィ
ヌ

ス
帝

が
キ

リ
ス

ト
教

を
公

認
す

る
32

5
年

　
ニ

ケ
ー

ア
公

会
議

が
開

か
れ

る
47

6
年

　
西

ロ
ー

マ
帝

国
が

滅
亡

す
る

52
9

年
　

モ
ン

テ
＝

カ
シ

ノ
に

修
道

院
が

開
か

れ
る

73
2

年
フ

ラ
ン

ク
王

国
が

　
ト

ゥ
ー

ル
・

ポ
 

ワ
テ

ィ
エ

間
の

戦
い

で
キ

リ
ス

ト
 

教
世

界
を

防
衛

す
る

80
0

年
　「

西
ロ

ー
マ

帝
国

」の
復

活
が

宣
言

さ
れ

る
10

71
年

　
セ

ル
ジ

ュ
ー

ク
朝

が
ア

ナ
ト

リ
ア

東
部

で
ビ

ザ
ン

ツ
帝

国
軍

を
破

る
10

96
年

第
1

回
十

字
軍

の
遠

征
が

行
わ

れ
る

12
91

年
ア

ッ
コ

ン
が

陥
落

、　
十

字
軍

運
動

終
了

問
1

　
下

線
部

ⓐ
に

つ
い

て
、

イ
エ

ス
に

つ
い

て
述

べ
た

次
の

文
ａ

と
ｂ

の
正

誤
の

組
み

合
わ

せ
と

し
て

正
し

い
も

の
を

、
下

の
①

〜
④

の
中

か
ら

1
つ

選
び

、
そ

の
番

号
を

マ
ー

ク
し

な
さ

い
。

解
答
番
号
は

11

ａ
　

イ
エ

ス
は

キ
リ

ス
ト

と
呼

ば
れ

る
が

、
キ

リ
ス

ト
は

ヘ
ブ

ラ
イ

語
で

あ
る

。

ｂ
　

当
初『

新
約

聖
書

』は
ギ

リ
シ

ア
語

の
コ

イ
ネ

ー
で

書
か

れ
た

。

①
　

ａ
─

正
　

　
ｂ

─
正

②
　

ａ
─

正
　

　
ｂ

─
誤

③
　

ａ
─

誤
　

　
ｂ

─
正

④
　

ａ
─

誤
　

　
ｂ

─
誤

ⓐ

ⓑ

ⓒ
ⓓ

ⓔ

ⓕ

ⓖ

ⓗ

ⓘ
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メ
モ
4
　
第
二
次
世
界
大
戦
開
戦
前
後
の
欧
米
の
動
き

・
19

38
年

に
ヒ

ト
ラ

ー
は

オ
ー

ス
ト

リ
ア

を
併

合
し

た
。

・
�19

43
年

11
月

に
ア

メ
リ

カ
合

衆
国

・
イ

ギ
リ

ス
・

Ｇ
の

首
脳

が
カ

イ
ロ

会
談

を

行
っ

た
。

問
9

　
下

線
部

ⓔ
と

次
の

出
来

事
Ｘ

・
Ｙ

に
つ

い
て

、
年

代
の

古
い

も
の

か
ら

順
に

正
し

く
配

列
さ

れ
て

い
る

も
の

を
、

下
の

①
〜

⑥
の

中
か

ら
1

つ
選

び
、

そ
の

番
号

を
マ

ー
ク

し
な

さ
い

。

解
答
番
号
は

9

Ｘ
　

ド
イ

ツ
は

チ
ェ

コ
を

占
領

し
、

ス
ロ

ヴ
ァ

キ
ア

を
保

護
国

と
し

た
。

Ｙ
　

ミ
ュ

ン
ヘ

ン
会

談
が

行
わ

れ
、

イ
ギ

リ
ス

と
フ

ラ
ン

ス
は

ド
イ

ツ
の

要
求

を
認

め
た

。

①
　

ⓔ
→

Ｘ
→

Ｙ
　

　
②

　
ⓔ

→
Ｙ

→
Ｘ

　
　

③
　

Ｘ
→

ⓔ
→

Ｙ

④
　

Ｘ
→

Ｙ
→

ⓔ
　

　
⑤

　
Ｙ

→
ⓔ

→
Ｘ

　
　

⑥
　

Ｙ
→

Ｘ
→

ⓔ

問
10

　
メ
モ
4

の
空

所
Ｇ

に
入

る
語

句
と

し
て

正
し

い
も

の
を

、
次

の
①

〜
④

の
中

か
ら

1
つ

選
び

、
そ

の
番

号
を

マ
ー

ク
し

な
さ

い
。

解
答
番
号
は

10

①
　

中
国

②
　

フ
ラ

ン
ス

③
　

ソ
連

④
　

ス
ペ

イ
ン

ⓔ
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8

問
4

　
下

線
部

ⓒ
に

つ
い

て
、

こ
の

公
会

議
で

異
端

と
さ

れ
た

教
義

の
名

称
あ

・
い

と
、

そ
の

世
界

へ
の

伝
わ

り
方

に
つ

い
て

述
べ

た
文

Ｘ
・

Ｙ
の

組
み

合
わ

せ
と

し
て

正
し

い
も

の
を

、

下
の

①
〜

④
の

中
か

ら
1

つ
選

び
、

そ
の

番
号

を
マ

ー
ク

し
な

さ
い

。

解
答
番
号
は

14

異
端
と
さ
れ
た
教
義
の
名
称

あ
　

ア
リ

ウ
ス

派

い
　

ネ
ス

ト
リ

ウ
ス

派

世
界
へ
の
伝
わ
り
方

Ｘ
　

中
国

に
伝

わ
り

景
教

と
呼

ば
れ

た
。

Ｙ
　

ゲ
ル

マ
ン

人
に

伝
道

さ
れ

広
ま

っ
た

。

①
　
あ

─
Ｘ

②
　
あ

─
Ｙ

③
　
い

─
Ｘ

④
　
い

─
Ｙ

問
5

　
下

線
部

ⓓ
に

つ
い

て
、

こ
の

帝
国

を
滅

ぼ
し

た
人

物
と

し
て

正
し

い
も

の
を

、
次

の

①
〜

④
の

中
か

ら
1

つ
選

び
、

そ
の

番
号

を
マ

ー
ク

し
な

さ
い

。 解
答
番
号
は

15

①
　

オ
ド

ア
ケ

ル

②
　

テ
オ

ド
リ

ッ
ク

大
王

③
　

ア
ッ

テ
ィ

ラ
王

④
　

ク
ロ

ー
ヴ

ィ
ス
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問
2

　
年

表
の

空
所

Ａ
に

入
る

語
句

と
し

て
正

し
い

も
の

を
、

次
の

①
〜

④
の

中
か

ら
1

つ
選

び
、

そ
の

番
号

を
マ

ー
ク

し
な

さ
い

。

解
答
番
号
は

12

①
　

ネ
ロ

帝

②
　

ユ
リ

ア
ヌ

ス
帝

③
　

デ
ィ

オ
ク

レ
テ

ィ
ア

ヌ
ス

帝

④
　

カ
ラ

カ
ラ

帝

問
3

　
下

線
部

ⓑ
に

つ
い

て
述

べ
た

文
と

し
て

正
し

い
も

の
を

、
次

の
①

〜
④

の
中

か
ら

1
つ

選
び

、
そ

の
番

号
を

マ
ー

ク
し

な
さ

い
。

解
答
番
号
は

13

①
　

四
帝

分
治

制
を

導
入

し
た

。

②
　

新
た

な
首

都
を

建
設

し
、

都
を

移
し

た
。

③
　

帝
国

を
東

西
に

分
割

し
て

2
子

に
わ

け
与

え
た

。

④
　

帝
国

内
の

全
自

由
人

に
ロ

ー
マ

市
民

権
を

与
え

た
。
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6

第
2

問
　

次
の

年
表

を
見

て
、

後
の

問
い

に
答

え
な

さ
い

。

年
・

世
紀

キ
リ

ス
ト

教
関

連
の

動
き

政
治

の
動

き

前
7（

4
）年

頃
　

イ
エ

ス
が

生
ま

れ
る

30
3

年
ロ

ー
マ

皇
帝

Ａ
が

大
迫

害
を

行
う

31
3

年
　

コ
ン

ス
タ

ン
テ

ィ
ヌ

ス
帝

が
キ

リ
ス

ト
教

を
公

認
す

る
32

5
年

　
ニ

ケ
ー

ア
公

会
議

が
開

か
れ

る
47

6
年

　
西

ロ
ー

マ
帝

国
が

滅
亡

す
る

52
9

年
　

モ
ン

テ
＝

カ
シ

ノ
に

修
道

院
が

開
か

れ
る

73
2

年
フ

ラ
ン

ク
王

国
が

　
ト

ゥ
ー

ル
・

ポ
 

ワ
テ

ィ
エ

間
の

戦
い

で
キ

リ
ス

ト
 

教
世

界
を

防
衛

す
る

80
0

年
　「

西
ロ

ー
マ

帝
国

」の
復

活
が

宣
言

さ
れ

る
10

71
年

　
セ

ル
ジ

ュ
ー

ク
朝

が
ア

ナ
ト

リ
ア

東
部

で
ビ

ザ
ン

ツ
帝

国
軍

を
破

る
10

96
年

第
1

回
十

字
軍

の
遠

征
が

行
わ

れ
る

12
91

年
ア

ッ
コ

ン
が

陥
落

、　
十

字
軍

運
動

終
了

問
1

　
下

線
部

ⓐ
に

つ
い

て
、

イ
エ

ス
に

つ
い

て
述

べ
た

次
の

文
ａ

と
ｂ

の
正

誤
の

組
み

合
わ

せ
と

し
て

正
し

い
も

の
を

、
下

の
①

〜
④

の
中

か
ら

1
つ

選
び

、
そ

の
番

号
を

マ
ー

ク
し

な
さ

い
。

解
答
番
号
は

11

ａ
　

イ
エ

ス
は

キ
リ

ス
ト

と
呼

ば
れ

る
が

、
キ

リ
ス

ト
は

ヘ
ブ

ラ
イ

語
で

あ
る

。

ｂ
　

当
初『

新
約

聖
書

』は
ギ

リ
シ

ア
語

の
コ

イ
ネ

ー
で

書
か

れ
た

。

①
　

ａ
─

正
　

　
ｂ

─
正

②
　

ａ
─

正
　

　
ｂ

─
誤

③
　

ａ
─

誤
　

　
ｂ

─
正

④
　

ａ
─

誤
　

　
ｂ

─
誤

ⓐ

ⓑ

ⓒ
ⓓ

ⓔ

ⓕ

ⓖ

ⓗ

ⓘ

8
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5

メ
モ
4
　
第
二
次
世
界
大
戦
開
戦
前
後
の
欧
米
の
動
き

・
19

38
年

に
ヒ

ト
ラ

ー
は

オ
ー

ス
ト

リ
ア

を
併

合
し

た
。

・
�19

43
年

11
月

に
ア

メ
リ

カ
合

衆
国

・
イ

ギ
リ

ス
・

Ｇ
の

首
脳

が
カ

イ
ロ

会
談

を

行
っ

た
。

問
9

　
下

線
部

ⓔ
と

次
の

出
来

事
Ｘ

・
Ｙ

に
つ

い
て

、
年

代
の

古
い

も
の

か
ら

順
に

正
し

く
配

列
さ

れ
て

い
る

も
の

を
、

下
の

①
〜

⑥
の

中
か

ら
1

つ
選

び
、

そ
の

番
号

を
マ

ー
ク

し
な

さ
い

。

解
答
番
号
は

9

Ｘ
　

ド
イ

ツ
は

チ
ェ

コ
を

占
領

し
、

ス
ロ

ヴ
ァ

キ
ア

を
保

護
国

と
し

た
。

Ｙ
　

ミ
ュ

ン
ヘ

ン
会

談
が

行
わ

れ
、

イ
ギ

リ
ス

と
フ

ラ
ン

ス
は

ド
イ

ツ
の

要
求

を
認

め
た

。

①
　

ⓔ
→

Ｘ
→

Ｙ
　

　
②

　
ⓔ

→
Ｙ

→
Ｘ

　
　

③
　

Ｘ
→

ⓔ
→

Ｙ

④
　

Ｘ
→

Ｙ
→

ⓔ
　

　
⑤

　
Ｙ

→
ⓔ

→
Ｘ

　
　

⑥
　

Ｙ
→

Ｘ
→

ⓔ

問
10

　
メ
モ
4

の
空

所
Ｇ

に
入

る
語

句
と

し
て

正
し

い
も

の
を

、
次

の
①

〜
④

の
中

か
ら

1
つ

選
び

、
そ

の
番

号
を

マ
ー

ク
し

な
さ

い
。

解
答
番
号
は

10

①
　

中
国

②
　

フ
ラ

ン
ス

③
　

ソ
連

④
　

ス
ペ

イ
ン

ⓔ
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10

問
9

　
下

線
部

ⓗ
に

つ
い

て
、

こ
の

王
朝

の
創

設
者

と
し

て
正

し
い

も
の

を
、

次
の

①
〜

④
の

中
か

ら
1

つ
選

び
、

そ
の

番
号

を
マ

ー
ク

し
な

さ
い

。

解
答
番
号
は

19

①
　

ト
ゥ

グ
リ

ル
＝

ベ
ク

②
　

ラ
シ

ー
ド

＝
ア

ッ
デ

ィ
ー

ン

③
　

ア
ブ

ー
＝

バ
ク

ル

④
　

イ
ブ

ン
＝

ハ
ル

ド
ゥ

ー
ン

問
10

　
下

線
部

ⓘ
に

つ
い

て
、

十
字

軍
運

動
に

よ
る

西
ヨ

ー
ロ

ッ
パ

世
界

の
変

化
に

つ
い

て
述

べ
た

文
と

し
て

正
し

い
も

の
を

、
次

の
①

〜
④

の
中

か
ら

1
つ

選
び

、
そ

の
番

号
を

マ
ー

ク
し

な
さ

い
。

解
答
番
号
は

20

①
　

ロ
ー

マ
＝

カ
ト

リ
ッ

ク
教

会
と

ギ
リ

シ
ア

正
教

会
が

完
全

に
分

裂
し

た
。

②
　

商
業

の
中

心
地

が
移

動
す

る
商

業
革

命
が

起
こ

っ
た

。

③
　

国
民

国
家

の
創

出
を

主
張

す
る

ナ
シ

ョ
ナ

リ
ズ

ム
が

高
ま

っ
た

。

④
　

遠
征

を
指

揮
し

た
国

王
の

権
威

が
高

ま
っ

た
。
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問
6

　
下

線
部

ⓔ
に

つ
い

て
、

こ
の

修
道

院
の

名
称

と
し

て
正

し
い

も
の

を
、

次
の

①
〜

④
の

中
か

ら
1

つ
選

び
、

そ
の

番
号

を
マ

ー
ク

し
な

さ
い

。

解
答
番
号
は

16

①
　

フ
ラ

ン
チ

ェ
ス

コ

②
　

ド
ミ

ニ
コ

③
　

シ
ト

ー

④
　

ベ
ネ

デ
ィ

ク
ト

問
7

　
下

線
部

ⓕ
に

つ
い

て
、

こ
の

と
き

ヨ
ー

ロ
ッ

パ
に

攻
め

込
ん

だ
イ

ス
ラ

ー
ム

王
朝

と
し

て
正

し
い

も
の

を
、

次
の

①
〜

④
の

中
か

ら
1

つ
選

び
、

そ
の

番
号

を
マ

ー
ク

し
な

さ
い

。

解
答
番
号
は

17

①
　

ナ
ス

ル
朝

②
　

ア
ッ

バ
ー

ス
朝

③
　

ウ
マ

イ
ヤ

朝

④
　

ブ
ワ

イ
フ

朝

問
8

　
下

線
部

ⓖ
に

関
連

し
て

、
こ

の
際

に
ロ

ー
マ

皇
帝

の
帝

冠
を

受
け

た
人

物
あ

・
い

と
、

帝
冠

を
与

え
た

人
物

の
地

位
と

名
前

Ｘ
・

Ｙ
の

組
み

合
わ

せ
と

し
て

正
し

い
も

の
を

、
下

の
①

〜
④

の
中

か
ら

1
つ

選
び

、
そ

の
番

号
を

マ
ー

ク
し

な
さ

い
。 解
答
番
号
は

18

ロ
ー
マ
皇
帝
の
帝
冠
を
受
け
た
人
物

あ
　

カ
ー

ル
＝

マ
ル

テ
ル

い
　

カ
ー

ル
大

帝（
シ

ャ
ル

ル
マ

ー
ニ

ュ
）

帝
冠
を
与
え
た
人
物
の
地
位
と
名
前

Ｘ
　

ビ
ザ

ン
ツ

皇
帝

レ
オ

ン
3

世

Ｙ
　

教
皇

レ
オ

3
世

①
　
あ

─
Ｘ

　
　

　
　

　
②

　
あ

─
Ｙ

③
　
い

─
Ｘ

　
　

　
　

　
④

　
い

─
Ｙ
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12

問
1

　
下

線
部

ⓐ
に

つ
い

て
、

こ
の

反
乱

の
名

称
と

し
て

正
し

い
も

の
を

、
次

の
①

〜
④

の
中

か
ら

1
つ

選
び

、
そ

の
番

号
を

マ
ー

ク
し

な
さ

い
。

解
答
番
号
は

21

①
　

黄
巾

の
乱

②
　

黄
巣

の
乱

③
　

紅
巾

の
乱

④
　

安
史

の
乱

問
2

　
下

線
部

ⓑ
に

つ
い

て
述

べ
た

文
と

し
て

正
し

い
も

の
を

、
次

の
①

〜
④

の
中

か
ら

1
つ

選
び

、
そ

の
番

号
を

マ
ー

ク
し

な
さ

い
。

解
答
番
号
は

22

①
　

保
甲

法
は

労
役

の
か

わ
り

に
出

さ
せ

た
金

銭
で

人
を

雇
う

も
の

で
あ

る
。

②
　

青
苗

法
は

中
小

商
人

に
融

資
す

る
も

の
で

あ
る

。

③
　

均
輸

法
は

物
流

の
円

滑
化

と
物

価
の

安
定

を
は

か
る

も
の

で
あ

る
。

④
　

市
易

法
は

農
村

組
織

を
つ

く
ら

せ
、

治
安

維
持

を
行

わ
せ

る
も

の
で

あ
る

。

問
3

　
文

章
中

の
空

所
Ａ

に
入

る
語

句
と

し
て

正
し

い
も

の
を

、
次

の
①

〜
④

の
中

か
ら

1
つ

選
び

、
そ

の
番

号
を

マ
ー

ク
し

な
さ

い
。

解
答
番
号
は

23

①
　

チ
ベ

ッ
ト

②
　

ト
ル

コ

③
　

ツ
ン

グ
ー

ス

④
　

イ
ラ

ン
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第
3

問
　

次
の

文
章

を
読

ん
で

、
後

の
問

い
に

答
え

な
さ

い
。

8
世

紀
中

頃
、

皇
帝

が
皇

后
を

寵
愛

し
た

こ
と

か
ら

政
治

が
乱

れ
、

節
度

使
が

反
乱

を
起

こ

し
た

。
こ

の
反

乱
は

鎮
圧

さ
れ

た
が

、
節

度
使

は
内

地
に

も
置

か
れ

軍
閥

化
し

た
。

そ
の

よ
う

な
な

か
武

将
出

身
の

趙
匡

胤
は

、
96

0
年

に
宋（

北
宋

）を
建

て
た

。

文
治

主
義

を
と

っ
た

宋
で

は
、

対
外

防
衛

力
は

弱
ま

り
、

キ
タ

イ
や

西
夏

な
ど

の
圧

力
を

受

け
、

そ
れ

ぞ
れ

銀
や

絹
を

贈
る

な
ど

の
条

約
を

結
ん

だ
。

こ
の

状
況

を
打

開
す

る
た

め
、

神
宗

の
宰

相
と

な
っ

た
王

安
石

は
財

政
再

建
と

富
国

強
兵

を
め

ざ
し

て
新

法
を

実
施

し
た

。

12
世

紀
、

Ａ
系

の
女

真
が

金
を

建
て

る
と

、
宋

は
11

26
〜

27
年

の
靖

康
の

変
で

上
皇

と
皇

帝
が

捕
虜

と
な

り
、

都
の

開
封

を
占

領
さ

れ
た

。
皇

帝
の

弟
は

都
を

臨
安

に
移

し
て

、

宋
を

維
持

し
た

。
南

宋
が

成
立

し
た

こ
と

に
よ

り
江

南
の

開
発

が
大

き
く

進
ん

だ
。

13
世

紀
、

大
モ

ン
ゴ

ル
国（

モ
ン

ゴ
ル

帝
国

）を
建

て
た

チ
ン

ギ
ス

＝
カ

ン
は

、
西

方
遠

征

に
出

発
し

、
そ

の
死

後
も

子
や

孫
た

ち
が

征
服

戦
争

を
続

け
て

ユ
ー

ラ
シ

ア
大

陸
に

大
帝

国
を

築
い

た
。

東
部

方
面

を
勢

力
範

囲
と

し
た

孫
の

ク
ビ

ラ
イ

は
華

北
に

新
た

な
都

大
都

を
築

き
国

号
を

元（
大

元
）と

改
め

る
と

、
南

宋
を

滅
ぼ

し
て

中
国

全
土

を
支

配
し

た
。

元
は

中
国

的
な

官

僚
制

度
で

統
治

し
た

が
、

モ
ン

ゴ
ル

人
が

政
策

を
決

定
し

た
。

文
化

と
し

て
は

元
曲

と
い

わ
れ

る
戯

曲
が

庶
民

に
流

行
し

た
。

14
世

紀
に

入
る

と
自

然
災

害
が

多
発

し
、

疫
病

も
流

行
し

た
こ

と
に

よ
り

、
各

地
で

飢
饉

や
内

紛
が

頻
発

し
て

モ
ン

ゴ
ル

帝
国

は
急

速
に

衰
え

た
。

諸
勢

力
の

抗
争

の
中

か
ら

テ
ィ

ム
ー

ル
が

台
頭

し
た

。
中

国
で

も
元

に
よ

る
Ｂ

の
濫

発
や

専
売

制
度

の
強

化
は

民
衆

の
反

乱
を

招
き

、
元

は
13

68
年

に
明

に
敗

れ
て

モ
ン

ゴ
ル

高
原

に
退

い
た

。ⓐ

ⓑ

ⓒ

ⓓ

ⓔ

ⓕ
ⓖ

ⓗ
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10

問
9

　
下

線
部

ⓗ
に

つ
い

て
、

こ
の

王
朝

の
創

設
者

と
し

て
正

し
い

も
の

を
、

次
の

①
〜

④
の

中
か

ら
1

つ
選

び
、

そ
の

番
号

を
マ

ー
ク

し
な

さ
い

。

解
答
番
号
は

19

①
　

ト
ゥ

グ
リ

ル
＝

ベ
ク

②
　

ラ
シ

ー
ド

＝
ア

ッ
デ

ィ
ー

ン

③
　

ア
ブ

ー
＝

バ
ク

ル

④
　

イ
ブ

ン
＝

ハ
ル

ド
ゥ

ー
ン

問
10

　
下

線
部

ⓘ
に

つ
い

て
、

十
字

軍
運

動
に

よ
る

西
ヨ

ー
ロ

ッ
パ

世
界

の
変

化
に

つ
い

て
述

べ
た

文
と

し
て

正
し

い
も

の
を

、
次

の
①

〜
④

の
中

か
ら

1
つ

選
び

、
そ

の
番

号
を

マ
ー

ク
し

な
さ

い
。

解
答
番
号
は

20

①
　

ロ
ー

マ
＝

カ
ト

リ
ッ

ク
教

会
と

ギ
リ

シ
ア

正
教

会
が

完
全

に
分

裂
し

た
。

②
　

商
業

の
中

心
地

が
移

動
す

る
商

業
革

命
が

起
こ

っ
た

。

③
　

国
民

国
家

の
創

出
を

主
張

す
る

ナ
シ

ョ
ナ

リ
ズ

ム
が

高
ま

っ
た

。

④
　

遠
征

を
指

揮
し

た
国

王
の

権
威

が
高

ま
っ

た
。

8
0

4
9

_
0

4
_

W
O

LA
_

M
.in

dd
   

1
0

2
0

2
5

/1
2

/1
0

   
1

3
:4

8

9

問
6

　
下

線
部

ⓔ
に

つ
い

て
、

こ
の

修
道

院
の

名
称

と
し

て
正

し
い

も
の

を
、

次
の

①
〜

④
の

中
か

ら
1

つ
選

び
、

そ
の

番
号

を
マ

ー
ク

し
な

さ
い

。

解
答
番
号
は

16

①
　

フ
ラ

ン
チ

ェ
ス

コ

②
　

ド
ミ

ニ
コ

③
　

シ
ト

ー

④
　

ベ
ネ

デ
ィ

ク
ト

問
7

　
下

線
部

ⓕ
に

つ
い

て
、

こ
の

と
き

ヨ
ー

ロ
ッ

パ
に

攻
め

込
ん

だ
イ

ス
ラ

ー
ム

王
朝

と
し

て
正

し
い

も
の

を
、

次
の

①
〜

④
の

中
か

ら
1

つ
選

び
、

そ
の

番
号

を
マ

ー
ク

し
な

さ
い

。

解
答
番
号
は

17

①
　

ナ
ス

ル
朝

②
　

ア
ッ

バ
ー

ス
朝

③
　

ウ
マ

イ
ヤ

朝

④
　

ブ
ワ

イ
フ

朝

問
8

　
下

線
部

ⓖ
に

関
連

し
て

、
こ

の
際

に
ロ

ー
マ

皇
帝

の
帝

冠
を

受
け

た
人

物
あ

・
い

と
、

帝
冠

を
与

え
た

人
物

の
地

位
と

名
前

Ｘ
・

Ｙ
の

組
み

合
わ

せ
と

し
て

正
し

い
も

の
を

、
下

の
①

〜
④

の
中

か
ら

1
つ

選
び

、
そ

の
番

号
を

マ
ー

ク
し

な
さ

い
。 解
答
番
号
は

18

ロ
ー
マ
皇
帝
の
帝
冠
を
受
け
た
人
物

あ
　

カ
ー

ル
＝

マ
ル

テ
ル

い
　

カ
ー

ル
大

帝（
シ

ャ
ル

ル
マ

ー
ニ

ュ
）

帝
冠
を
与
え
た
人
物
の
地
位
と
名
前

Ｘ
　

ビ
ザ

ン
ツ

皇
帝

レ
オ

ン
3

世

Ｙ
　

教
皇

レ
オ

3
世

①
　
あ

─
Ｘ

　
　

　
　

　
②

　
あ

─
Ｙ

③
　
い

─
Ｘ

　
　

　
　

　
④

　
い

─
Ｙ

8
0

4
9

_
0

4
_

W
O

LA
_

M
.in

dd
   

9
2

0
2

5
/1

2
/1

0
   

1
3

:4
8

9
10
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問
6

　
下

線
部

ⓔ
の

位
置

と
し

て
正

し
い

も
の

を
、

下
の

①
〜

④
の

中
か

ら
1

つ
選

び
、

そ
の

番
号

を
マ

ー
ク

し
な

さ
い

。

解
答
番
号
は

26

ａ
ｂ ｃ

ｄ

①
　

ａ

②
　

ｂ

③
　

ｃ

④
　

ｄ

問
7

　
下

線
部

ⓕ
に

関
連

し
て

、
元

の
中

国
支

配
に

つ
い

て
述

べ
た

文
と

し
て

正
し

い
も

の
を

、

次
の

①
〜

④
の

中
か

ら
1

つ
選

び
、

そ
の

番
号

を
マ

ー
ク

し
な

さ
い

。

解
答
番
号
は

27

①
　

中
央

ア
ジ

ア
・

西
ア

ジ
ア

出
身

の
人

々
は

南
人

と
さ

れ
た

。

②
　

華
北

の
人

々
は

漢
人

と
さ

れ
、

金
の

支
配

下
に

あ
っ

た
女

真
人

を
含

ん
だ

。

③
　

徴
税

請
負

人
を

使
っ

て
厳

し
く

徴
税

す
る

一
条

鞭
法

が
採

用
さ

れ
た

。

④
　

両
班

と
い

わ
れ

る
有

力
な

家
柄

が
官

僚
の

大
部

分
を

占
め

た
。

8
0

4
9

_
0

4
_

W
O

LA
_

M
.in

dd
   

1
4

2
0

2
5

/1
2

/1
0

   
1

3
:4

8

13

問
4

　
下

線
部

ⓒ
に

関
連

し
て

、
江

南
の

開
発

に
つ

い
て

述
べ

た
次

の
文

章
中

の
空

所
 

Ｃ
と

Ｄ
に

入
る

語
句

の
組

み
合

わ
せ

と
し

て
正

し
い

も
の

を
、

下
の

①
〜

④
の

中
か

ら
1

つ
選

び
、

そ
の

番
号

を
マ

ー
ク

し
な

さ
い

。 解
答
番
号
は

24

宋
の

時
代

に
は

Ｃ
と

い
わ

れ
る

よ
う

に
な

っ
た

。
こ

れ
は

長
江

Ｄ
 

が
重

要
な

穀
倉

地
帯

に
な

っ
た

こ
と

を
示

し
て

い
る

。

①
　
Ｃ

─
「

蘇
湖（

江
浙

）熟
す

れ
ば

天
下

足
る

」　
　
Ｄ

─
中

流
域

②
　
Ｃ

─
「

蘇
湖（

江
浙

）熟
す

れ
ば

天
下

足
る

」　
　
Ｄ

─
下

流
域

③
　
Ｃ

─
「

湖
広

熟
す

れ
ば

天
下

足
る

」　
　

　
　

　
Ｄ

─
中

流
域

④
　
Ｃ

─
「

湖
広

熟
す

れ
ば

天
下

足
る

」　
　

　
　

　
Ｄ

─
下

流
域

問
5

　
下

線
部

ⓓ
に

つ
い

て
、

チ
ン

ギ
ス

＝
カ

ン
が

倒
し

た
国

と
し

て
正

し
い

も
の

を
、

次
の

①
〜

④
の

中
か

ら
1

つ
選

び
、

そ
の

番
号

を
マ

ー
ク

し
な

さ
い

。 解
答
番
号
は

25

①
　

ガ
ズ

ナ
朝

②
　

ア
ッ

バ
ー

ス
朝

③
　

西
夏（

大
夏

）

④
　

フ
ァ

ー
テ

ィ
マ

朝

8
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4
9

_
0

4
_

W
O

LA
_

M
.in

dd
   

1
3

2
0

2
5

/1
2

/1
0

   
1

3
:4

8

13
14

38

傾
向
と
対
策

問
　
題

解
　
答

一般前期／A日程 歴史総合・世界史探究
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問
10

　
文

章
中

の
空

所
Ｂ

に
入

る
語

句
と

し
て

正
し

い
も

の
を

、
次

の
①

〜
④

の
中

か
ら

1
つ

選
び

、
そ

の
番

号
を

マ
ー

ク
し

な
さ

い
。

解
答
番
号
は

30

①
　

交
鈔

②
　

会
子

③
　

交
子

④
　

五
銖

銭

8
0

4
9

_
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4
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W
O
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M
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dd
   

1
6

2
0

2
5

/1
2

/1
0

   
1

3
:4

8
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問
8

　
下

線
部

ⓖ
と

し
て

正
し

い
も

の
を

、
次

の
①

〜
④

の
中

か
ら

1
つ

選
び

、
そ

の
番

号
を

マ
ー

ク
し

な
さ

い
。

解
答
番
号
は

28

①
　『

儒
林

外
史

』

②
　『

聊
斎

志
異

』

③
　『

琵
琶

記
』

④
　『

紅
楼

夢
』

問
9

　
下

線
部

ⓗ
に

関
連

し
て

、
テ

ィ
ム

ー
ル

の
建

て
た

王
朝

に
つ

い
て

述
べ

た
次

の
文

章
中

の
空

所
Ｅ

に
入

る
語

句
あ

・
い

と
、

Ｆ
に

入
る

内
容

Ｘ
・

Ｙ
の

組
み

合
わ

せ
と

し
て

正
し

い
も

の
を

、
下

の
①

〜
④

の
中

か
ら

1
つ

選
び

、
そ

の
番

号
を

マ
ー

ク
し

な
さ

い
。

解
答
番
号
は

29

テ
ィ

ム
ー

ル
は

Ｅ
で

オ
ス

マ
ン

帝
国

軍
を

破
っ

た
。

テ
ィ

ム
ー

ル
朝

の
都

の

サ
マ

ル
カ

ン
ド

で
は

Ｆ
。

Ｅ
に
入
る
語
句

あ
　

ア
ン

カ
ラ

の
戦

い

い
　

タ
ラ

ス
河

畔
の

戦
い

Ｆ
に
入
る
内
容

Ｘ
　

天
文

台
が

建
設

さ
れ

、
天

文
学

や
暦

法
が

発
達

し
た

Ｙ
　

ギ
リ

シ
ア

語
に

よ
る

文
献

が
盛

ん
に

ア
ラ

ビ
ア

語
に

翻
訳

さ
れ

た

①
　
あ

─
Ｘ

②
　
あ

─
Ｙ

③
　
い

─
Ｘ

④
　
い

─
Ｙ

8
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4
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M
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16
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策
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程

解
　
答
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問
6

　
下

線
部

ⓔ
の

位
置

と
し

て
正

し
い

も
の

を
、

下
の

①
〜

④
の

中
か

ら
1

つ
選

び
、

そ
の

番
号

を
マ

ー
ク

し
な

さ
い

。

解
答
番
号
は

26

ａ
ｂ ｃ

ｄ

①
　

ａ

②
　

ｂ

③
　

ｃ

④
　

ｄ

問
7

　
下

線
部

ⓕ
に

関
連

し
て

、
元

の
中

国
支

配
に

つ
い

て
述

べ
た

文
と

し
て

正
し

い
も

の
を

、

次
の

①
〜

④
の

中
か

ら
1

つ
選

び
、

そ
の

番
号

を
マ

ー
ク

し
な

さ
い

。

解
答
番
号
は

27

①
　

中
央

ア
ジ

ア
・

西
ア

ジ
ア

出
身

の
人

々
は

南
人

と
さ

れ
た

。

②
　

華
北

の
人

々
は

漢
人

と
さ

れ
、

金
の

支
配

下
に

あ
っ

た
女

真
人

を
含

ん
だ

。

③
　

徴
税

請
負

人
を

使
っ

て
厳

し
く

徴
税

す
る

一
条

鞭
法

が
採

用
さ

れ
た

。

④
　

両
班

と
い

わ
れ

る
有

力
な

家
柄

が
官

僚
の

大
部

分
を

占
め

た
。

8
0

4
9

_
0

4
_

W
O

LA
_

M
.in

dd
   

1
4

2
0

2
5

/1
2

/1
0

   
1

3
:4

8

13

問
4

　
下

線
部

ⓒ
に

関
連

し
て

、
江

南
の

開
発

に
つ

い
て

述
べ

た
次

の
文

章
中

の
空

所
 

Ｃ
と

Ｄ
に

入
る

語
句

の
組

み
合

わ
せ

と
し

て
正

し
い

も
の

を
、

下
の

①
〜

④
の

中
か

ら
1

つ
選

び
、

そ
の

番
号

を
マ

ー
ク

し
な

さ
い

。 解
答
番
号
は

24

宋
の

時
代

に
は

Ｃ
と

い
わ

れ
る

よ
う

に
な

っ
た

。
こ

れ
は

長
江

Ｄ
 

が
重

要
な

穀
倉

地
帯

に
な

っ
た

こ
と

を
示

し
て

い
る

。

①
　
Ｃ

─
「

蘇
湖（

江
浙

）熟
す

れ
ば

天
下

足
る

」　
　
Ｄ

─
中

流
域

②
　
Ｃ

─
「

蘇
湖（

江
浙

）熟
す

れ
ば

天
下

足
る

」　
　
Ｄ

─
下

流
域

③
　
Ｃ

─
「

湖
広

熟
す

れ
ば

天
下

足
る

」　
　

　
　

　
Ｄ

─
中

流
域

④
　
Ｃ

─
「

湖
広

熟
す

れ
ば

天
下

足
る

」　
　

　
　

　
Ｄ

─
下

流
域

問
5

　
下

線
部

ⓓ
に

つ
い

て
、

チ
ン

ギ
ス

＝
カ

ン
が

倒
し

た
国

と
し

て
正

し
い

も
の

を
、

次
の

①
〜

④
の

中
か

ら
1

つ
選

び
、

そ
の

番
号

を
マ

ー
ク

し
な

さ
い

。 解
答
番
号
は

25

①
　

ガ
ズ

ナ
朝

②
　

ア
ッ

バ
ー

ス
朝

③
　

西
夏（

大
夏

）

④
　

フ
ァ

ー
テ

ィ
マ

朝

8
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4
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18

問
1

　
下

線
部

ⓐ
に

つ
い

て
述

べ
た

文
と

し
て

正
し

い
も

の
を

、
次

の
①

〜
④

の
中

か
ら

1
つ

選
び

、
そ

の
番

号
を

マ
ー

ク
し

な
さ

い
。

解
答
番
号
は

31

①
　

イ
ギ

リ
ス

よ
り

も
早

く
東

イ
ン

ド
会

社
を

設
立

し
た

。

②
　『

海
洋

自
由

論
』の

著
者

カ
ン

ト
は

オ
ラ

ン
ダ

人
で

あ
る

。

③
　

ウ
ェ

ス
ト

フ
ァ

リ
ア

条
約

で
正

式
に

独
立

が
認

め
ら

れ
た

。

④
　

オ
ラ

ン
ダ

独
立

戦
争

で
南

部
10

州
が

ユ
ト

レ
ヒ

ト
同

盟
を

結
成

し
た

。

問
2

　
文

章
中

の
空

所
Ａ

に
入

る
語

句
と

し
て

正
し

い
も

の
を

、
次

の
①

〜
④

の
中

か
ら

1
つ

選
び

、
そ

の
番

号
を

マ
ー

ク
し

な
さ

い
。

解
答
番
号
は

32

①
　

バ
タ

ヴ
ィ

ア

②
　

ゴ
ア

③
　

ポ
ン

デ
ィ

シ
ェ

リ

④
　

シ
ャ

ン
デ

ル
ナ

ゴ
ル

8
0

4
9

_
0

4
_

W
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_

M
.in

dd
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8
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2
5
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/1
0

   
1

3
:4
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17

第
4

問
　

次
の

文
章

を
読

ん
で

、
後

の
問

い
に

答
え

な
さ

い
。

16
48

年
の

ウ
ェ

ス
ト

フ
ァ

リ
ア

条
約

で
確

立
さ

れ
た

国
際

体
制

の
も

と
、

17
世

紀
後

半
に

急
速

に
台

頭
し

た
の

が
オ

ラ
ン

ダ
で

あ
る

。
オ

ラ
ン

ダ
は

16
02

年
に

設
立

し
た

東
イ

ン
ド

会

社
な

ど
を

中
心

と
し

て
ア

ジ
ア

な
ど

に
進

出
し

、
ア

ン
ボ

イ
ナ

事
件

を
き

っ
か

け
に

イ
ギ

リ
ス

を
東

南
ア

ジ
ア

か
ら

大
き

く
後

退
さ

せ
ジ

ャ
ワ

島
の

Ａ
を

拠
点

に
香

辛
料

交
易

を

行
っ

た
。

イ
ギ

リ
ス

で
は

エ
リ

ザ
ベ

ス
1

世
の

死
後

、
ス

コ
ッ

ト
ラ

ン
ド

か
ら

国
王

Ｂ
を

迎

え
、

同
君

連
合

を
形

成
し

た
。

そ
の

次
の

王
の

時
代

に
、

議
会

は
権

利
の

請
願

を
発

し
た

が
、

国
王

は
翌

年
議

会
を

解
散

し
た

。
以

後
11

年
間

議
会

は
開

か
れ

な
か

っ
た

が
、

16
40

年
に

国

王
が

課
税

の
た

め
に

再
び

議
会

を
招

集
す

る
と

、
議

会
は

国
王

権
力

の
制

限
を

議
決

し
、

16
42

年
に

内
乱

が
起

こ
っ

た
。

議
会

派
を

率
い

て
勝

利
し

た
ク

ロ
ム

ウ
ェ

ル
の

も
と

で
共

和
政

が
開

始
さ

れ
た

が
、

軍
事

独
裁

体
制

と
な

り
、

ク
ロ

ム
ウ

ェ
ル

の
没

後
に

は
王

政
復

古
が

実
現

し
た

。

17
世

紀
初

め
の

フ
ラ

ン
ス

の
課

題
は

、
Ｃ

以
来

の
宗

教
対

立
に

よ
っ

て
動

揺
し

た

王
権

の
強

化
で

あ
っ

た
。

17
世

紀
半

ば
、

国
王

が
幼

少
で

即
位

す
る

と
、

マ
ザ

ラ
ン

が
国

政

を
率

い
て

中
央

集
権

化
を

進
め

た
。

抵
抗

す
る

地
方

や
貴

族
ら

の
反

乱
は

鎮
圧

さ
れ

、
マ

ザ
ラ

ン
の

死
後

、
国

王
は

フ
ラ

ン
ス

絶
対

王
政

の
最

盛
期

を
築

い
た

。

ⓐ

ⓑ

ⓒ
ⓓ

ⓔ

ⓕ

ⓖ
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傾
向
と
対
策

問
　
題

解
　
答
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問
5

　
下

線
部

ⓒ
に

関
連

し
て

、
こ

の
よ

う
な

政
治

混
乱

の
な

か
で

、
人

間
の

自
然

な
状

態
は

「
万

人
の

万
人

に
対

す
る

闘
い

」で
あ

る
と

し
た

思
想

家
の

主
著
あ

・
い

と
、

そ
の

人
物

の

主
張

を
説

明
し

た
文

Ｘ
・

Ｙ
の

組
み

合
わ

せ
と

し
て

正
し

い
も

の
を

、
下

の
①

〜
④

の
中

か
ら

1
つ

選
び

、
そ

の
番

号
を

マ
ー

ク
し

な
さ

い
。

解
答
番
号
は

35

思
想
家
の
主
著

あ
　『

リ
ヴ

ァ
イ

ア
サ

ン
』　

い
　『

君
主

論
』

そ
の
人
物
の
主
張

Ｘ
　

無
政

府
状

態
に

よ
る

混
乱

防
止

の
た

め
に

は
、

絶
対

的
な

権
力

も
正

し
い

も
の

と
さ

れ
る

。

Ｙ
　

統
治

は
、

宗
教

や
道

徳
と

は
切

り
離

し
て

、
権

力
と

利
益

を
基

本
原

理
と

す
べ

き
で

あ
る

。

①
　
あ

─
Ｘ

②
　
あ

─
Ｙ

③
　
い

─
Ｘ

④
　
い

─
Ｙ

問
6

　
下

線
部

ⓓ
に

関
連

し
て

、
ク

ロ
ム

ウ
ェ

ル
の

時
代

の
出

来
事

に
つ

い
て

述
べ

た
文

と
し

て
正

し
い

も
の

を
、

次
の

①
〜

④
の

中
か

ら
1

つ
選

び
、

そ
の

番
号

を
マ

ー
ク

し
な

さ
い

。

解
答
番
号
は

36

①
　

ア
イ

ル
ラ

ン
ド

と
ス

コ
ッ

ト
ラ

ン
ド

を
征

服
し

た
。

②
　

オ
ラ

ン
ダ

に
対

抗
す

る
た

め
茶

法
が

制
定

さ
れ

た
。

③
　

ジ
ャ

ガ
イ

モ
飢

饉
が

お
こ

っ
た

。

④
　

プ
ロ

テ
ス

タ
ン

ト
全

般
の

信
教

の
自

由
が

保
障

さ
れ

た
。

8
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問
3

　
下

線
部

ⓑ
に

つ
い

て
、

こ
の

女
王

の
出

身
王

朝
名
あ

・
い

と
、

そ
の

業
績

に
つ

い
て

説

明
し

た
文

Ｘ
・

Ｙ
の

組
み

合
わ

せ
と

し
て

正
し

い
も

の
を

、
下

の
①

〜
④

の
中

か
ら

1
つ

選
び

、
そ

の
番

号
を

マ
ー

ク
し

な
さ

い
。

解
答
番
号
は

33

女
王
の
出
身
王
朝
名

あ
　

プ
ラ

ン
タ

ジ
ネ

ッ
ト

朝

い
　

テ
ュ

ー
ダ

ー
朝

そ
の
業
績

Ｘ
　

15
34

年
に

首
長

法（
国

王
至

上
法

）を
定

め
た

。

Ｙ
　

オ
ラ

ン
ダ

独
立

戦
争

を
支

援
し

た
。

①
　
あ

─
Ｘ

②
　
あ

─
Ｙ

③
　
い

─
Ｘ

④
　
い

─
Ｙ

問
4

　
文

章
中

の
空

所
Ｂ

に
入

る
国

王
と

し
て

正
し

い
も

の
を

、
次

の
①

〜
④

の
中

か
ら

1
つ

選
び

、
そ

の
番

号
を

マ
ー

ク
し

な
さ

い
。

解
答
番
号
は

34

①
　

チ
ャ

ー
ル

ズ
1

世

②
　

チ
ャ

ー
ル

ズ
2

世

③
　

ジ
ェ

ー
ム

ズ
1

世

④
　

ジ
ェ

ー
ム

ズ
2

世
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傾
向
と
対
策

A
日
程

B
日
程

解
　
答
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問
1

　
下

線
部

ⓐ
に

つ
い

て
述

べ
た

文
と

し
て

正
し

い
も

の
を

、
次

の
①

〜
④

の
中

か
ら

1
つ

選
び

、
そ

の
番

号
を

マ
ー

ク
し

な
さ

い
。

解
答
番
号
は

31

①
　

イ
ギ

リ
ス

よ
り

も
早

く
東

イ
ン

ド
会

社
を

設
立

し
た

。

②
　『

海
洋

自
由

論
』の

著
者

カ
ン

ト
は

オ
ラ

ン
ダ

人
で

あ
る

。

③
　

ウ
ェ

ス
ト

フ
ァ

リ
ア

条
約

で
正

式
に

独
立

が
認

め
ら

れ
た

。

④
　

オ
ラ

ン
ダ

独
立

戦
争

で
南

部
10

州
が

ユ
ト

レ
ヒ

ト
同

盟
を

結
成

し
た

。

問
2

　
文

章
中

の
空

所
Ａ

に
入

る
語

句
と

し
て

正
し

い
も

の
を

、
次

の
①

〜
④

の
中

か
ら

1
つ

選
び

、
そ

の
番

号
を

マ
ー

ク
し

な
さ

い
。

解
答
番
号
は

32

①
　

バ
タ

ヴ
ィ

ア

②
　

ゴ
ア

③
　

ポ
ン

デ
ィ

シ
ェ

リ

④
　

シ
ャ

ン
デ

ル
ナ

ゴ
ル
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第
4

問
　

次
の

文
章

を
読

ん
で

、
後

の
問

い
に

答
え

な
さ

い
。

16
48

年
の

ウ
ェ

ス
ト

フ
ァ

リ
ア

条
約

で
確

立
さ

れ
た

国
際

体
制

の
も

と
、

17
世

紀
後

半
に

急
速

に
台

頭
し

た
の

が
オ

ラ
ン

ダ
で

あ
る

。
オ

ラ
ン

ダ
は

16
02

年
に

設
立

し
た

東
イ

ン
ド

会

社
な

ど
を

中
心

と
し

て
ア

ジ
ア

な
ど

に
進

出
し

、
ア

ン
ボ

イ
ナ

事
件

を
き

っ
か

け
に

イ
ギ

リ
ス

を
東

南
ア

ジ
ア

か
ら

大
き

く
後

退
さ

せ
ジ

ャ
ワ

島
の

Ａ
を

拠
点

に
香

辛
料

交
易

を

行
っ

た
。

イ
ギ

リ
ス

で
は

エ
リ

ザ
ベ

ス
1

世
の

死
後

、
ス

コ
ッ

ト
ラ

ン
ド

か
ら

国
王

Ｂ
を

迎

え
、

同
君

連
合

を
形

成
し

た
。

そ
の

次
の

王
の

時
代

に
、

議
会

は
権

利
の

請
願

を
発

し
た

が
、

国
王

は
翌

年
議

会
を

解
散

し
た

。
以

後
11

年
間

議
会

は
開

か
れ

な
か

っ
た

が
、

16
40

年
に

国

王
が

課
税

の
た

め
に

再
び

議
会

を
招

集
す

る
と

、
議

会
は

国
王

権
力

の
制

限
を

議
決

し
、

16
42

年
に

内
乱

が
起

こ
っ

た
。

議
会

派
を

率
い

て
勝

利
し

た
ク

ロ
ム

ウ
ェ

ル
の

も
と

で
共

和
政

が
開

始
さ

れ
た

が
、

軍
事

独
裁

体
制

と
な

り
、

ク
ロ

ム
ウ

ェ
ル

の
没

後
に

は
王

政
復

古
が

実
現

し
た

。

17
世

紀
初

め
の

フ
ラ

ン
ス

の
課

題
は

、
Ｃ

以
来

の
宗

教
対

立
に

よ
っ

て
動

揺
し

た

王
権

の
強

化
で

あ
っ

た
。

17
世

紀
半

ば
、

国
王

が
幼

少
で

即
位

す
る

と
、

マ
ザ

ラ
ン

が
国

政

を
率

い
て

中
央

集
権

化
を

進
め

た
。

抵
抗

す
る

地
方

や
貴

族
ら

の
反

乱
は

鎮
圧

さ
れ

、
マ

ザ
ラ

ン
の

死
後

、
国

王
は

フ
ラ

ン
ス

絶
対

王
政

の
最

盛
期

を
築

い
た

。

ⓐ
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ⓖ
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問
　
題

解
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問
10

　
下

線
部

ⓖ
に

つ
い

て
、

こ
の

時
代

を
象

徴
す

る
ヴ

ェ
ル

サ
イ

ユ
宮

殿
の

建
築

様
式

と
し

て
正

し
い

も
の

を
、

次
の

①
〜

④
の

中
か

ら
1

つ
選

び
、

そ
の

番
号

を
マ

ー
ク

し
な

さ
い

。

解
答
番
号
は

40

①
　

ロ
マ

ネ
ス

ク
様

式

②
　

ビ
ザ

ン
ツ

様
式

③
　

ロ
コ

コ
様

式

④
　

バ
ロ

ッ
ク

様
式

　
　
こ
れ
で
歴
史
総
合
、
世
界
史
探
究
の
問
題
は
終
わ
り
で
す
　
　

8
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問
7

　
下

線
部

ⓔ
に

関
連

し
て

、
王

政
復

古
後

の
出

来
事

に
つ

い
て

述
べ

た
次

の
文

ａ
と

ｂ
の

正
誤

の
組

み
合

わ
せ

と
し

て
正

し
い

も
の

を
、

下
の

①
〜

④
の

中
か

ら
1

つ
選

び
、

そ
の

番
号

を
マ

ー
ク

し
な

さ
い

。

解
答
番
号
は

37

ａ
　

ト
ー

リ
党（

ト
ー

リ
ー

党
）の

ウ
ォ

ル
ポ

ー
ル

が
首

相
と

な
り

、
責

任
内

閣
制

を
成

立

さ
せ

た
。

ｂ
　

議
会

は
人

身
保

護
法

を
制

定
し

、
不

法
な

逮
捕

・
投

獄
を

禁
じ

た
。

①
　

ａ
─

正
　

　
ｂ

─
正

②
　

ａ
─

正
　

　
ｂ

─
誤

③
　

ａ
─

誤
　

　
ｂ

─
正

④
　

ａ
─

誤
　

　
ｂ

─
誤

問
8

　
文

章
中

の
空

所
Ｃ

に
入

る
語

句
と

し
て

正
し

い
も

の
を

、
次

の
①

〜
④

の
中

か
ら

1
つ

選
び

、
そ

の
番

号
を

マ
ー

ク
し

な
さ

い
。

解
答
番
号
は

38

①
　

七
年

戦
争

②
　

ユ
グ

ノ
ー

戦
争

③
　

イ
タ

リ
ア

戦
争

④
　

ス
ペ

イ
ン

継
承

戦
争

問
9

　
下

線
部

ⓕ
に

つ
い

て
、

こ
の

国
王

名
と

し
て

正
し

い
も

の
を

、
次

の
①

〜
④

の
中

か
ら

1
つ

選
び

、
そ

の
番

号
を

マ
ー

ク
し

な
さ

い
。

解
答
番
号
は

39

①
　

ル
イ

9
世

②
　

ル
イ

13
世

③
　

ル
イ

14
世

④
　

ル
イ

16
世
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問
2

　
メ
モ
1

の
空

所
Ａ

に
入

る
語

句
あ

・
い

と
、

Ｂ
に

入
る

内
容

Ｘ
・

Ｙ

の
組

み
合

わ
せ

と
し

て
正

し
い

も
の

を
、

下
の

①
〜

④
の

中
か

ら
1

つ
選

び
、

そ
の

番
号

を
マ

ー
ク

し
な

さ
い

。

解
答
番
号
は

2

Ａ
に
入
る
語
句

あ
　

昭
和

い
　

金
融

Ｂ
に
入
る
内
容

Ｘ
　

対
外

投
資

や
対

外
貸

付（
借

款
）が

急
拡

大

Ｙ
　

生
糸

の
輸

出
が

大
幅

に
縮

小

①
　
あ

─
Ｘ

②
　
あ

─
Ｙ

③
　
い

─
Ｘ

④
　
い

─
Ｙ

メ
モ
2
　
世
界
恐
慌
後
の
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の
動
き

・
フ

ラ
ン

ク
リ

ン
＝

ロ
ー

ズ
ヴ

ェ
ル

ト
大

統
領

は
、

ニ
ュ

ー
デ

ィ
ー

ル
政

策
を

行
っ

た
。

・
19

33
年

に
ソ

連
を

承
認

し
た

。

・
�
Ｃ

に
対

し
て

、
事

実
上

の
保

護
国

化
を

認
め

さ
せ

た
プ

ラ
ッ

ト
条

項
の

廃
止

な
ど

、

ラ
テ

ン
ア

メ
リ

カ
諸

国
へ

の
Ｄ

を
唱

え
た

。

問
3

　
下

線
部

ⓑ
に

つ
い

て
述

べ
た

文
と

し
て

正
し

い
も

の
を

、
次

の
①

〜
④

の
中

か
ら

1
つ

選
び

、
そ

の
番

号
を

マ
ー

ク
し

な
さ

い
。

解
答
番
号
は

3

①
　

有
効

な
恐

慌
対

策
が

で
き

な
か

っ
た

民
主

党
と

交
代

し
た

共
和

党
の

政
策

で
あ

っ
た

。

②
　

農
業

調
整

法（
A
A
A
）の

制
定

や
テ

ネ
シ

ー
川

流
域

開
発

公
社（

T
V
A
）を

設
立

し
た

。

③
　

大
統

領
自

ら
、

テ
レ

ビ
放

送
を

活
用

し
て

直
接

国
民

に
語

り
か

け
た

。

④
　

特
定

の
国

の
み

関
税

を
下

げ
、

ス
タ

ー
リ

ン
グ

＝
ブ

ロ
ッ

ク
を

形
成

し
た

。
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ⓒ
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第
1

問
　

次
の

文
章

を
読

ん
で

、
下

の
問

い（
問

1
〜

10
）に

答
え

よ
。

世
界

恐
慌

か
ら

第
二

次
世

界
大

戦
頃

ま
で

の
世

界
情

勢
と

い
う

テ
ー

マ
に

つ
い

て
生

徒
た

ち
で

調

べ
て

発
表

す
る

こ
と

に
な

り
、

メ
モ

を
つ

く
る

こ
と

に
し

た
。

次
の
メ
モ（
1
〜
4
）を

読
ん

で
、

後

の
問

い
に

答
え

な
さ

い
。

メ
モ
1
　
世
界
恐
慌
の
発
生

・
19

29
年

10
月

24
日

、
突

然
ニ

ュ
ー

ヨ
ー

ク
株

式
市

場
で

株
価

が
大

暴
落

し
た

。

・
�日

本
で

は
19

27
年

に
Ａ

恐
慌

が
生

じ
て

い
た

が
、

世
界

恐
慌

に
よ

り
ア

メ
リ

カ
合

衆
国

へ
の

Ｂ
し

た
。

問
1

　
下

線
部

ⓐ
に

関
連

し
て

、
こ

の
事

件
の

直
前

の
ア

メ
リ

カ
合

衆
国

の
状

況
に

つ
い

て
述

べ
た

文
と

し
て

正
し

い
も

の
を

、
次

の
①

〜
④

の
中

か
ら

1
つ

選
び

、
そ

の
番

号
を

マ
ー

ク
し

な
さ

い
。

解
答
番
号
は

1

①
　

第
一

次
世

界
大

戦
の

影
響

で
、

債
権

国
か

ら
債

務
国

に
転

じ
て

い
た

。

②
　

好
景

気
の

影
響

で
、

大
衆

消
費

社
会

が
生

み
出

さ
れ

て
い

た
。

③
　

金
本

位
制

か
ら

離
脱

し
て

、
管

理
通

貨
制

度
に

移
行

し
て

い
た

。

④
　

ド
ル

＝
ブ

ロ
ッ

ク
政

策
を

展
開

し
て

い
た

。

ⓐ

歴
史
総
合
・
日
本
史
探
究
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問
10

　
下

線
部

ⓖ
に

つ
い

て
、

こ
の

時
代

を
象

徴
す

る
ヴ

ェ
ル

サ
イ

ユ
宮

殿
の

建
築

様
式

と
し

て
正

し
い

も
の

を
、

次
の

①
〜

④
の

中
か

ら
1

つ
選

び
、

そ
の

番
号

を
マ

ー
ク

し
な

さ
い

。

解
答
番
号
は

40

①
　

ロ
マ

ネ
ス

ク
様

式

②
　

ビ
ザ

ン
ツ

様
式

③
　

ロ
コ

コ
様

式

④
　

バ
ロ

ッ
ク

様
式

　
　
こ
れ
で
歴
史
総
合
、
世
界
史
探
究
の
問
題
は
終
わ
り
で
す
　
　

8
0

4
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_
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4
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3
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問
7

　
下

線
部

ⓔ
に

関
連

し
て

、
王

政
復

古
後

の
出

来
事

に
つ

い
て

述
べ

た
次

の
文

ａ
と

ｂ
の

正
誤

の
組

み
合

わ
せ

と
し

て
正

し
い

も
の

を
、

下
の

①
〜

④
の

中
か

ら
1

つ
選

び
、

そ
の

番
号

を
マ

ー
ク

し
な

さ
い

。

解
答
番
号
は

37

ａ
　

ト
ー

リ
党（

ト
ー

リ
ー

党
）の

ウ
ォ

ル
ポ

ー
ル

が
首

相
と

な
り

、
責

任
内

閣
制

を
成

立

さ
せ

た
。

ｂ
　

議
会

は
人

身
保

護
法

を
制

定
し

、
不

法
な

逮
捕

・
投

獄
を

禁
じ

た
。

①
　

ａ
─

正
　

　
ｂ

─
正

②
　

ａ
─

正
　

　
ｂ

─
誤

③
　

ａ
─

誤
　

　
ｂ

─
正

④
　

ａ
─

誤
　

　
ｂ

─
誤

問
8

　
文

章
中

の
空

所
Ｃ

に
入

る
語

句
と

し
て

正
し

い
も

の
を

、
次

の
①

〜
④

の
中

か
ら

1
つ

選
び

、
そ

の
番

号
を

マ
ー

ク
し

な
さ

い
。

解
答
番
号
は

38

①
　

七
年

戦
争

②
　

ユ
グ

ノ
ー

戦
争

③
　

イ
タ

リ
ア

戦
争

④
　

ス
ペ

イ
ン

継
承

戦
争

問
9

　
下

線
部

ⓕ
に

つ
い

て
、

こ
の

国
王

名
と

し
て

正
し

い
も

の
を

、
次

の
①

〜
④

の
中

か
ら

1
つ

選
び

、
そ

の
番

号
を

マ
ー

ク
し

な
さ

い
。

解
答
番
号
は

39

①
　

ル
イ

9
世

②
　

ル
イ

13
世

③
　

ル
イ

14
世

④
　

ル
イ

16
世
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メ
モ
3
　
世
界
恐
慌
下
の
日
本

・
高

橋
是

清
大

蔵
大

臣
は

、
金

輸
出

再
禁

止
を

行
っ

た
。

・
�高

橋
是

清
は

そ
の

後
、

陸
軍

の
一

部
将

校
が

起
こ

し
た

ク
ー

デ
タ

で
あ

る
Ｅ

で
殺

害
さ

れ
た

。

・
�軍

部
は

中
国

大
陸

へ
の

進
出

で
経

済
危

機
を

乗
り

切
ろ

う
と

し
た

が
、

中
国

で
は

抗
日

救
国

運
動

が
高

ま
り

、
毛

沢
東

率
い

る
Ｆ

が
抗

日
民

族
統

一
戦

線
の

結
成

を
訴

え
た

。

問
6

　
下

線
部

ⓓ
に

関
連

し
て

、
こ

の
と

き
の

首
相

と
し

て
正

し
い

も
の

を
、

次
の

①
〜

④
の

中
か

ら
1

つ
選

び
、

そ
の

番
号

を
マ

ー
ク

し
な

さ
い

。

解
答
番
号
は

6

①
　

山
県

有
朋

②
　

東
条

英
機

③
　

犬
養

毅

④
　

浜
口

雄
幸

問
7

　
メ
モ
3

の
空

所
Ｅ

に
入

る
語

句
と

し
て

正
し

い
も

の
を

、
次

の
①

〜
④

の
中

か
ら

1
つ

選
び

、
そ

の
番

号
を

マ
ー

ク
し

な
さ

い
。

解
答
番
号
は

7

①
　

光
州

事
件

②
　

西
安

事
件

③
　

五
・

一
五

事
件

④
　

二
・

二
六

事
件

問
8

　
メ
モ
3

の
空

所
Ｆ

に
入

る
語

句
と

し
て

正
し

い
も

の
を

、
次

の
①

〜
④

の
中

か
ら

1
つ

選
び

、
そ

の
番

号
を

マ
ー

ク
し

な
さ

い
。

解
答
番
号
は

8

①
　

中
国

国
民

党

②
　

中
国

共
産

党

③
　

保
守

党

④
　

労
働

党

ⓓ
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問
4

　
下

線
部

ⓒ
に

関
連

し
て

、
こ

の
時

期
に

ソ
連

で
独

裁
権

力
を

握
っ

た
人

物
と

し
て

正
し

い
も

の
を

、
次

の
①

〜
④

の
中

か
ら

1
つ

選
び

、
そ

の
番

号
を

マ
ー

ク
し

な
さ

い
。

解
答
番
号
は

4

①
　

ス
タ

ー
リ

ン

②
　

レ
ー

ニ
ン

③
　

ト
ロ

ツ
キ

ー

④
　

フ
ル

シ
チ

ョ
フ

問
5

　
メ
モ
2

の
空

所
Ｃ

に
入

る
語

句
あ

・
い

と
、

Ｄ
に

入
る

内
容

Ｘ
・

Ｙ

の
組

み
合

わ
せ

と
し

て
正

し
い

も
の

を
、

下
の

①
〜

④
の

中
か

ら
1

つ
選

び
、

そ
の

番
号

を
マ

ー
ク

し
な

さ
い

。

解
答
番
号
は

5

Ｃ
に
入
る
語
句

あ
　

メ
キ

シ
コ

い
　

キ
ュ

ー
バ

Ｄ
に
入
る
内
容

Ｘ
　

内
政

干
渉

を
控

え
る

善
隣

外
交

Ｙ
　

商
業

活
動

の
自

由
を

求
め

る
門

戸
開

放
政

策

①
　
あ

─
Ｘ

②
　
あ

─
Ｙ

③
　
い

─
Ｘ

④
　
い

─
Ｙ
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第
2

問
　

古
墳

時
代

に
関

す
る

文
章

Ａ
と

、
古

代
の

政
争

・
事

件
な

ど
に

関
す

る
文

章
Ｂ

を
読

み
、

下
の

問
い（

問
1

〜
10

）に
答

え
よ

。

Ａ
　

古
墳

時
代

の
人

々
の

生
活

は
、

豪
族

は
濠

な
ど

を
め

ぐ
ら

し
た

居
館

を
営

み
、

民
衆

は
竪

穴
住

居
や

高
床

倉
庫

な
ど

を
構

え
た

集
落

に
住

ん
だ

。
古

墳
時

代
中

期
の

初
め

頃
ま

で
は

弥

生
時

代
の

系
譜

を
ひ

く
土

器
が

用
い

ら
れ

て
い

た
が

、
こ

の
頃

に
朝

鮮
半

島
か

ら
硬

く
て

灰

色
の

ア
を

つ
く

る
技

術
が

伝
え

ら
れ

、
用

い
ら

れ
る

よ
う

に
な

っ
た

。

農
耕

儀
礼

と
し

て
、

春
に

は
祈

年
の

祭
り

、
秋

に
は

新
嘗

の
祭

り
が

行
わ

れ
た

。
ま

た
、

巨
木

や
巨

岩
、

孤
島

な
ど

に
は

神
が

宿
っ

て
い

る
と

信
じ

ら
れ

て
大

切
に

祀ま
つ

ら
れ

、
な

か
に

は
現

在
ま

で
続

く
神

社
と

な
っ

て
い

る
も

の
な

ど
が

あ
る

。
穢

れ
を

は
ら

い
災

い
か

ら
逃

れ

る
た

め
の

儀
式

や
、

鹿
な

ど
の

獣
骨

を
焼

い
て

吉
凶

を
占

う
イ

な
ど

の
呪

術
的

な

風
習

も
行

わ
れ

た
。

5
世

紀
後

半
か

ら
6

世
紀

に
は

、
近

畿
地

方
以

外
に

は
大

規
模

な
古

墳
が

見
ら

れ
な

く
な

り
、

7
世

紀
中

頃
に

な
る

と
近

畿
地

方
の

大
王

の
墓

は
新

た
に

ウ
が

つ
く

ら
れ

る

よ
う

に
な

っ
た

。

問
1

　
下

線
部

ⓐ
に

関
し

て
述

べ
た

次
の

文
Ｘ

・
Ｙ

に
つ

い
て

、
そ

の
正

誤
の

組
み

合
わ

せ
と

し
て

正
し

い
も

の
を

、
下

の
①

〜
④

の
中

か
ら

1
つ

選
び

、
そ

の
番

号
を

マ
ー

ク
し

な
さ

い
。

解
答
番
号
は

11

Ｘ
　

朝
鮮

半
島

南
部

を
め

ぐ
る

立
場

を
有

利
に

す
る

た
め

、
倭

の
五

王
が

中
国

南
朝

に
朝

貢
し

た
こ

と
が『

隋
書

』倭
国

伝
に

記
さ

れ
て

い
る

。

Ｙ
　

6
世

紀
に

は
、

百
済

か
ら

渡
来

し
た

五
経

博
士

に
よ

り
、

倭
に

公
式

に
仏

教
が

伝
え

ら
れ

た
。

①
　

Ｘ
　

正
　

Ｙ
　

正
　

　
②

　
Ｘ

　
正

　
Ｙ

　
誤

③
　

Ｘ
　

誤
　

Ｙ
　

正
　

　
④

　
Ｘ

　
誤

　
Ｙ

　
誤

ⓐ

ⓑ

ⓒ
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メ
モ
4
　
第
二
次
世
界
大
戦
開
戦
前
後
の
欧
米
の
動
き

・
19

38
年

に
ヒ

ト
ラ

ー
は

オ
ー

ス
ト

リ
ア

を
併

合
し

た
。

・
�19

43
年

11
月

に
ア

メ
リ

カ
合

衆
国

・
イ

ギ
リ

ス
・

Ｇ
の

首
脳

が
カ

イ
ロ

会
談

を

行
っ

た
。

問
9

　
下

線
部

ⓔ
と

次
の

出
来

事
Ｘ

・
Ｙ

に
つ

い
て

、
年

代
の

古
い

も
の

か
ら

順
に

正
し

く
配

列
さ

れ
て

い
る

も
の

を
、

下
の

①
〜

⑥
の

中
か

ら
1

つ
選

び
、

そ
の

番
号

を
マ

ー
ク

し
な

さ
い

。

解
答
番
号
は

9

Ｘ
　

ド
イ

ツ
は

チ
ェ

コ
を

占
領

し
、

ス
ロ

ヴ
ァ

キ
ア

を
保

護
国

と
し

た
。

Ｙ
　

ミ
ュ

ン
ヘ

ン
会

談
が

行
わ

れ
、

イ
ギ

リ
ス

と
フ

ラ
ン

ス
は

ド
イ

ツ
の

要
求

を
認

め
た

。

①
　

ⓔ
→

Ｘ
→

Ｙ
　

　
②

　
ⓔ

→
Ｙ

→
Ｘ

　
　

③
　

Ｘ
→

ⓔ
→

Ｙ

④
　

Ｘ
→

Ｙ
→

ⓔ
　

　
⑤

　
Ｙ

→
ⓔ

→
Ｘ

　
　

⑥
　

Ｙ
→

Ｘ
→

ⓔ

問
10

　
メ
モ
4

の
空

所
Ｇ

に
入

る
語

句
と

し
て

正
し

い
も

の
を

、
次

の
①

〜
④

の
中

か
ら

1
つ

選
び

、
そ

の
番

号
を

マ
ー

ク
し

な
さ

い
。

解
答
番
号
は

10

①
　

中
国

②
　

フ
ラ

ン
ス

③
　

ソ
連

④
　

ス
ペ

イ
ン

ⓔ
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メ
モ
3
　
世
界
恐
慌
下
の
日
本

・
高

橋
是

清
大

蔵
大

臣
は

、
金

輸
出

再
禁

止
を

行
っ

た
。

・
�高

橋
是

清
は

そ
の

後
、

陸
軍

の
一

部
将

校
が

起
こ

し
た

ク
ー

デ
タ

で
あ

る
Ｅ

で
殺

害
さ

れ
た

。

・
�軍

部
は

中
国

大
陸

へ
の

進
出

で
経

済
危

機
を

乗
り

切
ろ

う
と

し
た

が
、

中
国

で
は

抗
日

救
国

運
動

が
高

ま
り

、
毛

沢
東

率
い

る
Ｆ

が
抗

日
民

族
統

一
戦

線
の

結
成

を
訴

え
た

。

問
6

　
下

線
部

ⓓ
に

関
連

し
て

、
こ

の
と

き
の

首
相

と
し

て
正

し
い

も
の

を
、

次
の

①
〜

④
の

中
か

ら
1

つ
選

び
、

そ
の

番
号

を
マ

ー
ク

し
な

さ
い

。

解
答
番
号
は

6

①
　

山
県

有
朋

②
　

東
条

英
機

③
　

犬
養

毅

④
　

浜
口

雄
幸

問
7

　
メ
モ
3

の
空

所
Ｅ

に
入

る
語

句
と

し
て

正
し

い
も

の
を

、
次

の
①

〜
④

の
中

か
ら

1
つ

選
び

、
そ

の
番

号
を

マ
ー

ク
し

な
さ

い
。

解
答
番
号
は

7

①
　

光
州

事
件

②
　

西
安

事
件

③
　

五
・

一
五

事
件

④
　

二
・

二
六

事
件

問
8

　
メ
モ
3

の
空

所
Ｆ

に
入

る
語

句
と

し
て

正
し

い
も

の
を

、
次

の
①

〜
④

の
中

か
ら

1
つ

選
び

、
そ

の
番

号
を

マ
ー

ク
し

な
さ

い
。

解
答
番
号
は

8

①
　

中
国

国
民

党

②
　

中
国

共
産

党

③
　

保
守

党

④
　

労
働

党

ⓓ
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問
4

　
下

線
部

ⓒ
に

関
連

し
て

、
こ

の
時

期
に

ソ
連

で
独

裁
権

力
を

握
っ

た
人

物
と

し
て

正
し

い
も

の
を

、
次

の
①

〜
④

の
中

か
ら

1
つ

選
び

、
そ

の
番

号
を

マ
ー

ク
し

な
さ

い
。

解
答
番
号
は

4

①
　

ス
タ

ー
リ

ン

②
　

レ
ー

ニ
ン

③
　

ト
ロ

ツ
キ

ー

④
　

フ
ル

シ
チ

ョ
フ

問
5

　
メ
モ
2

の
空

所
Ｃ

に
入

る
語

句
あ

・
い

と
、

Ｄ
に

入
る

内
容

Ｘ
・

Ｙ

の
組

み
合

わ
せ

と
し

て
正

し
い

も
の

を
、

下
の

①
〜

④
の

中
か

ら
1

つ
選

び
、

そ
の

番
号

を
マ

ー
ク

し
な

さ
い

。

解
答
番
号
は

5

Ｃ
に
入
る
語
句

あ
　

メ
キ

シ
コ

い
　

キ
ュ

ー
バ

Ｄ
に
入
る
内
容

Ｘ
　

内
政

干
渉

を
控

え
る

善
隣

外
交

Ｙ
　

商
業

活
動

の
自

由
を

求
め

る
門

戸
開

放
政

策

①
　
あ

─
Ｘ

②
　
あ

─
Ｙ

③
　
い

─
Ｘ

④
　
い

─
Ｙ
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問
5

　
空

所
ウ

に
入

る
語

句
と

し
て

正
し

い
も

の
を

、
次

の
①

〜
④

の
中

か
ら

1
つ

選
び

、
そ

の
番

号
を

マ
ー

ク
し

な
さ

い
。

解
答
番
号
は

15

①
　

円
墳

　
　

②
　

群
集

墳
　

　
③

　
八

角
墳

　
　

④
　

前
方

後
方

墳

Ｂ
　

古
代

の
政

権
を

担
っ

た
貴

族
と

し
て

藤
原

氏
が

あ
げ

ら
れ

る
が

、
そ

の
藤

原
氏

に
か

か
わ

る
多

く
の

政
争

が
起

こ
っ

た
。

奈
良

時
代

に
は

、
藤

原
氏

の
4

兄
弟

に
始

ま
り

、
聖

武
天

皇
が

遷
都

を
繰

り
返

す
き

っ
か

け
と

な
っ

た
エ

の
乱

、
藤

原
仲

麻
呂

が
孝

謙
太

上
天

皇
の

寵ち
ょ

う

愛あ
い

を
受

け
て

勢
力

を
強

め
て

い
た

オ
を

排
除

し
よ

う
と

起
こ

し
た

恵
美

押
勝

の
乱

な
ど

、
政

争
が

絶

え
な

か
っ

た
。

平
安

時
代

に
入

る
と

、
藤

原
氏

北
家

の
良

房
は

、
天

皇
家

と
姻

戚
関

係
を

結
ん

で
勢

力
を

増
し

、
承

和
の

変
や

応
天

門
の

変
で

他
氏

を
排

斥
し

て
臣

下
で

初
め

て
正

式
に

摂
政

と
な

っ

た
。

そ
の

後
、

藤
原

基
経

が
正

式
に

関
白

と
な

り
、

延
喜

・
天

暦
の

治
を

経
て

、
安

和
の

変

以
後

は
摂

政
・

関
白

が
お

か
れ

る
こ

と
が

慣
例

と
な

っ
た

。
摂

政
・

関
白

は
藤

原
氏

の
氏

長

者
で

あ
る

と
と

も
に

、
朝

廷
の

人
事

を
掌

握
し

て
絶

大
な

権
力

を
持

っ
た

。
摂

政
・

関
白

の

地
位

を
め

ぐ
る

摂
関

家
内

部
で

の
争

い
に

勝
っ

た
藤

原
道

長
と

、
そ

の
子

の
頼

通
が

、
朝

廷

で
権

勢
を

ふ
る

っ
た

時
期

が
摂

関
政

治
の

全
盛

期
で

あ
っ

た
。

問
6

　
下

線
部

ⓓ
に

関
連

し
て

、
聖

武
天

皇
が

大
仏

造
立

の
詔

を
出

し
た

と
き

の
都

と
し

て
正

し
い

も
の

を
、

次
の

①
〜

④
の

中
か

ら
1

つ
選

び
、

そ
の

番
号

を
マ

ー
ク

し
な

さ
い

。

解
答
番
号
は

16

①
　

平
城

京
　

　
②

　
恭

仁
京

　
　

③
　

難
波

宮
　

　
④

　
紫

香
楽

宮

ⓓ

ⓔ

ⓕ

ⓖ
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問
2

　
空

所
ア

イ
に

入
る

語
句

の
組

み
合

わ
せ

と
し

て
正

し
い

も
の

を
、

次
の

①
〜

④
の

中
か

ら
1

つ
選

び
、

そ
の

番
号

を
マ

ー
ク

し
な

さ
い

。

解
答
番
号
は

12

①
　
ア
　

土
師

器
　
イ
　

太
占

の
法

②
　
ア
　

土
師

器
　
イ
　

盟
神

探
湯

③
　
ア
　

須
恵

器
　
イ
　

太
占

の
法

④
　
ア
　

須
恵

器
　
イ
　

盟
神

探
湯

問
3

　
下

線
部

ⓑ
に

関
連

し
て

、
20

17
年

に「
神

宿
る

島
」と

し
て

関
連

遺
産

群
と

と
も

に
世

界
遺

産
に

登
録

さ
れ

た
島

と
し

て
正

し
い

も
の

を
、

次
の

①
〜

④
の

中
か

ら
1

つ
選

び
、

そ
の

番
号

を
マ

ー
ク

し
な

さ
い

。

解
答
番
号
は

13

①
　

対
馬

　
　

②
　

沖
ノ

島
　

　
③

　
厳

島
　

　
④

　
佐

渡
島

問
4

　
下

線
部

ⓒ
に

関
連

し
て

、
各

時
期

の
古

墳
の

特
徴

な
ど

に
関

し
て

述
べ

た
文

と
し

て

誤
っ
て
い
る
も
の

を
、

次
の

①
〜

④
の

中
か

ら
1

つ
選

び
、

そ
の

番
号

を
マ

ー
ク

し
な

さ

い
。

解
答
番
号
は

14

①
　

前
期

の
古

墳
は

、
竪

穴
式

石
室

に
木

棺
な

ど
を

お
さ

め
、

銅
鏡

や
玉

な
ど

宗
教

的
な

副
葬

品
が

多
か

っ
た

。

②
　

中
期

の
古

墳
は

、
鉄

製
の

武
器

や
武

具
な

ど
の

副
葬

品
が

増
え

る
こ

と
か

ら
、

被
葬

者
の

武
人

的
な

性
格

が
強

ま
っ

た
と

推
測

で
き

る
。

③
　

古
墳

の
墳

丘
上

に
は

埴
輪

が
並

べ
ら

れ
た

が
、

前
期

に
は

人
物

埴
輪

や
動

物
埴

輪
な

ど
の

形
象

埴
輪

が
用

い
ら

れ
た

。

④
　

巨
大

な
古

墳
は

中
期

に
つ

く
ら

れ
た

も
の

が
ほ

と
ん

ど
で

、
近

畿
地

方
の

古
墳

群
に

多
く

見
ら

れ
る

。
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第
3

問
　

鎌
倉

時
代

前
期

の
政

治
・

社
会

に
関

す
る

文
章

Ａ
と

江
戸

時
代

の
社

会
・

経
済

に
関

す
る

文
章

Ｂ
を

読
み

、
下

の
問

い（
問

1
〜

10
）に

答
え

よ
。

Ａ
　

平
氏

の
専

制
政

治
に

対
す

る
貴

族
な

ど
の

不
満

が
高

ま
り

、
平

氏
打

倒
の

争
乱

で
あ

る
治

承
・

寿
永

の
乱

が
起

こ
っ

た
。

鎌
倉

を
拠

点
と

し
た

源
頼

朝
の

も
と

に
東

国
の

武
士

た
ち

が

結
集

し
、

頼
朝

の
弟

の
義

経
ら

の
活

躍
で

平
氏

は
滅

亡
し

た
。

頼
朝

は
征

夷
大

将
軍

に
任

じ

ら
れ

て
、

御
家

人
を

お
も

に
地

頭
に

任
命

し
て

、
強

い
主

従
関

係
を

築
い

た
。

頼
朝

が
独

裁
で

政
治

を
行

っ
た

た
め

、
頼

朝
の

死
後

は
御

家
人

中
心

の
政

治
を

求
め

る
動

き
が

強
ま

り
、

そ
の

な
か

で
有

力
御

家
人

同
士

の
勢

力
争

い
も

起
こ

っ
た

。
そ

れ
に

勝
ち

抜

い
た

の
が

頼
朝

の
妻

北
条

政
子

の
父

で
あ

る
北

条
時

政
で

あ
っ

た
。

時
政

は
政

所
別

当
に

就

き
、

執
権

と
よ

ば
れ

る
よ

う
に

な
っ

た
。

さ
ら

に
子

の
ア

は
侍

所
別

当
も

兼
ね

、

執
権

の
地

位
を

確
立

し
た

。
以

後
、

北
条

氏
は

政
治

・
軍

事
に

お
け

る
幕

府
の

実
権

を
握

り
、

執
権

の
地

位
は

北
条

氏
が

世
襲

し
た

。
源

氏
の

正
統

が
断

絶
す

る
と

、
イ

上
皇

が
 

ア
追

討
の

兵
を

あ
げ

る
承

久
の

乱
が

起
こ

っ
た

が
、

こ
れ

に
勝

利
し

た
幕

府
は

西

国
に

も
勢

力
を

拡
大

し
、

幕
府

が
朝

廷
よ

り
優

位
に

立
つ

よ
う

に
な

っ
た

。

問
1

　
下

線
部

ⓐ
に

関
連

し
て

、
治

承
・

寿
永

の
乱

の
時

期
の

出
来

事
に

関
し

て
述

べ
た

次
の

文
Ⅰ

〜
Ⅲ

に
つ

い
て

、
古

い
も

の
か

ら
年

代
順

に
正

し
く

配
列

し
た

も
の

を
、

下
の

①
〜

⑥
の

中
か

ら
1

つ
選

び
、

そ
の

番
号

を
マ

ー
ク

し
な

さ
い

。

解
答
番
号
は

21

Ⅰ
　

平
重

衡
が

南
都

を
焼

打
ち

し
た

。

Ⅱ
　

一
の

谷
の

戦
い

で
、

源
範

頼
・

義
経

が
平

氏
を

敗
走

さ
せ

た
。

Ⅲ
　

平
氏

が
都

を
福

原
に

移
し

た
。

①
　

Ⅰ
―

Ⅱ
―

Ⅲ
　

　
②

　
Ⅰ

―
Ⅲ

―
Ⅱ

　
　

③
　

Ⅱ
―

Ⅰ
―

Ⅲ

④
　

Ⅱ
―

Ⅲ
―

Ⅰ
　

　
⑤

　
Ⅲ

―
Ⅰ

―
Ⅱ

　
　

⑥
　

Ⅲ
―

Ⅱ
―

Ⅰ

ⓐ

ⓑ

ⓒ

ⓓ
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問
7

　
空

所
エ

オ
に

入
る

語
句

の
組

み
合

わ
せ

と
し

て
正

し
い

も
の

を
、

次
の

①
〜

④
の

中
か

ら
1

つ
選

び
、

そ
の

番
号

を
マ

ー
ク

し
な

さ
い

。

解
答
番
号
は

17

①
　
エ
　

藤
原

広
嗣

　
　
オ
　

玄
昉

②
　
エ
　

藤
原

広
嗣

　
　
オ
　

道
鏡

③
　
エ
　

橘
奈

良
麻

呂
　
オ
　

玄
昉

④
　
エ
　

橘
奈

良
麻

呂
　
オ
　

道
鏡

問
8

　
下

線
部

ⓔ
に

関
連

し
て

、
こ

の
事

件
で

退
け

ら
れ

た
、

三
筆

の
1

人
で

あ
る

人
物

と
し

て
正

し
い

も
の

を
、

次
の

①
〜

④
の

中
か

ら
1

つ
選

び
、

そ
の

番
号

を
マ

ー
ク

し
な

さ
い

。

解
答
番
号
は

18

①
　

橘
逸

勢
　

　
②

　
藤

原
行

成
　

　
③

　
藤

原
佐

理
　

　
④

　
小

野
道

風

問
9

　
下

線
部

ⓕ
に

関
連

し
て

、
延

喜
・

天
暦

の
治

や
そ

の
時

期
の

出
来

事
に

関
し

て
述

べ
た

文
と

し
て

正
し

い
も

の
を

、
次

の
①

〜
④

の
中

か
ら

1
つ

選
び

、
そ

の
番

号
を

マ
ー

ク
し

な
さ

い
。

解
答
番
号
は

19

①
　

延
喜

・
天

暦
の

治
は

、
宇

多
・

醍
醐

両
天

皇
の

時
代

の
政

治
を

さ
す

。

②
　

菅
原

道
真

が
、

左
大

臣
藤

原
時

平
の

策
謀

に
よ

っ
て

大
宰

府
に

左
遷

さ
れ

た
。

③
　

本
朝

十
二

銭
の

最
後

で
あ

る
永

楽
通

宝
が

鋳
造

さ
れ

た
。

④
　

六
国

史
の

最
後

で
あ

る『
日

本
文

徳
天

皇
実

録
』が

編
纂

さ
れ

た
。

問
10

　
下

線
部

ⓖ
に

関
連

し
て

、
藤

原
道

長
と

争
っ

た
甥お

い

の
伊

周
の

弟
で

、
九

州
の

武
士

を
指

揮
し

て
九

州
北

部
を

襲
っ

た
刀

伊
を

撃
退

し
た

人
物

と
し

て
正

し
い

も
の

を
、

次
の

①
〜

④
の

中
か

ら
1

つ
選

び
、

そ
の

番
号

を
マ

ー
ク

し
な

さ
い

。

解
答
番
号
は

20

①
　

藤
原

道
隆

　
　

②
　

藤
原

実
資

　
　

③
　

藤
原

兼
家

　
　

④
　

藤
原

隆
家
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問
5

　
空

所
ウ

に
入

る
語

句
と

し
て

正
し

い
も

の
を

、
次

の
①

〜
④

の
中

か
ら

1
つ

選
び

、
そ

の
番

号
を

マ
ー

ク
し

な
さ

い
。

解
答
番
号
は

15

①
　

円
墳

　
　

②
　

群
集

墳
　

　
③

　
八

角
墳

　
　

④
　

前
方

後
方

墳

Ｂ
　

古
代

の
政

権
を

担
っ

た
貴

族
と

し
て

藤
原

氏
が

あ
げ

ら
れ

る
が

、
そ

の
藤

原
氏

に
か

か
わ

る
多

く
の

政
争

が
起

こ
っ

た
。

奈
良

時
代

に
は

、
藤

原
氏

の
4

兄
弟

に
始

ま
り

、
聖

武
天

皇
が

遷
都

を
繰

り
返

す
き

っ
か

け
と

な
っ

た
エ

の
乱

、
藤

原
仲

麻
呂

が
孝

謙
太

上
天

皇
の

寵ち
ょ

う

愛あ
い

を
受

け
て

勢
力

を
強

め
て

い
た

オ
を

排
除

し
よ

う
と

起
こ

し
た

恵
美

押
勝

の
乱

な
ど

、
政

争
が

絶

え
な

か
っ

た
。

平
安

時
代

に
入

る
と

、
藤

原
氏

北
家

の
良

房
は

、
天

皇
家

と
姻

戚
関

係
を

結
ん

で
勢

力
を

増
し

、
承

和
の

変
や

応
天

門
の

変
で

他
氏

を
排

斥
し

て
臣

下
で

初
め

て
正

式
に

摂
政

と
な

っ

た
。

そ
の

後
、

藤
原

基
経

が
正

式
に

関
白

と
な

り
、

延
喜

・
天

暦
の

治
を

経
て

、
安

和
の

変

以
後

は
摂

政
・

関
白

が
お

か
れ

る
こ

と
が

慣
例

と
な

っ
た

。
摂

政
・

関
白

は
藤

原
氏

の
氏

長

者
で

あ
る

と
と

も
に

、
朝

廷
の

人
事

を
掌

握
し

て
絶

大
な

権
力

を
持

っ
た

。
摂

政
・

関
白

の

地
位

を
め

ぐ
る

摂
関

家
内

部
で

の
争

い
に

勝
っ

た
藤

原
道

長
と

、
そ

の
子

の
頼

通
が

、
朝

廷

で
権

勢
を

ふ
る

っ
た

時
期

が
摂

関
政

治
の

全
盛

期
で

あ
っ

た
。

問
6

　
下

線
部

ⓓ
に

関
連

し
て

、
聖

武
天

皇
が

大
仏

造
立

の
詔

を
出

し
た

と
き

の
都

と
し

て
正

し
い

も
の

を
、

次
の

①
〜

④
の

中
か

ら
1

つ
選

び
、

そ
の

番
号

を
マ

ー
ク

し
な

さ
い

。

解
答
番
号
は

16

①
　

平
城

京
　

　
②

　
恭

仁
京

　
　

③
　

難
波

宮
　

　
④

　
紫

香
楽

宮

ⓓ

ⓔ

ⓕ

ⓖ
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問
2

　
空

所
ア

イ
に

入
る

語
句

の
組

み
合

わ
せ

と
し

て
正

し
い

も
の

を
、

次
の

①
〜

④
の

中
か

ら
1

つ
選

び
、

そ
の

番
号

を
マ

ー
ク

し
な

さ
い

。

解
答
番
号
は

12

①
　
ア
　

土
師

器
　
イ
　

太
占

の
法

②
　
ア
　

土
師

器
　
イ
　

盟
神

探
湯

③
　
ア
　

須
恵

器
　
イ
　

太
占

の
法

④
　
ア
　

須
恵

器
　
イ
　

盟
神

探
湯

問
3

　
下

線
部

ⓑ
に

関
連

し
て

、
20

17
年

に「
神

宿
る

島
」と

し
て

関
連

遺
産

群
と

と
も

に
世

界
遺

産
に

登
録

さ
れ

た
島

と
し

て
正

し
い

も
の

を
、

次
の

①
〜

④
の

中
か

ら
1

つ
選

び
、

そ
の

番
号

を
マ

ー
ク

し
な

さ
い

。

解
答
番
号
は

13

①
　

対
馬

　
　

②
　

沖
ノ

島
　

　
③

　
厳

島
　

　
④

　
佐

渡
島

問
4

　
下

線
部

ⓒ
に

関
連

し
て

、
各

時
期

の
古

墳
の

特
徴

な
ど

に
関

し
て

述
べ

た
文

と
し

て

誤
っ
て
い
る
も
の

を
、

次
の

①
〜

④
の

中
か

ら
1

つ
選

び
、

そ
の

番
号

を
マ

ー
ク

し
な

さ

い
。

解
答
番
号
は

14

①
　

前
期

の
古

墳
は

、
竪

穴
式

石
室

に
木

棺
な

ど
を

お
さ

め
、

銅
鏡

や
玉

な
ど

宗
教

的
な

副
葬

品
が

多
か

っ
た

。

②
　

中
期

の
古

墳
は

、
鉄

製
の

武
器

や
武

具
な

ど
の

副
葬

品
が

増
え

る
こ

と
か

ら
、

被
葬

者
の

武
人

的
な

性
格

が
強

ま
っ

た
と

推
測

で
き

る
。

③
　

古
墳

の
墳

丘
上

に
は

埴
輪

が
並

べ
ら

れ
た

が
、

前
期

に
は

人
物

埴
輪

や
動

物
埴

輪
な

ど
の

形
象

埴
輪

が
用

い
ら

れ
た

。

④
　

巨
大

な
古

墳
は

中
期

に
つ

く
ら

れ
た

も
の

が
ほ

と
ん

ど
で

、
近

畿
地

方
の

古
墳

群
に

多
く

見
ら

れ
る

。
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Ｂ
　

江
戸

時
代

の
陸

上
交

通
は

、
江

戸
・

大
坂

・
京

都
の

三
都

を
中

心
に

発
達

し
た

。
江

戸
の

 

ウ
を

起
点

と
す

る
五

街
道

は
、

幕
府

の
直

轄
で

道
中

奉
行

に
よ

っ
て

管
理

さ
れ

た
。

こ
れ

ら
の

街
道

に
は

宿
駅

が
お

か
れ

、
一

里
塚

や
関

所
な

ど
の

施
設

も
整

備
さ

れ
た

。
宿

駅

に
は

、
公

用
の

書
状

や
荷

物
の

継
ぎ

送
り

の
た

め
の

エ
が

お
か

れ
た

ほ
か

、
本

陣
・

脇
本

陣
と

い
っ

た
宿

泊
施

設
が

設
け

ら
れ

た
。

ま
た

、
大

量
の

物
資

を
安

価
に

運
ぶ

た
め

に
、

海
や

河
川

な
ど

各
種

の
水

上
交

通
が

発
達

し
た

。
富

士
川

の
整

備
や

高
瀬

川
の

開
削

、
南

海
路

や
東

廻
り

海
運

・
西

廻
り

海
運

の
海

上

交
通

網
の

整
備

が
行

わ
れ

た
。

問
6

　
下

線
部

ⓔ
に

関
連

し
て

、
三

都
に

つ
い

て
述

べ
た

文
と

し
て

正
し

い
も

の
を

、
次

の
①

〜
④

の
中

か
ら

1
つ

選
び

、
そ

の
番

号
を

マ
ー

ク
し

な
さ

い
。

解
答
番
号
は

26

①
　「

将
軍

の
お

膝
元

」で
あ

る
江

戸
は

10
0

万
人

前
後

の
人

が
住

み
、

お
も

に
銀

貨
が

取

引
に

使
わ

れ
た

。

②
　「

天
下

の
台

所
」で

あ
る

大
坂

で
は

、
借

上
ら

に
よ

る
諸

藩
の

蔵
物

の
販

売
が

さ
か

ん

で
あ

っ
た

。

③
　

京
都

に
は

天
皇

や
公

家
が

住
み

、
寺

院
の

本
山

な
ど

も
多

く
、

幕
府

は
京

都
所

司
代

な
ど

を
お

い
て

統
制

に
あ

た
っ

た
。

④
　

江
戸

に
は

二
十

四
組

問
屋

、
大

坂
に

は
十

組
問

屋
が

あ
り

、
商

品
の

安
全

な
運

送
や

円
滑

な
取

引
を

は
か

っ
た

。

問
7

　
空

所
ウ

エ
に

入
る

語
句

の
組

み
合

わ
せ

と
し

て
正

し
い

も
の

を
、

次
の

①
〜

④
の

中
か

ら
1

つ
選

び
、

そ
の

番
号

を
マ

ー
ク

し
な

さ
い

。

解
答
番
号
は

27

①
　
ウ
　

日
本

橋
　
エ
　

助
郷

役

②
　
ウ
　

日
本

橋
　
エ
　

問
屋

場

③
　
ウ
　

品
川

　
　
エ
　

助
郷

役

④
　
ウ
　

品
川

　
　
エ
　

問
屋

場

ⓔ

ⓕ

ⓖ
ⓗ
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問
2

　
下

線
部

ⓑ
に

関
し

て
述

べ
た

文
と

し
て

正
し

い
も

の
を

、
次

の
①

〜
④

の
中

か
ら

1
つ

選
び

、
そ

の
番

号
を

マ
ー

ク
し

な
さ

い
。

解
答
番
号
は

22

①
　

戦
時

に
は

、
一

族
の

長
で

あ
る

惣
領

に
下

人
た

ち
は

従
い

、
一

門
と

し
て

戦
っ

た
。

②
　

武
士

の
家

で
は

、
所

領
を

一
族

の
子

弟
で

分
割

相
続

し
た

。

③
　

所
領

の
相

続
に

は
、

女
性

は
含

ま
れ

な
か

っ
た

。

④
　

流
鏑

馬
・

笠
懸

・
巻

狩
の

騎
射

三
物

な
ど

、
武

芸
の

訓
練

に
い

そ
し

ん
だ

。

問
3

　
下

線
部

ⓒ
に

関
連

し
て

、
12

13
年

に
滅

ぼ
さ

れ
た

侍
所

の
別

当
だ

っ
た

人
物

と
し

て

正
し

い
も

の
を

、
次

の
①

〜
④

の
中

か
ら

1
つ

選
び

、
そ

の
番

号
を

マ
ー

ク
し

な
さ

い
。

解
答
番
号
は

23

①
　

和
田

義
盛

　
　

②
　

大
江

広
元

　
　

③
　

三
善

康
信

　
　

④
　

三
浦

泰
村

問
4

　
空

所
ア

イ
に

入
る

語
句

の
組

み
合

わ
せ

と
し

て
正

し
い

も
の

を
、

次
の

①
〜

④
の

中
か

ら
1

つ
選

び
、

そ
の

番
号

を
マ

ー
ク

し
な

さ
い

。

解
答
番
号
は

24

①
　
ア
　

義
時
　
イ
　

後
白

河

②
　
ア
　

義
時
　
イ
　

後
鳥

羽

③
　
ア
　

時
宗
　
イ
　

後
白

河

④
　
ア
　

時
宗
　
イ
　

後
鳥

羽

問
5

　
下

線
部

ⓓ
に

関
連

し
て

、
鎌

倉
幕

府
が

承
久

の
乱

後
に

、
朝

廷
の

監
視

や
西

国
の

統
轄

の
た

め
に

お
い

た
役

職
と

し
て

正
し

い
も

の
を

、
次

の
①

〜
④

の
中

か
ら

1
つ

選
び

、
そ

の
番

号
を

マ
ー

ク
し

な
さ

い
。

解
答
番
号
は

25

①
　

京
都

守
護

　
　

②
　

鎮
西

奉
行

　
　

③
　

六
波

羅
探

題
　

　
④

　
鎮

西
探

題
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第
4

問
　

近
代

に
関

す
る

次
の

文
章

Ａ
・

Ｂ
を

読
み

、
下

の
問

い（
問

1
〜

10
）に

答
え

よ
。

Ａ
　

明
治

政
府

は
日

本
国

内
の

さ
ま

ざ
ま

な
制

度
改

革
を

行
う

一
方

で
、

封
建

的
な

身
分

制
度

の
撤

廃
も

進
め

、
18

72
年

に
は

新
た

な
区

分
に

よ
る

戸
籍

が
つ

く
ら

れ
た

。

華
族

・
士

族
に

は
ア

が
支

払
わ

れ
て

い
た

が
、

政
府

の
財

政
を

圧
迫

し
て

い
た

た
め

に
見

直
さ

れ
、

士
族

は
廃

刀
令

と
あ

わ
せ

て
、

特
権

を
失

う
こ

と
と

な
っ

た
。

ま
た

、

18
71

年
に

出
さ

れ
た

イ
に

よ
り

、
え

た
・

非
人

と
よ

ば
れ

て
い

た
人

々
は

、
制

度

上
で

は
平

民
と

同
様

と
さ

れ
た

が
、

以
後

も
実

質
的

な
差

別
は

根
強

く
残

っ
た

。

政
府

が
近

代
化

政
策

を
進

め
る

な
か

、
西

洋
の

技
術

や
文

化
を

取
り

入
れ

よ
う

と
す

る
文

明
開

化
の

風
潮

が
広

ま
っ

た
。

西
洋

の
近

代
思

想
が

も
て

は
や

さ
れ

、
啓

蒙
書

の
出

版
や

、

新
聞

・
雑

誌
の

創
刊

も
次

々
と

行
わ

れ
た

。
文

部
省

の
設

置
や

教
育

制
度

の
改

革
、

私
学

の

設
立

な
ど

、
教

育
の

普
及

も
進

ん
だ

。

問
1

　
下

線
部

ⓐ
に

関
し

て
述

べ
た

文
と

し
て

正
し

い
も

の
を

、
次

の
①

〜
④

の
中

か
ら

1
つ

選
び

、
そ

の
番

号
を

マ
ー

ク
し

な
さ

い
。

解
答
番
号
は

31

①
　

公
家

を
華

族
、

藩
主

・
藩

士
・

旧
幕

臣
を

士
族

と
し

た
。

②
　

百
姓

や
町

人
は

平
民

と
な

っ
た

が
、

職
業

は
自

由
に

選
択

で
き

な
か

っ
た

。

③
　

平
民

は
苗

字
を

名
乗

る
こ

と
が

許
さ

れ
な

か
っ

た
。

④
　

新
し

く
つ

く
ら

れ
た

戸
籍

を
壬

申
戸

籍
と

い
う

。

問
2

　
空

所
ア

イ
に

入
る

語
句

の
組

み
合

わ
せ

と
し

て
正

し
い

も
の

を
、

次
の

①
〜

④
の

中
か

ら
1

つ
選

び
、

そ
の

番
号

を
マ

ー
ク

し
な

さ
い

。

解
答
番
号
は

32

①
　
ア
　

俸
禄
　
イ
　

解
放

令

②
　
ア
　

俸
禄
　
イ
　

人
掃

令

③
　
ア
　

秩
禄
　
イ
　

解
放

令

④
　
ア
　

秩
禄
　
イ
　

人
掃

令

ⓐ

ⓑ

ⓒ

ⓓ
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問
8

　
下

線
部

ⓕ
に

関
連

し
て

、
五

街
道

に
含
ま
れ
な
い

街
道

を
、

次
の

①
〜

④
の

中
か

ら
1

つ
選

び
、

そ
の

番
号

を
マ

ー
ク

し
な

さ
い

。

解
答
番
号
は

28

①
　

中
山

道
　

　
②

　
奥

州
道

中
　

　
③

　
甲

州
道

中
　

　
④

　
北

国
街

道

問
9

　
下

線
部

ⓖ
に

関
連

し
て

、
近

世
後

期
、

南
海

路
で

荷
積

み
が

早
く

、
他

の
船

を
圧

倒
す

る
よ

う
に

な
っ

た
廻

船
と

し
て

正
し

い
も

の
を

、
次

の
①

〜
④

の
中

か
ら

1
つ

選
び

、
そ

の
番

号
を

マ
ー

ク
し

な
さ

い
。

解
答
番
号
は

29

①
　

樽
廻

船
　

　
②

　
菱

垣
廻

船
　

　
③

　
北

前
船

　
　

④
　

高
瀬

舟

問
10

　
下

線
部

ⓗ
に

関
連

し
て

、
東

廻
り

海
運

・
西

廻
り

海
運

を
整

備
し

た
人

物
と

し
て

正
し

い
も

の
を

、
次

の
①

〜
④

の
中

か
ら

1
つ

選
び

、
そ

の
番

号
を

マ
ー

ク
し

な
さ

い
。

解
答
番
号
は

30

①
　

角
倉

了
以

　
　

②
　

茶
屋

四
郎

次
郎

　
　

③
　

三
井

高
利

　
　

④
　

河
村

瑞
賢
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B
日
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一般前期／A日程 歴史総合・日本史探究

34

Ｂ
　

江
戸

時
代

の
陸

上
交

通
は

、
江

戸
・

大
坂

・
京

都
の

三
都

を
中

心
に

発
達

し
た

。
江

戸
の

 

ウ
を

起
点

と
す

る
五

街
道

は
、

幕
府

の
直

轄
で

道
中

奉
行

に
よ

っ
て

管
理

さ
れ

た
。

こ
れ

ら
の

街
道

に
は

宿
駅

が
お

か
れ

、
一

里
塚

や
関

所
な

ど
の

施
設

も
整

備
さ

れ
た

。
宿

駅

に
は

、
公

用
の

書
状

や
荷

物
の

継
ぎ

送
り

の
た

め
の

エ
が

お
か

れ
た

ほ
か

、
本

陣
・

脇
本

陣
と

い
っ

た
宿

泊
施

設
が

設
け

ら
れ

た
。

ま
た

、
大

量
の

物
資

を
安

価
に

運
ぶ

た
め

に
、

海
や

河
川

な
ど

各
種

の
水

上
交

通
が

発
達

し
た

。
富

士
川

の
整

備
や

高
瀬

川
の

開
削

、
南

海
路

や
東

廻
り

海
運

・
西

廻
り

海
運

の
海

上

交
通

網
の

整
備

が
行

わ
れ

た
。

問
6

　
下

線
部

ⓔ
に

関
連

し
て

、
三

都
に

つ
い

て
述

べ
た

文
と

し
て

正
し

い
も

の
を

、
次

の
①

〜
④

の
中

か
ら

1
つ

選
び

、
そ

の
番

号
を

マ
ー

ク
し

な
さ

い
。

解
答
番
号
は

26

①
　「

将
軍

の
お

膝
元

」で
あ

る
江

戸
は

10
0

万
人

前
後

の
人

が
住

み
、

お
も

に
銀

貨
が

取

引
に

使
わ

れ
た

。

②
　「

天
下

の
台

所
」で

あ
る

大
坂

で
は

、
借

上
ら

に
よ

る
諸

藩
の

蔵
物

の
販

売
が

さ
か

ん

で
あ

っ
た

。

③
　

京
都

に
は

天
皇

や
公

家
が

住
み

、
寺

院
の

本
山

な
ど

も
多

く
、

幕
府

は
京

都
所

司
代

な
ど

を
お

い
て

統
制

に
あ

た
っ

た
。

④
　

江
戸

に
は

二
十

四
組

問
屋

、
大

坂
に

は
十

組
問

屋
が

あ
り

、
商

品
の

安
全

な
運

送
や

円
滑

な
取

引
を

は
か

っ
た

。

問
7

　
空

所
ウ

エ
に

入
る

語
句

の
組

み
合

わ
せ

と
し

て
正

し
い

も
の

を
、

次
の

①
〜

④
の

中
か

ら
1

つ
選

び
、

そ
の

番
号

を
マ

ー
ク

し
な

さ
い

。

解
答
番
号
は

27

①
　
ウ
　

日
本

橋
　
エ
　

助
郷

役

②
　
ウ
　

日
本

橋
　
エ
　

問
屋

場

③
　
ウ
　

品
川

　
　
エ
　

助
郷

役

④
　
ウ
　

品
川

　
　
エ
　

問
屋

場

ⓔ

ⓕ

ⓖ
ⓗ
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問
2

　
下

線
部

ⓑ
に

関
し

て
述

べ
た

文
と

し
て

正
し

い
も

の
を

、
次

の
①

〜
④

の
中

か
ら

1
つ

選
び

、
そ

の
番

号
を

マ
ー

ク
し

な
さ

い
。

解
答
番
号
は

22

①
　

戦
時

に
は

、
一

族
の

長
で

あ
る

惣
領

に
下

人
た

ち
は

従
い

、
一

門
と

し
て

戦
っ

た
。

②
　

武
士

の
家

で
は

、
所

領
を

一
族

の
子

弟
で

分
割

相
続

し
た

。

③
　

所
領

の
相

続
に

は
、

女
性

は
含

ま
れ

な
か

っ
た

。

④
　

流
鏑

馬
・

笠
懸

・
巻

狩
の

騎
射

三
物

な
ど

、
武

芸
の

訓
練

に
い

そ
し

ん
だ

。

問
3

　
下

線
部

ⓒ
に

関
連

し
て

、
12

13
年

に
滅

ぼ
さ

れ
た

侍
所

の
別

当
だ

っ
た

人
物

と
し

て

正
し

い
も

の
を

、
次

の
①

〜
④

の
中

か
ら

1
つ

選
び

、
そ

の
番

号
を

マ
ー

ク
し

な
さ

い
。

解
答
番
号
は

23

①
　

和
田

義
盛

　
　

②
　

大
江

広
元

　
　

③
　

三
善

康
信

　
　

④
　

三
浦

泰
村

問
4

　
空

所
ア

イ
に

入
る

語
句

の
組

み
合

わ
せ

と
し

て
正

し
い

も
の

を
、

次
の

①
〜

④
の

中
か

ら
1

つ
選

び
、

そ
の

番
号

を
マ

ー
ク

し
な

さ
い

。

解
答
番
号
は

24

①
　
ア
　

義
時
　
イ
　

後
白

河

②
　
ア
　

義
時
　
イ
　

後
鳥

羽

③
　
ア
　

時
宗
　
イ
　

後
白

河

④
　
ア
　

時
宗
　
イ
　

後
鳥

羽

問
5

　
下

線
部

ⓓ
に

関
連

し
て

、
鎌

倉
幕

府
が

承
久

の
乱

後
に

、
朝

廷
の

監
視

や
西

国
の

統
轄

の
た

め
に

お
い

た
役

職
と

し
て

正
し

い
も

の
を

、
次

の
①

〜
④

の
中

か
ら

1
つ

選
び

、
そ

の
番

号
を

マ
ー

ク
し

な
さ

い
。

解
答
番
号
は

25

①
　

京
都

守
護

　
　

②
　

鎮
西

奉
行

　
　

③
　

六
波

羅
探

題
　

　
④

　
鎮

西
探

題
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38

Ｂ
　

明
治

政
府

に
と

っ
て

、
江

戸
幕

府
が

幕
末

に
欧

米
諸

国
と

結
ん

だ
不

平
等

条
約

の
改

正
は

国
家

的
な

課
題

で
あ

っ
た

。
18

71
年

、
岩

倉
使

節
団

が
派

遣
さ

れ
た

が
交

渉
は

進
展

せ
ず

、

欧
米

諸
国

の
状

況
を

視
察

し
て

帰
国

し
た

。
18

76
年

か
ら

は
外

務
卿

寺
島

宗
則

が
関

税
自

主
権

の
回

復
を

め
ざ

し
た

が
失

敗
に

終
わ

っ
た

。

18
79

年
に

外
務

卿
と

な
っ

た
井

上
馨

は
、

鹿
鳴

館
を

建
設

す
る

な
ど

し
て

改
正

交
渉

を

進
め

た
。

領
事

裁
判

権
の

撤
廃

案
が

ま
と

ま
っ

た
も

の
の

、
そ

の
内

容
に

対
し

て
反

発
が

高

ま
り

、
井

上
は

辞
任

し
た

。
そ

の
後

を
引

き
継

い
だ

大
隈

重
信

は
、

各
国

と
個

別
に

交
渉

に

の
ぞ

み
、

ア
メ

リ
カ

な
ど

と
改

正
条

約
に

調
印

し
た

が
、

ま
た

し
て

も
そ

の
内

容
に

対
す

る

反
対

論
が

起
こ

り
、

大
隈

は
対

外
硬

派
団

体
の

青
年

に
襲

撃
さ

れ
、

交
渉

は
中

断
し

た
。

第

1
次

山
県

有
朋

内
閣

・
第

1
次

松
方

正
義

内
閣

で
外

務
大

臣
を

つ
と

め
た

青
木

周
蔵

は
、 

ウ
の

東
ア

ジ
ア

進
出

を
警

戒
し

て
日

本
に

好
意

的
に

な
っ

た
イ

ギ
リ

ス
と

交
渉

を

進
め

た
が

、
大

津
事

件
が

起
こ

り
、

辞
職

し
た

。
第

2
次

伊
藤

博
文

内
閣

の
外

務
大

臣
陸

奥

宗
光

は
、

日
清

戦
争

直
前

に
エ

を
締

結
し

、
領

事
裁

判
権

の
撤

廃
と

関
税

率
の

引

上
げ

な
ど

を
実

現
し

た
。

残
る

関
税

自
主

権
の

回
復

も
、

日
露

戦
争

後
の

19
11

年
に

、
小

村
寿

太
郎

外
務

大
臣

の
も

と
で

達
成

さ
れ

た
。

問
6

　
下

線
部

ⓔ
に

関
連

し
て

、
鹿

鳴
館

を
設

計
し

た
お

雇
い

外
国

人
と

し
て

正
し

い
も

の
を

、

次
の

①
〜

④
の

中
か

ら
1

つ
選

び
、

そ
の

番
号

を
マ

ー
ク

し
な

さ
い

。

解
答
番
号
は

36

①
　

ベ
ル

ツ
　

　
②

　
コ

ン
ド

ル
　

　
③

　
フ

ェ
ノ

ロ
サ

　
　

④
　

モ
ー

ス

ⓔ

ⓕ ⓖ

ⓗ
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問
3

　
下

線
部

ⓑ
に

関
連

し
て

、
士

族
の

特
権

に
関

し
て

述
べ

た
次

の
文

Ｘ
・

Ｙ
に

つ
い

て
、

そ
の

正
誤

の
組

み
合

わ
せ

と
し

て
正

し
い

も
の

を
、

下
の

①
〜

④
の

中
か

ら
1

つ
選

び
、

そ
の

番
号

を
マ

ー
ク

し
な

さ
い

。

解
答
番
号
は

33

Ｘ
　

王
政

復
古

の
功

労
者

に
は

、
賞

典
禄

が
与

え
ら

れ
て

い
た

。

Ｙ
　

新
た

に
地

券
を

与
え

て
、

そ
れ

ま
で

の
禄

の
支

給
を

停
止

し
た

。

①
　

Ｘ
　

正
　

Ｙ
　

正
　

　
②

　
Ｘ

　
正

　
Ｙ

　
誤

③
　

Ｘ
　

誤
　

Ｙ
　

正
　

　
④

　
Ｘ

　
誤

　
Ｙ

　
誤

問
4

　
下

線
部

ⓒ
に

関
連

し
て

、
福

沢
諭

吉
が

著
し

た
啓

蒙
書

と
し

て
誤
っ
て
い
る
も
の

を
、

次
の

①
〜

④
の

中
か

ら
1

つ
選

び
、

そ
の

番
号

を
マ

ー
ク

し
な

さ
い

。

解
答
番
号
は

34

①
　『

西
洋

事
情

』　
　

　
　

②
　『

学
問

の
す

ゝ
め

』

③
　『

文
明

論
之

概
略

』　
　

④
　『

西
国

立
志

編
』

問
5

　
下

線
部

ⓓ
に

関
連

し
て

、
大

隈
重

信
が

設
立

し
た

私
学

と
し

て
正

し
い

も
の

を
、

次
の

①
〜

④
の

中
か

ら
1

つ
選

び
、

そ
の

番
号

を
マ

ー
ク

し
な

さ
い

。 解
答
番
号
は

35

①
　

東
京

専
門

学
校

　
　

②
　

女
子

英
学

塾
　

　
③

　
慶

応
義

塾
　

　
④

　
同

志
社
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問
10

　
下

線
部

ⓗ
に

関
連

し
て

、
大

津
事

件
で

負
傷

し
た

の
は

ど
こ

の
国

の
皇

太
子

で
あ

っ
た

か
。

正
し

い
も

の
を

、
次

の
①

〜
④

の
中

か
ら

1
つ

選
び

、
そ

の
番

号
を

マ
ー

ク
し

な
さ

い
。

解
答
番
号
は

40

①
　

イ
ギ

リ
ス

　
　

②
　

ロ
シ

ア
　

　
③

　
ア

メ
リ

カ
　

　
④

　
オ

ー
ス

ト
リ

ア

　
　
こ
れ
で
歴
史
総
合
、
日
本
史
探
究
の
問
題
は
終
わ
り
で
す
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問
7

　
下

線
部

ⓕ
に

関
し

て
述

べ
た

文
と

し
て

正
し

い
も

の
を

、
次

の
①

〜
④

の
中

か
ら

1
つ

選
び

、
そ

の
番

号
を

マ
ー

ク
し

な
さ

い
。

解
答
番
号
は

37

①
　

改
正

案
に

付
随

す
る

条
件

に
は

、
外

国
人

を
被

告
と

す
る

裁
判

で
は

、
外

国
人

判
事

1
人

は
必

ず
採

用
す

る
こ

と
が

盛
り

込
ま

れ
た

。

②
　

外
国

側
は

内
地

雑
居

の
実

現
を

求
め

た
が

、
日

本
側

が
拒

否
し

た
た

め
、

改
正

案
に

は
盛

り
込

ま
れ

な
か

っ
た

。

③
　

外
国

要
人

と
の

舞
踏

会
な

ど
を

頻
繁

に
開

い
た

欧
化

主
義

に
対

す
る

国
民

の
反

発
が

強
か

っ
た

。

④
　

サ
ン

＝
フ

ェ
リ

ペ
号

事
件

で
、

イ
ギ

リ
ス

人
船

長
が

軽
い

罪
に

し
か

問
わ

れ
な

か
っ

た
こ

と
も

、
世

論
の

反
感

が
高

ま
っ

た
一

因
で

あ
っ

た
。

問
8

　
下

線
部

ⓖ
に

関
連

し
て

、
大

隈
重

信
の

改
正

条
約

案
で

外
国

人
判

事
を

採
用

す
る

こ
と

を
約

束
し

て
い

た
機

関
と

し
て

正
し

い
も

の
を

、
次

の
①

〜
④

の
中

か
ら

1
つ

選
び

、
そ

の
番

号
を

マ
ー

ク
し

な
さ

い
。

解
答
番
号
は

38

①
　

大
審

院
　

　
②

　
枢

密
院

　
　

③
　

元
老

院
　

　
④

　
左

院

問
9

　
空

所
ウ

エ
に

入
る

語
句

の
組

み
合

わ
せ

と
し

て
正

し
い

も
の

を
、

次
の

①
〜

④
の

中
か

ら
1

つ
選

び
、

そ
の

番
号

を
マ

ー
ク

し
な

さ
い

。

解
答
番
号
は

39

①
　
ウ
　

ド
イ

ツ
　
エ
　

日
米

修
好

通
商

条
約

②
　
ウ
　

ド
イ

ツ
　
エ
　

日
英

通
商

航
海

条
約

③
　
ウ
　

ロ
シ

ア
　
エ
　

日
米

修
好

通
商

条
約

④
　
ウ
　

ロ
シ

ア
　
エ
　

日
英

通
商

航
海

条
約
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Ｂ
　

明
治

政
府

に
と

っ
て

、
江

戸
幕

府
が

幕
末

に
欧

米
諸

国
と

結
ん

だ
不

平
等

条
約

の
改

正
は

国
家

的
な

課
題

で
あ

っ
た

。
18

71
年

、
岩

倉
使

節
団

が
派

遣
さ

れ
た

が
交

渉
は

進
展

せ
ず

、

欧
米

諸
国

の
状

況
を

視
察

し
て

帰
国

し
た

。
18

76
年

か
ら

は
外

務
卿

寺
島

宗
則

が
関

税
自

主
権

の
回

復
を

め
ざ

し
た

が
失

敗
に

終
わ

っ
た

。

18
79

年
に

外
務

卿
と

な
っ

た
井

上
馨

は
、

鹿
鳴

館
を

建
設

す
る

な
ど

し
て

改
正

交
渉

を

進
め

た
。

領
事

裁
判

権
の

撤
廃

案
が

ま
と

ま
っ

た
も

の
の

、
そ

の
内

容
に

対
し

て
反

発
が

高

ま
り

、
井

上
は

辞
任

し
た

。
そ

の
後

を
引

き
継

い
だ

大
隈

重
信

は
、

各
国

と
個

別
に

交
渉

に

の
ぞ

み
、

ア
メ

リ
カ

な
ど

と
改

正
条

約
に

調
印

し
た

が
、

ま
た

し
て

も
そ

の
内

容
に

対
す

る

反
対

論
が

起
こ

り
、

大
隈

は
対

外
硬

派
団

体
の

青
年

に
襲

撃
さ

れ
、

交
渉

は
中

断
し

た
。

第

1
次

山
県

有
朋

内
閣

・
第

1
次

松
方

正
義

内
閣

で
外

務
大

臣
を

つ
と

め
た

青
木

周
蔵

は
、 

ウ
の

東
ア

ジ
ア

進
出

を
警

戒
し

て
日

本
に

好
意

的
に

な
っ

た
イ

ギ
リ

ス
と

交
渉

を

進
め

た
が

、
大

津
事

件
が

起
こ

り
、

辞
職

し
た

。
第

2
次

伊
藤

博
文

内
閣

の
外

務
大

臣
陸

奥

宗
光

は
、

日
清

戦
争

直
前

に
エ

を
締

結
し

、
領

事
裁

判
権

の
撤

廃
と

関
税

率
の

引

上
げ

な
ど

を
実

現
し

た
。

残
る

関
税

自
主

権
の

回
復

も
、

日
露

戦
争

後
の

19
11

年
に

、
小

村
寿

太
郎

外
務

大
臣

の
も

と
で

達
成

さ
れ

た
。

問
6

　
下

線
部

ⓔ
に

関
連

し
て

、
鹿

鳴
館

を
設

計
し

た
お

雇
い

外
国

人
と

し
て

正
し

い
も

の
を

、

次
の

①
〜

④
の

中
か

ら
1

つ
選

び
、

そ
の

番
号

を
マ

ー
ク

し
な

さ
い

。

解
答
番
号
は

36

①
　

ベ
ル

ツ
　

　
②

　
コ

ン
ド

ル
　

　
③

　
フ

ェ
ノ

ロ
サ

　
　

④
　

モ
ー

ス

ⓔ

ⓕ ⓖ

ⓗ
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問
3

　
下

線
部

ⓑ
に

関
連

し
て

、
士

族
の

特
権

に
関

し
て

述
べ

た
次

の
文

Ｘ
・

Ｙ
に

つ
い

て
、

そ
の

正
誤

の
組

み
合

わ
せ

と
し

て
正

し
い

も
の

を
、

下
の

①
〜

④
の

中
か

ら
1

つ
選

び
、

そ
の

番
号

を
マ

ー
ク

し
な

さ
い

。

解
答
番
号
は

33

Ｘ
　

王
政

復
古

の
功

労
者

に
は

、
賞

典
禄

が
与

え
ら

れ
て

い
た

。

Ｙ
　

新
た

に
地

券
を

与
え

て
、

そ
れ

ま
で

の
禄

の
支

給
を

停
止

し
た

。

①
　

Ｘ
　

正
　

Ｙ
　

正
　

　
②

　
Ｘ

　
正

　
Ｙ

　
誤

③
　

Ｘ
　

誤
　

Ｙ
　

正
　

　
④

　
Ｘ

　
誤

　
Ｙ

　
誤

問
4

　
下

線
部

ⓒ
に

関
連

し
て

、
福

沢
諭

吉
が

著
し

た
啓

蒙
書

と
し

て
誤
っ
て
い
る
も
の

を
、

次
の

①
〜

④
の

中
か

ら
1

つ
選

び
、

そ
の

番
号

を
マ

ー
ク

し
な

さ
い

。

解
答
番
号
は

34

①
　『

西
洋

事
情

』　
　

　
　

②
　『

学
問

の
す

ゝ
め

』

③
　『

文
明

論
之

概
略

』　
　

④
　『

西
国

立
志

編
』

問
5

　
下

線
部

ⓓ
に

関
連

し
て

、
大

隈
重

信
が

設
立

し
た

私
学

と
し

て
正

し
い

も
の

を
、

次
の

①
〜

④
の

中
か

ら
1

つ
選

び
、

そ
の

番
号

を
マ

ー
ク

し
な

さ
い

。 解
答
番
号
は

35

①
　

東
京

専
門

学
校

　
　

②
　

女
子

英
学

塾
　

　
③

　
慶

応
義

塾
　

　
④

　
同

志
社
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問
1

　
下

線
部

ⓐ
に

関
し

て
、

日
本

に
お

け
る

人
権

保
障

に
関

わ
る

法
律

に
つ

い
て

の
記

述
と

し
て

も
っ

と
も

適
切

な
も

の
を

次
の

①
〜

④
の

中
か

ら
1

つ
選

び
、

そ
の

番
号

を
マ

ー
ク

し
な

さ
い

。

解
答
番
号
は

1

①
　

特
定

の
民

族
や

集
団

へ
の

差
別

を
あ

お
る

ヘ
イ

ト
ス

ピ
ー

チ
が

社
会

問
題

化
し

、
そ

れ
を

解
消

す
る

た
め

の
法

律
が

制
定

さ
れ

た
。

②
　

性
同

一
性

障
が

い
者

の
性

別
の

変
更

を
認

め
る

べ
き

と
い

う
議

論
は

あ
る

が
、

そ
の

た
め

の
法

律
の

制
定

に
は

至
っ

て
い

な
い

。

③
　

ア
イ

ヌ
の

人
々

の
誇

り
が

尊
重

さ
れ

る
社

会
の

実
現

の
た

め
の

法
律

が
制

定
さ

れ
た

が
、

ア
イ

ヌ
を

先
住

民
族

と
し

て
明

記
す

る
こ

と
は

見
送

ら
れ

た
。

④
　

配
偶

者
や

同
居

す
る

交
際

相
手

か
ら

の
暴

力
を

防
止

す
る

法
律

の
制

定
に

よ
り

、
裁

判
所

は
加

害
者

に
対

し
、

被
害

者
へ

の
接

近
禁

止
命

令
を

出
せ

な
く

な
っ

た
。

問
2

　
下

線
部

ⓑ
に

関
し

て
、

平
等

権
が

争
点

と
な

っ
た

事
件

・
訴

訟
と

し
て

も
っ

と
も

適
切

な
も

の
を

次
の

①
〜

⑤
の

中
か

ら
1

つ
選

び
、

そ
の

番
号

を
マ

ー
ク

し
な

さ
い

。

解
答
番
号
は

2

①
　

三
菱

樹
脂

事
件

②
　

愛
媛

玉
ぐ

し
料

訴
訟

③
　

共
有

林
分

割
制

限
規

定
訴

訟

④
　

ポ
ポ

ロ
事

件

⑤
　

尊
属

殺
人

重
罰

規
定

訴
訟
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第
1

問
　

次
の

文
を

読
ん

で
、

後
の

問
に

答
え

な
さ

い
。

日
本

国
憲

法
の

第
11

条
・

第
97

条
に

は
基

本
的

人
権

の
永

久
不

可
侵

性
が

規
定

さ
れ

て
い

る
。

ま
た

、
基

本
的

人
権

の
内

容
を

端
的

に
示

す
も

の
と

し
て

、
憲

法
第

13
条

の
個

人
の

尊

重
と

幸
福

追
求

権
が

あ
る

。
国

家
と

の
関

係
に

お
い

て
国

民
が

平
等

に
扱

わ
れ

る
べ

き
だ

と
す

る
平

等
権

、
国

家
か

ら
の

自
由

を
保

障
す

る
自

由
権

、
人

が
人

間
ら

し
く

生
き

て
い

く
た

め
に

必
要

な
社

会
権

、
政

治
に

参
加

す
る

権
利

と
し

て
の

参
政

権
、

国
家

に
一

定
の

行
為

を
求

め
る

請
求

権
な

ど
、

日
本

国
憲

法
に

は
さ

ま
ざ

ま
な

人
権

が
規

定
さ

れ
て

い
る

。
さ

ら
に

は
、

憲
法

に
明

確
な

規
定

は
な

い
も

の
の

、
社

会
の

変
化

と
と

も
に

新
し

い
人

権
も

主
張

さ
れ

る
よ

う
に

な
っ

て
い

る
。

こ
れ

ら
の

人
権

は
、

ア
に

よ
っ

て
制

限
を

受
け

る
こ

と
が

あ
り

得
る

が
、

過
度

な
制

限
と

な
ら

な
い

よ
う

監
視

の
目

を
も

つ
こ

と
が

重
要

で
あ

る
。

人
権

を
め

ぐ
る

問
題

を
考

え
る

と
き

に
、

そ
の

基
礎

に
あ

る
も

の
が

平
等

権
で

あ
ろ

う
。

平

等
権

に
は

形
式

的
な

平
等

と
実

質
的

な
平

等
の

二
つ

の
考

え
方

が
あ

り
、

例
え

ば
、

女
子

の
入

学
者

が
少

な
い

大
学

が
一

定
の

女
子

学
生

入
学

枠
を

設
け

る
な

ど
の

イ
の

導
入

は
、

実
質

的
平

等
を

図
る

た
め

の
施

策
と

さ
れ

て
い

る
。

ま
た

、
日

本
国

憲
法

第
24

条
に

規
定

さ

れ
た

両
性

の
本

質
的

平
等

に
関

し
て

、
か

つ
て

の
民

法
で

は
女

性
の

み
離

婚
し

た
日

か
ら

6
か

月
間

再
婚

で
き

な
い

と
定

め
ら

れ
て

い
た

が
、

20
15

年
に

最
高

裁
判

所
が

10
0

日
を

こ
え

る

部
分

に
対

し
て

違
憲

判
決

を
出

し
、

そ
の

後
、

20
24

年
施

行
の

改
正

民
法

に
よ

り
再

婚
禁

止
 

期
間

は
ウ

と
な

っ
た

。

定
住

外
国

人
が

増
加

し
て

い
る

現
在

の
日

本
に

お
い

て
、

外
国

人
の

人
権

を
ど

の
よ

う
に

扱
っ

て
い

く
べ

き
か

を
共

生
社

会
の

理
念

と
合

わ
せ

て
考

え
て

い
く

こ
と

も
重

要
な

課
題

の
一

つ
と

い
え

よ
う

。

ⓐ

ⓑ
ⓒ

ⓓ

ⓔ

ⓕ

ⓖ

政
治
・
経
済
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問
4

　
下

線
部

ⓓ
に

関
し

て
、

日
本

国
憲

法
に

よ
っ

て
保

障
さ

れ
て

い
る

社
会

権
に

関
す

る
記

述
と

し
て

も
っ

と
も

適
切

な
も

の
を

次
の

①
〜

④
の

中
か

ら
1

つ
選

び
、

そ
の

番
号

を

マ
ー

ク
し

な
さ

い
。

解
答
番
号
は

4

①
　

最
高

裁
判

所
は

、
朝

日
訴

訟
に

お
い

て
、

生
存

権
は

個
々

の
国

民
に

直
接

与
え

ら
れ

た
具

体
的

権
利

で
あ

る
と

判
断

し
た

。

②
　

教
育

を
受

け
る

権
利

を
具

体
的

に
保

障
す

る
た

め
、

国
公

立
だ

け
で

な
く

私
立

を
含

む
す

べ
て

の
教

育
機

関
に

よ
る

教
育

は
無

償
と

す
る

こ
と

が
定

め
ら

れ
て

い
る

。

③
　

勤
労

権
を

保
障

す
る

と
と

も
に

、
賃

金
や

就
業

時
間

な
ど

の
勤

労
条

件
の

基
準

は
法

律
で

定
め

る
と

し
て

い
る

。

④
　

勤
労

は
、

権
利

で
あ

る
と

と
も

に
義

務
で

も
あ

る
の

で
、

国
が

必
要

と
認

め
る

場
合

に
は

、
国

民
を

強
制

的
に

徴
用

す
る

こ
と

が
定

め
ら

れ
て

い
る

。

問
5

　
下

線
部

ⓔ
に

関
し

て
、

新
し

い
人

権
と

し
て
適
切
で
な
い
も
の

を
次

の
①

〜
⑤

の
中

か

ら
1

つ
選

び
、

そ
の

番
号

を
マ

ー
ク

し
な

さ
い

。

解
答
番
号
は

5

①
　

知
る

権
利

②
　

プ
ラ

イ
バ

シ
ー

の
権

利

③
　

忘
れ

ら
れ

な
い

権
利

④
　

環
境

権

⑤
　

ア
ク

セ
ス

権
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問
3

　
下

線
部

ⓒ
に

関
し

て
、

次
の

三
つ

の
自

由
Ａ

〜
Ｃ

と
そ

こ
に

含
ま

れ
る

具
体

的
な

権
利

ア
〜

ウ
の

組
合

せ
と

し
て

も
っ

と
も

適
切

な
も

の
を

下
の

①
〜

⑥
の

中
か

ら
1

つ
選

び
、

そ
の

番
号

を
マ

ー
ク

し
な

さ
い

。

解
答
番
号
は

3

Ａ
　

精
神

の
自

由

Ｂ
　

身
体

の
自

由

Ｃ
　

経
済

の
自

由

ア
　

財
産

権
の

保
障

イ
　

思
想

・
良

心
の

自
由

ウ
　

法
定

手
続

き
の

保
障

①
　

Ａ
─

ア
　

Ｂ
─

イ
　

Ｃ
─

ウ

②
　

Ａ
─

ア
　

Ｂ
─

ウ
　

Ｃ
─

イ

③
　

Ａ
─

イ
　

Ｂ
─

ア
　

Ｃ
─

ウ

④
　

Ａ
─

イ
　

Ｂ
─

ウ
　

Ｃ
─

ア

⑤
　

Ａ
─

ウ
　

Ｂ
─

ア
　

Ｃ
─

イ

⑥
　

Ａ
─

ウ
　

Ｂ
─

イ
　

Ｃ
─

ア
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問
1

　
下

線
部

ⓐ
に

関
し

て
、

日
本

に
お

け
る

人
権

保
障

に
関

わ
る

法
律

に
つ

い
て

の
記

述
と

し
て

も
っ

と
も

適
切

な
も

の
を

次
の

①
〜

④
の

中
か

ら
1

つ
選

び
、

そ
の

番
号

を
マ

ー
ク

し
な

さ
い

。

解
答
番
号
は

1

①
　

特
定

の
民

族
や

集
団

へ
の

差
別

を
あ

お
る

ヘ
イ

ト
ス

ピ
ー

チ
が

社
会

問
題

化
し

、
そ

れ
を

解
消

す
る

た
め

の
法

律
が

制
定

さ
れ

た
。

②
　

性
同

一
性

障
が

い
者

の
性

別
の

変
更

を
認

め
る

べ
き

と
い

う
議

論
は

あ
る

が
、

そ
の

た
め

の
法

律
の

制
定

に
は

至
っ

て
い

な
い

。

③
　

ア
イ

ヌ
の

人
々

の
誇

り
が

尊
重

さ
れ

る
社

会
の

実
現

の
た

め
の

法
律

が
制

定
さ

れ
た

が
、

ア
イ

ヌ
を

先
住

民
族

と
し

て
明

記
す

る
こ

と
は

見
送

ら
れ

た
。

④
　

配
偶

者
や

同
居

す
る

交
際

相
手

か
ら

の
暴

力
を

防
止

す
る

法
律

の
制

定
に

よ
り

、
裁

判
所

は
加

害
者

に
対

し
、

被
害

者
へ

の
接

近
禁

止
命

令
を

出
せ

な
く

な
っ

た
。

問
2

　
下

線
部

ⓑ
に

関
し

て
、

平
等

権
が

争
点

と
な

っ
た

事
件

・
訴

訟
と

し
て

も
っ

と
も

適
切

な
も

の
を

次
の

①
〜

⑤
の

中
か

ら
1

つ
選

び
、

そ
の

番
号

を
マ

ー
ク

し
な

さ
い

。

解
答
番
号
は

2

①
　

三
菱

樹
脂

事
件

②
　

愛
媛

玉
ぐ

し
料

訴
訟

③
　

共
有

林
分

割
制

限
規

定
訴

訟

④
　

ポ
ポ

ロ
事

件

⑤
　

尊
属

殺
人

重
罰

規
定

訴
訟
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第
1

問
　

次
の

文
を

読
ん

で
、

後
の

問
に

答
え

な
さ

い
。

日
本

国
憲

法
の

第
11

条
・

第
97

条
に

は
基

本
的

人
権

の
永

久
不

可
侵

性
が

規
定

さ
れ

て
い

る
。

ま
た

、
基

本
的

人
権

の
内

容
を

端
的

に
示

す
も

の
と

し
て

、
憲

法
第

13
条

の
個

人
の

尊

重
と

幸
福

追
求

権
が

あ
る

。
国

家
と

の
関

係
に

お
い

て
国

民
が

平
等

に
扱

わ
れ

る
べ

き
だ

と
す

る
平

等
権

、
国

家
か

ら
の

自
由

を
保

障
す

る
自

由
権

、
人

が
人

間
ら

し
く

生
き

て
い

く
た

め
に

必
要

な
社

会
権

、
政

治
に

参
加

す
る

権
利

と
し

て
の

参
政

権
、

国
家

に
一

定
の

行
為

を
求

め
る

請
求

権
な

ど
、

日
本

国
憲

法
に

は
さ

ま
ざ

ま
な

人
権

が
規

定
さ

れ
て

い
る

。
さ

ら
に

は
、

憲
法

に
明

確
な

規
定

は
な

い
も

の
の

、
社

会
の

変
化

と
と

も
に

新
し

い
人

権
も

主
張

さ
れ

る
よ

う
に

な
っ

て
い

る
。

こ
れ

ら
の

人
権

は
、

ア
に

よ
っ

て
制

限
を

受
け

る
こ

と
が

あ
り

得
る

が
、

過
度

な
制

限
と

な
ら

な
い

よ
う

監
視

の
目

を
も

つ
こ

と
が

重
要

で
あ

る
。

人
権

を
め

ぐ
る

問
題

を
考

え
る

と
き

に
、

そ
の

基
礎

に
あ

る
も

の
が

平
等

権
で

あ
ろ

う
。

平

等
権

に
は

形
式

的
な

平
等

と
実

質
的

な
平

等
の

二
つ

の
考

え
方

が
あ

り
、

例
え

ば
、

女
子

の
入

学
者

が
少

な
い

大
学

が
一

定
の

女
子

学
生

入
学

枠
を

設
け

る
な

ど
の

イ
の

導
入

は
、

実
質

的
平

等
を

図
る

た
め

の
施

策
と

さ
れ

て
い

る
。

ま
た

、
日

本
国

憲
法

第
24

条
に

規
定

さ

れ
た

両
性

の
本

質
的

平
等

に
関

し
て

、
か

つ
て

の
民

法
で

は
女

性
の

み
離

婚
し

た
日

か
ら

6
か

月
間

再
婚

で
き

な
い

と
定

め
ら

れ
て

い
た

が
、

20
15

年
に

最
高

裁
判

所
が

10
0

日
を

こ
え

る

部
分

に
対

し
て

違
憲

判
決

を
出

し
、

そ
の

後
、

20
24

年
施

行
の

改
正

民
法

に
よ

り
再

婚
禁

止
 

期
間

は
ウ

と
な

っ
た

。

定
住

外
国

人
が

増
加

し
て

い
る

現
在

の
日

本
に

お
い

て
、

外
国

人
の

人
権

を
ど

の
よ

う
に

扱
っ

て
い

く
べ

き
か

を
共

生
社

会
の

理
念

と
合

わ
せ

て
考

え
て

い
く

こ
と

も
重

要
な

課
題

の
一

つ
と

い
え

よ
う

。

ⓐ
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ⓕ

ⓖ
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問
9

　
空

所
ウ

に
入

る
語

句
と

し
て

も
っ

と
も

適
切

な
も

の
を

次
の

①
〜

⑤
の

中
か

ら
1

つ
選

び
、

そ
の

番
号

を
マ

ー
ク

し
な

さ
い

。

解
答
番
号
は

9

①
　

5
か

月
間

に
短

縮

②
　

10
0
日

間
に

短
縮

③
　

3
か

月
間

に
短

縮

④
　

50
日

間
に

短
縮

⑤
　

廃
止

問
10

　
下

線
部

ⓖ
に

関
し

て
、

日
本

に
居

住
し

て
い

る
外

国
人

の
権

利
保

障
に

つ
い

て
の

説
明

と
し

て
適
切
で
な
い
も
の

を
次

の
①

〜
④

の
中

か
ら

1
つ

選
び

、
そ

の
番

号
を

マ
ー

ク
し

な
さ

い
。

解
答
番
号
は

10

①
　

国
政

選
挙

の
選

挙
権

が
保

障
さ

れ
て

い
る

。

②
　

公
務

員
の

不
法

行
為

に
よ

る
損

害
に

対
し

賠
償

請
求

が
保

障
さ

れ
て

い
る

。

③
　

国
民

年
金

へ
の

加
入

が
認

め
ら

れ
て

い
る

。

④
　

会
社

の
設

立
が

認
め

ら
れ

て
い

る
。
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問
6

　
空

所
ア

に
入

る
語

句
と

し
て

も
っ

と
も

適
切

な
も

の
を

次
の

①
〜

⑤
の

中
か

ら
1

つ
選

び
、

そ
の

番
号

を
マ

ー
ク

し
な

さ
い

。

解
答
番
号
は

6

①
　

秩
序

②
　

私
法

③
　

私
的

自
治

の
原

則

④
　

公
共

の
福

祉

⑤
　

法
の

支
配

問
7

　
空

所
イ

に
入

る
語

句
と

し
て

も
っ

と
も

適
切

な
も

の
を

次
の

①
〜

⑤
の

中
か

ら
1

つ
選

び
、

そ
の

番
号

を
マ

ー
ク

し
な

さ
い

。

解
答
番
号
は

7

①
　

ア
フ

ァ
ー

マ
テ

ィ
ブ

・
ア

ク
シ

ョ
ン

②
　

イ
ン

フ
ォ

ー
ム

ド
・

コ
ン

セ
ン

ト

③
　

エ
マ

ー
ジ

ン
グ

・
マ

ー
ケ

ッ
ト

④
　

デ
フ

ァ
ク

ト
・

ス
タ

ン
ダ

ー
ド

⑤
　

ベ
ー

シ
ッ

ク
・

イ
ン

カ
ム

問
8

　
下

線
部

ⓕ
に

関
し

て
、

か
つ

て
薬

事
法

は
薬

局
開

設
に

際
し

て
距

離
を

制
限

す
る

規
定

を
設

け
て

い
た

が
、

最
高

裁
判

所
は

こ
の

規
定

を
違

憲
と

す
る

判
決

を
下

し
た

。
こ

の
違

憲
判

決
の

根
拠

に
な

っ
た

日
本

国
憲

法
の

条
文

と
し

て
も

っ
と

も
適

切
な

も
の

を
次

の
①

〜
④

の
中

か
ら

1
つ

選
び

、
そ

の
番

号
を

マ
ー

ク
し

な
さ

い
。

解
答
番
号
は

8

①
　

す
べ

て
国

民
は

、
法

の
下

に
平

等
で

あ
つ

て
、

人
種

、
信

条
、

性
別

、
社

会
的

身
分

又
は

門
地

に
よ

り
、

…
…

差
別

さ
れ

な
い

。

②
　

公
務

員
を

選
定

し
、

…
…

罷
免

す
る

こ
と

は
、

国
民

固
有

の
権

利
で

あ
る

。

③
　

何
人

も
、

…
…

居
住

、
移

転
及

び
職

業
選

択
の

自
由

を
有

す
る

。

④
　

集
会

、
結

社
及

び
言

論
、

出
版

そ
の

他
一

切
の

表
現

の
自

由
は

、
こ

れ
を

保
障

す
る

。
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問
1

　
下

線
部

ⓐ
に

関
し

て
、

日
本

の
裁

判
制

度
に

つ
い

て
の

記
述

と
し

て
も

っ
と

も
適

切
な

も
の

を
次

の
①

〜
④

の
中

か
ら

1
つ

選
び

、
そ

の
番

号
を

マ
ー

ク
し

な
さ

い
。

解
答
番
号
は

11

①
　

裁
判

で
は

、
慎

重
な

審
理

に
基

づ
い

て
判

決
が

下
さ

れ
る

た
め

、
確

定
し

た
判

決
に

対
す

る
再

審
は

認
め

ら
れ

な
い

。

②
　

最
終

的
に

最
高

裁
判

所
が

判
決

を
下

す
た

め
、

下
級

裁
判

所
は

裁
判

を
行

う
際

に
、

最
高

裁
判

所
の

意
見

を
聞

か
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
。

③
　

裁
判

員
制

度
は

、
比

較
的

軽
微

な
犯

罪
か

ら
重

大
な

犯
罪

ま
で

の
あ

ら
ゆ

る
刑

事
事

件
を

対
象

と
し

て
導

入
さ

れ
た

。

④
　

裁
判

員
裁

判
の

対
象

と
な

る
事

件
で

は
、

公
判

の
審

理
を

迅
速

に
行

う
た

め
、

公
判

の
開

始
前

に
争

点
や

証
拠

の
整

理
を

行
う

こ
と

に
な

っ
て

い
る

。

問
2

　
下

線
部

ⓑ
に

関
し

て
、

裁
判

所
の

判
断

や
行

為
と

し
て

も
っ

と
も

適
切

な
も

の
を

次
の

①
〜

④
の

中
か

ら
1

つ
選

び
、

そ
の

番
号

を
マ

ー
ク

し
な

さ
い

。 解
答
番
号
は

12

①
　

政
治

犯
罪

が
対

象
と

な
っ

て
い

る
裁

判
で

、
裁

判
所

が
裁

判
を

公
開

す
る

こ
と

が
適

当
で

は
な

い
と

判
断

し
、

非
公

開
で

裁
判

を
行

う
こ

と
を

決
定

し
た

。

②
　

あ
る

法
律

の
規

定
を

違
憲

で
あ

る
と

判
断

し
た

最
高

裁
判

所
は

、
そ

の
法

律
の

改
正

を
国

会
に

命
じ

た
。

③
　

あ
る

刑
事

裁
判

に
お

い
て

、
唯

一
の

証
拠

が
被

告
人

の
自

白
で

あ
っ

た
た

め
、

裁
判

所
は

被
告

人
を

無
罪

と
す

る
判

決
を

下
し

た
。

④
　

あ
る

行
為

が
な

さ
れ

た
と

き
は

適
法

で
あ

っ
た

が
、

そ
の

後
に

制
定

さ
れ

た
法

律
に

よ
っ

て
違

法
と

さ
れ

た
た

め
、

裁
判

所
は

有
罪

の
判

決
を

下
し

た
。
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第
2

問
　

次
の

文
を

読
ん

で
、

後
の

問
に

答
え

な
さ

い
。

日
本

国
憲

法
に

は
、

三
権

分
立

の
下

、
人

々
の

権
利

と
自

由
を

守
る

た
め

の
司

法
制

度
が

規

定
さ

れ
て

い
る

。
裁

判
所

は
、

憲
法

や
法

律
で

保
障

さ
れ

た
権

利
が

不
当

に
侵

害
さ

れ
た

と
き

、

そ
の

救
済

や
回

復
を

図
る

場
と

し
て

、「
人

権
の

砦と
り

で 」と
な

る
も

の
で

あ
る

。
そ

の
最

後
の

砦
と

な
る

最
高

裁
判

所
は

、
長

官
を

含
め

ア
の

裁
判

官
で

構
成

さ
れ

る
。

ま
た

、
裁

判
を

慎
重

に
行

い
、

国
民

の
権

利
を

保
障

す
る

た
め

に
審

級
制

が
採

用
さ

れ
、

同
じ

事
件

に
つ

い
て

3
回

ま
で

裁
判

を
受

け
る

こ
と

が
で

き
、

公
正

な
裁

判
の

実
現

を
図

っ
て

い
る

。

日
本

国
憲

法
第

76
条

3
項

で
は「

す
べ

て
裁

判
官

は
、

そ
の

良
心

に
従

ひ
独

立
し

て
そ

の
職

権
を

行
ひ

、
こ

の
憲

法
及

び
法

律
に

の
み

拘
束

さ
れ

る
」と

い
う

規
定

を
設

け
、

裁
判

官
の

独

立
を

保
障

し
て

い
る

。
か

つ
て

裁
判

官
の

独
立

へ
の

干
渉

が
問

題
に

な
っ

た
例

と
し

て
、

札
幌

地
方

裁
判

所
に

お
け

る
長

沼
ナ

イ
キ

基
地

訴
訟

の
際

に
、

地
裁

の
所

長
が

訴
訟

担
当

の
裁

判
長

に
国

の
意

向
に

沿
っ

た
判

決
を

出
す

よ
う

に
圧

力
を

か
け

た
と

さ
れ

る
イ

が
あ

る
。

日
本

の
裁

判
制

度
は

、
法

曹
人

口
が

少
な

く
、

時
間

が
か

か
り

す
ぎ

る
な

ど
の

批
判

が
あ

り
、

さ
ま

ざ
ま

な
司

法
制

度
改

革
が

行
わ

れ
た

。
そ

の
一

つ
と

し
て

裁
判

員
制

度
が

導
入

さ
れ

、
有

権
者

の
司

法
参

加
が

制
度

化
さ

れ
て

い
る

。
ま

た
、

民
事

上
の

紛
争

解
決

に
つ

い
て

は
、

裁
判

に
よ

ら
な

い
解

決
方

法
と

し
て

、
ウ

と
略

さ
れ

る
裁

判
外

紛
争

解
決

手
続

が
制

度
化

さ
れ

て
い

る
。

ⓐ

ⓑ
ⓒ

ⓓ

ⓔ

ⓕ
ⓖ
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問
9

　
空

所
ウ

に
入

る
語

句
と

し
て

も
っ

と
も

適
切

な
も

の
を

次
の

①
〜

⑤
の

中
か

ら
1

つ
選

び
、

そ
の

番
号

を
マ

ー
ク

し
な

さ
い

。

解
答
番
号
は

9

①
　

5
か

月
間

に
短

縮

②
　

10
0
日

間
に

短
縮

③
　

3
か

月
間

に
短

縮

④
　

50
日

間
に

短
縮

⑤
　

廃
止

問
10

　
下

線
部

ⓖ
に

関
し

て
、

日
本

に
居

住
し

て
い

る
外

国
人

の
権

利
保

障
に

つ
い

て
の

説
明

と
し

て
適
切
で
な
い
も
の

を
次

の
①

〜
④

の
中

か
ら

1
つ

選
び

、
そ

の
番

号
を

マ
ー

ク
し

な
さ

い
。

解
答
番
号
は

10

①
　

国
政

選
挙

の
選

挙
権

が
保

障
さ

れ
て

い
る

。

②
　

公
務

員
の

不
法

行
為

に
よ

る
損

害
に

対
し

賠
償

請
求

が
保

障
さ

れ
て

い
る

。

③
　

国
民

年
金

へ
の

加
入

が
認

め
ら

れ
て

い
る

。

④
　

会
社

の
設

立
が

認
め

ら
れ

て
い

る
。

8
0

4
9

_
0

5
_

SE
K

A
_

M
.in

dd
   

4
6

2
0

2
5

/1
2

/1
0

   
6

:0
8

45

問
6

　
空

所
ア

に
入

る
語

句
と

し
て

も
っ

と
も

適
切

な
も

の
を

次
の

①
〜

⑤
の

中
か

ら
1

つ
選

び
、

そ
の

番
号

を
マ

ー
ク

し
な

さ
い

。

解
答
番
号
は

6

①
　

秩
序

②
　

私
法

③
　

私
的

自
治

の
原

則

④
　

公
共

の
福

祉

⑤
　

法
の

支
配

問
7

　
空

所
イ

に
入

る
語

句
と

し
て

も
っ

と
も

適
切

な
も

の
を

次
の

①
〜

⑤
の

中
か

ら
1

つ
選

び
、

そ
の

番
号

を
マ

ー
ク

し
な

さ
い

。

解
答
番
号
は

7

①
　

ア
フ

ァ
ー

マ
テ

ィ
ブ

・
ア

ク
シ

ョ
ン

②
　

イ
ン

フ
ォ

ー
ム

ド
・

コ
ン

セ
ン

ト

③
　

エ
マ

ー
ジ

ン
グ

・
マ

ー
ケ

ッ
ト

④
　

デ
フ

ァ
ク

ト
・

ス
タ

ン
ダ

ー
ド

⑤
　

ベ
ー

シ
ッ

ク
・

イ
ン

カ
ム

問
8

　
下

線
部

ⓕ
に

関
し

て
、

か
つ

て
薬

事
法

は
薬

局
開

設
に

際
し

て
距

離
を

制
限

す
る

規
定

を
設

け
て

い
た

が
、

最
高

裁
判

所
は

こ
の

規
定

を
違

憲
と

す
る

判
決

を
下

し
た

。
こ

の
違

憲
判

決
の

根
拠

に
な

っ
た

日
本

国
憲

法
の

条
文

と
し

て
も

っ
と

も
適

切
な

も
の

を
次

の
①

〜
④

の
中

か
ら

1
つ

選
び

、
そ

の
番

号
を

マ
ー

ク
し

な
さ

い
。

解
答
番
号
は

8

①
　

す
べ

て
国

民
は

、
法

の
下

に
平

等
で

あ
つ

て
、

人
種

、
信

条
、

性
別

、
社

会
的

身
分

又
は

門
地

に
よ

り
、

…
…

差
別

さ
れ

な
い

。

②
　

公
務

員
を

選
定

し
、

…
…

罷
免

す
る

こ
と

は
、

国
民

固
有

の
権

利
で

あ
る

。

③
　

何
人

も
、

…
…

居
住

、
移

転
及

び
職

業
選

択
の

自
由

を
有

す
る

。

④
　

集
会

、
結

社
及

び
言

論
、

出
版

そ
の

他
一

切
の

表
現

の
自

由
は

、
こ

れ
を

保
障

す
る

。
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問
5

　
下

線
部

ⓓ
に

関
し

て
、

次
の

三
審

制
に

関
す

る
記

述
ア

と
イ

の
正

誤
の

組
合

せ
と

し
て

正
し

い
も

の
を

下
の

①
〜

④
の

中
か

ら
1

つ
選

び
、

そ
の

番
号

を
マ

ー
ク

し
な

さ
い

。

解
答
番
号
は

15

ア
　

民
事

裁
判

に
お

い
て

、
簡

易
裁

判
所

で
第

一
審

が
行

わ
れ

た
場

合
、

判
決

に
不

服
が

あ
れ

ば
高

等
裁

判
所

に
控

訴
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

イ
　

刑
事

裁
判

に
お

い
て

、
第

一
審

で
法

律
や

命
令

に
対

し
て

違
憲

判
決

が
出

さ
れ

た
場

合
、

第
二

審
を

飛
び

越
し

て
直

接
最

高
裁

判
所

に
上

告
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

①
　

ア
　

正
　

　
　

イ
　

正

②
　

ア
　

正
　

　
　

イ
　

誤

③
　

ア
　

誤
　

　
　

イ
　

正

④
　

ア
　

誤
　

　
　

イ
　

誤

問
6

　
下

線
部

ⓔ
に

関
し

て
、

公
正

な
裁

判
を

実
現

す
る

た
め

に
と

ら
れ

て
い

る
日

本
の

制
度

に
関

す
る

次
の

記
述

Ａ
〜

Ｃ
の

う
ち

、
正

し
い

も
の

の
組

合
せ

と
し

て
も

っ
と

も
適

切
な

も
の

を
下

の
①

〜
⑥

の
中

か
ら

1
つ

選
び

、
そ

の
番

号
を

マ
ー

ク
し

な
さ

い
。

解
答
番
号
は

16

Ａ
　

司
法

権
の

独
立

性
を

確
保

す
る

た
め

、
最

高
裁

判
所

に
は

規
則

制
定

権
が

付
与

さ
れ

て
い

る
。

Ｂ
　

最
高

裁
判

所
の

裁
判

官
は

、
国

民
審

査
に

よ
ら

な
い

限
り

罷
免

さ
れ

る
こ

と
は

な
い

。

Ｃ
　

非
行

の
あ

っ
た

裁
判

官
に

対
し

て
は

、
内

閣
が

懲
戒

処
分

を
行

う
。

①
　

Ａ

②
　

Ｂ

③
　

Ｃ

④
　

Ａ
と

Ｂ

⑤
　

Ａ
と

Ｃ

⑥
　

Ｂ
と

Ｃ
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問
3

　
下

線
部

ⓒ
に

関
し

て
、

権
利

を
不

当
に

侵
害

し
た

者
や

そ
の

被
害

者
に

関
す

る
記

述
と

し
て
適
切
で
な
い
も
の

を
次

の
①

〜
④

の
中

か
ら

1
つ

選
び

、
そ

の
番

号
を

マ
ー

ク
し

な

さ
い

。

解
答
番
号
は

13

①
　

罪
を

犯
し

た
人

の
更

生
や

再
犯

の
防

止
を

目
的

と
し

て
、

再
犯

防
止

推
進

法
が

制
定

さ
れ

て
い

る
。

②
　

犯
罪

被
害

者
の

保
護

や
支

援
等

を
目

的
と

し
て

、
犯

罪
被

害
者

保
護

法
や

犯
罪

被
害

者
等

基
本

法
が

制
定

さ
れ

て
い

る
。

③
　

犯
罪

被
害

者
参

加
制

度
に

よ
っ

て
、

裁
判

で
は

被
害

者
が

被
告

人
へ

の
質

問
や

量
刑

に
つ

い
て

の
意

見
を

述
べ

る
こ

と
が

で
き

る
が

、
遺

族
は

除
外

さ
れ

て
い

る
。

④
　

少
年

法
で

は
18

歳
・

19
歳

の
少

年
は

特
定

少
年

と
さ

れ
、

特
定

少
年

が
犯

し
た

事

件
で

起
訴

さ
れ

た
場

合
、

実
名

で
報

道
す

る
こ

と
が

可
能

と
な

っ
て

い
る

。

問
4

　
空

所
ア

に
入

る
人

数
と

し
て

も
っ

と
も

適
切

な
も

の
を

次
の

①
〜

⑤
の

中
か

ら
1

つ
選

び
、

そ
の

番
号

を
マ

ー
ク

し
な

さ
い

。

解
答
番
号
は

14

①
　

5
名

②
　

9
名

③
　

13
名

④
　

15
名

⑤
　

17
名
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策
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題
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問
9

　
下

線
部

ⓖ
に

関
し

て
、

次
の

表
は

、
日

本
の

裁
判

員
制

度
の

形
態

を
示

し
た

も
の

で
あ

る
。

表
中

の
空

所
Ａ

と
空

所
Ｂ

に
入

る
語

句
の

組
合

せ
と

し
て

も
っ

と
も

適
切

な
も

の
を

下
の

①
〜

⑥
の

中
か

ら
1

つ
選

び
、

そ
の

番
号

を
マ

ー
ク

し
な

さ
い

。

解
答
番
号
は

19

合
議

の
形

態
（

参
加

者
）

有
罪

・
無

罪
の

認
定

刑
罰

の
決

定

Ａ
裁

判
官

と
裁

判
員

Ｂ

Ａ
に

入
る

記
述

ア
　

裁
判

官
と

事
件

ご
と

に
有

権
者

の
中

か
ら

選
ば

れ
た

裁
判

員

イ
　

裁
判

官
と

任
期

制
で

有
権

者
の

中
か

ら
選

ば
れ

た
裁

判
員

Ｂ
に

入
る

語
句

ウ
　

裁
判

官
の

み

エ
　

裁
判

員
の

み

オ
　

裁
判

官
と

裁
判

員

①
　

Ａ
─

ア
　

Ｂ
─

ウ

②
　

Ａ
─

ア
　

Ｂ
─

エ

③
　

Ａ
─

ア
　

Ｂ
─

オ

④
　

Ａ
─

イ
　

Ｂ
─

ウ

⑤
　

Ａ
─

イ
　

Ｂ
─

エ

⑥
　

Ａ
─

イ
　

Ｂ
─

オ
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問
7

　
空

所
イ

に
入

る
語

句
と

し
て

も
っ

と
も

適
切

な
も

の
を

次
の

①
〜

⑤
の

中
か

ら
1

つ
選

び
、

そ
の

番
号

を
マ

ー
ク

し
な

さ
い

。

解
答
番
号
は

17

①
　

大
津

事
件

②
　

平
賀

書
簡

事
件

③
　

財
田

川
事

件

④
　

足
利

事
件

⑤
　

浦
和

事
件

問
8

　
下

線
部

ⓕ
に

関
し

て
、

司
法

制
度

改
革

の
内

容
と

し
て
適
切
で
な
い
も
の

を
次

の
①

〜

⑤
の

中
か

ら
1

つ
選

び
、

そ
の

番
号

を
マ

ー
ク

し
な

さ
い

。

解
答
番
号
は

18

①
　

法
テ

ラ
ス

の
設

置

②
　

検
察

審
査

会
の

廃
止

③
　

法
科

大
学

院
の

設
立

④
　

取
り

調
べ

の
可

視
化

⑤
　

司
法

取
引

制
度

の
導

入
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答
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問
5

　
下

線
部

ⓓ
に

関
し

て
、

次
の

三
審

制
に

関
す

る
記

述
ア

と
イ

の
正

誤
の

組
合

せ
と

し
て

正
し

い
も

の
を

下
の

①
〜

④
の

中
か

ら
1

つ
選

び
、

そ
の

番
号

を
マ

ー
ク

し
な

さ
い

。

解
答
番
号
は

15

ア
　

民
事

裁
判

に
お

い
て

、
簡

易
裁

判
所

で
第

一
審

が
行

わ
れ

た
場

合
、

判
決

に
不

服
が

あ
れ

ば
高

等
裁

判
所

に
控

訴
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

イ
　

刑
事

裁
判

に
お

い
て

、
第

一
審

で
法

律
や

命
令

に
対

し
て

違
憲

判
決

が
出

さ
れ

た
場

合
、

第
二

審
を

飛
び

越
し

て
直

接
最

高
裁

判
所

に
上

告
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

①
　

ア
　

正
　

　
　

イ
　

正

②
　

ア
　

正
　

　
　

イ
　

誤

③
　

ア
　

誤
　

　
　

イ
　

正

④
　

ア
　

誤
　

　
　

イ
　

誤

問
6

　
下

線
部

ⓔ
に

関
し

て
、

公
正

な
裁

判
を

実
現

す
る

た
め

に
と

ら
れ

て
い

る
日

本
の

制
度

に
関

す
る

次
の

記
述

Ａ
〜

Ｃ
の

う
ち

、
正

し
い

も
の

の
組

合
せ

と
し

て
も

っ
と

も
適

切
な

も
の

を
下

の
①

〜
⑥

の
中

か
ら

1
つ

選
び

、
そ

の
番

号
を

マ
ー

ク
し

な
さ

い
。

解
答
番
号
は

16

Ａ
　

司
法

権
の

独
立

性
を

確
保

す
る

た
め

、
最

高
裁

判
所

に
は

規
則

制
定

権
が

付
与

さ
れ

て
い

る
。

Ｂ
　

最
高

裁
判

所
の

裁
判

官
は

、
国

民
審

査
に

よ
ら

な
い

限
り

罷
免

さ
れ

る
こ

と
は

な
い

。

Ｃ
　

非
行

の
あ

っ
た

裁
判

官
に

対
し

て
は

、
内

閣
が

懲
戒

処
分

を
行

う
。

①
　

Ａ

②
　

Ｂ

③
　

Ｃ

④
　

Ａ
と

Ｂ

⑤
　

Ａ
と

Ｃ

⑥
　

Ｂ
と

Ｃ
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問
3

　
下

線
部

ⓒ
に

関
し

て
、

権
利

を
不

当
に

侵
害

し
た

者
や

そ
の

被
害

者
に

関
す

る
記

述
と

し
て
適
切
で
な
い
も
の

を
次

の
①

〜
④

の
中

か
ら

1
つ

選
び

、
そ

の
番

号
を

マ
ー

ク
し

な

さ
い

。

解
答
番
号
は

13

①
　

罪
を

犯
し

た
人

の
更

生
や

再
犯

の
防

止
を

目
的

と
し

て
、

再
犯

防
止

推
進

法
が

制
定

さ
れ

て
い

る
。

②
　

犯
罪

被
害

者
の

保
護

や
支

援
等

を
目

的
と

し
て

、
犯

罪
被

害
者

保
護

法
や

犯
罪

被
害

者
等

基
本

法
が

制
定

さ
れ

て
い

る
。

③
　

犯
罪

被
害

者
参

加
制

度
に

よ
っ

て
、

裁
判

で
は

被
害

者
が

被
告

人
へ

の
質

問
や

量
刑

に
つ

い
て

の
意

見
を

述
べ

る
こ

と
が

で
き

る
が

、
遺

族
は

除
外

さ
れ

て
い

る
。

④
　

少
年

法
で

は
18

歳
・

19
歳

の
少

年
は

特
定

少
年

と
さ

れ
、

特
定

少
年

が
犯

し
た

事

件
で

起
訴

さ
れ

た
場

合
、

実
名

で
報

道
す

る
こ

と
が

可
能

と
な

っ
て

い
る

。

問
4

　
空

所
ア

に
入

る
人

数
と

し
て

も
っ

と
も

適
切

な
も

の
を

次
の

①
〜

⑤
の

中
か

ら
1

つ
選

び
、

そ
の

番
号

を
マ

ー
ク

し
な

さ
い

。

解
答
番
号
は

14

①
　

5
名

②
　

9
名

③
　

13
名

④
　

15
名

⑤
　

17
名
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第
3

問
　

次
の

文
を

読
ん

で
、

後
の

問
に

答
え

な
さ

い
。

金
融

と
は

、
資

金
に

余
裕

の
あ

る
者

と
資

金
を

必
要

と
す

る
者

と
の

間
で

行
わ

れ
る

資
金

の

融
通

の
こ

と
で

あ
り

、
通

常
は

金
融

機
関

が
そ

の
仲

立
ち

を
し

て
い

る
。

流
通

し
て

い
る

貨
幣

を
通

貨
と

い
い

、
預

金
通

貨
と

現
金

通
貨

が
あ

る
。

現
金

通
貨

に
は

、
日

本
銀

行
が

発
行

す
る

紙
幣

と
、

政
府

が
発

行
す

る
硬

貨
が

あ
る

。

金
融

機
関

は
、

預
金

を
受

け
入

れ
る

と
そ

れ
を

元
に

、
そ

の
何

倍
も

の
預

金
通

貨
を

つ
く

り

出
す

こ
と

が
で

き
、

こ
れ

を
ア

と
い

う
。

日
本

銀
行

は
、

政
府

か
ら

独
立

し
て

金
融

政
策

を
実

施
し

て
い

る
。

近
年

は
、

従
来

の
伝

統
的

な
金

融
政

策
に

加
え

、
非

伝
統

的
金

融
政

策
と

よ
ば

れ
る

政
策

も
実

施
し

て
き

た
。

バ
ブ

ル
経

済
崩

壊
後

、
不

良
債

権
が

大
量

に
発

生
し

た
際

、
金

融
機

関
は

自
己

資
本

比
率

の

低
下

を
避

け
る

た
め

に
貸

し
渋

り
を

行
っ

た
。

し
か

し
そ

の
後

も
不

良
債

権
は

累
積

し
、

19
90

年
代

後
半

に
は

金
融

機
関

の
破

綻
が

相
次

い
だ

。
な

お
、

自
己

資
本

比
率

に
つ

い
て

は
、

バ
ー

ゼ
ル

合
意

に
基

づ
く

国
際

的
な

統
一

基
準

で
あ

る
イ

規
制

が
設

け
ら

れ
て

い
る

。

成
年

年
齢

が
18

歳
と

な
っ

た
現

在
、

私
た

ち
に

と
っ

て
、

金
融

に
関

す
る

知
識

を
身

に
付

け
る

こ
と

は
重

要
で

あ
ろ

う
。

例
え

ば
、

金
融

商
品

に
よ

る
資

産
運

用
の

こ
と

や
、

ペ
イ

オ
フ

が
全

面
解

禁
さ

れ
、

一
人

一
金

融
機

関
あ

た
り

預
金

元
本

ウ
と

そ
の

利
子

を
限

度
に

保
証

さ
れ

る
の

み
と

な
っ

た
こ

と
な

ど
は

、
自

ら
の

資
産

を
管

理
運

用
し

て
い

く
上

で
、

欠
く

こ
と

の
で

き
な

い
金

融
リ

テ
ラ

シ
ー

で
あ

る
。

ⓐ

ⓑ
ⓒ

ⓓ

ⓔ

ⓕ

ⓖ
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問
10

　
空

所
ウ

に
入

る
語

句
と

し
て

も
っ

と
も

適
切

な
も

の
を

次
の

①
〜

⑤
の

中
か

ら
1

つ
選

び
、

そ
の

番
号

を
マ

ー
ク

し
な

さ
い

。

解
答
番
号
は

20

①
　

Ａ
Ｄ

Ｒ

②
　

Ｃ
Ｓ

Ｒ

③
　

Ｄ
Ａ

Ｃ

④
　

Ｉ
Ｃ

Ｃ

⑤
　

Ｓ
Ｄ

Ｒ
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問
2

　
下

線
部

ⓑ
に

関
し

て
、

預
金

の
受

け
入

れ
を

行
わ

ず
、

お
も

に
資

金
の

貸
し

付
け

を
業

務
と

す
る

ノ
ン

バ
ン

ク
に

該
当

す
る

金
融

機
関

と
し

て
も

っ
と

も
適

切
な

も
の

を
次

の
①

〜
⑤

の
中

か
ら

1
つ

選
び

、
そ

の
番

号
を

マ
ー

ク
し

な
さ

い
。

解
答
番
号
は

22

①
　

証
券

会
社

②
　

消
費

者
金

融
会

社

③
　

保
険

会
社

④
　

信
用

組
合

⑤
　

ネ
ッ

ト
銀

行

問
3

　
下

線
部

ⓒ
に

関
し

て
、

貨
幣

の
基

本
的

な
機

能
と

し
て
適
切
で
な
い
も
の

を
次

の
①

〜

⑤
の

中
か

ら
1

つ
選

び
、

そ
の

番
号

を
マ

ー
ク

し
な

さ
い

。

解
答
番
号
は

23

①
　

価
値

尺
度

機
能

②
　

所
得

再
分

配
機

能

③
　

価
値

貯
蔵

機
能

④
　

交
換

媒
介

機
能

⑤
　

支
払

い
手

段
機

能

問
4

　
下

線
部

ⓓ
に

関
し

て
、

日
本

銀
行

に
関

す
る

記
述

と
し

て
も

っ
と

も
適

切
な

も
の

を
次

の
①

〜
④

の
中

か
ら

1
つ

選
び

、
そ

の
番

号
を

マ
ー

ク
し

な
さ

い
。 解
答
番
号
は

24

①
　

日
本

銀
行

は
、

優
良

な
企

業
に

対
し

て
基

準
貸

付
利

率
で

資
金

を
貸

し
出

す
業

務
を

行
う

。

②
　

日
本

銀
行

は
、

民
間

銀
行

よ
り

高
い

金
利

で
家

計
か

ら
預

金
を

集
め

る
。

③
　

日
本

銀
行

は
、

為
替

相
場

の
安

定
の

た
め

に
財

務
大

臣
の

代
理

人
と

し
て

外
国

為
替

市
場

に
介

入
す

る
。

④
　

日
本

銀
行

は
、

政
府

か
ら

独
立

し
て

い
る

の
で

国
庫

金
の

出
納

は
行

わ
な

い
。
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問
1

　
下

線
部

ⓐ
に

関
し

て
、

資
金

調
達

の
方

法
を

示
し

た
次

の
表

中
の

空
所

Ａ
〜

�

Ｃ
に

入
る

語
句

の
組

合
せ

と
し

て
も

っ
と

も
適

切
な

も
の

を
下

の
①

〜
⑥

の
中

か
ら

1
つ

選
び

、
そ

の
番

号
を

マ
ー

ク
し

な
さ

い
。

解
答
番
号
は

21

直
接

金
融

間
接

金
融

自
己

資
本

Ａ

他
人

資
本

Ｂ
Ｃ

①
　

�Ａ
　

銀
行

か
ら

の
借

入
金

�
�

Ｂ
　

社
債

　
　

　
　

　
　

　
　

Ｃ
　

株
式

②
　

�Ａ
　

銀
行

か
ら

の
借

入
金

�
�

Ｂ
　

株
式

　
　

　
　

　
　

　
　

Ｃ
　

社
債

③
　

�Ａ
　

社
債

�
�

Ｂ
　

銀
行

か
ら

の
借

入
金

　
　

Ｃ
　

株
式

④
　

�Ａ
　

社
債

�
�

Ｂ
　

株
式

　
　

　
　

　
　

　
　

Ｃ
　

銀
行

か
ら

の
借

入
金

⑤
　

�Ａ
　

株
式

�
�

Ｂ
　

銀
行

か
ら

の
借

入
金

　
　

Ｃ
　

社
債

⑥
　

�Ａ
　

株
式

�
�

Ｂ
　

社
債

　
　

　
　

　
　

　
　

Ｃ
　

銀
行

か
ら

の
借

入
金
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策
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日
程

B
日
程

解
　
答

一般前期／A日程 政治・経済
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第
3

問
　

次
の

文
を

読
ん

で
、

後
の

問
に

答
え

な
さ

い
。

金
融

と
は

、
資

金
に

余
裕

の
あ

る
者

と
資

金
を

必
要

と
す

る
者

と
の

間
で

行
わ

れ
る

資
金

の

融
通

の
こ

と
で

あ
り

、
通

常
は

金
融

機
関

が
そ

の
仲

立
ち

を
し

て
い

る
。

流
通

し
て

い
る

貨
幣

を
通

貨
と

い
い

、
預

金
通

貨
と

現
金

通
貨

が
あ

る
。

現
金

通
貨

に
は

、
日

本
銀

行
が

発
行

す
る

紙
幣

と
、

政
府

が
発

行
す

る
硬

貨
が

あ
る

。

金
融

機
関

は
、

預
金

を
受

け
入

れ
る

と
そ

れ
を

元
に

、
そ

の
何

倍
も

の
預

金
通

貨
を

つ
く

り

出
す

こ
と

が
で

き
、

こ
れ

を
ア

と
い

う
。

日
本

銀
行

は
、

政
府

か
ら

独
立

し
て

金
融

政
策

を
実

施
し

て
い

る
。

近
年

は
、

従
来

の
伝

統
的

な
金

融
政

策
に

加
え

、
非

伝
統

的
金

融
政

策
と

よ
ば

れ
る

政
策

も
実

施
し

て
き

た
。

バ
ブ

ル
経

済
崩

壊
後

、
不

良
債

権
が

大
量

に
発

生
し

た
際

、
金

融
機

関
は

自
己

資
本

比
率

の

低
下

を
避

け
る

た
め

に
貸

し
渋

り
を

行
っ

た
。

し
か

し
そ

の
後

も
不

良
債

権
は

累
積

し
、

19
90

年
代

後
半

に
は

金
融

機
関

の
破

綻
が

相
次

い
だ

。
な

お
、

自
己

資
本

比
率

に
つ

い
て

は
、

バ
ー

ゼ
ル

合
意

に
基

づ
く

国
際

的
な

統
一

基
準

で
あ

る
イ

規
制

が
設

け
ら

れ
て

い
る

。

成
年

年
齢

が
18

歳
と

な
っ

た
現

在
、

私
た

ち
に

と
っ

て
、

金
融

に
関

す
る

知
識

を
身

に
付

け
る

こ
と

は
重

要
で

あ
ろ

う
。

例
え

ば
、

金
融

商
品

に
よ

る
資

産
運

用
の

こ
と

や
、

ペ
イ

オ
フ

が
全

面
解

禁
さ

れ
、

一
人

一
金

融
機

関
あ

た
り

預
金

元
本

ウ
と

そ
の

利
子

を
限

度
に

保
証

さ
れ

る
の

み
と

な
っ

た
こ

と
な

ど
は

、
自

ら
の

資
産

を
管

理
運

用
し

て
い

く
上

で
、

欠
く

こ
と

の
で

き
な

い
金

融
リ

テ
ラ

シ
ー

で
あ

る
。
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ⓕ

ⓖ
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問
10

　
空

所
ウ

に
入

る
語

句
と

し
て

も
っ

と
も

適
切

な
も

の
を

次
の

①
〜

⑤
の

中
か

ら
1

つ
選

び
、

そ
の

番
号

を
マ

ー
ク

し
な

さ
い

。

解
答
番
号
は

20

①
　

Ａ
Ｄ

Ｒ

②
　

Ｃ
Ｓ

Ｒ

③
　

Ｄ
Ａ

Ｃ

④
　

Ｉ
Ｃ

Ｃ

⑤
　

Ｓ
Ｄ

Ｒ
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問
7

　
下

線
部

ⓕ
に

関
し

て
、

次
の

非
伝

統
的

金
融

政
策

Ａ
〜

Ｃ
を

初
め

て
導

入
さ

れ
た

順
に

並
べ

た
も

の
と

し
て

も
っ

と
も

適
切

な
も

の
を

下
の

①
〜

⑥
の

中
か

ら
1

つ
選

び
、

そ
の

番
号

を
マ

ー
ク

し
な

さ
い

。

解
答
番
号
は

27

Ａ
　

マ
イ

ナ
ス

金
利

政
策

Ｂ
　

ゼ
ロ

金
利

政
策

Ｃ
　

イ
ン

フ
レ

・
タ

ー
ゲ

ッ
ト

政
策

①
　

Ａ
　

→
　

Ｂ
　

→
　

Ｃ

②
　

Ａ
　

→
　

Ｃ
　

→
　

Ｂ

③
　

Ｂ
　

→
　

Ａ
　

→
　

Ｃ

④
　

Ｂ
　

→
　

Ｃ
　

→
　

Ａ

⑤
　

Ｃ
　

→
　

Ａ
　

→
　

Ｂ

⑥
　

Ｃ
　

→
　

Ｂ
　

→
　

Ａ

問
8

　
空

所
イ

に
入

る
語

句
と

し
て

も
っ

と
も

適
切

な
も

の
を

次
の

①
〜

⑤
の

中
か

ら
1

つ
選

び
、

そ
の

番
号

を
マ

ー
ク

し
な

さ
い

。

解
答
番
号
は

28

①
　

Ｂ
Ｉ

Ｓ

②
　

Ｃ
Ｅ

Ｏ

③
　

Ｅ
Ｓ

Ｇ

④
　

Ｎ
Ｉ

Ｓ
Ａ

⑤
　

Ｒ
＆

Ｄ
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問
5

　
空

所
ア

に
入

る
語

句
と

し
て

も
っ

と
も

適
切

な
も

の
を

次
の

①
〜

⑤
の

中
か

ら
1

つ
選

び
、

そ
の

番
号

を
マ

ー
ク

し
な

さ
い

。

解
答
番
号
は

25

①
　

当
座

預
金

②
　

フ
ィ

ン
テ

ッ
ク

③
　

暗
号

資
産

④
　

マ
ネ

ー
ス

ト
ッ

ク

⑤
　

信
用

創
造

問
6

　
下

線
部

ⓔ
に

関
し

て
、

日
本

の
金

融
政

策
に

関
す

る
記

述
と

し
て

も
っ

と
も

適
切

な
も

の
を

次
の

①
〜

④
の

中
か

ら
1

つ
選

び
、

そ
の

番
号

を
マ

ー
ク

し
な

さ
い

。

解
答
番
号
は

26

①
　

政
策

金
利

の
中

心
は

、
従

来
の

コ
ー

ル
レ

ー
ト

か
ら

、
現

在
は

公
定

歩
合

に
変

更
さ

れ
て

い
る

。

②
　

金
融

政
策

の
目

的
は

、
景

気
変

動
の

緩
和

で
あ

り
、

物
価

の
安

定
は

含
ま

れ
な

い
。

③
　

不
況

の
と

き
に

は
、

買
い

オ
ペ

レ
ー

シ
ョ

ン
に

よ
り

金
融

緩
和

を
行

う
。

④
　

景
気

が
過

熱
し

た
と

き
は

、
預

金
準

備
率

を
引

き
下

げ
る

こ
と

に
よ

っ
て

、
金

融
引

き
締

め
を

行
う

。
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第
4

問
　

次
の

会
話

文
を

読
ん

で
、

後
の

問
に

答
え

な
さ

い
。

Ｘ
：

大
学

を
卒

業
し

て
社

会
人

に
な

る
と

、
消

費
者

と
し

て
の

責
任

も
大

き
く

な
る

よ
ね

。

Ｙ
：

さ
ま

ざ
ま

な
契

約
に

つ
い

て
十

分
な

知
識

が
も

て
て

い
る

か
不

安
だ

な
。

ど
の

よ
う

な
就

業
形

態
で

雇
用

契
約

を
結

ぶ
か

も
慎

重
に

考
え

た
い

ね
。

Ｘ
：

希
望

す
る

会
社

で
、

労
働

組
合

が
組

織
さ

れ
て

い
る

か
も

調
べ

た
方

が
い

い
か

も
し

れ
な

い
ね

。
争

議
行

為
が

行
わ

れ
て

い
る

か
ど

う
か

も
ね

。

Ｙ
：

私
は

、
ダ

イ
バ

ー
シ

テ
ィ

に
積

極
的

に
取

り
組

ん
で

い
る

、
働

き
が

い
の

あ
る

人
間

ら
し

い
仕

事（
ア

）が
で

き
る

会
社

で
あ

る
か

ど
う

か
を

重
視

し
た

い
な

。
従

業
員

が

一
定

数
以

上
の

民
間

企
業

の
障

が
い

者
の

法
定

雇
用

率
は

、
20

24
年

度
か

ら
イ

％
 

と
な

っ
て

い
る

け
ど

、
そ

れ
を

上
回

る
雇

用
状

況
か

ど
う

か
も

調
べ

て
み

た
い

と
思

う
。

Ｘ
：

消
費

者
の

立
場

か
ら

考
え

て
み

る
と

、
今

ど
の

よ
う

な
消

費
者

問
題

が
あ

る
の

か
を

知
っ

て
お

く
必

要
が

あ
る

し
、

エ
シ

カ
ル

消
費

に
も

興
味

が
あ

る
な

。

Ｙ
：

ア
メ

リ
カ

の
ウ

大
統

領
は

、
19

62
年

の
特

別
教

書
の

中
で

消
費

者
の

4
つ

の
権

利
を

明
確

に
示

し
、

コ
ン

シ
ュ

ー
マ

リ
ズ

ム
が

台
頭

す
る

き
っ

か
け

を
つ

く
っ

た
と

い
う

こ
と

を
、

政
治

・
経

済
の

授
業

で
学

習
し

た
ね

。
今

に
も

通
じ

る
考

え
方

だ
よ

。

問
1

　
下

線
部

ⓐ
に

関
し

て
、

消
費

者
保

護
に

関
す

る
記

述
と

し
て

も
っ

と
も

適
切

な
も

の
を

次
の

①
〜

④
の

中
か

ら
1

つ
選

び
、

そ
の

番
号

を
マ

ー
ク

し
な

さ
い

。

解
答
番
号
は

31

①
　

企
業

の
不

法
行

為
に

関
す

る
情

報
の

内
部

告
発

を
受

け
付

け
て

、
企

業
を

指
導

す
る

目
的

で
、

国
民

生
活

セ
ン

タ
ー

が
設

置
さ

れ
て

い
る

。

②
　

製
造

物
責

任
法（

Ｐ
Ｌ

法
）は

、
国

内
で

販
売

さ
れ

た
製

品
に

つ
い

て
は

、
製

造
業

者

だ
け

で
な

く
、

卸
売

業
者

や
小

売
業

者
に

も
責

任
を

負
わ

せ
て

い
る

。

③
　

消
費

者
基

本
法

は
、

20
04

年
に

消
費

者
の

自
立

支
援

な
ど

を
基

本
理

念
と

す
る

消

費
者

保
護

基
本

法
に

改
正

さ
れ

た
。

④
　

消
費

者
契

約
法

に
よ

り
、

重
要

事
項

に
つ

い
て

事
実

と
異

な
る

説
明

が
あ

っ
た

場
合

、

契
約

の
取

り
消

し
が

認
め

ら
れ

て
い

る
。
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ⓖ
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問
9

　
下

線
部

ⓖ
に

関
し

て
、

金
融

商
品

の
種

類
と

特
徴

に
関

す
る

記
述

と
し

て
適
切
で
な
い

も
の

を
次

の
①

〜
④

の
中

か
ら

1
つ

選
び

、
そ

の
番

号
を

マ
ー

ク
し

な
さ

い
。

解
答
番
号
は

29

①
　

預
貯

金
は

、
一

般
的

に
元

本
が

保
証

さ
れ

、
定

期
的

に
支

払
わ

れ
る

利
子

が
収

益
と

な
る

。

②
　

債
券

は
、

資
金

調
達

が
必

要
な

発
行

体
が

利
子

を
支

払
い

、
満

期
に

は
元

本
を

返
す

。

債
券

の
一

種
で

あ
る

社
債

は
、

発
行

し
た

会
社

が
倒

産
す

る
と

投
資

分
が

戻
ら

な
い

こ

と
も

あ
る

。

③
　

投
資

信
託

は
、

証
券

会
社

な
ど

が
多

く
の

人
か

ら
集

め
た

資
金

を
専

門
家

が
運

用
し

て
、

そ
の

成
果

を
還

元
す

る
商

品
で

あ
る

。

④
　

株
式

は
、

売
却

金
額

と
購

入
金

額
の

差
額

や
配

当
が

利
益

と
な

る
た

め
、

金
融

商
品

の
中

で
も

も
っ

と
も

安
全

性
が

高
く

、
ロ

ー
リ

ス
ク

・
ハ

イ
リ

タ
ー

ン
の

商
品

で
あ

る
。

問
10

　
空

所
ウ

に
入

る
金

額
と

し
て

も
っ

と
も

適
切

な
も

の
を

次
の

①
〜

⑤
の

中
か

ら
1

つ
選

び
、

そ
の

番
号

を
マ

ー
ク

し
な

さ
い

。

解
答
番
号
は

30

①
　

2,0
00

万
円

②
　

1,8
00

万
円

③
　

1,5
00

万
円

④
　

1,0
00

万
円

⑤
　

50
0
万

円
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問
7

　
下

線
部

ⓕ
に

関
し

て
、

次
の

非
伝

統
的

金
融

政
策

Ａ
〜

Ｃ
を

初
め

て
導

入
さ

れ
た

順
に

並
べ

た
も

の
と

し
て

も
っ

と
も

適
切

な
も

の
を

下
の

①
〜

⑥
の

中
か

ら
1

つ
選

び
、

そ
の

番
号

を
マ

ー
ク

し
な

さ
い

。

解
答
番
号
は

27

Ａ
　

マ
イ

ナ
ス

金
利

政
策

Ｂ
　

ゼ
ロ

金
利

政
策

Ｃ
　

イ
ン

フ
レ

・
タ

ー
ゲ

ッ
ト

政
策

①
　

Ａ
　

→
　

Ｂ
　

→
　

Ｃ

②
　

Ａ
　

→
　

Ｃ
　

→
　

Ｂ

③
　

Ｂ
　

→
　

Ａ
　

→
　

Ｃ

④
　

Ｂ
　

→
　

Ｃ
　

→
　

Ａ

⑤
　

Ｃ
　

→
　

Ａ
　

→
　

Ｂ

⑥
　

Ｃ
　

→
　

Ｂ
　

→
　

Ａ

問
8

　
空

所
イ

に
入

る
語

句
と

し
て

も
っ

と
も

適
切

な
も

の
を

次
の

①
〜

⑤
の

中
か

ら
1

つ
選

び
、

そ
の

番
号

を
マ

ー
ク

し
な

さ
い

。

解
答
番
号
は

28

①
　

Ｂ
Ｉ

Ｓ

②
　

Ｃ
Ｅ

Ｏ

③
　

Ｅ
Ｓ

Ｇ

④
　

Ｎ
Ｉ

Ｓ
Ａ

⑤
　

Ｒ
＆

Ｄ
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問
5

　
空

所
ア

に
入

る
語

句
と

し
て

も
っ

と
も

適
切

な
も

の
を

次
の

①
〜

⑤
の

中
か

ら
1

つ
選

び
、

そ
の

番
号

を
マ

ー
ク

し
な

さ
い

。

解
答
番
号
は

25

①
　

当
座

預
金

②
　

フ
ィ

ン
テ

ッ
ク

③
　

暗
号

資
産

④
　

マ
ネ

ー
ス

ト
ッ

ク

⑤
　

信
用

創
造

問
6

　
下

線
部

ⓔ
に

関
し

て
、

日
本

の
金

融
政

策
に

関
す

る
記

述
と

し
て

も
っ

と
も

適
切

な
も

の
を

次
の

①
〜

④
の

中
か

ら
1

つ
選

び
、

そ
の

番
号

を
マ

ー
ク

し
な

さ
い

。

解
答
番
号
は

26

①
　

政
策

金
利

の
中

心
は

、
従

来
の

コ
ー

ル
レ

ー
ト

か
ら

、
現

在
は

公
定

歩
合

に
変

更
さ

れ
て

い
る

。

②
　

金
融

政
策

の
目

的
は

、
景

気
変

動
の

緩
和

で
あ

り
、

物
価

の
安

定
は

含
ま

れ
な

い
。

③
　

不
況

の
と

き
に

は
、

買
い

オ
ペ

レ
ー

シ
ョ

ン
に

よ
り

金
融

緩
和

を
行

う
。

④
　

景
気

が
過

熱
し

た
と

き
は

、
預

金
準

備
率

を
引

き
下

げ
る

こ
と

に
よ

っ
て

、
金

融
引

き
締

め
を

行
う

。
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問
4

　
下

線
部

ⓓ
に

関
し

て
、

労
働

組
合

法
で

禁
止

さ
れ

て
い

る
不

当
労

働
行

為
に

該
当

す
る

事
例

と
し

て
適
切
で
な
い
も
の

を
次

の
①

〜
④

の
中

か
ら

1
つ

選
び

、
そ

の
番

号
を

マ
ー

ク
し

な
さ

い
。

解
答
番
号
は

34

①
　

使
用

者
が

労
働

者
を

雇
用

す
る

に
あ

た
り

、
労

働
組

合
に

加
入

し
な

い
こ

と
を

約
束

さ
せ

た
。

②
　

労
働

組
合

に
加

入
し

て
い

る
労

働
者

が
会

社
の

備
品

を
頻

繁
に

持
ち

帰
り

、
私

的
に

使
用

し
て

い
た

た
め

、
そ

の
こ

と
を

理
由

に
解

雇
さ

れ
た

。

③
　

労
働

組
合

の
加

入
者

が
少

な
く

活
動

費
が

不
足

し
て

い
る

こ
と

憂
慮

し
た

使
用

者
が

、

労
働

組
合

の
活

動
費

を
援

助
し

た
。

④
　

労
働

組
合

が
使

用
者

に
団

体
交

渉
を

申
し

入
れ

た
が

、
使

用
者

は
正

当
な

理
由

な
く

団
体

交
渉

を
拒

否
し

た
。

問
5

　
下

線
部

ⓔ
に

関
し

て
、

争
議

行
為

の
種

類
の

う
ち

使
用

者
側

が
行

う
も

の
と

し
て

も
っ

と
も

適
切

な
も

の
を

次
の

①
〜

⑤
の

中
か

ら
1

つ
選

び
、

そ
の

番
号

を
マ

ー
ク

し
な

さ
い

。

解
答
番
号
は

35

①
　

ロ
ッ

ク
ア

ウ
ト

②
　

ス
ト

ラ
イ

キ

③
　

ボ
イ

コ
ッ

ト

④
　

サ
ボ

タ
ー

ジ
ュ

⑤
　

ピ
ケ

ッ
テ

ィ
ン

グ
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問
2

　
下

線
部

ⓑ
に

関
し

て
、

民
法

上
の

契
約

の
例

と
し

て
適
切
で
な
い
も
の

を
次

の
①

〜
⑤

の
中

か
ら

1
つ

選
び

、
そ

の
番

号
を

マ
ー

ク
し

な
さ

い
。

解
答
番
号
は

32

①
　

国
立

大
学

を
受

験
す

る
。

②
　

最
寄

り
の

停
留

所
か

ら
バ

ス
に

乗
る

。

③
　

一
生

友
達

で
い

よ
う

と
友

人
と

約
束

を
す

る
。

④
　

置
き

配
指

定
の

宅
配

便
で

荷
物

を
送

る
。

⑤
　

ス
マ

ー
ト

フ
ォ

ン
に

音
楽

を
ダ

ウ
ン

ロ
ー

ド
す

る
。

問
3

　
下

線
部

ⓒ
に

関
し

て
、

就
業

形
態

に
関

す
る

次
の

語
句

Ａ
〜

Ｃ
と

そ
れ

に
関

係
の

深
い

記
述

ア
〜

ウ
の

組
合

せ
と

し
て

も
っ

と
も

適
切

な
も

の
を

下
の

①
〜

⑥
の

中
か

ら
1

つ
選

び
、

そ
の

番
号

を
マ

ー
ク

し
な

さ
い

。

解
答
番
号
は

33

Ａ
　

フ
レ

ッ
ク

ス
タ

イ
ム

制

Ｂ
　

裁
量

労
働

制

Ｃ
　

ギ
グ

ワ
ー

カ
ー

ア
　

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト
を

通
じ

て
単

発
の

仕
事

を
依

頼
さ

れ
て

働
く

。

イ
　

一
定

の
時

間
帯

の
中

で
出

退
社

時
間

を
自

由
に

決
め

る
。

ウ
　

労
働

時
間

の
管

理
を

労
働

者
本

人
に

委
ね

る
。

①
　

Ａ
─

ア
　

Ｂ
─

イ
　

Ｃ
─

ウ

②
　

Ａ
─

ア
　

Ｂ
─

ウ
　

Ｃ
─

イ

③
　

Ａ
─

イ
　

Ｂ
─

ア
　

Ｃ
─

ウ

④
　

Ａ
─

イ
　

Ｂ
─

ウ
　

Ｃ
─

ア

⑤
　

Ａ
─

ウ
　

Ｂ
─

ア
　

Ｃ
─

イ

⑥
　

Ａ
─

ウ
　

Ｂ
─

イ
　

Ｃ
─

ア
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問
8

　
下

線
部

ⓕ
に

関
し

て
、

次
の

資
料

は
、

ク
ー

リ
ン

グ
・

オ
フ

に
つ

い
て

ま
と

め
た

も
の

で
あ

る
。

資
料

に
基

づ
く

内
容

と
し

て
適
切
で
な
い
も
の

を
下

の
①

〜
④

の
中

か
ら

1
つ

選
び

、
そ

の
番

号
を

マ
ー

ク
し

な
さ

い
。

解
答
番
号
は

38

資
料 特

定
商

取
引

法
に

お
け

る
ク

ー
リ

ン
グ

・
オ

フ
が

で
き

る
期

間
と

取
引

8
日

間
訪

問
販

売

（
キ

ャ
ッ

チ
セ

ー
ル

ス
、

ア
ポ

イ
ン

ト
メ

ン
ト

セ
ー

ル
ス

等
を

含
む

）

電
話

勧
誘

販
売

特
定

継
続

的
役

務
提

供

（
エ

ス
テ

テ
ィ

ッ
ク

、
美

容
医

療
、

語
学

教
室

、
家

庭
教

師
、

学
習

塾
、

パ
ソ

コ
ン

教
室

、
結

婚
相

手
紹

介
サ

ー
ビ

ス
）

訪
問

購
入

（
業

者
が

消
費

者
の

自
宅

等
を

訪
ね

て
、

商
品

の
買

い
取

り
を

行
う

も
の

）

20
日

間
連

鎖
販

売
取

引

業
務

提
供

誘
引

販
売

取
引

（
内

職
商

法
、

モ
ニ

タ
ー

商
法

等
）

※
通

信
販

売
に

は
、

ク
ー

リ
ン

グ
・

オ
フ

制
度

は
あ

り
ま

せ
ん

。

�
国

民
生

活
セ

ン
タ

ー
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
よ

り
作

成
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問
6

　
空

所
ア

に
入

る
語

句
と

し
て

も
っ

と
も

適
切

な
も

の
を

次
の

①
〜

⑤
の

中
か

ら
1

つ
選

び
、

そ
の

番
号

を
マ

ー
ク

し
な

さ
い

。

解
答
番
号
は

36

①
　

テ
レ

ワ
ー

ク

②
　

ワ
ー

ク
・

ラ
イ

フ
・

バ
ラ

ン
ス

③
　

ワ
ー

ク
シ

ェ
ア

リ
ン

グ

④
　

デ
ィ

ー
セ

ン
ト

・
ワ

ー
ク

⑤
　

ワ
ー

キ
ン

グ
プ

ア

問
7

　
空

所
イ

に
入

る
数

値
と

し
て

も
っ

と
も

適
切

な
も

の
を

次
の

①
〜

⑤
の

中
か

ら
1

つ
選

び
、

そ
の

番
号

を
マ

ー
ク

し
な

さ
い

。

解
答
番
号
は

37

①
　

0.5

②
　

2.5

③
　

5.5

④
　

7.5

⑤
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問
4

　
下

線
部

ⓓ
に

関
し

て
、

労
働

組
合

法
で

禁
止

さ
れ

て
い

る
不

当
労

働
行

為
に

該
当

す
る

事
例

と
し

て
適
切
で
な
い
も
の

を
次

の
①

〜
④

の
中

か
ら

1
つ

選
び

、
そ

の
番

号
を

マ
ー

ク
し

な
さ

い
。

解
答
番
号
は

34

①
　

使
用

者
が

労
働

者
を

雇
用

す
る

に
あ

た
り

、
労

働
組

合
に

加
入

し
な

い
こ

と
を

約
束

さ
せ

た
。

②
　

労
働

組
合

に
加

入
し

て
い

る
労

働
者

が
会

社
の

備
品

を
頻

繁
に

持
ち

帰
り

、
私

的
に

使
用

し
て

い
た

た
め

、
そ

の
こ

と
を

理
由

に
解

雇
さ

れ
た

。

③
　

労
働

組
合

の
加

入
者

が
少

な
く

活
動

費
が

不
足

し
て

い
る

こ
と

憂
慮

し
た

使
用

者
が

、

労
働

組
合

の
活

動
費

を
援

助
し

た
。

④
　

労
働

組
合

が
使

用
者

に
団

体
交

渉
を

申
し

入
れ

た
が

、
使

用
者

は
正

当
な

理
由

な
く

団
体

交
渉

を
拒

否
し

た
。

問
5

　
下

線
部

ⓔ
に

関
し

て
、

争
議

行
為

の
種

類
の

う
ち

使
用

者
側

が
行

う
も

の
と

し
て

も
っ

と
も

適
切

な
も

の
を

次
の

①
〜

⑤
の

中
か

ら
1

つ
選

び
、

そ
の

番
号

を
マ

ー
ク

し
な

さ
い

。

解
答
番
号
は

35

①
　

ロ
ッ

ク
ア

ウ
ト

②
　

ス
ト

ラ
イ

キ

③
　

ボ
イ

コ
ッ

ト

④
　

サ
ボ

タ
ー

ジ
ュ

⑤
　

ピ
ケ

ッ
テ

ィ
ン

グ
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問
2

　
下

線
部

ⓑ
に

関
し

て
、

民
法

上
の

契
約

の
例

と
し

て
適
切
で
な
い
も
の

を
次

の
①

〜
⑤

の
中

か
ら

1
つ

選
び

、
そ

の
番

号
を

マ
ー

ク
し

な
さ

い
。

解
答
番
号
は

32

①
　

国
立

大
学

を
受

験
す

る
。

②
　

最
寄

り
の

停
留

所
か

ら
バ

ス
に

乗
る

。

③
　

一
生

友
達

で
い

よ
う

と
友

人
と

約
束

を
す

る
。

④
　

置
き

配
指

定
の

宅
配

便
で

荷
物

を
送

る
。

⑤
　

ス
マ

ー
ト

フ
ォ

ン
に

音
楽

を
ダ

ウ
ン

ロ
ー

ド
す

る
。

問
3

　
下

線
部

ⓒ
に

関
し

て
、

就
業

形
態

に
関

す
る

次
の

語
句

Ａ
〜

Ｃ
と

そ
れ

に
関

係
の

深
い

記
述

ア
〜

ウ
の

組
合

せ
と

し
て

も
っ

と
も

適
切

な
も

の
を

下
の

①
〜

⑥
の

中
か

ら
1

つ
選

び
、

そ
の

番
号

を
マ

ー
ク

し
な

さ
い

。

解
答
番
号
は

33

Ａ
　

フ
レ

ッ
ク

ス
タ

イ
ム

制

Ｂ
　

裁
量

労
働

制

Ｃ
　

ギ
グ

ワ
ー

カ
ー

ア
　

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト
を

通
じ

て
単

発
の

仕
事

を
依

頼
さ

れ
て

働
く

。

イ
　

一
定

の
時

間
帯

の
中

で
出

退
社

時
間

を
自

由
に

決
め

る
。

ウ
　

労
働

時
間

の
管

理
を

労
働

者
本

人
に

委
ね

る
。

①
　

Ａ
─

ア
　

Ｂ
─

イ
　

Ｃ
─

ウ

②
　

Ａ
─

ア
　

Ｂ
─

ウ
　

Ｃ
─

イ

③
　

Ａ
─

イ
　

Ｂ
─

ア
　

Ｃ
─

ウ

④
　

Ａ
─

イ
　

Ｂ
─

ウ
　

Ｃ
─

ア

⑤
　

Ａ
─

ウ
　

Ｂ
─

ア
　

Ｃ
─

イ

⑥
　

Ａ
─

ウ
　

Ｂ
─

イ
　

Ｃ
─

ア
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問
10

　
空

所
ウ

に
入

る
人

物
名

と
し

て
も

っ
と

も
適

切
な

も
の

を
次

の
①

〜
⑤

の
中

か
ら

1
つ

選
び

、
そ

の
番

号
を

マ
ー

ク
し

な
さ

い
。

解
答
番
号
は

40

①
　

リ
ン

カ
ン

②
　

ケ
ネ

デ
ィ

③
　

ニ
ク

ソ
ン

④
　

レ
ー

ガ
ン

⑤
　

ブ
ッ

シ
ュ 　
　
こ
れ
で
政
治
・
経
済
の
問
題
は
終
わ
り
で
す
　
　

8
0

4
9

_
0

5
_
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K

A
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M
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6
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0
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①
　

電
話

で「
あ

な
た

は
特

別
に

選
ば

れ
ま

し
た

」と
言

わ
れ

、
営

業
所

に
よ

ば
れ

て
健

康

食
品

購
入

の
契

約
を

し
た

。
こ

の
場

合
、

8
日

以
内

で
あ

れ
ば

ク
ー

リ
ン

グ
・

オ
フ

が

で
き

る
。

②
　

友
人

か
ら「

入
会

金
を

払
っ

て
会

員
に

な
り

、
さ

ら
に

会
員

を
増

や
す

と
そ

の
分

報

酬
が

得
ら

れ
る

」と
誘

わ
れ

て
入

会
し

た
。

こ
の

場
合

、
20

日
以

内
で

あ
れ

ば
ク

ー
リ

ン
グ

・
オ

フ
が

で
き

る
。

③
　

友
人

と
英

会
話

教
室

の
説

明
会

に
行

き
、

6
か

月
で

30
万

円
の

受
講

契
約

を
し

た

が
、

帰
宅

後
、

高
額

で
支

払
い

が
難

し
い

と
考

え
直

し
た

。
こ

の
場

合
、

8
日

以
内

で

あ
れ

ば
ク

ー
リ

ン
グ

・
オ

フ
が

で
き

る
。

④
　

リ
サ

イ
ク

ル
シ

ョ
ッ

プ
の

オ
ン

ラ
イ

ン
ス

ト
ア

で
家

具
を

購
入

し
た

が
、

届
い

た
も

の
が

部
屋

の
サ

イ
ズ

に
合

わ
な

か
っ

た
。

こ
の

場
合

、
20

日
以

内
で

あ
れ

ば
ク

ー
リ

ン
グ

・
オ

フ
が

で
き

る
。

問
9

　
下

線
部

ⓖ
に

関
し

て
、

エ
シ

カ
ル

消
費

に
か

な
う

消
費

行
動

と
し

て
適
切
で
な
い
も
の

を
次

の
①

〜
④

の
中

か
ら

1
つ

選
び

、
そ

の
番

号
を

マ
ー

ク
し

な
さ

い
。

解
答
番
号
は

39

①
　

環
境

負
荷

の
少

な
い

商
品

を
購

入
す

る
グ

リ
ー

ン
・

コ
ン

シ
ュ

ー
マ

ー
活

動
。

②
　

発
展

途
上

国
の

製
品

を
適

正
な

価
格

で
取

り
引

き
し

た
フ

ェ
ア

ト
レ

ー
ド

商
品

の
購

入
。

③
　

食
べ

切
れ

る
量

の
み

を
購

入
・

調
理

し
食

品
ロ

ス
を

減
ら

す
こ

と
。

④
　

流
行

し
て

い
る

商
品

を
購

入
し

、
そ

の
商

品
を

Ｓ
Ｎ

Ｓ
で

紹
介

す
る

こ
と

。
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①
　

m
a
=

m
g
-

F
 

②
　

m
a
=

m
g
-

F
sin
i

③
　

m
a
=

m
g
-

F
co

si
 

④
　

m
a
=

F
-

m
g

⑤
　

m
a
=

F
sin
i
-

m
g 

⑥
　

m
a
=

F
co

si
-

m
g

問
３

　
図

２
の

よ
う

に
，

質
量

m
A
の

小
球

A
と

質
量

m
B
の

小
球

B
を

軽
い

棒
で

つ
な

い

だ
物

体
を

つ
く

り
，

x
軸

上
に

置
く

。
小

球
A

の
位

置
の

座
標

は
x
=

x
A
，

小
球

B
の

位
置

の
座

標
は

x
=

x
B
で

あ
る

と
き

，
こ

の
物

体
の

重
心

の
座

標
と

し
て

最
も

適
当

な

も
の

を
，

後
の

①
～

⑥
の

中
か

ら
一

つ
選

べ
。

解
答
番
号
は

3

O
x
A

x
B

m
B

m
A

棒
A

B

x

図
　

２

①
　

x
m

m
x

x

A
B

A
B

=
++

 
②

　
x

m
m

x
x

B
A

B
A

=
--

③
　

x
m

m
m

x
m

x

A
B

A
A

B
B

=
++

 
④

　
x

m
m

m
x

m
x

A
B

A
B

A
B

=
++

⑤
　

x
m

m
m

x
m

x

B
A

B
B

A
A

=
--

 
⑥

　
x

m
m

m
x

m
x

B
A

B
A

A
B

=
--
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第
１

問
　

次
の

各
問

に
答

え
な

さ
い

。

問
１

　
A

さ
ん

は
北

向
き

に
速

さ
5

m
/s

で
，

B
さ

ん
は

東
向

き
に

速
さ

5
m
/s

で
移

動
し

て
い

る
。

こ
の

と
き

，
A

さ
ん

か
ら

見
た

B
さ

ん
の

速
度

と
し

て
最

も
適

当
な

も
の

を
，

次
の

①
～

⑧
の

中
か

ら
一

つ
選

べ
。

解
答
番
号
は

1

①
　

北
東

向
き

に
5

m
/s

 
②

　
北

西
向

き
に

5
m
/s

③
　

南
東

向
き

に
5

m
/s

 
④

　
南

西
向

き
に

5
m
/s

⑤
　

北
東

向
き

に
5
2

m
/s

 
⑥

　
北

西
向

き
に
5
2

m
/s

⑦
　

南
東

向
き

に
5
2

m
/s

 
⑧

　
南

西
向

き
に
5
2

m
/s

問
２

　
図

１
の

よ
う

に
，

質
量

m
の

物
体

に
取

り
付

け
た

軽
く

て
伸

び
縮

み
し

な
い

糸
を

，

台
の

角
に

固
定

さ
れ

た
軽

く
て

な
め

ら
か

な
滑

車
に

か
け

て
，

水
平

と
な

す
角

度
が
i

と
な

る
向

き
に

大
き

さ
F

の
力

で
引

い
た

と
こ

ろ
，

物
体

は
鉛

直
方

向
に

加
速

度
a

で

運
動

し
た

。
こ

の
と

き
，

物
体

の
運

動
方

程
式

と
し

て
最

も
適

当
な

も
の

を
，

後
の

①
～

⑥
の

中
か

ら
一

つ
選

べ
。

た
だ

し
，

加
速

度
a

は
鉛

直
上

向
き

を
正

の
向

き
と

し
，

重

力
加

速
度

の
大

き
さ

を
g

と
す

る
。

解
答
番
号
は

2

滑
車

F

物
体

台
糸

i

a

m

図
　

１

物
理
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日
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問
10

　
空

所
ウ

に
入

る
人

物
名

と
し

て
も

っ
と

も
適

切
な

も
の

を
次

の
①

〜
⑤

の
中

か
ら

1
つ

選
び

、
そ

の
番

号
を

マ
ー

ク
し

な
さ

い
。

解
答
番
号
は

40

①
　

リ
ン

カ
ン

②
　

ケ
ネ

デ
ィ

③
　

ニ
ク

ソ
ン

④
　

レ
ー

ガ
ン

⑤
　

ブ
ッ

シ
ュ 　
　
こ
れ
で
政
治
・
経
済
の
問
題
は
終
わ
り
で
す
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65

①
　

電
話

で「
あ

な
た

は
特

別
に

選
ば

れ
ま

し
た

」と
言

わ
れ

、
営

業
所

に
よ

ば
れ

て
健

康

食
品

購
入

の
契

約
を

し
た

。
こ

の
場

合
、

8
日

以
内

で
あ

れ
ば

ク
ー

リ
ン

グ
・

オ
フ

が

で
き

る
。

②
　

友
人

か
ら「

入
会

金
を

払
っ

て
会

員
に

な
り

、
さ

ら
に

会
員

を
増

や
す

と
そ

の
分

報

酬
が

得
ら

れ
る

」と
誘

わ
れ

て
入

会
し

た
。

こ
の

場
合

、
20

日
以

内
で

あ
れ

ば
ク

ー
リ

ン
グ

・
オ

フ
が

で
き

る
。

③
　

友
人

と
英

会
話

教
室

の
説

明
会

に
行

き
、

6
か

月
で

30
万

円
の

受
講

契
約

を
し

た

が
、

帰
宅

後
、

高
額

で
支

払
い

が
難

し
い

と
考

え
直

し
た

。
こ

の
場

合
、

8
日

以
内

で

あ
れ

ば
ク

ー
リ

ン
グ

・
オ

フ
が

で
き

る
。

④
　

リ
サ

イ
ク

ル
シ

ョ
ッ

プ
の

オ
ン

ラ
イ

ン
ス

ト
ア

で
家

具
を

購
入

し
た

が
、

届
い

た
も

の
が

部
屋

の
サ

イ
ズ

に
合

わ
な

か
っ

た
。

こ
の

場
合

、
20

日
以

内
で

あ
れ

ば
ク

ー
リ

ン
グ

・
オ

フ
が

で
き

る
。

問
9

　
下

線
部

ⓖ
に

関
し

て
、

エ
シ

カ
ル

消
費

に
か

な
う

消
費

行
動

と
し

て
適
切
で
な
い
も
の

を
次

の
①

〜
④

の
中

か
ら

1
つ

選
び

、
そ

の
番

号
を

マ
ー

ク
し

な
さ

い
。

解
答
番
号
は

39

①
　

環
境

負
荷

の
少

な
い

商
品

を
購

入
す

る
グ

リ
ー

ン
・

コ
ン

シ
ュ

ー
マ

ー
活

動
。

②
　

発
展

途
上

国
の

製
品

を
適

正
な

価
格

で
取

り
引

き
し

た
フ

ェ
ア

ト
レ

ー
ド

商
品

の
購

入
。

③
　

食
べ

切
れ

る
量

の
み

を
購

入
・

調
理

し
食

品
ロ

ス
を

減
ら

す
こ

と
。

④
　

流
行

し
て

い
る

商
品

を
購

入
し

、
そ

の
商

品
を

Ｓ
Ｎ

Ｓ
で

紹
介

す
る

こ
と

。

8
0

4
9

_
0

5
_

SE
K

A
_

M
.in

dd
   

6
5

2
0

2
5

/1
2

/1
0

   
6

:0
8

65
66

64

傾
向
と
対
策

問
　
題

解
　
答

一般前期／A日程 政治・経済
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問
５

　
x
軸

の
正

の
向

き
に

進
む

縦
波（

疎
密

波
）が

あ
る

。
図

４
⒜

は
，

縦
波

が
発

生
す

る
前

の
媒

質
の

各
点

の
つ

り
合

い
の

位
置

を
表

し
て

お
り

，
図

４
⒝

は
，

縦
波

が
発

生
し

た
後

の
あ

る
時

刻
で

の
媒

質
の

各
点

の
変

位
の

様
子

を
表

し
て

い
る

。
x
軸

の
正

の
向

き
の

変

位
を

y
軸

の
正

の
向

き
に

，
x
軸

の
負

の
向

き
の

変
位

を
y
軸

の
負

の
向

き
に

と
っ

て
，

図
４

⒝
の

時
刻

の
波

形
を

連
続

し
た

横
波

で
表

し
た

図
と

し
て

最
も

適
当

な
も

の
を

，
後

の
①

～
⑥

の
中

か
ら

一
つ

選
べ

。
た

だ
し

，
図

中
の

O
，

A
は

図
４

の
O
，

A
と

そ
れ

ぞ
れ

対
応

し
て

い
る

。

解
答
番
号
は

5

⒜

O
A

O
A

⒝

x x

図
　

４

①
②

y O
x

A

y

O
x

A

③
④

y O
x

A

y

O
x

A

⑤
⑥

y O
x

A

y

O
x

A
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問
４

　
図

３
は

，
x
軸

の
正

の
向

き
に

進
む

振
動

数
f
の

正
弦

波
の

，
時

刻
t
=

0
に

お
け

る

波
形

を
表

す
グ

ラ
フ

で
あ

る
。

こ
の

正
弦

波
の

波
長

を
m
と

し
，

こ
の

正
弦

波
が

t
=

0

よ
り

後
に

は
じ

め
て

図
３

と
同

じ
波

形
と

な
る

時
刻

を
t
=

t 1
と

す
る

。
m
と

t 1
の

組

合
せ

と
し

て
最

も
適

当
な

も
の

を
，

後
の

①
～

⑥
の

中
か

ら
一

つ
選

べ
。

解
答
番
号
は

4

O

変
位

3
6

9
12

15
18

21
24

x〔
cm

〕

図
　

３

m
t 1

①
9.
0
cm

f
21

②
9.
0
cm

f1

③
12
.0

cm
f
21

④
12
.0

cm
f1

⑤
15
.0

cm
f
21

⑥
15
.0

cm
f1
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4
9

_
0

8
_

B
U

T
A

_
M

.in
dd

   
6

9
2

0
2

5
/1

2
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0
   

1
0
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6
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72

向
き

強
さ

①
Ａ

→
Ｂ

の
向

き
V

d

②
Ａ

→
Ｂ

の
向

き
dV

③
Ａ

→
Ｂ

の
向

き
V

d
21

2

④
Ｂ

→
Ａ

の
向

き
V

d

⑤
Ｂ

→
Ａ

の
向

き
dV

⑥
Ｂ

→
Ａ

の
向

き
V

d
21

2

問
８

　
あ

る
食

品
を

電
子

レ
ン

ジ
で

調
理

す
る

た
め

に
，

食
品

に
表

示
さ

れ
て

い
る

電
子

レ
ン

ジ
で

の
調

理
時

間
を

確
認

す
る

と
，「

50
0

Ｗ
で

３
分

30
秒

」と
読

み
取

る
こ

と
が

で
き

た
が「

70
0

Ｗ
で

」に
続

く
部

分
は

割
引

シ
ー

ル
が

貼
っ

て
あ

っ
た

の
で

読
み

取
る

こ
と

が

で
き

な
か

っ
た

。
割

引
シ

ー
ル

の
下

に
書

か
れ

て
い

る
70

0
Ｗ

で
の

調
理

時
間

と
し

て
最

も
適

当
な

も
の

を
，

次
の

①
～

⑥
の

中
か

ら
一

つ
選

べ
。

解
答
番
号
は

8

①
　

２
分

 
②

　
２

分
10

秒
 

③
　

２
分

20
秒

④
　

２
分

30
秒

 
⑤

　
２

分
40

秒
 

⑥
　

２
分

50
秒

8
0

4
9

_
0

8
_

B
U

T
A

_
M

.in
dd

   
7

2
2

0
2

5
/1

2
/1

0
   

1
0

:1
6

71

問
６

　
円

柱
形

の
抵

抗
が

あ
る

。
こ

の
抵

抗
の

長
さ

は
L

，
断

面
の

半
径

は
r，

抵
抗

値
は

R

で
あ

る
。

こ
の

抵
抗

の
抵

抗
率

と
し

て
最

も
適

当
な

も
の

を
，

次
の

①
～

⑥
の

中
か

ら
一

つ
選

べ
。

解
答
番
号
は

6

①
　

rL
R

r
 

②
　

r
L

R
2
r

 
③

　
rL

R
2

r

④
　

Lr
R

r
 

⑤
　

L
r

R
2
r

 
⑥

　
Lr

R
2

r

問
７

　
図

５
の

よ
う

に
，

２
枚

の
金

属
板

A
，

B
を

距
離

d
だ

け
離

し
て

平
行

に
並

べ
，

起

電
力

V
の

直
流

電
源

に
つ

な
い

で
，

十
分

に
時

間
が

経
過

し
た

。
こ

の
と

き
，

金
属

板

A
，

B
間

に
で

き
る

電
場（

電
界
）の

向
き

と
強

さ
の

組
合

せ
と

し
て

最
も

適
当

な
も

の

を
，

後
の

①
～

⑥
の

中
か

ら
一

つ
選

べ
。

た
だ

し
，

A
B

間
に

は
一

様
な

電
場

が
で

き
て

い
る

も
の

と
す

る
。

解
答
番
号
は

7

d V

A
B

図
　

５

8
0

4
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_
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8
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B
U

T
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70

問
５

　
x
軸

の
正

の
向

き
に

進
む

縦
波（

疎
密

波
）が

あ
る

。
図

４
⒜

は
，

縦
波

が
発

生
す

る
前

の
媒

質
の

各
点

の
つ

り
合

い
の

位
置

を
表

し
て

お
り

，
図

４
⒝

は
，

縦
波

が
発

生
し

た
後

の
あ

る
時

刻
で

の
媒

質
の

各
点

の
変

位
の

様
子

を
表

し
て

い
る

。
x
軸

の
正

の
向

き
の

変

位
を

y
軸

の
正

の
向

き
に

，
x
軸

の
負

の
向

き
の

変
位

を
y
軸

の
負

の
向

き
に

と
っ

て
，

図
４

⒝
の

時
刻

の
波

形
を

連
続

し
た

横
波

で
表

し
た

図
と

し
て

最
も

適
当

な
も

の
を

，
後

の
①

～
⑥

の
中

か
ら

一
つ

選
べ

。
た

だ
し

，
図

中
の

O
，

A
は

図
４

の
O
，

A
と

そ
れ

ぞ
れ

対
応

し
て

い
る

。

解
答
番
号
は

5

⒜

O
A

O
A

⒝

x x

図
　

４

①
②

y O
x

A

y

O
x

A

③
④

y O
x

A

y

O
x

A

⑤
⑥

y O
x

A

y

O
x

A
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69

問
４

　
図

３
は

，
x
軸

の
正

の
向

き
に

進
む

振
動

数
f
の

正
弦

波
の

，
時

刻
t
=

0
に

お
け

る

波
形

を
表

す
グ

ラ
フ

で
あ

る
。

こ
の

正
弦

波
の

波
長

を
m
と

し
，

こ
の

正
弦

波
が

t
=

0

よ
り

後
に

は
じ

め
て

図
３

と
同

じ
波

形
と

な
る

時
刻

を
t
=

t 1
と

す
る

。
m
と

t 1
の

組

合
せ

と
し

て
最

も
適

当
な

も
の

を
，

後
の

①
～

⑥
の

中
か

ら
一

つ
選

べ
。

解
答
番
号
は

4

O

変
位

3
6

9
12

15
18

21
24

x〔
cm

〕

図
　

３

m
t 1

①
9.
0
cm

f
21

②
9.
0
cm

f1

③
12
.0

cm
f
21

④
12
.0

cm
f1

⑤
15
.0

cm
f
21

⑥
15
.0

cm
f1

8
0

4
9

_
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8
_

B
U

T
A

_
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問
２

　
物

体
が

ば
ね

か
ら

離
れ

た
後

，
床

面
の

な
め

ら
か

な
領

域
を

運
動

す
る

速
さ

と
し

て
最

も
適

当
な

も
の

を
，

次
の

①
～

⑥
の

中
か

ら
一

つ
選

べ
。

解
答
番
号
は

10

①
　

x
m

gk
0

 
②

　
x

mk
0

 
③

　
m

g
k
x
0

④
　

x
km
g

0
 

⑤
　

x
km

0
 

⑥
　

k
xm
g 0

問
３

　
物

体
が

床
面

の
粗

い
領

域
に

進
入

し
て

か
ら

静
止

す
る

ま
で

の
間

に
，

床
面

か
ら

は
た

ら
く

動
摩

擦
力

が
物

体
に

し
た

仕
事

と
し

て
最

も
適

当
な

も
の

を
，

次
の

①
～

⑥
の

中
か

ら
一

つ
選

べ
。

解
答
番
号
は

11

①
　
-

m
g 

②
　
-

m
gL

 
③

　
Lm
g

-

④
　
-
n
m

g 
⑤

　
-
n
m

gL
 

⑥
　

Lm
g

n
-

8
0

4
9

_
0

8
_

B
U

T
A

_
M

.in
dd

   
7

4
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0
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第
２

問
　

次
の
Ａ

，
Ｂ

に
答

え
な

さ
い

。

Ａ
　

図
１

の
よ

う
に

，
な

め
ら

か
な

領
域

と
粗

い
領

域
が

な
め

ら
か

に
つ

な
が

っ
た

水
平

な
床

面

が
あ

る
。

こ
の

床
面

の
な

め
ら

か
な

領
域

上
に

，
ば

ね
定

数
k

の
軽

い
ば

ね
を

置
き

，
ば

ね

の
左

端
を

固
定

し
，

右
端

に
質

量
m

の
物

体
を

押
し

付
け

て
，

ば
ね

を
自

然
の

長
さ

か
ら

x
0

だ
け

縮
ま

せ
た

と
こ

ろ
で

物
体

を
静

か
に

は
な

し
た

。
物

体
は

な
め

ら
か

な
領

域
を

運
動

し
て

ば
ね

か
ら

離
れ

た
後

，
粗

い
領

域
に

進
入

し
，

粗
い

領
域

内
を

距
離

L
だ

け
運

動
し

て
静

止

し
た

。
物

体
と

床
面

の
粗

い
領

域
の

間
の

動
摩

擦
係

数
を
n
，

重
力

加
速

度
の

大
き

さ
を

g
と

す
る

。

粗
い

領
域

な
め

ら
か

な
領

域物
体

床
面

自
然

の
長

さ

ば
ね

　
k

m

図
　

１

問
１

　
物

体
を

静
か

に
は

な
す

直
前

の
ば

ね
の

弾
性

エ
ネ

ル
ギ

ー
と

し
て

最
も

適
当

な
も

の

を
，

次
の

①
～

⑥
の

中
か

ら
一

つ
選

べ
。

解
答
番
号
は

9

①
　

m
gx

0
 

②
　

m
x

21
0
2
 

③
　

xg
2

0

④
　

k
x
0
 

⑤
　

x
k
21

0
2
 

⑥
　

x
k
2

0

8
0

4
9

_
0

8
_

B
U

T
A

_
M

.in
dd

   
7

3
2

0
2

5
/1

2
/1

0
   

1
0

:1
6

73
74

68

傾
向
と
対
策

問
　
題

解
　
答

一般前期／A日程 物理



76

Ｂ
　

図
２

の
よ

う
に

，
水

平
で

な
め

ら
か

な
床

面
上

に
，

水
平

で
粗

い
上

面
を

も
つ

質
量

M
の

板
を

置
き

，
こ

の
板

上
に

質
量

m（
m
1

M
）の

物
体

を
置

く
。

全
体

が
静

止
し

た
状

態
か

ら
，

物
体

に
水

平
右

向
き

に
大

き
さ

v
0
の

初
速

度
を

与
え

た
と

こ
ろ

，
物

体
が

板
上

を
す

べ

り
始

め
る

と
同

時
に

，
板

も
動

き
出

し
，

や
が

て
板

と
物

体
は

同
じ

速
さ

V
で

運
動

し
た

。

重
力

加
速

度
の

大
き

さ
を

g
と

す
る

。
ま

た
，

物
体

と
板

の
間

の
動

摩
擦

係
数

は
一

定
で

あ

り
，

物
体

と
板

は
同

一
直

線
上

で
運

動
す

る
も

の
と

す
る

。

物
体

v
0

m

板
　

M
な

め
ら

か
な

床
面

粗
い

上
面

図
　

２

問
５

　
大

き
さ

v
0
の

初
速

度
を

与
え

た
直

後
の

物
体

の
運

動
量

の
大

き
さ

と
し

て
最

も
適

当

な
も

の
を

，
次

の
①

～
⑥

の
中

か
ら

一
つ

選
べ

。

解
答
番
号
は

13

①
　

m
v
0
 

②
　

m
v
0
2
 

③
　

m
v

21
0
2

④
　

v
m

M
m

0
+

 
⑤

　
m

M
m

v
0
2

+
 

⑥
　

m
M

m
v

2
0
2

+
^

h

8
0

4
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_
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8
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B
U

T
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_
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75

問
４

　
物

体
が

床
面

の
粗

い
領

域
内

を
運

動
し

た
距

離
L

と
し

て
最

も
適

当
な

も
の

を
，

次

の
①

～
⑥

の
中

か
ら

一
つ

選
べ

。

解
答
番
号
は

12

①
　

L
m

g
k
x
2

0
2

n
=

 
②

　
L

m
g

k
x
0
2

n
=

 
③

　
L

m
g

k
x

2
0

n
=

④
　

L
m

g
k
x
0

n
=

 
⑤

　
L

k
xm
g

2
0

n
=

 
⑥

　
L

k
xm

g 0

n
=

8
0

4
9

_
0

8
_

B
U

T
A

_
M

.in
dd
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74

問
２

　
物

体
が

ば
ね

か
ら

離
れ

た
後

，
床

面
の

な
め

ら
か

な
領

域
を

運
動

す
る

速
さ

と
し

て
最

も
適

当
な

も
の

を
，

次
の

①
～

⑥
の

中
か

ら
一

つ
選

べ
。

解
答
番
号
は

10

①
　

x
m

gk
0

 
②

　
x

mk
0

 
③

　
m

g
k
x
0

④
　

x
km
g

0
 

⑤
　

x
km

0
 

⑥
　

k
xm
g 0

問
３

　
物

体
が

床
面

の
粗

い
領

域
に

進
入

し
て

か
ら

静
止

す
る

ま
で

の
間

に
，

床
面

か
ら

は
た

ら
く

動
摩

擦
力

が
物

体
に

し
た

仕
事

と
し

て
最

も
適

当
な

も
の

を
，

次
の

①
～

⑥
の

中
か

ら
一

つ
選

べ
。

解
答
番
号
は

11

①
　
-

m
g 

②
　
-

m
gL

 
③

　
Lm
g

-

④
　
-
n
m

g 
⑤

　
-
n
m

gL
 

⑥
　

Lm
g

n
-

8
0

4
9

_
0

8
_

B
U

T
A

_
M

.in
dd

   
7

4
2

0
2

5
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2
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0
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0

:1
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73

第
２

問
　

次
の
Ａ

，
Ｂ

に
答

え
な

さ
い

。

Ａ
　

図
１

の
よ

う
に

，
な

め
ら

か
な

領
域

と
粗

い
領

域
が

な
め

ら
か

に
つ

な
が

っ
た

水
平

な
床

面

が
あ

る
。

こ
の

床
面

の
な

め
ら

か
な

領
域

上
に

，
ば

ね
定

数
k

の
軽

い
ば

ね
を

置
き

，
ば

ね

の
左

端
を

固
定

し
，

右
端

に
質

量
m

の
物

体
を

押
し

付
け

て
，

ば
ね

を
自

然
の

長
さ

か
ら

x
0

だ
け

縮
ま

せ
た

と
こ

ろ
で

物
体

を
静

か
に

は
な

し
た

。
物

体
は

な
め

ら
か

な
領

域
を

運
動

し
て

ば
ね

か
ら

離
れ

た
後

，
粗

い
領

域
に

進
入

し
，

粗
い

領
域

内
を

距
離

L
だ

け
運

動
し

て
静

止

し
た

。
物

体
と

床
面

の
粗

い
領

域
の

間
の

動
摩

擦
係

数
を
n
，

重
力

加
速

度
の

大
き

さ
を

g
と

す
る

。

粗
い

領
域

な
め

ら
か

な
領

域物
体

床
面

自
然

の
長

さ

ば
ね

　
k

m

図
　

１

問
１

　
物

体
を

静
か

に
は

な
す

直
前

の
ば

ね
の

弾
性

エ
ネ

ル
ギ

ー
と

し
て

最
も

適
当

な
も

の

を
，

次
の

①
～

⑥
の

中
か

ら
一

つ
選

べ
。

解
答
番
号
は

9

①
　

m
gx

0
 

②
　

m
x

21
0
2
 

③
　

xg
2

0

④
　

k
x
0
 

⑤
　

x
k
21

0
2
 

⑥
　

x
k
2

0

8
0

4
9

_
0

8
_

B
U

T
A

_
M

.in
dd

   
7

3
2

0
2

5
/1

2
/1

0
   

1
0

:1
6

73
74

68

傾
向
と
対
策

問
　
題

解
　
答

一般前期／A日程 物理



78

問
８

　
物

体
の

速
さ

お
よ

び
板

の
速

さ
と

物
体

が
動

き
始

め
て

か
ら

の
時

間
t
の

関
係

を
そ

れ

ぞ
れ

表
す

グ
ラ

フ
と

し
て

最
も

適
当

な
も

の
を

，
次

の
①

～
⑥

の
中

か
ら

一
つ

選
べ

。

解
答
番
号
は

16

①
②

t
Ov
0

V

速
さ

物
体

板

t
Ov
0

V

速
さ

物
体 板

③
④

t
Ov
0

V

速
さ

物
体

板
t

Ov
0

V

速
さ

物
体

板

⑤
⑥

t
Ov
0

V

速
さ

物
体

板
t

Ov
0

V

速
さ

物
体

板

8
0

4
9

_
0

8
_

B
U

T
A

_
M

.in
dd

   
7

8
2

0
2

5
/1

2
/1

0
   

1
0

:1
7

77

問
６

　
静

止
し

て
い

た
物

体
に

大
き

さ
v
0
の

初
速

度
を

与
え

る
間

に
，

物
体

が
受

け
た

力
積

の
大

き
さ

と
し

て
最

も
適

当
な

も
の

を
，

次
の

①
～

⑥
の

中
か

ら
一

つ
選

べ
。

解
答
番
号
は

14

①
　

m
g 

②
　

m
v
0
 

③
　

m
v

21
0
2

④
　

M
m

g
-

^
h

 
⑤

　
M

m
v
0

-
^

h
 

⑥
　

M
m

v
21

0
2

-
^

h

問
７

　
V

を
表

す
式

と
し

て
最

も
適

当
な

も
の

を
，

次
の

①
～

⑥
の

中
か

ら
一

つ
選

べ
。

解
答
番
号
は

15

①
　

V
M

m
M

v
0

=
+

 
②

　
V

m
M

v
m

0
=

+

③
　

V
m

M
v

M
0

=
+

 
④

　
V

m
M

m
v
0

=
+

⑤
　

V
v

m
M

M
0

=
+

 
⑥

　
V

v
m

M
m

0
=

+

8
0

4
9

_
0

8
_

B
U

T
A

_
M

.in
dd

   
7

7
2

0
2

5
/1

2
/1

0
   

1
0

:1
7

77
78

70

傾
向
と
対
策

問
　
題

解
　
答

一般前期／A日程 物理



80

問
２

　
S
P
S
P

2
1

-
の

値
と

し
て

最
も

適
当

な
も

の
を

，
次

の
①

～
⑥

の
中

か
ら

一
つ

選
べ

。

解
答
番
号
は

18

①
　
S
P
S
P

2
1

-
=

0.
10

m
 

②
　
S
P
S
P

2
1

-
=

0.
20

m

③
　
S
P
S
P

2
1

-
=

0.
30

m
 

④
　
S
P
S
P

2
1

-
=

0.
40

m

⑤
　
S
P
S
P

2
1

-
=

0.
60

m
 

⑥
　
S
P
S
P

2
1

-
=

0.
80

m

問
３

　
直

線
l
上

の
あ

る
点

Q
で

観
測

さ
れ

る
音

が
極

大
と

な
る

条
件

と
し

て
最

も
適

当
な

も
の

を
，

次
の

①
～

⑥
の

中
か

ら
一

つ
選

べ
。

た
だ

し
，

音
源

S 1
，

S 2
か

ら
発

生
す

る

音
波

の
波

長
を
m
，

整
数

を
m

と
す

る
。

解
答
番
号
は

19

①
　

m 2
S
Q

S
Q

2
1

m
-

=
 

②
　

m
21

21
S
Q

S
Q

2
1

m
-

=
+

d
n

③
　

S 2
Q
-

S 1
Q
=

m
m
 

④
　

m
21

S
Q

S
Q

2
1

m
-

=
+

d
n

⑤
　

S 2
Q
-

S 1
Q
=

2m
m
 

⑥
　

m
2

1
S
Q

S
Q

2
1

m
-

=
+

^
h

問
４

　
観

測
さ

れ
る

音
が

極
大

と
な

る
直

線
l
上

の
点

の
個

数
と

し
て

最
も

適
当

な
も

の
を

，

次
の

①
～

⑥
の

中
か

ら
一

つ
選

べ
。

必
要

な
ら

ば
，

直
線

l
上

の
点

Q
に

関
し

て
，

不

等
式
S
Q

S
Q

S
S

2
1

1
2

1
-

が
成

り
立

つ
こ

と
を

用
い

て
よ

い
。 解
答
番
号
は

20

①
　

１
個

 
②

　
２

個
 

③
　

３
個

④
　

４
個

 
⑤

　
５

個
 

⑥
　

６
個

8
0

4
9

_
0

8
_

B
U

T
A

_
M

.in
dd

   
8

0
2

0
2

5
/1

2
/1

0
   

1
0

:1
7

79

第
３

問
　

音
波

の
干

渉
に

つ
い

て
後

の
各

問
に

答
え

な
さ

い
。

図
１

の
よ

う
に

，
振

動
数

，
振

幅
，

位
相

が
そ

れ
ぞ

れ
同

じ
音

波
を

発
生

す
る

二
つ

の
音

源

S 1
，

S 2
を

，
1.

0
m

だ
け

離
し

て
固

定
す

る
。

音
源

S 1
，

S 2
を

結
ぶ

直
線

に
対

し
て

平
行

な

直
線

l
上

で
，

音
源

S 1
，

S 2
か

ら
等

距
離

の
点

を
O

と
す

る
。

直
線

l
上

で
音

の
大

き
さ

を

観
測

す
る

と
，

点
O

で
最

も
大

き
い

音
が

観
測

さ
れ

た
。

点
O

か
ら

ゆ
っ

く
り

と
離

れ
て

い

く
と

，
徐

々
に

音
は

小
さ

く
な

り
，

点
P

で
は

じ
め

て
極

小
と

な
っ

た
。

音
源

S 1
，

S 2
か

ら

発
生

す
る

音
波

の
波

長
は

0.
40

m
で

あ
り

，
音

速
は

34
0

m
/s

で
あ

る
。

O

1.
0

m
S 1

S 2

l
P

図
　

１

問
１

　
音

源
S 1

，
S 2

か
ら

発
生

す
る

音
波

の
振

動
数

と
し

て
最

も
適

当
な

も
の

を
，

次
の

①

～
⑥

の
中

か
ら

一
つ

選
べ

。

解
答
番
号
は

17

①
　

68
0

H
z 

②
　

85
0

H
z 

③
　

93
0

H
z

④
　

11
00

H
z 

⑤
　

12
00

H
z 

⑥
　

14
00

H
z

8
0

4
9

_
0

8
_

B
U

T
A

_
M

.in
dd

   
7

9
2

0
2

5
/1

2
/1

0
   

1
0

:1
7

80
79

71

傾
向
と
対
策

A
日
程

B
日
程

解
　
答

一般前期／A日程 物理

78

問
８

　
物

体
の

速
さ

お
よ

び
板

の
速

さ
と

物
体

が
動

き
始

め
て

か
ら

の
時

間
t
の

関
係

を
そ

れ

ぞ
れ

表
す

グ
ラ

フ
と

し
て

最
も

適
当

な
も

の
を

，
次

の
①

～
⑥

の
中

か
ら

一
つ

選
べ

。

解
答
番
号
は

16

①
②

t
Ov
0

V

速
さ

物
体

板

t
Ov
0

V

速
さ

物
体 板

③
④

t
Ov
0

V

速
さ

物
体

板
t

Ov
0

V

速
さ

物
体

板

⑤
⑥

t
Ov
0

V

速
さ

物
体

板
t

Ov
0

V

速
さ

物
体

板

8
0

4
9

_
0

8
_

B
U

T
A

_
M

.in
dd

   
7

8
2

0
2

5
/1

2
/1

0
   

1
0

:1
7

77

問
６

　
静

止
し

て
い

た
物

体
に

大
き

さ
v
0
の

初
速

度
を

与
え

る
間

に
，

物
体

が
受

け
た

力
積

の
大

き
さ

と
し

て
最

も
適

当
な

も
の

を
，

次
の

①
～

⑥
の

中
か

ら
一

つ
選

べ
。

解
答
番
号
は

14

①
　

m
g 

②
　

m
v
0
 

③
　

m
v

21
0
2

④
　

M
m

g
-

^
h

 
⑤

　
M

m
v
0

-
^

h
 

⑥
　

M
m

v
21

0
2

-
^

h

問
７

　
V

を
表

す
式

と
し

て
最

も
適

当
な

も
の

を
，

次
の

①
～

⑥
の

中
か

ら
一

つ
選

べ
。

解
答
番
号
は

15

①
　

V
M

m
M

v
0

=
+

 
②

　
V

m
M

v
m

0
=

+

③
　

V
m

M
v

M
0

=
+

 
④

　
V

m
M

m
v
0

=
+

⑤
　

V
v

m
M

M
0

=
+

 
⑥

　
V

v
m

M
m

0
=

+

8
0

4
9

_
0

8
_

B
U

T
A

_
M

.in
dd

   
7

7
2

0
2

5
/1

2
/1

0
   

1
0

:1
7

77
78

70

傾
向
と
対
策

問
　
題

解
　
答

一般前期／A日程 物理



82

図
１

の
状

態
で

，
z

軸
の

正
の

向
き

に
磁

束
密

度
の

大
き

さ
B

の
一

様
な

磁
場

を
加

え
た

。

問
３

　
導

線
が

磁
場

か
ら

受
け

る
力

の
向

き
と

し
て

最
も

適
当

な
も

の
を

，
次

の
①

～
⑥

の
中

か
ら

一
つ

選
べ

。

解
答
番
号
は

23

①
　

x
軸

の
正

の
向

き
 

②
　

y
軸

の
正

の
向

き
 

③
　

z
軸

の
正

の
向

き

④
　

x
軸

の
負

の
向

き
 

⑤
　

y
軸

の
負

の
向

き
 

⑥
　

z
軸

の
負

の
向

き

問
４

　
導

線
の

長
さ

L
の

部
分

が
磁

場
か

ら
受

け
る

力
の

大
き

さ
と

し
て

最
も

適
当

な
も

の

を
，

次
の

①
～

⑥
の

中
か

ら
一

つ
選

べ
。

解
答
番
号
は

24

①
　

I
LB
2

 
②

　
LI
B

 
③

　
LI
B
2

④
　

I
B

L
2

 
⑤

　
I
B

L
 

⑥
　

I
2
B

L

―
―
こ
れ
で
物
理
の
問
題
は
終
わ
り
で
す

―
―

8
0

4
9

_
0

8
_

B
U

T
A

_
M

.in
dd

   
8

2
2

0
2

5
/1

2
/1

0
   

1
0

:1
7

81

第
４

問
　

電
流

と
磁

場
に

つ
い

て
後

の
各

問
に

答
え

な
さ

い
。

図
１

の
よ

う
に

，
互

い
に

直
交

す
る

x，
y
，

z
軸

を
設

定
し

，
y

軸
上

に
固

定
し

た
細

く
て

十
分

に
長

い
導

線
に

，
y

軸
の

正
の

向
き

に
大

き
さ

I
の

電
流

を
流

し
て

い
る

。

y
z

x
a

O

導
線

I

図
　

１

問
１

　
x

軸
上

の
点（

a
，

0，
0）

に
お

け
る

磁
場（

磁
界
）の

向
き

と
し

て
最

も
適

当
な

も
の

を
，

次
の

①
～

⑥
の

中
か

ら
一

つ
選

べ
。

解
答
番
号
は

21

①
　

x
軸

の
正

の
向

き
 

②
　

y
軸

の
正

の
向

き
 

③
　

z
軸

の
正

の
向

き

④
　

x
軸

の
負

の
向

き
 

⑤
　

y
軸

の
負

の
向

き
 

⑥
　

z
軸

の
負

の
向

き

問
２

　
x

軸
上

の
点（

a
，

0，
0）

に
お

け
る

磁
場

の
強

さ
と

し
て

最
も

適
当

な
も

の
を

，
次

の

①
～

⑥
の

中
か

ら
一

つ
選

べ
。

解
答
番
号
は

22

①
　

aI 2
 

②
　

aI
 

③
　

aI 2

④
　

a
I
2
r

 
⑤

　
aI r

 
⑥

　
aI
2

r

8
0

4
9

_
0

8
_

B
U

T
A

_
M

.in
dd

   
8

1
2

0
2

5
/1

2
/1

0
   

1
0

:1
7

81
82

72

傾
向
と
対
策

問
　
題

解
　
答

一般前期／A日程 物理



84

問
３

　
典

型
元

素
，

遷
移

元
素

の
原

子
に

関
す

る
次

の
記

述
ａ

，
ｂ

の
正

誤
の

組
合

せ
と

し
て

も
っ

と
も

適
切

な
も

の
を

後
の

①
～

④
の

中
か

ら
１

つ
選

び
，

そ
の

番
号

を
マ

ー
ク

し
な

さ
い

。

解
答
番
号
は

3

ａ
　

典
型

元
素

の
原

子
は

，
周

期
表

の
同

一
周

期
で

は
右

に
行

く
ほ

ど
原

子
半

径
が

大
き

く
な

る
。

ｂ
　

遷
移

元
素

の
原

子
は

，
同

じ
元

素
の

原
子

で
あ

っ
て

も
酸

化
数

の
違

う
も

の
が

存
在

す
る

。

ａ
ｂ

①
正

正

②
正

誤

③
誤

正

④
誤

誤

問
４

　
Br

原
子

の
電

子
配

置
に

お
い

て
，

も
っ

と
も

外
側

の
電

子
壳

は
N

壳
と

な
る

。
こ

の

N
壳

に
は

最
大

何
個

の
電

子
が

入
る

こ
と

が
で

き
る

か
。

ま
た

，
Br

原
子

の
価

電
子

の

数
は

何
個

か
。

N
壳

に
入

る
電

子
の

最
大

数
と

Br
原

子
の

価
電

子
の

数
の

組
合

せ
と

し

て
も

っ
と

も
適

切
な

も
の

を
次

の
①

～
⑤

の
中

か
ら

１
つ

選
び

，
そ

の
番

号
を

マ
ー

ク
し

な
さ

い
。

解
答
番
号
は

4

N
壳

に
入

る
電

子
の

最
大

数
Br

原
子

の
価

電
子

の
数

①
８

１

②
16

１

③
16

７

④
32

１

⑤
32

７

8
0

4
9

_
0

9
_

K
A

G
A

_
M

.in
dd

   
8

4
2

0
2

5
/1

2
/1

9
   

2
1

:4
1

83

必
要

が
あ

れ
ば

，
原

子
量

や
定

数
は

次
の

値
を

使
う

こ
と

。

原
子

量
　

H
=

1.
0　

　
C
=

12
　

　
N
=

14
　

　
O
=

16
　

　
Cu
=

64

0
℃

，
1.

01
3#

10
5
Pa（

標
準

状
態
）に

お
け

る
気

体
1

m
ol

の
体

積
は

22
.4

L

ア
ボ

ガ
ド

ロ
定

数
　
N
A
=

6.
0#

10
23
/m

ol

フ
ァ

ラ
デ

ー
定

数
　

F
=

9.
65
#

10
4
C/

m
ol

第
１

問
　

次
の

各
問

に
答

え
な

さ
い

。

問
１

　
炎

色
反

応
を
示
さ
な
い

金
属

元
素

を
次

の
①

～
⑤

の
中

か
ら

１
つ

選
び

，
そ

の
番

号
を

マ
ー

ク
し

な
さ

い
。

解
答
番
号
は

1

①
　

N
a 

②
　

Ca
 

③
　

Fe

④
　

Ba
 

⑤
　

Sr

問
２

　
物

質
の

状
態

変
化

に
関

す
る

記
述

と
し

て
誤
っ
て
い
る
も
の

を
次

の
①

～
④

の
中

か
ら

１
つ

選
び

，
そ

の
番

号
を

マ
ー

ク
し

な
さ

い
。

解
答
番
号
は

2

①
　

ド
ラ

イ
ア

イ
ス

は
常

温
，

常
圧

で
昇

華
す

る
。

②
　

液
体

状
態

の
物

質
の

温
度

が
沸

点
に

達
す

る
と

蒸
発

が
始

ま
る

。

③
　

固
体

状
態

で
も

各
粒

子
は

熱
運

動
を

し
て

い
る

が
，

相
互

の
位

置
は

変
わ

ら
な

い
。

④
　

物
質

の
種

類
は

変
わ

ら
ず

状
態

だ
け

が
変

わ
る

変
化

を
，

物
理

変
化

と
い

う
。

化
学

8
0

4
9

_
0

9
_

K
A

G
A

_
M

.in
dd

   
8

3
2

0
2

5
/1

2
/1

0
   

1
1

:5
1

84
83

73

傾
向
と
対
策

A
日
程

B
日
程

解
　
答
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図
１

の
状

態
で

，
z

軸
の

正
の

向
き

に
磁

束
密

度
の

大
き

さ
B

の
一

様
な

磁
場

を
加

え
た

。

問
３

　
導

線
が

磁
場

か
ら

受
け

る
力

の
向

き
と

し
て

最
も

適
当

な
も

の
を

，
次

の
①

～
⑥

の
中

か
ら

一
つ

選
べ

。

解
答
番
号
は

23

①
　

x
軸

の
正

の
向

き
 

②
　

y
軸

の
正

の
向

き
 

③
　

z
軸

の
正

の
向

き

④
　

x
軸

の
負

の
向

き
 

⑤
　

y
軸

の
負

の
向

き
 

⑥
　

z
軸

の
負

の
向

き

問
４

　
導

線
の

長
さ

L
の

部
分

が
磁

場
か

ら
受

け
る

力
の

大
き

さ
と

し
て

最
も

適
当

な
も

の

を
，

次
の

①
～

⑥
の

中
か

ら
一

つ
選

べ
。

解
答
番
号
は

24

①
　

I
LB
2

 
②

　
LI
B

 
③

　
LI
B
2

④
　

I
B

L
2

 
⑤

　
I
B

L
 

⑥
　

I
2
B

L

―
―
こ
れ
で
物
理
の
問
題
は
終
わ
り
で
す

―
―

8
0

4
9

_
0

8
_

B
U

T
A

_
M

.in
dd

   
8

2
2

0
2

5
/1

2
/1

0
   

1
0

:1
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第
４

問
　

電
流

と
磁

場
に

つ
い

て
後

の
各

問
に

答
え

な
さ

い
。

図
１

の
よ

う
に

，
互

い
に

直
交

す
る

x，
y
，

z
軸

を
設

定
し

，
y

軸
上

に
固

定
し

た
細

く
て

十
分

に
長

い
導

線
に

，
y

軸
の

正
の

向
き

に
大

き
さ

I
の

電
流

を
流

し
て

い
る

。

y
z

x
a

O

導
線

I

図
　

１

問
１

　
x

軸
上

の
点（

a
，

0，
0）

に
お

け
る

磁
場（

磁
界
）の

向
き

と
し

て
最

も
適

当
な

も
の

を
，

次
の

①
～

⑥
の

中
か

ら
一

つ
選

べ
。

解
答
番
号
は

21

①
　

x
軸

の
正

の
向

き
 

②
　

y
軸

の
正

の
向

き
 

③
　

z
軸

の
正

の
向

き

④
　

x
軸

の
負

の
向

き
 

⑤
　

y
軸

の
負

の
向

き
 

⑥
　

z
軸

の
負

の
向

き

問
２

　
x

軸
上

の
点（

a
，

0，
0）

に
お

け
る

磁
場

の
強

さ
と

し
て

最
も

適
当

な
も

の
を

，
次

の

①
～

⑥
の

中
か

ら
一

つ
選

べ
。

解
答
番
号
は

22

①
　

aI 2
 

②
　

aI
 

③
　

aI 2

④
　

a
I
2
r

 
⑤

　
aI r

 
⑥

　
aI
2

r
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第
２

問
　

次
の

問
Ａ

，
Ｂ

に
答

え
な

さ
い

。

Ａ
　

酸
・

塩
基

に
関

す
る

次
の

文
を

読
み

，
下

の
問

に
答

え
な

さ
い

。

酸
性

・
塩

基
性

の
強

さ
は

，
pH

で
表

さ
れ

る
。

pH
は

，［
H
+
］=

1.
0#

10
-
n

m
ol
/L

の

と
き

pH
=

Ａ
で

あ
る

。
25

℃
に

お
い

て
は［

H
+
］［

O
H
-
］=

1.0
#

10
-
14 （

m
ol
/L
）2

 

で
あ

り
，

純
水

は
Ｂ

か
ら

，
25

℃
の

純
水

の
pH

は
7

で
あ

る
。

ま
た

，
酸

と
塩

基
が

反
応

す
る

と
，

お
互

い
の

性
質

が
打

ち
消

さ
れ

る
。

こ
の

よ
う

な
反

応
を

中
和

反
応

と
呼

ぶ
。

中
和

反
応

で
は

一
般

的
に

，
水

と
と

も
に

塩
が

生
成

さ
れ

る
。

さ

ら
に

，
こ

の
と

き
生

成
す

る
塩

は
酸

性
塩

，
正

塩
，

塩
基

性
塩

と
い

う
分

類
が

で
き

る
。

問
１

　
空

所
Ａ

・
Ｂ

に
入

る
式

と
語

句
の

組
合

せ
と

し
て

も
っ

と
も

適
切

な
も

の
を

次
の

①
～

④
の

中
か

ら
１

つ
選

び
，

そ
の

番
号

を
マ

ー
ク

し
な

さ
い

。

解
答
番
号
は

8

Ａ
Ｂ

①
14
-

n
［

H
+
］と

［
O

H
-
］が

等
し

い

②
14
-

n
電

離
し

な
い

③
n

［
H
+
］と

［
O

H
-
］が

等
し

い

④
n

電
離

し
な

い

問
２

　
下

線
部

⒜
に

関
し

て
，

中
和

反
応

の
中

に
は

，
水

が
生

成
し

な
い

中
和

反
応

が
存

在
す

る
。

次
の

酸
と

塩
基

の
組

合
せ

の
う

ち
，

反
応

さ
せ

た
と

き
に

水
が
生
成
し
な
い
も
の

は

ど
れ

か
。

も
っ

と
も

適
切

な
も

の
を

次
の

①
～

⑤
の

中
か

ら
１

つ
選

び
，

そ
の

番
号

を

マ
ー

ク
し

な
さ

い
。

解
答
番
号
は

9

①
　

硫
酸

と
ア

ン
モ

ニ
ア

 
②

　
硫

酸
と

水
酸

化
マ

グ
ネ

シ
ウ

ム

③
　

塩
酸

と
水

酸
化

亜
鉛

 
④

　
炭

酸
と

水
酸

化
ナ

ト
リ

ウ
ム

⑤
　

シ
ュ

ウ
酸

と
水

酸
化

カ
ル

シ
ウ

ム

⒜

⒝
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問
５

　
0

℃
，

1.
01

3#
10
5
Pa

で
，

11
20

m
L

の
酸

素
O
2
と

2.
8

g
の

窒
素

N
2
を

混
合

し

た
と

き
，

そ
の

混
合

気
体

中
に

存
在

す
る

酸
素

分
子

と
窒

素
分

子
の

個
数

の
合

計
は

何
個

か
。

も
っ

と
も

適
切

な
も

の
を

次
の

①
～

⑤
の

中
か

ら
１

つ
選

び
，

そ
の

番
号

を
マ

ー
ク

し
な

さ
い

。
た

だ
し

，
酸

素
と

窒
素

は
反

応
し

な
い

も
の

と
す

る
。 解
答
番
号
は

5

①
　

9.
0#

10
22

個
 

②
　

1.
2#

10
23

個
 

③
　

1.
4#

10
23

個

④
　

1.
6#

10
23

個
 

⑤
　

1.
8#

10
23

個

問
６

　
塩

化
カ

リ
ウ

ム
K

Cl
は

40
℃

の
水

10
0

g
に

最
大

で
40

g
溶

け
る

。
40

℃
の

塩
化

カ
リ

ウ
ム

飽
和

水
溶

液
10

0
g

に
溶

け
て

い
る

塩
化

カ
リ

ウ
ム

は
何

g
か

。
も

っ
と

も
適

切
な

も
の

を
次

の
①

～
⑤

の
中

か
ら

１
つ

選
び

，
そ

の
番

号
を

マ
ー

ク
し

な
さ

い
。

解
答
番
号
は

6

①
　

15
g 

②
　

29
g 

③
　

40
g

④
　

60
g 

⑤
　

71
g

問
７

　
酸

素
O
2
に

強
い

紫
外

線
を

当
て

る
と

オ
ゾ

ン
O
3
を

生
じ

る
。

こ
の

と
き

の
反

応
式

は
，

次
の

通
り

で
あ

る
。

3O
2
→

2O
3

0
℃

，
1.

01
3#

10
5
Pa

で
，

5.
0

L
の

酸
素

に
紫

外
線

を
当

て
る

と
，

酸
素

の
一

部
が

オ
ゾ

ン
に

変
化

し
，

全
体

の
体

積
が

4.
0

L
に

な
っ

た
。

こ
の

と
き

，
何

L
の

酸
素

が

残
っ

て
い

る
か

。
も

っ
と

も
適

切
な

も
の

を
次

の
①

～
⑤

の
中

か
ら

１
つ

選
び

，
そ

の
番

号
を

マ
ー

ク
し

な
さ

い
。

た
だ

し
，

反
応

に
よ

っ
て

気
体

全
体

の
温

度
，

圧
力

は
変

化
し

な
い

も
の

と
す

る
。

解
答
番
号
は

7

①
　

0.
50

L 
②

　
1.

0
L 

③
　

2.
0

L

④
　

2.
5

L 
⑤

　
3.

0
L

8
0

4
9

_
0

9
_

K
A

G
A

_
M
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問
４

　
空

所
Ｃ

・
Ｄ

に
入

る
化

学
式

の
組

合
せ

と
し

て
も

っ
と

も
適

切
な

も
の

を
次

の
①

～
④

の
中

か
ら

１
つ

選
び

，
そ

の
番

号
を

マ
ー

ク
し

な
さ

い
。

解
答
番
号
は

11

Ｃ
Ｄ

①
M

n+
CO

2

②
M

n+
CO

32
-

③
M

n2
+

CO
2

④
M

n2
+

CO
32
-

問
５

　
2.

5#
10
-
2
m

ol
/L

の
シ

ュ
ウ

酸
水

溶
液

20
m

L
を

コ
ニ

カ
ル

ビ
ー

カ
ー

に
と

り
，

そ

こ
に

希
硫

酸
を

加
え

た
。

こ
れ

に
，

濃
度

が
わ

か
ら

な
い

過
マ

ン
ガ

ン
酸

カ
リ

ウ
ム

水
溶

液
を

ビ
ュ

レ
ッ

ト
か

ら
滴

下
し

て
い

く
と

，
40

m
L

加
え

た
と

こ
ろ

で
コ

ニ
カ

ル
ビ

ー

カ
ー

内
の

溶
液

の
色

が
無

色
か

ら
薄

い
赤

紫
色

に
な

っ
た

。
こ

の
と

き
用

い
た

過
マ

ン
ガ

ン
酸

カ
リ

ウ
ム

水
溶

液
の

モ
ル

濃
度

と
し

て
も

っ
と

も
適

切
な

も
の

を
次

の
①

～
⑤

の
中

か
ら

１
つ

選
び

，
そ

の
番

号
を

マ
ー

ク
し

な
さ

い
。

解
答
番
号
は

12

①
　

3.
1#

10
-
3
m

ol
/L

 
②

　
5.

0#
10
-
3
m

ol
/L

 
③

　
3.

1#
10
-
2
m

ol
/L

④
　

5.
0#

10
-
2
m

ol
/L

 
⑤

　
7.

8#
10
-
2
m

ol
/L

問
６

　
下

線
部

⒞
に

関
し

て
，

二
酸

化
硫

黄
は

酸
化

剤
と

し
て

も
還

元
剤

と
し

て
も

は
た

ら
く

こ
と

が
で

き
る

。
二

酸
化

硫
黄

が
酸

化
剤

と
し

て
は

た
ら

く
反

応
相

手
と

し
て

も
っ

と
も

適
切

な
も

の
を

次
の

①
～

④
の

中
か

ら
１

つ
選

び
，

そ
の

番
号

を
マ

ー
ク

し
な

さ
い

。

解
答
番
号
は

13

①
　

二
ク

ロ
ム

酸
カ

リ
ウ

ム
 

②
　

濃
硝

酸

③
　

硫
化

水
素

 
④

　
塩

素

8
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9
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問
３

　
下

線
部

⒝
に

関
し

て
，

塩
の

分
類

の
組

合
せ

と
し

て
も

っ
と

も
適

切
な

も
の

を
次

の
①

～
⑥

の
中

か
ら

１
つ

選
び

，
そ

の
番

号
を

マ
ー

ク
し

な
さ

い
。

解
答
番
号
は

10

酸
性

塩
正

塩
塩

基
性

塩

①
硫

酸
ア

ン
モ

ニ
ウ

ム
硫

酸
水

素
ナ

ト
リ

ウ
ム

炭
酸

ナ
ト

リ
ウ

ム

②
硫

酸
ア

ン
モ

ニ
ウ

ム
硫

酸
水

素
ナ

ト
リ

ウ
ム

塩
化

水
酸

化
マ

グ
ネ

シ
ウ

ム

③
硫

酸
ア

ン
モ

ニ
ウ

ム
酢

酸
ナ

ト
リ

ウ
ム

塩
化

水
酸

化
マ

グ
ネ

シ
ウ

ム

④
炭

酸
水

素
ナ

ト
リ

ウ
ム

硫
酸

水
素

ナ
ト

リ
ウ

ム
炭

酸
ナ

ト
リ

ウ
ム

⑤
炭

酸
水

素
ナ

ト
リ

ウ
ム

酢
酸

ナ
ト

リ
ウ

ム
炭

酸
ナ

ト
リ

ウ
ム

⑥
炭

酸
水

素
ナ

ト
リ

ウ
ム

酢
酸

ナ
ト

リ
ウ

ム
塩

化
水

酸
化

マ
グ

ネ
シ

ウ
ム

Ｂ
　

酸
化

還
元

反
応

に
関

す
る

次
の

文
を

読
み

，
下

の
問

に
答

え
な

さ
い

。

硫
酸

酸
性

の
過

マ
ン

ガ
ン

酸
カ

リ
ウ

ム
K
M

nO
4
と

シ
ュ

ウ
酸（

CO
O
H
） 2

の
酸

化
還

元

反
応

に
お

い
て

は
，

酸
化

剤
と

し
て

過
マ

ン
ガ

ン
酸

カ
リ

ウ
ム

が
は

た
ら

き
，

還
元

剤
と

し

て
シ

ュ
ウ

酸
が

は
た

ら
く

。
こ

の
と

き
の

そ
れ

ぞ
れ

の
イ

オ
ン

反
応

式
を

書
く

と
，

次
の

よ

う
に

な
る

。

（
酸

化
剤
）　

M
nO

4-
+

8H
+
+

5e
-
→

Ｃ
+

4H
2O

（
還

元
剤
）　
（

CO
O
H
） 2

→
2

Ｄ
+

2H
+
+

2e
-

こ
の

２
つ

の
式

か
ら

酸
化

還
元

反
応

の
反

応
式

を
つ

く
る

と
，

次
の

よ
う

に
な

る
。

2K
M

nO
4+

3H
2S

O
4+

5（
CO

O
H
） 2

→
2M

nS
O
4+

10
CO

2+
8H

2O
+

K
2S

O
4

酸
化

剤
，

還
元

剤
と

し
て

は
た

ら
く

物
質

の
中

に
は

，
反

応
相

手
に

よ
っ

て
酸

化
剤

に
も

還
元

剤
に

も
な

る
も

の
が

存
在

す
る

。
⒞
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第
２

問
　

次
の

問
Ａ

，
Ｂ

に
答

え
な

さ
い

。

Ａ
　

酸
・

塩
基

に
関

す
る

次
の

文
を

読
み

，
下

の
問

に
答

え
な

さ
い

。

酸
性

・
塩

基
性

の
強

さ
は

，
pH

で
表

さ
れ

る
。

pH
は

，［
H
+
］=

1.
0#

10
-
n

m
ol
/L

の

と
き

pH
=

Ａ
で

あ
る

。
25

℃
に

お
い

て
は［

H
+
］［

O
H
-
］=

1.0
#

10
-
14 （

m
ol
/L
）2

 

で
あ

り
，

純
水

は
Ｂ

か
ら

，
25

℃
の

純
水

の
pH

は
7

で
あ

る
。

ま
た

，
酸

と
塩

基
が

反
応

す
る

と
，

お
互

い
の

性
質

が
打

ち
消

さ
れ

る
。

こ
の

よ
う

な
反

応
を

中
和

反
応

と
呼

ぶ
。

中
和

反
応

で
は

一
般

的
に

，
水

と
と

も
に

塩
が

生
成

さ
れ

る
。

さ

ら
に

，
こ

の
と

き
生

成
す

る
塩

は
酸

性
塩

，
正

塩
，

塩
基

性
塩

と
い

う
分

類
が

で
き

る
。

問
１

　
空

所
Ａ

・
Ｂ

に
入

る
式

と
語

句
の

組
合

せ
と

し
て

も
っ

と
も

適
切

な
も

の
を

次
の

①
～

④
の

中
か

ら
１

つ
選

び
，

そ
の

番
号

を
マ

ー
ク

し
な

さ
い

。

解
答
番
号
は

8

Ａ
Ｂ

①
14
-

n
［

H
+
］と

［
O

H
-
］が

等
し

い

②
14
-

n
電

離
し

な
い

③
n

［
H
+
］と

［
O

H
-
］が

等
し

い

④
n

電
離

し
な

い

問
２

　
下

線
部

⒜
に

関
し

て
，

中
和

反
応

の
中

に
は

，
水

が
生

成
し

な
い

中
和

反
応

が
存

在
す

る
。

次
の

酸
と

塩
基

の
組

合
せ

の
う

ち
，

反
応

さ
せ

た
と

き
に

水
が
生
成
し
な
い
も
の

は

ど
れ

か
。

も
っ

と
も

適
切

な
も

の
を

次
の

①
～

⑤
の

中
か

ら
１

つ
選

び
，

そ
の

番
号

を

マ
ー

ク
し

な
さ

い
。

解
答
番
号
は

9

①
　

硫
酸

と
ア

ン
モ

ニ
ア

 
②

　
硫

酸
と

水
酸

化
マ

グ
ネ

シ
ウ

ム

③
　

塩
酸

と
水

酸
化

亜
鉛

 
④

　
炭

酸
と

水
酸

化
ナ

ト
リ

ウ
ム

⑤
　

シ
ュ

ウ
酸

と
水

酸
化

カ
ル

シ
ウ

ム

⒜

⒝
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問
５

　
0

℃
，

1.
01

3#
10
5
Pa

で
，

11
20

m
L

の
酸

素
O
2
と

2.
8

g
の

窒
素

N
2
を

混
合

し

た
と

き
，

そ
の

混
合

気
体

中
に

存
在

す
る

酸
素

分
子

と
窒

素
分

子
の

個
数

の
合

計
は

何
個

か
。

も
っ

と
も

適
切

な
も

の
を

次
の

①
～

⑤
の

中
か

ら
１

つ
選

び
，

そ
の

番
号

を
マ

ー
ク

し
な

さ
い

。
た

だ
し

，
酸

素
と

窒
素

は
反

応
し

な
い

も
の

と
す

る
。 解
答
番
号
は

5

①
　

9.
0#

10
22

個
 

②
　

1.
2#

10
23

個
 

③
　

1.
4#

10
23

個

④
　

1.
6#

10
23

個
 

⑤
　

1.
8#

10
23

個

問
６

　
塩

化
カ

リ
ウ

ム
K

Cl
は

40
℃

の
水

10
0

g
に

最
大

で
40

g
溶

け
る

。
40

℃
の

塩
化

カ
リ

ウ
ム

飽
和

水
溶

液
10

0
g

に
溶

け
て

い
る

塩
化

カ
リ

ウ
ム

は
何

g
か

。
も

っ
と

も
適

切
な

も
の

を
次

の
①

～
⑤

の
中

か
ら

１
つ

選
び

，
そ

の
番

号
を

マ
ー

ク
し

な
さ

い
。

解
答
番
号
は

6

①
　

15
g 

②
　

29
g 

③
　

40
g

④
　

60
g 

⑤
　

71
g

問
７

　
酸

素
O
2
に

強
い

紫
外

線
を

当
て

る
と

オ
ゾ

ン
O
3
を

生
じ

る
。

こ
の

と
き

の
反

応
式

は
，

次
の

通
り

で
あ

る
。

3O
2
→

2O
3

0
℃

，
1.

01
3#

10
5
Pa

で
，

5.
0

L
の

酸
素

に
紫

外
線

を
当

て
る

と
，

酸
素

の
一

部
が

オ
ゾ

ン
に

変
化

し
，

全
体

の
体

積
が

4.
0

L
に

な
っ

た
。

こ
の

と
き

，
何

L
の

酸
素

が

残
っ

て
い

る
か

。
も

っ
と

も
適

切
な

も
の

を
次

の
①

～
⑤

の
中

か
ら

１
つ

選
び

，
そ

の
番

号
を

マ
ー

ク
し

な
さ

い
。

た
だ

し
，

反
応

に
よ

っ
て

気
体

全
体

の
温

度
，

圧
力

は
変

化
し

な
い

も
の

と
す

る
。

解
答
番
号
は

7

①
　

0.
50

L 
②

　
1.

0
L 

③
　

2.
0

L

④
　

2.
5

L 
⑤

　
3.

0
L
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問
３

　
ハ

ロ
ゲ

ン
単

体
の

イ
オ

ン
反

応
式

に
つ

い
て

，
実

際
に

反
応

が
起

こ
る

も
の

と
し

て
適

切
な

も
の

を
次

の
①

～
④

の
中

か
ら

１
つ

選
び

，
そ

の
番

号
を

マ
ー

ク
し

な
さ

い
。

解
答
番
号
は

16

①
　

Br
2+

2C
l-

→
2B

r-
+

Cl
2

②
　

I 2
+

2C
l-

→
2I
-
+

Cl
2

③
　

I 2
+

2B
r-

→
2I
-
+

Br
2

④
　

F
2+

2B
r-

→
2F
-
+

Br
2

Ｂ
　

電
池

に
関

す
る

次
の

文
を

読
み

，
下

の
問

に
答

え
な

さ
い

。

下
の

図
の

よ
う

な
電

池
を

Ｄ
電

池
と

呼
ぶ

。
こ

の
電

池
は

電
極

に
亜

鉛
板

と
銅

板
が

用
い

ら
れ

，
Zn

SO
4
水

溶
液

と
Cu

SO
4
水

溶
液

が
素

焼
き

板
で

仕
切

ら
れ

て
い

る
。

亜
鉛

板
は

Zn
SO

4
水

溶
液

に
，

銅
板

は
Cu

SO
4
水

溶
液

に
浸

さ
れ

て
い

る
。

電
流

は
 

Ｅ
の

向
き

に
流

れ
る

。
ま

た
，

電
池

は
い

ろ
い

ろ
な

工
夫

を
す

る
こ

と
で

，
長

持

ち
さ

せ
る

こ
と

が
で

き
る

。

Cu
SO

4

水
溶

液

素
焼

き
板

亜 鉛 板
銅 板

Zn
SO

4

水
溶

液

⒜
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第
３

問
　

次
の

問
Ａ

，
Ｂ

に
答

え
な

さ
い

。

Ａ
　

次
の

各
問

に
答

え
な

さ
い

。

問
１

　
分

子
間

力
に

関
す

る
記

述
と

し
て
誤
っ
て
い
る
も
の

を
次

の
①

～
④

の
中

か
ら

１
つ

選

び
，

そ
の

番
号

を
マ

ー
ク

し
な

さ
い

。

解
答
番
号
は

14

①
　

分
子

間
力

の
強

さ
は

，
化

学
結

合
に

比
べ

る
と

非
常

に
弱

い
。

②
　

水
素

結
合

の
強

さ
は

，
フ

ァ
ン

デ
ル

ワ
ー

ル
ス

力
よ

り
弱

い
。

③
　

分
子

間
力

が
強

い
ほ

ど
，

分
子

か
ら

な
る

物
質

の
沸

点
は

高
く

な
る

。

④
　

ヨ
ウ

素
の

結
晶

は
，

分
子

間
力

に
よ

っ
て

分
子

が
集

ま
っ

て
で

き
た

分
子

結
晶

で
あ

る
。

問
２

　
次

の
記

述
中

の
空

所
Ａ

～
Ｃ

に
入

る
語

句
の

組
合

せ
と

し
て

も
っ

と

も
適

切
な

も
の

を
後

の
①

～
⑥

の
中

か
ら

１
つ

選
び

，
そ

の
番

号
を

マ
ー

ク
し

な
さ

い
。

解
答
番
号
は

15

同
素

体
と

は
，

同
じ

元
素

か
ら

な
る

単
体

で
性

質
が

異
な

る
も

の
の

こ
と

で
あ

る
。

炭

素
の

同
素

体
に

は
ダ

イ
ヤ

モ
ン

ド
や

黒
鉛

な
ど

が
あ

る
。

ダ
イ

ヤ
モ

ン
ド

は
，

Ａ
 

を
単

位
と

す
る

立
体

構
造

を
と

り
，

黒
鉛

は
Ｂ

を
単

位
と

す
る

平
面

層
状

構
造

を
と

る
。

こ
の

た
め

，
Ｃ

は
電

気
伝

導
性

を
も

つ
。

Ａ
Ｂ

Ｃ

①
正

四
面

体
正

五
角

形
黒

鉛

②
正

四
面

体
正

六
角

形
黒

鉛

③
正

四
面

体
正

六
角

形
ダ

イ
ヤ

モ
ン

ド

④
立

方
体

正
五

角
形

黒
鉛

⑤
立

方
体

正
五

角
形

ダ
イ

ヤ
モ

ン
ド

⑥
立

方
体

正
六

角
形

ダ
イ

ヤ
モ

ン
ド
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第
４

問
　

次
の

問
Ａ

，
Ｂ

に
答

え
な

さ
い

。

Ａ
　

次
の

各
問

に
答

え
な

さ
い

。

問
１

　
化

学
反

応
と

反
応

速
度

に
関

す
る

記
述

と
し

て
誤
っ
て
い
る
も
の

を
次

の
①

～
④

の
中

か
ら

１
つ

選
び

，
そ

の
番

号
を

マ
ー

ク
し

な
さ

い
。

解
答
番
号
は

20

①
　

化
学

反
応

が
起

こ
る

た
め

に
は

，
粒

子
が

衝
突

す
る

必
要

が
あ

る
。

②
　

化
学

反
応

が
起

こ
る

た
め

に
は

，
遷

移
状

態（
活

性
化

状
態
）に

達
す

る
必

要
が

あ

る
。

③
　

一
般

に
，

温
度

を
上

昇
さ

せ
る

と
反

応
速

度
は

小
さ

く
な

る
。

④
　

一
般

に
，

反
応

物
の

濃
度

を
大

き
く

す
る

と
反

応
速

度
は

大
き

く
な

る
。

問
２

　
次

の
記

述
中

の
空

所
Ａ

・
Ｂ

に
入

る
語

句
の

組
合

せ
と

し
て

も
っ

と
も

適
切

な
も

の
を

後
の

①
～

④
の

中
か

ら
１

つ
選

び
，

そ
の

番
号

を
マ

ー
ク

し
な

さ

い
。

解
答
番
号
は

21

室
温

で
は

過
酸

化
水

素
は

ほ
と

ん
ど

分
解

し
な

い
が

，
過

酸
化

水
素

水
に

酸
化

マ
ン

ガ

ン（
Ⅳ
）の

粉
末

を
加

え
る

と
，

激
し

く
分

解
が

始
ま

り
酸

素
を

発
生

す
る

。
こ

の
と

き
加

え
る

酸
化

マ
ン

ガ
ン（

Ⅳ
）を

触
媒

と
呼

ぶ
。

反
応

の
前

後
で

，
触

媒
の

量
は

Ａ
。

こ
の

よ
う

に
反

応
が

促
進

さ
れ

る
よ

う
に

な
る

の
は

，
触

媒
を

加
え

る
こ

と
に

よ
っ

て
反

応
の

活
性

化
エ

ネ
ル

ギ
ー

が
Ｂ

か
ら

で
あ

る
。

Ａ
Ｂ

①
減

少
す

る
大

き
く

な
る

②
減

少
す

る
小

さ
く

な
る

③
変

化
し

な
い

大
き

く
な

る

④
変

化
し

な
い

小
さ

く
な

る
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問
４

　
空

所
Ｄ

・
Ｅ

に
入

る
語

句
の

組
合

せ
と

し
て

も
っ

と
も

適
切

な
も

の
を

次
の

①
～

④
の

中
か

ら
１

つ
選

び
，

そ
の

番
号

を
マ

ー
ク

し
な

さ
い

。

解
答
番
号
は

17

Ｄ
Ｅ

①
ダ

ニ
エ

ル
銅

板
か

ら
導

線
を

通
っ

て
亜

鉛
板

②
ダ

ニ
エ

ル
亜

鉛
板

か
ら

導
線

を
通

っ
て

銅
板

③
ボ

ル
タ

銅
板

か
ら

導
線

を
通

っ
て

亜
鉛

板

④
ボ

ル
タ

亜
鉛

板
か

ら
導

線
を

通
っ

て
銅

板

問
５

　
下

線
部

⒜
に

関
し

て
，

こ
の

電
池

を
長

持
ち

さ
せ

る
方

法
と

し
て

も
っ

と
も

適
切

な
も

の
を

次
の

①
～

④
の

中
か

ら
１

つ
選

び
，

そ
の

番
号

を
マ

ー
ク

し
な

さ
い

。

解
答
番
号
は

18

①
　

亜
鉛

板
を

銅
板

に
変

え
る

。

②
　

Zn
SO

4
水

溶
液

の
濃

度
を

大
き

く
す

る
。

③
　

各
水

溶
液

を
入

れ
か

え
る

。

④
　

Cu
SO

4
水

溶
液

の
濃

度
を

大
き

く
す

る
。

問
６

　
こ

の
電

池
を

一
定

時
間

放
電

し
た

後
，

銅
板

の
質

量
を

は
か

っ
た

と
こ

ろ
，

32
m

g
増

加
し

て
い

た
。

こ
の

と
き

流
れ

た
電

気
量

と
し

て
も

っ
と

も
適

切
な

も
の

を
次

の
①

～
⑤

の
中

か
ら

１
つ

選
び

，
そ

の
番

号
を

マ
ー

ク
し

な
さ

い
。

解
答
番
号
は

19

①
　

4.
8

C 
②

　
9.

7
C 

③
　

19
C

④
　

48
C 

⑤
　

97
C

8
0

4
9

_
0

9
_

K
A

G
A

_
M

.in
dd

   
9

1
2

0
2

5
/1

2
/1

0
   

1
1

:5
1

92
91

77

傾
向
と
対
策

A
日
程

B
日
程

解
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90

問
３

　
ハ

ロ
ゲ

ン
単

体
の

イ
オ

ン
反

応
式

に
つ

い
て

，
実

際
に

反
応

が
起

こ
る

も
の

と
し

て
適

切
な

も
の

を
次

の
①

～
④

の
中

か
ら

１
つ

選
び

，
そ

の
番

号
を

マ
ー

ク
し

な
さ

い
。

解
答
番
号
は

16

①
　

Br
2+

2C
l-

→
2B

r-
+

Cl
2

②
　

I 2
+

2C
l-

→
2I
-
+

Cl
2

③
　

I 2
+

2B
r-

→
2I
-
+

Br
2

④
　

F
2+

2B
r-

→
2F
-
+

Br
2

Ｂ
　

電
池

に
関

す
る

次
の

文
を

読
み

，
下

の
問

に
答

え
な

さ
い

。

下
の

図
の

よ
う

な
電

池
を

Ｄ
電

池
と

呼
ぶ

。
こ

の
電

池
は

電
極

に
亜

鉛
板

と
銅

板
が

用
い

ら
れ

，
Zn

SO
4
水

溶
液

と
Cu

SO
4
水

溶
液

が
素

焼
き

板
で

仕
切

ら
れ

て
い

る
。

亜
鉛

板
は

Zn
SO

4
水

溶
液

に
，

銅
板

は
Cu

SO
4
水

溶
液

に
浸

さ
れ

て
い

る
。

電
流

は
 

Ｅ
の

向
き

に
流

れ
る

。
ま

た
，

電
池

は
い

ろ
い

ろ
な

工
夫

を
す

る
こ

と
で

，
長

持

ち
さ

せ
る

こ
と

が
で

き
る

。

Cu
SO

4

水
溶

液

素
焼

き
板

亜 鉛 板
銅 板

Zn
SO

4

水
溶

液

⒜
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第
３

問
　

次
の

問
Ａ

，
Ｂ

に
答

え
な

さ
い

。

Ａ
　

次
の

各
問

に
答

え
な

さ
い

。

問
１

　
分

子
間

力
に

関
す

る
記

述
と

し
て
誤
っ
て
い
る
も
の

を
次

の
①

～
④

の
中

か
ら

１
つ

選

び
，

そ
の

番
号

を
マ

ー
ク

し
な

さ
い

。

解
答
番
号
は

14

①
　

分
子

間
力

の
強

さ
は

，
化

学
結

合
に

比
べ

る
と

非
常

に
弱

い
。

②
　

水
素

結
合

の
強

さ
は

，
フ

ァ
ン

デ
ル

ワ
ー

ル
ス

力
よ

り
弱

い
。

③
　

分
子

間
力

が
強

い
ほ

ど
，

分
子

か
ら

な
る

物
質

の
沸

点
は

高
く

な
る

。

④
　

ヨ
ウ

素
の

結
晶

は
，

分
子

間
力

に
よ

っ
て

分
子

が
集

ま
っ

て
で

き
た

分
子

結
晶

で
あ

る
。

問
２

　
次

の
記

述
中

の
空

所
Ａ

～
Ｃ

に
入

る
語

句
の

組
合

せ
と

し
て

も
っ

と

も
適

切
な

も
の

を
後

の
①

～
⑥

の
中

か
ら

１
つ

選
び

，
そ

の
番

号
を

マ
ー

ク
し

な
さ

い
。

解
答
番
号
は

15

同
素

体
と

は
，

同
じ

元
素

か
ら

な
る

単
体

で
性

質
が

異
な

る
も

の
の

こ
と

で
あ

る
。

炭

素
の

同
素

体
に

は
ダ

イ
ヤ

モ
ン

ド
や

黒
鉛

な
ど

が
あ

る
。

ダ
イ

ヤ
モ

ン
ド

は
，

Ａ
 

を
単

位
と

す
る

立
体

構
造

を
と

り
，

黒
鉛

は
Ｂ

を
単

位
と

す
る

平
面

層
状

構
造

を
と

る
。

こ
の

た
め

，
Ｃ

は
電

気
伝

導
性

を
も

つ
。

Ａ
Ｂ

Ｃ

①
正

四
面

体
正

五
角

形
黒

鉛

②
正

四
面

体
正

六
角

形
黒

鉛

③
正

四
面

体
正

六
角

形
ダ

イ
ヤ

モ
ン

ド

④
立

方
体

正
五

角
形

黒
鉛

⑤
立

方
体

正
五

角
形

ダ
イ

ヤ
モ

ン
ド

⑥
立

方
体

正
六

角
形

ダ
イ

ヤ
モ

ン
ド
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94

Ｂ
　

金
属

イ
オ

ン
の

分
離

に
関

す
る

次
の

文
を

読
み

，
下

の
問

に
答

え
な

さ
い

。

金
属

イ
オ

ン
A

g+
，

Pb
2+

，
Cu

2+
，

Zn
2+

を
含

む
混

合
水

溶
液

か
ら

，
下

の
図

の
よ

う

に
，

各
金

属
イ

オ
ン

を
別

々
の

沈
殿

と
し

て
取

り
出

す
実

験
を

行
っ

た
。

ま
ず

，
こ

の
混

合

水
溶

液
に

Ｃ
を

加
え

る
と

A
g+

と
Pb

2+
を

含
む

白
色

沈
殿

が
生

じ
た

の
で

，
こ

れ
を

ろ
過

し
，

沈
殿

１
と

ろ
液

１
に

分
け

た
。

沈
殿

１
に

Ｄ
を

加
え

る
と

，
白

色

沈
殿

が
残

っ
た

の
で

，
再

度
ろ

過
し

，
沈

殿
２

と
ろ

液
２

に
分

け
た

。
ろ

液
２

に
K
2C

rO
4

水
溶

液
を

加
え

る
と

黄
色

沈
殿

が
生

じ
た

の
で

，
ろ

液
２

に
は

Ｅ
が

含
ま

れ
て

い

る
こ

と
が

わ
か

っ
た

。
ま

た
，

ろ
液

１
に

硫
化

水
素

を
十

分
に

吹
き

こ
む

と
，

Ｆ
 

の
Ｇ

沈
殿

が
生

じ
た

。

A
g+

，
Pb

2+
，

Cu
2+

，
Zn

2+

沈
殿

１

沈
殿

２
沈

殿
ろ

液
２

ろ
液

１

ろ
液

黄
色

沈
殿K
2C

rO
4
水

溶
液

硫
化

水
素

Ｄ
を

加
え

る

Ｃ
を

加
え

る

問
４

　
空

所
Ｃ

に
入

る
水

溶
液

と
し

て
，

も
っ

と
も

適
切

な
も

の
を

次
の

①
～

④
の

中
か

ら
１

つ
選

び
，

そ
の

番
号

を
マ

ー
ク

し
な

さ
い

。

解
答
番
号
は

23

①
　

希
硫

酸
 

②
　

希
硝

酸
 

③
　

希
塩

酸
 

④
　

炭
酸

水
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問
３

　
飽

和
炭

化
水

素
・

不
飽

和
炭

化
水

素
に

関
す

る
記

述
と

し
て
誤
っ
て
い
る
も
の

を
次

の

①
～

⑤
の

中
か

ら
１

つ
選

び
，

そ
の

番
号

を
マ

ー
ク

し
な

さ
い

。 解
答
番
号
は

22

①
　

飽
和

炭
化

水
素

は
，

炭
素

原
子

間
の

結
合

が
単

結
合

の
み

の
炭

化
水

素
で

あ
る

。

②
　

分
子

式
C
3H

6
で

表
さ

れ
る

炭
化

水
素

は
，

２
種

類
あ

る
。

③
　

ベ
ン

ゼ
ン

は
不

飽
和

炭
化

水
素

で
あ

る
。

④
　

ア
ル

ケ
ン

と
ア

ル
キ

ン
は

鎖
式

不
飽

和
炭

化
水

素
に

分
類

さ
れ

る
。

⑤
　

飽
和

炭
化

水
素

は
，
C
H
n

n2
2
+

の
一

般
式

で
表

さ
れ

る
。
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95

問
５

　
空

所
Ｄ

・
Ｅ

に
入

る
語

句
と

化
学

式
の

組
合

せ
と

し
て

も
っ

と
も

適
切

な
も

の
を

次
の

①
～

④
の

中
か

ら
１

つ
選

び
，

そ
の

番
号

を
マ

ー
ク

し
な

さ
い

。

解
答
番
号
は

24

Ｄ
Ｅ

①
熱

水
A
g+

②
熱

水
Pb

2+

③
希

硫
酸

A
g+

④
希

硫
酸

Pb
2+

問
６

　
空

所
Ｆ

・
Ｇ

に
入

る
化

学
式

と
語

句
の

組
合

せ
と

し
て

も
っ

と
も

適
切

な
も

の
を

次
の

①
～

④
の

中
か

ら
１

つ
選

び
，

そ
の

番
号

を
マ

ー
ク

し
な

さ
い

。

解
答
番
号
は

25

Ｆ
Ｇ

①
Cu

S
黒

色

②
Cu

S
白

色

③
Zn

S
黒

色

④
Zn

S
白

色

　
　
こ
れ
で
化
学
の
問
題
は
終
わ
り
で
す
　
　

8
0

4
9

_
0

9
_

K
A

G
A

_
M

.in
dd

   
9

5
2

0
2

5
/1

2
/1

0
   

1
1

:5
1

95

79

傾
向
と
対
策

A
日
程

B
日
程

解
　
答
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94

Ｂ
　

金
属

イ
オ

ン
の

分
離

に
関

す
る

次
の

文
を

読
み

，
下

の
問

に
答

え
な

さ
い

。

金
属

イ
オ

ン
A

g+
，

Pb
2+

，
Cu

2+
，

Zn
2+

を
含

む
混

合
水

溶
液

か
ら

，
下

の
図

の
よ

う

に
，

各
金

属
イ

オ
ン

を
別

々
の

沈
殿

と
し

て
取

り
出

す
実

験
を

行
っ

た
。

ま
ず

，
こ

の
混

合

水
溶

液
に

Ｃ
を

加
え

る
と

A
g+

と
Pb

2+
を

含
む

白
色

沈
殿

が
生

じ
た

の
で

，
こ

れ
を

ろ
過

し
，

沈
殿

１
と

ろ
液

１
に

分
け

た
。

沈
殿

１
に

Ｄ
を

加
え

る
と

，
白

色

沈
殿

が
残

っ
た

の
で

，
再

度
ろ

過
し

，
沈

殿
２

と
ろ

液
２

に
分

け
た

。
ろ

液
２

に
K
2C

rO
4

水
溶

液
を

加
え

る
と

黄
色

沈
殿

が
生

じ
た

の
で

，
ろ

液
２

に
は

Ｅ
が

含
ま

れ
て

い

る
こ

と
が

わ
か

っ
た

。
ま

た
，

ろ
液

１
に

硫
化

水
素

を
十

分
に

吹
き

こ
む

と
，

Ｆ
 

の
Ｇ

沈
殿

が
生

じ
た

。

A
g+

，
Pb

2+
，

Cu
2+

，
Zn

2+

沈
殿

１

沈
殿

２
沈

殿
ろ

液
２

ろ
液

１

ろ
液

黄
色

沈
殿K
2C

rO
4
水

溶
液

硫
化

水
素

Ｄ
を

加
え

る

Ｃ
を

加
え

る

問
４

　
空

所
Ｃ

に
入

る
水

溶
液

と
し

て
，

も
っ

と
も

適
切

な
も

の
を

次
の

①
～

④
の

中
か

ら
１

つ
選

び
，

そ
の

番
号

を
マ

ー
ク

し
な

さ
い

。

解
答
番
号
は

23

①
　

希
硫

酸
 

②
　

希
硝

酸
 

③
　

希
塩

酸
 

④
　

炭
酸

水
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93

問
３

　
飽

和
炭

化
水

素
・

不
飽

和
炭

化
水

素
に

関
す

る
記

述
と

し
て
誤
っ
て
い
る
も
の

を
次

の

①
～

⑤
の

中
か

ら
１

つ
選

び
，

そ
の

番
号

を
マ

ー
ク

し
な

さ
い

。 解
答
番
号
は

22

①
　

飽
和

炭
化

水
素

は
，

炭
素

原
子

間
の

結
合

が
単

結
合

の
み

の
炭

化
水

素
で

あ
る

。

②
　

分
子

式
C
3H

6
で

表
さ

れ
る

炭
化

水
素

は
，

２
種

類
あ

る
。

③
　

ベ
ン

ゼ
ン

は
不

飽
和

炭
化

水
素

で
あ

る
。

④
　

ア
ル

ケ
ン

と
ア

ル
キ

ン
は

鎖
式

不
飽

和
炭

化
水

素
に

分
類

さ
れ

る
。

⑤
　

飽
和

炭
化

水
素

は
，
C
H
n

n2
2
+

の
一

般
式

で
表

さ
れ

る
。
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問
題

文
：

ニ
ッ

ク
ネ

ー
ム

と
組

み
合

わ
せ

た
と

き
、

個
人

情
報

に
も

プ
ラ

イ
バ

シ
ー

情
報

に
も

該
当

し
な

い
も

の
は

3
で

あ
る

。

問
．

3
に

当
て

は
ま

る
選

択
肢

を
下

の
解

答
群

か
ら

1
つ

選
び

、
そ

の
番

号
を

マ
ー

ク
し

な
さ

い
。

①
　

誕
生

日
の

月
日

②
　

自
宅

最
寄

り
駅

名

③
　

氏
名

の
一

部

④
　

干
支

⑤
　

携
帯

電
話

番
号

の
下

4
桁

問
題

文
：

ど
の

よ
う

な
メ

デ
ィ

ア
で

も
、

間
違

っ
た

情
報

が
流

布
さ

れ
る

こ
と

は
あ

り
得

る
。

特
に

SN
S
の

場
合

、
誰

も
が

容
易

に
情

報
発

信
で

き
る

こ
と

か
ら

、
正

し
く

な
い

情
報

も
た

く
さ

ん
あ

る
。

こ
う

い
っ

た
情

報
は

ニ
セ

・
誤

情
報

と
定

義
さ

れ
て

い
る

。

ニ
セ

・
誤

情
報

が
拡

散
さ

れ
や

す
い

原
因

の
一

つ
は

、
人

が
知

ら
ぬ

間
に

か
た

よ
っ

た
情

報
に

ば
か

り
接

す
る

、「
フ

ィ
ル

タ
ー

バ
ブ

ル
」

と
呼

ば
れ

る
現

象
に

あ
る

。

問
．

4
目

に
し

た
情

報
の

正
確

性
の

判
断

と
し

て
適

切
で

は
な

い
選

択
肢

を
下

の

解
答

群
か

ら
1

つ
選

び
、

そ
の

番
号

を
マ

ー
ク

し
な

さ
い

。

①
　

他
の

情
報

と
比

べ
て

み
る

。

②
　

情
報

の
発

信
元

を
確

か
め

る
。

③
　

一
次

情
報

を
確

か
め

る
。

④
　

自
身

の
経

験
の

み
で

判
断

す
る

。
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次
の

文
を

読
ん

で
下

記
の

問
い

に
答

え
な

さ
い

。

問
．

1
デ

ジ
タ

ル
デ

バ
イ

ド
が

原
因

で
生

じ
る

社
会

問
題

と
し

て
適

当
な

も
の

を

下
の

解
答

群
か

ら
す

べ
て

選
び

、
そ

の
番

号
を

マ
ー

ク
し

な
さ

い
。

①
　

高
齢

者
や

低
所

得
層

が
オ

ン
ラ

イ
ン

手
続

き
や

電
子

決
済

を
利

用
で

き
ず

、
行

政

サ
ー

ビ
ス

や
商

取
引

の
機

会
か

ら
排

除
さ

れ
る

。

②
　

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト
の

普
及

に
よ

っ
て

、
匿

名
掲

示
板

な
ど

で
の

誹
謗

中
傷

が
増

加
し

、

社
会

的
ト

ラ
ブ

ル
が

多
発

す
る

。

③
　

都
市

部
と

地
方

で
通

信
イ

ン
フ

ラ
の

整
備

状
況

に
大

き
な

差
が

生
じ

、
情

報
取

得
や

経
済

活
動

の
機

会
格

差
が

広
が

る
。

④
　

オ
ン

ラ
イ

ン
広

告
の

過
剰

表
示

に
よ

り
、

利
用

者
が

必
要

と
し

な
い

情
報

に
接

触
し

や
す

く
な

る
。

問
題

文
：

ソ
ー

シ
ャ

ル
エ

ン
ジ

ニ
ア

リ
ン

グ
と

は
2

で
あ

る
。

問
．

2
に

当
て

は
ま

る
選

択
肢

を
下

の
解

答
群

か
ら

1
つ

選
び

、
そ

の
番

号
を

マ
ー

ク
し

な
さ

い
。

①
　

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

に
不

正
侵

入
し

、
シ

ス
テ

ム
を

操
作

す
る

行
為

②
　

正
規

サ
イ

ト
を

装
っ

て
情

報
を

入
力

さ
せ

る
詐

欺

③
　

ソ
フ

ト
を

通
じ

て
操

作
履

歴
を

外
部

に
送

信
す

る
行

為

④
　

利
用

者
の

不
用

意
な

行
動

を
誘

導
し

て
情

報
を

盗
み

取
る

手
口

⑤
　

コ
ン

ピ
ュ

ー
タ

ー
に

感
染

し
、

デ
ー

タ
を

破
壊

す
る

プ
ロ

グ
ラ

ム

【
Ⅰ

】

情
報
Ⅰ
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次
の

文
を

読
ん

で
下

記
の

問
い

に
答

え
な

さ
い

。

問
題

文
：

以
下

は
散

布
図

と
相

関
係

数
に

関
す

る
記

述
で

あ
る

。

問
．

6
正

し
い

記
述

を
下

の
解

答
群

か
ら

す
べ

て
選

び
、

そ
の

番
号

を
マ

ー
ク

し

な
さ

い
。

①
　

散
布

図
で

は
、

相
関

が
強

い
ほ

ど
点

が
直

線
上

に
集

ま
る

。

②
　

散
布

図
の

X
軸

と
Y

軸
の

単
位

は
、

必
ず

揃
え

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

。

③
　

相
関

係
数

が
0.1

の
場

合
、

二
つ

の
変

量
に

は
ほ

と
ん

ど
相

関
が

な
い

と
考

え
ら

れ

る
。

④
　

相
関

係
数

が
0.3

と
-

0.4
で

は
、
-

0.4
の

方
が

相
関

は
強

い
。

⑤
　

散
布

図
の

X
軸

と
Y

軸
を

入
れ

替
え

る
と

、
相

関
係

数
の

符
号

は
逆

に
な

る
。

問
題

文
：

以
下

の
表

は
、

線
形

探
索

と
二

分
探

索
に

お
け

る
メ

リ
ッ

ト
と

デ
メ

リ
ッ

ト
を

ま
と

め
た

も
の

で
あ

る
。

探
索

法
メ

リ
ッ

ト
デ

メ
リ

ッ
ト

線
形

探
索

目
的

の
値

が
探

索
順

で
7

に
近

い
位

置
に

あ
れ

ば
、

探
索

の
回

数
を

抑
え

ら
れ

る
。

目
的

の
値

が
探

索
順

で
8

に
位

置
し

て
い

る
と

、
探

索
の

回
数

が
増

大
し

や
す

い
。

二
分

探
索

探
索

対
象

の
デ

ー
タ

件
数

が
非

常
に

9
と

、
線

形
探

索
よ

り
も

平
均

的
な

探
索

回
数

が
大

幅
に

少
な

く
な

る
。

探
索

対
象

の
デ

ー
タ

件
数

が

10
場

合
、

線
形

探
索

と
比

べ
て

探
索

回
数

に
顕

著
な

差
が

生
じ

に
く

い
。

あ
ら

か
じ

め
デ

ー
タ

を
昇

順
ま

た
は

降
順

に
整

列
し

て
お

く
必

要
が

あ
る

。
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Ⅱ
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問
．

5
「

フ
ィ

ル
タ

ー
バ

ブ
ル

」
現

象
の

説
明

と
し

て
、

最
も

適
切

な
選

択
肢

を

下
の

解
答

群
か

ら
1

つ
選

び
、

そ
の

番
号

を
マ

ー
ク

し
な

さ
い

。

①
　

ネ
ッ

ト
ニ

ュ
ー

ス
、

SN
S、

検
索

サ
ー

ビ
ス

な
ど

に
は

、
そ

の
人

が
欲

し
が

り
そ

う

な
情

報
を

分
析

し
同

じ
よ

う
な

情
報

を
表

示
す

る
機

能
が

あ
る

こ
と

。

②
　

す
べ

て
の

ユ
ー

ザ
ー

に
ま

っ
た

く
同

じ
検

索
結

果
や

ニ
ュ

ー
ス

が
表

示
さ

れ
る

現
象

。

③
　

ウ
イ

ル
ス

に
よ

っ
て

検
索

結
果

が
書

き
換

え
ら

れ
、

偽
の

情
報

が
表

示
さ

れ
る

こ
と

。

④
　

検
索

エ
ン

ジ
ン

が
常

に
最

新
の

情
報

だ
け

を
優

先
し

て
表

示
す

る
こ

と
に

よ
り

、
過

去
の

情
報

が
見

ら
れ

な
く

な
る

現
象

。
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問
題

文
：

ニ
ッ

ク
ネ

ー
ム

と
組

み
合

わ
せ

た
と

き
、

個
人

情
報

に
も

プ
ラ

イ
バ

シ
ー

情
報

に
も

該
当

し
な

い
も

の
は

3
で

あ
る

。

問
．

3
に

当
て

は
ま

る
選

択
肢

を
下

の
解

答
群

か
ら

1
つ

選
び

、
そ

の
番

号
を

マ
ー

ク
し

な
さ

い
。

①
　

誕
生

日
の

月
日

②
　

自
宅

最
寄

り
駅

名

③
　

氏
名

の
一

部

④
　

干
支

⑤
　

携
帯

電
話

番
号

の
下

4
桁

問
題

文
：

ど
の

よ
う

な
メ

デ
ィ

ア
で

も
、

間
違

っ
た

情
報

が
流

布
さ

れ
る

こ
と

は
あ

り
得

る
。

特
に

SN
S
の

場
合

、
誰

も
が

容
易

に
情

報
発

信
で

き
る

こ
と

か
ら

、
正

し
く

な
い

情
報

も
た

く
さ

ん
あ

る
。

こ
う

い
っ

た
情

報
は

ニ
セ

・
誤

情
報

と
定

義
さ

れ
て

い
る

。

ニ
セ

・
誤

情
報

が
拡

散
さ

れ
や

す
い

原
因

の
一

つ
は

、
人

が
知

ら
ぬ

間
に

か
た

よ
っ

た
情

報
に

ば
か

り
接

す
る

、「
フ

ィ
ル

タ
ー

バ
ブ

ル
」

と
呼

ば
れ

る
現

象
に

あ
る

。

問
．

4
目

に
し

た
情

報
の

正
確

性
の

判
断

と
し

て
適

切
で

は
な

い
選

択
肢

を
下

の

解
答

群
か

ら
1

つ
選

び
、

そ
の

番
号

を
マ

ー
ク

し
な

さ
い

。

①
　

他
の

情
報

と
比

べ
て

み
る

。

②
　

情
報

の
発

信
元

を
確

か
め

る
。

③
　

一
次

情
報

を
確

か
め

る
。

④
　

自
身

の
経

験
の

み
で

判
断

す
る

。
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96

次
の

文
を

読
ん

で
下

記
の

問
い

に
答

え
な

さ
い

。

問
．

1
デ

ジ
タ

ル
デ

バ
イ

ド
が

原
因

で
生

じ
る

社
会

問
題

と
し

て
適

当
な

も
の

を

下
の

解
答

群
か

ら
す

べ
て

選
び

、
そ

の
番

号
を

マ
ー

ク
し

な
さ

い
。

①
　

高
齢

者
や

低
所

得
層

が
オ

ン
ラ

イ
ン

手
続

き
や

電
子

決
済

を
利

用
で

き
ず

、
行

政

サ
ー

ビ
ス

や
商

取
引

の
機

会
か

ら
排

除
さ

れ
る

。

②
　

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト
の

普
及

に
よ

っ
て

、
匿

名
掲

示
板

な
ど

で
の

誹
謗

中
傷

が
増

加
し

、

社
会

的
ト

ラ
ブ

ル
が

多
発

す
る

。

③
　

都
市

部
と

地
方

で
通

信
イ

ン
フ

ラ
の

整
備

状
況

に
大

き
な

差
が

生
じ

、
情

報
取

得
や

経
済

活
動

の
機

会
格

差
が

広
が

る
。

④
　

オ
ン

ラ
イ

ン
広

告
の

過
剰

表
示

に
よ

り
、

利
用

者
が

必
要

と
し

な
い

情
報

に
接

触
し

や
す

く
な

る
。

問
題

文
：

ソ
ー

シ
ャ

ル
エ

ン
ジ

ニ
ア

リ
ン

グ
と

は
2

で
あ

る
。

問
．

2
に

当
て

は
ま

る
選

択
肢

を
下

の
解

答
群

か
ら

1
つ

選
び

、
そ

の
番

号
を

マ
ー

ク
し

な
さ

い
。

①
　

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

に
不

正
侵

入
し

、
シ

ス
テ

ム
を

操
作

す
る

行
為

②
　

正
規

サ
イ

ト
を

装
っ

て
情

報
を

入
力

さ
せ

る
詐

欺

③
　

ソ
フ

ト
を

通
じ

て
操

作
履

歴
を

外
部

に
送

信
す

る
行

為

④
　

利
用

者
の

不
用

意
な

行
動

を
誘

導
し

て
情

報
を

盗
み

取
る

手
口

⑤
　

コ
ン

ピ
ュ

ー
タ

ー
に

感
染

し
、

デ
ー

タ
を

破
壊

す
る

プ
ロ

グ
ラ

ム

【
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Ⅰ
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10
1

問
．

12
Py

th
on

の
リ

ス
ト

の
添

え
字

（
イ

ン
デ

ッ
ク

ス
）

は
何

か
ら

始
ま

る
か

、

最
も

適
切

な
も

の
を

下
の

解
答

群
か

ら
1

つ
選

び
、

そ
の

番
号

を
マ

ー
ク

し
な

さ
い

。

①
　

0

②
　

1

③
　
-

1

④
　

任
意

の
数

問
．

13
Py

th
on

に
お

い
て

、
要

素
の

追
加

・
削

除
が

可
能

で
柔

軟
に

扱
え

る

デ
ー

タ
型

と
し

て
最

も
適

切
な

も
の

を
下

の
解

答
群

か
ら

1
つ

選
び

、
そ

の
番

号
を

マ
ー

ク
し

な
さ

い
。

①
　

リ
ス

ト

②
　

タ
プ

ル

③
　

関
数

④
　

文
字

列

問
．

14
次

の
2

進
数

の
計

算
を

行
い

、
計

算
結

果
の

正
し

い
組

み
合

わ
せ

と
し

て

最
も

適
切

な
も

の
を

下
の

解
答

群
か

ら
1

つ
選

び
、

そ
の

番
号

を
マ

ー
ク

し
な

さ
い

。
た

だ
し

、（
10

11
） 2

は
カ

ッ
コ

内
の

数
値

が
2

進
数

で
あ

る
こ

と
。

あ
：（

10
11

） 2
+
（

01
10

） 2
　

　
い

：（
11

01
） 2
-
（

01
00

） 2

①
　

あ
：（

10
00

0）
2　

　
い

：（
10

10
） 2

②
　

あ
：（

10
00

1）
2　

　
い

：（
10

01
） 2

③
　

あ
：（

11
11

） 2
 　

　
い

：（
11

00
） 2

④
　

あ
：（

10
00

1）
2　

　
い

：（
11

00
） 2

8
0

4
9

_
1

0
_
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U

A
_

M
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dd
   

1
0

1
2

0
2

5
/1

2
/2

0
   

1
4

:0
8

10
0

問
．

7
に

最
も

適
切

な
語

句
を

下
の

解
答

群
か

ら
1

つ
選

び
、

そ
の

番
号

を
マ

ー

ク
し

な
さ

い
。

①
　

先
頭

②
　

末
尾

③
　

中
央

付
近

問
．

8
に

最
も

適
切

な
語

句
を

下
の

解
答

群
か

ら
1

つ
選

び
、

そ
の

番
号

を
マ

ー

ク
し

な
さ

い
。

①
　

先
頭

②
　

末
尾

③
　

中
央

付
近

問
．

9
に

最
も

適
切

な
語

句
を

下
の

解
答

群
か

ら
1

つ
選

び
、

そ
の

番
号

を
マ

ー

ク
し

な
さ

い
。

①
　

多
い

②
　

少
な

い

問
．

10
に

最
も

適
切

な
語

句
を

下
の

解
答

群
か

ら
1

つ
選

び
、

そ
の

番
号

を
マ

ー

ク
し

な
さ

い
。

①
　

多
い

②
　

少
な

い

問
．

11
Py

th
on

の
配

列
の

要
素

を
指

定
す

る
際

、
正

し
い

書
き

方
と

し
て

最
も

適
切

な
も

の
を

下
の

解
答

群
か

ら
1

つ
選

び
、

そ
の

番
号

を
マ

ー
ク

し
な

さ
い

。

①
　

ta
io
n3

②
　

ta
io
n（

3）

③
　

ta
io
n［

3］

④
　

ta
io
n<

3>

8
0

4
9

_
1

0
_
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U

A
_

M
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1
0

0
2

0
2

5
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2
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0
   

9
:5

0

100
101

82

傾
向
と
対
策

問
　
題

解
　
答

一般前期／A日程 情報



10
3

問
．

17
自

宅
の

W
i-F

iル
ー

タ
の

記
録

に
「

C0
 A

8 
01

 0
A
」

と
あ

っ
た

。
こ

の

ア
ド

レ
ス

は
ど

の
機

器
を

指
す

か
、

最
も

適
切

な
も

の
を

下
の

解
答

群
か

ら
1

つ
選

び
、

そ
の

番
号

を
マ

ー
ク

し
な

さ
い

。

①
　

パ
ソ

コ
ン

A

②
　

パ
ソ

コ
ン

B

③
　

ル
ー

タ
本

体

④
　

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト
上

の
サ

ー
バ

問
．

18
イ

ン
タ

ー
ネ

ッ
ト

通
信

を
行

う
際

に
ル

ー
タ

な
ど

で
ア

ド
レ

ス
変

換

（
N
A
T
）

が
必

要
と

な
る

IP
ア

ド
レ

ス
の

例
と

し
て

最
も

適
切

な
も

の
を

下
の

解
答

群

か
ら

1
つ

選
び

、
そ

の
番

号
を

マ
ー

ク
し

な
さ

い
。

①
　

19
2.1

68
.0.
10

②
　

20
3.0

.11
3.1

0

③
　

8.8
.8.
8

④
　

1.0
.0.
1

問
題

文
：

コ
ン

ピ
ュ

ー
タ

ー
の

基
本

構
成

に
関

し
て

、
次

の
問

い
に

答
え

な
さ

い
。

問
．

19
ク

ロ
ッ

ク
周

波
数

と
ク

ロ
ッ

ク
周

期
の

組
み

合
わ

せ
と

し
て

正
し

い
も

の

を
下

の
解

答
群

か
ら

1
つ

選
び

、
そ

の
番

号
を

マ
ー

ク
し

な
さ

い
。

①
　

2G
H
z 

─
 0

.5n
s

②
　

2G
H
z 

─
 2

.0n
s

③
　

1.6
GH

z 
─

 2
.5n

s

④
　

0.4
GH

z 
─

 0
.25

ns

8
0

4
9

_
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0
_
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U

A
_
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2

次
の

文
を

読
ん

で
下

記
の

問
い

に
答

え
な

さ
い

。

問
題

文
：

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト
の

通
信

の
し

く
み

の
ひ

と
つ

で
あ

る
パ

ケ
ッ

ト
交

換
方

式
の

利
点

は
15

で
あ

る
。

問
．

15
に

当
て

は
ま

ら
な

い
も

の
を

下
の

解
答

群
の

う
ち

、
1

つ
選

び
、

そ
の

番

号
を

マ
ー

ク
し

な
さ

い
。

①
　

少
な

い
回

線
資

源
で

も
、

複
数

の
デ

ー
タ

を
混

在
さ

せ
て

効
率

よ
く

送
信

で
き

る
。

②
　

デ
ー

タ
送

信
中

は
、

回
線

が
専

有
状

態
と

な
り

、
他

の
通

信
の

影
響

を
受

け
に

く
い

。

③
　

災
害

時
な

ど
で

通
信

が
混

雑
し

て
も

、
回

線
を

効
率

的
に

利
用

で
き

る
た

め
接

続
し

や
す

い
。

④
　

実
際

の
デ

ー
タ

通
信

量
に

応
じ

た
料

金
設

定
（

従
量

課
金

）
が

可
能

で
あ

る
。

⑤
　

回
線

状
況

に
応

じ
て

柔
軟

に
ル

ー
ト

を
変

更
し

な
が

ら
デ

ー
タ

を
送

信
で

き
る

。

問
題

文
：

自
宅

の
中

で
の

み
使

用
す

る
パ

ソ
コ

ン
A
、

パ
ソ

コ
ン

B
に

そ
れ

ぞ
れ

、

「
19

2.1
68

.1.
10

」「
19

2.1
68

.1.
11

」
と

い
う

IP
ア

ド
レ

ス
が

設
定

さ
れ

て
い

る
。

問
．

16
「

19
2.1

68
.1.
10

」「
19

2.1
68

.1.
11

」
の

よ
う

な
IP

ア
ド

レ
ス

は
ど

れ
に

該

当
す

る
か

、
最

も
適

切
な

も
の

を
下

の
解

答
群

か
ら

1
つ

選
び

、
そ

の
番

号
を

マ
ー

ク
し

な
さ

い
。

①
　

グ
ロ

ー
バ

ル
IP

ア
ド

レ
ス

②
　

プ
ラ

イ
ベ

ー
ト

IP
ア

ド
レ

ス

③
　

ダ
イ

ナ
ミ

ッ
ク

IP
ア

ド
レ

ス

④
　

ス
タ

テ
ィ

ッ
ク

IP
ア

ド
レ

ス

【
Ⅲ

】

8
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傾
向
と
対
策

A
日
程

B
日
程

解
　
答

一般前期／A日程 情報

10
1

問
．

12
Py

th
on

の
リ

ス
ト

の
添

え
字

（
イ

ン
デ

ッ
ク

ス
）

は
何

か
ら

始
ま

る
か

、

最
も

適
切

な
も

の
を

下
の

解
答

群
か

ら
1

つ
選

び
、

そ
の

番
号

を
マ

ー
ク

し
な

さ
い

。

①
　

0

②
　

1

③
　
-

1

④
　

任
意

の
数

問
．

13
Py

th
on

に
お

い
て

、
要

素
の

追
加

・
削

除
が

可
能

で
柔

軟
に

扱
え

る

デ
ー

タ
型

と
し

て
最

も
適

切
な

も
の

を
下

の
解

答
群

か
ら

1
つ

選
び

、
そ

の
番

号
を

マ
ー

ク
し

な
さ

い
。

①
　

リ
ス

ト

②
　

タ
プ

ル

③
　

関
数

④
　

文
字

列

問
．

14
次

の
2

進
数

の
計

算
を

行
い

、
計

算
結

果
の

正
し

い
組

み
合

わ
せ

と
し

て

最
も

適
切

な
も

の
を

下
の

解
答

群
か

ら
1

つ
選

び
、

そ
の

番
号

を
マ

ー
ク

し
な

さ
い

。
た

だ
し

、（
10

11
） 2

は
カ

ッ
コ

内
の

数
値

が
2

進
数

で
あ

る
こ

と
。

あ
：（

10
11

） 2
+
（

01
10

） 2
　

　
い

：（
11

01
） 2
-
（

01
00

） 2

①
　

あ
：（

10
00

0）
2　

　
い

：（
10

10
） 2

②
　

あ
：（

10
00

1）
2　

　
い

：（
10

01
） 2

③
　

あ
：（

11
11

） 2
 　

　
い

：（
11

00
） 2

④
　

あ
：（

10
00

1）
2　

　
い

：（
11

00
） 2

8
0

4
9

_
1

0
_
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U

A
_

M
.in

dd
   

1
0

1
2

0
2

5
/1

2
/2

0
   

1
4

:0
8

10
0

問
．

7
に

最
も

適
切

な
語

句
を

下
の

解
答

群
か

ら
1

つ
選

び
、

そ
の

番
号

を
マ

ー

ク
し

な
さ

い
。

①
　

先
頭

②
　

末
尾

③
　

中
央

付
近

問
．

8
に

最
も

適
切

な
語

句
を

下
の

解
答

群
か

ら
1

つ
選

び
、

そ
の

番
号

を
マ

ー

ク
し

な
さ

い
。

①
　

先
頭

②
　

末
尾

③
　

中
央

付
近

問
．

9
に

最
も

適
切

な
語

句
を

下
の

解
答

群
か

ら
1

つ
選

び
、

そ
の

番
号

を
マ

ー

ク
し

な
さ

い
。

①
　

多
い

②
　

少
な

い

問
．

10
に

最
も

適
切

な
語

句
を

下
の

解
答

群
か

ら
1

つ
選

び
、

そ
の

番
号

を
マ

ー

ク
し

な
さ

い
。

①
　

多
い

②
　

少
な

い

問
．

11
Py

th
on

の
配

列
の

要
素

を
指

定
す

る
際

、
正

し
い

書
き

方
と

し
て

最
も

適
切

な
も

の
を

下
の

解
答

群
か

ら
1

つ
選

び
、

そ
の

番
号

を
マ

ー
ク

し
な

さ
い

。

①
　

ta
io
n3

②
　

ta
io
n（

3）

③
　

ta
io
n［

3］

④
　

ta
io
n<

3>

8
0

4
9

_
1

0
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U

A
_

M
.in

dd
   

1
0
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傾
向
と
対
策

問
　
題

解
　
答

一般前期／A日程 情報



10
5

表
2

　
メ

モ
リ

番
地

メ
モ

リ

10
3

11
5

12

表
3

　
仮

想
プ

ロ
グ

ラ
ミ

ン
グ

言
語

命
令

一
覧

命
令

説
明

RE
A

D
 x

,y
x

に
y

を
呼

び
出

す

W
RI

T
E 

x,
y

x
に

y
を

書
き

込
む

A
D

D
 x

,y
x

と
y

の
和

（
x+

y）
を

求
め

、
計

算
結

果
を

x
に

記
憶

す
る

ST
O

P
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
停

止

問
．

22
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
実

行
結

果
に

つ
い

て
正

し
い

も
の

を
下

の
解

答
群

か
ら

1
つ

 

選
び

、
そ

の
番

号
を

マ
ー

ク
し

な
さ

い
。

①
　

プ
ロ

グ
ラ

ム
終

了
時

、
A

レ
ジ

ス
タ

に
は

5
が

格
納

さ
れ

、
12

番
地

に
は

3
が

保

存
さ

れ
る

。

②
　

プ
ロ

グ
ラ

ム
終

了
時

、
A

レ
ジ

ス
タ

に
は

5
が

格
納

さ
れ

、
12

番
地

に
は

8
が

保

存
さ

れ
る

。

③
　

プ
ロ

グ
ラ

ム
終

了
時

、
A

レ
ジ

ス
タ

に
は

8
が

格
納

さ
れ

、
12

番
地

に
は

3
が

保

存
さ

れ
る

。

④
　

プ
ロ

グ
ラ

ム
終

了
時

、
A

レ
ジ

ス
タ

に
は

8
が

格
納

さ
れ

、
12

番
地

に
は

8
が

保

存
さ

れ
る

。

8
0

4
9

_
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0
_
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U

A
_

M
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0
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問
．

20
ク

ロ
ッ

ク
の

役
割

に
関

す
る

説
明

と
し

て
正

し
い

も
の

を
下

の
解

答
群

か

ら
1

つ
選

び
、

そ
の

番
号

を
マ

ー
ク

し
な

さ
い

。

①
　

CP
U

の
演

算
結

果
を

保
管

す
る

速
度

を
決

め
る

信
号

で
あ

る
。

②
　

命
令

の
実

行
の

タ
イ

ミ
ン

グ
を

決
め

る
信

号
で

あ
る

。

③
　

周
辺

機
器

の
デ

ー
タ

転
送

速
度

を
決

め
る

信
号

で
あ

る
。

④
　

主
記

憶
装

置
の

容
量

を
決

め
る

信
号

で
あ

る
。

問
．

21
主

記
憶

装
置

の
役

割
と

し
て

最
も

適
切

な
も

の
を

下
の

解
答

群
か

ら
1

つ

選
び

、
そ

の
番

号
を

マ
ー

ク
し

な
さ

い
。

①
　

デ
ー

タ
や

プ
ロ

グ
ラ

ム
を

一
時

的
に

保
存

し
、

CP
U

が
直

接
読

み
書

き
で

き
る

よ

う
に

す
る

。

②
　

プ
ロ

グ
ラ

ム
の

実
行

の
タ

イ
ミ

ン
グ

を
制

御
す

る
信

号
を

生
成

す
る

。

③
　

デ
ー

タ
の

長
期

保
存

と
バ

ッ
ク

ア
ッ

プ
を

行
う

。

④
　

モ
ニ

タ
ー

に
表

示
す

る
画

像
を

生
成

す
る

。

問
題

文
：

以
下

の
プ

ロ
グ

ラ
ム

は
、

仮
想

コ
ン

ピ
ュ

ー
タ

ー
で

実
行

さ
れ

る
一

連
の

処
理

を
示

し
て

い
る

。

表
1

　
プ

ロ
グ

ラ
ム

番
地

命
令

1
RE

A
D

 A
,（

10
）

2
RE

A
D

 B
,（

11
）

3
A

D
D

 A
,B

4
W

RI
T

E（
12

）,A

5
ST

O
P

8
0

4
9

_
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A
_

M
.in

dd
   

1
0

4
2

0
2

5
/1

2
/1

2
   

1
0

:1
5

105
104

84

傾
向
と
対
策

問
　
題
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答
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10
7

問
題

文
：

JI
S（

日
本

産
業

規
格

）
の

案
内

用
図

記
号

（
ピ

ク
ト

グ
ラ

ム
）

に
お

い
て

、
非

常

口
を

表
す

配
色

と
し

て
緑

と
白

が
用

い
ら

れ
て

い
る

理
由

は
25

で
あ

る
。

問
．

25
に

当
て

は
ま

る
選

択
肢

を
下

の
解

答
群

か
ら

1
つ

選
び

、
そ

の
番

号
を

マ
ー

ク
し

な
さ

い
。

①
　

緑
は

警
戒

色
で

あ
り

、
白

と
の

組
み

合
わ

せ
で

危
険

を
強

調
で

き
る

か
ら

。

②
　

緑
と

白
は

明
度

差
が

大
き

く
、

落
ち

着
い

た
印

象
を

与
え

つ
つ

視
認

性
を

高
め

る
た

め
。

③
　

緑
と

白
は

彩
度

差
が

大
き

い
た

め
、

注
意

喚
起

に
適

し
て

い
る

か
ら

。

④
　

緑
と

白
は

補
色

の
関

係
に

あ
り

、
緑

の
背

景
に

白
が

目
立

つ
よ

う
に

し
て

い
る

た
め

。

問
題

文
：

色
の

見
え

方
や

感
じ

方
は

、
人

に
よ

っ
て

異
な

る
。

そ
の

た
め

、
色

だ
け

で
な

く
、

明
る

さ
や

形
、

模
様

な
ど

を
組

み
合

わ
せ

る
こ

と
で

、
誰

に
と

っ
て

も
分

か
り

や
す

い
デ

ザ
イ

ン
と

す
る

こ
と

が
大

切
で

あ
る

。
こ

の
よ

う
な

工
夫

を
26

と
い

う
。

問
．

26
に

入
れ

る
内

容
と

し
て

、
最

も
適

切
な

も
の

を
下

の
解

答
群

か
ら

1
つ

選

び
、

そ
の

番
号

を
マ

ー
ク

し
な

さ
い

。

①
　

カ
ラ

ー
フ

リ
ー

②
　

カ
ラ

ー
バ

リ
ア

フ
リ

ー

③
　

ユ
ニ

カ
ラ

ー

④
　

ユ
ニ

バ
ー

サ
ル

デ
ザ

イ
ン

8
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次
の

文
を

読
ん

で
下

記
の

問
い

に
答

え
な

さ
い

。

問
題

文
：

誰
も

が
情

報
を

利
用

す
る

こ
と

が
で

き
る

よ
う

に
す

る
た

め
に

は
、

キ
ー

ボ
ー

ド
や

タ
ッ

チ
パ

ネ
ル

の
よ

う
に

、
人

間
が

直
接

操
作

す
る

機
器

の
工

夫
や

画
面

の
デ

ザ
イ

ン
が

重
要

に
な

る
。

こ
の

よ
う

な
人

間
と

機
器

の
間

の
部

分
は

23
と

い
わ

れ
、

分
か

り
や

す
く

し
た

り
、

使
い

や
す

く
し

た
り

、
さ

ま
ざ

ま
に

工
夫

さ
れ

て
い

る
。

現
在

の
コ

ン
ピ

ュ
ー

タ
ー

は
、（

あ
）

が
一

般
的

で
、

ア
イ

コ
ン

や
グ

ラ

フ
ィ

ッ
ク

表
示

を
使

っ
て

、
マ

ウ
ス

や
指

で
直

感
的

に
操

作
で

き
る

。
一

方
、

初
期

の
コ

ン
ピ

ュ
ー

タ
ー

で
は

（
い

）
が

使
わ

れ
て

い
て

、
キ

ー
ボ

ー
ド

で
文

字
を

入
力

し
て

命
令

を
出

し
て

い
た

。

問
．

23
に

入
れ

る
内

容
と

し
て

、
最

も
適

切
な

も
の

を
下

の
解

答
群

か
ら

1
つ

選

び
、

そ
の

番
号

を
マ

ー
ク

し
な

さ
い

。

①
　

音
声

認
識

②
　

モ
ニ

タ
ー

③
　

ユ
ー

ザ
イ

ン
タ

フ
ェ

ー
ス

④
　

O
S

問
．

24
上

記
の

問
題

文
の

（
あ

）
と

（
い

）
に

入
れ

る
内

容
と

し
て

、
最

も
適

切

な
も

の
を

下
の

解
答

群
か

ら
1

つ
選

び
、

そ
の

番
号

を
マ

ー
ク

し
な

さ
い

。

①
　

あ
：

GU
I、

い
：

CU
I

②
　

あ
：

GD
P、

い
：

GU
I

③
　

あ
：

タ
ッ

チ
パ

ネ
ル

、
い

：
半

導
体

④
　

あ
：

W
i-F

i、
い

：
人

工
知

能

【
Ⅳ

】
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85

傾
向
と
対
策

A
日
程

B
日
程

解
　
答
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表
2

　
メ

モ
リ

番
地

メ
モ

リ

10
3

11
5

12

表
3

　
仮

想
プ

ロ
グ

ラ
ミ

ン
グ

言
語

命
令

一
覧

命
令

説
明

RE
A

D
 x

,y
x

に
y

を
呼

び
出

す

W
RI

T
E 

x,
y

x
に

y
を

書
き

込
む

A
D

D
 x

,y
x

と
y

の
和

（
x+

y）
を

求
め

、
計

算
結

果
を

x
に

記
憶

す
る

ST
O

P
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
停

止

問
．

22
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
実

行
結

果
に

つ
い

て
正

し
い

も
の

を
下

の
解

答
群

か
ら

1
つ

 

選
び

、
そ

の
番

号
を

マ
ー

ク
し

な
さ

い
。

①
　

プ
ロ

グ
ラ

ム
終

了
時

、
A

レ
ジ

ス
タ

に
は

5
が

格
納

さ
れ

、
12

番
地

に
は

3
が

保

存
さ

れ
る

。

②
　

プ
ロ

グ
ラ

ム
終

了
時

、
A

レ
ジ

ス
タ

に
は

5
が

格
納

さ
れ

、
12

番
地

に
は

8
が

保

存
さ

れ
る

。

③
　

プ
ロ

グ
ラ

ム
終

了
時

、
A

レ
ジ

ス
タ

に
は

8
が

格
納

さ
れ

、
12

番
地

に
は

3
が

保

存
さ

れ
る

。

④
　

プ
ロ

グ
ラ

ム
終

了
時

、
A

レ
ジ

ス
タ

に
は

8
が

格
納

さ
れ

、
12

番
地

に
は

8
が

保

存
さ

れ
る

。
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問
．

20
ク

ロ
ッ

ク
の

役
割

に
関

す
る

説
明

と
し

て
正

し
い

も
の

を
下

の
解

答
群

か

ら
1

つ
選

び
、

そ
の

番
号

を
マ

ー
ク

し
な

さ
い

。

①
　

CP
U

の
演

算
結

果
を

保
管

す
る

速
度

を
決

め
る

信
号

で
あ

る
。

②
　

命
令

の
実

行
の

タ
イ

ミ
ン

グ
を

決
め

る
信

号
で

あ
る

。

③
　

周
辺

機
器

の
デ

ー
タ

転
送

速
度

を
決

め
る

信
号

で
あ

る
。

④
　

主
記

憶
装

置
の

容
量

を
決

め
る

信
号

で
あ

る
。

問
．

21
主

記
憶

装
置

の
役

割
と

し
て

最
も

適
切

な
も

の
を

下
の

解
答

群
か

ら
1

つ

選
び

、
そ

の
番

号
を

マ
ー

ク
し

な
さ

い
。

①
　

デ
ー

タ
や

プ
ロ

グ
ラ

ム
を

一
時

的
に

保
存

し
、

CP
U

が
直

接
読

み
書

き
で

き
る

よ

う
に

す
る

。

②
　

プ
ロ

グ
ラ

ム
の

実
行

の
タ

イ
ミ

ン
グ

を
制

御
す

る
信

号
を

生
成

す
る

。

③
　

デ
ー

タ
の

長
期

保
存

と
バ

ッ
ク

ア
ッ

プ
を

行
う

。

④
　

モ
ニ

タ
ー

に
表

示
す

る
画

像
を

生
成

す
る

。

問
題

文
：

以
下

の
プ

ロ
グ

ラ
ム

は
、

仮
想

コ
ン

ピ
ュ

ー
タ

ー
で

実
行

さ
れ

る
一

連
の

処
理

を
示

し
て

い
る

。

表
1

　
プ

ロ
グ

ラ
ム

番
地

命
令

1
RE

A
D

 A
,（

10
）

2
RE

A
D

 B
,（

11
）

3
A

D
D

 A
,B

4
W

RI
T

E（
12

）,A

5
ST

O
P
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と
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題
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答
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9

問
題

文
：

微
分

積
分

と
デ

ー
タ

分
析

の
両

科
目

の
成

績
の

相
関

性
を

調
査

す
る

た
め

の
統

計
グ

ラ
フ

と
し

て
、

29
を

使
う

。
そ

の
統

計
グ

ラ
フ

に
、

微
分

積
分

の
成

績
が

高
い

学
生

が
、

デ
ー

タ
分

析
の

成
績

も
高

い
傾

向
が

観
測

さ
れ

た
の

で
、

両
科

目
の

成
績

は
30

を
持

つ
こ

と
が

わ
か

っ
た

。

問
．

29
に

入
れ

る
内

容
と

し
て

、
最

も
適

切
な

も
の

を
下

の
解

答
群

か
ら

1
つ

選

び
、

そ
の

番
号

を
マ

ー
ク

し
な

さ
い

。

①
　

折
れ

線
グ

ラ
フ

②
　

円
グ

ラ
フ

③
　

確
率

密
度

分
布

④
　

散
布

図

問
．

30
に

入
れ

る
内

容
と

し
て

、
最

も
適

切
な

も
の

を
下

の
解

答
群

か
ら

1
つ

選

び
、

そ
の

番
号

を
マ

ー
ク

し
な

さ
い

。

①
　

因
果

関
係

②
　

正
の

相
関

関
係

③
　

負
の

相
関

関
係

④
　

無
関

係

問
．

31
手

書
き

数
字

デ
ー

タ
セ

ッ
ト

「
M

N
IS

T
」

で
は

、
1

枚
の

画
像

は
28

ピ

ク
セ

ル
#

28
ピ

ク
セ

ル
、

各
ピ

ク
セ

ル
は

0
〜

25
5
の

整
数

値
（

8
ビ

ッ
ト
=

1
バ

イ

ト
）

で
記

録
さ

れ
て

い
る

。
M

N
IS

T
の

画
像

1
枚

の
デ

ー
タ

量
は

何
バ

イ
ト

か
、

最
も

適
切

な
も

の
を

下
の

解
答

群
か

ら
1

つ
選

び
、

そ
の

番
号

を
マ

ー
ク

し
な

さ
い

。

①
　

78
4
バ

イ
ト

②
　

1,0
24

バ
イ

ト

③
　

28
バ

イ
ト

④
　

7,8
40

バ
イ

ト
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問
．

27
デ

ー
タ

を
利

用
す

る
た

め
に

は
、

大
量

の
デ

ー
タ

を
蓄

積
し

て
お

い
て

、

そ
こ

か
ら

必
要

な
デ

ー
タ

を
抜

き
出

し
た

り
、

更
新

し
た

り
す

る
こ

と
が

必
要

と
な

る
。

利
用

し
や

す
い

よ
う

に
一

定
の

形
式

で
蓄

積
さ

れ
た

デ
ー

タ
を

（
あ

）
と

い
い

、
そ

の
た

め
に

用
い

ら
れ

る
代

表
的

な
ソ

フ
ト

ウ
ェ

ア
が

（
い

）
で

あ
る

。（
あ

）
と

（
い

）
に

入

れ
る

内
容

と
し

て
、

最
も

適
切

な
も

の
を

下
の

解
答

群
か

ら
1

つ
選

び
、

そ
の

番
号

を

マ
ー

ク
し

な
さ

い
。

①
　

あ
：

ビ
ッ

グ
デ

ー
タ

、
い

：
Ex

ce
l

②
　

あ
：

デ
ー

タ
ベ

ー
ス

、
い

：
デ

ー
タ

ベ
ー

ス
管

理
シ

ス
テ

ム
（

D
BM

S）

③
　

あ
：

SQ
L
言

語
、

い
：

SE
LE

CT

④
　

あ
：

ビ
ッ

グ
デ

ー
タ

、
い

：
Py

th
on

問
．

28
R

大
学

は
新

1
年

生
に

学
籍

番
号

を
つ

け
て

、
在

学
中

の
学

生
の

情
報

を

管
理

す
る

シ
ス

テ
ム

を
導

入
し

て
い

ま
す

。
学

籍
番

号
の

デ
ー

タ
の

種
類

と
し

て
、

最
も

適
切

な
も

の
を

下
の

解
答

群
か

ら
1

つ
選

び
、

そ
の

番
号

を
マ

ー
ク

し
な

さ
い

。

①
　

順
序

尺
度

②
　

名
義

尺
度

③
　

間
隔

尺
度

④
　

比
例

尺
度
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1

問
．

32
プ

ロ
グ

ラ
ム

1
を

参
照

し
、

金
利

が
0

以
外

の
場

合
の

毎
月

の
返

済
額

の

計
算

式
と

し
て

、
最

も
適

切
な

も
の

を
下

の
解

答
群

か
ら

1
つ

選
び

、
そ

の
番

号
を

マ
ー

ク
し

な
さ

い
。

変
数

は
下

記
に

定
義

す
る

。

•
A

：
毎

月
の

返
済

額

•
P

：
借

り
る

金
額

（
元

金
）

•
r
：

1
か

月
あ

た
り

の
利

率
（

年
利

率
'

12
）

•
n
：

返
す

回
数

（
返

済
年

数
#

12
ヶ

月
）

①
　

r
r

r
A

P
1
1

1
n

n

#
+
+

=
-

^

^

h

h

②
　

A
P

r
r

r
1

1
1

#
=

+
-
+

^

^

h

h

③
　

A
P

r
rr

1
1

1
nn

・
#

=
+

-
+

^^ ^

h h
h

④
　

A
P

P
r

n
#

=
+

8
0

4
9

_
1

0
_

JO
U

A
_

M
.in

dd
   

1
1

1
2

0
2

5
/1

2
/1

2
   

1
0

:1
5

11
0

次
の

文
を

読
ん

で
下

記
の

問
い

に
答

え
な

さ
い

。

問
題

文
：

住
宅

ロ
ー

ン
と

は
、

家
を

買
う

と
き

に
金

融
機

関
か

ら
お

金
を

借
り

て
、

長
い

期
間

を
か

け
て

返
し

て
い

く
仕

組
み

で
あ

る
。

返
済

の
方

法
に

は
い

く
つ

か
あ

る
が

、
日

本
で

よ
く

使
わ

れ
て

い
る

の
は

「
元

利
均

等
返

済
」

と
呼

ば
れ

る
方

法
で

あ
る

。
元

利
均

等
返

済
で

は
、

毎
月

の
返

済
額

が
一

定
に

な
る

。
プ

ロ
グ

ラ
ム

1
は

、
以

下
の

3
つ

の
値

を
入

力
す

る
こ

と
で

、
毎

月
い

く
ら

返
済

す
れ

ば
よ

い
か

を
計

算
す

る
関

数
で

あ
る

。

•A
：

毎
月

の
返

済
額

•p
rin

ci
pa

l：
借

り
る

金
額

（
元

金
）

•a
nn

ua
l_
ra

te
：

年
ご

と
の

利
息

の
割

合
（

年
利

率
）

•y
ea

rs
：

返
す

年
数

（
返

済
期

間
）

 1  2  3  4  5  6  7  8  9 1
0

1
1

1
2

1
3

1
4

d
e
f
 
c
a
l
c
u
l
a
t
e
_
m
o
n
t
h
l
y
_
p
a
y
m
e
n
t
(p
r
i
n
c
i
p
a
l
,
 
a
n
n
u
a
l
_
r
a
t
e
,
 
y
e
a
r
s
)：

 
 
 
 
m
o
n
t
h
s
 
=
 
y
e
a
r
s
 
⁂ 
1
2

 
 
 
 
m
o
n
t
h
l
y
_
r
a
t
e
 
=
 
a
n
n
u
a
l
_
r
a
t
e
 
/
 
1
0
0
 
/
 
1
2

 
 
 
 
i
f
 
m
o
n
t
h
l
y
_
r
a
t
e
 
=
=
 
0
：

 
 
 
 
 
 
 
 
m
o
n
t
h
l
y
_
p
a
y
m
e
n
t
 
=
 
p
r
i
n
c
i
p
a
l
 
/
 
m
o
n
t
h
s

 
 
 
 
e
l
s
e
：

 
 
 
 
 
 
 
 
m
o
n
t
h
l
y
_
p
a
y
m
e
n
t
 
=
 
p
r
i
n
c
i
p
a
l
 
⁂ 
m
o
n
t
h
l
y
_
r
a
t
e
 
⁂ 
(1
 
+
 
m
o
n
t
h
l
y
_
r
a
t
e
) 
\

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
⁂⁂
 
m
o
n
t
h
s
 
/
 
((
1
 
+
 
m
o
n
t
h
l
y
_
r
a
t
e
) 

⁂⁂
 
m
o
n
t
h
s
 
-
 
1
)

 
 
 
 
p
r
i
n
t
(f
"
返

済
期

間
： 
{
y
e
a
r
s
}
 
年
 
({
m
o
n
t
h
s
}
 
ヶ

月
)"
)

 
 
 
 
p
r
i
n
t
(f
"
毎

月
の

返
済

額
： 
{
m
o
n
t
h
l
y
_
p
a
y
m
e
n
t
：,
.
0
f
}
 
円
"
)

 
 
 
 
r
e
t
u
r
n
 
m
o
n
t
h
l
y
_
p
a
y
m
e
n
t

プ
ロ

グ
ラ

ム
1

：
住

宅
ロ

ー
ン

の
毎

月
の

返
済

額
を

計
算

す
る

Py
th

on
プ

ロ
グ

ラ
ム

【
Ⅴ

】

8
0

4
9

_
1

0
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U

A
_

M
.in
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0
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0
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9
:5

0

110
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87

傾
向
と
対
策

A
日
程

B
日
程

解
　
答

一般前期／A日程 情報

10
9

問
題

文
：

微
分

積
分

と
デ

ー
タ

分
析

の
両

科
目

の
成

績
の

相
関

性
を

調
査

す
る

た
め

の
統

計
グ

ラ
フ

と
し

て
、

29
を

使
う

。
そ

の
統

計
グ

ラ
フ

に
、

微
分

積
分

の
成

績
が

高
い

学
生

が
、

デ
ー

タ
分

析
の

成
績

も
高

い
傾

向
が

観
測

さ
れ

た
の

で
、

両
科

目
の

成
績

は
30

を
持

つ
こ

と
が

わ
か

っ
た

。

問
．

29
に

入
れ

る
内

容
と

し
て

、
最

も
適

切
な

も
の

を
下

の
解

答
群

か
ら

1
つ

選

び
、

そ
の

番
号

を
マ

ー
ク

し
な

さ
い

。

①
　

折
れ

線
グ

ラ
フ

②
　

円
グ

ラ
フ

③
　

確
率

密
度

分
布

④
　

散
布

図

問
．

30
に

入
れ

る
内

容
と

し
て

、
最

も
適

切
な

も
の

を
下

の
解

答
群

か
ら

1
つ

選

び
、

そ
の

番
号

を
マ

ー
ク

し
な

さ
い

。

①
　

因
果

関
係

②
　

正
の

相
関

関
係

③
　

負
の

相
関

関
係

④
　

無
関

係

問
．

31
手

書
き

数
字

デ
ー

タ
セ

ッ
ト

「
M

N
IS

T
」

で
は

、
1

枚
の

画
像

は
28

ピ

ク
セ

ル
#

28
ピ

ク
セ

ル
、

各
ピ

ク
セ

ル
は

0
〜

25
5
の

整
数

値
（

8
ビ

ッ
ト
=

1
バ

イ

ト
）

で
記

録
さ

れ
て

い
る

。
M

N
IS

T
の

画
像

1
枚

の
デ

ー
タ

量
は

何
バ

イ
ト

か
、

最
も

適
切

な
も

の
を

下
の

解
答

群
か

ら
1

つ
選

び
、

そ
の

番
号

を
マ

ー
ク

し
な

さ
い

。

①
　

78
4
バ

イ
ト

②
　

1,0
24

バ
イ

ト

③
　

28
バ

イ
ト

④
　

7,8
40

バ
イ

ト

8
0

4
9

_
1

0
_

JO
U

A
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M
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0
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5
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問
．

27
デ

ー
タ

を
利

用
す

る
た

め
に

は
、

大
量

の
デ

ー
タ

を
蓄

積
し

て
お

い
て

、

そ
こ

か
ら

必
要

な
デ

ー
タ

を
抜

き
出

し
た

り
、

更
新

し
た

り
す

る
こ

と
が

必
要

と
な

る
。

利
用

し
や

す
い

よ
う

に
一

定
の

形
式

で
蓄

積
さ

れ
た

デ
ー

タ
を

（
あ

）
と

い
い

、
そ

の
た

め
に

用
い

ら
れ

る
代

表
的

な
ソ

フ
ト

ウ
ェ

ア
が

（
い

）
で

あ
る

。（
あ

）
と

（
い

）
に

入

れ
る

内
容

と
し

て
、

最
も

適
切

な
も

の
を

下
の

解
答

群
か

ら
1

つ
選

び
、

そ
の

番
号

を

マ
ー

ク
し

な
さ

い
。

①
　

あ
：

ビ
ッ

グ
デ

ー
タ

、
い

：
Ex

ce
l

②
　

あ
：

デ
ー

タ
ベ

ー
ス

、
い

：
デ

ー
タ

ベ
ー

ス
管

理
シ

ス
テ

ム
（

D
BM

S）

③
　

あ
：

SQ
L
言

語
、

い
：

SE
LE

CT

④
　

あ
：

ビ
ッ

グ
デ

ー
タ

、
い

：
Py

th
on

問
．

28
R

大
学

は
新

1
年

生
に

学
籍

番
号

を
つ

け
て

、
在

学
中

の
学

生
の

情
報

を

管
理

す
る

シ
ス

テ
ム

を
導

入
し

て
い

ま
す

。
学

籍
番

号
の

デ
ー

タ
の

種
類

と
し

て
、

最
も

適
切

な
も

の
を

下
の

解
答

群
か

ら
1

つ
選

び
、

そ
の

番
号

を
マ

ー
ク

し
な

さ
い

。

①
　

順
序

尺
度

②
　

名
義

尺
度

③
　

間
隔

尺
度

④
　

比
例

尺
度
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11
3

問
．

34
プ

ロ
グ

ラ
ム

2
の

あ
、

い
、

う
、

え
、

お
の

内
容

と
し

て
、

最
も

適
切

な

も
の

を
下

の
解

答
群

か
ら

1
つ

選
び

、
そ

の
番

号
を

マ
ー

ク
し

な
さ

い
。

①
　

あ
：
6
0
8
9
1
0
0
0
、

い
：
1
.
0
、

う
：
6
0
8
9
1
0
0
0
、

え
：
0
.
5
2
5
、

お
：
3
6
0

②
　

あ
：
7
0
0
0
0
0
0
0
、

い
：
0
.
5
2
5
、

う
：
6
0
8
9
1
0
0
0
、

え
：
1
.
0
、

お
：
4
2
0

③
　

あ
：
6
0
8
9
1
0
0
0
、

い
：
0
.
5
2
5
、

う
：
7
0
0
0
0
0
0
0
、

え
：
1
.
0
、

お
：
3
6
0

④
　

あ
：
7
0
0
0
0
0
0
0
、

い
：
1
.
0
、

う
：
7
0
0
0
0
0
0
0
、

え
：
0
.
5
2
5
、

お
：
4
2
0

問
．

35
IC

タ
グ

や
、

そ
れ

に
関

連
す

る
技

術
・

シ
ス

テ
ム

の
説

明
と

し
て

、
適

切

な
選

択
肢

を
下

の
解

答
群

か
ら

す
べ

て
選

び
、

そ
の

番
号

を
マ

ー
ク

し
な

さ
い

。

①
　

IC
タ

グ
は

電
波

を
使

っ
て

非
接

触
で

情
報

を
読

み
書

き
で

き
る

装
置

で
あ

り
、

そ

の
技

術
は

RF
ID

と
呼

ば
れ

る
。

②
　

RF
ID

は
IC

タ
グ

に
限

定
さ

れ
ず

、
バ

ー
コ

ー
ド

な
ど

も
含

む
技

術
で

あ
る

。

③
　

ト
レ

ー
サ

ビ
リ

テ
ィ

シ
ス

テ
ム

は
、

商
品

の
流

通
経

路
を

管
理

し
消

費
者

に
情

報
を

提
供

す
る

仕
組

み
で

あ
る

。

④
　

IC
タ

グ
は

通
信

を
行

う
た

め
に

必
ず

有
線

接
続

が
必

要
で

あ
る

。

8
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4
9

_
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0
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問
題

文
：

太
郎

さ
ん

は
、

7,0
00

万
円

を
借

り
て

、
年

利
率

0.5
25

％
、

35
年

で
返

済
す

る
住

宅
ロ

ー
ン

を
組

ん
だ

。
最

初
の

5
年

間
は

、
同

じ
金

利
で

返
済

を
続

け
た

結
果

、
5

年
後

の
残

高
は

約
6,0

89
万

1,0
00

円
と

な
っ

た
。

こ
の

時
点

で
、

銀
行

か
ら

金
利

が
1.0

％
に

変
更

さ
れ

る
と

い
う

通
知

が
届

い
た

。
太

郎
さ

ん
は

、
残

り
30

年
間

を

新
し

い
金

利
で

返
済

す
る

場
合

、
支

払
総

額
が

ど
れ

ほ
ど

増
え

る
か

を
確

認
す

る
た

め
、
プ

ロ
グ

ラ
ム

1
に

定
義

さ
れ

て
い

る
関

数
ca
lc
ul
a
t
e
_
m
o
n
t
hl
y
_
p
a
y
m
e
n
t
 

を
用

い
て

、
毎

月
の

返
済

額
を

再
計

算
し

よ
う

と
考

え
た

。
そ

の
時

、
下

記
の

プ
ロ

グ
ラ

ム
2

を
作

成
し

た
。

 1  2  3  4  5  6  7

#
 
金

利
差

に
よ

る
3
0
年

間
の

支
払

総
額

の
差

を
計

算
す

る

d
i
f
f
_
t
o
t
a
l
 
=
 
(

 
 
 
 
c
a
l
c
u
l
a
t
e
_
m
o
n
t
h
l
y
_
p
a
y
m
e
n
t
(あ

,
 
い
,
 
3
0
) 
\

 
 
 
 
-
 
c
a
l
c
u
l
a
t
e
_
m
o
n
t
h
l
y
_
p
a
y
m
e
n
t
(う

,
 
え
,
 
3
0
) 
\

) 
⁂ 

お

p
r
i
n
t
(f
"
3
0
年

間
で

支
払

う
差

額
は
 {
d
i
f
f
_
t
o
t
a
l
：,
.
0
f
}
 円

で
す
"
)

プ
ロ

グ
ラ

ム
2

：
金

利
上

昇
に

よ
る

支
払

総
額

の
増

加
額

計
算

プ
ロ

グ
ラ

ム

問
．

33
太

郎
さ

ん
は

最
初

の
5

年
間

、
毎

月
の

返
済

額
を

計
算

す
る

た
め

に
、

プ

ロ
グ

ラ
ム

1
に

定
義

さ
れ

て
い

る
関

数
c
a
l
c
u
l
a
t
e
_
m
o
n
t
h
l
y
_
p
a
y
m
e
n
t
を

使
う

と
す

る
。

こ
の

関
数

の
正

し
い

使
い

方
と

し
て

、
最

も
適

切
な

も
の

を
下

の
解

答
群

か
ら

1
つ

選
び

、
そ

の
番

号
を

マ
ー

ク
し

な
さ

い
。

①
　
c
a
l
c
u
l
a
t
e
_
m
o
n
t
h
l
y
_
p
a
y
m
e
n
t
(0
.
5
2
5
,
 
7
0
0
0
0
0
0
0
,
 
3
5
)

②
 　
c
a
l
c
u
l
a
t
e
_
m
o
n
t
h
l
y
_
p
a
y
m
e
n
t
(p
r
i
n
c
i
p
a
l
=
7
0
0
0
0
0
0
0
,
 
 

 

a
n
n
u
a
l
_
r
a
t
e
=
0
.
5
2
5
,
 
y
e
a
r
s
=
3
5
)

③
　
c
a
l
c
u
l
a
t
e
_
m
o
n
t
h
l
y
_
p
a
y
m
e
n
t
[7
0
0
0
0
0
0
0
,
 
0
.
5
2
5
,
 
3
5
]

④
　
c
a
l
c
u
l
a
t
e
_
m
o
n
t
h
l
y
_
p
a
y
m
e
n
t
(7
0
0
0
0
0
0
0
,
 
y
e
a
r
s
=
3
5
,
 
0
.
5
2
5
)
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11
5

問
．

37
に

入
れ

る
内

容
と

し
て

、
最

も
適

切
な

も
の

を
下

の
解

答
群

か
ら

1
つ

選

び
、

そ
の

番
号

を
マ

ー
ク

し
な

さ
い

。

①
　

機
械

学
習

②
　

深
層

学
習

③
　

人
工

知
能

（
A
I）

④
　

ビ
ッ

グ
デ

ー
タ

問
．

38
深

層
学

習
に

お
い

て
使

用
さ

れ
る

「
ニ

ュ
ー

ラ
ル

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

」
の

構

成
要

素
に

含
ま

れ
な

い
も

の
を

、
下

の
解

答
群

か
ら

1
つ

選
び

、
そ

の
番

号
を

マ
ー

ク
し

な
さ

い
。

①
　

入
力

層

②
　

隠
れ

層

③
　

出
力

層

④
　

パ
ケ

ッ
ト

フ
ィ

ル
タ

8
0

4
9

_
1

0
_
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U

A
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M
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9
:5

0

11
4

問
題

文
：「

A
I」
、「

機
械

学
習

」、
「

深
層

学
習

」
と

い
っ

た
言

葉
が

よ
く

使
わ

れ
る

よ
う

に

な
っ

て
い

る
が

、
そ

の
関

係
は

図
1

の
と

お
り

で
あ

る
。

そ
の

中
に

、
37

と
は

、
人

間
の

学
習

に
相

当
す

る
仕

組
み

を
コ

ン
ピ

ュ
ー

タ
ー

等
で

実
現

す
る

も
の

で
あ

り
、

一
定

の
計

算
方

法
（

ア
ル

ゴ
リ

ズ
ム

）
に

基
づ

き
、

入
力

さ
れ

た
デ

ー
タ

か
ら

コ
ン

ピ
ュ

ー
タ

ー
が

パ
タ

ー
ン

や
ル

ー
ル

を
発

見
し

、
そ

の
パ

タ
ー

ン
や

ル
ー

ル
を

新
た

な
デ

ー
タ

に
当

て
は

め
る

こ
と

で
、

そ
の

新
た

な
デ

ー
タ

に
関

す
る

識
別

や
予

測
等

を
可

能
と

す
る

手
法

で
あ

る
。

人
工

知
能

（
A
I）

（
あ

）

（
い

）

図
1

　
A
I・

あ
・

い
の

関
係

問
．

36
図

1
の

（
あ

）
と

（
い

）
に

入
れ

る
内

容
と

し
て

、
最

も
適

切
な

も
の

を

下
の

解
答

群
か

ら
1

つ
選

び
、

そ
の

番
号

を
マ

ー
ク

し
な

さ
い

。

①
　

あ
：

機
械

学
習

、
い

：
深

層
学

習

②
　

あ
：

教
師

あ
り

学
習

、
い

：
教

師
な

し
学

習

③
　

あ
：

深
層

学
習

、
い

：
機

械
学

習

④
　

あ
：

分
類

、
い

：
回

帰
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問
．

34
プ

ロ
グ

ラ
ム

2
の

あ
、

い
、

う
、

え
、

お
の

内
容

と
し

て
、

最
も

適
切

な

も
の

を
下

の
解

答
群

か
ら

1
つ

選
び

、
そ

の
番

号
を

マ
ー

ク
し

な
さ

い
。

①
　

あ
：
6
0
8
9
1
0
0
0
、

い
：
1
.
0
、

う
：
6
0
8
9
1
0
0
0
、

え
：
0
.
5
2
5
、

お
：
3
6
0

②
　

あ
：
7
0
0
0
0
0
0
0
、

い
：
0
.
5
2
5
、

う
：
6
0
8
9
1
0
0
0
、

え
：
1
.
0
、

お
：
4
2
0

③
　

あ
：
6
0
8
9
1
0
0
0
、

い
：
0
.
5
2
5
、

う
：
7
0
0
0
0
0
0
0
、

え
：
1
.
0
、

お
：
3
6
0

④
　

あ
：
7
0
0
0
0
0
0
0
、

い
：
1
.
0
、

う
：
7
0
0
0
0
0
0
0
、

え
：
0
.
5
2
5
、

お
：
4
2
0

問
．

35
IC

タ
グ

や
、

そ
れ

に
関

連
す

る
技

術
・

シ
ス

テ
ム

の
説

明
と

し
て

、
適

切

な
選

択
肢

を
下

の
解

答
群

か
ら

す
べ

て
選

び
、

そ
の

番
号

を
マ

ー
ク

し
な

さ
い

。

①
　

IC
タ

グ
は

電
波

を
使

っ
て

非
接

触
で

情
報

を
読

み
書

き
で

き
る

装
置

で
あ

り
、

そ

の
技

術
は

RF
ID

と
呼

ば
れ

る
。

②
　

RF
ID

は
IC

タ
グ

に
限

定
さ

れ
ず

、
バ

ー
コ

ー
ド

な
ど

も
含

む
技

術
で

あ
る

。

③
　

ト
レ

ー
サ

ビ
リ

テ
ィ

シ
ス

テ
ム

は
、

商
品

の
流

通
経

路
を

管
理

し
消

費
者

に
情

報
を

提
供

す
る

仕
組

み
で

あ
る

。

④
　

IC
タ

グ
は

通
信

を
行

う
た

め
に

必
ず

有
線

接
続

が
必

要
で

あ
る

。
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問
題

文
：

太
郎

さ
ん

は
、

7,0
00

万
円

を
借

り
て

、
年

利
率

0.5
25

％
、

35
年

で
返

済
す

る
住

宅
ロ

ー
ン

を
組

ん
だ

。
最

初
の

5
年

間
は

、
同

じ
金

利
で

返
済

を
続

け
た

結
果

、
5

年
後

の
残

高
は

約
6,0

89
万

1,0
00

円
と

な
っ

た
。

こ
の

時
点

で
、

銀
行

か
ら

金
利

が
1.0

％
に

変
更

さ
れ

る
と

い
う

通
知

が
届

い
た

。
太

郎
さ

ん
は

、
残

り
30

年
間

を

新
し

い
金

利
で

返
済

す
る

場
合

、
支

払
総

額
が

ど
れ

ほ
ど

増
え

る
か

を
確

認
す

る
た

め
、
プ

ロ
グ

ラ
ム

1
に

定
義

さ
れ

て
い

る
関

数
ca
lc
ul
a
t
e
_
m
o
n
t
hl
y
_
p
a
y
m
e
n
t
 

を
用

い
て

、
毎

月
の

返
済

額
を

再
計

算
し

よ
う

と
考

え
た

。
そ

の
時

、
下

記
の

プ
ロ

グ
ラ

ム
2

を
作

成
し

た
。

 1  2  3  4  5  6  7

#
 
金

利
差

に
よ

る
3
0
年

間
の

支
払

総
額

の
差

を
計

算
す

る

d
i
f
f
_
t
o
t
a
l
 
=
 
(

 
 
 
 
c
a
l
c
u
l
a
t
e
_
m
o
n
t
h
l
y
_
p
a
y
m
e
n
t
(あ

,
 
い
,
 
3
0
) 
\

 
 
 
 
-
 
c
a
l
c
u
l
a
t
e
_
m
o
n
t
h
l
y
_
p
a
y
m
e
n
t
(う

,
 
え
,
 
3
0
) 
\

) 
⁂ 

お

p
r
i
n
t
(f
"
3
0
年

間
で

支
払

う
差

額
は
 {
d
i
f
f
_
t
o
t
a
l
：,
.
0
f
}
 円

で
す
"
)

プ
ロ

グ
ラ

ム
2

：
金

利
上

昇
に

よ
る

支
払

総
額

の
増

加
額

計
算

プ
ロ

グ
ラ

ム

問
．

33
太

郎
さ

ん
は

最
初

の
5

年
間

、
毎

月
の

返
済

額
を

計
算

す
る

た
め

に
、

プ

ロ
グ

ラ
ム

1
に

定
義

さ
れ

て
い

る
関

数
c
a
l
c
u
l
a
t
e
_
m
o
n
t
h
l
y
_
p
a
y
m
e
n
t
を

使
う

と
す

る
。

こ
の

関
数

の
正

し
い

使
い

方
と

し
て

、
最

も
適

切
な

も
の

を
下

の
解

答
群

か
ら

1
つ

選
び

、
そ

の
番

号
を

マ
ー

ク
し

な
さ

い
。

①
　
c
a
l
c
u
l
a
t
e
_
m
o
n
t
h
l
y
_
p
a
y
m
e
n
t
(0
.
5
2
5
,
 
7
0
0
0
0
0
0
0
,
 
3
5
)

②
 　
c
a
l
c
u
l
a
t
e
_
m
o
n
t
h
l
y
_
p
a
y
m
e
n
t
(p
r
i
n
c
i
p
a
l
=
7
0
0
0
0
0
0
0
,
 
 

 

a
n
n
u
a
l
_
r
a
t
e
=
0
.
5
2
5
,
 
y
e
a
r
s
=
3
5
)

③
　
c
a
l
c
u
l
a
t
e
_
m
o
n
t
h
l
y
_
p
a
y
m
e
n
t
[7
0
0
0
0
0
0
0
,
 
0
.
5
2
5
,
 
3
5
]

④
　
c
a
l
c
u
l
a
t
e
_
m
o
n
t
h
l
y
_
p
a
y
m
e
n
t
(7
0
0
0
0
0
0
0
,
 
y
e
a
r
s
=
3
5
,
 
0
.
5
2
5
)
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11
6

問
題

文
：

次
の

事
例

を
読

み
、

問
い

に
答

え
な

さ
い

。

🄐🄐
🄐🄐

🄐
🄐

🄐
🄐

🄐
🄐

🄐
🄐

🄐
🄐

🄐
🄐

🄐
🄐

🄐
🄐

🄐
🄐

🄐
🄐

🄐
🄐

🄐
🄐

🄐
🄐

🄐
🄐

🄐
🄐

🄐
🄐

🄐

し
て

別
の

車
に

衝
突

したが



、

A
Iは

搭
載

さ
れ

た
ア

ル
ゴ

リ
ズ

ム
に

従
い

、
合

理
的

な
選

択
を

し
て

い
た

。
事

故
後

、
責

任
の

所
在

が
議

論
と

な
り

、
製

造
企

業
・

ソ
フ

ト

ウ
ェ

ア
開

発
会

社
・

運
用

会
社

の
い

ず
れ

が
責

任
を

負
う

べ
き

か
が

問
わ

れ
て

い
る

。

🄑🄑
🄑🄑🄑🄑🄑🄑🄑








🄑

🄑🄑


🄑
🄑

🄑
🄑

🄑🄑🄑🄑



🄑
🄑

🄑🄑🄑🄑





🄑
🄑

🄑
🄑

🄑
🄑

🄑
🄑

🄑
🄑

🄑

基
づ

く
偏

った


学
習

に
よ

り
、

特
定

の
性

別
や

大
学

出
身

者が


不
利

に
な

る
傾

向
が

見

つ
か

った


。
こ

れ
は

企
業

が
意

図
せ

ず
に

差
別

を
助

長
し

て
い

たこと



に

な
る

。

🄒🄒
🄒🄒🄒🄒




🄒🄒
🄒
🄒

🄒
🄒

🄒🄒🄒🄒🄒






🄒

🄒🄒🄒🄒





成
A
Iに

よっ


て
自動生




成
さ

れ
た

も

の
であることが発










覚
した


。

そ
の

記
事

は
実

在
し

な
い

政
治

家
の

発
言

を
「

引
用

」

し
て

お
り

、
社

会
的

混
乱

を
引

き
起

こした



。

問
．

39
上記


の

事
例

に
関

連
し

て
、

最
も

適
切

で
な

い
も

の
を

下
の

解
答

群
か

ら

1
つ

選
び

、
そ

の
番

号
を

マ
ー

ク
し

な
さ

い
。

①
　�

🄐🄐
🄐

🄐
🄐🄐🄐🄐




🄐
🄐

🄐
🄐

🄐🄐🄐🄐





🄐
🄐

・
開

発
・

運
用

に
関

わ
る

人
や

組
織

の

責
任

が
問

わ
れ

る
可

能
性

がある



。

②
　�

🄑🄑
🄑🄑🄑🄑🄑





に

よる


不
公

正
な

判断が



、

雇
用

の
機

会
を

不
平

等
に

し
て

し
ま

う

リ
ス

ク
がある




。

③
　�

🄒🄒
🄒🄒🄒🄒





成

A
Iに

よる


フ
ェ

イ
ク

ニ
ュ

ー
ス

が
拡

散
し

て
も

、
A
I自

身
に

責

任
を

取
ら

せ
れ

ば
問

題
は

解
決

す
る

。

④
　�

🄐🄐
🄐

🄐🄐🄐


🄐
🄐

🄐🄐🄐🄐🄐





🄐
🄐

🄐
🄐

🄐
🄐

🄐
🄐

🄐
🄐

🄐
🄐

🄐
🄐

🄐
🄐🄐


🄐

🄐
🄐

🄐

備
が

重
要

である



。

　�　�

こ
れ
で
情
報
Ⅰ
の
問
題
は
終
わ
り
で
す

　�　�
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11
6

問
題

文
：

次
の

事
例

を
読

み
、

問
い

に
答

え
な

さ
い

。

🄐🄐
🄐🄐

🄐
🄐

🄐
🄐

🄐
🄐

🄐
🄐

🄐
🄐

🄐
🄐

🄐
🄐

🄐
🄐

🄐
🄐

🄐
🄐

🄐
🄐

🄐
🄐

🄐
🄐

🄐
🄐

🄐
🄐

🄐
🄐

🄐

し
て

別
の

車
に

衝
突

したが



、

A
Iは

搭
載

さ
れ

た
ア

ル
ゴ

リ
ズ

ム
に

従
い

、
合

理
的

な
選

択
を

し
て

い
た

。
事

故
後

、
責

任
の

所
在

が
議

論
と

な
り

、
製

造
企

業
・

ソ
フ

ト

ウ
ェ

ア
開

発
会

社
・

運
用

会
社

の
い

ず
れ

が
責

任
を

負
う

べ
き

か
が

問
わ

れ
て

い
る

。

🄑🄑
🄑🄑🄑🄑🄑🄑🄑








🄑

🄑🄑


🄑
🄑

🄑
🄑

🄑🄑🄑🄑



🄑
🄑

🄑🄑🄑🄑





🄑
🄑

🄑
🄑

🄑
🄑

🄑
🄑

🄑
🄑

🄑

基
づ

く
偏

った


学
習

に
よ

り
、

特
定

の
性

別
や

大
学

出
身

者が


不
利

に
な

る
傾

向
が

見

つ
か

った


。
こ

れ
は

企
業

が
意

図
せ

ず
に

差
別

を
助

長
し

て
い

たこと



に

な
る

。

🄒🄒
🄒🄒🄒🄒




🄒🄒
🄒
🄒

🄒
🄒

🄒🄒🄒🄒🄒






🄒

🄒🄒🄒🄒





成
A
Iに

よっ


て
自動生




成
さ

れ
た

も

の
であることが発










覚
した


。

そ
の

記
事

は
実

在
し

な
い

政
治

家
の

発
言

を
「

引
用

」

し
て

お
り

、
社

会
的

混
乱

を
引

き
起

こした



。

問
．

39
上記


の

事
例

に
関

連
し

て
、

最
も

適
切

で
な

い
も

の
を

下
の

解
答

群
か

ら

1
つ

選
び

、
そ

の
番

号
を

マ
ー

ク
し

な
さ

い
。

①
　�

🄐🄐
🄐

🄐
🄐🄐🄐🄐




🄐
🄐

🄐
🄐

🄐🄐🄐🄐





🄐
🄐

・
開

発
・

運
用

に
関

わ
る

人
や

組
織

の

責
任

が
問

わ
れ

る
可

能
性

がある



。

②
　�

🄑🄑
🄑🄑🄑🄑🄑





に

よる


不
公

正
な

判断が



、

雇
用

の
機

会
を

不
平

等
に

し
て

し
ま

う

リ
ス

ク
がある




。

③
　�

🄒🄒
🄒🄒🄒🄒





成

A
Iに

よる


フ
ェ

イ
ク

ニ
ュ

ー
ス

が
拡

散
し

て
も

、
A
I自

身
に

責

任
を

取
ら

せ
れ

ば
問

題
は

解
決

す
る

。

④
　�

🄐🄐
🄐

🄐🄐🄐


🄐
🄐

🄐🄐🄐🄐🄐





🄐
🄐

🄐
🄐

🄐
🄐

🄐
🄐

🄐
🄐

🄐
🄐

🄐
🄐

🄐
🄐🄐


🄐

🄐
🄐

🄐

備
が

重
要

である



。

　�　�

こ
れ
で
情
報
Ⅰ
の
問
題
は
終
わ
り
で
す

　�　�
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2

問
１

．
ア

に
あ

て
は

ま
る

も
の

を
下

の
解

答
群

か
ら

１
つ

選
び

，
そ

の
番

号
を

マ
ー

ク
し

な
さ

い
。

1

①
　

1
 

②
　

2
 

③
　

3

④
　
-

1 
⑤

　
-

2 
⑥

　
-

3

問
２

．
イ

に
あ

て
は

ま
る

も
の

を
下

の
解

答
群

か
ら

１
つ

選
び

，
そ

の
番

号
を

マ
ー

ク
し

な
さ

い
。

2

①
　

1
 

②
　

2
 

③
　

3

④
　

4
 

⑤
　

5
 

⑥
　

6

問
３

．
ウ

に
あ

て
は

ま
る

も
の

を
下

の
解

答
群

か
ら

１
つ

選
び

，
そ

の
番

号
を

マ
ー

ク
し

な
さ

い
。

3

①
　

A
B

2
 

②
　

A
B

1
 

③
　

A
B

=

④
　

①
～

③
の

い
ず

れ
で

も
な

い

問
４

．
エ

に
あ

て
は

ま
る

も
の

を
下

の
解

答
群

か
ら

１
つ

選
び

，
そ

の
番

号
を

マ
ー

ク
し

な
さ

い
。

4

①
　

必
要

十
分

条
件

で
あ

る

②
　

必
要

条
件

で
あ

る
が

十
分

条
件

で
は

な
い

③
　

十
分

条
件

で
あ

る
が

必
要

条
件

で
は

な
い

④
　

必
要

条
件

で
も

十
分

条
件

で
も

な
い

8
0

4
9

_
0

6
_

SU
U

1
A

_
M

.in
dd

   
2

2
0

2
5

/1
1

/1
3

   
1

1
:2

0

1

次
の

文
を

読
ん

で
下

記
の

問
い

に
答

え
な

さ
い

。

⑴
　

x
3
1

2
=

-
の

と
き

，
x

x
2

2
=

-
ア

で
あ

る
。

⑵
　

不
等

式
x

x
x

3
2

4
5

2
1

1
+

-
^

h
を

満
た

す
整

数
x
は

全
部

で
イ

個
あ

る
。

⑶
　

次
の

集
合

A
，

B
の

間
に

成
り

立
つ

関
係

は
「

ウ
」

で
あ

る
。

A
m

m
は
３
の
倍
数
で
な
い
正
の
整
数

=
"

,

B
n

n
1

2
は
整
数

=
+

"
,

⑷
　

実
数

x，
y
に

お
い

て
，

次
の

２
つ

の
条

件
p，

q
を

考
え

る
。

p：
x
は

無
理

数
 ま

た
は

y
は

無
理

数

q
：

x
y

2
3

+
は

無
理

数

こ
の

と
き

，
p
は

q
で

あ
る

た
め

の
エ

。

【
Ⅰ

】
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Ⅰ
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4

問
１

．
ア

に
あ

て
は

ま
る

も
の

を
下

の
解

答
群

か
ら

１
つ

選
び

，
そ

の
番

号
を

マ
ー

ク
し

な
さ

い
。

5

①
　

異
な

る
２

点
で

交
わ

る

②
　

１
点

で
接

す
る

③
　

共
有

点
を

も
た

な
い

問
２

．
イ

に
あ

て
は

ま
る

も
の

を
下

の
解

答
群

か
ら

１
つ

選
び

，
そ

の
番

号
を

マ
ー

ク
し

な
さ

い
。

6

①
　

5
 

②
　

7
 

③
　

9

④
　

13
 

⑤
　

15
 

⑥
　

17

問
３

．
ウ

に
あ

て
は

ま
る

も
の

を
下

の
解

答
群

か
ら

１
つ

選
び

，
そ

の
番

号
を

マ
ー

ク
し

な
さ

い
。

7

①
　

t
0

2
 

②
　

t
0

1
 

③
　

t
1

2

④
　

t
1

1
 

⑤
　

t
2

2
 

⑥
　

t
2

1

問
４

．
エ

に
あ

て
は

ま
る

も
の

を
下

の
解

答
群

か
ら

１
つ

選
び

，
そ

の
番

号
を

マ
ー

ク
し

な
さ

い
。

8

①
　

t
1

0
1
1

-
 

②
　

t
0

2
1
1

-
 

③
　

t
0

3
1
1

-

④
　

t
0

1
1
1

 
⑤

　
t

0
2

1
1

 
⑥

　
t

0
3

1
1

8
0

4
9

_
0

6
_
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U

1
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_
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dd

   
4

2
0

2
5

/1
1

/1
3

   
1

1
:2

0

3

次
の

文
を

読
ん

で
下

記
の

問
い

に
答

え
な

さ
い

。

関
数

 
f

x^
h
を

 
f

x
x

x
21

4
5

2
=

-
+

^
h

と
し

，
座

標
平

面
上

で
 

y
f

x
=
^
h
の

グ
ラ

フ
を

C
と

す
る

。

⑴
　

C
と

x
軸

と
の

位
置

関
係

は
，「

ア
」

で
あ

る
。

⑵
　

x
2

8
E

E
-

に
お

け
る

 
f

x^
h
の

最
大

値
は

イ
で

あ
る

。

⑶
　

t
を

実
数

と
し

，
C

を
x
軸

方
向

に
t，

y
軸

方
向

に
t
3

+
だ

け
平

行
移

動
し

て
得

ら
れ

る
グ

ラ
フ

の
方

程
式

を
 

y
x

g
=
^
h
と

す
る

。

ⅰ
　

す
べ

て
の

実
数

x
に

お
い

て
，

 
g

x
0

2
^
h

が
成

り
立

つ
よ

う
な

t
の

値
の

範
囲

は

ウ
で

あ
る

。

ⅱ
　

 
y

x
g

=
^
h
の

グ
ラ

フ
と

x
軸

の
正

の
部

分
が

異
な

る
２

点
で

交
わ

る
よ

う
な

t
の

値

の
範

囲
は

エ
で

あ
る

。
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Ⅱ
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6

問
１

．
ア

～
エ

に
あ

て
は

ま
る

も
の

を
下

の
解

答
群

か
ら

１
つ

ず
つ

選
び

，

そ
の

番
号

を
マ

ー
ク

し
な

さ
い

。
 

 

ア
…

9
，
イ

…
10

，
ウ

…
11

，
エ

…
12

①
　

2
 

②
　
6

 
③

　
2
2

④
　
3
1

+
 

⑤
　
3

3
+

 
⑥

　
3

2
3
+

問
２

．
オ

に
あ

て
は

ま
る

も
の

を
下

の
解

答
群

か
ら

１
つ

選
び

，
そ

の
番

号
を

マ
ー

ク
し

な
さ

い
。

13

①
　

4
 

②
　

5
 

③
　

6

④
　

2
3

 
⑤

　
2
5

 
⑥

　
3
3

問
３

．
カ

に
あ

て
は

ま
る

も
の

を
下

の
解

答
群

か
ら

１
つ

選
び

，
そ

の
番

号
を

マ
ー

ク
し

な
さ

い
。

14

①
　
21

 
②

　
32

 
③

　
43

④
　
22

 
⑤

　
35

 
⑥

　
51
0

8
0

4
9
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6

2
0

2
5

/1
1

/1
3

   
1

1
:2

0

5

次
の

文
を

読
ん

で
下

記
の

問
い

に
答

え
な

さ
い

。

9
A
BC

に
お

い
て

，
点

A
か

ら
直

線
BC

に
垂

線
を

引
き

，
直

線
BC

と
の

交
点

を
D

と

す
る

。

⑴
　

太
郎

さ
ん

と
花

子
さ

ん
は

，
右

の
図

の
9

A
BC

を
使

っ
て

，
si
n
7
5
°
の

値
を

求
め

る
こ

と
を

考
え

て
い

る
。

［
太

郎
さ

ん
の

求
め

方
］

9
A
BC

に
お

い
て

，
正

弦
定

理
に

よ
り

 
si
n

si
n

5
4

7
5

°
°

ア
イ

=

が
成

り
立

つ
。

こ
の

等
式

か
ら
si
n
7
5
°
の

値
が

求
め

ら
れ

る
。

［
花

子
さ

ん
の

求
め

方
］

9
A
BC

の
面

積
を

S
と

す
る

と
，

S
=

ウ
で

あ
る

。

ま
た

，
S

は
si
n
7
5
°
を

用
い

て
，

S
=

エ
si
n
7
5
°
と

表
さ

れ
る

か
ら

，
こ

の
２

つ
の

式
か

ら
si
n
7
5
°
の

値
が

求
め

ら
れ

る
。

⑵
　
9

A
BC

に
お

い
て

，

n
ta

21
A
C
B

+
=

，
ta
n

1 3
A
C
B

+
=

，
1

A
D
=

で
あ

る
と

す
る

。
こ

の
と

き
，
B
C
=

オ
で

あ
り

，
si
n
B
A
C

+
=

カ
で

あ
る

。

【
Ⅲ

】

Ａ

Ｃ
Ｂ
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Ｄ
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4

問
１

．
ア

に
あ

て
は

ま
る

も
の

を
下

の
解

答
群

か
ら

１
つ

選
び

，
そ

の
番

号
を

マ
ー

ク
し

な
さ

い
。

5

①
　

異
な

る
２

点
で

交
わ

る

②
　

１
点

で
接

す
る

③
　

共
有

点
を

も
た

な
い

問
２

．
イ

に
あ

て
は

ま
る

も
の

を
下

の
解

答
群

か
ら

１
つ

選
び

，
そ

の
番

号
を

マ
ー

ク
し

な
さ

い
。

6

①
　

5
 

②
　

7
 

③
　

9

④
　

13
 

⑤
　

15
 

⑥
　

17

問
３

．
ウ

に
あ

て
は

ま
る

も
の

を
下

の
解

答
群

か
ら

１
つ

選
び

，
そ

の
番

号
を

マ
ー

ク
し

な
さ

い
。

7

①
　

t
0

2
 

②
　

t
0

1
 

③
　

t
1

2

④
　

t
1

1
 

⑤
　

t
2

2
 

⑥
　

t
2

1

問
４

．
エ

に
あ

て
は

ま
る

も
の

を
下

の
解

答
群

か
ら

１
つ

選
び

，
そ

の
番

号
を

マ
ー

ク
し

な
さ

い
。

8

①
　

t
1

0
1
1

-
 

②
　

t
0

2
1
1

-
 

③
　

t
0

3
1
1

-

④
　

t
0

1
1
1

 
⑤

　
t

0
2

1
1

 
⑥

　
t

0
3

1
1

8
0

4
9
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6
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2
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1
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1

1
:2

0

3

次
の

文
を

読
ん

で
下

記
の

問
い

に
答

え
な

さ
い

。

関
数

 
f

x^
h
を

 
f

x
x

x
21

4
5

2
=

-
+

^
h

と
し

，
座

標
平

面
上

で
 

y
f

x
=
^
h
の

グ
ラ

フ
を

C
と

す
る

。

⑴
　

C
と

x
軸

と
の

位
置

関
係

は
，「

ア
」

で
あ

る
。

⑵
　

x
2

8
E

E
-

に
お

け
る

 
f

x^
h
の

最
大

値
は

イ
で

あ
る

。

⑶
　

t
を

実
数

と
し

，
C

を
x
軸

方
向

に
t，

y
軸

方
向

に
t
3

+
だ

け
平

行
移

動
し

て
得

ら
れ

る
グ

ラ
フ

の
方

程
式

を
 

y
x

g
=
^
h
と

す
る

。

ⅰ
　

す
べ

て
の

実
数

x
に

お
い

て
，

 
g

x
0

2
^
h

が
成

り
立

つ
よ

う
な

t
の

値
の

範
囲

は

ウ
で

あ
る

。

ⅱ
　

 
y

x
g

=
^
h
の

グ
ラ

フ
と

x
軸

の
正

の
部

分
が

異
な

る
２

点
で

交
わ

る
よ

う
な

t
の

値

の
範

囲
は

エ
で

あ
る

。

【
Ⅱ
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8

⑴
　

ア
～

ウ
に

あ
て

は
ま

る
も

の
を

下
の

解
答

群
か

ら
１

つ
ず

つ
選

び
，

そ
の

番
号

を
マ

ー
ク

し
な

さ
い

。
 

 

ア
…

15
，
イ

…
16

，
ウ

…
17

①
　

20
 

②
　

23
 

③
　

24

④
　

25
 

⑤
　

26
 

⑥
　

27

⑵
　

エ
に

あ
て

は
ま

る
も

の
を

下
の

解
答

群
か

ら
１

つ
選

び
，

そ
の

番
号

を
マ

ー

ク
し

な
さ

い
。

18

①
　

3
 

②
　

4
 

③
　

5

④
　

6
 

⑤
　

7
 

⑥
　

8

⑶
　

オ
に

あ
て

は
ま

る
も

の
を

下
の

解
答

群
か

ら
１

つ
選

び
，

そ
の

番
号

を
マ

ー

ク
し

な
さ

い
。

19

①
　

12
m

と
36

m
の

２
つ

の
値

の
み

が
外

れ
値

で
あ

る

②
　

12
m

の
値

の
み

が
外

れ
値

で
あ

る

③
　

36
m

の
値

の
み

が
外

れ
値

で
あ

る

④
　

外
れ

値
は

な
い
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0
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7

次
の

文
を

読
ん

で
下

記
の

問
い

に
答

え
な

さ
い

。

問
１

．
次

の
デ

ー
タ

は
，

10
人

の
生

徒
の

ハ
ン

ド
ボ

ー
ル

投
げ

の
記

録
で

あ
り

，
値

の
小

さ

い
方

か
ら

順
に

書
き

並
べ

て
い

る
。

12
，

19
，

20
，

20
，

23
，

25
，

25
，

26
，

27
，

36
（

m
）

こ
の

10
人

の
記

録
を

箱
ひ

げ
図

に
表

す
と

，
次

の
よ

う
に

な
る

。

12
36

（
m
）

イ

ア
ウ

四
分

位
範

囲
は

エ
m

で
あ

る
。

次
に

，
こ

の
デ

ー
タ

の
中

に
外

れ
値

が
あ

る
か

ど
う

か
を

調
べ

る
。

た
だ

し
，

外
れ

値
は

，
次

の
よ

う
な

値
と

す
る

。

.
1
5

第
１
四
分
位
数

四
分
位
範
囲

#
-

^
^

h
h

"
,
以

下
の

値

.
1
5

第
四
分
位
数

四
分
位
範
囲

３
#

+
^

^
h

h
"

,
以

上
の

値

外
れ

値
に

つ
い

て
，

正
し

い
記

述
は

「
オ

」
で

あ
る

。

【
Ⅳ
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8
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10

⑴
　

こ
の

39
人

の
英

語
と

数
学

の
デ

ー
タ

の
相

関
係

数
を

R
と

す
る

。
表

や
A

の
値

を

利
用

し
て

計
算

す
る

と
き

，
R

に
最

も
近

い
も

の
を

下
の

解
答

群
か

ら
１

つ
選

び
，

そ

の
番

号
を

マ
ー

ク
し

な
さ

い
。

20

①
　

0.
55

 
②

　
0.
60

 
③

　
0.
65

④
　

0.
70

 
⑤

　
0.
75

 
⑥

　
0.
80

⑵
　

欠
席

し
て

い
た

１
人

の
生

徒
が

，
後

日
同

じ
テ

ス
ト

を
受

け

た
と

こ
ろ

，
結

果
は

右
の

表
の

よ
う

に
な

っ
た

。

こ
の

生
徒

の
得

点
を

含
め

，
40

人
全

体
で

計
算

を
し

な
お

し
た

と
き

の
共

分
散

を
A
l ，

相
関

係
数

を
R
l
と

す
る

。
A

と
A
l ，

R
と

R
l
の

大
小

関
係

に
つ

い
て

正
し

い
も

の
を

，
下

の
解

答
群

か
ら

１
つ

選
び

，
そ

の
番

号
を

マ
ー

ク
し

な
さ

い
。

21

①
　

A
A

2
l ，

R
R

2
l  

②
　

A
A

2
l ，

R
R

=
l

③
　

A
A

=
l ，

R
R

=
l  

④
　

A
A

1
l ，

R
R

2
l

⑤
　

A
A

1
l ，

R
R

=
l  

⑥
　

A
A

1
l ，

R
R

1
l

　
　
こ
れ
で
数
学
Ⅰ
の
問
題
は
終
わ
り
で
す
　
　

英
語

数
学

32
点

27
点

8
0

4
9

_
0

6
_

SU
U

1
A

_
M

.in
dd

   
1

0
2

0
2

5
/1

1
/1

3
   

1
1

:2
0

9

問
２

．
次

の
図

は
，

40
人

の
ク

ラ
ス

で
英

語
と

数
学

の
50

点
満

点
の

テ
ス

ト
を

行
っ

た
結

果

を
，

散
布

図
に

ま
と

め
た

も
の

で
あ

る
。

な
お

，
１

人
の

生
徒

が
欠

席
し

た
た

め
，

39

人
の

デ
ー

タ
と

な
っ

て
い

る
。

図

01020304050

英
語

（
点

）

（
点

）

数 学

0
10

20
30

40
50

こ
の

39
人

の
英

語
と

数
学

の
得

点
の

平
均

値
，

分
散

，
標

準
偏

差
は

次
の
表

の
よ

う

に
な

る
。

表

平
均

値
分

散
標

準
偏

差

英
語

32
.0

91
.2

9.
5

数
学

27
.0

76
.8

8.
8

ま
た

，
同

じ
39

人
の

英
語

と
数

学
の

デ
ー

タ
の

共
分

散
を

A
と

す
る

と
，

.
A

6
2
2

=
 

で
あ

る
。

た
だ

し
，

平
均

値
は

正
確

な
値

で
あ

り
，

分
散

，
標

準
偏

差
，

お
よ

び
共

分
散

は
そ

れ
ぞ

れ
小

数
第

２
位

を
四

捨
五

入
し

た
値

で
あ

る
。

8
0

4
9

_
0

6
_

SU
U

1
A

_
M

.in
dd

   
9

2
0

2
5

/1
1

/1
3

   
1

1
:2

0

10
9

95

傾
向
と
対
策

A
日
程

B
日
程

解
　
答

一般前期／A日程 数学Ⅰ

8

⑴
　

ア
～

ウ
に

あ
て

は
ま

る
も

の
を

下
の

解
答

群
か

ら
１

つ
ず

つ
選

び
，

そ
の

番
号

を
マ

ー
ク

し
な

さ
い

。
 

 

ア
…

15
，
イ

…
16

，
ウ

…
17

①
　

20
 

②
　

23
 

③
　

24

④
　

25
 

⑤
　

26
 

⑥
　

27

⑵
　

エ
に

あ
て

は
ま

る
も

の
を

下
の

解
答

群
か

ら
１

つ
選

び
，

そ
の

番
号

を
マ

ー

ク
し

な
さ

い
。

18

①
　

3
 

②
　

4
 

③
　

5

④
　

6
 

⑤
　

7
 

⑥
　

8

⑶
　

オ
に

あ
て

は
ま

る
も

の
を

下
の

解
答

群
か

ら
１

つ
選

び
，

そ
の

番
号

を
マ

ー

ク
し

な
さ

い
。

19

①
　

12
m

と
36

m
の

２
つ

の
値

の
み

が
外

れ
値

で
あ

る

②
　

12
m

の
値

の
み

が
外

れ
値

で
あ

る

③
　

36
m

の
値

の
み

が
外

れ
値

で
あ

る

④
　

外
れ

値
は

な
い

8
0

4
9

_
0

6
_

SU
U

1
A

_
M

.in
dd

   
8

2
0

2
5

/1
1

/1
3

   
1

1
:2

0

7

次
の

文
を

読
ん

で
下

記
の

問
い

に
答

え
な

さ
い

。

問
１

．
次

の
デ

ー
タ

は
，

10
人

の
生

徒
の

ハ
ン

ド
ボ

ー
ル

投
げ

の
記

録
で

あ
り

，
値

の
小

さ

い
方

か
ら

順
に

書
き

並
べ

て
い

る
。

12
，

19
，

20
，

20
，

23
，

25
，

25
，

26
，

27
，

36
（

m
）

こ
の

10
人

の
記

録
を

箱
ひ

げ
図

に
表

す
と

，
次

の
よ

う
に

な
る

。

12
36

（
m
）

イ

ア
ウ

四
分

位
範

囲
は

エ
m

で
あ

る
。

次
に

，
こ

の
デ

ー
タ

の
中

に
外

れ
値

が
あ

る
か

ど
う

か
を

調
べ

る
。

た
だ

し
，

外
れ

値
は

，
次

の
よ

う
な

値
と

す
る

。

.
1
5

第
１
四
分
位
数

四
分
位
範
囲

#
-

^
^

h
h

"
,
以

下
の

値

.
1
5

第
四
分
位
数

四
分
位
範
囲

３
#

+
^

^
h

h
"

,
以

上
の

値

外
れ

値
に

つ
い

て
，

正
し

い
記

述
は

「
オ

」
で

あ
る

。

【
Ⅳ

】

8
0

4
9

_
0

6
_

SU
U

1
A

_
M

.in
dd

   
7

2
0

2
5

/1
1

/1
3

   
1

1
:2

0

7
8

94

傾
向
と
対
策

問
　
題

解
　
答

一般前期／A日程 数学Ⅰ



12

問
１

．
ア

に
あ

て
は

ま
る

も
の

を
下

の
解

答
群

か
ら

１
つ

選
び

，
そ

の
番

号
を

マ
ー

ク
し

な
さ

い
。

1

①
　

9
 

②
　

12
 

③
　

15

④
　

24
 

⑤
　

27
 

⑥
　

36

問
２

．
イ

に
あ

て
は

ま
る

も
の

を
下

の
解

答
群

か
ら

１
つ

選
び

，
そ

の
番

号
を

マ
ー

ク
し

な
さ

い
。

2

①
　

x
5

3
1

1
-

-
 

②
　

x
5

5
1

1
-

 
③

　
x

5
7

1
1

-

④
　

x
3

5
1

1
-

 
⑤

　
x

3
7

1
1

-
 

⑥
　

x
5

7
1

1

問
３

．
ウ

に
あ

て
は

ま
る

も
の

を
下

の
解

答
群

か
ら

１
つ

選
び

，
そ

の
番

号
を

マ
ー

ク
し

な
さ

い
。

3

①
　

1
 

②
　
2

 
③

　
3

④
　

2
 

⑤
　
2
2

 
⑥

　
4
2

問
４

．
エ

に
あ

て
は

ま
る

も
の

を
下

の
解

答
群

か
ら

１
つ

選
び

，
そ

の
番

号
を

マ
ー

ク
し

な
さ

い
。

4

①
　
94

 
②

　
95

 
③

　
1
25

④
　
1
87

 
⑤

　
3
61
1

 
⑥

　
3
6
1
7

8
0

4
9

_
0

7
_

SU
U

1
A

2
B

C
A

_
M

.in
dd

   
1

2
2

0
2

5
/1

2
/0

9
   

1
9

:2
5

11

次
の

文
を

読
ん

で
下

記
の

問
い

に
答

え
な

さ
い

。

⑴
　

x
3

7
=
+

，
y

3
7

=
-

の
と

き
，

x
y

x
y

3
2

2
3

+
=

ア
で

あ
る

。

⑵
　

連
立

不
等

式
x x

x5

4
2
1
0

2

1

1
-

-
*

の
解

は
イ

で
あ

る
。

⑶
　

半
径

が
１

の
円

に
内

接
す

る
正

八
角

形
の

面
積

は
ウ

で
あ

る
。

⑷
　

１
か

ら
９

ま
で

の
整

数
が

１
つ

ず
つ

書
か

れ
た

９
枚

の
カ

ー
ド

が
あ

る
。

こ
の

中
か

ら
２

枚
を

同
時

に
取

り
出

す
と

き
，

取
り

出
し

た
２

枚
の

カ
ー

ド
に

書
か

れ
た

数
の

和
が

偶
数

で

あ
る

確
率

は
エ

で
あ

る
。

【
Ⅰ

】

数
　
学
　
Ⅰ
・
Ａ
・
Ⅱ
・
Ｂ
・
Ｃ

8
0

4
9

_
0

7
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U
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2
B

C
A

_
M
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dd
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2
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一般前期／A日程 数学Ⅰ・Ａ・Ⅱ・Ｂ・Ｃ



14

問
１

．
ア

に
あ

て
は

ま
る

も
の

を
下

の
解

答
群

か
ら

１
つ

選
び

，
そ

の
番

号
を

マ
ー

ク
し

な
さ

い
。

5

①
　

2
 

②
　
5

 
③

　
2
5

④
　

5
 

⑤
　

10
 

⑥
　
4
5

問
２

．
イ

に
あ

て
は

ま
る

も
の

を
下

の
解

答
群

か
ら

１
つ

選
び

，
そ

の
番

号
を

マ
ー

ク
し

な
さ

い
。

6

①
　
3 4

 
②

　
53

 
③

　
54

④
　

43
-

 
⑤

　
53

-
 

⑥
　

4 5
-

問
３

．
ウ

に
あ

て
は

ま
る

も
の

を
下

の
解

答
群

か
ら

１
つ

選
び

，
そ

の
番

号
を

マ
ー

ク
し

な
さ

い
。

7

①
　

2
 

②
　

4
 

③
　

6

④
　

8
 

⑤
　

10
 

⑥
　

12

問
４

．
エ

に
あ

て
は

ま
る

も
の

を
下

の
解

答
群

か
ら

１
つ

選
び

，
そ

の
番

号
を

マ
ー

ク
し

な
さ

い
。

8

①
　
7

 
②

　
2
5

 
③

　
5

④
　
2
7

 
⑤

　
6

 
⑥

　
5

3

8
0

4
9

_
0

7
_
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U

1
A

2
B

C
A

_
M
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dd

   
1

4
2

0
2

5
/1

2
/0

9
   

1
9

:2
5

13

次
の

文
を

読
ん

で
下

記
の

問
い

に
答

え
な

さ
い

。

⑴
　

座
標

平
面

上
に

お
い

て
，

円
x

y
4

2
2

+
=

と
直

線
y

x
k

2
=
-

+
が

共
有

点
を

も
つ

と

き
，

定
数

k
の

最
大

値
は

ア
で

あ
る

。

⑵
　
2
1

1
r

a
r
で

，
ta
n

34
a
=
-

の
と

き
，
co
s
a
=

イ
で

あ
る

。

⑶
　

方
程

式
lo
g

lo
g

x
x

6
4

2
2

=
+

-
^

h
の

解
は

x
=

ウ
で

あ
る

。

⑷
　
0
で

な
い

２
つ

の
ベ

ク
ト

ル
p
，

q
に

お
い

て
，

次
の

こ
と

が
成

り
立

つ
。

①
　

p
p

p
2

$
=

②
　

co
s

p
p

q
q
$

i
=

（
i
は

p
と

q
の

な
す

角
）

２
つ

の
ベ

ク
ト

ル
a
，

b
に

お
い

て
，

a
3

=
，

b
4

=
で

あ
り

，
a

と
b

の
な

す
角

は
60

°で
あ

る
。

こ
の

と
き

，
a

b
2

=
-

エ
で

あ
る

。

【
Ⅱ

】

8
0

4
9

_
0

7
_

SU
U

1
A

2
B

C
A

_
M

.in
dd

   
1

3
2

0
2

5
/1

2
/0

9
   

1
9

:2
5

14
13

97

傾
向
と
対
策

A
日
程

B
日
程

解
　
答

一般前期／A日程 数学Ⅰ・Ａ・Ⅱ・Ｂ・Ｃ

12

問
１

．
ア

に
あ

て
は

ま
る

も
の

を
下

の
解

答
群

か
ら

１
つ

選
び

，
そ

の
番

号
を

マ
ー

ク
し

な
さ

い
。

1

①
　

9
 

②
　

12
 

③
　

15

④
　

24
 

⑤
　

27
 

⑥
　

36

問
２

．
イ

に
あ

て
は

ま
る

も
の

を
下

の
解

答
群

か
ら

１
つ

選
び

，
そ

の
番

号
を

マ
ー

ク
し

な
さ

い
。

2

①
　

x
5

3
1

1
-

-
 

②
　

x
5

5
1

1
-

 
③

　
x

5
7

1
1

-

④
　

x
3

5
1

1
-

 
⑤

　
x

3
7

1
1

-
 

⑥
　

x
5

7
1

1

問
３

．
ウ

に
あ

て
は

ま
る

も
の

を
下

の
解

答
群

か
ら

１
つ

選
び

，
そ

の
番

号
を

マ
ー

ク
し

な
さ

い
。

3

①
　

1
 

②
　
2

 
③

　
3

④
　

2
 

⑤
　
2
2

 
⑥

　
4
2

問
４

．
エ

に
あ

て
は

ま
る

も
の

を
下

の
解

答
群

か
ら

１
つ

選
び

，
そ

の
番

号
を

マ
ー

ク
し

な
さ

い
。

4

①
　
94

 
②

　
95

 
③

　
1
25

④
　
1
87

 
⑤

　
3
61
1

 
⑥

　
3
6
1
7

8
0

4
9

_
0

7
_

SU
U

1
A

2
B

C
A

_
M

.in
dd

   
1

2
2

0
2

5
/1

2
/0

9
   

1
9

:2
5

11

次
の

文
を

読
ん

で
下

記
の

問
い

に
答

え
な

さ
い

。

⑴
　

x
3

7
=
+

，
y

3
7

=
-

の
と

き
，

x
y

x
y

3
2

2
3

+
=

ア
で

あ
る

。

⑵
　

連
立

不
等

式
x x

x5

4
2
1
0

2

1

1
-

-
*

の
解

は
イ

で
あ

る
。

⑶
　

半
径

が
１

の
円

に
内

接
す

る
正

八
角

形
の

面
積

は
ウ

で
あ

る
。

⑷
　

１
か

ら
９

ま
で

の
整

数
が

１
つ

ず
つ

書
か

れ
た

９
枚

の
カ

ー
ド

が
あ

る
。

こ
の

中
か

ら
２

枚
を

同
時

に
取

り
出

す
と

き
，

取
り

出
し

た
２

枚
の

カ
ー

ド
に

書
か

れ
た

数
の

和
が

偶
数

で

あ
る

確
率

は
エ

で
あ

る
。

【
Ⅰ

】

数
　
学
　
Ⅰ
・
Ａ
・
Ⅱ
・
Ｂ
・
Ｃ

8
0

4
9

_
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U

1
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_
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dd
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5
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1
9
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5

11
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傾
向
と
対
策

問
　
題

解
　
答
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16

問
１

．
ア

に
あ

て
は

ま
る

も
の

を
下

の
解

答
群

か
ら

１
つ

選
び

，
そ

の
番

号
を

マ
ー

ク
し

な
さ

い
。

9

①
　

30
 

②
　

33
 

③
　

37

④
　

40
 

⑤
　

43
 

⑥
　

46

問
２

．
イ

に
あ

て
は

ま
る

も
の

を
下

の
解

答
群

か
ら

１
つ

選
び

，
そ

の
番

号
を

マ
ー

ク
し

な
さ

い
。

10

①
　

a
2

n
+

 
②

　
a
2

3
n
+

 
③

　
a
3

n

④
　

a
3

2
n
+

 
⑤

　
a
3

2
n
-

 
⑥

　
a
5

n

問
３

．
ウ

に
あ

て
は

ま
る

も
の

を
下

の
解

答
群

か
ら

１
つ

選
び

，
そ

の
番

号
を

マ
ー

ク
し

な
さ

い
。

11

①
　

n
n
1

2
-

+
 

②
　

n
n

2
1

2
2
-

+
 

③
　

n
4

3
2
-

④
　

n
n

4
2

2
-

-
 

⑤
　

n
n

4
6

3
2
-

+
 

⑥
　

n
n

4
8

5
2
-

+

問
４

．
エ

に
あ

て
は

ま
る

も
の

を
下

の
解

答
群

か
ら

１
つ

選
び

，
そ

の
番

号
を

マ
ー

ク
し

な
さ

い
。

12

①
　
3

1
n
1
+

-
 

②
　
3

2
n
-

 
③

　
2
3

1
n
1

$
-

-

④
　
2
3

5
n

$
-

 
⑤

　
3

4
3

n
1

$
-

-
 

⑥
　
2

1
5
n
1

$
-

-

8
0

4
9

_
0

7
_

SU
U

1
A

2
B

C
A

_
M

.in
dd

   
1

6
2

0
2

5
/1

2
/0

9
   

1
9

:2
5

15

次
の

文
を

読
ん

で
下

記
の

問
い

に
答

え
な

さ
い

。

太
郎

さ
ん

と
花

子
さ

ん
は

，
次

の
課
題

に
取

り
組

ん
で

い
る

。

課
題

数
列

a
n

"
,
が

a
1

1
=

，
a

5
2
=

，
a

1
7

3
=

を
満

た
す

と
き

，
こ

の
数

列
の

一
般

項
は

ど
の

よ
う

に
な

る
か

。
数

列
の

規
則

性
を

自
分

で
設

定
し

て
答

え
な

さ
い

。

太
郎

さ
ん

：
 こ

の
数

列
は

等
差

数
列

で
も

等
比

数
列

で
も

な
い

ね
。

 
 

ひ
と

ま
ず

，
階

差
数

列
を

考
え

て
み

よ
う

。

a
n

"
,
：

1
5

17
a
4

…

b
n

"
,
：

4
12

b
3

…

階
差

数
列

b
n

"
,
を

等
差

数
列

と
す

れ
ば

，
a
4
=

ア
と

な
る

ね
。

花
子

さ
ん

：
 私

は
，

１
，

５
，

17
の

並
び

に
着

目
し

て
，

３
倍

し
て

２
を

た
す

と
次

の
項

に

な
る

こ
と

か
ら

，
こ

の
規

則
性

が
続

く
と

し
て

一
般

項
を

考
え

て
み

た
よ

。
こ

の

場
合

，
a
n
1
=

+
イ

n
1
2
3

，
，
，
f

=
^

h
と

い
う

漸
化

式
が

で
き

る
こ

と
に

な
る

ね
。

２
人

は
，

次
の

よ
う

に
規

則
性

を
設

定
し

て
，

一
般

項
を

求
め

る
こ

と
に

し
た

。

［
太

郎
さ

ん
］　

 数
列

a
n

"
,
の

階
差

数
列

が
，

等
差

数
列

で
あ

る
。

 
 

一
般

項
は

，
a
n
=

ウ

［
花

子
さ

ん
］　

 数
列

a
n

"
,
の

各
項

を
３

倍
し

て
２

を
た

し
た

も
の

が
次

の
項

と
な

る
。

 
 

一
般

項
は

，
a
n
=

エ

【
Ⅲ

】

8
0

4
9

_
0

7
_

SU
U

1
A

2
B

C
A

_
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.in
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1

5
2

0
2

5
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2
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9
   

1
9
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5
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傾
向
と
対
策

問
　
題

解
　
答

一般前期／A日程 数学Ⅰ・Ａ・Ⅱ・Ｂ・Ｃ



18

問
１

．
ア

，
イ

に
あ

て
は

ま
る

も
の

を
下

の
解

答
群

か
ら

１
つ

ず
つ

選
び

，

そ
の

番
号

を
マ

ー
ク

し
な

さ
い

。
 

 

ア
…

13
，
イ

…
14

①
　

1
 

②
　

2
 

③
　

3

④
　
21

 
⑤

　
31

 
⑥

　
32

問
２

．
ウ

に
あ

て
は

ま
る

も
の

を
下

の
解

答
群

か
ら

１
つ

選
び

，
そ

の
番

号
を

マ
ー

ク
し

な
さ

い
。

15

①
　

x
2

3
-

 
②

　
x
1

4
-

 
③

　
x
4

3
+

④
　

x
4

7
-

 
⑤

　
x
2

5
-

+
 

⑥
　

x
4

9
-

+

問
３

．
エ

に
あ

て
は

ま
る

も
の

を
下

の
解

答
群

か
ら

１
つ

選
び

，
そ

の
番

号
を

マ
ー

ク
し

な
さ

い
。

16

①
　

1
 

②
　

2
 

③
　

3

④
　

4
 

⑤
　

5
 

⑥
　

6

問
４

．
オ

に
あ

て
は

ま
る

も
の

を
下

の
解

答
群

か
ら

１
つ

選
び

，
そ

の
番

号
を

マ
ー

ク
し

な
さ

い
。

17

①
　

6
 

②
　

8
 

③
　
21
5

④
　
41
5

 
⑤

　
42
1

 
⑥

　
42
7

　
　
こ
れ
で
数
学
Ⅰ
・
Ａ
・
Ⅱ
・
Ｂ
・
Ｃ
の
問
題
は
終
わ
り
で
す
　
　

8
0

4
9

_
0

7
_

SU
U

1
A

2
B

C
A

_
M

.in
dd

   
1

8
2

0
2

5
/1

2
/0

9
   

1
9

:2
5

17

次
の

文
を

読
ん

で
下

記
の

問
い

に
答

え
な

さ
い

。

２
つ

の
関

数
 

f
x^
h
，

 x
g
^
h
を

次
の

よ
う

に
定

め
る

。
 

f
x

x
x
2

1
3

2
=

+
-

^
h

 
x

x
g

3
2

=
-

^
h

ま
た

，
座

標
平

面
上

で
 

y
f

x
=
^
h
の

グ
ラ

フ
を

C
1
，

 
y

x
g

=
^
h
の

グ
ラ

フ
を

C
2
と

す
る

。

⑴
　

C
1
と

C
2
の

共
有

点
の

x
座

標
は

，
x
=

ア
，
-

イ
で

あ
る

。

⑵
　

x
=

ア
の

共
有

点
に

お
け

る
C
1
の

接
線

と
C
2
の

接
線

は
一

致
し

，
そ

の
方

程

式
は

y
=

ウ
で

あ
る

。

⑶
　

 
x

f
x

x
h

g
=

-
^

^
^

h
h

h
と

お
く

と
き

，
 

h
x^
h
の

極
大

値
は

エ
で

あ
る

。

⑷
　

２
曲

線
C
1
，

C
2
で

囲
ま

れ
た

図
形

の
面

積
は

オ
で

あ
る

。

【
Ⅳ

】

8
0

4
9

_
0

7
_
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U

1
A

2
B

C
A

_
M

.in
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1

7
2

0
2

5
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2
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9
   

1
9
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5

18
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99

傾
向
と
対
策

A
日
程

B
日
程

解
　
答
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16

問
１

．
ア

に
あ

て
は

ま
る

も
の

を
下

の
解

答
群

か
ら

１
つ

選
び

，
そ

の
番

号
を

マ
ー

ク
し

な
さ

い
。

9

①
　

30
 

②
　

33
 

③
　

37

④
　

40
 

⑤
　

43
 

⑥
　

46

問
２

．
イ

に
あ

て
は

ま
る

も
の

を
下

の
解

答
群

か
ら

１
つ

選
び

，
そ

の
番

号
を

マ
ー

ク
し

な
さ

い
。

10

①
　

a
2

n
+

 
②

　
a
2

3
n
+

 
③

　
a
3

n

④
　

a
3

2
n
+

 
⑤

　
a
3

2
n
-

 
⑥

　
a
5

n

問
３

．
ウ

に
あ

て
は

ま
る

も
の

を
下

の
解

答
群

か
ら

１
つ

選
び

，
そ

の
番

号
を

マ
ー

ク
し

な
さ

い
。

11

①
　

n
n
1

2
-

+
 

②
　

n
n

2
1

2
2
-

+
 

③
　

n
4

3
2
-

④
　

n
n

4
2

2
-

-
 

⑤
　

n
n

4
6

3
2
-

+
 

⑥
　

n
n

4
8

5
2
-

+

問
４

．
エ

に
あ

て
は

ま
る

も
の

を
下

の
解

答
群

か
ら

１
つ

選
び

，
そ

の
番

号
を

マ
ー

ク
し

な
さ

い
。

12

①
　
3

1
n
1
+

-
 

②
　
3

2
n
-

 
③

　
2
3

1
n
1

$
-

-

④
　
2
3

5
n

$
-

 
⑤

　
3

4
3

n
1

$
-

-
 

⑥
　
2

1
5
n
1

$
-

-

8
0

4
9

_
0

7
_

SU
U

1
A

2
B

C
A

_
M

.in
dd

   
1

6
2

0
2

5
/1

2
/0

9
   

1
9

:2
5

15

次
の

文
を

読
ん

で
下

記
の

問
い

に
答

え
な

さ
い

。

太
郎

さ
ん

と
花

子
さ

ん
は

，
次

の
課
題

に
取

り
組

ん
で

い
る

。

課
題

数
列

a
n

"
,
が

a
1

1
=

，
a

5
2
=

，
a

1
7

3
=

を
満

た
す

と
き

，
こ

の
数

列
の

一
般

項
は

ど
の

よ
う

に
な

る
か

。
数

列
の

規
則

性
を

自
分

で
設

定
し

て
答

え
な

さ
い

。

太
郎

さ
ん

：
 こ

の
数

列
は

等
差

数
列

で
も

等
比

数
列

で
も

な
い

ね
。

 
 

ひ
と

ま
ず

，
階

差
数

列
を

考
え

て
み

よ
う

。

a
n

"
,
：

1
5

17
a
4

…

b
n

"
,
：

4
12

b
3

…

階
差

数
列

b
n

"
,
を

等
差

数
列

と
す

れ
ば

，
a
4
=

ア
と

な
る

ね
。

花
子

さ
ん

：
 私

は
，

１
，

５
，

17
の

並
び

に
着

目
し

て
，

３
倍

し
て

２
を

た
す

と
次

の
項

に

な
る

こ
と

か
ら

，
こ

の
規

則
性

が
続

く
と

し
て

一
般

項
を

考
え

て
み

た
よ

。
こ

の

場
合

，
a
n
1
=

+
イ

n
1
2
3

，
，
，
f

=
^

h
と

い
う

漸
化

式
が

で
き

る
こ

と
に

な
る

ね
。

２
人

は
，

次
の

よ
う

に
規

則
性

を
設

定
し

て
，

一
般

項
を

求
め

る
こ

と
に

し
た

。

［
太

郎
さ

ん
］　

 数
列

a
n

"
,
の

階
差

数
列

が
，

等
差

数
列

で
あ

る
。

 
 

一
般

項
は

，
a
n
=

ウ

［
花

子
さ

ん
］　

 数
列

a
n

"
,
の

各
項

を
３

倍
し

て
２

を
た

し
た

も
の

が
次

の
項

と
な

る
。

 
 

一
般

項
は

，
a
n
=

エ

【
Ⅲ

】

8
0

4
9

_
0

7
_

SU
U

1
A

2
B

C
A

_
M

.in
dd
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5
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傾
向
と
対
策

問
　
題

解
　
答

一般前期／A日程 数学Ⅰ・Ａ・Ⅱ・Ｂ・Ｃ



2

会
話

文
⑵

Pa
ss

en
ge

r:	
Ex

cu
se

	m
e,	

ho
w
	lo

ng
	is

	th
e	
fli
gh

t	t
o	
T
ok

yo
?

Ca
bi
n	

A
tt
en

da
nt

:　
T
he

	fl
ig
ht

	is
	u

su
al
ly
	a
bo

ut
	1
1	
ho

ur
s.

Pa
ss

en
ge

r:	
W

ill
	w

e	
ar

riv
e	
on

	ti
m
e	
to
da

y?

Ca
bi
n	

A
tt
en

da
nt

:	
3

Pa
ss

en
ge

r:	
O
h	

no
,	h

ow
	lo

ng
	is

	th
e	
de

la
y?

Ca
bi
n	

A
tt
en

da
nt

:	
W

e’r
e	
ex

pe
ct
in
g	

a	
on

e-
ho

ur
	d

el
ay

.

Pa
ss

en
ge

r:	
I	s

ee
.

4

Ca
bi
n	

A
tt
en

da
nt

:	
Y
es

,	t
he

	in
-fl
ig
ht

	s
er

vi
ce

s	
ar

e	
th

e	
sa

m
e.

Pa
ss

en
ge

r:	
T
ha

nk
s	
fo
r	
th

e	
in
fo
rm

at
io
n.

Ca
bi
n	

A
tt
en

da
nt

:	
Y
ou

’re
	v

er
y	

w
el
co

m
e.

3

①
　

T
he

	w
ea

th
er

	is
	p

er
fe
ct
,	a

nd
	w

e’r
e	
ar

riv
in
g	

ea
rli

er
	th

an
	e
xp

ec
te
d.

②
　

W
e	
al
re

ad
y	

la
nd

ed
	in

	T
ok

yo
	th

is	
m
or

ni
ng

.

③
　

W
e’l

l	b
e	
le
av

in
g	

la
te
r	
th

an
	p

la
nn

ed
	b

ec
au

se
	o
f	b

ad
	w

ea
th

er
.

④
　

W
e’r

e	
fly

in
g	

to
	N

ew
	Y

or
k	

in
st
ea

d	
of
	T

ok
yo

	to
da

y.

4

①
　

Ca
n	

I	c
ha

ng
e	
m
y	

se
at
	n

ow
?

②
　

W
ill
	th

e	
fli
gh

t	b
e	
ca

nc
el
le
d?

③
　

W
ill
	w

e	
st
ill
	h

av
e	
a	
m
ea

l	d
ur

in
g	

th
e	
fli
gh

t?

④
　

W
ill
	w

e	
st
ill
	la

nd
	a
t	t

he
	s
am

e	
ai
rp

or
t?

8
0

4
9

_
1

1
_

EI
G

B
_

M
.in

dd
   

2
2

0
2

5
/1

2
/0

9
   

1
0

:0
4

1

次
の

会
話

文
⑴

〜
⑵

の
中

の
各

空
所

に
入

る
も

っ
と

も
適

切
な

も
の

を
①

〜
④

の
中

か
ら

１

つ
選

ん
で

，
そ

の
番

号
を

マ
ー

ク
し

な
さ

い
。

1
〜

4

会
話

文
⑴

A
:　

H
ey

 J
oh

n,
 h

ow
 w

as
 y

ou
r 

w
ee

ke
nd

?

B:
 

I w
or

ke
d 

al
l d

ay
 a

t m
y 

pa
rt

-ti
m

e 
jo

b.

A
: 

D
id

 y
ou

 d
o 

an
yt

hi
ng

 e
lse

?

B:
 

N
ot

 r
ea

lly
.  

I j
us

t r
el

ax
ed

 a
t h

om
e. 

 H
ow

 a
bo

ut
 y

ou
?

A
: 

W
el

l, 
I w

en
t t

o 
a 

co
nc

er
t w

ith
 a

 fe
w

 fr
ie

nd
s.

B:
 

T
ha

t s
ou

nd
s 

fu
n.

  H
ow

 w
as

 it
?

A
: 

1

B:
 

O
h,

 th
at

’s 
to

o 
ba

d.

A
: 

T
he

 o
nl

y 
go

od
 th

in
g 

w
as

 I 
go

t t
he

 ti
ck

et
s 

fo
r 

fr
ee

.

B:
 

H
al

 H
a!

2

1

①
　

A
w

fu
l. 

 M
y 

te
am

 lo
st

 th
e 

ga
m

e.

②
　

Gr
ea

t. 
 It

 w
as

 a
n 

am
az

in
g 

co
nc

er
t.

③
　

T
er

rib
le

.  
It

 w
as

 th
e 

w
or

st
 s

ho
w

 I’
ve

 s
ee

n.

④
　

W
on

de
rf

ul
!  

I e
nj

oy
ed

 th
e 

sc
en

er
y.

2

①
　

So
 y

ou
 c

an
’t 

co
m

pl
ai

n 
th

en
!

②
　

So
 y

ou
 d

es
er

ve
d 

a 
be

tt
er

 p
er

fo
rm

an
ce

!

③
　

So
 y

ou
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①
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②
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③
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④
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l l
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 c
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 m
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．
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②
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 c
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 b
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l p
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 p
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 d
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 f
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 m
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ra
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 l
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 m
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 b
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 b
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er
e 

be
au

tif
ul

, t
oo

.  
I 

ha
d 

ne
ve

r 
se

en
 a

 li
ve

 s
ho

w
 li

ke
 

th
at

 b
ef

or
e, 

an
d 

it 
w

as
 v

er
y 

ex
ci

tin
g.

T
he

 n
ex

t 
da

y,
 w

e 
w

en
t 

to
 a

 b
ig

 p
ar

k 
in

 t
he

 c
ity

.  
T

he
re

 w
er

e 
m

an
y 

ac
tiv

iti
es

 t
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 c
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 b
ec

om
es

 t
he

 n
or

m
al

 w
ay

 t
o 

sp
ea

k 
or

 

w
rit

e. 
 B

ut
 s

om
e 

pe
op

le
 d
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 f
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 f
or
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n 
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 m
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 o

f 
pe

op
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m
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ng

 m
ig
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e 
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 b
et

te
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e 
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id
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．
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 m
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①
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②
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③
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 d
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 d
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②
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③
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。
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.  
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 p
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 d
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’t 
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 d
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 c
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 c
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n.
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 d
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 W
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n 
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e 
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nt
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ng
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ed
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or
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fo
r 

it.
  T

ha
t’s
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n 
a 

ne
w

 w
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d 
en
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e 
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ng
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ge
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T
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y 
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e 

re
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d 

to
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he
 I

nt
er

ne
t: 

Go
og

le
, b

lo
gg

in
g,

 

te
xt

in
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 S
M

S,
 in

st
an

t m
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sa
gi

ng
, F
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eb

oo
k,

 a
nd

 T
w

itt
er

.

N
ew

 w
or
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 c
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e 

in
to
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ng
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nd

 o
ld
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T

hi
s 
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w
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 d
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r 
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m
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ug
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W
e 
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 s
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oo
ks
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 p
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r 
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e, 
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’s 
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s, 
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 c
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d 
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 T
od
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, w

e 
m
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ht
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e 
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2

（ Ｄ ） ボ ン サ イ を 育 て る ① 　 硬 い 岩 を フ ン サ イ す る

② 　 巧 み に サ イ ハ イ す る

③ 　 布 地 を サ イ ダ ン す る

④ 　 果 物 を サ イ バ イ す る

⑤ 　 劇 団 を シ ュ サ イ す る

� 解 答 番 号 は 4

（ Ｅ ） ボ ウ リ ャ ク を 巡 ら す ① 　 ソ ボ ウ な 振 る 舞 い を 見 せ る

② 　 進 路 を ボ ウ ガ イ す る

③ 　 ボ ウ ギ ョ を 固 め る

④ 　 カ タ ボ ウ を か つ ぐ

⑤ 　 ム ボ ウ な 行 動 を い さ め る

� 解 答 番 号 は 5
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次 の （ Ａ ） 〜 （ Ｅ ） と 同 じ 漢 字 が 用 い ら れ て い る も の を 、 そ れ ぞ れ ① 〜 ⑤ の 中 か ら 一 つ ず つ 選 び 、 そ の 番 号 を マ ー ク し な さ い 。

（ Ａ ） コ モ ン の 先 生 に 相 談 す る ① 　 日 頃 の ア イ コ に 感 謝 す る

② 　 コ ヨ ウ 情 勢 が 改 善 す る

③ 　 エ ン コ を 描 く よ う に 踊 る

④ 　 コ ド ク を 耐 え 忍 ぶ

⑤ 　 過 去 の 実 績 を コ ジ す る

� 解 答 番 号 は 1

（ Ｂ ） 数 字 に 正 負 の フ ゴ ウ を つ け る ① 　 公 的 な フ ジ ョ を 受 け る

② 　 頭 に ギ モ ン フ が 浮 か ぶ

③ 　 フ メ ン を 見 て 演 奏 す る

④ 　 顔 の ヒ フ が 乾 燥 す る

⑤ 　 フ ホ ウ を 受 け 取 る

� 解 答 番 号 は 2

（ Ｃ ） 光 が 水 に ハ ン シ ャ す る ① 　 シ ュ ク シ ャ に 到 着 す る

② 　 シ ャ フ ツ し て 消 毒 す る

③ 　 ケ イ シ ャ が 大 き い 坂 道

④ 　 援 護 シ ャ ゲ キ を 始 め る

⑤ 　 ヨ ウ シ ャ の な い 猛 攻

� 解 答 番 号 は 3
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と こ ろ で 幼 児 た ち は 、 さ き に の べ た よ う に 大 人 の も つ 時 計 に よ っ て 区 切 ら れ た 時 間 と は 異 な る 時 間 を 生 き て い る よ う だ 。 「 き

の う 」 と か 「 あ し た 」 と か の 意 味 も 、 は っ き り と し て い な い 子 も あ る 。 「 ま た 、 あ し た に し よ う ね 」 な ど と 言 っ て い る 子 も 、 そ

れ は 厳 密 に あ し た と い う こ と を さ す の で は な く 、 「 近 い 将 来 」 を 意 味 し て い る こ と も 多 い 。

あ る い は 、 何 か に 熱 中 し て い た が 、 何 か で 中 断 し な け れ ば な ら な く な っ た と き 、 「 ま た 、 あ し た に し よ う 」 と 言 う の は 、 こ の

こ と を 言 う こ と に よ っ て 、 中 断 す る こ と を 自 ら に 納 得 さ せ よ う と す る 意 味 あ い で 言 っ て い る 子 も あ る 。 こ の 場 合 の 「 あ し た 」 は 、

二 十 四 時 間 の 経 過 後 に 存 在 す る 時 期 な ど で は な く 、 断 念 し な け れ ば な ら な い と い う 気
き

持
も ち

と 、 何 か 希 望 を 残 し て お き た い よ う な 気

持 の 交 錯 し た 現 在 の 状 況 を の べ て い る 表 現 な の で あ る 。

道 く さ を し た た め に 𠮟𠮟 𠮟𠮟𠮟𠮟𠮟𠮟𠮟𠮟𠮟         𠮟 𠮟𠮟𠮟𠮟𠮟𠮟𠮟𠮟𠮟𠮟𠮟           𠮟 𠮟𠮟𠮟𠮟𠮟     何 と も 納 得 の い き か ね る 表 情 を し て い る

こ と が よ く あ る 。 彼 ら も 𠮟𠮟 𠮟𠮟𠮟𠮟𠮟𠮟𠮟𠮟𠮟𠮟𠮟𠮟𠮟𠮟𠮟𠮟𠮟𠮟𠮟𠮟𠮟𠮟𠮟                       𠮟 𠮟𠮟𠮟𠮟𠮟𠮟𠮟𠮟𠮟𠮟𠮟𠮟            𠮟 𠮟𠮟𠮟𠮟𠮟𠮟𠮟𠮟𠮟𠮟        

し か し 、 な ぜ お そ く な っ た の だ ろ う 。 「 ぼ く は 何 も し て な か っ た の に 」 、 「 ち ょ っ と だ け

0 0 0 0 0 0

、 お た ま じ ゃ く し を 見 て た だ け な の に 」

と 思 っ て い る の で あ る 。 た し か に 子 ど も た ち は 「 ち ょ っ と だ け 」 何 か を し て い た の で あ る 。 し か し 、 残 念 な こ と に 、 そ れ は 大 人

の も っ て い る 時 計 で は 、 「 一 時 間 」 も 道 く さ を 食 っ て い た こ と に な る の だ 。 〈 Ⅰ 〉

お た ま じ ゃ く し を 見 て い た 子 ど も が 、 一 時 間 を 「 ち ょ っ と の 間 」 と 思 っ た よ う に 、 わ れ わ れ 大 人 で も 、 同 じ 一 時 間 を 、 長 く 感

じ た り 短 く 感 じ た り す る 。 恋 人 と 話 し 合 っ て い る と 、 す ぐ に 時 間 が た っ て し ま っ て 別 れ の と き が く る の に 、 嫌 な 先 生 の 説 教 は 少

し の 間 で も 随 分 長 く 感 じ ら れ る 。 時 計 の 上 で は 一 時 間 で あ っ て も 、 経 験 す る も の に と っ て は 、 そ の 一 時 間 の 厚 み が 異 な る よ う に

感 じ ら れ る の で あ る 。 〈 Ⅱ 〉

何 か ひ と つ の こ と に 熱 中 し て い る と 、 時 間 が 早 く た っ て い く こ と は 誰 も が 知 っ て い る こ と で あ る 。 と い っ て も 、 何 か ひ と つ の

こ と を し て い る と 、 必 ず 充 実 し た 時 間 を 過 ご し た こ と に な る と は 限 ら な い 。 た と え ば 、 テ レ ビ の ド ラ マ な ど を 見 る と も な く 見 て

い る と 、 つ い ひ き こ ま れ て 終 わ り ま で 見 て し ま う 。 終 わ っ て み る と い つ の 間 に か 一 時 間 た っ て し ま っ て い る 。 し か し 、 こ の あ と

で は 充 実 感 よ り も 空 虚 な 感 じ を 味 わ う こ と だ っ て あ る 。 時 間 は 早 く た っ た と 感 じ ら れ た が 、 そ の 厚 み の 方 は う す く 感 じ ら れ る の

（ Ｄ ）

（ Ｅ ）

8
0

4
9

_
1

2
_

K
O

K
B

_
M

.in
dd

   
4

2
0

2
5

/1
2

/1
0

   
9

:3
2

3

次 の 文 章 を 読 ん で 、 後 の 問 い に 答 え な さ い 。

無 限 に 流 れ る 時 間 を 区 切 る こ と を 人 間 が 考 え は じ め る た め に は 、 自 然 現 象 と し て の 夜 と 昼 、 夏 と 冬 な ど の 体 験 が そ の 基 礎 と

な っ て い る こ と だ ろ う 。 特 に 太 陽 や 月 の 運 行 は 、 時 を 測 る た め の 大 切 な 指 標 で あ っ た こ と と 思 わ れ る 。 日 の 出 と 共 に 起 き て 働 き 、

日 暮 れ に は 家 に 帰 っ て 休 む 。 こ の よ う な 生 活 に と っ て 、 時 間 の 流 れ や 、 時 間 の 区 切 り は Ａ と 密 接 に 関 連 す る も の で あ っ

た だ ろ う 。 こ の よ う な 状 態 の と き に 、 人 間 の 経 験 す る 「 時 間 」 は 、 彼 の 体 感 や 感 情 と 結 び つ い た も の と し て 、 人 格 の 深 部 に ま で

か か わ り を も つ も の で あ っ た ろ う 。

幼 児 の 時 間 体 験 を 観 察 し て み る と 、 な か な か お も し ろ い こ と が 認 め ら れ る 。 幼 稚 園 に い る 子 ど も た ち は 、 ど の よ う に 「 時 間 を

区 切 っ て 」 い る の だ ろ う 。 幼 稚 園 の 庭 の 片 す み で 、 か た つ む り を み つ け て 、 そ れ が 殻 か ら か ら だ を 出 し 、 目 を 出 し て 動 き は じ め

る の を 、 い っ し ょ う け ん め い に 見 つ め て い る 子 、 こ の 子 は ど ん な 時 間 を 経 験 し て い る の だ ろ う 。 か た つ む り を 見 つ め て い る 間 の

「 時 間 の 区 切 り 」 は 、 い っ た い ど う な っ て い る の だ ろ う か 。

幼 稚 園 が 九 時 に 始 ま る と い う 場 合 、 大 人 が 考 え る の と 同 じ よ う に 、 「 九 時 に 間 に 合 う よ う に 」 登 園 し て く る 園 児 が 何 人 い る だ

ろ う 。 お お か た の 子 ど も は 、 お 母 さ ん が 行 き な さ い と い う ま ま に 、 あ る い は 兄 姉 や 友 人 た ち に さ そ わ れ る ま ま に 、 登 園 し て 来 る

の で は な い だ ろ う か 。 だ か ら と い っ て 、 彼 ら は 「 時 間 の 観 念 が な い 」 と か 、 幼 稚 園 は い つ 行 っ て も か ま わ な い と 思 っ て い る と い

う の で も な い 。 彼 ら は 彼 ら な り に 、 「 お く れ て は い け な い 」 こ と も 知 っ て い る の で あ る 。

文 明 人 は 時 計 に よ っ て 時 間 を 測 る 。 そ れ に よ っ て 、 一 日 は 二 十 四 時 間 に 正 確 に 区 切 ら れ 、 共 通 の 時 間 が 設 定 さ れ る 。 こ れ は 多

く の 人 間 が 社 会 を つ く っ て い く た め に は 、 非 常 に 大 切 な こ と で あ る 。 こ れ に よ っ て 、 わ れ わ れ は 友 人 と 待 ち 合 わ せ も で き る し 、

学 校 も 会 社 も 、 同 一 時 刻 に 一 斉 に 始 め る こ と も で き る 。 映 画 の 始 ま る 時 間 、 バ ス の 時 間 、 テ レ ビ の 人 気 番 組 の 始 ま る 時 間 、 こ れ

ら す べ て が 決 め ら れ て お り 、 わ れ わ れ は Ｃ を き ざ む 時 計 を 頼 り に し て 生 活 し て い る 。 時 計 の 発 明 に よ っ て 、 人 類 は ど れ

ほ ど 時 間 が 節 約 で き る よ う に な っ た か わ か ら な い 、 本 当 に 便 利 な こ と だ 。

【 Ⅱ 】
（ Ｂ ）
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こ れ ら の 葛 藤 と 対 決 し て い く こ と に よ っ て こ そ 主 体 性 が 得 ら れ る 。 対 決 を 通 じ て 獲 得 し た 時 間 、 そ れ は 主 体 性 の 関 与 す る も の

と し て 、 「 厚 み 」 を も っ た 時 間 の 体 験 と な る 。

こ こ に 充 実 し た 時 間 体 験 の 問 題 点 が 生 じ て く る 。 つ ま り 、 子 ど も に 充 実 し た 時 間 を 与 え て や ろ う と 思 い す ぎ る あ ま り 、 一 時 間

の う ち に 「 こ の こ と も や ら せ よ う 」 「 あ の こ と も 教 え て や ろ う 」 と 思 っ て 、 親 や 教 師 が 熱 心 に な れ ば な る ほ ど 、 子 ど も の 主 体 性

を 奪 っ て し ま う こ と に な っ て 、 子 ど も は い ろ い ろ な こ と を し て い な が ら 、 そ れ は 厚 み の な い 時 間 体 験 に な り さ が っ て し ま う 。

私 た ち が 、 時 計 で 測 る 「 時 間 」 に と ら わ れ 、 「 能 率 」 と い う こ と に こ だ わ り 始 め る と 、 「 能 率 的 教 育 法 」 と い う Ｋ の も

と に 、 子 ど も た ち の 主 体 的 な 時 間 を 奪 っ て し ま う 危 険 性 が 生 じ て く る の で あ る 。
（ 河 合 隼 雄 「 子 ど も の 『 時 間 』 体 験 」 に よ る ）

（ Ｉ ）

（ Ｊ ）
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で あ る 。

あ る い は 、 ひ と つ の こ と を し て い て も 時 間 が 長 く 感 じ ら れ る と き も あ る 。 そ の 一 番 Ｆ な 場 合 は 、 「 待 っ て い る 」 時 間 で

あ る 。 誰 か が 来 る の を 待 っ て い る と き 、 わ れ わ れ は な か な か 他 の こ と が で き な い 。 そ わ そ わ し な が ら 待 つ 、 し か も そ の 間 は 随 分

と 長 く 感 じ ら れ る の で あ る 。 「 待 つ 」 と い う こ と だ け を し て い る の だ が 、 時 間 を 長 く 感 じ て し ま う 。

こ れ ら の こ と を 考 え る と 、 自 分 の し て い る こ と に 、 そ の 主 体 性 が ど の よ う に 関 係 し て い る か に し た が っ て 、 時 間 の 厚 み が 異

な っ て く る ら し い と 思 わ れ る 。 「 待 つ 」 こ と は 、 受 動 的 な こ と で あ る 。 そ の 人 が い つ 来 る か は 、 そ の 人 の 行 動 に ま か さ れ て い る

わ け で 、 待 っ て い る 方 と し て は 、 た だ そ れ に し た が っ て 待 つ よ り 仕 方 が な い の で あ る 。 こ れ は テ レ ビ の 場 合 で も 同 様 で あ る 。 テ

レ ビ を 見 終 わ っ て 充 実 感 の な い 場 合 は 、 私 た ち が テ レ ビ を 見 た の で は な く 、 テ レ ビ が 私 た ち を ひ き こ ん で し ま っ た の で あ る 。 私

た ち は 受 動 的 に 見 て い た の だ 。 〈 Ⅲ 〉

子 ど も が テ レ ビ を 見 す ぎ る こ と は よ く 問 題 に な る 。 た し か に テ レ ビ を 見 す ぎ る こ と は 、 子 ど も が 「 与 え ら れ た 映 像 」 を 受 動 的

に 楽 し む こ と に よ っ て 、 主 体 的 な 時 間 を も た な く な る 点 に 危 険 性 が 存 在 し て い る 。 し か し 、 テ レ ビ の 主 体 的 な 見 方 だ っ て あ る は

ず で あ る 。 怪 獣 に し ろ 、 チ ャ ン バ ラ に し ろ 、 子 ど も に と っ て は 必 ず 経 験 し な け れ ば な ら な い 世 界 な の で あ る 。 だ か ら 、 そ れ を 見

た い と き に は 「 主 体 的 」 に 十 分 に 見 さ せ る こ と が い い の で は な い か 。 主 体 的 に 十 分 体 験 し た も の は 、 常 に 早 く 「 卒 業 」 す る 。

〈 Ⅳ 〉
と こ ろ が 、 い ろ い ろ と 親 の 介 入 が あ っ て 主 体 的 に テ レ ビ を 見 て い な い 子 ど も は 、 な か な か 卒 業 で き な い 。 い つ も 受 動 的 に テ レ

ビ を 見 て 過 ご し て し ま う 、 時 間 は 過 ぎ 去 っ て い く 、 テ レ ビ は う つ っ て い る 。 主 体 は テ レ ビ や 時 間 の 方 に あ っ て 、 子 ど も は 受 身 の

立 場 に 立 っ て し ま っ て い る の だ 。 つ い で に つ け 加 え て お く と 、 主 体 的 に テ レ ビ を 見 さ せ る と い う こ と は 、 子 ど も の 「 見 た い ま ま

に 放 任 す る 」 こ と で は な い 。 放 任 の 中 か ら 主 体 性 は 出 て こ な い 。 〈 Ⅴ 〉

テ レ ビ は 見 た い が 勉 強 は ど う す る の か 、 父 親 は 野 球 が 見 た い が 子 ど も は 漫 画 が 見 た い 、 こ れ を ど う 解 決 す る か 。 食 事 中 に テ レ

ビ を 見 な い の は わ が 家 の お き て で あ る 。 と こ ろ が 、 食 事 時 間 に ど う し て も 見 た い 番 組 が で き た 。 こ れ を ど う す る か 。

（ Ｇ ）

（ Ｈ ）
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と こ ろ で 幼 児 た ち は 、 さ き に の べ た よ う に 大 人 の も つ 時 計 に よ っ て 区 切 ら れ た 時 間 と は 異 な る 時 間 を 生 き て い る よ う だ 。 「 き

の う 」 と か 「 あ し た 」 と か の 意 味 も 、 は っ き り と し て い な い 子 も あ る 。 「 ま た 、 あ し た に し よ う ね 」 な ど と 言 っ て い る 子 も 、 そ

れ は 厳 密 に あ し た と い う こ と を さ す の で は な く 、 「 近 い 将 来 」 を 意 味 し て い る こ と も 多 い 。

あ る い は 、 何 か に 熱 中 し て い た が 、 何 か で 中 断 し な け れ ば な ら な く な っ た と き 、 「 ま た 、 あ し た に し よ う 」 と 言 う の は 、 こ の

こ と を 言 う こ と に よ っ て 、 中 断 す る こ と を 自 ら に 納 得 さ せ よ う と す る 意 味 あ い で 言 っ て い る 子 も あ る 。 こ の 場 合 の 「 あ し た 」 は 、

二 十 四 時 間 の 経 過 後 に 存 在 す る 時 期 な ど で は な く 、 断 念 し な け れ ば な ら な い と い う 気
き

持
も ち

と 、 何 か 希 望 を 残 し て お き た い よ う な 気

持 の 交 錯 し た 現 在 の 状 況 を の べ て い る 表 現 な の で あ る 。

道 く さ を し た た め に 𠮟𠮟 𠮟𠮟𠮟𠮟𠮟𠮟𠮟𠮟𠮟         𠮟 𠮟𠮟𠮟𠮟𠮟𠮟𠮟𠮟𠮟𠮟𠮟           𠮟 𠮟𠮟𠮟𠮟𠮟     何 と も 納 得 の い き か ね る 表 情 を し て い る

こ と が よ く あ る 。 彼 ら も 𠮟𠮟 𠮟𠮟𠮟𠮟𠮟𠮟𠮟𠮟𠮟𠮟𠮟𠮟𠮟𠮟𠮟𠮟𠮟𠮟𠮟𠮟𠮟𠮟𠮟                       𠮟 𠮟𠮟𠮟𠮟𠮟𠮟𠮟𠮟𠮟𠮟𠮟𠮟            𠮟 𠮟𠮟𠮟𠮟𠮟𠮟𠮟𠮟𠮟𠮟        

し か し 、 な ぜ お そ く な っ た の だ ろ う 。 「 ぼ く は 何 も し て な か っ た の に 」 、 「 ち ょ っ と だ け

0 0 0 0 0 0

、 お た ま じ ゃ く し を 見 て た だ け な の に 」

と 思 っ て い る の で あ る 。 た し か に 子 ど も た ち は 「 ち ょ っ と だ け 」 何 か を し て い た の で あ る 。 し か し 、 残 念 な こ と に 、 そ れ は 大 人

の も っ て い る 時 計 で は 、 「 一 時 間 」 も 道 く さ を 食 っ て い た こ と に な る の だ 。 〈 Ⅰ 〉

お た ま じ ゃ く し を 見 て い た 子 ど も が 、 一 時 間 を 「 ち ょ っ と の 間 」 と 思 っ た よ う に 、 わ れ わ れ 大 人 で も 、 同 じ 一 時 間 を 、 長 く 感

じ た り 短 く 感 じ た り す る 。 恋 人 と 話 し 合 っ て い る と 、 す ぐ に 時 間 が た っ て し ま っ て 別 れ の と き が く る の に 、 嫌 な 先 生 の 説 教 は 少

し の 間 で も 随 分 長 く 感 じ ら れ る 。 時 計 の 上 で は 一 時 間 で あ っ て も 、 経 験 す る も の に と っ て は 、 そ の 一 時 間 の 厚 み が 異 な る よ う に

感 じ ら れ る の で あ る 。 〈 Ⅱ 〉

何 か ひ と つ の こ と に 熱 中 し て い る と 、 時 間 が 早 く た っ て い く こ と は 誰 も が 知 っ て い る こ と で あ る 。 と い っ て も 、 何 か ひ と つ の

こ と を し て い る と 、 必 ず 充 実 し た 時 間 を 過 ご し た こ と に な る と は 限 ら な い 。 た と え ば 、 テ レ ビ の ド ラ マ な ど を 見 る と も な く 見 て

い る と 、 つ い ひ き こ ま れ て 終 わ り ま で 見 て し ま う 。 終 わ っ て み る と い つ の 間 に か 一 時 間 た っ て し ま っ て い る 。 し か し 、 こ の あ と

で は 充 実 感 よ り も 空 虚 な 感 じ を 味 わ う こ と だ っ て あ る 。 時 間 は 早 く た っ た と 感 じ ら れ た が 、 そ の 厚 み の 方 は う す く 感 じ ら れ る の

（ Ｄ ）

（ Ｅ ）
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次 の 文 章 を 読 ん で 、 後 の 問 い に 答 え な さ い 。

無 限 に 流 れ る 時 間 を 区 切 る こ と を 人 間 が 考 え は じ め る た め に は 、 自 然 現 象 と し て の 夜 と 昼 、 夏 と 冬 な ど の 体 験 が そ の 基 礎 と

な っ て い る こ と だ ろ う 。 特 に 太 陽 や 月 の 運 行 は 、 時 を 測 る た め の 大 切 な 指 標 で あ っ た こ と と 思 わ れ る 。 日 の 出 と 共 に 起 き て 働 き 、

日 暮 れ に は 家 に 帰 っ て 休 む 。 こ の よ う な 生 活 に と っ て 、 時 間 の 流 れ や 、 時 間 の 区 切 り は Ａ と 密 接 に 関 連 す る も の で あ っ

た だ ろ う 。 こ の よ う な 状 態 の と き に 、 人 間 の 経 験 す る 「 時 間 」 は 、 彼 の 体 感 や 感 情 と 結 び つ い た も の と し て 、 人 格 の 深 部 に ま で

か か わ り を も つ も の で あ っ た ろ う 。

幼 児 の 時 間 体 験 を 観 察 し て み る と 、 な か な か お も し ろ い こ と が 認 め ら れ る 。 幼 稚 園 に い る 子 ど も た ち は 、 ど の よ う に 「 時 間 を

区 切 っ て 」 い る の だ ろ う 。 幼 稚 園 の 庭 の 片 す み で 、 か た つ む り を み つ け て 、 そ れ が 殻 か ら か ら だ を 出 し 、 目 を 出 し て 動 き は じ め

る の を 、 い っ し ょ う け ん め い に 見 つ め て い る 子 、 こ の 子 は ど ん な 時 間 を 経 験 し て い る の だ ろ う 。 か た つ む り を 見 つ め て い る 間 の

「 時 間 の 区 切 り 」 は 、 い っ た い ど う な っ て い る の だ ろ う か 。

幼 稚 園 が 九 時 に 始 ま る と い う 場 合 、 大 人 が 考 え る の と 同 じ よ う に 、 「 九 時 に 間 に 合 う よ う に 」 登 園 し て く る 園 児 が 何 人 い る だ

ろ う 。 お お か た の 子 ど も は 、 お 母 さ ん が 行 き な さ い と い う ま ま に 、 あ る い は 兄 姉 や 友 人 た ち に さ そ わ れ る ま ま に 、 登 園 し て 来 る

の で は な い だ ろ う か 。 だ か ら と い っ て 、 彼 ら は 「 時 間 の 観 念 が な い 」 と か 、 幼 稚 園 は い つ 行 っ て も か ま わ な い と 思 っ て い る と い

う の で も な い 。 彼 ら は 彼 ら な り に 、 「 お く れ て は い け な い 」 こ と も 知 っ て い る の で あ る 。

文 明 人 は 時 計 に よ っ て 時 間 を 測 る 。 そ れ に よ っ て 、 一 日 は 二 十 四 時 間 に 正 確 に 区 切 ら れ 、 共 通 の 時 間 が 設 定 さ れ る 。 こ れ は 多

く の 人 間 が 社 会 を つ く っ て い く た め に は 、 非 常 に 大 切 な こ と で あ る 。 こ れ に よ っ て 、 わ れ わ れ は 友 人 と 待 ち 合 わ せ も で き る し 、

学 校 も 会 社 も 、 同 一 時 刻 に 一 斉 に 始 め る こ と も で き る 。 映 画 の 始 ま る 時 間 、 バ ス の 時 間 、 テ レ ビ の 人 気 番 組 の 始 ま る 時 間 、 こ れ

ら す べ て が 決 め ら れ て お り 、 わ れ わ れ は Ｃ を き ざ む 時 計 を 頼 り に し て 生 活 し て い る 。 時 計 の 発 明 に よ っ て 、 人 類 は ど れ

ほ ど 時 間 が 節 約 で き る よ う に な っ た か わ か ら な い 、 本 当 に 便 利 な こ と だ 。

【 Ⅱ 】
（ Ｂ ）
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問 3 　 傍 線 部 （ Ｄ ） 「 『 あ し た 』 と か の 意 味 」 と あ る が 、 幼 児 に と っ て の 「 あ し た 」 の 意 味 に つ い て 本 文 の 内 容 を 次 の よ う な 図 で

表 し た と き 、 空 所 ａ 〜 ｃ に 入 る こ と ば と し て も っ と も 適 切 な も の を 、 そ れ ぞ れ ① 〜 ⑤ の 中 か ら 一 つ ず つ 選 び 、

そ の 番 号 を マ ー ク し な さ い 。� 解 答 番 号 は  ａ が 8 ・ ｂ が 9 ・ ｃ が 10

あ
し
た

二 十 四 時 間 の 経 過 後 に 存 在 す る 時 期 ＝ ａ に よ っ て 区 切 ら れ た 時 間

近 い 将 来
ｂ こ と を 自 ら に 納 得 さ せ よ う と す る 意 味

断 念 し な け れ ば な ら な い と 思 う 気 持

ｃ を 残 し た い と 思 う 気 持

ａ 　 ① 　 大 人 　 　 　 　 　 ② 　 時 計 　 　 　 　 　 　 ③ 　 自 然 　 　 　 　 　 ④ 　 体 感 　 　 　 　 　 ⑤ 　 経 験

ｂ 　 ① 　 節 約 す る 　 　 　 ② 　 頼 り に す る 　 　 　 ③ 　 熱 中 す る 　 　 　 ④ 　 中 断 す る 　 　 　 ⑤ 　 𠮟𠮟 𠮟𠮟𠮟 

ｃ 　 ① 　 情 熱 　 　 　 　 　 ② 　 記 録 　 　 　 　 　 　 ③ 　 希 望 　 　 　 　 　 ④ 　 現 在 　 　 　 　 　 ⑤ 　 結 果
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問 1 　 空 所 Ａ ・ Ｃ に 入 る こ と ば の 組 み 合 わ せ と し て も っ と も 適 切 な も の を 、 次 の ① 〜 ⑤ の 中 か ら 一 つ 選 び 、 そ の

番 号 を マ ー ク し な さ い 。� 解 答 番 号 は 6

① 　 Ａ ＝ 人 間 の 社 会 　 　 　 　 Ｃ ＝ 天 体 の 運 行

② 　 Ａ ＝ 太 陽 の 運 行 　 　 　 　 Ｃ ＝ 近 い 将 来

③ 　 Ａ ＝ 明 暗 や 気 温 　 　 　 　 Ｃ ＝ 現 在 の 状 況

④ 　 Ａ ＝ 自 然 の リ ズ ム 　 　 　 Ｃ ＝ 共 通 の 時 間

⑤ 　 Ａ ＝ 過 去 の 伝 承 　 　 　 　 Ｃ ＝ 時 間 の 観 念

問 2 　 傍 線 部 （ Ｂ ） 「 幼 児 の 時 間 体 験 」 と あ る が 、 こ れ に つ い て の 筆 者 の 説 明 と し て も っ と も 適 切 な も の を 、 次 の ① 〜 ⑤ の 中 か ら

一 つ 選 び 、 そ の 番 号 を マ ー ク し な さ い 。� 解 答 番 号 は 7

① 　 幼 児 は 時 間 の 観 念 が 未 成 熟 で あ り 、 大 人 と の や り と り の 中 で 少 し ず つ 時 計 に よ る 区 切 り と 体 感 を す り 合 わ せ て い く 。

② 　 幼 児 は 大 人 と は 異 な る 時 間 の 観 念 を も っ て お り 、 時 計 に よ る 区 切 り と は 異 な る 基 準 で 時 間 の 厚 み を 感 じ て い る 。

③ 　 幼 児 の 時 間 の 観 念 は 感 情 を 中 心 と し て 形 成 さ れ て お り 、 体 感 や 時 計 に よ る 区 切 り と は 異 な っ て い る 。

④ 　 幼 児 は 時 計 に よ る 区 切 り よ り の ん び り と し た 時 間 の 観 念 を も ち 、 時 間 経 過 を 大 人 よ り 遅 く 感 じ る 傾 向 が あ る 。

⑤ 　 幼 児 期 に 形 成 さ れ た 時 間 の 観 念 は 、 人 格 の 深 部 を 形 成 す る 基 盤 と な る た め 、 非 常 に 重 要 な 役 割 を 果 た し て い る 。
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問 6 　 空 所 Ｆ に 入 る こ と ば と し て も っ と も 適 切 な も の を 、 次 の ① 〜 ⑤ の 中 か ら 一 つ 選 び 、 そ の 番 号 を マ ー ク し な さ い 。
� 解 答 番 号 は 13

① 　 親 和 的 　 　 　 ② 　 継 続 的 　 　 　 ③ 　 一 時 的 　 　 　 ④ 　 典 型 的 　 　 　 ⑤ 　 排 他 的

問 7 　 傍 線 部 （ Ｇ ） 「 時 間 の 厚 み 」 と あ る が 、 こ れ に つ い て の 説 明 と し て も っ と も 適 切 な も の を 、 次 の ① 〜 ⑤ の 中 か ら 一 つ 選 び 、

そ の 番 号 を マ ー ク し な さ い 。� 解 答 番 号 は 14

① 　 主 体 性 を 失 い 受 動 的 な 状 態 の と き に 薄 く な る も の 。

② 　 受 動 的 な 状 態 に な っ た と き に 表 れ て く る も の 。

③ 　 主 体 性 と 引 き 換 え に 感 じ ら れ る よ う に な る も の 。

④ 　 主 体 の 充 実 感 に 反 比 例 し て 厚 く な る も の 。

⑤ 　 主 体 的 な 行 動 と 行 動 の 間 の す き 間 を 埋 め る も の 。
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問 4 　 傍 線 部 （ Ｅ ） 「 何 と も 納 得 の い き か ね る 表 情 」 と あ る が 、 「 納 得 の い き か ね る 」 理 由 に つ い て の 説 明 と し て も っ と も 適 切 な

も の を 、 次 の ① 〜 ⑤ の 中 か ら 一 つ 選 び 、 そ の 番 号 を マ ー ク し な さ い 。� 解 答 番 号 は 11

① 　 大 人 の 時 計 を も っ て い な い た め 時 間 が 測 れ ず 、 経 過 し た 時 間 が 長 い と 言 わ れ た 根 拠 が わ か ら な か っ た か ら 。

② 　 大 人 が 言 う 道 く さ と 自 分 が 考 え る 道 く さ の 内 容 の 違 い が わ か ら ず 、 道 く さ し た 時 間 は 短 い と 思 っ て い た か ら 。

③ 　 大 人 の 時 計 で 経 過 し た 時 間 が 長 い こ と は 認 め ら れ て も 、 そ れ が 𠮟𠮟 𠮟𠮟𠮟   𠮟 𠮟 𠮟 𠮟𠮟𠮟   𠮟 𠮟 𠮟 𠮟𠮟𠮟𠮟𠮟𠮟𠮟𠮟      

④ 　 大 人 の 言 い つ け を 守 る べ き だ と い う 気 持 よ り も 、 お た ま じ ゃ く し を 見 た い と い う 気 持 の ほ う が 強 か っ た か ら 。

⑤ 　 大 人 の 時 計 で 測 っ た 経 過 時 間 よ り も 、 自 分 が 道 く さ し て い る 間 に 体 感 し て い た 時 間 の ほ う が 短 か っ た か ら 。

問 5 　 本 文 は 次 の 一 文 が 抜 け て い る 。 本 文 の 〈 Ⅰ 〉 〜 〈 Ⅴ 〉 の ど こ に 入 る の が も っ と も 適 切 か 。 後 の ① 〜 ⑤ の 中 か ら 一 つ 選 び 、 そ の

番 号 を マ ー ク し な さ い 。� 解 答 番 号 は 12

も ち ろ ん 、 時 間 そ の も の に は 厚 み な ど が あ る は ず が な い か ら 、 あ く ま で 、 そ れ を 経 験 す る も の の 主 観 と し て 、 厚 み が 生 じ

て く る の だ 。

① 　 〈 Ⅰ 〉 　 　 　 ② 　 〈 Ⅱ 〉 　 　 　 ③ 　 〈 Ⅲ 〉 　 　 　 ④ 　 〈 Ⅳ 〉 　 　 　 ⑤ 　 〈 Ⅴ 〉
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問 3 　 傍 線 部 （ Ｄ ） 「 『 あ し た 』 と か の 意 味 」 と あ る が 、 幼 児 に と っ て の 「 あ し た 」 の 意 味 に つ い て 本 文 の 内 容 を 次 の よ う な 図 で

表 し た と き 、 空 所 ａ 〜 ｃ に 入 る こ と ば と し て も っ と も 適 切 な も の を 、 そ れ ぞ れ ① 〜 ⑤ の 中 か ら 一 つ ず つ 選 び 、

そ の 番 号 を マ ー ク し な さ い 。� 解 答 番 号 は  ａ が 8 ・ ｂ が 9 ・ ｃ が 10

あ
し
た

二 十 四 時 間 の 経 過 後 に 存 在 す る 時 期 ＝ ａ に よ っ て 区 切 ら れ た 時 間

近 い 将 来
ｂ こ と を 自 ら に 納 得 さ せ よ う と す る 意 味

断 念 し な け れ ば な ら な い と 思 う 気 持

ｃ を 残 し た い と 思 う 気 持

ａ 　 ① 　 大 人 　 　 　 　 　 ② 　 時 計 　 　 　 　 　 　 ③ 　 自 然 　 　 　 　 　 ④ 　 体 感 　 　 　 　 　 ⑤ 　 経 験

ｂ 　 ① 　 節 約 す る 　 　 　 ② 　 頼 り に す る 　 　 　 ③ 　 熱 中 す る 　 　 　 ④ 　 中 断 す る 　 　 　 ⑤ 　 𠮟𠮟 𠮟𠮟𠮟 

ｃ 　 ① 　 情 熱 　 　 　 　 　 ② 　 記 録 　 　 　 　 　 　 ③ 　 希 望 　 　 　 　 　 ④ 　 現 在 　 　 　 　 　 ⑤ 　 結 果
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問 1 　 空 所 Ａ ・ Ｃ に 入 る こ と ば の 組 み 合 わ せ と し て も っ と も 適 切 な も の を 、 次 の ① 〜 ⑤ の 中 か ら 一 つ 選 び 、 そ の

番 号 を マ ー ク し な さ い 。� 解 答 番 号 は 6

① 　 Ａ ＝ 人 間 の 社 会 　 　 　 　 Ｃ ＝ 天 体 の 運 行

② 　 Ａ ＝ 太 陽 の 運 行 　 　 　 　 Ｃ ＝ 近 い 将 来

③ 　 Ａ ＝ 明 暗 や 気 温 　 　 　 　 Ｃ ＝ 現 在 の 状 況

④ 　 Ａ ＝ 自 然 の リ ズ ム 　 　 　 Ｃ ＝ 共 通 の 時 間

⑤ 　 Ａ ＝ 過 去 の 伝 承 　 　 　 　 Ｃ ＝ 時 間 の 観 念

問 2 　 傍 線 部 （ Ｂ ） 「 幼 児 の 時 間 体 験 」 と あ る が 、 こ れ に つ い て の 筆 者 の 説 明 と し て も っ と も 適 切 な も の を 、 次 の ① 〜 ⑤ の 中 か ら

一 つ 選 び 、 そ の 番 号 を マ ー ク し な さ い 。� 解 答 番 号 は 7

① 　 幼 児 は 時 間 の 観 念 が 未 成 熟 で あ り 、 大 人 と の や り と り の 中 で 少 し ず つ 時 計 に よ る 区 切 り と 体 感 を す り 合 わ せ て い く 。

② 　 幼 児 は 大 人 と は 異 な る 時 間 の 観 念 を も っ て お り 、 時 計 に よ る 区 切 り と は 異 な る 基 準 で 時 間 の 厚 み を 感 じ て い る 。

③ 　 幼 児 の 時 間 の 観 念 は 感 情 を 中 心 と し て 形 成 さ れ て お り 、 体 感 や 時 計 に よ る 区 切 り と は 異 な っ て い る 。

④ 　 幼 児 は 時 計 に よ る 区 切 り よ り の ん び り と し た 時 間 の 観 念 を も ち 、 時 間 経 過 を 大 人 よ り 遅 く 感 じ る 傾 向 が あ る 。

⑤ 　 幼 児 期 に 形 成 さ れ た 時 間 の 観 念 は 、 人 格 の 深 部 を 形 成 す る 基 盤 と な る た め 、 非 常 に 重 要 な 役 割 を 果 た し て い る 。
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問 10 　 傍 線 部 （ Ｊ ） 「 充 実 し た 時 間 体 験 の 問 題 点 」 と あ る が 、 こ れ に つ い て の 説 明 と し て も っ と も 適 切 な も の を 、 次 の ① 〜 ⑤ の 中

か ら 一 つ 選 び 、 そ の 番 号 を マ ー ク し な さ い 。� 解 答 番 号 は 17

① 　 親 や 教 師 が 子 ど も に 充 実 し た 時 間 を 与 え て や ろ う と す る と き に は 時 計 で 測 る 「 時 間 」 を 基 準 と せ ざ る を 得 な い た め 、 子

ど も の 時 間 の 厚 み を コ ン ト ロ ー ル す る こ と は 難 し い と い う 問 題 点 。

② 　 親 や 教 師 は 子 ど も に 充 実 し た 時 間 を 与 え よ う と す る あ ま り 多 く の 体 験 を つ め こ み が ち で あ り 、 子 ど も が 能 率 的 に 学 び 成

長 し て い く こ と を か え っ て 阻 害 す る 危 険 性 が あ る と い う 問 題 点 。

③ 　 親 や 教 師 が 能 率 と い う 観 点 で 子 ど も の 時 間 体 験 の 質 を 高 め て や ろ う と す る こ と は 、 子 ど も に 充 実 し た 時 間 を 与 え る の と

ひ き か え に 、 子 ど も の 主 体 性 を 奪 っ て し ま う こ と に な り う る と い う 問 題 点 。

④ 　 親 や 教 師 が 子 ど も に 充 実 し た 時 間 を 与 え て や ろ う と し て も 、 真 の 主 体 性 は 与 え に く く 与 え ら れ た か の 判 断 も 困 難 な た め 、

思 う よ う に 子 ど も の 時 間 体 験 の 厚 み を も た せ ら れ な い と い う 問 題 点 。

⑤ 　 親 や 教 師 が 能 率 と い う 観 点 で 子 ど も に 充 実 し た 時 間 を 与 え て や ろ う と す る こ と は 、 か え っ て 子 ど も の 時 間 体 験 の 厚 み を

損 な い 、 子 ど も の 主 体 性 を 奪 っ て し ま う こ と に な り う る と い う 問 題 点 。

問 11 　 空 所 Ｋ に 入 る こ と ば と し て も っ と も 適 切 な も の を 、 次 の ① 〜 ⑤ の 中 か ら 一 つ 選 び 、 そ の 番 号 を マ ー ク し な さ い 。

� 解 答 番 号 は 18

① 　 功 名 　 　 　 ② 　 世 評 　 　 　 ③ 　 美 名 　 　 　 ④ 　 歓 声 　 　 　 ⑤ 　 声 援
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問 8 　 傍 線 部 （ Ｈ ） 「 子 ど も が テ レ ビ を 見 す ぎ る こ と 」 と あ る が 、 こ れ に つ い て の 筆 者 の 考 え と し て も っ と も 適 切 な も の を 、 次 の

① 〜 ⑤ の 中 か ら 一 つ 選 び 、 そ の 番 号 を マ ー ク し な さ い 。� 解 答 番 号 は 15

① 　 テ レ ビ を 見 す ぎ る こ と 自 体 も 子 ど も に と っ て 必 要 な 経 験 の 一 つ で あ り 、 親 が 促 す べ き だ と 考 え て い る 。

② 　 子 ど も が テ レ ビ を 見 す ぎ な い よ う に 、 主 体 的 な テ レ ビ の 見 方 に つ い て 親 の 指 導 が 必 要 だ と 考 え て い る 。

③ 　 主 体 的 に 見 て い る の で あ れ ば 、 子 ど も が テ レ ビ に 夢 中 に な る こ と 自 体 は 気 に す る 必 要 は な い と 考 え て い る 。

④ 　 親 の 介 入 は 逆 に 悪 影 響 を 及 ぼ す た め 、 で き る だ け 放 任 し て 主 体 的 な 見 方 に 慣 れ さ せ る べ き だ と 考 え て い る 。

⑤ 　 主 体 的 に 十 分 に テ レ ビ を 見 る こ と が で き る よ う 、 受 動 的 に 見 づ ら い 環 境 に す る べ き だ と 考 え て い る 。

問 9 　 傍 線 部 （ Ｉ ） 「 葛 藤 」 と あ る が 、 こ こ で の 意 味 と し て も っ と も 適 切 な も の を 、 次 の ① 〜 ⑤ の 中 か ら 一 つ 選 び 、 そ の 番 号 を

マ ー ク し な さ い 。� 解 答 番 号 は 　 16

① 　 自 分 の 要 求 を 通 し た い と 思 う こ と

② 　 怠 け て 楽 を し た い と 思 う こ と

③ 　 外 的 な 圧 力 を か け ら れ る こ と

④ 　 何 を 優 先 す べ き か 悩 む こ と

⑤ 　 複 雑 な 状 況 に お ち い る こ と
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次 の 文 章 を 読 ん で 、 後 の 問 い に 答 え な さ い 。

古 生 物 学 者 デ イ ヴ ィ ッ ド ・ ラ ウ プ に よ る 絶 滅 に か ん す る 調 査 と 考 察 が 、 次 の こ と を 教 え て く れ た 。 こ れ ま で 地 球 上 に 現 れ た 生

物 種 の 九 九 ・ 九 パ ー セ ン ト が 絶 滅 し た と い う こ と 、 生 物 種 は た い て い （ 遺 伝 子 で は な く ） 運 が わ る く て 絶 滅 す る と い う こ と だ 。

運 が わ る く て 絶 滅 す る と は 、 理 不 尽 な 絶 滅 を す る と い う 意 味 だ 。 そ れ は 能 力 （ 遺 伝 子 ） を 競 う ゲ ー ム が 運 に よ っ て も た ら さ れ る

事 態 で あ る 。 ゲ ー ム の 中 身 は 公 正 か つ 公 平 な も の で あ っ て も 、 ゲ ー ム へ の 参 加 自 体 が 不 公 正 か つ 不 公 平 な し か た で 強 制 さ れ る 。

そ れ は サ ヴ ァ イ ヴ ァ ル ゲ ー ム で は あ る け れ ど 、 Ａ と 関 係 な く 存 亡 の ル ー ル が 設 定 さ れ る と い う 、 不 公 正 と 不 公 平 に 満 ち

た サ ヴ ァ イ ヴ ァ ル ゲ ー ム だ 。 生 物 は こ の よ う な 奇 妙 な ゲ ー ム の プ レ ー ヤ ー と し て 、 理 不 尽 な し か た で 絶 滅 し 、 あ る い は 生 き 延 び

て 進 化 す る の で あ る 。

だ が そ れ は 、 良 識 を そ な え た 近 代 人 た る 私 た ち の 信 奉 す る 進 化 論 と 相
あ い

容
い

れ な い よ う に 感 じ る の で は な い だ ろ う か 。 進 化 論 と そ

の 根 幹 を な す 自 然 淘
と う

汰
た

説 の 考 え を 、 私 た ち は 常 識 と し て 基 本 的 に 受 け 入 れ て い る 。 自 分 は 受 け 入 れ な い ぞ と い う 人 も い る か も し

れ な い が 、 そ の 場 合 、 少 な く と も そ の 意 見 は 「 非 常 識 」 な も の と し て 扱 わ れ る だ ろ う 。

常 識 が 想 定 す る 生 物 進 化 の 世 界 は 、 競 争 と 闘 争 を 通 じ た 優 勝 劣 敗 の 掟
お き て

が 支 配 す る 能 力 主 義 の 世 界 で あ る 。 そ れ は 運 や 理 不 尽

さ と い っ た 不 確 実 な 要 素 と は や は り 相 容 れ な い よ う に 思 わ れ る 。 生 物 の 存 亡 が 運 や 理 不 尽 さ に 左 右 さ れ て い る の だ と し た ら 、 誰

が 生 き 残 る べ き か を 決 め る 優 劣 の 基 準 そ の も の が 無 効 に な っ て し ま う の で は な い か 。 理 不 尽 な 絶 滅 （ と 生 存 ） の 本 質 的 特 徴 は 、

生 物 の 存 亡 は そ の 能 力 の 優 秀 さ （ 遺 伝 子 ） に は 還 元 で き な い （ し 、 運 に も 還 元 で き な い ） と い う 点 に あ る の だ か ら 。

こ の 疑 問 に は 、 す で に 模 範 的 な 解 答 が あ る 。 自 然 淘 汰 説 を 正 し く 理 解 す れ ば 、 自 然 淘 汰 説 と 理 不 尽 な 絶 滅 ／ 生 存 の 事 実 と が 矛

盾 す る こ と は な い 、 と い う も の だ 。 こ れ は 、 ど ち ら に も 言 い 分 は あ る と か 、 ど ち ら に も 一 分 の 理 が あ る と い う こ と で は な い 。 そ

う で は な く 、 ど ち ら も 全 面 的 に 、 一 〇 〇 パ ー セ ン ト 認 め る こ と が で き る 、 と い う 意 味 だ 。

で は 、 自 然 淘 汰 説 を 正 し く 理 解 す る と は ど の よ う な こ と か 。 そ れ は 、 適 者 生 存 と い う 言 葉 に あ る と お り 、 生 き 延 び て 子 孫 を 残

【 Ⅲ 】

（ Ｂ ）

（ Ｃ ）
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問 12

　
本 文 の 内 容 と 合 致 し て い る も の と し て も っ と も 適 切 な も の を 、 次 の ① 〜 ⑤ の 中 か ら 一 つ 選 び 、 そ の 番 号 を マ ー ク し な さ い 。

� 解 答 番 号 は 19

①

　
幼 児 の 時 間 体 験 を 観 察 す る と わ か る よ う に 、 人 間 の 時 間 体 験 は 体 感 や 感 情 と 結 び つ い て い て 、 時 計 に よ っ て 区 切 ら れ た

時 間 と は 異 な る も の で あ る 。 そ し て 子 ど も の 時 間 体 験 を 充 実 し た も の に す る に は 、 時 計 で 測 る 時 間 と 主 観 的 な 感 覚 の 差 異

を 乗 り 越 え る た め に 主 体 性 を 獲 得 す る 経 験 を 積 ん で い く 必 要 が あ る 。

②

　
幼 児 の 時 間 体 験 と 時 計 に よ っ て 区 切 ら れ た 時 間 の 差 異 に 目 を 向 け る こ と で 、 文 明 が 人 間 の 時 間 体 験 に も た ら し た 影 響 を

知 る こ と が で き る 。 そ し て 、 子 ど も が 充 実 し た 時 間 体 験 を 得 る こ と が で き る よ う に す る に は 、 子 ど も が 主 体 的 に 過 ご す 時

間 を 十 分 に と り 、 必 要 な 経 験 を 積 ま せ て い く こ と が 望 ま し い 。

③

　
幼 児 の 体 験 す る 時 間 が 時 計 に よ っ て 区 切 ら れ た 時 間 と は 異 な っ て い る こ と な ど に 示 さ れ て い る よ う に 、 人 間 は 主 体 性 を

も っ て い る と き に 充 実 し た 時 間 体 験 を 得 る こ と が で き る 。 逆 に 、 子 ど も に 充 実 し た 時 間 体 験 を 与 え よ う と 時 計 で 測 る 時 間

に と ら わ れ る こ と は 、 か え っ て 子 ど も た ち の 主 体 性 を 阻 害 し て し ま う 可 能 性 が あ る 。

④

　
幼 児 の 時 間 体 験 か ら う か が え る よ う に 、 人 間 の 時 間 体 験 は 時 計 に よ っ て 区 切 ら れ た 時 間 と は 一 致 し な い の が 自 然 で あ り 、

人 間 は 時 計 か ら 解 放 さ れ た と き に こ そ 充 実 し た 時 間 体 験 を 得 る こ と が で き る 。 し た が っ て 、 子 ど も に 充 実 し た 時 間 体 験 を

与 え よ う と す る な ら ば 時 計 で 測 る 時 間 に と ら わ れ ず 、 子 ど も た ち の 主 体 性 を 尊 重 す る べ き で あ る 。

⑤

　
幼 児 と 大 人 の 時 間 体 験 か ら わ か る よ う に 、 時 間 体 験 は 人 格 の 深 部 と 結 び つ い た 、 そ の 人 固 有 の も の で あ る 。 そ の た め 、

子 ど も が 充 実 し た 時 間 体 験 を 得 ら れ る よ う に す る に は 、 子 ど も の 個 性 に 応 じ て 選 択 し た 活 動 に 主 体 的 に 取 り 組 む こ と が で

き る 環 境 を 親 や 教 師 が 整 え る こ と が 望 ま し い と い え る 。
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問 10 　 傍 線 部 （ Ｊ ） 「 充 実 し た 時 間 体 験 の 問 題 点 」 と あ る が 、 こ れ に つ い て の 説 明 と し て も っ と も 適 切 な も の を 、 次 の ① 〜 ⑤ の 中

か ら 一 つ 選 び 、 そ の 番 号 を マ ー ク し な さ い 。� 解 答 番 号 は 17

① 　 親 や 教 師 が 子 ど も に 充 実 し た 時 間 を 与 え て や ろ う と す る と き に は 時 計 で 測 る 「 時 間 」 を 基 準 と せ ざ る を 得 な い た め 、 子

ど も の 時 間 の 厚 み を コ ン ト ロ ー ル す る こ と は 難 し い と い う 問 題 点 。

② 　 親 や 教 師 は 子 ど も に 充 実 し た 時 間 を 与 え よ う と す る あ ま り 多 く の 体 験 を つ め こ み が ち で あ り 、 子 ど も が 能 率 的 に 学 び 成

長 し て い く こ と を か え っ て 阻 害 す る 危 険 性 が あ る と い う 問 題 点 。

③ 　 親 や 教 師 が 能 率 と い う 観 点 で 子 ど も の 時 間 体 験 の 質 を 高 め て や ろ う と す る こ と は 、 子 ど も に 充 実 し た 時 間 を 与 え る の と

ひ き か え に 、 子 ど も の 主 体 性 を 奪 っ て し ま う こ と に な り う る と い う 問 題 点 。

④ 　 親 や 教 師 が 子 ど も に 充 実 し た 時 間 を 与 え て や ろ う と し て も 、 真 の 主 体 性 は 与 え に く く 与 え ら れ た か の 判 断 も 困 難 な た め 、

思 う よ う に 子 ど も の 時 間 体 験 の 厚 み を も た せ ら れ な い と い う 問 題 点 。

⑤ 　 親 や 教 師 が 能 率 と い う 観 点 で 子 ど も に 充 実 し た 時 間 を 与 え て や ろ う と す る こ と は 、 か え っ て 子 ど も の 時 間 体 験 の 厚 み を

損 な い 、 子 ど も の 主 体 性 を 奪 っ て し ま う こ と に な り う る と い う 問 題 点 。

問 11 　 空 所 Ｋ に 入 る こ と ば と し て も っ と も 適 切 な も の を 、 次 の ① 〜 ⑤ の 中 か ら 一 つ 選 び 、 そ の 番 号 を マ ー ク し な さ い 。

� 解 答 番 号 は 18

① 　 功 名 　 　 　 ② 　 世 評 　 　 　 ③ 　 美 名 　 　 　 ④ 　 歓 声 　 　 　 ⑤ 　 声 援
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問 8 　 傍 線 部 （ Ｈ ） 「 子 ど も が テ レ ビ を 見 す ぎ る こ と 」 と あ る が 、 こ れ に つ い て の 筆 者 の 考 え と し て も っ と も 適 切 な も の を 、 次 の

① 〜 ⑤ の 中 か ら 一 つ 選 び 、 そ の 番 号 を マ ー ク し な さ い 。� 解 答 番 号 は 15

① 　 テ レ ビ を 見 す ぎ る こ と 自 体 も 子 ど も に と っ て 必 要 な 経 験 の 一 つ で あ り 、 親 が 促 す べ き だ と 考 え て い る 。

② 　 子 ど も が テ レ ビ を 見 す ぎ な い よ う に 、 主 体 的 な テ レ ビ の 見 方 に つ い て 親 の 指 導 が 必 要 だ と 考 え て い る 。

③ 　 主 体 的 に 見 て い る の で あ れ ば 、 子 ど も が テ レ ビ に 夢 中 に な る こ と 自 体 は 気 に す る 必 要 は な い と 考 え て い る 。

④ 　 親 の 介 入 は 逆 に 悪 影 響 を 及 ぼ す た め 、 で き る だ け 放 任 し て 主 体 的 な 見 方 に 慣 れ さ せ る べ き だ と 考 え て い る 。

⑤ 　 主 体 的 に 十 分 に テ レ ビ を 見 る こ と が で き る よ う 、 受 動 的 に 見 づ ら い 環 境 に す る べ き だ と 考 え て い る 。

問 9 　 傍 線 部 （ Ｉ ） 「 葛 藤 」 と あ る が 、 こ こ で の 意 味 と し て も っ と も 適 切 な も の を 、 次 の ① 〜 ⑤ の 中 か ら 一 つ 選 び 、 そ の 番 号 を

マ ー ク し な さ い 。� 解 答 番 号 は 　 16

① 　 自 分 の 要 求 を 通 し た い と 思 う こ と

② 　 怠 け て 楽 を し た い と 思 う こ と

③ 　 外 的 な 圧 力 を か け ら れ る こ と

④ 　 何 を 優 先 す べ き か 悩 む こ と

⑤ 　 複 雑 な 状 況 に お ち い る こ と
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う と も 、 そ れ は 自 然 淘 汰 の 原 理 を 脅 か す も の で は な い 。 サ ヴ ァ イ ヴ ァ ル ゲ ー ム の ル ー ル が そ の 都 度 あ ら た に 設 定 し な お さ れ る だ

け の こ と だ 。 〈 Ⅴ 〉

あ る い は 、 こ ん な 言 い 方 も で き る か も し れ な い 。 生 物 の 歴 史 に お い て は 、 「 強 者 生 存 」 「 優 勝 劣 敗 」 と い う （ 人 間 的 な 印 象 に よ

る ） 能 力 主 義 が 否 定 さ れ る こ と は あ っ て も 、 自 然 淘 汰 と い う （ 結 果 と し て 生 き 残 り 、 子 孫 を 残 す 者 が 適 者 で あ る と い う ） 成 果 主

義 が 否 定 さ れ る こ と は な い 、 と 。 そ う 考 え れ ば 、 自 然 淘 汰 説 も 理 不 尽 な 絶 滅 ／ 生 存 も 、 ど ち ら も 全 面 的 に 、 一 〇 〇 パ ー セ ン ト 認

め る こ と が で き る 。

注 意 し な け れ ば な ら な い の は 、 そ も そ も 自 然 淘 汰 説 と 理 不 尽 な 絶 滅 は 同 列 に 論 じ ら れ る よ う な も の で は な い と い う こ と で あ る 。

両 者 で は 事 柄 の 性 質 が 異 な る 。 前 者 は 進 化 の メ カ ニ ズ ム を 説 明 す る が 、 後 者 は 個 々 の 事 件 や 現 象 を 指 し 示 す だ け だ 。 ダ イ ナ マ イ

ト を 満 載 し た 自 動 車 が 爆 発 す る と 、 そ の 車 は 走 行 不 能 に な る だ ろ う が 、 そ の 原 因 を エ ン ジ ン の メ カ ニ ズ ム に 求 め て も 仕 方 が な い 。

そ れ は 車 の 機 能 や エ ン ジ ン の メ カ ニ ズ ム と は さ し あ た り 関 係 の な い 、 ダ イ ナ マ イ ト の 爆 発 と い う 個 別 の 事 件 に よ っ て も た ら さ れ

た の だ か ら 。 両 者 は 競 合 の 関 係 で は な く 図 と 地 の よ う な 関 係 に あ る 。

こ の よ う に 、 理 不 尽 な 絶 滅 を 真 に 受 け る な ら ば な お さ ら の こ と 、 生 物 の 多 様 性 を 理 解 す る た め に は 自 然 淘 汰 の ア イ デ ア を 堅 持

す る 必 要 が あ る 、 そ う 私 は 考 え て い る 。 も し 自 然 界 に な ん ら の 規 則 性 も 一 貫 性 も な か っ た な ら 、 自 然 淘 汰 の 重 要 性 は 怪 し く な る

だ ろ う 。 だ が 、 実 際 の 自 然 に は 突 発 的 な 激 変 が あ る か と 思 え ば 、 複 雑 な 適 応 的 進 化 を 可 能 に す る だ け の 規 則 性 や 一 貫 性 も あ る の

で あ る 。

以 上 の よ う な こ と は 、 し ご く 当 た り 前 に 思 え る か も し れ な い 。 だ か ら 模 範 解 答 と 呼 ん だ 次 第 で あ る 。 実 際 、 心 あ る 啓
け い

蒙
も う

家
か

は 、

こ う し た こ と ― ― 「 自 然 淘 汰 は 弱 肉 強 食 で も 優 勝 劣 敗 で も な い 」 「 強 い 者 が 生 き 残 る の で は な く 、 適 応 し た 者 が 生 き 残 る 」 「 適 応

し た 者 と は 結 果 と し て 生 き 残 り 子 孫 を 残 す 者 の こ と で あ る 」 「 適 応 の 度 合 い は 個 体 が 残 し た （ あ る い は 残 す と 予 想 さ れ る ） 子 孫

の 数 に よ っ て の み 定 義 さ れ る 」 等 々 ― ― を 繰 り 返 し 語 っ て き た 。 た し か に そ の と お り だ 。 そ の よ う に 考 え な け れ ば つ じ つ ま が 合

わ な い 。

（ Ｈ ）

（ Ｉ ）

（ Ｊ ）
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す 者 を 、 ま さ し く 適 者
0 0

と し て 理 解 す る と い う こ と だ 。 生 存 す る の は 、 強 者 （ 強 い 者 ） で も 優 者 （ 優 れ た 者 ） で も な く 、 あ く ま で

適 者 （ 適 応 し た 者 ） で あ る と 理 解 す る の で あ る 。 こ れ は 言 葉 を 字 面 ど お り に 理 解 す る と い う だ け の こ と で 、 当 た り 前 と い え ば 当

た り 前 の 話 で あ る が 、 私 た ち の 日 常 的 理 解 に と っ て は 、 必 ず し も 当 た り 前 の こ と で は な い 。

私 た ち は 多 く の 場 合 、 生 き 延 び て 子 孫 を 残 す べ き 存 在 を 、 強 者 と か 優 者 と し て イ メ ー ジ し て い る 。 強 い も の が 弱 い も の を 食 い

物 に す る と か （ 弱 肉 強 食 ） 、 優 れ た も の が 劣 っ た も の を 駆 逐 す る （ 優 勝 劣 敗 ） と い っ た イ メ ー ジ だ 。 だ が 、 こ う し た イ メ ー ジ は 、

あ く ま で 人 間 が 自 然 や 野 生 と い っ た 概 念 に た い し て 抱 く 印 象 や 願 望 の 反 映 に す ぎ な い 。 私 た ち が ふ だ ん 抱 い て い る 進 化 論 の イ

メ ー ジ は 、 大 部 分 が こ う し た 印 象 や 願 望 、 あ る い は 失 望 を Ｅ し た も の だ 。

他 方 で 、 本 来 の 自 然 淘 汰 説 の ア イ デ ア が 教 え る 適 者 は 、 人 間 的 観 点 か ら 見 た 強 者 や 優 者 と は さ し あ た り 関 係 が な い 。 つ ま り 自

然 淘 汰 は 、 弱 肉 強 食 で も 優 勝 劣 敗 で も な い 。 自 然 の 世 界 で 適 者 で あ る た め の 条 件 は 、 Ｆ と い う こ と だ け だ 。 そ れ を 弱 肉 強 

食 や 優 勝 劣 敗 の 掟 で 包 み 込 む の は 、 自 然 淘 汰 の 原 理 を 人 間 の 勝 手 な 価 値 観 （ 多 く は 時 代 の 要 請 ） と す り か え る 誤 り で あ る 。 〈 Ⅰ 〉

こ の 模 範 解 答 は 、 じ つ は （ 注 １ ） 理 不 尽 な 絶 滅 シ ナ リ オ が も た ら す 教 訓 の ひ と つ で も あ る 。 理 不 尽 な 絶 滅 シ ナ リ オ は 、 自 然 淘 汰 説

に た い す る 反 証 で は な く 、 む し ろ 自 然 淘 汰 説 を 適 切 に 理 解 す る た め の ス テ ッ プ に な る と い う こ と だ 。 〈 Ⅱ 〉

強 者 や 優 者 と し か 思 え な い よ う な 生 物 種 が 、 環 境 の 変 化 な ど に よ っ て 不 利 な 立 場 に 追 い 込 ま れ 、 果 て は 絶 滅 に い た っ て し ま う

こ と が あ る 。 恐 竜 や 三 葉 虫 の 絶 滅 は そ の 顕 著 な 例 だ っ た 。 対 照 的 に 哺 乳 類 は 、 長 い こ と 割 を 食 っ て き た 典 型 的 な 弱 者 あ る い は 劣

者 に 見 え る に も か か わ ら ず 、 大 量 絶 滅 事 変 が 後 の 繁 栄 へ の 足 が か り と な っ た 。 〈 Ⅲ 〉

あ る 生 物 が ど れ ほ ど 高 い 能 力 を そ な え て い る よ う に 見 え よ う と も 、 そ れ が 環 境 に フ ィ ッ ト （ 適 応 ） し な け れ ば 、 生 存 と 繁 殖 に

資 す る こ と は な い と い う こ と だ 。 そ し て 環 境 に フ ィ ッ ト し て い る か ど う か は 、 実 際 に 生 物 が 生 き 残 り 子 孫 を 残 す こ と が で き る か

ど う か 、 そ れ の み に よ っ て 判 定 さ れ る 。 自 然 淘 汰 に よ っ て 生 き 残 る 者 と は 、 あ く ま で 結 果 と し て 生 き 残 り 、 子 孫 を 残 す 者 （ あ る

い は そ う 予 想 さ れ る 者 ） を 指 す の で あ る 。 〈 Ⅳ 〉

自 然 淘 汰 説 を こ の よ う に 理 解 す れ ば 、 先 の 疑 問 は 解 消 さ れ る 。 生 物 の 歴 史 に お い て 、 い か に 理 不 尽 な 絶 滅 （ と 生 存 ） が 起 こ ろ

（ Ｄ ）

（ Ｇ ）

8
0

4
9

_
1

2
_

K
O

K
B

_
M

.in
dd

   
1

5
2

0
2

5
/1

2
/1

0
   

9
:3

2

16
15

114

傾
向
と
対
策

問
　
題

解
　
答

一般前期／B日程 国語



18

問 1 　 空 所 Ａ ・ Ｆ に 入 る こ と ば の 組 み 合 わ せ と し て も っ と も 適 切 な も の を 、 次 の ① 〜 ⑤ の 中 か ら 一 つ 選 び 、 そ の

番 号 を マ ー ク し な さ い 。� 解 答 番 号 は 20

① 　 Ａ ＝ ゲ ー ム へ の 参 加 　 　 　 　 　 　 　 　  Ｆ ＝ 弱 い も の を 倒 し 強 者 と な る

② 　 Ａ ＝ 生 物 の 実 績 や 能 力 （ 遺 伝 子 ） 　 　 　 Ｆ ＝ 生 き 延 び て 子 孫 を 残 す

③ 　 Ａ ＝ 生 物 進 化 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　  Ｆ ＝ 環 境 に 合 っ て い る

④ 　 Ａ ＝ 能 力 の 優 秀 さ （ 遺 伝 子 ） 　 　 　 　 　 Ｆ ＝ 環 境 を 変 え て い け る

⑤ 　 Ａ ＝ 適 者 （ 適 応 し た 者 ） 　 　 　 　 　 　 　 Ｆ ＝ 子 孫 を た く さ ん 産 む

問 2 　 傍 線 部 （ Ｂ ） 「 私 た ち の 信 奉 す る 進 化 論 」 と あ る が 、 こ れ に つ い て の 説 明 と し て も っ と も 適 切 な も の を 、 次 の ① 〜 ⑤ の 中 か

ら 一 つ 選 び 、 そ の 番 号 を マ ー ク し な さ い 。� 解 答 番 号 は 21

① 　 運 を 能 力 の う ち と す る よ う な 非 現 実 的 な 世 界 観 で あ る に も か か わ ら ず 、 常 識 の 基 盤 に な っ て い る 。

② 　 よ り 優 れ た も の が 勝 ち 残 る と い う 不 確 実 性 が 少 な い 世 界 を 想 定 し て お り 、 常 識 の 一 部 に な っ て い る 。

③ 　 遺 伝 子 を 競 う ゲ ー ム の ル ー ル の 本 質 が 運 に 還 元 さ れ る 世 界 を 想 定 し て お り 、 常 識 の 基 盤 に な っ て い る 。

④ 　 遺 伝 子 の 優 劣 の 基 準 を 進 化 に よ る 変 化 の 大 き さ と す る 世 界 を 想 定 し て お り 、 常 識 の 一 部 に な っ て い る 。

⑤ 　 遺 伝 子 が 優 れ た も の へ と 進 化 し 続 け る 世 界 を 想 定 し て お り 、 人 々 の 世 界 観 を 歪
ゆ が

め る も の に な っ て い る 。
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だ が 、 （ 注 ２ ） ダ ー ウ ィ ン が 誕 生 し て 二 〇 〇 余 年 、 『 種 の 起 源 』 が 刊 行 さ れ て 一 五 〇 余 年 が 経 過 し た い ま も な お 、 心 あ る 啓 蒙 家 は

同 じ こ と を 語 り つ づ け な け れ ば な ら な い 。 な ぜ な ら 、 素 人 で あ る 私 た ち が 、 い っ か な 誤 解 を あ ら た め よ う と し な い か ら で あ る 。

私 た ち は 自 然 淘 汰 の 意 味 を お お ざ っ ぱ に で は あ れ た し か に 理 解 で き る は ず な の に 、 そ れ に も か か わ ら ず 、 こ と あ る ご と に 適 者

を 強 者 や 優 者 と 取 り 違 え る 。 ま た 、 過 去 の 勝 者 や 敗 者 が あ ら か じ め 決 ま っ て い た か の よ う に 語 る し 、 未 来 の 勝 者 や 敗 者 が あ ら か

じ め 決 ま っ て い る か の よ う に も 語 る 。 し か も そ れ を 、 当 の 進 化 論 の 用 語 で 語 る の で あ る 。 な ん と 反 ― 進 化 論 的 な 態 度 で あ ろ う か 。

た と え ば 、 「 ビ ジ ネ ス  Ａ Ｎ Ｄ  進 化 論 」 と い っ た 言 葉 で ウ ェ ブ を 検 索 し て み れ ば 、 そ の 種 の 事 例 に い つ で も 触 れ る こ と が で き る 。

私 た ち は 進 化 論 が 大 好 き な は ず な の だ が 、 そ の じ つ 、 ま っ た く 別 の も の を 愛 し て い る だ け な の か も し れ な い の だ 。

（ 吉 川 浩 満 『 理 不 尽 な 進 化 　 増 補 新 版 ― ― 遺 伝 子 と 運 の あ い だ 』 に よ る 。 出 題 の 都 合 上 、 一 部 中 略 し た 箇 所 が あ る ）

（ 注 1 ） 　 理 不 尽 な 絶 滅 シ ナ リ オ ― ―� 遺 伝 子 を 競 う ゲ ー ム の ル ー ル が 急 に 変 更 さ れ 、 絶 滅 と い う 結 果 が 運 に よ っ て も た ら さ れ る�

よ う な シ ナ リ オ の こ と 。 た と え ば 、 太 陽 光 の あ る 暖 か い 環 境 に 適 応 し て い た 恐 竜 が 、 天

体 衝 突 が 起 こ し た 太 陽 光 の 遮 断 と 寒 冷 化 に 適 応 で き ず 絶 滅 し た こ と が こ れ に あ て は ま る 。

（ 注 2 ） 　 ダ ー ウ ィ ン ― ― イ ギ リ ス の 生 物 学 者 （ 一 八 〇 九 〜 一 八 八 二 ） 。 進 化 論 を 唱 え た 。

（ Ｋ ）
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う と も 、 そ れ は 自 然 淘 汰 の 原 理 を 脅 か す も の で は な い 。 サ ヴ ァ イ ヴ ァ ル ゲ ー ム の ル ー ル が そ の 都 度 あ ら た に 設 定 し な お さ れ る だ

け の こ と だ 。 〈 Ⅴ 〉

あ る い は 、 こ ん な 言 い 方 も で き る か も し れ な い 。 生 物 の 歴 史 に お い て は 、 「 強 者 生 存 」 「 優 勝 劣 敗 」 と い う （ 人 間 的 な 印 象 に よ

る ） 能 力 主 義 が 否 定 さ れ る こ と は あ っ て も 、 自 然 淘 汰 と い う （ 結 果 と し て 生 き 残 り 、 子 孫 を 残 す 者 が 適 者 で あ る と い う ） 成 果 主

義 が 否 定 さ れ る こ と は な い 、 と 。 そ う 考 え れ ば 、 自 然 淘 汰 説 も 理 不 尽 な 絶 滅 ／ 生 存 も 、 ど ち ら も 全 面 的 に 、 一 〇 〇 パ ー セ ン ト 認

め る こ と が で き る 。

注 意 し な け れ ば な ら な い の は 、 そ も そ も 自 然 淘 汰 説 と 理 不 尽 な 絶 滅 は 同 列 に 論 じ ら れ る よ う な も の で は な い と い う こ と で あ る 。

両 者 で は 事 柄 の 性 質 が 異 な る 。 前 者 は 進 化 の メ カ ニ ズ ム を 説 明 す る が 、 後 者 は 個 々 の 事 件 や 現 象 を 指 し 示 す だ け だ 。 ダ イ ナ マ イ

ト を 満 載 し た 自 動 車 が 爆 発 す る と 、 そ の 車 は 走 行 不 能 に な る だ ろ う が 、 そ の 原 因 を エ ン ジ ン の メ カ ニ ズ ム に 求 め て も 仕 方 が な い 。

そ れ は 車 の 機 能 や エ ン ジ ン の メ カ ニ ズ ム と は さ し あ た り 関 係 の な い 、 ダ イ ナ マ イ ト の 爆 発 と い う 個 別 の 事 件 に よ っ て も た ら さ れ

た の だ か ら 。 両 者 は 競 合 の 関 係 で は な く 図 と 地 の よ う な 関 係 に あ る 。

こ の よ う に 、 理 不 尽 な 絶 滅 を 真 に 受 け る な ら ば な お さ ら の こ と 、 生 物 の 多 様 性 を 理 解 す る た め に は 自 然 淘 汰 の ア イ デ ア を 堅 持

す る 必 要 が あ る 、 そ う 私 は 考 え て い る 。 も し 自 然 界 に な ん ら の 規 則 性 も 一 貫 性 も な か っ た な ら 、 自 然 淘 汰 の 重 要 性 は 怪 し く な る

だ ろ う 。 だ が 、 実 際 の 自 然 に は 突 発 的 な 激 変 が あ る か と 思 え ば 、 複 雑 な 適 応 的 進 化 を 可 能 に す る だ け の 規 則 性 や 一 貫 性 も あ る の

で あ る 。

以 上 の よ う な こ と は 、 し ご く 当 た り 前 に 思 え る か も し れ な い 。 だ か ら 模 範 解 答 と 呼 ん だ 次 第 で あ る 。 実 際 、 心 あ る 啓
け い

蒙
も う

家
か

は 、

こ う し た こ と ― ― 「 自 然 淘 汰 は 弱 肉 強 食 で も 優 勝 劣 敗 で も な い 」 「 強 い 者 が 生 き 残 る の で は な く 、 適 応 し た 者 が 生 き 残 る 」 「 適 応

し た 者 と は 結 果 と し て 生 き 残 り 子 孫 を 残 す 者 の こ と で あ る 」 「 適 応 の 度 合 い は 個 体 が 残 し た （ あ る い は 残 す と 予 想 さ れ る ） 子 孫

の 数 に よ っ て の み 定 義 さ れ る 」 等 々 ― ― を 繰 り 返 し 語 っ て き た 。 た し か に そ の と お り だ 。 そ の よ う に 考 え な け れ ば つ じ つ ま が 合

わ な い 。

（ Ｈ ）

（ Ｉ ）

（ Ｊ ）
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す 者 を 、 ま さ し く 適 者
0 0

と し て 理 解 す る と い う こ と だ 。 生 存 す る の は 、 強 者 （ 強 い 者 ） で も 優 者 （ 優 れ た 者 ） で も な く 、 あ く ま で

適 者 （ 適 応 し た 者 ） で あ る と 理 解 す る の で あ る 。 こ れ は 言 葉 を 字 面 ど お り に 理 解 す る と い う だ け の こ と で 、 当 た り 前 と い え ば 当

た り 前 の 話 で あ る が 、 私 た ち の 日 常 的 理 解 に と っ て は 、 必 ず し も 当 た り 前 の こ と で は な い 。

私 た ち は 多 く の 場 合 、 生 き 延 び て 子 孫 を 残 す べ き 存 在 を 、 強 者 と か 優 者 と し て イ メ ー ジ し て い る 。 強 い も の が 弱 い も の を 食 い

物 に す る と か （ 弱 肉 強 食 ） 、 優 れ た も の が 劣 っ た も の を 駆 逐 す る （ 優 勝 劣 敗 ） と い っ た イ メ ー ジ だ 。 だ が 、 こ う し た イ メ ー ジ は 、

あ く ま で 人 間 が 自 然 や 野 生 と い っ た 概 念 に た い し て 抱 く 印 象 や 願 望 の 反 映 に す ぎ な い 。 私 た ち が ふ だ ん 抱 い て い る 進 化 論 の イ

メ ー ジ は 、 大 部 分 が こ う し た 印 象 や 願 望 、 あ る い は 失 望 を Ｅ し た も の だ 。

他 方 で 、 本 来 の 自 然 淘 汰 説 の ア イ デ ア が 教 え る 適 者 は 、 人 間 的 観 点 か ら 見 た 強 者 や 優 者 と は さ し あ た り 関 係 が な い 。 つ ま り 自

然 淘 汰 は 、 弱 肉 強 食 で も 優 勝 劣 敗 で も な い 。 自 然 の 世 界 で 適 者 で あ る た め の 条 件 は 、 Ｆ と い う こ と だ け だ 。 そ れ を 弱 肉 強 

食 や 優 勝 劣 敗 の 掟 で 包 み 込 む の は 、 自 然 淘 汰 の 原 理 を 人 間 の 勝 手 な 価 値 観 （ 多 く は 時 代 の 要 請 ） と す り か え る 誤 り で あ る 。 〈 Ⅰ 〉

こ の 模 範 解 答 は 、 じ つ は （ 注 １ ） 理 不 尽 な 絶 滅 シ ナ リ オ が も た ら す 教 訓 の ひ と つ で も あ る 。 理 不 尽 な 絶 滅 シ ナ リ オ は 、 自 然 淘 汰 説

に た い す る 反 証 で は な く 、 む し ろ 自 然 淘 汰 説 を 適 切 に 理 解 す る た め の ス テ ッ プ に な る と い う こ と だ 。 〈 Ⅱ 〉

強 者 や 優 者 と し か 思 え な い よ う な 生 物 種 が 、 環 境 の 変 化 な ど に よ っ て 不 利 な 立 場 に 追 い 込 ま れ 、 果 て は 絶 滅 に い た っ て し ま う

こ と が あ る 。 恐 竜 や 三 葉 虫 の 絶 滅 は そ の 顕 著 な 例 だ っ た 。 対 照 的 に 哺 乳 類 は 、 長 い こ と 割 を 食 っ て き た 典 型 的 な 弱 者 あ る い は 劣

者 に 見 え る に も か か わ ら ず 、 大 量 絶 滅 事 変 が 後 の 繁 栄 へ の 足 が か り と な っ た 。 〈 Ⅲ 〉

あ る 生 物 が ど れ ほ ど 高 い 能 力 を そ な え て い る よ う に 見 え よ う と も 、 そ れ が 環 境 に フ ィ ッ ト （ 適 応 ） し な け れ ば 、 生 存 と 繁 殖 に

資 す る こ と は な い と い う こ と だ 。 そ し て 環 境 に フ ィ ッ ト し て い る か ど う か は 、 実 際 に 生 物 が 生 き 残 り 子 孫 を 残 す こ と が で き る か

ど う か 、 そ れ の み に よ っ て 判 定 さ れ る 。 自 然 淘 汰 に よ っ て 生 き 残 る 者 と は 、 あ く ま で 結 果 と し て 生 き 残 り 、 子 孫 を 残 す 者 （ あ る

い は そ う 予 想 さ れ る 者 ） を 指 す の で あ る 。 〈 Ⅳ 〉

自 然 淘 汰 説 を こ の よ う に 理 解 す れ ば 、 先 の 疑 問 は 解 消 さ れ る 。 生 物 の 歴 史 に お い て 、 い か に 理 不 尽 な 絶 滅 （ と 生 存 ） が 起 こ ろ

（ Ｄ ）

（ Ｇ ）
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問 4 　 傍 線 部 （ Ｄ ） ・ （ Ｇ ） ・ （ Ｊ ） の 本 文 中 に お け る 意 味 と し て も っ と も 適 切 な も の を 、 次 の ① 〜 ⑤ の 中 か ら 一 つ ず つ 選 び 、 そ の 番

号 を マ ー ク し な さ い 。

Ｄ 　 字 面 ど お り に ① 　 慣 習 的 な 意 味 と し て

② 　 具 体 的 な 意 味 と し て

③ 　 表 面 的 な 意 味 と し て

④ 　 便 宜 的 な 意 味 と し て

⑤ 　 一 面 的 な 意 味 と し て

� 解 答 番 号 は 23

Ｇ 　 割 を 食 っ て き た ① 　 目 立 た な か っ た

② 　 損 を し て き た

③ 　 評 価 さ れ な か っ た

④ 　 苦 し ん で き た

⑤ 　 面 白 く な か っ た

� 解 答 番 号 は 24

Ｊ 　 つ じ つ ま が 合 わ な い ① 　 都 合 が 悪 い

② 　 興 味 が も て な い

③ 　 納 得 が い か な い

④ 　 か み 合 わ な い

⑤ 　 理 解 で き な い

� 解 答 番 号 は 25
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問 3 　 傍 線 部 （ Ｃ ） 「 模 範 的 な 解 答 」 と あ る が 、 ど の よ う な 解 答 か 。 こ れ に つ い て の 説 明 と し て も っ と も 適 切 な も の を 、 次 の ① 〜

⑤ の 中 か ら 一 つ 選 び 、 そ の 番 号 を マ ー ク し な さ い 。� 解 答 番 号 は 22

① 　 生 き 残 っ た 者 が 優 れ て い る と 定 義 す れ ば 私 た ち の 常 識 と 理 不 尽 な 絶 滅 が 矛 盾 す る こ と は な い と い う 解 答 。

② 　 生 き 残 り の 基 準 が 変 化 し う る こ と を 理 解 す れ ば 進 化 論 と 理 不 尽 な 絶 滅 が 矛 盾 す る こ と は な い と い う 解 答 。

③ 　 生 き 残 る 者 は 始 め か ら 決 ま っ て い る と 理 解 す れ ば 理 不 尽 な 絶 滅 が 私 た ち の 常 識 と 調 和 し た 理 論 に な る と い う 解 答 。

④ 　 生 き 残 り と は 種 の 存 続 だ と 定 義 す れ ば 進 化 論 と 理 不 尽 な 絶 滅 は 部 分 的 に 併 存 す る こ と が で き る と い う 解 答 。

⑤ 　 生 き 残 っ た 者 こ そ が 適 応 し た 者 で あ る と 理 解 す れ ば 進 化 論 と 理 不 尽 な 絶 滅 が 両 立 す る と い う 解 答 。
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問 7 　 傍 線 部 （ Ｈ ） 「 図 と 地 の よ う な 関 係 」 と あ る が 、 こ れ に つ い て 本 文 の 内 容 を 次 の よ う な 図 で 表 し た と き 、 空 所 ａ ・

ｂ に 入 る こ と ば と し て も っ と も 適 切 な も の を 、 そ れ ぞ れ ① 〜 ⑤ の 中 か ら 一 つ ず つ 選 び 、 そ の 番 号 を マ ー ク し な さ い 。

� 解 答 番 号 は  ａ が 28 ・ ｂ が 29

地 図

・
自

然
淘

汰
説

・
ａ

　
　

　
　

　
な

ど

・
�ダ

イ
ナ

マ
イ

ト
の

爆
発

・
ｂ

　
　

　
　

　
な

ど

① 　 理 不 尽 な 絶 滅

② 　 エ ン ジ ン の メ カ ニ ズ ム

③ 　 進 化 の メ カ ニ ズ ム

④ 　 爆 発 の メ カ ニ ズ ム

⑤ 　 走 行 不 能 に な っ た 自 動 車
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問 5 　 空 所 Ｅ に 入 る こ と ば と し て も っ と も 適 切 な も の を 、 次 の ① 〜 ⑤ の 中 か ら 一 つ 選 び 、 そ の 番 号 を マ ー ク し な さ い 。

� 解 答 番 号 は 26

① 　 曲 解 　 　 　 ② 　 忖
そ ん

度
た く

　 　 　 ③ 　 代 替 　 　 　 ④ 　 投 影 　 　 　 ⑤ 　 操 作

問 6 　 本 文 は 次 の 一 文 が 抜 け て い る 。 本 文 の 〈 Ⅰ 〉 〜 〈 Ⅴ 〉 の ど こ に 入 る の が も っ と も 適 切 か 。 後 の ① 〜 ⑤ の 中 か ら 一 つ 選 び 、 そ の

番 号 を マ ー ク し な さ い 。� 解 答 番 号 は 27

進 化 の 理 不 尽 さ と は 、 ゲ ー ム の ル ー ル が 勝 手 に 変 更 さ れ る 事 態 を 指 す の で あ っ て 、 そ れ に よ っ て 自 然 淘 汰 の 原 理 が 破 棄 さ

れ る わ け で は な い 。

① 　 〈 Ⅰ 〉 　 　 　 ② 　 〈 Ⅱ 〉 　 　 　 ③ 　 〈 Ⅲ 〉 　 　 　 ④ 　 〈 Ⅳ 〉 　 　 　 ⑤ 　 〈 Ⅴ 〉
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問 4 　 傍 線 部 （ Ｄ ） ・ （ Ｇ ） ・ （ Ｊ ） の 本 文 中 に お け る 意 味 と し て も っ と も 適 切 な も の を 、 次 の ① 〜 ⑤ の 中 か ら 一 つ ず つ 選 び 、 そ の 番

号 を マ ー ク し な さ い 。

Ｄ 　 字 面 ど お り に ① 　 慣 習 的 な 意 味 と し て

② 　 具 体 的 な 意 味 と し て

③ 　 表 面 的 な 意 味 と し て

④ 　 便 宜 的 な 意 味 と し て

⑤ 　 一 面 的 な 意 味 と し て

� 解 答 番 号 は 23

Ｇ 　 割 を 食 っ て き た ① 　 目 立 た な か っ た

② 　 損 を し て き た

③ 　 評 価 さ れ な か っ た

④ 　 苦 し ん で き た

⑤ 　 面 白 く な か っ た

� 解 答 番 号 は 24

Ｊ 　 つ じ つ ま が 合 わ な い ① 　 都 合 が 悪 い

② 　 興 味 が も て な い

③ 　 納 得 が い か な い

④ 　 か み 合 わ な い

⑤ 　 理 解 で き な い

� 解 答 番 号 は 25
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問 3 　 傍 線 部 （ Ｃ ） 「 模 範 的 な 解 答 」 と あ る が 、 ど の よ う な 解 答 か 。 こ れ に つ い て の 説 明 と し て も っ と も 適 切 な も の を 、 次 の ① 〜

⑤ の 中 か ら 一 つ 選 び 、 そ の 番 号 を マ ー ク し な さ い 。� 解 答 番 号 は 22

① 　 生 き 残 っ た 者 が 優 れ て い る と 定 義 す れ ば 私 た ち の 常 識 と 理 不 尽 な 絶 滅 が 矛 盾 す る こ と は な い と い う 解 答 。

② 　 生 き 残 り の 基 準 が 変 化 し う る こ と を 理 解 す れ ば 進 化 論 と 理 不 尽 な 絶 滅 が 矛 盾 す る こ と は な い と い う 解 答 。

③ 　 生 き 残 る 者 は 始 め か ら 決 ま っ て い る と 理 解 す れ ば 理 不 尽 な 絶 滅 が 私 た ち の 常 識 と 調 和 し た 理 論 に な る と い う 解 答 。

④ 　 生 き 残 り と は 種 の 存 続 だ と 定 義 す れ ば 進 化 論 と 理 不 尽 な 絶 滅 は 部 分 的 に 併 存 す る こ と が で き る と い う 解 答 。

⑤ 　 生 き 残 っ た 者 こ そ が 適 応 し た 者 で あ る と 理 解 す れ ば 進 化 論 と 理 不 尽 な 絶 滅 が 両 立 す る と い う 解 答 。
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問 9 　 傍 線 部 （ Ｋ ） 「 私 た ち は 進 化 論 が 大 好 き な は ず な の だ が 、 そ の じ つ 、 ま っ た く 別 の も の を 愛 し て い る だ け な の か も し れ な

い 」 と あ る が 、 ど う い う こ と か 。 こ の 説 明 と し て も っ と も 適 切 な も の を 、 次 の ① 〜 ⑤ の 中 か ら 一 つ 選 び 、 そ の 番 号 を マ ー ク

し な さ い 。� 解 答 番 号 は 31

① 　 進 化 論 の 概 念 を 誤 っ て 理 解 し た 状 態 で 、 過 去 や 未 来 の 勝 者 や 敗 者 を 進 化 論 に よ っ て 説 明 で き る か の よ う に 語 る こ と が 、

進 化 論 に そ ぐ わ な い 態 度 に な っ て い る と い う こ と 。

② 　 過 去 や 未 来 の 勝 者 や 敗 者 は 進 化 論 を も と に 概
お お む

ね 説 明 す る こ と が で き る に も か か わ ら ず 、 進 化 論 を 正 し く 理 解 で き て い

な い た め に 様 々 な 解 釈 を 生 み 出 し て い る と い う こ と 。

③ 　 進 化 論 の 前 提 で あ る 弱 肉 強 食 や 優 勝 劣 敗 の 考 え 方 だ け を 取 り 上 げ て 生 物 の 歴 史 や 未 来 を 語 り が ち で あ る こ と が 、 実 質 的

に 進 化 論 に 反 す る 態 度 に な っ て い る と い う こ と 。

④ 　 進 化 論 の 大 意 を 理 解 す る 能 力 を 欠 い て い る の に も か か わ ら ず 、 進 化 論 に よ っ て 過 去 や 未 来 を 説 明 で き る と 考 え る こ と が 、

進 化 論 を 軽 ん じ て い る こ と に な っ て い る と い う こ と 。

⑤ 　 ウ ェ ブ に 蔓
ま ん

延
え ん

す る 誤 っ た 進 化 論 を う の み に し た 状 態 で 、 過 去 や 未 来 の 勝 者 や 敗 者 に つ い て 進 化 論 の 用 語 で 語 る こ と が 進

化 論 の 支 持 者 を 減 ら し て い る と い う こ と 。
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問 8 　 傍 線 部 （ Ｉ ） 「 生 物 の 多 様 性 を 理 解 す る た め に は 自 然 淘 汰 の ア イ デ ア を 堅 持 す る 必 要 が あ る 」 と あ る が 、 な ぜ か 。 そ の 理 由

の 説 明 と し て も っ と も 適 切 な も の を 、 次 の ① 〜 ⑤ の 中 か ら 一 つ 選 び 、 そ の 番 号 を マ ー ク し な さ い 。� 解 答 番 号 は 30

① 　 実 際 の 生 物 の 多 様 性 の 複 雑 な 適 応 的 進 化 の 中 に は 、 自 然 淘 汰 の ア イ デ ア の 根 拠 と な る よ う な 自 然 の 突 発 的 な 激 変 の 影 響

が 見 ら れ る か ら 。

② 　 実 際 の 生 物 の 多 様 性 の 中 に 、 自 然 淘 汰 の ア イ デ ア を う ら づ け る よ う な 複 雑 な 適 応 的 進 化 を 可 能 に す る 規 則 性 や 一 貫 性 を

見
み

出
い だ

す こ と が で き る か ら 。

③ 　 実 際 の 生 物 の 多 様 性 の 多 く は 自 然 の 突 発 的 な 激 変 に 対 す る 適 応 的 進 化 の 結 果 と い え る が 、 そ れ ら は 自 然 淘 汰 の ア イ デ ア

を う ら づ け る 形 に な っ て い る か ら 。

④ 　 実 際 の 自 然 で の 突 発 的 な 激 変 や 複 雑 な 適 応 的 進 化 は 自 然 淘 汰 の ア イ デ ア に も と づ く 規 則 性 や 一 貫 性 で な け れ ば 説 明 が で

き な い か ら 。

⑤ 　 実 際 の 自 然 の 突 発 的 な 激 変 は 複 雑 な 適 応 的 進 化 の 一 部 と し て 説 明 す る こ と が で き 、 自 然 淘 汰 の ア イ デ ア を う ら づ け る よ

う な 生 物 の 多 様 性 が 見 ら れ る か ら 。
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問 10

　
本 文 の 内 容 と 合 致 し て い る も の と し て も っ と も 適 切 な も の を 、 次 の ① 〜 ⑤ の 中 か ら 一 つ 選 び 、 そ の 番 号 を マ ー ク し な さ い 。

� 解 答 番 号 は 32

①

　
生 物 が 理 不 尽 に 絶 滅 生 存 す る と い う 事 実 は 、 強 者 や 優 者 が 最 終 的 に 生 き 残 る と す る 進 化 論 と 相 反 す る も の で あ る た め 、

そ の 矛 盾 を 解 消 す る た め に 自 然 淘 汰 説 と い う 本 来 の 進 化 論 と は 異 な る 考 え 方 を 用 い る こ と に よ っ て 、 そ の 事 実 を 捉 え 直 そ

う と し て い る 。

②

　
生 物 が 理 不 尽 に 絶 滅 生 存 す る と い う 事 実 は 、 私 た ち の 常 識 の 一 部 と な っ て い る 進 化 論 の 根 幹 を な す 自 然 淘 汰 説 と 矛 盾 な

く 理 解 で き る も の で あ る が 、 私 た ち の 多 く は 自 然 淘 汰 説 の 間 違 っ た 解 釈 を も と に 、 そ の 事 実 を 理 解 し が た い も の と し て 捉

え が ち で あ る 。

③

　
生 物 が 理 不 尽 に 絶 滅 生 存 す る と い う 事 実 は 、 私 た ち の 常 識 的 な 感 覚 と は 相 容 れ な い よ う だ が 、 自 然 淘 汰 説 を 正 し く 理 解

す れ ば 受 け 入 れ ら れ る も の で あ り 、 現 代 の 私 た ち に は 提 唱 か ら 一 五 〇 余 年 が 経 過 し て い る 進 化 論 自 体 を 見 直 す こ と が 求 め

ら れ て い る 。

④

　
生 物 が 理 不 尽 に 絶 滅 生 存 す る と い う 事 実 は 、 進 化 論 に お け る 自 然 淘 汰 説 が 示 す 内 容 と 合 致 す る も の で あ る が 、 進 化 の メ

カ ニ ズ ム が 複 層 化 し て い る 現 代 に お い て は 進 化 論 の 意 義 が 薄 れ て き て お り 、 私 た ち は 誤 っ た 理 解 を も と に そ の 事 実 を 受 け

止 め が ち で あ る 。

⑤

　
生 物 が 理 不 尽 に 絶 滅 生 存 す る と い う 事 実 は 、 生 物 の 存 亡 は 弱 肉 強 食 で も 優 勝 劣 敗 で も な く 運 や 理 不 尽 さ で 決 定 さ れ る と

す る 進 化 論 を 用 い て 説 明 で き る が 、 私 た ち の 多 く は 進 化 論 を 誤 解 し が ち で あ る た め 、 そ の 事 実 が 示 し て い る こ と を 正 確 に

理 解 で き ず に い る 。

― ― こ れ で 国 語 の 問 題 は 終 わ り で す ― ―
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問 9 　 傍 線 部 （ Ｋ ） 「 私 た ち は 進 化 論 が 大 好 き な は ず な の だ が 、 そ の じ つ 、 ま っ た く 別 の も の を 愛 し て い る だ け な の か も し れ な

い 」 と あ る が 、 ど う い う こ と か 。 こ の 説 明 と し て も っ と も 適 切 な も の を 、 次 の ① 〜 ⑤ の 中 か ら 一 つ 選 び 、 そ の 番 号 を マ ー ク

し な さ い 。� 解 答 番 号 は 31

① 　 進 化 論 の 概 念 を 誤 っ て 理 解 し た 状 態 で 、 過 去 や 未 来 の 勝 者 や 敗 者 を 進 化 論 に よ っ て 説 明 で き る か の よ う に 語 る こ と が 、

進 化 論 に そ ぐ わ な い 態 度 に な っ て い る と い う こ と 。

② 　 過 去 や 未 来 の 勝 者 や 敗 者 は 進 化 論 を も と に 概
お お む

ね 説 明 す る こ と が で き る に も か か わ ら ず 、 進 化 論 を 正 し く 理 解 で き て い

な い た め に 様 々 な 解 釈 を 生 み 出 し て い る と い う こ と 。

③ 　 進 化 論 の 前 提 で あ る 弱 肉 強 食 や 優 勝 劣 敗 の 考 え 方 だ け を 取 り 上 げ て 生 物 の 歴 史 や 未 来 を 語 り が ち で あ る こ と が 、 実 質 的

に 進 化 論 に 反 す る 態 度 に な っ て い る と い う こ と 。

④ 　 進 化 論 の 大 意 を 理 解 す る 能 力 を 欠 い て い る の に も か か わ ら ず 、 進 化 論 に よ っ て 過 去 や 未 来 を 説 明 で き る と 考 え る こ と が 、

進 化 論 を 軽 ん じ て い る こ と に な っ て い る と い う こ と 。

⑤ 　 ウ ェ ブ に 蔓
ま ん

延
え ん

す る 誤 っ た 進 化 論 を う の み に し た 状 態 で 、 過 去 や 未 来 の 勝 者 や 敗 者 に つ い て 進 化 論 の 用 語 で 語 る こ と が 進

化 論 の 支 持 者 を 減 ら し て い る と い う こ と 。
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問 8 　 傍 線 部 （ Ｉ ） 「 生 物 の 多 様 性 を 理 解 す る た め に は 自 然 淘 汰 の ア イ デ ア を 堅 持 す る 必 要 が あ る 」 と あ る が 、 な ぜ か 。 そ の 理 由

の 説 明 と し て も っ と も 適 切 な も の を 、 次 の ① 〜 ⑤ の 中 か ら 一 つ 選 び 、 そ の 番 号 を マ ー ク し な さ い 。� 解 答 番 号 は 30

① 　 実 際 の 生 物 の 多 様 性 の 複 雑 な 適 応 的 進 化 の 中 に は 、 自 然 淘 汰 の ア イ デ ア の 根 拠 と な る よ う な 自 然 の 突 発 的 な 激 変 の 影 響

が 見 ら れ る か ら 。

② 　 実 際 の 生 物 の 多 様 性 の 中 に 、 自 然 淘 汰 の ア イ デ ア を う ら づ け る よ う な 複 雑 な 適 応 的 進 化 を 可 能 に す る 規 則 性 や 一 貫 性 を

見
み

出
い だ

す こ と が で き る か ら 。

③ 　 実 際 の 生 物 の 多 様 性 の 多 く は 自 然 の 突 発 的 な 激 変 に 対 す る 適 応 的 進 化 の 結 果 と い え る が 、 そ れ ら は 自 然 淘 汰 の ア イ デ ア

を う ら づ け る 形 に な っ て い る か ら 。

④ 　 実 際 の 自 然 で の 突 発 的 な 激 変 や 複 雑 な 適 応 的 進 化 は 自 然 淘 汰 の ア イ デ ア に も と づ く 規 則 性 や 一 貫 性 で な け れ ば 説 明 が で

き な い か ら 。

⑤ 　 実 際 の 自 然 の 突 発 的 な 激 変 は 複 雑 な 適 応 的 進 化 の 一 部 と し て 説 明 す る こ と が で き 、 自 然 淘 汰 の ア イ デ ア を う ら づ け る よ

う な 生 物 の 多 様 性 が 見 ら れ る か ら 。
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2

問
1

　
下

線
部

ⓐ
に

つ
い

て
、

こ
の

宣
言

を
採

択
し

た
会

談
が

行
わ

れ
た

都
市

が
位

置
す

る
国

と
し

て
正

し
い

も
の

を
、

次
の

①
〜

④
の

中
か

ら
1

つ
選

び
、

そ
の

番
号

を
マ

ー
ク

し
な

さ
い

。

解
答
番
号
は

1

①
　

イ
ギ

リ
ス

②
　

ソ
連

③
　

ド
イ

ツ

④
　

フ
ラ

ン
ス

問
2

　
下

線
部

ⓑ
に

関
連

し
て

、
大

韓
民

国（
韓

国
）の

初
代

大
統

領
と

、
朝

鮮
民

主
主

義
人

民

共
和

国（
北

朝
鮮

）の
初

代
首

相
と

の
組

み
合

わ
せ

と
し

て
正

し
い

も
の

を
、

次
の

①
〜

④

の
中

か
ら

1
つ

選
び

、
そ

の
番

号
を

マ
ー

ク
し

な
さ

い
。

解
答
番
号
は

2

①
　

韓
国

─
李

承
晩

　
　

北
朝

鮮
─

金
正

日

②
　

韓
国

─
李

承
晩

　
　

北
朝

鮮
─

金
日

成

③
　

韓
国

─
全

斗
煥

　
　

北
朝

鮮
─

金
正

日

④
　

韓
国

─
全

斗
煥

　
　

北
朝

鮮
─

金
日

成

問
3

　
下

線
部

ⓒ
に

つ
い

て
述

べ
た

文
と

し
て

正
し

い
も

の
を

、
次

の
①

〜
④

の
中

か
ら

1
つ

選
び

、
そ

の
番

号
を

マ
ー

ク
し

な
さ

い
。

解
答
番
号
は

3

①
　

戦
争

の
目

的
を

示
し

た
大

西
洋

憲
章

は
、

の
ち

に
連

合
国

共
同

宣
言

に
継

承
さ

れ
た

。

②
　

内
戦

で
国

際
義

勇
軍

の
支

援
を

受
け

た
ス

ペ
イ

ン
は

、
連

合
国

側
で

参
戦

し
た

。

③
　

19
43

年
7

月
に

連
合

国
軍

が
コ

ル
シ

カ
島

に
上

陸
し

、
ム

ッ
ソ

リ
ー

ニ
が

失
脚

し

た
。

④
　

イ
ギ

リ
ス

を
主

軸
と

す
る

連
合

国
軍

が
、

19
44

年
に

フ
ラ

ン
ス

南
部

に
上

陸
し

た
。
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1

第
1

問
　

次
の

文
章

を
読

ん
で

、
後

の
問

い
に

答
え

な
さ

い
。

第
二

次
世

界
大

戦
で

戦
場

と
な

っ
た

国
々

は
ど

の
よ

う
に

復
興

し
、

ま
た

国
際

情
勢

は
ど

う
推

移

し
た

か
と

い
う

テ
ー

マ
に

つ
い

て
生

徒
た

ち
で

調
べ

て
発

表
す

る
こ

と
に

な
り

、
パ
ネ
ル
1

と
パ
ネ

ル
2

を
つ

く
る

こ
と

に
し

た
。

パ
ネ

ル
を

読
ん

で
、

後
の

問
い

に
答

え
な

さ
い

。

パ
ネ
ル
1
　
日
本
の
戦
後
改
革
と
西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
経
済
復
興

（
日
本
の
戦
後
改
革
）

・
�19

45
年

8
月

に
日

本
は

ポ
ツ

ダ
ム

宣
言

を
受

け
入

れ
て

降
伏

し
た

。
こ

れ
に

よ
り

日
本

の

植
民

地
で

あ
っ

た
朝

鮮
半

島
は

、
北

緯
38

度
線

を
境

に
北

を
ソ

連
、

南
を

ア
メ

リ
カ

合
衆

国
が

占
領

し
た

。
日

本
国

内
で

は
連

合
国

軍
最

高
司

令
官

総
司

令
部（

GH
Q
）の

も
と

で
民

主
化

が
進

め
ら

れ
、

女
性

参
政

権
が

認
め

ら
れ

た
初

め
て

の
衆

議
院

議
員

総
選

挙
で

は
39

人
の

女
性

議
員

が
誕

生
し

た
。

（
西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
経
済
復
興
）

・
�19

45
年

5
月

に
降

伏
し

た
ド

イ
ツ

は
、

米
・

英
・

ソ
・

仏
に

分
割

占
領

さ
れ

た
。

戦
場

と

な
っ

た
ヨ

ー
ロ

ッ
パ

諸
国

に
対

し
て

、
ア

メ
リ

カ
合

衆
国

は
経

済
援

助
を

提
供

す
る

�

Ａ
＝

プ
ラ

ン（
ヨ

ー
ロ

ッ
パ

経
済

復
興

援
助

計
画

）を
発

表
し

、
援

助
総

額
は

約
13

0

億
ド

ル
に

達
し

た
。

地
図
　
ド
イ
ツ
の
分
割
管
理

ａ
ｄ

ｃ
ｂ

ⓐ

ⓑ ⓒ

ⓓ

ⓔ

歴
史
総
合
・
世
界
史
探
究
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4

問
6

　
パ
ネ
ル
1

の
空

所
Ａ

に
入

る
語

句
と

し
て

正
し

い
も

の
を

、
次

の
①

〜
④

の

中
か

ら
1

つ
選

び
、

そ
の

番
号

を
マ

ー
ク

し
な

さ
い

。

解
答
番
号
は

6

①
　

ケ
ネ

デ
ィ

②
　

チ
ャ

ー
チ

ル

③
　

マ
ー

シ
ャ

ル

④
　

フ
ラ

ン
ク

リ
ン

＝
ロ

ー
ズ

ヴ
ェ

ル
ト

パ
ネ
ル
2
　「
冷
戦
」の
開
始
と
熱
戦

（
冷
戦
の
開
始
）

・
�19

47
年

、
ア

メ
リ

カ
合

衆
国

は
共

産
主

義
勢

力
と

の
内

戦
で

不
安

定
化

し
て

い
た

Ｄ
�

と
、

ト
ル

コ
に

対
し

て
支

援
す

る
決

意
を

固
め

、「
封

じ
込

め
政

策
」を

提
唱

し
た

。

・
�19

49
年

に
ア

メ
リ

カ
合

衆
国

、
カ

ナ
ダ

及
び

西
ヨ

ー
ロ

ッ
パ

諸
国

は
北

大
西

洋
条

約
機

構

を
結

成
し

、
ソ

連
は

19
55

年
に

東
ヨ

ー
ロ

ッ
パ

諸
国

と
と

も
に

ワ
ル

シ
ャ

ワ
条

約
機

構（
東

ヨ
ー

ロ
ッ

パ
相

互
援

助
条

約
）を

創
立

し
た

。
こ

の
よ

う
に

実
際

の
戦

争
に

い
た

ら
な

い
も

の
の

、
世

界
が

東
西

両
陣

営
に

わ
か

れ
た

激
し

い
対

立
を「

冷
戦（

冷
た

い
戦

争
）」

と
呼

ぶ
。

（
冷
戦
か
ら
熱
戦
へ
）

・
�中

国
で

は
19

49
年

に
内

戦
に

勝
利

し
た

中
国

共
産

党
が

、
毛

沢
東

を
主

席
と

す
る

中
華

人

民
共

和
国

の
成

立
を

宣
言

し
た

。
朝

鮮
半

島
で

は
、

19
50

年
6

月
に

南
北

統
一

を
め

ざ
す

朝
鮮

民
主

主
義

人
民

共
和

国（
北

朝
鮮

）が
大

韓
民

国（
韓

国
）に

侵
攻

し
、

朝
鮮

戦
争

が
勃

発

し
た

。

ⓕ

ⓖ

ⓗ
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問
4

　
下

線
部

ⓓ
に

つ
い

て
述

べ
た

次
の

文
中

の
空

所
Ｂ

と
Ｃ

に
入

る
語

句
の

組
み

合
わ

せ
と

し
て

正
し

い
も

の
を

、
下

の
①

〜
④

の
中

か
ら

1
つ

選
び

、
そ

の
番

号
を

マ
ー

ク
し

な
さ

い
。

解
答
番
号
は

4

こ
の

総
選

挙
で

は
Ｂ

が
第

一
党

と
な

り
、

Ｃ
が

成
立

し
た

。

①
　
Ｂ

─
日

本
社

会
党

　
　
Ｃ

─
第

1
次

吉
田

茂
内

閣

②
　
Ｂ

─
日

本
社

会
党

　
　
Ｃ

─
片

山
哲

内
閣

③
　
Ｂ

─
日

本
自

由
党

　
　
Ｃ

─
第

1
次

吉
田

茂
内

閣

④
　
Ｂ

─
日

本
自

由
党

　
　
Ｃ

─
片

山
哲

内
閣

問
5

　
下

線
部

ⓔ
に

関
連

し
て

、
パ
ネ
ル
1

の
地

図
中

に
示

し
た

ａ
〜

ｄ
の

う
ち

、
ソ

連
の

占

領
地

区
と

し
て

正
し

い
も

の
を

、
次

の
①

〜
④

の
中

か
ら

1
つ

選
び

、
そ

の
番

号
を

マ
ー

ク
し

な
さ

い
。

解
答
番
号
は

5

①
　

ａ

②
　

ｂ

③
　

ｃ

④
　

ｄ
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2

問
1

　
下

線
部

ⓐ
に

つ
い

て
、

こ
の

宣
言

を
採

択
し

た
会

談
が

行
わ

れ
た

都
市

が
位

置
す

る
国

と
し

て
正

し
い

も
の

を
、

次
の

①
〜

④
の

中
か

ら
1

つ
選

び
、

そ
の

番
号

を
マ

ー
ク

し
な

さ
い

。

解
答
番
号
は

1

①
　

イ
ギ

リ
ス

②
　

ソ
連

③
　

ド
イ

ツ

④
　

フ
ラ

ン
ス

問
2

　
下

線
部

ⓑ
に

関
連

し
て

、
大

韓
民

国（
韓

国
）の

初
代

大
統

領
と

、
朝

鮮
民

主
主

義
人

民

共
和

国（
北

朝
鮮

）の
初

代
首

相
と

の
組

み
合

わ
せ

と
し

て
正

し
い

も
の

を
、

次
の

①
〜

④

の
中

か
ら

1
つ

選
び

、
そ

の
番

号
を

マ
ー

ク
し

な
さ

い
。

解
答
番
号
は

2

①
　

韓
国

─
李

承
晩

　
　

北
朝

鮮
─

金
正

日

②
　

韓
国

─
李

承
晩

　
　

北
朝

鮮
─

金
日

成

③
　

韓
国

─
全

斗
煥

　
　

北
朝

鮮
─

金
正

日

④
　

韓
国

─
全

斗
煥

　
　

北
朝

鮮
─

金
日

成

問
3

　
下

線
部

ⓒ
に

つ
い

て
述

べ
た

文
と

し
て

正
し

い
も

の
を

、
次

の
①

〜
④

の
中

か
ら

1
つ

選
び

、
そ

の
番

号
を

マ
ー

ク
し

な
さ

い
。

解
答
番
号
は

3

①
　

戦
争

の
目

的
を

示
し

た
大

西
洋

憲
章

は
、

の
ち

に
連

合
国

共
同

宣
言

に
継

承
さ

れ
た

。

②
　

内
戦

で
国

際
義

勇
軍

の
支

援
を

受
け

た
ス

ペ
イ

ン
は

、
連

合
国

側
で

参
戦

し
た

。

③
　

19
43

年
7

月
に

連
合

国
軍

が
コ

ル
シ

カ
島

に
上

陸
し

、
ム

ッ
ソ

リ
ー

ニ
が

失
脚

し

た
。

④
　

イ
ギ

リ
ス

を
主

軸
と

す
る

連
合

国
軍

が
、

19
44

年
に

フ
ラ

ン
ス

南
部

に
上

陸
し

た
。
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第
1

問
　

次
の

文
章

を
読

ん
で

、
後

の
問

い
に

答
え

な
さ

い
。

第
二

次
世

界
大

戦
で

戦
場

と
な

っ
た

国
々

は
ど

の
よ

う
に

復
興

し
、

ま
た

国
際

情
勢

は
ど

う
推

移

し
た

か
と

い
う

テ
ー

マ
に

つ
い

て
生

徒
た

ち
で

調
べ

て
発

表
す

る
こ

と
に

な
り

、
パ
ネ
ル
1

と
パ
ネ

ル
2

を
つ

く
る

こ
と

に
し

た
。

パ
ネ

ル
を

読
ん

で
、

後
の

問
い

に
答

え
な

さ
い

。

パ
ネ
ル
1
　
日
本
の
戦
後
改
革
と
西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
経
済
復
興

（
日
本
の
戦
後
改
革
）

・
�19

45
年

8
月

に
日

本
は

ポ
ツ

ダ
ム

宣
言

を
受

け
入

れ
て

降
伏

し
た

。
こ

れ
に

よ
り

日
本

の

植
民

地
で

あ
っ

た
朝

鮮
半

島
は

、
北

緯
38

度
線

を
境

に
北

を
ソ

連
、

南
を

ア
メ

リ
カ

合
衆

国
が

占
領

し
た

。
日

本
国

内
で

は
連

合
国

軍
最

高
司

令
官

総
司

令
部（

GH
Q
）の

も
と

で
民

主
化

が
進

め
ら

れ
、

女
性

参
政

権
が

認
め

ら
れ

た
初

め
て

の
衆

議
院

議
員

総
選

挙
で

は
39

人
の

女
性

議
員

が
誕

生
し

た
。

（
西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
経
済
復
興
）

・
�19

45
年

5
月

に
降

伏
し

た
ド

イ
ツ

は
、

米
・

英
・

ソ
・

仏
に

分
割

占
領

さ
れ

た
。

戦
場

と

な
っ

た
ヨ

ー
ロ

ッ
パ

諸
国

に
対

し
て

、
ア

メ
リ

カ
合

衆
国

は
経

済
援

助
を

提
供

す
る

�

Ａ
＝

プ
ラ

ン（
ヨ

ー
ロ

ッ
パ

経
済

復
興

援
助

計
画

）を
発

表
し

、
援

助
総

額
は

約
13

0

億
ド

ル
に

達
し

た
。

地
図
　
ド
イ
ツ
の
分
割
管
理

ａ
ｄ

ｃ
ｂ

ⓐ

ⓑ ⓒ

ⓓ

ⓔ

歴
史
総
合
・
世
界
史
探
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6

問
10

　
下

線
部

ⓗ
に

つ
い

て
述

べ
た

次
の

文
中

の
空

所
Ｅ

に
入

る
人

名
あ

・
い

と
、 

Ｆ
に

入
る

内
容

Ｘ
・

Ｙ
の

組
み

合
わ

せ
と

し
て

正
し

い
も

の
を

、
下

の
①

〜
④

の
中

か
ら

1
つ

選
び

、
そ

の
番

号
を

マ
ー

ク
し

な
さ

い
。

解
答
番
号
は

10

ア
メ

リ
カ

合
衆

国
の

Ｅ
大

統
領

時
代

に
起

き
た

こ
の

戦
争

に
対

し
、

北
朝

鮮

軍
の

行
動

を
侵

略
と

し
た

Ｆ
の

も
と

、
ア

メ
リ

カ
軍

を
中

心
と

す
る

国
連

軍
が

派
遣

さ
れ

た
。

Ｅ
に
入
る
人
名

あ
　

ト
ル

ー
マ

ン

い
　

ア
イ

ゼ
ン

ハ
ワ

ー

Ｆ
に
入
る
内
容

Ｘ
　

国
連

総
会

の
決

定

Ｙ
　

国
連

安
全

保
障

理
事

会（
安

保
理

）の
勧

告

①
　
あ

─
Ｘ

②
　
あ

─
Ｙ

③
　
い

─
Ｘ

④
　
い

─
Ｙ
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問
7

　
パ
ネ
ル
2

の
空

所
Ｄ

に
入

る
語

句
と

し
て

正
し

い
も

の
を

、
次

の
①

〜
④

の

中
か

ら
1

つ
選

び
、

そ
の

番
号

を
マ

ー
ク

し
な

さ
い

。

解
答
番
号
は

7

①
　

ポ
ー

ラ
ン

ド

②
　

ギ
リ

シ
ア

③
　

ス
ペ

イ
ン

④
　

ポ
ル

ト
ガ

ル

問
8

　
下

線
部

ⓕ
に

関
連

し
て

、
19

68
年

に
東

ヨ
ー

ロ
ッ

パ
の

国
で

は「
プ

ラ
ハ

の
春

」と
い

う
改

革
運

動
が

起
き

た
。

こ
の

改
革

運
動

が
起

き
た

国
と

し
て

正
し

い
も

の
を

、
次

の

①
〜

④
の

中
か

ら
1

つ
選

び
、

そ
の

番
号

を
マ

ー
ク

し
な

さ
い

。 解
答
番
号
は

8

①
　

ル
ー

マ
ニ

ア

②
　

ハ
ン

ガ
リ

ー

③
　

チ
ェ

コ
ス

ロ
ヴ

ァ
キ

ア

④
　

ブ
ル

ガ
リ

ア

問
9

　
下

線
部

ⓖ
に

つ
い

て
述

べ
た

文
と

し
て

正
し

い
も

の
を

、
次

の
①

〜
④

の
中

か
ら

1
つ

選
び

、
そ

の
番

号
を

マ
ー

ク
し

な
さ

い
。

解
答
番
号
は

9

①
　

北
伐

を
進

め
、

中
国

統
一

を
完

成
し

た
。

②
　

イ
ン

ド
の

ネ
ル

ー
と

と
も

に
平

和
五

原
則

を
提

唱
し

た
。

③
　

一
度

失
脚

す
る

が
復

活
し

、
改

革
・

開
放

政
策

を
推

進
し

た
。

④
　

大
衆

を
動

員
し

た
プ

ロ
レ

タ
リ

ア
文

化
大

革
命（

文
化

大
革

命
）を

始
め

た
。
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8

問
1

　
下

線
部

ⓐ
に

つ
い

て
述

べ
た

文
と

し
て

正
し

い
も

の
を

、
次

の
①

〜
④

の
中

か
ら

1
つ

選
び

、
そ

の
番

号
を

マ
ー

ク
し

な
さ

い
。

解
答
番
号
は

11

①
　

官
吏

登
用

制
度

と
し

て
、

郷
挙

里
選

が
採

用
さ

れ
た

。

②
　

文
字

や
度

量
衡

を
統

一
し

、
思

想
を

統
制

し
た

。

③
　

周
を

理
想

と
し

、
儒

家
思

想
に

基
づ

く
政

治
を

行
っ

た
。

④
　

五
胡

と
呼

ば
れ

る
異

民
族

の
侵

入
を

防
ぐ

た
め

長
城

を
築

い
た

。

問
2

　
文

章
中

の
空

所
Ａ

に
入

る
語

句
と

し
て

正
し

い
も

の
を

、
次

の
①

〜
④

の
中

か
ら

1
つ

選
び

、
そ

の
番

号
を

マ
ー

ク
し

な
さ

い
。

解
答
番
号
は

12

①
　

赤
眉

の
乱

②
　

呉
楚

七
国

の
乱

③
　

陳
勝

・
呉

広
の

乱

④
　

八
王

の
乱

問
3

　
下

線
部

ⓑ
の

武
帝

が
大

月
氏

に
派

遣
し

た
人

物
と

し
て

正
し

い
も

の
を

、
次

の
①

〜
④

の
中

か
ら

1
つ

選
び

、
そ

の
番

号
を

マ
ー

ク
し

な
さ

い
。

解
答
番
号
は

13

①
　

張
騫

②
　

甘
英

③
　

班
固

④
　

安
敦
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第
2

問
　

次
の

文
章

を
読

ん
で

、
後

の
問

い
に

答
え

な
さ

い
。

長
安

は
、

中
国

陝
西

省
の

都
市

で
、

現
在

は
西

安
と

呼
ば

れ
て

い
る

。
中

国
史

上
初

め
て

こ

の
長

安
を

都
と

し
た

の
は

漢（
前

漢
）で

あ
っ

た
が

、
そ

れ
以

前
の

秦
の

都
咸

陽
も

長
安

の
近

く

に
位

置
し

て
い

た
。

前
漢

で
は

当
初

、
郡

県
制

と
封

建
制

を
併

用
す

る
制

度
を

採
用

し
た

。
し

か
し

皇
帝

と
諸

王

が
対

立
し

、
Ａ

が
起

こ
っ

た
。

こ
の

頃
即

位
し

た
武

帝
は

、
匈

奴
を

撃
退

し
、

広
東

・
 

広
西

・
ベ

ト
ナ

ム
北

部
を

支
配

し
た

Ｂ
や

衛
氏

朝
鮮

を
滅

ぼ
し

た
。

こ
の

前
漢

は
後

8
年

に
途

絶
え

、
新

が
お

こ
る

が
、

こ
の

新
の

都
も

長
安

で
あ

っ
た

。
し

か
し

劉
秀（

光
武

帝
）

に
よ

っ
て

再
興

さ
れ

た
漢（

後
漢

）の
都

は
洛

陽
で

あ
っ

た
。

後
漢

滅
亡

後
、

中
国

は
魏

晋
南

北
朝

時
代

に
入

る
が

、
興

亡
を

繰
り

返
し

た
王

朝
の

う
ち

、

西
魏

・
北

周
が

長
安

を
都

と
し

た
。

こ
の

時
代

に
終

止
符

を
打

っ
た

隋
は

大
興

城
を

建
設

し
、

さ
ら

に
隋

を
滅

ぼ
し

た
唐

の
李

淵（
高

祖
）が

大
興

城
を

長
安

と
改

名
し

都
と

し
た

。
唐

の
6

代

皇
帝

で
あ

る
玄

宗
の

後
期

に
楊

貴
妃

の
一

族
が

実
権

を
握

る
と

、
ソ

グ
ド

人
の

安
禄

山
ら

が
反

乱
を

起
こ

し
た

。

ⓐ

ⓑ
ⓒ
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ⓗ
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4
9

_
1

4
_

W
O

LB
_

M
.in

dd
   

7
2

0
2

5
/1

2
/1

1
   

2
0

:4
5

8
7
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問
10

　
下

線
部

ⓗ
に

つ
い

て
述

べ
た

次
の

文
中

の
空

所
Ｅ

に
入

る
人

名
あ

・
い

と
、 

Ｆ
に

入
る

内
容

Ｘ
・

Ｙ
の

組
み

合
わ

せ
と

し
て

正
し

い
も

の
を

、
下

の
①

〜
④

の
中

か
ら

1
つ

選
び

、
そ

の
番

号
を

マ
ー

ク
し

な
さ

い
。

解
答
番
号
は

10

ア
メ

リ
カ

合
衆

国
の

Ｅ
大

統
領

時
代

に
起

き
た

こ
の

戦
争

に
対

し
、

北
朝

鮮

軍
の

行
動

を
侵

略
と

し
た

Ｆ
の

も
と

、
ア

メ
リ

カ
軍

を
中

心
と

す
る

国
連

軍
が

派
遣

さ
れ

た
。

Ｅ
に
入
る
人
名

あ
　

ト
ル

ー
マ

ン

い
　

ア
イ

ゼ
ン

ハ
ワ

ー

Ｆ
に
入
る
内
容

Ｘ
　

国
連

総
会

の
決

定

Ｙ
　

国
連

安
全

保
障

理
事

会（
安

保
理

）の
勧

告

①
　
あ

─
Ｘ

②
　
あ

─
Ｙ

③
　
い

─
Ｘ

④
　
い

─
Ｙ

8
0

4
9

_
1

4
_

W
O

LB
_

M
.in

dd
   

6
2

0
2

5
/1

2
/1

1
   

2
0

:4
5

5

問
7

　
パ
ネ
ル
2

の
空

所
Ｄ

に
入

る
語

句
と

し
て

正
し

い
も

の
を

、
次

の
①

〜
④

の

中
か

ら
1

つ
選

び
、

そ
の

番
号

を
マ

ー
ク

し
な

さ
い

。

解
答
番
号
は

7

①
　

ポ
ー

ラ
ン

ド

②
　

ギ
リ

シ
ア

③
　

ス
ペ

イ
ン

④
　

ポ
ル

ト
ガ

ル

問
8

　
下

線
部

ⓕ
に

関
連

し
て

、
19

68
年

に
東

ヨ
ー

ロ
ッ

パ
の

国
で

は「
プ

ラ
ハ

の
春

」と
い

う
改

革
運

動
が

起
き

た
。

こ
の

改
革

運
動

が
起

き
た

国
と

し
て

正
し

い
も

の
を

、
次

の

①
〜

④
の

中
か

ら
1

つ
選

び
、

そ
の

番
号

を
マ

ー
ク

し
な

さ
い

。 解
答
番
号
は

8

①
　

ル
ー

マ
ニ

ア

②
　

ハ
ン

ガ
リ

ー

③
　

チ
ェ

コ
ス

ロ
ヴ

ァ
キ

ア

④
　

ブ
ル

ガ
リ

ア

問
9

　
下

線
部

ⓖ
に

つ
い

て
述

べ
た

文
と

し
て

正
し

い
も

の
を

、
次

の
①

〜
④

の
中

か
ら

1
つ

選
び

、
そ

の
番

号
を

マ
ー

ク
し

な
さ

い
。

解
答
番
号
は

9

①
　

北
伐

を
進

め
、

中
国

統
一

を
完

成
し

た
。

②
　

イ
ン

ド
の

ネ
ル

ー
と

と
も

に
平

和
五

原
則

を
提

唱
し

た
。

③
　

一
度

失
脚

す
る

が
復

活
し

、
改

革
・

開
放

政
策

を
推

進
し

た
。

④
　

大
衆

を
動

員
し

た
プ

ロ
レ

タ
リ

ア
文

化
大

革
命（

文
化

大
革

命
）を

始
め

た
。

8
0

4
9

_
1

4
_

W
O

LB
_

M
.in

dd
   

5
2

0
2

5
/1

2
/1

1
   

2
0
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5

5
6
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10

問
6

　
下

線
部

ⓓ
の

魏
晋

南
北

朝
時

代
に

起
こ

っ
た

出
来

事
に

関
し

て
述

べ
た

次
の

文
ａ

〜
ｃ

に
つ

い
て

、
年

代
の

古
い

も
の

か
ら

順
に

正
し

く
配

列
さ

れ
て

い
る

も
の

を
、

下
の

①
〜

⑥
の

中
か

ら
1

つ
選

び
、

そ
の

番
号

を
マ

ー
ク

し
な

さ
い

。 解
答
番
号
は

16

ａ
　

均
田

制
が

始
ま

っ
た

。

ｂ
　

九
品

中
正

が
始

ま
っ

た
。

ｃ
　

南
朝

の
梁

の
皇

太
子

が『
文

選
』を

編
纂

し
た

。

①
　

ａ
→

ｂ
→

ｃ
　

　
②

　
ａ

→
ｃ

→
ｂ

　
　

③
　

ｂ
→

ａ
→

ｃ

④
　

ｂ
→

ｃ
→

ａ
　

　
⑤

　
ｃ

→
ａ

→
ｂ

　
　

⑥
　

ｃ
→

ｂ
→

ａ

問
7

　
下

線
部

ⓔ
に

つ
い

て
述

べ
た

次
の

文
中

の
空

所
Ｅ

に
入

る
語

句
あ

・
い

と
、 

Ｆ
に

入
る

内
容

Ｘ
・

Ｙ
の

組
み

合
わ

せ
と

し
て

正
し

い
も

の
を

、
下

の
①

〜
④

の
中

か
ら

1
つ

選
び

、
そ

の
番

号
を

マ
ー

ク
し

な
さ

い
。

解
答
番
号
は

17

隋
の

皇
帝

Ｅ
は

突
厥

を
東

西
に

分
裂

さ
せ

、
Ｆ

。

Ｅ
に
入
る
語
句

あ
　

文
帝

い
　

煬
帝

Ｆ
に
入
る
内
容

Ｘ
　

儒
学

の
試

験
に

よ
っ

て
官

吏
を

選
ぶ

科
挙

を
始

め
た

Ｙ
　

高
句

麗
に

遠
征

し
た

が
、

失
敗

し
た

①
　
あ

─
Ｘ

②
　
あ

─
Ｙ

③
　
い

─
Ｘ

④
　
い

─
Ｙ

8
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9

問
4

　
下

線
部

ⓒ
に

つ
い

て
述

べ
た

次
の

文
章

中
の

空
所

Ｃ
に

入
る

語
句
あ

・
い

と
、 

Ｄ
に

入
る

内
容

Ｘ
・

Ｙ
の

組
み

合
わ

せ
と

し
て

正
し

い
も

の
を

、
下

の
①

〜
④

の
中

か
ら

1
つ

選
び

、
そ

の
番

号
を

マ
ー

ク
し

な
さ

い
。

解
答
番
号
は

14

前
3

世
紀

後
半

に
匈

奴
は

Ｃ
高

原
に

現
れ

た
。

漢
の

攻
勢

を
受

け
て

、 

Ｄ
し

た
。

Ｃ
に
入
る
語
句

あ
　

パ
ミ

ー
ル

い
　

モ
ン

ゴ
ル

Ｄ
に
入
る
内
容

Ｘ
　

前
1

世
紀

半
ば

に
東

西
に

分
裂

Ｙ
　

後
2

世
紀

半
ば

に
南

北
に

分
裂

①
　
あ

─
Ｘ

②
　
あ

─
Ｙ

③
　
い

─
Ｘ

④
　
い

─
Ｙ

問
5

　
文

章
中

の
空

所
Ｂ

に
入

る
語

句
と

し
て

正
し

い
も

の
を

、
次

の
①

〜
④

の
中

か
ら

1
つ

選
び

、
そ

の
番

号
を

マ
ー

ク
し

な
さ

い
。

解
答
番
号
は

15

①
　

南
詔

②
　

大
理

③
　

大
越

④
　

南
越
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12

第
3

問
　

次
の

文
章

を
読

ん
で

、
後

の
問

い
に

答
え

な
さ

い
。

ア
ラ

ブ
人

の
諸

部
族

が
ア

ラ
ビ

ア
半

島
外

に
勢

力
を

急
速

に
拡

大
し

、
そ

の
新

た
な

支
配

者

と
な

る
き

っ
か

け
と

な
っ

た
の

が
イ

ス
ラ

ー
ム

教
で

あ
り

、
こ

の
宗

教
を

と
な

え
た

の
が

ム
ハ

ン
マ

ド
で

あ
っ

た
。

メ
ッ

カ（
マ

ッ
カ

）で
迫

害
を

受
け

た
ム

ハ
ン

マ
ド

は
メ

デ
ィ

ナ
に

移
り

、

63
0

年
に

は
メ

ッ
カ

を
征

服
し

、
イ

ス
ラ

ー
ム

教
徒

の
共

同
体

を
つ

く
っ

た
。

ム
ハ

ン
マ

ド
の

死
後

は
彼

の
後

継
者

で
あ

る
カ

リ
フ

が
共

同
体

を
率

い
、

ア
ラ

ビ
ア

半
島

外

へ
の

征
服

活
動

を
開

始
し

た
。

第
2

代
カ

リ
フ

の
時

代
に

は
、

Ａ
を

撃
破

し
て

イ
ラ

ン
、

イ
ラ

ク
を

獲
得

し
、

ビ
ザ

ン
ツ

帝
国（

東
ロ

ー
マ

帝
国

）か
ら

シ
リ

ア
、

エ
ジ

プ
ト

を
奪

っ

た
。 そ

の
後

、
ア

ラ
ブ

諸
部

族
間

で
カ

リ
フ

位
を

め
ぐ

っ
て

対
立

が
深

ま
り

、
第

4
代

カ
リ

フ
の

 

Ｂ
が

暗
殺

さ
れ

る
と

、
シ

リ
ア

総
督

の
ム

ア
ー

ウ
ィ

ヤ
が

ウ
マ

イ
ヤ

朝
を

開
い

た
。

ウ
マ

イ
ヤ

朝
に

不
満

を
抱

く
人

が
増

え
た

こ
と

を
利

用
し

、
75

0
年

に
ア

ッ
バ

ー
ス

家
が

ウ

マ
イ

ヤ
朝

を
滅

ぼ
し

て
ア

ッ
バ

ー
ス

朝
を

開
き

、
首

都
バ

グ
ダ

ー
ド

を
建

設
し

た
。

イ
ン

ド
、

イ
ラ

ン
、

ギ
リ

シ
ア

な
ど

の
文

化
が

融
合

し
、

ギ
リ

シ
ア

語
に

よ
る

医
学

、
哲

学
な

ど
の

文
献

が
盛

ん
に

ア
ラ

ビ
ア

語
に

翻
訳

さ
れ

、
特

に
Ｃ

の
哲

学
は

イ
ス

ラ
ー

ム
神

学
の

形
成

に
大

き
な

影
響

を
及

ぼ
し

た
。

一
方

、
ウ

マ
イ

ヤ
朝

が
滅

ぼ
さ

れ
る

と
、

そ
の

一
族

が
イ

ベ
リ

ア
半

島
に

逃
れ

て
後

ウ
マ

イ

ヤ
朝

を
開

い
た

。
こ

の
王

朝
の

成
立

を
契

機
に

イ
ス

ラ
ー

ム
政

権
が

分
裂

し
始

め
た

。
こ

の
動

き
は

、
エ

ジ
プ

ト
の

ト
ゥ

ー
ル

ー
ン

朝
や

中
央

ア
ジ

ア
の

サ
ー

マ
ー

ン
朝

な
ど

の
成

立
に

よ
っ

て
拍

車
が

か
か

っ
た

。

ⓐ

ⓑ

ⓒ

ⓓ

ⓔ

ⓕ

ⓖ

8
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問
8

　
下

線
部

ⓕ
の

高
祖

と
は

、
中

国
の

皇
帝

の
死

後
に

贈
ら

れ
る

称
号（

廟び
ょ

う

号ご
う

）の
1

つ
で

あ
る

。
初

代
皇

帝
の

廟
号

が
高

祖
で

あ
る

中
国

の
王

朝
と

し
て

正
し

い
も

の
を

、
次

の

①
〜

④
の

中
か

ら
1

つ
選

び
、

そ
の

番
号

を
マ

ー
ク

し
な

さ
い

。 解
答
番
号
は

18

①
　

秦

②
　

前
漢

③
　

明

④
　

清

問
9

　
下

線
部

ⓖ
に

つ
い

て
述

べ
た

文
と

し
て

正
し

い
も

の
を

、
次

の
①

〜
④

の
中

か
ら

1
つ

選
び

、
そ

の
番

号
を

マ
ー

ク
し

な
さ

い
。

解
答
番
号
は

19

①
　

ウ
イ

グ
ル

の
援

軍
に

よ
っ

て
、

安
史

の
乱

を
鎮

圧
し

た
。

②
　

8
世

紀
に

体
制

の
立

て
直

し
を

は
か

り
、

国
号

を
周

と
改

め
た

。

③
　

募
兵

制
を

採
用

し
、

傭
兵

軍
団

を
率

い
る

節
度

使
が

辺
境

の
守

備
を

担
っ

た
。

④
　

両
税

法
を

定
め

、
所

有
す

る
土

地
に

応
じ

て
夏

・
秋

2
回

課
税

し
た

。

問
10

　
下

線
部

ⓗ
の

楊
貴

妃
と

玄
宗

に
つ

い
て

は
白

居
易（

白
楽

天
）の

詩
で

あ
る「

長
恨

歌
」に

う
た

わ
れ

て
い

る
。

唐
代

の
詩

人
と

し
て

正
し

い
も

の
を

、
次

の
①

〜
④

の
中

か
ら

1
つ

選
び

、
そ

の
番

号
を

マ
ー

ク
し

な
さ

い
。

解
答
番
号
は

20

①
　

玄
奘

②
　

顔
真

卿

③
　

陶
潜（

陶
淵

明
）

④
　

杜
甫

8
0

4
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_
1

4
_

W
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M
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問
6

　
下

線
部

ⓓ
の

魏
晋

南
北

朝
時

代
に

起
こ

っ
た

出
来

事
に

関
し

て
述

べ
た

次
の

文
ａ

〜
ｃ

に
つ

い
て

、
年

代
の

古
い

も
の

か
ら

順
に

正
し

く
配

列
さ

れ
て

い
る

も
の

を
、

下
の

①
〜

⑥
の

中
か

ら
1

つ
選

び
、

そ
の

番
号

を
マ

ー
ク

し
な

さ
い

。 解
答
番
号
は

16

ａ
　

均
田

制
が

始
ま

っ
た

。

ｂ
　

九
品

中
正

が
始

ま
っ

た
。

ｃ
　

南
朝

の
梁

の
皇

太
子

が『
文

選
』を

編
纂

し
た

。

①
　

ａ
→

ｂ
→

ｃ
　

　
②

　
ａ

→
ｃ

→
ｂ

　
　

③
　

ｂ
→

ａ
→

ｃ

④
　

ｂ
→

ｃ
→

ａ
　

　
⑤

　
ｃ

→
ａ

→
ｂ

　
　

⑥
　

ｃ
→

ｂ
→

ａ

問
7

　
下

線
部

ⓔ
に

つ
い

て
述

べ
た

次
の

文
中

の
空

所
Ｅ

に
入

る
語

句
あ

・
い

と
、 

Ｆ
に

入
る

内
容

Ｘ
・

Ｙ
の

組
み

合
わ

せ
と

し
て

正
し

い
も

の
を

、
下

の
①

〜
④

の
中

か
ら

1
つ

選
び

、
そ

の
番

号
を

マ
ー

ク
し

な
さ

い
。

解
答
番
号
は

17

隋
の

皇
帝

Ｅ
は

突
厥

を
東

西
に

分
裂

さ
せ

、
Ｆ

。

Ｅ
に
入
る
語
句

あ
　

文
帝

い
　

煬
帝

Ｆ
に
入
る
内
容

Ｘ
　

儒
学

の
試

験
に

よ
っ

て
官

吏
を

選
ぶ

科
挙

を
始

め
た

Ｙ
　

高
句

麗
に

遠
征

し
た

が
、

失
敗

し
た

①
　
あ

─
Ｘ

②
　
あ

─
Ｙ

③
　
い

─
Ｘ

④
　
い

─
Ｙ

8
0

4
9

_
1

4
_

W
O

LB
_

M
.in

dd
   

1
0

2
0

2
5

/1
2

/1
1

   
2

0
:4

5

9

問
4

　
下

線
部

ⓒ
に

つ
い

て
述

べ
た

次
の

文
章

中
の

空
所

Ｃ
に

入
る

語
句
あ

・
い

と
、 

Ｄ
に

入
る

内
容

Ｘ
・

Ｙ
の

組
み

合
わ

せ
と

し
て

正
し

い
も

の
を

、
下

の
①

〜
④

の
中

か
ら

1
つ

選
び

、
そ

の
番

号
を

マ
ー

ク
し

な
さ

い
。

解
答
番
号
は

14

前
3

世
紀

後
半

に
匈

奴
は

Ｃ
高

原
に

現
れ

た
。

漢
の

攻
勢

を
受

け
て

、 

Ｄ
し

た
。

Ｃ
に
入
る
語
句

あ
　

パ
ミ

ー
ル

い
　

モ
ン

ゴ
ル

Ｄ
に
入
る
内
容

Ｘ
　

前
1

世
紀

半
ば

に
東

西
に

分
裂

Ｙ
　

後
2

世
紀

半
ば

に
南

北
に

分
裂

①
　
あ

─
Ｘ

②
　
あ

─
Ｙ

③
　
い

─
Ｘ

④
　
い

─
Ｙ

問
5

　
文

章
中

の
空

所
Ｂ

に
入

る
語

句
と

し
て

正
し

い
も

の
を

、
次

の
①

〜
④

の
中

か
ら

1
つ

選
び

、
そ

の
番

号
を

マ
ー

ク
し

な
さ

い
。

解
答
番
号
は

15

①
　

南
詔

②
　

大
理

③
　

大
越

④
　

南
越

8
0
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_
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M
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14

問
4

　
下

線
部

ⓒ
に

つ
い

て
述

べ
た

文
と

し
て

正
し

い
も

の
を

、
次

の
①

〜
④

の
中

か
ら

1
つ

選
び

、
そ

の
番

号
を

マ
ー

ク
し

な
さ

い
。

解
答
番
号
は

24

①
　

ゲ
ル

マ
ン

人
の

大
移

動
に

よ
っ

て
国

土
が

縮
小

し
た

。

②
　

ビ
ザ

ン
ツ

帝
国

の
皇

帝
は

ギ
リ

シ
ア

正
教

会
を

支
配

し
た

。

③
　

ギ
リ

シ
ア

正
教

会
の

典
礼

に
は

ラ
テ

ン
語

が
用

い
ら

れ
た

。

④
　

カ
ラ

カ
ラ

帝
の

時
代

か
ら

つ
く

ら
れ

始
め

た
ソ

リ
ド

ゥ
ス

金
貨

が
通

用
し

た
。

問
5

　
文

章
中

の
空

所
Ｂ

に
入

る
人

名
と

し
て

正
し

い
も

の
を

、
次

の
①

〜
④

の
中

か
ら

1
つ

選
び

、
そ

の
番

号
を

マ
ー

ク
し

な
さ

い
。

解
答
番
号
は

25

①
　

ア
リ

ー

②
　

ア
ブ

ー
＝

バ
ク

ル

③
　

ウ
マ

ル

④
　

ハ
ー

ル
ー

ン
＝

ア
ッ

ラ
シ

ー
ド

問
6

　
下

線
部

ⓓ
に

つ
い

て
述

べ
た

文
と

し
て

正
し

い
も

の
を

、
次

の
①

〜
④

の
中

か
ら

1
つ

選
び

、
そ

の
番

号
を

マ
ー

ク
し

な
さ

い
。

解
答
番
号
は

26

①
　

イ
ン

ド
の

数
学

が
も

た
ら

さ
れ

、
ア

ラ
ビ

ア
数

字
が

生
ま

れ
た

。

②
　

ス
ン

ナ
派（

ス
ン

ニ
ー

）と
呼

ば
れ

る
人

々
が

ウ
マ

イ
ヤ

朝
の

支
配

に
反

対
し

た
。

③
　

イ
ベ

リ
ア

半
島

に
進

出
し

て
西

ゴ
ー

ト
王

国
を

滅
ぼ

し
た

。

④
　

地
租

の
金

納
化

な
ど

の
経

済
改

革
を

行
っ

た
。

8
0
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問
1

　
下

線
部

ⓐ
の

ム
ハ

ン
マ

ド
と

そ
の

教
え

に
つ

い
て

述
べ

た
次

の
文

ａ
と

ｂ
の

正
誤

の
組

み
合

わ
せ

と
し

て
正

し
い

も
の

を
、

下
の

①
〜

④
の

中
か

ら
1

つ
選

び
、

そ
の

番
号

を

マ
ー

ク
し

な
さ

い
。

解
答
番
号
は

21

ａ
　『

旧
約

聖
書

』と
『

新
約

聖
書

』を
イ

ス
ラ

ー
ム

教
に

先
だ

つ
啓

典
と

み
な

し
た

。

ｂ
　

自
ら

を
預

言
者

で
あ

る
と

し
て

、
唯

一
神

ア
ッ

ラ
ー

へ
の

絶
対

的
帰

依
を

説
い

た
。

①
　

ａ
─

正
　

　
ｂ

─
正

②
　

ａ
─

正
　

　
ｂ

─
誤

③
　

ａ
─

誤
　

　
ｂ

─
正

④
　

ａ
─

誤
　

　
ｂ

─
誤

問
2

　
下

線
部

ⓑ
に

つ
い

て
、

こ
の

共
同

体
の

名
称

と
し

て
正

し
い

も
の

を
、

次
の

①
〜

④
の

中
か

ら
1

つ
選

び
、

そ
の

番
号

を
マ

ー
ク

し
な

さ
い

。

解
答
番
号
は

22

①
　

ウ
ラ

マ
ー

②
　

ウ
ン

マ

③
　

シ
ャ

リ
ー

ア

④
　

ハ
デ

ィ
ー

ス

問
3

　
文

章
中

の
空

所
Ａ

に
入

る
語

句
と

し
て

正
し

い
も

の
を

、
次

の
①

〜
④

の
中

か
ら

1
つ

選
び

、
そ

の
番

号
を

マ
ー

ク
し

な
さ

い
。

解
答
番
号
は

23

①
　

ヴ
ァ

ン
ダ

ル
王

国

②
　

パ
ル

テ
ィ

ア

③
　

ア
ケ

メ
ネ

ス
朝

④
　

サ
サ

ン
朝
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16

問
9

　
文

章
中

の
空

所
Ｃ

に
入

る
人

名
と

し
て

正
し

い
も

の
を

、
次

の
①

〜
④

の
中

か
ら

1
つ

選
び

、
そ

の
番

号
を

マ
ー

ク
し

な
さ

い
。

解
答
番
号
は

29

①
　

ソ
ク

ラ
テ

ス

②
　

ア
リ

ス
ト

テ
レ

ス

③
　

プ
ラ

ト
ン

④
　

ゼ
ノ

ン

問
10

　
下

線
部

ⓖ
に

つ
い

て
述

べ
た

次
の

文
章

中
の

空
所

Ｆ
に

入
る

語
句
あ

・
い

と
、 

Ｇ
に

入
る

内
容

Ｘ
・

Ｙ
の

組
み

合
わ

せ
と

し
て

正
し

い
も

の
を

、
下

の
①

〜
④

の
中

か
ら

1
つ

選
び

、
そ

の
番

号
を

マ
ー

ク
し

な
さ

い
。

解
答
番
号
は

30

こ
の

王
朝

は
Ｆ

系
で

あ
っ

た
。

ま
た

、
こ

の
王

朝
は

Ｇ
。

Ｆ
に
入
る
語
句

あ
　

ト
ル

コ

い
　

イ
ラ

ン

Ｇ
に

入
る

内
容

Ｘ
　

草
原

地
帯

の
ト

ル
コ

人
を

、
カ

リ
フ

の
親

衛
隊

に
マ

ム
ル

ー
ク

と
し

て
供

給
し

た

Ｙ
　

バ
グ

ダ
ー

ド
に

入
城

し
、

大
ア

ミ
ー

ル
の

称
号

を
得

て
、

ア
ッ

バ
ー

ス
朝

の
カ

リ
フ

を
意

図
的

に
支

配
し

た

①
　
あ

─
Ｘ

②
　
あ

─
Ｙ

③
　
い

─
Ｘ

④
　
い

─
Ｙ
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問
7

　
下

線
部

ⓔ
に

つ
い

て
、

こ
の

年
よ

り
後

に
起

き
た

出
来

事
と

し
て

正
し

い
も

の
を

、
次

の
①

〜
④

の
中

か
ら

1
つ

選
び

、
そ

の
番

号
を

マ
ー

ク
し

な
さ

い
。 解
答
番
号
は

27

①
　

ヒ
ジ

ュ
ラ

②
　

ト
ゥ

ー
ル

・
ポ

ワ
テ

ィ
エ

間
の

戦
い

③
　

タ
ラ

ス
河

畔
の

戦
い

④
　

ニ
ハ

ー
ヴ

ァ
ン

ド
の

戦
い

問
8

　
下

線
部

ⓕ
に

つ
い

て
述

べ
た

次
の

文
章

中
の

空
所

Ｄ
に

入
る

語
句
あ

・
い

と
、 

Ｅ
に

入
る

内
容

Ｘ
・

Ｙ
の

組
み

合
わ

せ
と

し
て

正
し

い
も

の
を

、
下

の
①

〜
④

の
中

か
ら

1
つ

選
び

、
そ

の
番

号
を

マ
ー

ク
し

な
さ

い
。

解
答
番
号
は

28

こ
の

王
朝

の
第

2
代

カ
リ

フ
で

あ
る

マ
ン

ス
ー

ル
は

、
Ｄ

川
西

岸
に

バ
グ

ダ
ー

ド
を

建
設

し
た

。
こ

の
王

朝
の

も
と

で
は

、
Ｅ

。

Ｄ
に
入
る
語
句

あ
　

テ
ィ

グ
リ

ス

い
　

ユ
ー

フ
ラ

テ
ス

Ｅ
に
入
る
内
容

Ｘ
　

征
服

地
の

人
々

が
イ

ス
ラ

ー
ム

教
に

改
宗

し
て

も
ジ

ズ
ヤ

は
免

除
さ

れ
な

か
っ

た

Ｙ
　

農
地

を
も

つ
者

は
例

外
な

く
ハ

ラ
ー

ジ
ュ

を
払

っ
た

①
　
あ

─
Ｘ

②
　
あ

─
Ｙ

③
　
い

─
Ｘ

④
　
い

─
Ｙ
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問
4

　
下

線
部

ⓒ
に

つ
い

て
述

べ
た

文
と

し
て

正
し

い
も

の
を

、
次

の
①

〜
④

の
中

か
ら

1
つ

選
び

、
そ

の
番

号
を

マ
ー

ク
し

な
さ

い
。

解
答
番
号
は

24

①
　

ゲ
ル

マ
ン

人
の

大
移

動
に

よ
っ

て
国

土
が

縮
小

し
た

。

②
　

ビ
ザ

ン
ツ

帝
国

の
皇

帝
は

ギ
リ

シ
ア

正
教

会
を

支
配

し
た

。

③
　

ギ
リ

シ
ア

正
教

会
の

典
礼

に
は

ラ
テ

ン
語

が
用

い
ら

れ
た

。

④
　

カ
ラ

カ
ラ

帝
の

時
代

か
ら

つ
く

ら
れ

始
め

た
ソ

リ
ド

ゥ
ス

金
貨

が
通

用
し

た
。

問
5

　
文

章
中

の
空

所
Ｂ

に
入

る
人

名
と

し
て

正
し

い
も

の
を

、
次

の
①

〜
④

の
中

か
ら

1
つ

選
び

、
そ

の
番

号
を

マ
ー

ク
し

な
さ

い
。

解
答
番
号
は

25

①
　

ア
リ

ー

②
　

ア
ブ

ー
＝

バ
ク

ル

③
　

ウ
マ

ル

④
　

ハ
ー

ル
ー

ン
＝

ア
ッ

ラ
シ

ー
ド

問
6

　
下

線
部

ⓓ
に

つ
い

て
述

べ
た

文
と

し
て

正
し

い
も

の
を

、
次

の
①

〜
④

の
中

か
ら

1
つ

選
び

、
そ

の
番

号
を

マ
ー

ク
し

な
さ

い
。

解
答
番
号
は

26

①
　

イ
ン

ド
の

数
学

が
も

た
ら

さ
れ

、
ア

ラ
ビ

ア
数

字
が

生
ま

れ
た

。

②
　

ス
ン

ナ
派（

ス
ン

ニ
ー

）と
呼

ば
れ

る
人

々
が

ウ
マ

イ
ヤ

朝
の

支
配

に
反

対
し

た
。

③
　

イ
ベ

リ
ア

半
島

に
進

出
し

て
西

ゴ
ー

ト
王

国
を

滅
ぼ

し
た

。

④
　

地
租

の
金

納
化

な
ど

の
経

済
改

革
を

行
っ

た
。

8
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問
1

　
下

線
部

ⓐ
の

ム
ハ

ン
マ

ド
と

そ
の

教
え

に
つ

い
て

述
べ

た
次

の
文

ａ
と

ｂ
の

正
誤

の
組

み
合

わ
せ

と
し

て
正

し
い

も
の

を
、

下
の

①
〜

④
の

中
か

ら
1

つ
選

び
、

そ
の

番
号

を

マ
ー

ク
し

な
さ

い
。

解
答
番
号
は

21

ａ
　『

旧
約

聖
書

』と
『

新
約

聖
書

』を
イ

ス
ラ

ー
ム

教
に

先
だ

つ
啓

典
と

み
な

し
た

。

ｂ
　

自
ら

を
預

言
者

で
あ

る
と

し
て

、
唯

一
神

ア
ッ

ラ
ー

へ
の

絶
対

的
帰

依
を

説
い

た
。

①
　

ａ
─

正
　

　
ｂ

─
正

②
　

ａ
─

正
　

　
ｂ

─
誤

③
　

ａ
─

誤
　

　
ｂ

─
正

④
　

ａ
─

誤
　

　
ｂ

─
誤

問
2

　
下

線
部

ⓑ
に

つ
い

て
、

こ
の

共
同

体
の

名
称

と
し

て
正

し
い

も
の

を
、

次
の

①
〜

④
の

中
か

ら
1

つ
選

び
、

そ
の

番
号

を
マ

ー
ク

し
な

さ
い

。

解
答
番
号
は

22

①
　

ウ
ラ

マ
ー

②
　

ウ
ン

マ

③
　

シ
ャ

リ
ー

ア

④
　

ハ
デ

ィ
ー

ス

問
3

　
文

章
中

の
空

所
Ａ

に
入

る
語

句
と

し
て

正
し

い
も

の
を

、
次

の
①

〜
④

の
中

か
ら

1
つ

選
び

、
そ

の
番

号
を

マ
ー

ク
し

な
さ

い
。

解
答
番
号
は

23

①
　

ヴ
ァ

ン
ダ

ル
王

国

②
　

パ
ル

テ
ィ

ア

③
　

ア
ケ

メ
ネ

ス
朝

④
　

サ
サ

ン
朝

8
0

4
9

_
1

4
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W
O
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_

M
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dd
   

1
3

2
0

2
5
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2

0
:4

5

13
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問
2

　
下

線
部

ⓑ
に

つ
い

て
述

べ
た

次
の

文
中

の
空

所
Ｂ

に
入

る
地

名
あ

・
い

と
、 

Ｃ
に

入
る

内
容

Ｘ
・

Ｙ
の

組
み

合
わ

せ
と

し
て

正
し

い
も

の
を

、
下

の
①

〜
④

の
中

か
ら

1
つ

選
び

、
そ

の
番

号
を

マ
ー

ク
し

な
さ

い
。

解
答
番
号
は

32

17
81

年
の

Ｂ
の

戦
い

で
植

民
地

側
が

イ
ギ

リ
ス

に
勝

利
し

た
こ

と
か

ら
、

17
83

年
の

パ
リ

条
約

で
イ

ギ
リ

ス
は

ア
メ

リ
カ

合
衆

国
の

独
立

を
承

認
し

、
Ｃ

 

し
た

。 Ｂ
に
入
る
地
名

あ
　

ヨ
ー

ク
タ

ウ
ン

い
　

レ
キ

シ
ン

ト
ン

・
コ

ン
コ

ー
ド

Ｃ
に
入
る
内
容

Ｘ
　

ミ
シ

シ
ッ

ピ
川

以
東

の
広

大
な

地
域

と
カ

ナ
ダ

を
ア

メ
リ

カ
合

衆
国

に
譲

渡

Ｙ
　

フ
ロ

リ
ダ

を
ス

ペ
イ

ン
に

返
還

①
　
あ

─
Ｘ

②
　
あ

─
Ｙ

③
　
い

─
Ｘ

④
　
い

─
Ｙ

問
3

　
下

線
部

ⓒ
に

つ
い

て
、

こ
の

同
盟

を
提

唱
し

た
当

時
の

ロ
シ

ア
の

君
主

と
し

て
正

し
い

も
の

を
、

次
の

①
〜

④
の

中
か

ら
1

つ
選

び
、

そ
の

番
号

を
マ

ー
ク

し
な

さ
い

。

解
答
番
号
は

33

①
　

イ
ヴ

ァ
ン

4
世

②
　

ピ
ョ

ー
ト

ル
1

世（
大

帝
）

③
　

エ
カ

チ
ェ

リ
ー

ナ
2

世

④
　

ア
レ

ク
サ

ン
ド

ル
1

世
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M
.in

dd
   

1
8

2
0

2
5

/1
2

/1
1

   
2

0
:4
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17

第
4

問
　

ク
ラ

ス
の

調
べ

学
習

で
、

環
大

西
洋

革
命

に
つ

い
て

調
べ

、
年
表

を
作

成
し

た
。

次
の
年

表
を

見
て

、
後

の
問

い
に

答
え

な
さ

い
。

年
表
　
環
大
西
洋
革
命

年
/地

域
イ

ギ
リ

ス
フ

ラ
ン

ス
北

ア
メ

リ
カ

南
ア

メ
リ

カ

17
33

　
飛

び
杼

が
発

明
さ

れ
る

17
75

　
ア

メ
リ

カ
独

立
戦

争
の

開
戦

17
80

　
武

装
中

立
同

盟
が

結
成

さ
れ

る
17

85
カ

ー
ト

ラ
イ

ト
が

 
Ａ

を
発

明
す

る
17

89
　

フ
ラ

ン
ス

革
命

が
始

ま
る

17
91

　
ハ

イ
チ

革
命

が
始

ま
る

17
92

オ
ー

ス
ト

リ
ア

に
宣

戦
布

告
す

る
17

93
　

イ
ギ

リ
ス

・
オ

ラ
ン

ダ
と

の
戦

争
が

始
ま

る
18

04
　

ナ
ポ

レ
オ

ン
が

皇
帝

と
な

る
18

14
　

復
古

王
政

18
19

　
大

コ
ロ

ン
ビ

ア
が

成
立

す
る

問
1

　
下

線
部

ⓐ
に

つ
い

て
、

こ
の

発
明

者
と

し
て

正
し

い
も

の
を

、
次

の
①

〜
④

の
中

か
ら

1
つ

選
び

、
そ

の
番

号
を

マ
ー

ク
し

な
さ

い
。

解
答
番
号
は

31

①
　

ダ
ー

ビ
ー

②
　

ワ
ッ

ト

③
　

フ
ル

ト
ン

④
　

ジ
ョ

ン
＝

ケ
イ

ⓐ

ⓑ ⓒ

ⓓ

ⓔ

ⓕ ⓖ ⓗ
ⓘ

8
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問
7

　
下

線
部

ⓕ
に

つ
い

て
述

べ
た

次
の

文
中

の
空

所
Ｄ

に
入

る
語

句
あ

・
い

と
、 

Ｅ
に

入
る

内
容

Ｘ
・

Ｙ
の

組
み

合
わ

せ
と

し
て

正
し

い
も

の
を

、
下

の
①

〜
④

の
中

か
ら

1
つ

選
び

、
そ

の
番

号
を

マ
ー

ク
し

な
さ

い
。

解
答
番
号
は

37

イ
ギ

リ
ス

を
は

じ
め

と
す

る
周

辺
諸

国
は

、
17

93
年

に
Ｄ

を
結

成
し

て
対

抗

す
る

と
、

フ
ラ

ン
ス

国
内

で
は

Ｅ
。

Ｄ
に
入
る
語
句

あ
　

神
聖

同
盟

い
　

第
1

回
対

仏
大

同
盟

Ｅ
に
入
る
内
容

Ｘ
　

政
府

が
徴

兵
制

を
導

入
し

、
そ

れ
に

対
し

て
西

部
で

反
乱

が
起

こ
っ

た

Ｙ
　

銀
の

流
出

に
よ

る
財

政
難

に
陥

っ
た

た
め

、
商

人
か

ら
ア

ヘ
ン

を
没

収
し

た

①
　
あ

─
Ｘ

②
　
あ

─
Ｙ

③
　
い

─
Ｘ

④
　
い

─
Ｙ

問
8

　
下

線
部

ⓖ
に

つ
い

て
述

べ
た

文
と

し
て

正
し

い
も

の
を

、
次

の
①

〜
④

の
中

か
ら

1
つ

選
び

、
そ

の
番

号
を

マ
ー

ク
し

な
さ

い
。

解
答
番
号
は

38

①
　

自
ら

は
皇

帝
と

な
っ

た
が

、
世

襲
制

は
採

用
し

な
か

っ
た

。

②
　

国
民

公
会

解
散

後
の

総
裁

政
府

に
参

加
し

た
。

③
　

フ
ラ

ン
ス

人
権

宣
言

を
否

定
す

る
民

法
典

を
制

定
し

た
。

④
　

エ
ジ

プ
ト

遠
征

の
際

、
ロ

ゼ
ッ

タ
＝

ス
ト

ー
ン

が
発

見
さ

れ
た

。
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問
4

　
年
表

中
の

空
所

Ａ
に

入
る

語
句

と
し

て
正

し
い

も
の

を
、

次
の

①
〜

④
の

中

か
ら

1
つ

選
び

、
そ

の
番

号
を

マ
ー

ク
し

な
さ

い
。

解
答
番
号
は

34

①
　

力
織

機

②
　

水
力

紡
績

機

③
　

ミ
ュ

ー
ル

紡
績

機

④
　

多
軸

紡
績

機（
ジ

ェ
ニ

ー
紡

績
機

）

問
5

　
下

線
部

ⓓ
に

つ
い

て
、

フ
ラ

ン
ス

革
命

に
関

す
る

出
来

事
に

つ
い

て
述

べ
た

次
の

文

ａ
〜

ｃ
に

つ
い

て
、

年
代

の
古

い
も

の
か

ら
順

に
正

し
く

配
列

さ
れ

て
い

る
も

の
を

、
下

の
①

〜
⑥

の
中

か
ら

1
つ

選
び

、
そ

の
番

号
を

マ
ー

ク
し

な
さ

い
。 解
答
番
号
は

35

ａ
　

8
月

10
日

事
件

が
起

こ
っ

た
。

ｂ
　

ヴ
ァ

レ
ン

ヌ
逃

亡
事

件
が

起
こ

っ
た

。

ｃ
　

テ
ル

ミ
ド

ー
ル

の
反

動
が

起
こ

っ
た

。

①
　

ａ
→

ｂ
→

ｃ
　

　
②

　
ａ

→
ｃ

→
ｂ

　
　

③
　

ｂ
→

ａ
→

ｃ

④
　

ｂ
→

ｃ
→

ａ
　

　
⑤

　
ｃ

→
ａ

→
ｂ

　
　

⑥
　

ｃ
→

ｂ
→

ａ

問
6

　
下

線
部

ⓔ
に

つ
い

て
述

べ
た

文
と

し
て

正
し

い
も

の
を

、
次

の
①

〜
④

の
中

か
ら

1
つ

選
び

、
そ

の
番

号
を

マ
ー

ク
し

な
さ

い
。

解
答
番
号
は

36

①
　

当
時

ハ
イ

チ
は

イ
ギ

リ
ス

に
支

配
さ

れ
て

お
り

、
サ

ン
＝

ド
マ

ン
グ

と
呼

ば
れ

て
い

た
。

②
　

こ
の

革
命

に
よ

り
、

世
界

で
初

め
て

植
民

地
支

配
を

脱
し

た
黒

人
国

家
が

生
ま

れ
た

。

③
　

自
由

民
の

中
心

は
白

人
・

黒
人

の
混

血
で

、
メ

ス
テ

ィ
ー

ソ
と

呼
ば

れ
て

い
た

。

④
　

こ
の

革
命

を
指

導
し

た
の

は
シ

モ
ン

＝
ボ

リ
バ

ル
で

あ
っ

た
。
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問
2

　
下

線
部

ⓑ
に

つ
い

て
述

べ
た

次
の

文
中

の
空

所
Ｂ

に
入

る
地

名
あ

・
い

と
、 

Ｃ
に

入
る

内
容

Ｘ
・

Ｙ
の

組
み

合
わ

せ
と

し
て

正
し

い
も

の
を

、
下

の
①

〜
④

の
中

か
ら

1
つ

選
び

、
そ

の
番

号
を

マ
ー

ク
し

な
さ

い
。

解
答
番
号
は

32

17
81

年
の

Ｂ
の

戦
い

で
植

民
地

側
が

イ
ギ

リ
ス

に
勝

利
し

た
こ

と
か

ら
、

17
83

年
の

パ
リ

条
約

で
イ

ギ
リ

ス
は

ア
メ

リ
カ

合
衆

国
の

独
立

を
承

認
し

、
Ｃ

 

し
た

。 Ｂ
に
入
る
地
名

あ
　

ヨ
ー

ク
タ

ウ
ン

い
　

レ
キ

シ
ン

ト
ン

・
コ

ン
コ

ー
ド

Ｃ
に
入
る
内
容

Ｘ
　

ミ
シ

シ
ッ

ピ
川

以
東

の
広

大
な

地
域

と
カ

ナ
ダ

を
ア

メ
リ

カ
合

衆
国

に
譲

渡

Ｙ
　

フ
ロ

リ
ダ

を
ス

ペ
イ

ン
に

返
還

①
　
あ

─
Ｘ

②
　
あ

─
Ｙ

③
　
い

─
Ｘ

④
　
い

─
Ｙ

問
3

　
下

線
部

ⓒ
に

つ
い

て
、

こ
の

同
盟

を
提

唱
し

た
当

時
の

ロ
シ

ア
の

君
主

と
し

て
正

し
い

も
の

を
、

次
の

①
〜

④
の

中
か

ら
1

つ
選

び
、

そ
の

番
号

を
マ

ー
ク

し
な

さ
い

。

解
答
番
号
は

33

①
　

イ
ヴ

ァ
ン

4
世

②
　

ピ
ョ

ー
ト

ル
1

世（
大

帝
）

③
　

エ
カ

チ
ェ

リ
ー

ナ
2

世

④
　

ア
レ

ク
サ

ン
ド

ル
1

世

8
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M
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17

第
4

問
　

ク
ラ

ス
の

調
べ

学
習

で
、

環
大

西
洋

革
命

に
つ

い
て

調
べ

、
年
表

を
作

成
し

た
。

次
の
年

表
を

見
て

、
後

の
問

い
に

答
え

な
さ

い
。

年
表
　
環
大
西
洋
革
命

年
/地

域
イ

ギ
リ

ス
フ

ラ
ン

ス
北

ア
メ

リ
カ

南
ア

メ
リ

カ

17
33

　
飛

び
杼

が
発

明
さ

れ
る

17
75

　
ア

メ
リ

カ
独

立
戦

争
の

開
戦

17
80

　
武

装
中

立
同

盟
が

結
成

さ
れ

る
17

85
カ

ー
ト

ラ
イ

ト
が

 
Ａ

を
発

明
す

る
17

89
　

フ
ラ

ン
ス

革
命

が
始

ま
る

17
91

　
ハ

イ
チ

革
命

が
始

ま
る

17
92

オ
ー

ス
ト

リ
ア

に
宣

戦
布

告
す

る
17

93
　

イ
ギ

リ
ス

・
オ

ラ
ン

ダ
と

の
戦

争
が

始
ま

る
18

04
　

ナ
ポ

レ
オ

ン
が

皇
帝

と
な

る
18

14
　

復
古

王
政

18
19

　
大

コ
ロ

ン
ビ

ア
が

成
立

す
る

問
1

　
下

線
部

ⓐ
に

つ
い

て
、

こ
の

発
明

者
と

し
て

正
し

い
も

の
を

、
次

の
①

〜
④

の
中

か
ら

1
つ

選
び

、
そ

の
番

号
を

マ
ー

ク
し

な
さ

い
。

解
答
番
号
は

31

①
　

ダ
ー

ビ
ー

②
　

ワ
ッ

ト

③
　

フ
ル

ト
ン

④
　

ジ
ョ

ン
＝

ケ
イ

ⓐ

ⓑ ⓒ

ⓓ

ⓔ

ⓕ ⓖ ⓗ
ⓘ

8
0

4
9

_
1

4
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問
9

　
下

線
部

ⓗ
に

つ
い

て
、

こ
の

際
に

即
位

し
た

国
王

と
し

て
正

し
い

も
の

を
、

次
の

①
〜

④
の

中
か

ら
1

つ
選

び
、

そ
の

番
号

を
マ

ー
ク

し
な

さ
い

。 解
答
番
号
は

39

①
　

ヨ
ー

ゼ
フ

2
世

②
　

ル
イ

18
世

③
　

シ
ャ

ル
ル

7
世

④
　

シ
ャ

ル
ル

10
世

問
10

　
下

線
部

ⓘ
に

つ
い

て
、

大
コ

ロ
ン

ビ
ア

か
ら

分
裂

し
て

独
立

し
た

国
と

し
て

正
し

い
も

の
を

、
次

の
①

〜
④

の
中

か
ら

1
つ

選
び

、
そ

の
番

号
を

マ
ー

ク
し

な
さ

い
。

解
答
番
号
は

40

①
　

ボ
リ

ビ
ア

②
　

エ
ク

ア
ド

ル

③
　

ペ
ル

ー

④
　

チ
リ

　
　
こ
れ
で
歴
史
総
合
、
世
界
史
探
究
の
問
題
は
終
わ
り
で
す
　
　

8
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4
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問
1

　
下

線
部

ⓐ
に

つ
い

て
、

こ
の

宣
言

を
採

択
し

た
会

談
が

行
わ

れ
た

都
市

が
位

置
す

る
国

と
し

て
正

し
い

も
の

を
、

次
の

①
〜

④
の

中
か

ら
1

つ
選

び
、

そ
の

番
号

を
マ

ー
ク

し
な

さ
い

。

解
答
番
号
は

1

①
　

イ
ギ

リ
ス

②
　

ソ
連

③
　

ド
イ

ツ

④
　

フ
ラ

ン
ス

問
2

　
下

線
部

ⓑ
に

関
連

し
て

、
大

韓
民

国（
韓

国
）の

初
代

大
統

領
と

、
朝

鮮
民

主
主

義
人

民

共
和

国（
北

朝
鮮

）の
初

代
首

相
と

の
組

み
合

わ
せ

と
し

て
正

し
い

も
の

を
、

次
の

①
〜

④

の
中

か
ら

1
つ

選
び

、
そ

の
番

号
を

マ
ー

ク
し

な
さ

い
。

解
答
番
号
は

2

①
　

韓
国

─
李

承
晩

　
　

北
朝

鮮
─

金
正

日

②
　

韓
国

─
李

承
晩

　
　

北
朝

鮮
─

金
日

成

③
　

韓
国

─
全

斗
煥

　
　

北
朝

鮮
─

金
正

日

④
　

韓
国

─
全

斗
煥

　
　

北
朝

鮮
─

金
日

成

問
3

　
下

線
部

ⓒ
に

つ
い

て
述

べ
た

文
と

し
て

正
し

い
も

の
を

、
次

の
①

〜
④

の
中

か
ら

1
つ

選
び

、
そ

の
番

号
を

マ
ー

ク
し

な
さ

い
。

解
答
番
号
は

3

①
　

戦
争

の
目

的
を

示
し

た
大

西
洋

憲
章

は
、

の
ち

に
連

合
国

共
同

宣
言

に
継

承
さ

れ
た

。

②
　

内
戦

で
国

際
義

勇
軍

の
支

援
を

受
け

た
ス

ペ
イ

ン
は

、
連

合
国

側
で

参
戦

し
た

。

③
　

19
43

年
7

月
に

連
合

国
軍

が
コ

ル
シ

カ
島

に
上

陸
し

、
ム

ッ
ソ

リ
ー

ニ
が

失
脚

し

た
。

④
　

イ
ギ

リ
ス

を
主

軸
と

す
る

連
合

国
軍

が
、

19
44

年
に

フ
ラ

ン
ス

南
部

に
上

陸
し

た
。
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第
1

問
　

次
の

文
章

を
読

ん
で

、
下

の
問

い（
問

1
〜

10
）に

答
え

よ
。

第
二

次
世

界
大

戦
で

戦
場

と
な

っ
た

国
々

は
ど

の
よ

う
に

復
興

し
、

ま
た

国
際

情
勢

は
ど

う
推

移

し
た

か
と

い
う

テ
ー

マ
に

つ
い

て
生

徒
た

ち
で

調
べ

て
発

表
す

る
こ

と
に

な
り

、
パ
ネ
ル
1

と
パ
ネ

ル
2

を
つ

く
る

こ
と

に
し

た
。

パ
ネ

ル
を

読
ん

で
、

後
の

問
い

に
答

え
な

さ
い

。

パ
ネ
ル
1
　
日
本
の
戦
後
改
革
と
西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
経
済
復
興

（
日
本
の
戦
後
改
革
）

・
�19

45
年

8
月

に
日

本
は

ポ
ツ

ダ
ム

宣
言

を
受

け
入

れ
て

降
伏

し
た

。
こ

れ
に

よ
り

日
本

の

植
民

地
で

あ
っ

た
朝

鮮
半

島
は

、
北

緯
38

度
線

を
境

に
北

を
ソ

連
、

南
を

ア
メ

リ
カ

合
衆

国
が

占
領

し
た

。
日

本
国

内
で

は
連

合
国

軍
最

高
司

令
官

総
司

令
部（

GH
Q
）の

も
と

で
民

主
化

が
進

め
ら

れ
、

女
性

参
政

権
が

認
め

ら
れ

た
初

め
て

の
衆

議
院

議
員

総
選

挙
で

は
39

人
の

女
性

議
員

が
誕

生
し

た
。

（
西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
経
済
復
興
）

・
�19

45
年

5
月

に
降

伏
し

た
ド

イ
ツ

は
、

米
・

英
・

ソ
・

仏
に

分
割

占
領

さ
れ

た
。

戦
場

と

な
っ

た
ヨ

ー
ロ

ッ
パ

諸
国

に
対

し
て

、
ア

メ
リ

カ
合

衆
国

は
経

済
援

助
を

提
供

す
る

�

Ａ
＝

プ
ラ

ン（
ヨ

ー
ロ

ッ
パ

経
済

復
興

援
助

計
画

）を
発

表
し

、
援

助
総

額
は

約
13

0

億
ド

ル
に

達
し

た
。

地
図
　
ド
イ
ツ
の
分
割
管
理

ａ
ｄ

ｃ
ｂ

ⓐ

ⓑ ⓒ

ⓓ

ⓔ

歴
史
総
合
・
日
本
史
探
究
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問
9

　
下

線
部

ⓗ
に

つ
い

て
、

こ
の

際
に

即
位

し
た

国
王

と
し

て
正

し
い

も
の

を
、

次
の

①
〜

④
の

中
か

ら
1

つ
選

び
、

そ
の

番
号

を
マ

ー
ク

し
な

さ
い

。 解
答
番
号
は

39

①
　

ヨ
ー

ゼ
フ

2
世

②
　

ル
イ

18
世

③
　

シ
ャ

ル
ル

7
世

④
　

シ
ャ

ル
ル

10
世

問
10

　
下

線
部

ⓘ
に

つ
い

て
、

大
コ

ロ
ン

ビ
ア

か
ら

分
裂

し
て

独
立

し
た

国
と

し
て

正
し

い
も

の
を

、
次

の
①

〜
④

の
中

か
ら

1
つ

選
び

、
そ

の
番

号
を

マ
ー

ク
し

な
さ

い
。

解
答
番
号
は

40

①
　

ボ
リ

ビ
ア

②
　

エ
ク

ア
ド

ル

③
　

ペ
ル

ー

④
　

チ
リ

　
　
こ
れ
で
歴
史
総
合
、
世
界
史
探
究
の
問
題
は
終
わ
り
で
す
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問
6

　
パ
ネ
ル
1

の
空

所
Ａ

に
入

る
語

句
と

し
て

正
し

い
も

の
を

、
次

の
①

〜
④

の

中
か

ら
1

つ
選

び
、

そ
の

番
号

を
マ

ー
ク

し
な

さ
い

。

解
答
番
号
は

6

①
　

ケ
ネ

デ
ィ

②
　

チ
ャ

ー
チ

ル

③
　

マ
ー

シ
ャ

ル

④
　

フ
ラ

ン
ク

リ
ン

＝
ロ

ー
ズ

ヴ
ェ

ル
ト

パ
ネ
ル
2
　「
冷
戦
」の
開
始
と
熱
戦

（
冷
戦
の
開
始
）

・
�19

47
年

、
ア

メ
リ

カ
合

衆
国

は
共

産
主

義
勢

力
と

の
内

戦
で

不
安

定
化

し
て

い
た

Ｄ
�

と
、

ト
ル

コ
に

対
し

て
支

援
す

る
決

意
を

固
め

、「
封

じ
込

め
政

策
」を

提
唱

し
た

。

・
�19

49
年

に
ア

メ
リ

カ
合

衆
国

、
カ

ナ
ダ

及
び

西
ヨ

ー
ロ

ッ
パ

諸
国

は
北

大
西

洋
条

約
機

構

を
結

成
し

、
ソ

連
は

19
55

年
に

東
ヨ

ー
ロ

ッ
パ

諸
国

と
と

も
に

ワ
ル

シ
ャ

ワ
条

約
機

構（
東

ヨ
ー

ロ
ッ

パ
相

互
援

助
条

約
）を

創
立

し
た

。
こ

の
よ

う
に

実
際

の
戦

争
に

い
た

ら
な

い
も

の
の

、
世

界
が

東
西

両
陣

営
に

わ
か

れ
た

激
し

い
対

立
を「

冷
戦（

冷
た

い
戦

争
）」

と
呼

ぶ
。

（
冷
戦
か
ら
熱
戦
へ
）

・
�中

国
で

は
19

49
年

に
内

戦
に

勝
利

し
た

中
国

共
産

党
が

、
毛

沢
東

を
主

席
と

す
る

中
華

人

民
共

和
国

の
成

立
を

宣
言

し
た

。
朝

鮮
半

島
で

は
、

19
50

年
6

月
に

南
北

統
一

を
め

ざ
す

朝
鮮

民
主

主
義

人
民

共
和

国（
北

朝
鮮

）が
大

韓
民

国（
韓

国
）に

侵
攻

し
、

朝
鮮

戦
争

が
勃

発

し
た

。

ⓕ

ⓖ

ⓗ
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問
4

　
下

線
部

ⓓ
に

つ
い

て
述

べ
た

次
の

文
中

の
空

所
Ｂ

と
Ｃ

に
入

る
語

句
の

組
み

合
わ

せ
と

し
て

正
し

い
も

の
を

、
下

の
①

〜
④

の
中

か
ら

1
つ

選
び

、
そ

の
番

号
を

マ
ー

ク
し

な
さ

い
。

解
答
番
号
は

4

こ
の

総
選

挙
で

は
Ｂ

が
第

一
党

と
な

り
、

Ｃ
が

成
立

し
た

。

①
　
Ｂ

─
日

本
社

会
党

　
　
Ｃ

─
第

1
次

吉
田

茂
内

閣

②
　
Ｂ

─
日

本
社

会
党

　
　
Ｃ

─
片

山
哲

内
閣

③
　
Ｂ

─
日

本
自

由
党

　
　
Ｃ

─
第

1
次

吉
田

茂
内

閣

④
　
Ｂ

─
日

本
自

由
党

　
　
Ｃ

─
片

山
哲

内
閣

問
5

　
下

線
部

ⓔ
に

関
連

し
て

、
パ
ネ
ル
1

の
地

図
中

に
示

し
た

ａ
〜

ｄ
の

う
ち

、
ソ

連
の

占

領
地

区
と

し
て

正
し

い
も

の
を

、
次

の
①

〜
④

の
中

か
ら

1
つ

選
び

、
そ

の
番

号
を

マ
ー

ク
し

な
さ

い
。

解
答
番
号
は

5

①
　

ａ

②
　

ｂ

③
　

ｃ

④
　

ｄ
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問
10

　
下

線
部

ⓗ
に

つ
い

て
述

べ
た

次
の

文
中

の
空

所
Ｅ

に
入

る
人

名
あ

・
い

と
、 

Ｆ
に

入
る

内
容

Ｘ
・

Ｙ
の

組
み

合
わ

せ
と

し
て

正
し

い
も

の
を

、
下

の
①

〜
④

の
中

か
ら

1
つ

選
び

、
そ

の
番

号
を

マ
ー

ク
し

な
さ

い
。

解
答
番
号
は

10

ア
メ

リ
カ

合
衆

国
の

Ｅ
大

統
領

時
代

に
起

き
た

こ
の

戦
争

に
対

し
、

北
朝

鮮

軍
の

行
動

を
侵

略
と

し
た

Ｆ
の

も
と

、
ア

メ
リ

カ
軍

を
中

心
と

す
る

国
連

軍
が

派
遣

さ
れ

た
。

Ｅ
に
入
る
人
名

あ
　

ト
ル

ー
マ

ン

い
　

ア
イ

ゼ
ン

ハ
ワ

ー

Ｆ
に
入
る
内
容

Ｘ
　

国
連

総
会

の
決

定

Ｙ
　

国
連

安
全

保
障

理
事

会（
安

保
理

）の
勧

告

①
　
あ

─
Ｘ

②
　
あ

─
Ｙ

③
　
い

─
Ｘ

④
　
い

─
Ｙ

8
0

4
9

_
1

3
_

N
IH

B
0

1
_

M
.in

dd
   

2
7

2
0

2
5

/1
2

/1
1

   
2

0
:2

7

26

問
7

　
パ
ネ
ル
2

の
空

所
Ｄ

に
入

る
語

句
と

し
て

正
し

い
も

の
を

、
次

の
①

〜
④

の

中
か

ら
1

つ
選

び
、

そ
の

番
号

を
マ

ー
ク

し
な

さ
い

。

解
答
番
号
は

7

①
　

ポ
ー

ラ
ン

ド

②
　

ギ
リ

シ
ア

③
　

ス
ペ

イ
ン

④
　

ポ
ル

ト
ガ

ル

問
8

　
下

線
部

ⓕ
に

関
連

し
て

、
19

68
年

に
東

ヨ
ー

ロ
ッ

パ
の

国
で

は「
プ

ラ
ハ

の
春

」と
い

う
改

革
運

動
が

起
き

た
。

こ
の

改
革

運
動

が
起

き
た

国
と

し
て

正
し

い
も

の
を

、
次

の

①
〜

④
の

中
か

ら
1

つ
選

び
、

そ
の

番
号

を
マ

ー
ク

し
な

さ
い

。 解
答
番
号
は

8

①
　

ル
ー

マ
ニ

ア

②
　

ハ
ン

ガ
リ

ー

③
　

チ
ェ

コ
ス

ロ
ヴ

ァ
キ

ア

④
　

ブ
ル

ガ
リ

ア

問
9

　
下

線
部

ⓖ
に

つ
い

て
述

べ
た

文
と

し
て

正
し

い
も

の
を

、
次

の
①

〜
④

の
中

か
ら

1
つ

選
び

、
そ

の
番

号
を

マ
ー

ク
し

な
さ

い
。

解
答
番
号
は

9

①
　

北
伐

を
進

め
、

中
国

統
一

を
完

成
し

た
。

②
　

イ
ン

ド
の

ネ
ル

ー
と

と
も

に
平

和
五

原
則

を
提

唱
し

た
。

③
　

一
度

失
脚

す
る

が
復

活
し

、
改

革
・

開
放

政
策

を
推

進
し

た
。

④
　

大
衆

を
動

員
し

た
プ

ロ
レ

タ
リ

ア
文

化
大

革
命（

文
化

大
革

命
）を

始
め

た
。
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問
6

　
パ
ネ
ル
1

の
空

所
Ａ

に
入

る
語

句
と

し
て

正
し

い
も

の
を

、
次

の
①

〜
④

の

中
か

ら
1

つ
選

び
、

そ
の

番
号

を
マ

ー
ク

し
な

さ
い

。

解
答
番
号
は

6

①
　

ケ
ネ

デ
ィ

②
　

チ
ャ

ー
チ

ル

③
　

マ
ー

シ
ャ

ル

④
　

フ
ラ

ン
ク

リ
ン

＝
ロ

ー
ズ

ヴ
ェ

ル
ト

パ
ネ
ル
2
　「
冷
戦
」の
開
始
と
熱
戦

（
冷
戦
の
開
始
）

・
�19

47
年

、
ア

メ
リ

カ
合

衆
国

は
共

産
主

義
勢

力
と

の
内

戦
で

不
安

定
化

し
て

い
た

Ｄ
�

と
、

ト
ル

コ
に

対
し

て
支

援
す

る
決

意
を

固
め

、「
封

じ
込

め
政

策
」を

提
唱

し
た

。

・
�19

49
年

に
ア

メ
リ

カ
合

衆
国

、
カ

ナ
ダ

及
び

西
ヨ

ー
ロ

ッ
パ

諸
国

は
北

大
西

洋
条

約
機

構

を
結

成
し

、
ソ

連
は

19
55

年
に

東
ヨ

ー
ロ

ッ
パ

諸
国

と
と

も
に

ワ
ル

シ
ャ

ワ
条

約
機

構（
東

ヨ
ー

ロ
ッ

パ
相

互
援

助
条

約
）を

創
立

し
た

。
こ

の
よ

う
に

実
際

の
戦

争
に

い
た

ら
な

い
も

の
の

、
世

界
が

東
西

両
陣

営
に

わ
か

れ
た

激
し

い
対

立
を「

冷
戦（

冷
た

い
戦

争
）」

と
呼

ぶ
。

（
冷
戦
か
ら
熱
戦
へ
）

・
�中

国
で

は
19

49
年

に
内

戦
に

勝
利

し
た

中
国

共
産

党
が

、
毛

沢
東

を
主

席
と

す
る

中
華

人

民
共

和
国

の
成

立
を

宣
言

し
た

。
朝

鮮
半

島
で

は
、

19
50

年
6

月
に

南
北

統
一

を
め

ざ
す

朝
鮮

民
主

主
義

人
民

共
和

国（
北

朝
鮮

）が
大

韓
民

国（
韓

国
）に

侵
攻

し
、

朝
鮮

戦
争

が
勃

発

し
た

。
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ⓗ
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問
4

　
下

線
部

ⓓ
に

つ
い

て
述

べ
た

次
の

文
中

の
空

所
Ｂ

と
Ｃ

に
入

る
語

句
の

組
み

合
わ

せ
と

し
て

正
し

い
も

の
を

、
下

の
①

〜
④

の
中

か
ら

1
つ

選
び

、
そ

の
番

号
を

マ
ー

ク
し

な
さ

い
。

解
答
番
号
は

4

こ
の

総
選

挙
で

は
Ｂ

が
第

一
党

と
な

り
、

Ｃ
が

成
立

し
た

。

①
　
Ｂ

─
日

本
社

会
党

　
　
Ｃ

─
第

1
次

吉
田

茂
内

閣

②
　
Ｂ

─
日

本
社

会
党

　
　
Ｃ

─
片

山
哲

内
閣

③
　
Ｂ

─
日

本
自

由
党

　
　
Ｃ

─
第

1
次

吉
田

茂
内

閣

④
　
Ｂ

─
日

本
自

由
党

　
　
Ｃ

─
片

山
哲

内
閣

問
5

　
下

線
部

ⓔ
に

関
連

し
て

、
パ
ネ
ル
1

の
地

図
中

に
示

し
た

ａ
〜

ｄ
の

う
ち

、
ソ

連
の

占

領
地

区
と

し
て

正
し

い
も

の
を

、
次

の
①

〜
④

の
中

か
ら

1
つ

選
び

、
そ

の
番

号
を

マ
ー

ク
し

な
さ

い
。

解
答
番
号
は

5

①
　

ａ

②
　

ｂ

③
　

ｃ

④
　

ｄ
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問
2

　
下

線
部

ⓐ
に

関
連

し
て

、
国

史
の

編
纂

な
ど

に
関

し
て

述
べ

た
文

と
し

て
誤
っ
て
い
る

も
の

を
、

次
の

①
〜

④
の

中
か

ら
1

つ
選

び
、

そ
の

番
号

を
マ

ー
ク

し
な

さ
い

。

解
答
番
号
は

12

①
　『

古
事

記
』に

は
、

宮
廷

に
伝

わ
る「

帝
紀

」「
旧

辞
」に

基
づ

い
て

神
話

・
伝

承
・

天
皇

の
系

譜
な

ど
が

記
さ

れ
て

い
る

。

②
　『

古
事

記
』は

、
稗

田
阿

礼
が

よ
み

な
ら

わ
し

た
内

容
を

、
太

安
万

侶
が

筆
録

し
た

も

の
で

あ
る

。

③
　『

日
本

書
紀

』は
中

国
の

歴
史

書
の

体
裁

に
な

ら
っ

て
漢

文
・

紀
伝

体
で

書
か

れ
て

い

る
。

④
　『

日
本

書
紀

』は
、『

続
日

本
紀

』『
日

本
後

紀
』な

ど
10

世
紀

初
め

ま
で

続
く

六
国

史

の
最

初
で

あ
る

。

問
3

　
空

所
ウ

に
入

る
語

句
と

し
て

正
し

い
も

の
を

、
次

の
①

〜
④

の
中

か
ら

1
つ

選
び

、
そ

の
番

号
を

マ
ー

ク
し

な
さ

い
。

解
答
番
号
は

13

①
　

四
天

王
寺

　
　

②
　

中
宮

寺
　

　
③

　
飛

鳥
寺

　
　

④
　

薬
師

寺

問
4

　
下

線
部

ⓑ
に

関
連

し
て

、
こ

の
仏

頭
は

、
大

化
改

新
を

進
め

た
人

物
の

1
人

の
霊

を
弔

う
た

め
に

つ
く

ら
れ

た
仏

像
の

頭
部

で
あ

る
。

そ
の

人
物

と
し

て
正

し
い

も
の

を
、

次
の

①
〜

④
の

中
か

ら
1

つ
選

び
、

そ
の

番
号

を
マ

ー
ク

し
な

さ
い

。 解
答
番
号
は

14

①
　

中
臣

鎌
足

　
　

②
　

蘇
我

倉
山

田
石

川
麻

呂

③
　

高
向

玄
理

　
　

④
　

阿
倍

内
麻

呂
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第
2

問
　

古
代

の
政

治
・

文
化

に
関

す
る

次
の

文
章

Ａ
・

Ｂ
を

読
み

、
下

の
問

い（
問

1
〜

10
）に

答
え

よ
。

Ａ
　

天
智

天
皇

が
亡

く
な

る
と

、
67

2
年

に
、

天
智

天
皇

の
子

で
あ

る
ア

と
天

智
天

皇
の

弟
で

あ
る

大
海

人
皇

子
の

あ
い

だ
で

皇
位

を
め

ぐ
る

争
い

が
起

こ
っ

た
。

大
海

人
皇

子

が
勝

利
し

、
飛

鳥
浄

御
原

宮
で

即
位

し
て

天
武

天
皇

と
な

っ
た

。
ア

側
に

い
た

有

力
豪

族
ら

が
没

落
し

、
天

武
天

皇
が

強
力

に
官

僚
制

の
整

備
を

進
め

た
。

68
4
年

に
は

、
八

色
の

姓
を

制
定

し
て

、
天

皇
や

皇
族

を
中

心
と

し
た

身
分

秩
序

に
編

成
し

た
。

富
本

銭
の

鋳

造
や

、
律

令
・

国
史

の
編

纂
、

中
国

に
な

ら
っ

た
都

城
の

建
設

な
ど

に
も

着
手

し
た

。

天
武

天
皇

の
死

後
、

皇
后

の
持

統
天

皇
が

皇
位

を
継

ぎ
、

68
9
年

に
飛

鳥
浄

御
原

令
を

施

行
、

翌
年

に
は

庚
寅

年
籍

が
つ

く
ら

れ
、

以
後

6
年

ご
と

に
戸

籍
が

つ
く

ら
れ

る
よ

う
に

な
っ

た
。

ま
た

、
69

4
年

に
は

、
最

初
の

本
格

的
な

都
城

で
、

イ
を

持
つ

藤
原

京

に
遷

都
し

た
。

天
武

・
持

統
天

皇
の

頃
の

文
化

を
白

鳳
文

化
と

い
い

、
律

令
国

家
形

成
期

の
若

々
し

い
文

化
が

花
開

い
た

。
大

官
大

寺
・

ウ
な

ど
の

寺
院

が
建

立
さ

れ
た

。
興

福
寺

仏
頭

、

法
隆

寺
金

堂
壁

画
、

高
松

塚
古

墳
壁

画
な

ど
重

要
な

作
品

が
残

さ
れ

て
い

る
。

ま
た

、『
万

葉
集

』に
は

、
天

智
・

天
武

天
皇

の
時

代
の

歌
人

の
和

歌
も

収
録

さ
れ

て
い

る
。

問
1

　
空

所
ア

イ
に

入
る

語
句

の
組

み
合

わ
せ

と
し

て
正

し
い

も
の

を
、

次
の

①
〜

④
の

中
か

ら
1

つ
選

び
、

そ
の

番
号

を
マ

ー
ク

し
な

さ
い

。

解
答
番
号
は

11

①
　
ア
　

大
友

皇
子
　
イ
　

条
里

制

②
　
ア
　

大
友

皇
子
　
イ
　

条
坊

制

③
　
ア
　

大
津

皇
子
　
イ
　

条
里

制

④
　
ア
　

大
津

皇
子
　
イ
　

条
坊

制
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ⓒ
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問
6

　
空

所
エ

オ
に

入
る

語
句

の
組

み
合

わ
せ

と
し

て
正

し
い

も
の

を
、

次
の

①
〜

④
の

中
か

ら
1

つ
選

び
、

そ
の

番
号

を
マ

ー
ク

し
な

さ
い

。

解
答
番
号
は

16

①
　
エ
　

三
内

丸
山

遺
跡
　
オ
　

阿
倍

比
羅

夫

②
　
エ
　

三
内

丸
山

遺
跡
　
オ
　

坂
上

田
村

麻
呂

③
　
エ
　

吉
野

ヶ
里

遺
跡
　
オ
　

阿
倍

比
羅

夫

④
　
エ
　

吉
野

ヶ
里

遺
跡
　
オ
　

坂
上

田
村

麻
呂

問
7

　
下

線
部

ⓓ
に

関
連

し
て

、
黒

曜
石

の
産

出
地

と
し

て
正

し
い

も
の

を
、

次
の

①
〜

④
の

中
か

ら
1

つ
選

び
、

そ
の

番
号

を
マ

ー
ク

し
な

さ
い

。

解
答
番
号
は

17

①
　

姫
川

　
　

②
　

二
上

山
　

　
③

　
和

田
峠

　
　

④
　

五
色

台

問
8

　
下

線
部

ⓔ
に

関
連

し
て

、
桓

武
天

皇
の

在
位

中
の

出
来

事
に

関
し

て
述

べ
た

文
と

し
て

正
し

い
も

の
を

、
次

の
①

〜
④

の
中

か
ら

1
つ

選
び

、
そ

の
番

号
を

マ
ー

ク
し

な
さ

い
。

解
答
番
号
は

18

①
　

平
安

京
造

営
を

主
導

し
て

い
た

藤
原

種
継

が
暗

殺
さ

れ
た

。

②
　

国
司

交
替

の
際

の
事

務
手

続
き

を
監

督
す

る
勘

解
由

使
を

設
け

た
。

③
　

法
制

の
整

備
を

進
め

、
弘

仁
格

式
を

編
纂

さ
せ

た
。

④
　

班
田

の
期

間
を

、
6

年
に

1
回

か
ら

10
年

に
1

回
に

改
め

た
。
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問
5

　
下

線
部

ⓒ
に

関
し

て
述

べ
た

次
の

文
Ｘ

・
Ｙ

に
つ

い
て

、
そ

の
正

誤
の

組
み

合
わ

せ
と

し
て

正
し

い
も

の
を

、
下

の
①

〜
④

の
中

か
ら

1
つ

選
び

、
そ

の
番

号
を

マ
ー

ク
し

な
さ

い
。

解
答
番
号
は

15

Ｘ
　『

万
葉

集
』に

和
歌

が
収

録
さ

れ
た

7
世

紀
の

代
表

的
な

歌
人

と
し

て
額

田
王

や
柿

本

人
麻

呂
が

い
る

。

Ｙ
　

7
世

紀
頃

に
は

天
皇

と
い

う
称

号
が

使
わ

れ
る

よ
う

に
な

っ
た

が
、『

万
葉

集
』で

は
、

天
皇

を「
大

君
」と

よ
ぶ

こ
と

も
あ

る
。

①
　

Ｘ
　

正
　

Ｙ
　

正
　

　
②

　
Ｘ

　
正

　
Ｙ

　
誤

③
　

Ｘ
　

誤
　

Ｙ
　

正
　

　
④

　
Ｘ

　
誤

　
Ｙ

　
誤

Ｂ
　

東
北

地
方

に
は

縄
文

文
化

の
遺

跡
が

あ
り

、
縄

文
時

代
前

期
か

ら
中

期
の

大
集

落
遺

跡
で

あ
る

エ
、

縄
文

時
代

晩
期

の
土

器
が

発
掘

さ
れ

た
亀

ヶ
岡

遺
跡

が
知

ら
れ

て
い

る
。 

エ
で

は
遠

方
で

産
出

し
た

黒
曜

石
を

用
い

た
石

器
が

発
見

さ
れ

て
お

り
、

交
易

圏

が
広

か
っ

た
こ

と
が

わ
か

る
。

続
く

弥
生

文
化

は
水

稲
耕

作
を

基
礎

と
す

る
農

耕
文

化
で

、

東
北

地
方

に
も

、
東

日
本

で
最

古
の

水
田

跡
と

さ
れ

る
砂

沢
遺

跡
や

弥
生

時
代

中
期

の
垂

柳

遺
跡

な
ど

が
あ

る
。

律
令

国
家

の
形

成
期

に
は

蝦
夷

と
よ

ば
れ

た
東

北
地

方
の

人
々

を
支

配
す

る
拠

点
と

し
て

、

孝
徳

天
皇

の
時

代
に

渟
足

柵
と

磐
舟

柵
が

設
け

ら
れ

た
。

斉
明

天
皇

の
時

代
に

は
 

オ
が

派
遣

さ
れ

て
秋

田
地

方
ま

で
北

上
し

、
8

世
紀

に
は

出
羽

国
が

設
置

さ
れ

た
。

さ
ら

に
、

多
賀

城
が

築
か

れ
て

陸
奥

国
府

と
鎮

守
府

が
お

か
れ

た
。

8
世

紀
後

半
頃

か
ら

、
服

属
し

て
い

た
蝦

夷
の

豪
族

伊
治

呰
麻

呂
が

反
乱

を
起

こ
し

た
の

を
き

っ
か

け
に

、
蝦

夷
の

抵
抗

が
続

い
た

。
桓

武
天

皇
の

と
き

に
は

、
胆

沢
城

を
築

い
て

蝦

夷
の

族
長

阿
弖

流
為

を
降

伏
さ

せ
た

。
し

か
し

、
度

重
な

る
東

北
地

方
で

の
戦

い
は

、
国

家

財
政

に
も

民
衆

に
も

負
担

が
重

く
、

徳
政

相
論

に
よ

り
打

ち
切

る
こ

と
が

決
ま

っ
た

。
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ⓕ

ⓖ
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問
2

　
下

線
部

ⓐ
に

関
連

し
て

、
国

史
の

編
纂

な
ど

に
関

し
て

述
べ

た
文

と
し

て
誤
っ
て
い
る

も
の

を
、

次
の

①
〜

④
の

中
か

ら
1

つ
選

び
、

そ
の

番
号

を
マ

ー
ク

し
な

さ
い

。

解
答
番
号
は

12

①
　『

古
事

記
』に

は
、

宮
廷

に
伝

わ
る「

帝
紀

」「
旧

辞
」に

基
づ

い
て

神
話

・
伝

承
・

天
皇

の
系

譜
な

ど
が

記
さ

れ
て

い
る

。

②
　『

古
事

記
』は

、
稗

田
阿

礼
が

よ
み

な
ら

わ
し

た
内

容
を

、
太

安
万

侶
が

筆
録

し
た

も

の
で

あ
る

。

③
　『

日
本

書
紀

』は
中

国
の

歴
史

書
の

体
裁

に
な

ら
っ

て
漢

文
・

紀
伝

体
で

書
か

れ
て

い

る
。

④
　『

日
本

書
紀

』は
、『

続
日

本
紀

』『
日

本
後

紀
』な

ど
10

世
紀

初
め

ま
で

続
く

六
国

史

の
最

初
で

あ
る

。

問
3

　
空

所
ウ

に
入

る
語

句
と

し
て

正
し

い
も

の
を

、
次

の
①

〜
④

の
中

か
ら

1
つ

選
び

、
そ

の
番

号
を

マ
ー

ク
し

な
さ

い
。

解
答
番
号
は

13

①
　

四
天

王
寺

　
　

②
　

中
宮

寺
　

　
③

　
飛

鳥
寺

　
　

④
　

薬
師

寺

問
4

　
下

線
部

ⓑ
に

関
連

し
て

、
こ

の
仏

頭
は

、
大

化
改

新
を

進
め

た
人

物
の

1
人

の
霊

を
弔

う
た

め
に

つ
く

ら
れ

た
仏

像
の

頭
部

で
あ

る
。

そ
の

人
物

と
し

て
正

し
い

も
の

を
、

次
の

①
〜

④
の

中
か

ら
1

つ
選

び
、

そ
の

番
号

を
マ

ー
ク

し
な

さ
い

。 解
答
番
号
は

14

①
　

中
臣

鎌
足

　
　

②
　

蘇
我

倉
山

田
石

川
麻

呂

③
　

高
向

玄
理

　
　

④
　

阿
倍

内
麻

呂
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第
2

問
　

古
代

の
政

治
・

文
化

に
関

す
る

次
の

文
章

Ａ
・

Ｂ
を

読
み

、
下

の
問

い（
問

1
〜

10
）に

答
え

よ
。

Ａ
　

天
智

天
皇

が
亡

く
な

る
と

、
67

2
年

に
、

天
智

天
皇

の
子

で
あ

る
ア

と
天

智
天

皇
の

弟
で

あ
る

大
海

人
皇

子
の

あ
い

だ
で

皇
位

を
め

ぐ
る

争
い

が
起

こ
っ

た
。

大
海

人
皇

子

が
勝

利
し

、
飛

鳥
浄

御
原

宮
で

即
位

し
て

天
武

天
皇

と
な

っ
た

。
ア

側
に

い
た

有

力
豪

族
ら

が
没

落
し

、
天

武
天

皇
が

強
力

に
官

僚
制

の
整

備
を

進
め

た
。

68
4
年

に
は

、
八

色
の

姓
を

制
定

し
て

、
天

皇
や

皇
族

を
中

心
と

し
た

身
分

秩
序

に
編

成
し

た
。

富
本

銭
の

鋳

造
や

、
律

令
・

国
史

の
編

纂
、

中
国

に
な

ら
っ

た
都

城
の

建
設

な
ど

に
も

着
手

し
た

。

天
武

天
皇

の
死

後
、

皇
后

の
持

統
天

皇
が

皇
位

を
継

ぎ
、

68
9
年

に
飛

鳥
浄

御
原

令
を

施

行
、

翌
年

に
は

庚
寅

年
籍

が
つ

く
ら

れ
、

以
後

6
年

ご
と

に
戸

籍
が

つ
く

ら
れ

る
よ

う
に

な
っ

た
。

ま
た

、
69

4
年

に
は

、
最

初
の

本
格

的
な

都
城

で
、

イ
を

持
つ

藤
原

京

に
遷

都
し

た
。

天
武

・
持

統
天

皇
の

頃
の

文
化

を
白

鳳
文

化
と

い
い

、
律

令
国

家
形

成
期

の
若

々
し

い
文

化
が

花
開

い
た

。
大

官
大

寺
・

ウ
な

ど
の

寺
院

が
建

立
さ

れ
た

。
興

福
寺

仏
頭

、

法
隆

寺
金

堂
壁

画
、

高
松

塚
古

墳
壁

画
な

ど
重

要
な

作
品

が
残

さ
れ

て
い

る
。

ま
た

、『
万

葉
集

』に
は

、
天

智
・

天
武

天
皇

の
時

代
の

歌
人

の
和

歌
も

収
録

さ
れ

て
い

る
。

問
1

　
空

所
ア

イ
に

入
る

語
句

の
組

み
合

わ
せ

と
し

て
正

し
い

も
の

を
、

次
の

①
〜

④
の

中
か

ら
1

つ
選

び
、

そ
の

番
号

を
マ

ー
ク

し
な

さ
い

。

解
答
番
号
は

11

①
　
ア
　

大
友

皇
子
　
イ
　

条
里

制

②
　
ア
　

大
友

皇
子
　
イ
　

条
坊

制

③
　
ア
　

大
津

皇
子
　
イ
　

条
里

制

④
　
ア
　

大
津

皇
子
　
イ
　

条
坊

制
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ⓒ
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第
3

問
　

院
政

期
及

び
平

氏
政

権
期

の
政

治
・

社
会

に
関

す
る

文
章

Ａ
と

、
江

戸
時

代
の

社
会

・
経

済
に

関
す

る
文

章
Ｂ

を
読

み
、

下
の

問
い（

問
1

〜
10

）に
答

え
よ

。

Ａ
　

11
世

紀
後

半
、

摂
関

家
を

外
戚

と
し

な
い

後
三

条
天

皇
が

即
位

し
て

親
政

を
行

っ
た

。

次
の

白
河

天
皇

は
、

幼
少

の
堀

河
天

皇
に

譲
位

し
て

院
政

を
始

め
、

院
が

国
政

を
主

導
す

る

院
政

は
、

以
後

、
鳥

羽
上

皇
・

後
白

河
上

皇
と

10
0
年

余
り

続
い

た
。

白
河

上
皇

は
、

受
領

な
ど

中
・

下
級

貴
族

を
院

近
臣

と
し

、
院

の
御

所
に

ア
と

い
う

直
属

の
軍

事
力

を

お
い

て
、

僧
兵

の
強

訴
の

警
備

や
鎮

圧
に

あ
た

ら
せ

る
な

ど
し

た
。

院
の

も
と

に
は

多
く

の

荘
園

が
寄

進
さ

れ
、

知
行

国
や

院
分

国
の

制
度

も
広

が
っ

て
、

公
領

が
上

皇
の

私
領

の
よ

う

に
な

り
、

院
政

を
支

え
る

経
済

的
基

盤
と

な
っ

た
。

一
方

で
武

士
も

勢
力

を
増

し
て

い
た

。
源

氏
は

東
国

に
勢

力
を

広
げ

、
平

氏
は

院
と

結
ん

で
発

展
し

た
。

瀬
戸

内
海

の
海

賊
平

定
な

ど
で

鳥
羽

上
皇

の
信

頼
を

得
た

イ
の

子

清
盛

は
、

保
元

の
乱

・
平

治
の

乱
を

通
し

て
後

白
河

天
皇（

上
皇

）を
武

力
で

支
え

、
武

家
の

棟
梁

と
し

て
地

位
と

権
力

を
飛

躍
的

に
高

め
た

。
清

盛
は

、
武

士
で

初
め

て
の

太
政

大
臣

と

な
り

、
一

族
も

高
位

高
官

に
の

ぼ
っ

た
。

こ
の

よ
う

な
平

氏
の

専
制

ぶ
り

に
対

し
、

貴
族

や

ほ
か

の
武

士
か

ら
の

不
満

は
高

ま
っ

て
い

っ
た

。

問
1

　
空

所
ア

イ
に

入
る

語
句

の
組

み
合

わ
せ

と
し

て
正

し
い

も
の

を
、

次
の

①
〜

④
の

中
か

ら
1

つ
選

び
、

そ
の

番
号

を
マ

ー
ク

し
な

さ
い

。

解
答
番
号
は

21

①
　
ア
　

北
面

の
武

士
　
イ
　

平
正

盛

②
　
ア
　

北
面

の
武

士
　
イ
　

平
忠

盛

③
　
ア
　

西
面

の
武

士
　
イ
　

平
正

盛

④
　
ア
　

西
面

の
武

士
　
イ
　

平
忠

盛
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問
9

　
下

線
部

ⓕ
に

関
連

し
て

、
胆

沢
城

の
位

置
と

し
て

正
し

い
も

の
を

、
次

の
地

図
中

の
①

〜
④

の
中

か
ら

1
つ

選
び

、
そ

の
番

号
を

マ
ー

ク
し

な
さ

い
。

解
答
番
号
は

19

①②
④

③

問
10

　
下

線
部

ⓖ
に

関
連

し
て

、
徳

政
相

論
で

東
北

地
方

で
の

戦
い

は
民

衆
を

苦
し

め
て

い
る

と
主

張
し

た
人

物
と

し
て

正
し

い
も

の
を

、
次

の
①

〜
④

の
中

か
ら

1
つ

選
び

、
そ

の
番

号
を

マ
ー

ク
し

な
さ

い
。

解
答
番
号
は

20

①
　

藤
原

仲
成

　
　

②
　

藤
原

緒
嗣

　
　

③
　

藤
原

冬
嗣

　
　

④
　

藤
原

百
川

8
0

4
9

_
1

3
_

N
IH

B
0

2
_

M
.in

dd
   

3
2

2
0

2
5

/1
2

/1
0

   
5

:4
8

32
33

136

傾
向
と
対
策

問
　
題

解
　
答

一般前期／B日程 歴史総合・日本史探究



35

問
5

　
下

線
部

ⓓ
に

関
連

し
て

、
保

元
の

乱
・

平
治

の
乱

に
関

し
て

述
べ

た
次

の
文

Ｘ
・

Ｙ
に

つ
い

て
、

そ
の

正
誤

の
組

み
合

わ
せ

と
し

て
正

し
い

も
の

を
、

下
の

①
〜

④
の

中
か

ら
1

つ
選

び
、

そ
の

番
号

を
マ

ー
ク

し
な

さ
い

。

解
答
番
号
は

25

Ｘ
　

保
元

の
乱

で
敗

れ
た

崇
徳

上
皇

は
、

処
刑

さ
れ

た
。

Ｙ
　

源
頼

朝
は

、
平

治
の

乱
で

敗
れ

た
が

処
分

さ
れ

な
か

っ
た

。

①
　

Ｘ
　

正
　

Ｙ
　

正
　

　
②

　
Ｘ

　
正

　
Ｙ

　
誤

③
　

Ｘ
　

誤
　

Ｙ
　

正
　

　
④

　
Ｘ

　
誤

　
Ｙ

　
誤
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問
2

　
下

線
部

ⓐ
に

関
連

し
て

、
白

河
上

皇
で

も
思

い
の

ま
ま

に
な

ら
な

い
と

い
わ

れ
た

1
つ

に「
山

法
師

」が
あ

っ
た

が
、

こ
の

僧
兵

が
属

し
て

い
た

寺
院

と
し

て
正

し
い

も
の

を
、

次

の
①

〜
④

の
中

か
ら

1
つ

選
び

、
そ

の
番

号
を

マ
ー

ク
し

な
さ

い
。 解
答
番
号
は

22

①
　

東
大

寺
　

　
②

　
興

福
寺

　
　

③
　

延
暦

寺
　

　
④

　
金

剛
峯

寺

問
3

　
下

線
部

ⓑ
に

関
連

し
て

、
後

白
河

上
皇

ゆ
か

り
の

荘
園

群
で

、
の

ち
に

持
明

院
統

に
引

き
継

が
れ

た
も

の
と

し
て

正
し

い
も

の
を

、
次

の
①

〜
④

の
中

か
ら

1
つ

選
び

、
そ

の
番

号
を

マ
ー

ク
し

な
さ

い
。

解
答
番
号
は

23

①
　

阿
氐

河
荘

　
　

②
　

東
郷

荘
　

　
③

　
八

条
院

領
　

　
④

　
長

講
堂

領

問
4

　
下

線
部

ⓒ
に

関
連

し
て

、
平

清
盛

が
か

か
わ

っ
た

事
項

に
つ

い
て

述
べ

た
文

と
し

て

誤
っ
て
い
る
も
の

を
、

次
の

①
〜

④
の

中
か

ら
1

つ
選

び
、

そ
の

番
号

を
マ

ー
ク

し
な

さ

い
。

解
答
番
号
は

24

①
　

厳
島

神
社

を
あ

つ
く

信
仰

し
、

豪
華

な
装

飾
経

を
奉

納
し

た
。

②
　

娘
の

徳
子

を
安

徳
天

皇
の

中
宮

と
し

た
。

③
　

日
宋

貿
易

に
力

を
入

れ
、

大
輪

田
泊

を
修

築
し

た
。

④
　

の
ち

に
対

立
し

た
後

白
河

法
皇

を
幽

閉
し

て
、

政
治

の
実

権
を

握
っ

た
。
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第
3

問
　

院
政

期
及

び
平

氏
政

権
期

の
政

治
・

社
会

に
関

す
る

文
章

Ａ
と

、
江

戸
時

代
の

社
会

・
経

済
に

関
す

る
文

章
Ｂ

を
読

み
、

下
の

問
い（

問
1

〜
10

）に
答

え
よ

。

Ａ
　

11
世

紀
後

半
、

摂
関

家
を

外
戚

と
し

な
い

後
三

条
天

皇
が

即
位

し
て

親
政

を
行

っ
た

。

次
の

白
河

天
皇

は
、

幼
少

の
堀

河
天

皇
に

譲
位

し
て

院
政

を
始

め
、

院
が

国
政

を
主

導
す

る

院
政

は
、

以
後

、
鳥

羽
上

皇
・

後
白

河
上

皇
と

10
0
年

余
り

続
い

た
。

白
河

上
皇

は
、

受
領

な
ど

中
・

下
級

貴
族

を
院

近
臣

と
し

、
院

の
御

所
に

ア
と

い
う

直
属

の
軍

事
力

を

お
い

て
、

僧
兵

の
強

訴
の

警
備

や
鎮

圧
に

あ
た

ら
せ

る
な

ど
し

た
。

院
の

も
と

に
は

多
く

の

荘
園

が
寄

進
さ

れ
、

知
行

国
や

院
分

国
の

制
度

も
広

が
っ

て
、

公
領

が
上

皇
の

私
領

の
よ

う

に
な

り
、

院
政

を
支

え
る

経
済

的
基

盤
と

な
っ

た
。

一
方

で
武

士
も

勢
力

を
増

し
て

い
た

。
源

氏
は

東
国

に
勢

力
を

広
げ

、
平

氏
は

院
と

結
ん

で
発

展
し

た
。

瀬
戸

内
海

の
海

賊
平

定
な

ど
で

鳥
羽

上
皇

の
信

頼
を

得
た

イ
の

子

清
盛

は
、

保
元

の
乱

・
平

治
の

乱
を

通
し

て
後

白
河

天
皇（

上
皇

）を
武

力
で

支
え

、
武

家
の

棟
梁

と
し

て
地

位
と

権
力

を
飛

躍
的

に
高

め
た

。
清

盛
は

、
武

士
で

初
め

て
の

太
政

大
臣

と

な
り

、
一

族
も

高
位

高
官

に
の

ぼ
っ

た
。

こ
の

よ
う

な
平

氏
の

専
制

ぶ
り

に
対

し
、

貴
族

や

ほ
か

の
武

士
か

ら
の

不
満

は
高

ま
っ

て
い

っ
た

。

問
1

　
空

所
ア

イ
に

入
る

語
句

の
組

み
合

わ
せ

と
し

て
正

し
い

も
の

を
、

次
の

①
〜

④
の

中
か

ら
1

つ
選

び
、

そ
の

番
号

を
マ

ー
ク

し
な

さ
い

。

解
答
番
号
は

21

①
　
ア
　

北
面

の
武

士
　
イ
　

平
正

盛

②
　
ア
　

北
面

の
武

士
　
イ
　

平
忠

盛

③
　
ア
　

西
面

の
武

士
　
イ
　

平
正

盛

④
　
ア
　

西
面

の
武

士
　
イ
　

平
忠

盛

ⓐ
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ⓒ
ⓓ
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問
9

　
下

線
部

ⓕ
に

関
連

し
て

、
胆

沢
城

の
位

置
と

し
て

正
し

い
も

の
を

、
次

の
地

図
中

の
①

〜
④

の
中

か
ら

1
つ

選
び

、
そ

の
番

号
を

マ
ー

ク
し

な
さ

い
。

解
答
番
号
は

19

①②
④

③

問
10

　
下

線
部

ⓖ
に

関
連

し
て

、
徳

政
相

論
で

東
北

地
方

で
の

戦
い

は
民

衆
を

苦
し

め
て

い
る

と
主

張
し

た
人

物
と

し
て

正
し

い
も

の
を

、
次

の
①

〜
④

の
中

か
ら

1
つ

選
び

、
そ

の
番

号
を

マ
ー

ク
し

な
さ

い
。

解
答
番
号
は

20

①
　

藤
原

仲
成

　
　

②
　

藤
原

緒
嗣

　
　

③
　

藤
原

冬
嗣

　
　

④
　

藤
原

百
川
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問
7

　
下

線
部

ⓕ
に

関
連

し
て

、
宮

崎
安

貞
が

著
し

た
農

書
と

し
て

正
し

い
も

の
を

、
次

の
①

〜
④

の
中

か
ら

1
つ

選
び

、
そ

の
番

号
を

マ
ー

ク
し

な
さ

い
。

解
答
番
号
は

27

①
　『

広
益

国
産

考
』　

　
②

　『
農

業
全

書
』

③
　『

農
具

便
利

論
』　

　
④

　『
大

和
本

草
』

問
8

　
下

線
部

ⓖ
に

関
連

し
て

、
地

域
と

そ
の

特
産

品
と

の
組

み
合

わ
せ

と
し

て
誤
っ
て
い
る

も
の

を
、

次
の

①
〜

④
の

中
か

ら
1

つ
選

び
、

そ
の

番
号

を
マ

ー
ク

し
な

さ
い

。

解
答
番
号
は

28

①
　

出
羽

村
山

―
紅

花
　

　
②

　
山

城
宇

治
―

茶

③
　

阿
波

―
黒

砂
糖

　
　

　
④

　
備

後
―

藺い

草

問
9

　
空

所
ウ

エ
に

入
る

語
句

の
組

み
合

わ
せ

と
し

て
正

し
い

も
の

を
、

次
の

①
〜

④
の

中
か

ら
1

つ
選

び
、

そ
の

番
号

を
マ

ー
ク

し
な

さ
い

。

解
答
番
号
は

29

①
　
ウ
　

揚
浜

法
　
エ
　

越
後

縮

②
　
ウ
　

揚
浜

法
　
エ
　

西
陣

織

③
　
ウ
　

入
浜

法
　
エ
　

越
後

縮

④
　
ウ
　

入
浜

法
　
エ
　

西
陣

織

問
10

　
下

線
部

ⓗ
に

関
連

し
て

、
18

世
紀

後
半

、
長

崎
貿

易
で

輸
出

が
推

奨
さ

れ
た

俵
物

と

し
て
誤
っ
て
い
る
も
の

を
、

次
の

①
〜

④
の

中
か

ら
1

つ
選

び
、

そ
の

番
号

を
マ

ー
ク

し

な
さ

い
。

解
答
番
号
は

30

①
　

昆
布

　
　

②
　

い
り

こ
　

　
③

　
ふ

か
ひ

れ
　

　
④

　
干

し
鮑
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Ｂ
　

近
世

に
は

、
土

木
技

術
の

発
達

が
治

水
や

灌
漑

に
も

活
か

さ
れ

、
大

規
模

な
耕

地
開

発
が

で
き

る
よ

う
に

な
っ

た
。

幕
府

や
諸

藩
は

、
大

河
川

の
下

流
や

海
岸

部
で

新
田

開
発

を
積

極

的
に

行
い

、
耕

地
面

積
が

飛
躍

的
に

増
加

し
た

。

農
業

技
術

の
面

で
も

、
鉄

製
農

具
の

改
良

が
進

み
、

肥
料

も
自

給
肥

料
の

ほ
か

金
肥

も
流

通
す

る
よ

う
に

な
っ

た
。

新
し

い
農

業
技

術
や

知
識

を
記

し
た

農
書

も
広

く
読

ま
れ

、
桑

・

麻
・

綿
・

楮
・

た
ば

こ
・

茶
・

野
菜

や
果

物
な

ど
の

商
品

作
物

が
生

産
さ

れ
た

。
各

地
域

の

風
土

に
あ

っ
た

特
産

品
が

、
全

国
で

生
ま

れ
た

。

農
業

以
外

の
諸

産
業

も
発

達
し

た
。

漁
業

で
は

、
九

十
九

里
浜

の
地

曳
網

を
使

っ
た

鰯
漁

や
土

佐
の

鰹
漁

、
蝦

夷
地

の
鰊

漁
、

紀
伊

や
土

佐
の

捕
鯨

な
ど

が
さ

か
ん

に
行

わ
れ

た
。

製

塩
業

で
は

、
瀬

戸
内

海
沿

岸
を

中
心

に
ウ

が
発

達
し

た
。

織
物

で
は

、
河

内
や

三

河
の

木
綿

、
近

江
の

麻
、

高
機

で
つ

く
る

絹
の

エ
な

ど
が

あ
っ

た
。

陶
磁

器
は

、

尾
張

の
瀬

戸
焼

や
備

前
の

備
前

焼
の

よ
う

に
中

世
か

ら
み

ら
れ

た
も

の
の

ほ
か

に
、

肥
前

有

田
や

加
賀

九
谷

な
ど

で
も

生
産

さ
れ

、
有

田
焼

は
長

崎
貿

易
の

輸
出

品
と

も
な

っ
た

。
醸

造

業
で

は
、

伏
見

や
灘

な
ど

で
酒

造
が

発
達

す
る

一
方

、
播

磨
の

龍
野

や
下

総
の

銚
子

・
野

田

な
ど

で
は

醬
油

が
生

産
さ

れ
る

よ
う

に
な

っ
た

。

問
6

　
下

線
部

ⓔ
に

関
連

し
て

、
農

具
や

肥
料

に
つ

い
て

述
べ

た
文

と
し

て
正

し
い

も
の

を
、

次
の

①
〜

④
の

中
か

ら
1

つ
選

び
、

そ
の

番
号

を
マ

ー
ク

し
な

さ
い

。

解
答
番
号
は

26

①
　

脱
穀

用
の

千
石

簁
が

使
わ

れ
る

よ
う

に
な

っ
た

。

②
　

深
耕

の
た

め
の

牛
馬

の
使

用
が

行
わ

れ
る

よ
う

に
な

っ
た

。

③
　

お
も

な
自

給
肥

料
は

、
刈

敷
と

下
肥

で
あ

っ
た

。

④
　

干
鰯

は
鰯

や
鰊

か
ら

油
を

搾
り

取
っ

た
残

り
粕

で
あ

る
。

ⓔ

ⓕ

ⓖ

ⓗ
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問
2

　
下

線
部

ⓑ
に

関
し

て
述

べ
た

次
の

文
Ｘ

・
Ｙ

に
つ

い
て

、
そ

の
正

誤
の

組
み

合
わ

せ
と

し
て

正
し

い
も

の
を

、
下

の
①

〜
④

の
中

か
ら

1
つ

選
び

、
そ

の
番

号
を

マ
ー

ク
し

な
さ

い
。

解
答
番
号
は

32

Ｘ
　

モ
ー

ス
は

、
大

森
貝

塚
を

発
見

し
た

。

Ｙ
　

ベ
ル

ツ
は

、
大

日
本

帝
国

憲
法

発
布

の
際

の
民

衆
の

様
子

を
日

記
に

記
し

た
。

①
　

Ｘ
　

正
　

Ｙ
　

正
　

　
②

　
Ｘ

　
正

　
Ｙ

　
誤

③
　

Ｘ
　

誤
　

Ｙ
　

正
　

　
④

　
Ｘ

　
誤

　
Ｙ

　
誤

問
3

　
下

線
部

ⓒ
に

関
連

し
て

、
官

営
事

業
の

多
く

は
の

ち
に

民
間

に
払

い
下

げ
ら

れ
た

が
、

そ
の

う
ち

雑
誌『

日
本

人
』で

労
働

者
の

惨
状

が
取

り
あ

げ
ら

れ
て

社
会

問
題

と
な

っ
た

事

業
所

と
し

て
正

し
い

も
の

を
、

次
の

①
〜

④
の

中
か

ら
1

つ
選

び
、

そ
の

番
号

を
マ

ー
ク

し
な

さ
い

。

解
答
番
号
は

33

①
　

長
崎

造
船

所
　

　
②

　
兵

庫
造

船
所

　
　

③
　

三
池

炭
鉱

　
　

④
　

高
島

炭
鉱

問
4

　
下

線
部

ⓓ
に

関
連

し
て

、
郵

便
制

度
創

設
に

尽
力

し
た

人
物

と
し

て
正

し
い

も
の

を
、

次
の

①
〜

④
の

中
か

ら
1

つ
選

び
、

そ
の

番
号

を
マ

ー
ク

し
な

さ
い

。

解
答
番
号
は

34

①
　

渋
沢

栄
一

　
　

②
　

前
島

密
　

　
③

　
豊

田
佐

吉
　

　
　

④
　

古
河

市
兵

衛

問
5

　
空

所
ア

イ
に

入
る

語
句

の
組

み
合

わ
せ

と
し

て
正

し
い

も
の

を
、

次
の

①
〜

④
の

中
か

ら
1

つ
選

び
、

そ
の

番
号

を
マ

ー
ク

し
な

さ
い

。

解
答
番
号
は

35

①
　
ア
　

五
代

友
厚

　
　
イ
　

フ
ラ

ン
ス

②
　
ア
　

五
代

友
厚

　
　
イ
　

イ
ギ

リ
ス

③
　
ア
　

岩
崎

弥
太

郎
　
イ
　

フ
ラ

ン
ス

④
　
ア
　

岩
崎

弥
太

郎
　
イ
　

イ
ギ

リ
ス
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第
4

問
　

近
代

の
産

業
の

発
達

に
関

す
る

次
の

文
章

Ａ
・

Ｂ
を

読
み

、
下

の
問

い（
問

1
〜

10
）に

答
え

よ
。

Ａ
　

明
治

政
府

が
近

代
化

を
進

め
る

う
え

で
、

安
定

的
な

税
収

を
得

る
こ

と
は

課
題

で
あ

っ
た

。

ま
ず

は
、

18
71

年
に

田
畑

勝
手

作
り

を
許

可
し

、
翌

年
に

は
田

畑
永

代
売

買
の

禁
止

令
を

解
い

て
、

地
券

を
発

行
し

所
有

権
を

確
立

し
た

。
そ

の
う

え
で

18
73

年
に

地
租

改
正

条
例

を
公

布
し

た
。

政
府

は
、

今
ま

で
の

年
貢

に
よ

る
収

入
を

減
ら

さ
な

い
方

針
を

と
っ

た
た

め

地
租

の
負

担
は

重
く

、
こ

れ
に

反
発

す
る

地
租

改
正

反
対

一
揆

が
各

地
で

起
き

た
。

ま
た

、
政

府
は

富
国

強
兵

を
実

現
す

る
た

め
、

殖
産

興
業

政
策

に
力

を
入

れ
た

。
お

雇
い

外
国

人
の

指
導

の
も

と
、

近
代

産
業

の
育

成
に

あ
た

っ
た

。
18

70
年

に
は

工
部

省
を

設
置

し
、

18
72

年
に

新
橋

・
横

浜
間

に
鉄

道
を

敷
設

し
た

。
江

戸
幕

府
や

諸
藩

が
経

営
し

て
い

た
鉱

山
や

造
船

所
な

ど
を

接
収

し
て

、
官

営
事

業
と

し
て

引
き

継
い

だ
。

通
信

で
は

、
18

71

年
に

官
営

の
郵

便
制

度
が

始
ま

っ
た

。
18

69
年

に
東

京
・

横
浜

間
に

架
設

さ
れ

た
電

信
線

は
5

年
後

に
は

北
海

道
か

ら
長

崎
ま

で
の

ば
さ

れ
た

。
海

運
で

は
、

土
佐

藩
出

身
の

 

ア
が

経
営

す
る

三
菱

に
手

厚
い

保
護

を
与

え
た

。
輸

出
品

の
生

糸
増

産
の

た
め

に
、

18
72

年
に

群
馬

県
に

官
営

模
範

工
場

の
富

岡
製

糸
場

を
設

立
し

、
イ

の
技

術
を

導

入
し

、
工

女
の

養
成

を
行

っ
た

。
18

73
年

に
設

置
さ

れ
た

内
務

省
も

官
営

模
範

工
場

の
経

営
、

内
国

勧
業

博
覧

会
の

開
催

、
駒

場
農

学
校

の
開

設
な

ど
、

西
洋

式
技

術
の

導
入

を
推

進

し
た

。
18

69
年

に
蝦

夷
地

を
北

海
道

と
改

称
し

て
開

拓
使

を
お

き
、

ア
メ

リ
カ

式
の

大
農

場
制

度
の

移
植

を
は

か
る

と
と

も
に

、
ク

ラ
ー

ク
を

教
頭

に
招

い
て

札
幌

農
学

校
を

開
い

た
。

問
1

　
下

線
部

ⓐ
に

関
し

て
述

べ
た

文
と

し
て

正
し

い
も

の
を

、
次

の
①

〜
④

の
中

か
ら

1
つ

選
び

、
そ

の
番

号
を

マ
ー

ク
し

な
さ

い
。

解
答
番
号
は

31

①
　

課
税

の
基

準
を

、
収

穫
高

に
変

更
し

た
。

②
　

地
租

と
し

て
定

額
を

金
納

す
る

こ
と

に
な

っ
た

。

③
　

地
券

の
所

有
者

が
納

税
者

と
は

限
ら

な
か

っ
た

。

④
　

地
租

改
正

反
対

一
揆

が
起

き
た

が
、

地
租

は
引

き
下

げ
ら

れ
な

か
っ

た
。
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ⓓ
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37

問
7

　
下

線
部

ⓕ
に

関
連

し
て

、
宮

崎
安

貞
が

著
し

た
農

書
と

し
て

正
し

い
も

の
を

、
次

の
①

〜
④

の
中

か
ら

1
つ

選
び

、
そ

の
番

号
を

マ
ー

ク
し

な
さ

い
。

解
答
番
号
は

27

①
　『

広
益

国
産

考
』　

　
②

　『
農

業
全

書
』

③
　『

農
具

便
利

論
』　

　
④

　『
大

和
本

草
』

問
8

　
下

線
部

ⓖ
に

関
連

し
て

、
地

域
と

そ
の

特
産

品
と

の
組

み
合

わ
せ

と
し

て
誤
っ
て
い
る

も
の

を
、

次
の

①
〜

④
の

中
か

ら
1

つ
選

び
、

そ
の

番
号

を
マ

ー
ク

し
な

さ
い

。

解
答
番
号
は

28

①
　

出
羽

村
山

―
紅

花
　

　
②

　
山

城
宇

治
―

茶

③
　

阿
波

―
黒

砂
糖

　
　

　
④

　
備

後
―

藺い

草

問
9

　
空

所
ウ

エ
に

入
る

語
句

の
組

み
合

わ
せ

と
し

て
正

し
い

も
の

を
、

次
の

①
〜

④
の

中
か

ら
1

つ
選

び
、

そ
の

番
号

を
マ

ー
ク

し
な

さ
い

。

解
答
番
号
は

29

①
　
ウ
　

揚
浜

法
　
エ
　

越
後

縮

②
　
ウ
　

揚
浜

法
　
エ
　

西
陣

織

③
　
ウ
　

入
浜

法
　
エ
　

越
後

縮

④
　
ウ
　

入
浜

法
　
エ
　

西
陣

織

問
10

　
下

線
部

ⓗ
に

関
連

し
て

、
18

世
紀

後
半

、
長

崎
貿

易
で

輸
出

が
推

奨
さ

れ
た

俵
物

と

し
て
誤
っ
て
い
る
も
の

を
、

次
の

①
〜

④
の

中
か

ら
1

つ
選

び
、

そ
の

番
号

を
マ

ー
ク

し

な
さ

い
。

解
答
番
号
は

30

①
　

昆
布

　
　

②
　

い
り

こ
　

　
③

　
ふ

か
ひ

れ
　

　
④

　
干

し
鮑
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Ｂ
　

近
世

に
は

、
土

木
技

術
の

発
達

が
治

水
や

灌
漑

に
も

活
か

さ
れ

、
大

規
模

な
耕

地
開

発
が

で
き

る
よ

う
に

な
っ

た
。

幕
府

や
諸

藩
は

、
大

河
川

の
下

流
や

海
岸

部
で

新
田

開
発

を
積

極

的
に

行
い

、
耕

地
面

積
が

飛
躍

的
に

増
加

し
た

。

農
業

技
術

の
面

で
も

、
鉄

製
農

具
の

改
良

が
進

み
、

肥
料

も
自

給
肥

料
の

ほ
か

金
肥

も
流

通
す

る
よ

う
に

な
っ

た
。

新
し

い
農

業
技

術
や

知
識

を
記

し
た

農
書

も
広

く
読

ま
れ

、
桑

・

麻
・

綿
・

楮
・

た
ば

こ
・

茶
・

野
菜

や
果

物
な

ど
の

商
品

作
物

が
生

産
さ

れ
た

。
各

地
域

の

風
土

に
あ

っ
た

特
産

品
が

、
全

国
で

生
ま

れ
た

。

農
業

以
外

の
諸

産
業

も
発

達
し

た
。

漁
業

で
は

、
九

十
九

里
浜

の
地

曳
網

を
使

っ
た

鰯
漁

や
土

佐
の

鰹
漁

、
蝦

夷
地

の
鰊

漁
、

紀
伊

や
土

佐
の

捕
鯨

な
ど

が
さ

か
ん

に
行

わ
れ

た
。

製

塩
業

で
は

、
瀬

戸
内

海
沿

岸
を

中
心

に
ウ

が
発

達
し

た
。

織
物

で
は

、
河

内
や

三

河
の

木
綿

、
近

江
の

麻
、

高
機

で
つ

く
る

絹
の

エ
な

ど
が

あ
っ

た
。

陶
磁

器
は

、

尾
張

の
瀬

戸
焼

や
備

前
の

備
前

焼
の

よ
う

に
中

世
か

ら
み

ら
れ

た
も

の
の

ほ
か

に
、

肥
前

有

田
や

加
賀

九
谷

な
ど

で
も

生
産

さ
れ

、
有

田
焼

は
長

崎
貿

易
の

輸
出

品
と

も
な

っ
た

。
醸

造

業
で

は
、

伏
見

や
灘

な
ど

で
酒

造
が

発
達

す
る

一
方

、
播

磨
の

龍
野

や
下

総
の

銚
子

・
野

田

な
ど

で
は

醬
油

が
生

産
さ

れ
る

よ
う

に
な

っ
た

。

問
6

　
下

線
部

ⓔ
に

関
連

し
て

、
農

具
や

肥
料

に
つ

い
て

述
べ

た
文

と
し

て
正

し
い

も
の

を
、

次
の

①
〜

④
の

中
か

ら
1

つ
選

び
、

そ
の

番
号

を
マ

ー
ク

し
な

さ
い

。

解
答
番
号
は

26

①
　

脱
穀

用
の

千
石

簁
が

使
わ

れ
る

よ
う

に
な

っ
た

。

②
　

深
耕

の
た

め
の

牛
馬

の
使

用
が

行
わ

れ
る

よ
う

に
な

っ
た

。

③
　

お
も

な
自

給
肥

料
は

、
刈

敷
と

下
肥

で
あ

っ
た

。

④
　

干
鰯

は
鰯

や
鰊

か
ら

油
を

搾
り

取
っ

た
残

り
粕

で
あ

る
。

ⓔ

ⓕ

ⓖ

ⓗ
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41

問
8

　
空

所
エ

に
入

る
文

と
し

て
正

し
い

も
の

を
、

次
の

①
〜

④
の

中
か

ら
1

つ
選

び
、

そ
の

番
号

を
マ

ー
ク

し
な

さ
い

。

解
答
番
号
は

38

①
　

国
立

銀
行

の
不

換
紙

幣
発

行
を

認
め

て

②
　

日
清

戦
争

の
賠

償
金

の
一

部
を

あ
て

て

③
　

日
露

戦
争

後
の

条
約

締
結

に
よ

っ
て

④
　

第
一

次
世

界
大

戦
時

の
好

景
気

を
利

用
し

て

問
9

　
下

線
部

ⓕ
に

関
連

し
て

、
八

幡
製

鉄
所

で
使

用
し

た
鉄

鉱
石

の
主

要
な

産
出

地
と

し
て

正
し

い
も

の
を

、
次

の
①

〜
④

の
中

か
ら

1
つ

選
び

、
そ

の
番

号
を

マ
ー

ク
し

な
さ

い
。

解
答
番
号
は

39

①
　

大
冶

　
　

②
　

足
尾

　
　

③
　

佐
渡

　
　

④
　

撫
順

問
10

　
下

線
部

ⓖ
に

関
連

し
て

、
三

井
財

閥
の

最
高

経
営

指
導

者
と

し
て

活
躍

し
た

団
琢

磨
が

殺
害

さ
れ

た
事

件
と

し
て

正
し

い
も

の
を

、
次

の
①

〜
④

の
中

か
ら

1
つ

選
び

、
そ

の
番

号
を

マ
ー

ク
し

な
さ

い
。

解
答
番
号
は

40

①
　

血
盟

団
事

件
　

　
　

②
　

五
・

一
五

事
件

③
　

人
民

戦
線

事
件

　
　

④
　

滝
川

事
件

　
　
こ
れ
で
歴
史
総
合
、
日
本
史
探
究
の
問
題
は
終
わ
り
で
す
　
　

8
0

4
9

_
1

3
_

N
IH

B
0

2
_

M
.in

dd
   

4
1

2
0

2
5

/1
2

/1
0

   
5

:4
8

40

Ｂ
　

明
治

時
代

の
鉄

道
建

設
は

、
官

営
と

民
営

に
よ

っ
て

な
さ

れ
て

い
た

。
し

か
し

、
日

露
戦

争
後

の
19

06
年

に
、

第
1

次
ウ

内
閣

は
、

軍
事

上
な

ど
の

観
点

か
ら

鉄
道

を
統

一
的

に
管

理
す

る
た

め
に

鉄
道

国
有

法
を

公
布

し
て

、
民

営
鉄

道
17

社
を

買
収

し
て

国
有

化
し

た
。

海
運

で
は

、
三

菱
の

独
占

に
対

抗
し

て
半

官
半

民
の

共
同

運
輸

会
社

が
設

立
さ

れ
、

両
者

は
激

し
く

競
争

し
た

。
そ

の
後

、
両

者
は

合
併

し
て

日
本

郵
船

会
社

が
設

立
さ

れ
、

日
清

戦

争
の

開
戦

前
年

に
ボ

ン
ベ

イ
航

路
が

開
設

さ
れ

、
18

96
年

に
は

造
船

奨
励

法
・

航
海

奨
励

法
が

出
さ

れ
、

政
府

の
保

護
政

策
の

も
と

ヨ
ー

ロ
ッ

パ
・

ア
メ

リ
カ

・
オ

ー
ス

ト
ラ

リ
ア

へ

の
航

路
が

開
か

れ
た

。

軍
備

拡
張

の
た

め
に

も
重

工
業

の
発

展
を

急
ぎ

た
か

っ
た

政
府

は
、

エ
官

営
の

八
幡

製
鉄

所
を

設
立

し
た

。
そ

の
生

産
が

軌
道

に
乗

り
始

め
る

と
、

オ
な

ど
民

間

の
製

鋼
会

社
も

設
立

さ
れ

た
。

18
90

年
代

以
降

、
政

商
が

金
融

や
運

輸
、

鉱
工

業
な

ど
の

分
野

で
多

角
的

な
経

営
を

進

め
、

財
閥

と
よ

ば
れ

る
よ

う
に

な
っ

た
。

財
閥

は
、

株
式

所
有

を
通

じ
て

さ
ま

ざ
ま

な
分

野

の
企

業
を

支
配

す
る

コ
ン

ツ
ェ

ル
ン

形
態

を
と

る
よ

う
に

な
っ

た
。

問
6

　
空

所
ウ

オ
に

入
る

語
句

の
組

み
合

わ
せ

と
し

て
正

し
い

も
の

を
、

次
の

①
〜

④
の

中
か

ら
1

つ
選

び
、

そ
の

番
号

を
マ

ー
ク

し
な

さ
い

。

解
答
番
号
は

36

①
　
ウ
　

桂
太

郎
　

　
　
オ
　

日
本

製
鋼

所

②
　
ウ
　

桂
太

郎
　

　
　
オ
　

池
貝

鉄
工

所

③
　
ウ
　

西
園

寺
公

望
　
オ
　

日
本

製
鋼

所

④
　
ウ
　

西
園

寺
公

望
　
オ
　

池
貝

鉄
工

所

問
7

　
下

線
部

ⓔ
に

関
連

し
て

、
ボ

ン
ベ

イ
航

路
は

、
当

時
日

本
に

輸
入

さ
れ

て
い

た
も

の
の

輸
送

路
と

し
て

開
か

れ
た

経
緯

が
あ

る
が

、
こ

の
輸

入
品

と
し

て
正

し
い

も
の

を
、

次
の

①
〜

④
の

中
か

ら
1

つ
選

び
、

そ
の

番
号

を
マ

ー
ク

し
な

さ
い

。 解
答
番
号
は

37

①
　

羊
毛

　
　

②
　

生
糸

　
　

③
　

綿
花

　
　

④
　

綿
糸

ⓔ

ⓕ

ⓖ
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問
2

　
空

所
ア

に
入

る
国

名
と

し
て

も
っ

と
も

適
切

な
も

の
を

次
の

①
〜

⑤
の

中
か

ら
1

つ
選

び
、

そ
の

番
号

を
マ

ー
ク

し
な

さ
い

。

解
答
番
号
は

2

①
　

イ
ギ

リ
ス

②
　

フ
ラ

ン
ス

③
　

イ
タ

リ
ア

④
　

ア
メ

リ
カ

⑤
　

プ
ロ

イ
セ

ン

問
3

　
下

線
部

ⓑ
に

関
し

て
、

大
日

本
帝

国
憲

法
と

日
本

国
憲

法
に

関
す

る
記

述
と

し
て

も
っ

と
も

適
切

な
も

の
を

次
の

①
〜

④
の

中
か

ら
1

つ
選

び
、

そ
の

番
号

を
マ

ー
ク

し
な

さ
い

。

解
答
番
号
は

3

①
　

大
日

本
帝

国
憲

法
に

は
、

内
閣

に
関

す
る

規
定

は
な

く
、

国
務

各
大

臣
は

天
皇

を
輔

弼
す

る
も

の
と

さ
れ

た
。

②
　

大
日

本
帝

国
憲

法
で

は
、

前
文

に
世

界
の

諸
国

民
の

平
和

に
つ

い
て

の
理

念
を

掲
げ

て
い

た
。

③
　

日
本

国
憲

法
は

、
マ

ッ
カ

ー
サ

ー
草

案
を

採
用

し
た

松
本

案
が

、
帝

国
議

会
で

審

議
・

修
正

を
経

て
可

決
さ

れ
た

。

④
　

日
本

国
憲

法
は

、
国

会
が

自
衛

隊
に

つ
い

て
の

最
高

指
揮

監
督

権
を

も
つ

と
定

め
て

い
る

。

問
4

　
下

線
部

ⓒ
に

関
し

て
、

日
本

国
憲

法
に

規
定

さ
れ

て
い

る
天

皇
の

国
事

行
為

と
し

て
適

切
で
な
い
も
の

を
次

の
①

〜
④

の
中

か
ら

1
つ

選
び

、
そ

の
番

号
を

マ
ー

ク
し

な
さ

い
。

解
答
番
号
は

4

①
　

憲
法

改
正

、
法

律
、

政
令

及
び

条
約

を
公

布
す

る
こ

と
。

②
　

大
赦

、
特

赦
、

減
刑

、
刑

の
執

行
の

免
除

及
び

復
権

を
認

証
す

る
こ

と
。

③
　

国
会

議
員

の
総

選
挙

の
施

行
を

公
示

す
る

こ
と

。

④
　

法
律

の
定

め
る

基
準

に
従

い
、

官
吏

に
関

す
る

事
務

を
掌

理
す

る
こ

と
。
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第
1

問
　

次
の

文
を

読
ん

で
、

後
の

問
に

答
え

な
さ

い
。

日
本

に
お

け
る

憲
法

の
歴

史
を

概
観

す
る

と
、

18
89

年
に

大
日

本
帝

国
憲

法（
明

治
憲

法
）

が
発

布
さ

れ
た

が
、

こ
れ

は
ア

の
憲

法
を

モ
デ

ル
と

し
た

も
の

で
あ

っ
た

。
第

二
次

世
界

大
戦

後
、

大
日

本
帝

国
憲

法
と

は
異

な
っ

た
原

則
に

基
づ

く
日

本
国

憲
法

が
19

46
年

に

公
布

さ
れ

た
。

日
本

国
憲

法
で

は
、

天
皇

の
国

事
行

為
や

、
憲

法
の

最
高

法
規

と
し

て
の

性
格

な
ど

が
規

定
さ

れ
て

い
る

。

日
本

国
憲

法
は

、
戦

争
へ

の
強

い
反

省
を

踏
ま

え
、

第
9

条
を

中
心

に
徹

底
し

た
平

和
主

義

を
定

め
て

い
る

。
し

か
し

、
戦

後
の

国
際

情
勢

の
大

き
な

変
化

を
背

景
に

、
日

本
の

防
衛

政
策

に
も

変
遷

が
見

ら
れ

る
。

自
衛

隊
の

Ｐ
Ｋ

Ｏ
派

遣
な

ど
は

そ
の

一
例

で
あ

り
、

Ｐ
Ｋ

Ｏ
協

力
法

に
基

づ
き

、
自

衛
隊

が
初

め
て

派
遣

さ
れ

た
の

は
イ

で
あ

っ
た

。

さ
ら

に
、

20
13

年
に

安
倍

内
閣

は
安

全
保

障
政

策
の

司
令

塔
と

し
て

内
閣

に
国

家
安

全
保

障
会

議
を

設
置

し
、

国
家

安
全

保
障

戦
略

を
策

定
し

た
。

そ
の

後
、

岸
田

内
閣

は
20

22
年

に

防
衛

力
の

強
化

を
目

指
し

て
国

家
安

全
保

障
戦

略
を

改
定

し
て

反
撃

能
力

を
明

記
し

、
20

27

年
度

に
は

防
衛

費
を

対
Ｇ

Ｄ
Ｐ

比
ウ

％
と

す
る

と
表

明
し

た
。

問
1

　
下

線
部

ⓐ
に

関
し

て
、

大
日

本
帝

国
憲

法（
明

治
憲

法
）の

特
徴

と
し

て
適
切
で
な
い
も

の
を

次
の

①
〜

⑤
の

中
か

ら
1

つ
選

び
、

そ
の

番
号

を
マ

ー
ク

し
な

さ
い

。

解
答
番
号
は

1

①
　

国
民

に
よ

り
制

定
さ

れ
た

民
定

憲
法

で
あ

る
。

②
　

国
民

の
権

利
は

臣
民

の
権

利
で

あ
り

、
法

律
に

よ
っ

て
制

限
で

き
る

。

③
　

天
皇

は
統

治
権

を
総そ

う

攬ら
ん

す
る

。

④
　

天
皇

は
陸

海
軍

を
統

帥
す

る
。

⑤
　

裁
判

は
天

皇
の

名
に

お
い

て
行

わ
れ

る
。

ⓐ

ⓑ

ⓒ
ⓓ

ⓔ

ⓕ

ⓖ

政
治
・
経
済
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策

A
日
程

B
日
程

解
　
答

一般前期／B日程 政治・経済
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問
8

　
空

所
エ

に
入

る
文

と
し

て
正

し
い

も
の

を
、

次
の

①
〜

④
の

中
か

ら
1

つ
選

び
、

そ
の

番
号

を
マ

ー
ク

し
な

さ
い

。

解
答
番
号
は

38

①
　

国
立

銀
行

の
不

換
紙

幣
発

行
を

認
め

て

②
　

日
清

戦
争

の
賠

償
金

の
一

部
を

あ
て

て

③
　

日
露

戦
争

後
の

条
約

締
結

に
よ

っ
て

④
　

第
一

次
世

界
大

戦
時

の
好

景
気

を
利

用
し

て

問
9

　
下

線
部

ⓕ
に

関
連

し
て

、
八

幡
製

鉄
所

で
使

用
し

た
鉄

鉱
石

の
主

要
な

産
出

地
と

し
て

正
し

い
も

の
を

、
次

の
①

〜
④

の
中

か
ら

1
つ

選
び

、
そ

の
番

号
を

マ
ー

ク
し

な
さ

い
。

解
答
番
号
は

39

①
　

大
冶

　
　

②
　

足
尾

　
　

③
　

佐
渡

　
　

④
　

撫
順

問
10

　
下

線
部

ⓖ
に

関
連

し
て

、
三

井
財

閥
の

最
高

経
営

指
導

者
と

し
て

活
躍

し
た

団
琢

磨
が

殺
害

さ
れ

た
事

件
と

し
て

正
し

い
も

の
を

、
次

の
①

〜
④

の
中

か
ら

1
つ

選
び

、
そ

の
番

号
を

マ
ー

ク
し

な
さ

い
。

解
答
番
号
は

40

①
　

血
盟

団
事

件
　

　
　

②
　

五
・

一
五

事
件

③
　

人
民

戦
線

事
件

　
　

④
　

滝
川

事
件

　
　
こ
れ
で
歴
史
総
合
、
日
本
史
探
究
の
問
題
は
終
わ
り
で
す
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Ｂ
　

明
治

時
代

の
鉄

道
建

設
は

、
官

営
と

民
営

に
よ

っ
て

な
さ

れ
て

い
た

。
し

か
し

、
日

露
戦

争
後

の
19

06
年

に
、

第
1

次
ウ

内
閣

は
、

軍
事

上
な

ど
の

観
点

か
ら

鉄
道

を
統

一
的

に
管

理
す

る
た

め
に

鉄
道

国
有

法
を

公
布

し
て

、
民

営
鉄

道
17

社
を

買
収

し
て

国
有

化
し

た
。

海
運

で
は

、
三

菱
の

独
占

に
対

抗
し

て
半

官
半

民
の

共
同

運
輸

会
社

が
設

立
さ

れ
、

両
者

は
激

し
く

競
争

し
た

。
そ

の
後

、
両

者
は

合
併

し
て

日
本

郵
船

会
社

が
設

立
さ

れ
、

日
清

戦

争
の

開
戦

前
年

に
ボ

ン
ベ

イ
航

路
が

開
設

さ
れ

、
18

96
年

に
は

造
船

奨
励

法
・

航
海

奨
励

法
が

出
さ

れ
、

政
府

の
保

護
政

策
の

も
と

ヨ
ー

ロ
ッ

パ
・

ア
メ

リ
カ

・
オ

ー
ス

ト
ラ

リ
ア

へ

の
航

路
が

開
か

れ
た

。

軍
備

拡
張

の
た

め
に

も
重

工
業

の
発

展
を

急
ぎ

た
か

っ
た

政
府

は
、

エ
官

営
の

八
幡

製
鉄

所
を

設
立

し
た

。
そ

の
生

産
が

軌
道

に
乗

り
始

め
る

と
、

オ
な

ど
民

間

の
製

鋼
会

社
も

設
立

さ
れ

た
。

18
90

年
代

以
降

、
政

商
が

金
融

や
運

輸
、

鉱
工

業
な

ど
の

分
野

で
多

角
的

な
経

営
を

進

め
、

財
閥

と
よ

ば
れ

る
よ

う
に

な
っ

た
。

財
閥

は
、

株
式

所
有

を
通

じ
て

さ
ま

ざ
ま

な
分

野

の
企

業
を

支
配

す
る

コ
ン

ツ
ェ

ル
ン

形
態

を
と

る
よ

う
に

な
っ

た
。

問
6

　
空

所
ウ

オ
に

入
る

語
句

の
組

み
合

わ
せ

と
し

て
正

し
い

も
の

を
、

次
の

①
〜

④
の

中
か

ら
1

つ
選

び
、

そ
の

番
号

を
マ

ー
ク

し
な

さ
い

。

解
答
番
号
は

36

①
　
ウ
　

桂
太

郎
　

　
　
オ
　

日
本

製
鋼

所

②
　
ウ
　

桂
太

郎
　

　
　
オ
　

池
貝

鉄
工

所

③
　
ウ
　

西
園

寺
公

望
　
オ
　

日
本

製
鋼

所

④
　
ウ
　

西
園

寺
公

望
　
オ
　

池
貝

鉄
工

所

問
7

　
下

線
部

ⓔ
に

関
連

し
て

、
ボ

ン
ベ

イ
航

路
は

、
当

時
日

本
に

輸
入

さ
れ

て
い

た
も

の
の

輸
送

路
と

し
て

開
か

れ
た

経
緯

が
あ

る
が

、
こ

の
輸

入
品

と
し

て
正

し
い

も
の

を
、

次
の

①
〜

④
の

中
か

ら
1

つ
選

び
、

そ
の

番
号

を
マ

ー
ク

し
な

さ
い

。 解
答
番
号
は

37

①
　

羊
毛

　
　

②
　

生
糸

　
　

③
　

綿
花

　
　

④
　

綿
糸

ⓔ

ⓕ

ⓖ
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問
7

　
下

線
部

ⓕ
に

関
し

て
、

20
00

年
以

降
の

日
本

の
防

衛
政

策
に

関
す

る
記

述
と

し
て

も
っ

と
も

適
切

な
も

の
を

次
の

①
〜

④
の

中
か

ら
1

つ
選

び
、

そ
の

番
号

を
マ

ー
ク

し
な

さ
い

。

解
答
番
号
は

7

①
　

存
立

危
機

事
態

に
お

い
て

集
団

的
自

衛
権

を
限

定
的

に
行

使
す

る
こ

と
が

で
き

る
と

し
た

安
全

保
障

関
連

法
が

制
定

さ
れ

た
。

②
　

警
察

予
備

隊
、

保
安

隊
を

経
て

、
日

本
を

防
衛

す
る

こ
と

を
主

た
る

任
務

と
す

る
自

衛
隊

が
新

た
に

発
足

し
た

。

③
　

核
兵

器
を「

も
た

ず
、

つ
く

ら
ず

、
も

ち
こ

ま
せ

ず
」と

い
う

非
核

三
原

則
が

初
め

て

政
府

に
よ

っ
て

宣
言

さ
れ

た
。

④
　

国
際

紛
争

の
当

事
国

な
ど

に
は

武
器

輸
出

を
認

め
な

い
と

す
る

武
器

輸
出

三
原

則
が

表
明

さ
れ

た
。

問
8

　
下

線
部

ⓖ
に

関
し

て
、

Ｐ
Ｋ

Ｏ
協

力
法

に
定

め
ら

れ
た

Ｐ
Ｋ

Ｏ
参

加
五

原
則

の
内

容
と

し
て
適
切
で
な
い
も
の

を
次

の
①

〜
⑤

の
中

か
ら

1
つ

選
び

、
そ

の
番

号
を

マ
ー

ク
し

な

さ
い

。

解
答
番
号
は

8

①
　

紛
争

当
事

者
間

の
停

戦
合

意
が

あ
る

。

②
　

紛
争

当
事

者
に

よ
る

受
け

入
れ

の
同

意
が

あ
る

。

③
　

中
立

的
立

場
を

厳
守

す
る

。

④
　

派
遣

地
か

ら
の

撤
収

は
認

め
ら

れ
な

い
。

⑤
　

武
器

使
用

は
要

員
の

防
護

の
た

め
の

必
要

最
小

限
と

す
る

。
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問
5

　
下

線
部

ⓓ
に

関
し

て
、

日
本

国
憲

法
の

最
高

法
規

性
に

関
す

る
次

の
記

述
Ａ

〜
Ｃ

の
う

ち
、

正
し

い
も

の
の

組
合

せ
と

し
て

も
っ

と
も

適
切

な
も

の
を

下
の

①
〜

⑥
の

中
か

ら
1

つ
選

び
、

そ
の

番
号

を
マ

ー
ク

し
な

さ
い

。

解
答
番
号
は

5

Ａ
　

国
務

大
臣

、
国

会
議

員
、

裁
判

官
な

ど
の

公
務

員
だ

け
で

な
く

、
国

民
も

憲
法

を
尊

重
し

擁
護

す
る

義
務

を
負

う
こ

と
が

日
本

国
憲

法
に

明
記

さ
れ

て
い

る
。

Ｂ
　

日
本

国
憲

法
で

は
条

約
の

効
力

は
憲

法
に

優
位

す
る

と
定

め
ら

れ
て

い
る

た
め

、
条

約
に

違
反

す
る

憲
法

の
規

定
は

無
効

と
な

る
。

Ｃ
　

憲
法

は
国

の
最

高
法

規
で

あ
る

た
め

、
憲

法
の

規
定

に
反

す
る

法
律

、
命

令
、

国
務

に
関

す
る

行
為

な
ど

は
効

力
を

も
た

な
い

。

①
　

Ａ

②
　

Ｂ

③
　

Ｃ

④
　

Ａ
と

Ｂ

⑤
　

Ａ
と

Ｃ

⑥
　

Ｂ
と

Ｃ

問
6

　
下

線
部

ⓔ
に

関
し

て
、

日
本

国
憲

法
第

9
条

を
め

ぐ
る

裁
判

に
関

す
る

記
述

と
し

て
適

切
で
な
い
も
の

を
次

の
①

〜
④

の
中

か
ら

1
つ

選
び

、
そ

の
番

号
を

マ
ー

ク
し

な
さ

い
。

解
答
番
号
は

6

①
　

恵
庭

事
件

の
第

一
審

は
、

自
衛

隊
に

つ
い

て
の

憲
法

判
断

を
回

避
し

た
。

②
　

長
沼

ナ
イ

キ
基

地
訴

訟
の

最
高

裁
判

決
で

は
、

自
衛

隊
を

合
憲

と
判

断
し

た
。

③
　

砂
川

事
件

の
第

一
審

判
決

で
は

、
在

日
米

軍
は

戦
力

に
あ

た
り

、
米

軍
駐

留
は

違
憲

と
判

断
し

た
。

④
　

百
里

基
地

訴
訟

で
最

高
裁

は
、

自
衛

隊
に

つ
い

て
の

憲
法

判
断

を
回

避
し

た
。
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第
2

問
　

次
の

文
を

読
ん

で
、

後
の

問
に

答
え

な
さ

い
。

法
律

を
制

定
す

る
こ

と
を

立
法

と
い

い
、

国
会

は
国

の
唯

一
の

立
法

機
関

で
あ

る
。

日
本

の

国
会

は
、

衆
議

院
と

参
議

院
の

二
院

か
ら

な
り

、
両

議
院

の
議

員
の

任
期

や
選

出
方

法
に

違
い

が
あ

る
。

国
会

の
種

類
に

は
、

常
会（

通
常

国
会

）、
臨

時
会（

臨
時

国
会

）、
特

別
会（

特
別

国

会
）な

ど
が

あ
り

、
常

会
は

毎
年

ア
に

召
集

さ
れ

、
会

期
は

イ
で

あ
る

。

国
会

の
課

題
と

し
て

は
、

審
議

が
不

十
分

な
場

合
が

あ
る

こ
と

、
諸

外
国

に
比

べ
て

会
期

が

短
い

こ
と

、
与

野
党

間
の

か
け

ひ
き

が
多

い
こ

と
な

ど
が

指
摘

さ
れ

て
い

る
。

こ
の

う
ち

審
議

の
活

性
化

の
た

め
に

導
入

さ
れ

た
党

首
討

論
は

、
首

相
と

野
党

の
党

首
が

国
政

の
課

題
に

つ
い

て
直

接
討

論
を

行
う

も
の

で
あ

り
、

ウ
の

制
度

を
モ

デ
ル

と
し

て
19

99
年

か
ら

行

わ
れ

て
い

る
。

一
方

、
首

相
の

選
出

方
法

を
め

ぐ
る

議
論

も
あ

り
、

首
相

公
選

制
を

導
入

す
べ

き
と

す
る

意
見

も
見

ら
れ

る
。

国
会

と
内

閣
の

関
係

に
目

を
向

け
る

と
、

日
本

で
は

議
院

内
閣

制
が

採
用

さ
れ

て
い

る
。

世

界
で

は
議

院
内

閣
制

を
と

る
国

も
多

い
。

法
律

に
基

づ
い

て
政

策
を

実
施

す
る

こ
と

を
行

政
と

い
う

。
行

政
権

は
内

閣
に

属
し

、
内

閣

総
理

大
臣

が
行

政
各

部
を

指
揮

監
督

す
る

権
限

を
も

っ
て

い
る

。
行

政
事

務
は

行
政

機
構

に

よ
っ

て
行

わ
れ

る
。

一
方

、
行

政
の

肥
大

化
に

よ
る

さ
ま

ざ
ま

な
弊

害
も

指
摘

さ
れ

、
こ

れ
ま

で
に

何
度

も
行

政
改

革
が

行
わ

れ
て

き
た

。
日

本
の

行
政

の
課

題
と

さ
れ

る
透

明
性

や
効

率
性

の
向

上
を

目
指

す
た

め
の

施
策

も
行

わ
れ

て
い

る
。

ⓐ

ⓑ

ⓒ

ⓓ

ⓔ

ⓕ

ⓖ
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問
9

　
空

所
イ

に
入

る
国

名
と

し
て

も
っ

と
も

適
切

な
も

の
を

次
の

①
〜

⑤
の

中
か

ら
1

つ
選

び
、

そ
の

番
号

を
マ

ー
ク

し
な

さ
い

。

解
答
番
号
は

9

①
　

イ
ラ

ク

②
　

カ
ン

ボ
ジ

ア

③
　

東
テ

ィ
モ

ー
ル

④
　

南
ス

ー
ダ

ン

⑤
　

ウ
ク

ラ
イ

ナ

問
10

　
空

所
ウ

に
入

る
数

値
と

し
て

も
っ

と
も

適
切

な
も

の
を

次
の

①
〜

⑤
の

中
か

ら
1

つ
選

び
、

そ
の

番
号

を
マ

ー
ク

し
な

さ
い

。

解
答
番
号
は

10

①
　

2

②
　

5

③
　

10

④
　

15

⑤
　

20
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問
7

　
下

線
部

ⓕ
に

関
し

て
、

20
00

年
以

降
の

日
本

の
防

衛
政

策
に

関
す

る
記

述
と

し
て

も
っ

と
も

適
切

な
も

の
を

次
の

①
〜

④
の

中
か

ら
1

つ
選

び
、

そ
の

番
号

を
マ

ー
ク

し
な

さ
い

。

解
答
番
号
は

7

①
　

存
立

危
機

事
態

に
お

い
て

集
団

的
自

衛
権

を
限

定
的

に
行

使
す

る
こ

と
が

で
き

る
と

し
た

安
全

保
障

関
連

法
が

制
定

さ
れ

た
。

②
　

警
察

予
備

隊
、

保
安

隊
を

経
て

、
日

本
を

防
衛

す
る

こ
と

を
主

た
る

任
務

と
す

る
自

衛
隊

が
新

た
に

発
足

し
た

。

③
　

核
兵

器
を「

も
た

ず
、

つ
く

ら
ず

、
も

ち
こ

ま
せ

ず
」と

い
う

非
核

三
原

則
が

初
め

て

政
府

に
よ

っ
て

宣
言

さ
れ

た
。

④
　

国
際

紛
争

の
当

事
国

な
ど

に
は

武
器

輸
出

を
認

め
な

い
と

す
る

武
器

輸
出

三
原

則
が

表
明

さ
れ

た
。

問
8

　
下

線
部

ⓖ
に

関
し

て
、

Ｐ
Ｋ

Ｏ
協

力
法

に
定

め
ら

れ
た

Ｐ
Ｋ

Ｏ
参

加
五

原
則

の
内

容
と

し
て
適
切
で
な
い
も
の

を
次

の
①

〜
⑤

の
中

か
ら

1
つ

選
び

、
そ

の
番

号
を

マ
ー

ク
し

な

さ
い

。

解
答
番
号
は

8

①
　

紛
争

当
事

者
間

の
停

戦
合

意
が

あ
る

。

②
　

紛
争

当
事

者
に

よ
る

受
け

入
れ

の
同

意
が

あ
る

。

③
　

中
立

的
立

場
を

厳
守

す
る

。

④
　

派
遣

地
か

ら
の

撤
収

は
認

め
ら

れ
な

い
。

⑤
　

武
器

使
用

は
要

員
の

防
護

の
た

め
の

必
要

最
小

限
と

す
る

。
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問
5

　
下

線
部

ⓓ
に

関
し

て
、

日
本

国
憲

法
の

最
高

法
規

性
に

関
す

る
次

の
記

述
Ａ

〜
Ｃ

の
う

ち
、

正
し

い
も

の
の

組
合

せ
と

し
て

も
っ

と
も

適
切

な
も

の
を

下
の

①
〜

⑥
の

中
か

ら
1

つ
選

び
、

そ
の

番
号

を
マ

ー
ク

し
な

さ
い

。

解
答
番
号
は

5

Ａ
　

国
務

大
臣

、
国

会
議

員
、

裁
判

官
な

ど
の

公
務

員
だ

け
で

な
く

、
国

民
も

憲
法

を
尊

重
し

擁
護

す
る

義
務

を
負

う
こ

と
が

日
本

国
憲

法
に

明
記

さ
れ

て
い

る
。

Ｂ
　

日
本

国
憲

法
で

は
条

約
の

効
力

は
憲

法
に

優
位

す
る

と
定

め
ら

れ
て

い
る

た
め

、
条

約
に

違
反

す
る

憲
法

の
規

定
は

無
効

と
な

る
。

Ｃ
　

憲
法

は
国

の
最

高
法

規
で

あ
る

た
め

、
憲

法
の

規
定

に
反

す
る

法
律

、
命

令
、

国
務

に
関

す
る

行
為

な
ど

は
効

力
を

も
た

な
い

。

①
　

Ａ

②
　

Ｂ

③
　

Ｃ

④
　

Ａ
と

Ｂ

⑤
　

Ａ
と

Ｃ

⑥
　

Ｂ
と

Ｃ

問
6

　
下

線
部

ⓔ
に

関
し

て
、

日
本

国
憲

法
第

9
条

を
め

ぐ
る

裁
判

に
関

す
る

記
述

と
し

て
適

切
で
な
い
も
の

を
次

の
①

〜
④

の
中

か
ら

1
つ

選
び

、
そ

の
番

号
を

マ
ー

ク
し

な
さ

い
。

解
答
番
号
は

6

①
　

恵
庭

事
件

の
第

一
審

は
、

自
衛

隊
に

つ
い

て
の

憲
法

判
断

を
回

避
し

た
。

②
　

長
沼

ナ
イ

キ
基

地
訴

訟
の

最
高

裁
判

決
で

は
、

自
衛

隊
を

合
憲

と
判

断
し

た
。

③
　

砂
川

事
件

の
第

一
審

判
決

で
は

、
在

日
米

軍
は

戦
力

に
あ

た
り

、
米

軍
駐

留
は

違
憲

と
判

断
し

た
。

④
　

百
里

基
地

訴
訟

で
最

高
裁

は
、

自
衛

隊
に

つ
い

て
の

憲
法

判
断

を
回

避
し

た
。
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問
3

　
下

線
部

ⓒ
に

関
し

て
、

常
会（

通
常

国
会

）で
必

ず
審

議
さ

れ
る

議
題

と
し

て
も

っ
と

も

適
切

な
も

の
を

次
の

①
〜

⑤
の

中
か

ら
1

つ
選

び
、

そ
の

番
号

を
マ

ー
ク

し
な

さ
い

。

解
答
番
号
は

13

①
　

証
人

喚
問

②
　

内
閣

改
造

③
　

補
正

予
算

④
　

次
年

度
予

算

⑤
　

条
約

締
結

の
承

認

問
4

　
空

所
ア

に
入

る
語

句
と

し
て

も
っ

と
も

適
切

な
も

の
を

次
の

①
〜

⑤
の

中
か

ら
1

つ
選

び
、

そ
の

番
号

を
マ

ー
ク

し
な

さ
い

。

解
答
番
号
は

14

①
　

1
月

②
　

3
月

③
　

6
月

④
　

9
月

⑤
　

12
月

問
5

　
空

所
イ

に
入

る
語

句
と

し
て

も
っ

と
も

適
切

な
も

の
を

次
の

①
〜

⑤
の

中
か

ら
1

つ
選

び
、

そ
の

番
号

を
マ

ー
ク

し
な

さ
い

。

解
答
番
号
は

15

①
　

50
日

間

②
　

10
0
日

間

③
　

15
0
日

間

④
　

20
0
日

間

⑤
　

25
0
日

間

8
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問
1

　
下

線
部

ⓐ
に

関
し

て
、

法
律

の
制

定
に

関
す

る
記

述
と

し
て

も
っ

と
も

適
切

な
も

の
を

次
の

①
〜

④
の

中
か

ら
1

つ
選

び
、

そ
の

番
号

を
マ

ー
ク

し
な

さ
い

。

解
答
番
号
は

11

①
　

新
た

な
法

律
案

を
作

成
し

よ
う

と
す

る
場

合
、

学
識

経
験

者
に

そ
の

作
成

を
依

頼
す

る
こ

と
を

委
任

立
法

と
い

う
。

②
　

日
本

の
法

律
の

制
定

に
関

し
て

は
、

議
員

提
出

法
案

よ
り

も
内

閣
提

出
法

案
の

方
が

成
立

率
が

高
く

な
っ

て
い

る
。

③
　

法
律

案
の

実
質

的
な

審
議

は
国

会
の

委
員

会
で

行
わ

れ
、

委
員

の
過

半
数

は
国

会
議

員
で

構
成

さ
れ

る
。

④
　

衆
議

院
で

可
決

し
た

法
律

案
を

参
議

院
が

否
決

し
た

場
合

、
衆

議
院

が
総

議
員

の
3

分
の

2
以

上
で

再
可

決
す

れ
ば

法
律

と
な

る
。

問
2

　
下

線
部

ⓑ
に

関
し

て
、

衆
議

院
と

参
議

院
に

関
す

る
記

述
と

し
て

も
っ

と
も

適
切

な
も

の
を

次
の

①
〜

④
の

中
か

ら
1

つ
選

び
、

そ
の

番
号

を
マ

ー
ク

し
な

さ
い

。

解
答
番
号
は

12

①
　

衆
議

院
と

参
議

院
の

両
院

は
対

等
で

あ
る

た
め

、
法

律
案

や
予

算
は

ど
ち

ら
の

院
に

先
に

提
出

し
て

も
構

わ
な

い
。

②
　

衆
議

院
議

員
の

任
期

は
4

年
で

あ
る

が
、

解
散

に
よ

っ
て

任
期

が
終

了
す

る
こ

と
が

あ
る

。

③
　

参
議

院
議

員
の

任
期

は
6

年
で

あ
る

が
、

3
年

ご
と

に
国

民
審

査
に

付
さ

れ
る

。

④
　

衆
議

院
と

参
議

院
は

、
い

ず
れ

も
内

閣
に

対
す

る
不

信
任

決
議

権
を

有
す

る
。
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問
8

　
下

線
部

ⓔ
に

関
し

て
、

日
本

に
お

け
る

議
院

内
閣

制
に

関
す

る
次

の
記

述
ア

と
イ

の
正

誤
の

組
合

せ
と

し
て

正
し

い
も

の
を

下
の

①
〜

④
の

中
か

ら
1

つ
選

び
、

そ
の

番
号

を

マ
ー

ク
し

な
さ

い
。

解
答
番
号
は

18

ア
　

内
閣

は
行

政
権

の
行

使
に

つ
い

て
、

国
会

に
対

し
て

連
帯

し
て

責
任

を
負

う
。

イ
　

内
閣

を
組

織
す

る
国

務
大

臣
は

す
べ

て
国

会
議

員
で

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

。

①
　

ア
　

正
　

　
　

イ
　

正

②
　

ア
　

正
　

　
　

イ
　

誤

③
　

ア
　

誤
　

　
　

イ
　

正

④
　

ア
　

誤
　

　
　

イ
　

誤

問
9

　
下

線
部

ⓕ
に

関
連

し
て

、
行

政
委

員
会

は
、

国
に

置
か

れ
る

も
の

と
地

方
公

共
団

体
に

置
か

れ
る

も
の

が
あ

る
。

次
の

行
政

委
員

会
Ａ

〜
Ｃ

の
う

ち
、

国
に

置
か

れ
る

も
の

の
組

合
せ

と
し

て
も

っ
と

も
適

切
な

も
の

を
下

の
①

〜
⑥

の
中

か
ら

1
つ

選
び

、
そ

の
番

号
を

マ
ー

ク
し

な
さ

い
。

解
答
番
号
は

19

Ａ
　

選
挙

管
理

委
員

会

Ｂ
　

人
事

院

Ｃ
　

国
家

公
安

委
員

会

①
　

Ａ

②
　

Ｂ

③
　

Ｃ

④
　

Ａ
と

Ｂ

⑤
　

Ａ
と

Ｃ

⑥
　

Ｂ
と

Ｃ

8
0

4
9

_
1

5
_

SE
K

B
_

M
.in

dd
   

5
1

2
0

2
5

/1
2

/1
0

   
6

:2
0

50

問
6

　
空

所
ウ

に
入

る
国

名
と

し
て

も
っ

と
も

適
切

な
も

の
を

次
の

①
〜

⑤
の

中
か

ら
1

つ
選

び
、

そ
の

番
号

を
マ

ー
ク

し
な

さ
い

。

解
答
番
号
は

16

①
　

イ
ギ

リ
ス

②
　

ド
イ

ツ

③
　

ア
メ

リ
カ

④
　

イ
タ

リ
ア

⑤
　

フ
ラ

ン
ス

問
7

　
下

線
部

ⓓ
に

関
し

て
、

内
閣

総
理

大
臣

の
選

出
に

関
す

る
記

述
と

し
て
適
切
で
な
い
も

の
を

次
の

①
〜

④
の

中
か

ら
1

つ
選

び
、

そ
の

番
号

を
マ

ー
ク

し
な

さ
い

。

解
答
番
号
は

17

①
　

内
閣

総
理

大
臣

は
国

会
議

員
の

中
か

ら
国

会
が

指
名

す
る

。

②
　

内
閣

総
理

大
臣

の
指

名
議

決
が

行
わ

れ
る

の
は

、
必

ず
特

別
会

に
お

い
て

で
あ

る
。

③
　

衆
議

院
と

参
議

院
が

異
な

っ
た

指
名

の
議

決
を

し
た

と
き

は
、

必
ず

両
院

協
議

会
が

開
か

れ
る

。

④
　

衆
議

院
が

指
名

の
議

決
を

し
た

後
、

国
会

休
会

中
の

期
間

を
除

い
て

10
日

以
内

に

参
議

院
が

指
名

の
議

決
を

し
な

い
と

き
は

、
衆

議
院

の
議

決
が

国
会

の
議

決
と

な
る

。
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問
3

　
下

線
部

ⓒ
に

関
し

て
、

常
会（

通
常

国
会

）で
必

ず
審

議
さ

れ
る

議
題

と
し

て
も

っ
と

も

適
切

な
も

の
を

次
の

①
〜

⑤
の

中
か

ら
1

つ
選

び
、

そ
の

番
号

を
マ

ー
ク

し
な

さ
い

。

解
答
番
号
は

13

①
　

証
人

喚
問

②
　

内
閣

改
造

③
　

補
正

予
算

④
　

次
年

度
予

算

⑤
　

条
約

締
結

の
承

認

問
4

　
空

所
ア

に
入

る
語

句
と

し
て

も
っ

と
も

適
切

な
も

の
を

次
の

①
〜

⑤
の

中
か

ら
1

つ
選

び
、

そ
の

番
号

を
マ

ー
ク

し
な

さ
い

。

解
答
番
号
は

14

①
　

1
月

②
　

3
月

③
　

6
月

④
　

9
月

⑤
　

12
月

問
5

　
空

所
イ

に
入

る
語

句
と

し
て

も
っ

と
も

適
切

な
も

の
を

次
の

①
〜

⑤
の

中
か

ら
1

つ
選

び
、

そ
の

番
号

を
マ

ー
ク

し
な

さ
い

。

解
答
番
号
は

15

①
　

50
日

間

②
　

10
0
日

間

③
　

15
0
日

間

④
　

20
0
日

間

⑤
　

25
0
日

間

8
0

4
9

_
1

5
_

SE
K

B
_

M
.in

dd
   

4
9

2
0

2
5

/1
2

/1
0

   
6

:2
0

48

問
1

　
下

線
部

ⓐ
に

関
し

て
、

法
律

の
制

定
に

関
す

る
記

述
と

し
て

も
っ

と
も

適
切

な
も

の
を

次
の

①
〜

④
の

中
か

ら
1

つ
選

び
、

そ
の

番
号

を
マ

ー
ク

し
な

さ
い

。

解
答
番
号
は

11

①
　

新
た

な
法

律
案

を
作

成
し

よ
う

と
す

る
場

合
、

学
識

経
験

者
に

そ
の

作
成

を
依

頼
す

る
こ

と
を

委
任

立
法

と
い

う
。

②
　

日
本

の
法

律
の

制
定

に
関

し
て

は
、

議
員

提
出

法
案

よ
り

も
内

閣
提

出
法

案
の

方
が

成
立

率
が

高
く

な
っ

て
い

る
。

③
　

法
律

案
の

実
質

的
な

審
議

は
国

会
の

委
員

会
で

行
わ

れ
、

委
員

の
過

半
数

は
国

会
議

員
で

構
成

さ
れ

る
。

④
　

衆
議

院
で

可
決

し
た

法
律

案
を

参
議

院
が

否
決

し
た

場
合

、
衆

議
院

が
総

議
員

の
3

分
の

2
以

上
で

再
可

決
す

れ
ば

法
律

と
な

る
。

問
2

　
下

線
部

ⓑ
に

関
し

て
、

衆
議

院
と

参
議

院
に

関
す

る
記

述
と

し
て

も
っ

と
も

適
切

な
も

の
を

次
の

①
〜

④
の

中
か

ら
1

つ
選

び
、

そ
の

番
号

を
マ

ー
ク

し
な

さ
い

。

解
答
番
号
は

12

①
　

衆
議

院
と

参
議

院
の

両
院

は
対

等
で

あ
る

た
め

、
法

律
案

や
予

算
は

ど
ち

ら
の

院
に

先
に

提
出

し
て

も
構

わ
な

い
。

②
　

衆
議

院
議

員
の

任
期

は
4

年
で

あ
る

が
、

解
散

に
よ

っ
て

任
期

が
終

了
す

る
こ

と
が

あ
る

。

③
　

参
議

院
議

員
の

任
期

は
6

年
で

あ
る

が
、

3
年

ご
と

に
国

民
審

査
に

付
さ

れ
る

。

④
　

衆
議

院
と

参
議

院
は

、
い

ず
れ

も
内

閣
に

対
す

る
不

信
任

決
議

権
を

有
す

る
。
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第
3

問
　

次
の

文
を

読
ん

で
、

後
の

問
に

答
え

な
さ

い
。

一
国

の
国

民
経

済
の

規
模

は
、

ス
ト

ッ
ク

と
フ

ロ
ー

の
二

つ
の

面
か

ら
捉

え
ら

れ
、

さ
ま

ざ

ま
な

指
標

が
用

い
ら

れ
て

い
る

。
一

年
間

に
新

た
に

生
み

出
さ

れ
た

付
加

価
値

の
総

計
は

、
国

民
経

済
の

量
的

な
大

き
さ

を
示

す
Ｇ

Ｄ
Ｐ

な
ど

の
指

標
で

示
さ

れ
る

。
ま

た
、

国
民

所
得（

Ｎ

Ｉ
）は

、
生

産
・

分
配

・
支

出
の

面
か

ら
捉

え
ら

れ
、

そ
れ

ぞ
れ

生
産

国
民

所
得

、
分

配
国

民

所
得

、
支

出
国

民
所

得
と

よ
ば

れ
る

。
こ

れ
ら

は
、

同
じ

も
の

を
異

な
る

局
面

か
ら

見
た

も
の

で
あ

り
、

そ
れ

ぞ
れ

の
大

き
さ

は
等

し
く

な
る

。
こ

れ
を

ア
と

い
う

。
ま

た
、

Ｇ
Ｄ

Ｐ
の

増
加

率
を

経
済

成
長

率
と

い
い

、
例

え
ば

、
前

年
度

の
Ｇ

Ｄ
Ｐ

が
50

0
兆

円
、

本
年

度
の

Ｇ
Ｄ

Ｐ
が

55
0
兆

円
と

す
る

と
、

経
済

成
長

率
は

イ
％

と
な

る
。

一
方

で
、

Ｇ
Ｄ

Ｐ

だ
け

で
は

国
民

の
経

済
的

な
豊

か
さ

を
測

る
こ

と
に

限
界

が
あ

る
こ

と
か

ら
、

豊
か

さ
を

総
合

的
に

数
値

化
し

て
表

そ
う

と
い

う
試

み
も

見
ら

れ
る

。

国
民

所
得

は
、

一
般

的
に

国
全

体
の

総
需

要
と

総
供

給
と

の
関

係
に

よ
り

変
化

し
、

そ
の

結

果
、

景
気

や
物

価
の

変
動

が
起

こ
る

と
さ

れ
る

。
ま

た
、

周
期

的
な

景
気

変
動

を
景

気
循

環
と

よ
ぶ

。
景

気
や

物
価

の
変

動
は

、
国

民
生

活
へ

の
影

響
が

大
き

い
こ

と
か

ら
、

安
定

化
の

た
め

に
さ

ま
ざ

ま
な

政
策

が
模

索
さ

れ
て

い
る

。
フ

リ
ー

ド
マ

ン
ら

の
マ

ネ
タ

リ
ス

ト
は

、

ウ
を

適
切

に
調

整
す

る
こ

と
に

よ
り

、
物

価
と

雇
用

の
安

定
が

達
成

さ
れ

る
と

主
張

し
た

。

ⓐ

ⓑ

ⓒ
ⓓ

ⓔ

ⓕ
ⓖ
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問
10

　
下

線
部

ⓖ
に

関
し

て
、

行
政

の
透

明
性

や
効

率
性

の
向

上
の

た
め

に
実

施
さ

れ
た

行
政

改
革

と
し

て
適
切
で
な
い
も
の

を
次

の
①

〜
④

の
中

か
ら

1
つ

選
び

、
そ

の
番

号
を

マ
ー

ク
し

な
さ

い
。

解
答
番
号
は

20

①
　

各
省

庁
の

行
政

活
動

か
ら

一
定

の
事

務
や

事
業

を
分

離
さ

せ
て

、
独

立
行

政
法

人
が

設
置

さ
れ

た
。

②
　

第
三

者
機

関
が

行
政

の
活

動
を

監
視

す
る

オ
ン

ブ
ズ

マ
ン

制
度

が
国

政
レ

ベ
ル

で
法

制
化

さ
れ

た
。

③
　

行
政

機
関

が
担

う
許

認
可

や
行

政
指

導
の

透
明

性
を

高
め

る
目

的
で

、
行

政
手

続
法

が
制

定
さ

れ
た

。

④
　

国
家

公
務

員
が

接
待

や
贈

与
を

受
け

た
場

合
の

報
告

義
務

な
ど

を
定

め
た

国
家

公
務

員
倫

理
法

が
制

定
さ

れ
た

。
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問
2

　
下

線
部

ⓑ
に

関
し

て
、

農
家

は
収

穫
し

た
み

か
ん

を
ジ

ャ
ム

加
工

会
社

に
売

り
、

ジ
ャ

ム
加

工
会

社
は

加
工

し
た

ジ
ャ

ム
を

販
売

店
に

売
り

、
販

売
店

は
消

費
者

に
最

終
的

に

ジ
ャ

ム
を

売
っ

た
と

す
る

。
こ

の
と

き
、

次
の

表
の

数
値

以
外

の
条

件
は

考
慮

せ
ず

、
農

家
、

ジ
ャ

ム
加

工
会

社
、

販
売

店
に

お
い

て
生

み
出

さ
れ

た
付

加
価

値
の

合
計

と
し

て

も
っ

と
も

適
切

な
も

の
を

下
の

①
〜

⑤
の

中
か

ら
1

つ
選

び
、

そ
の

番
号

を
マ

ー
ク

し
な

さ
い

。

解
答
番
号
は

22

生
産

額（
収

入
）

中
間

生
産

物
の

価
額

（
支

出
）

従
業

員
の

賃
金

利
潤

農
家

み
か

ん
売

上
げ

�
10

0
肥

料
代

�
10

60
30

ジ
ャ

ム
加

工
会

社
ジ

ャ
ム

売
上

げ
�

20
0

み
か

ん
仕

入
代

�
10

0
50

40
容

器
代

�
�1

0

販
売

店
ジ

ャ
ム

売
上

げ
�

40
0

ジ
ャ

ム
仕

入
代

�
20

0
50

50
運

送
料

�
10

0

①
　

12
0

②
　

16
0

③
　

28
0

④
　

54
0

⑤
　

58
0

問
3

　
下

線
部

ⓒ
に

関
し

て
、

Ｇ
Ｄ

Ｐ
に

関
す

る
記

述
と

し
て

も
っ

と
も

適
切

な
も

の
を

次
の

①
〜

④
の

中
か

ら
1

つ
選

び
、

そ
の

番
号

を
マ

ー
ク

し
な

さ
い

。 解
答
番
号
は

23

①
　

日
本

企
業

の
海

外
支

店
で

の
売

上
げ

は
日

本
の

Ｇ
Ｄ

Ｐ
に

含
ま

れ
る

。

②
　

日
本

に
あ

る
外

国
企

業
子

会
社

の
売

上
げ

は
日

本
の

Ｇ
Ｄ

Ｐ
に

含
ま

れ
る

。

③
　

中
古

品
の

売
買

は
Ｇ

Ｄ
Ｐ

に
含

ま
れ

る
。

④
　

無
償

の
家

事
労

働
や

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

活
動

は
Ｇ

Ｄ
Ｐ

に
含

ま
れ

る
。

8
0

4
9

_
1

5
_

SE
K

B
_

M
.in

dd
   

5
5

2
0

2
5

/1
2

/1
0

   
6

:2
0

54

問
1

　
下

線
部

ⓐ
に

関
し

て
、

日
本

経
済

の
ス

ト
ッ

ク
ま

た
は

フ
ロ

ー
を

表
す

指
標

に
関

す
る

次
の

記
述

Ａ
と

Ｂ
の

正
誤

の
組

合
せ

と
し

て
も

っ
と

も
適

切
な

も
の

を
下

の
①

〜
④

の
中

か
ら

1
つ

選
び

、
そ

の
番

号
を

マ
ー

ク
し

な
さ

い
。

解
答
番
号
は

21

Ａ
　

日
本

で
の

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト
を

利
用

し
た

消
費

者
向

け
電

子
商

取
引

額
は

、
フ

ロ
ー

で
あ

る
。

Ｂ
　

日
本

の
家

計
部

門
が

保
有

す
る

金
融

資
産

は
、

ス
ト

ッ
ク

で
あ

る
。

①
　

Ａ
　

正
　

　
　

Ｂ
　

正

②
　

Ａ
　

正
　

　
　

Ｂ
　

誤

③
　

Ａ
　

誤
　

　
　

Ｂ
　

正

④
　

Ａ
　

誤
　

　
　

Ｂ
　

誤
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第
3

問
　

次
の

文
を

読
ん

で
、

後
の

問
に

答
え

な
さ

い
。

一
国

の
国

民
経

済
の

規
模

は
、

ス
ト

ッ
ク

と
フ

ロ
ー

の
二

つ
の

面
か

ら
捉

え
ら

れ
、

さ
ま

ざ

ま
な

指
標

が
用

い
ら

れ
て

い
る

。
一

年
間

に
新

た
に

生
み

出
さ

れ
た

付
加

価
値

の
総

計
は

、
国

民
経

済
の

量
的

な
大

き
さ

を
示

す
Ｇ

Ｄ
Ｐ

な
ど

の
指

標
で

示
さ

れ
る

。
ま

た
、

国
民

所
得（

Ｎ

Ｉ
）は

、
生

産
・

分
配

・
支

出
の

面
か

ら
捉

え
ら

れ
、

そ
れ

ぞ
れ

生
産

国
民

所
得

、
分

配
国

民

所
得

、
支

出
国

民
所

得
と

よ
ば

れ
る

。
こ

れ
ら

は
、

同
じ

も
の

を
異

な
る

局
面

か
ら

見
た

も
の

で
あ

り
、

そ
れ

ぞ
れ

の
大

き
さ

は
等

し
く

な
る

。
こ

れ
を

ア
と

い
う

。
ま

た
、

Ｇ
Ｄ

Ｐ
の

増
加

率
を

経
済

成
長

率
と

い
い

、
例

え
ば

、
前

年
度

の
Ｇ

Ｄ
Ｐ

が
50

0
兆

円
、

本
年

度
の

Ｇ
Ｄ

Ｐ
が

55
0
兆

円
と

す
る

と
、

経
済

成
長

率
は

イ
％

と
な

る
。

一
方

で
、

Ｇ
Ｄ

Ｐ

だ
け

で
は

国
民

の
経

済
的

な
豊

か
さ

を
測

る
こ

と
に

限
界

が
あ

る
こ

と
か

ら
、

豊
か

さ
を

総
合

的
に

数
値

化
し

て
表

そ
う

と
い

う
試

み
も

見
ら

れ
る

。

国
民

所
得

は
、

一
般

的
に

国
全

体
の

総
需

要
と

総
供

給
と

の
関

係
に

よ
り

変
化

し
、

そ
の

結

果
、

景
気

や
物

価
の

変
動

が
起

こ
る

と
さ

れ
る

。
ま

た
、

周
期

的
な

景
気

変
動

を
景

気
循

環
と

よ
ぶ

。
景

気
や

物
価

の
変

動
は

、
国

民
生

活
へ

の
影

響
が

大
き

い
こ

と
か

ら
、

安
定

化
の

た
め

に
さ

ま
ざ

ま
な

政
策

が
模

索
さ

れ
て

い
る

。
フ

リ
ー

ド
マ

ン
ら

の
マ

ネ
タ

リ
ス

ト
は

、

ウ
を

適
切

に
調

整
す

る
こ

と
に

よ
り

、
物

価
と

雇
用

の
安

定
が

達
成

さ
れ

る
と

主
張

し
た

。

ⓐ

ⓑ

ⓒ
ⓓ

ⓔ

ⓕ
ⓖ
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問
10

　
下

線
部

ⓖ
に

関
し

て
、

行
政

の
透

明
性

や
効

率
性

の
向

上
の

た
め

に
実

施
さ

れ
た

行
政

改
革

と
し

て
適
切
で
な
い
も
の

を
次

の
①

〜
④

の
中

か
ら

1
つ

選
び

、
そ

の
番

号
を

マ
ー

ク
し

な
さ

い
。

解
答
番
号
は

20

①
　

各
省

庁
の

行
政

活
動

か
ら

一
定

の
事

務
や

事
業

を
分

離
さ

せ
て

、
独

立
行

政
法

人
が

設
置

さ
れ

た
。

②
　

第
三

者
機

関
が

行
政

の
活

動
を

監
視

す
る

オ
ン

ブ
ズ

マ
ン

制
度

が
国

政
レ

ベ
ル

で
法

制
化

さ
れ

た
。

③
　

行
政

機
関

が
担

う
許

認
可

や
行

政
指

導
の

透
明

性
を

高
め

る
目

的
で

、
行

政
手

続
法

が
制

定
さ

れ
た

。

④
　

国
家

公
務

員
が

接
待

や
贈

与
を

受
け

た
場

合
の

報
告

義
務

な
ど

を
定

め
た

国
家

公
務

員
倫

理
法

が
制

定
さ

れ
た

。
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57

問
5

　
空

所
ア

に
入

る
語

句
と

し
て

も
っ

と
も

適
切

な
も

の
を

次
の

①
〜

⑤
の

中
か

ら
1

つ
選

び
、

そ
の

番
号

を
マ

ー
ク

し
な

さ
い

。

解
答
番
号
は

25

①
　

国
富

総
額

②
　

Ｇ
Ｎ

Ｅ

③
　

見
え

ざ
る

手

④
　

三
面

等
価

の
原

則

⑤
　

Ｇ
Ｄ

Ｐ
デ

フ
レ

ー
タ

ー

問
6

　
空

所
イ

に
入

る
数

値
と

し
て

も
っ

と
も

適
切

な
も

の
を

次
の

①
〜

⑤
の

中
か

ら
1

つ
選

び
、

そ
の

番
号

を
マ

ー
ク

し
な

さ
い

。

解
答
番
号
は

26

①
　

20

②
　

10

③
　

0

④
　

－
10

⑤
　

－
20

問
7

　
下

線
部

ⓔ
に

関
し

て
、

Ｇ
Ｄ

Ｐ
か

ら
固

定
資

本
減

耗
を

差
し

引
き

、
さ

ら
に

環
境

破
壊

に
よ

る
生

活
の

質
の

低
下

、
破

壊
の

代
償

と
し

て
か

か
る

費
用

な
ど

を
差

し
引

い
た

指
標

と
し

て
も

っ
と

も
適

切
な

も
の

を
次

の
①

〜
⑤

の
中

か
ら

1
つ

選
び

、
そ

の
番

号
を

マ
ー

ク
し

な
さ

い
。

解
答
番
号
は

27

①
　

人
間

開
発

指
数（

Ｈ
Ｄ

Ｉ
）

②
　

国
民

総
幸

福
量（

Ｇ
Ｎ

Ｈ
）

③
　

グ
リ

ー
ン

Ｇ
Ｄ

Ｐ

④
　

キ
ャ

ピ
タ

ル
ゲ

イ
ン

⑤
　

ジ
ニ

係
数
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問
4

　
下

線
部

ⓓ
に

関
し

て
、

次
の

表
は

日
本

の
20

22
年

の
国

民
所

得（
Ｎ

Ｉ
）を

生
産

・
分

配
・

支
出

の
そ

れ
ぞ

れ
の

面
か

ら
見

た
と

き
の

内
訳

を
表

し
た

も
の

で
あ

る
。

表
中

の
空

所
Ａ

〜
Ｆ

の
う

ち
、

Ａ
・

Ｃ
・

Ｅ
に

入

る
語

句
の

組
合

せ
と

し
て

も
っ

と
も

適
切

な
も

の
を

下
の

①
〜

⑥
の

中
か

ら
1

つ
選

び
、

そ
の

番
号

を
マ

ー
ク

し
な

さ
い

。

解
答
番
号
は

24

生
産

国
民

所
得

分
配

国
民

所
得

支
出

国
民

所
得

Ａ
70

％
Ｃ

73
％

Ｅ
73

％

Ｂ
21

％
Ｄ

19
％

Ｆ
25

％

第
1

次
産

業
1

％
財

産
所

得
7

％
経

常
海

外
余

剰
2

％

海
外

か
ら

の
純

所
得

8
％

�
（

四
捨

五
入

の
た

め
合

計
が

10
0％

に
な

ら
な

い
場

合
が

あ
る

。）

�
（

内
閣

府
　

国
民

経
済

計
算

に
よ

り
作

成
）

①
　

Ａ
　

第
2

次
産

業
　

　
Ｃ

　
企

業
所

得
　

　
　

Ｅ
　

投
資

②
　

Ａ
　

第
2

次
産

業
　

　
Ｃ

　
雇

用
者

報
酬

　
　

Ｅ
　

消
費

③
　

Ａ
　

第
2

次
産

業
　

　
Ｃ

　
企

業
所

得
　

　
　

Ｅ
　

消
費

④
　

Ａ
　

第
3

次
産

業
　

　
Ｃ

　
雇

用
者

報
酬

　
　

Ｅ
　

消
費

⑤
　

Ａ
　

第
3

次
産

業
　

　
Ｃ

　
企

業
所

得
　

　
　

Ｅ
　

投
資

⑥
　

Ａ
　

第
3

次
産

業
　

　
Ｃ

　
雇

用
者

報
酬

　
　

Ｅ
　

投
資

8
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59

問
10

　
空

所
ウ

に
入

る
語

句
と

し
て

も
っ

と
も

適
切

な
も

の
を

次
の

①
〜

⑤
の

中
か

ら
1

つ
選

び
、

そ
の

番
号

を
マ

ー
ク

し
な

さ
い

。

解
答
番
号
は

30

①
　

貨
幣

供
給

量

②
　

有
効

需
要

③
　

ケ
イ

パ
ビ

リ
テ

ィ

④
　

剰
余

価
値

⑤
　

フ
ァ

ン
ダ

メ
ン

タ
ル

ズ

8
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問
8

　
下

線
部

ⓕ
に

関
し

て
、

物
価

の
変

動
を

め
ぐ

る
記

述
と

し
て

も
っ

と
も

適
切

な
も

の
を

次
の

①
〜

④
の

中
か

ら
1

つ
選

び
、

そ
の

番
号

を
マ

ー
ク

し
な

さ
い

。

解
答
番
号
は

28

①
　

短
期

間
に

急
激

に
物

価
水

準
が

上
昇

す
る

現
象

は
、

デ
フ

レ
ス

パ
イ

ラ
ル

と
よ

ば
れ

る
。

②
　

生
産

コ
ス

ト
の

上
昇

分
が

製
品

価
格

に
転

嫁
さ

れ
た

た
め

に
生

じ
る

物
価

水
準

の
上

昇
は

、
コ

ス
ト

・
プ

ッ
シ

ュ
・

イ
ン

フ
レ

ー
シ

ョ
ン

と
よ

ば
れ

る
。

③
　

総
供

給
が

総
需

要
を

上
回

る
こ

と
に

よ
っ

て
起

こ
る

物
価

水
準

の
上

昇
は

、
デ

ィ
マ

ン
ド

・
プ

ル
・

イ
ン

フ
レ

ー
シ

ョ
ン

と
よ

ば
れ

る
。

④
　

景
気

停
滞

と
物

価
水

準
の

持
続

的
な

下
落

が
同

時
に

起
こ

る
現

象
は

、
ス

タ
グ

フ

レ
ー

シ
ョ

ン
と

よ
ば

れ
る

。

問
9

　
下

線
部

ⓖ
に

関
し

て
、

代
表

的
な

景
気

循
環

の
記

述
と

し
て

も
っ

と
も

適
切

な
も

の
を

次
の

①
〜

④
の

中
か

ら
1

つ
選

び
、

そ
の

番
号

を
マ

ー
ク

し
な

さ
い

。

解
答
番
号
は

29

①
　

在
庫

投
資

の
変

動
に

よ
っ

て
生

じ
る

と
さ

れ
る

約
40

か
月

周
期

の
循

環
を

ジ
ュ

グ

ラ
ー

の
波

と
い

う
。

②
　

設
備

投
資

の
変

動
に

よ
っ

て
生

じ
る

と
さ

れ
る

約
10

年
周

期
の

循
環

を
ク

ズ
ネ

ッ

ツ
の

波
と

い
う

。

③
　

建
設

需
要

の
変

動
に

よ
っ

て
生

じ
る

と
さ

れ
る

約
20

年
周

期
の

循
環

を
キ

チ
ン

の

波
と

い
う

。

④
　

技
術

革
新

に
よ

っ
て

生
じ

る
と

さ
れ

る
約

50
年

周
期

の
循

環
を

コ
ン

ド
ラ

チ
ェ

フ

の
波

と
い

う
。
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57

問
5

　
空

所
ア

に
入

る
語

句
と

し
て

も
っ

と
も

適
切

な
も

の
を

次
の

①
〜

⑤
の

中
か

ら
1

つ
選

び
、

そ
の

番
号

を
マ

ー
ク

し
な

さ
い

。

解
答
番
号
は

25

①
　

国
富

総
額

②
　

Ｇ
Ｎ

Ｅ

③
　

見
え

ざ
る

手

④
　

三
面

等
価

の
原

則

⑤
　

Ｇ
Ｄ

Ｐ
デ

フ
レ

ー
タ

ー

問
6

　
空

所
イ

に
入

る
数

値
と

し
て

も
っ

と
も

適
切

な
も

の
を

次
の

①
〜

⑤
の

中
か

ら
1

つ
選

び
、

そ
の

番
号

を
マ

ー
ク

し
な

さ
い

。

解
答
番
号
は

26

①
　

20

②
　

10

③
　

0

④
　

－
10

⑤
　

－
20

問
7

　
下

線
部

ⓔ
に

関
し

て
、

Ｇ
Ｄ

Ｐ
か

ら
固

定
資

本
減

耗
を

差
し

引
き

、
さ

ら
に

環
境

破
壊

に
よ

る
生

活
の

質
の

低
下

、
破

壊
の

代
償

と
し

て
か

か
る

費
用

な
ど

を
差

し
引

い
た

指
標

と
し

て
も

っ
と

も
適

切
な

も
の

を
次

の
①

〜
⑤

の
中

か
ら

1
つ

選
び

、
そ

の
番

号
を

マ
ー

ク
し

な
さ

い
。

解
答
番
号
は

27

①
　

人
間

開
発

指
数（

Ｈ
Ｄ

Ｉ
）

②
　

国
民

総
幸

福
量（

Ｇ
Ｎ

Ｈ
）

③
　

グ
リ

ー
ン

Ｇ
Ｄ

Ｐ

④
　

キ
ャ

ピ
タ

ル
ゲ

イ
ン

⑤
　

ジ
ニ

係
数
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問
4

　
下

線
部

ⓓ
に

関
し

て
、

次
の

表
は

日
本

の
20

22
年

の
国

民
所

得（
Ｎ

Ｉ
）を

生
産

・
分

配
・

支
出

の
そ

れ
ぞ

れ
の

面
か

ら
見

た
と

き
の

内
訳

を
表

し
た

も
の

で
あ

る
。

表
中

の
空

所
Ａ

〜
Ｆ

の
う

ち
、

Ａ
・

Ｃ
・

Ｅ
に

入

る
語

句
の

組
合

せ
と

し
て

も
っ

と
も

適
切

な
も

の
を

下
の

①
〜

⑥
の

中
か

ら
1

つ
選

び
、

そ
の

番
号

を
マ

ー
ク

し
な

さ
い

。

解
答
番
号
は

24

生
産

国
民

所
得

分
配

国
民

所
得

支
出

国
民

所
得

Ａ
70

％
Ｃ

73
％

Ｅ
73

％

Ｂ
21

％
Ｄ

19
％

Ｆ
25

％

第
1

次
産

業
1

％
財

産
所

得
7

％
経

常
海

外
余

剰
2

％

海
外

か
ら

の
純

所
得

8
％

�
（

四
捨

五
入

の
た

め
合

計
が

10
0％

に
な

ら
な

い
場

合
が

あ
る

。）

�
（

内
閣

府
　

国
民

経
済

計
算

に
よ

り
作

成
）

①
　

Ａ
　

第
2

次
産

業
　

　
Ｃ

　
企

業
所

得
　

　
　

Ｅ
　

投
資

②
　

Ａ
　

第
2

次
産

業
　

　
Ｃ

　
雇

用
者

報
酬

　
　

Ｅ
　

消
費

③
　

Ａ
　

第
2

次
産

業
　

　
Ｃ

　
企

業
所

得
　

　
　

Ｅ
　

消
費

④
　

Ａ
　

第
3

次
産

業
　

　
Ｃ

　
雇

用
者

報
酬

　
　

Ｅ
　

消
費

⑤
　

Ａ
　

第
3

次
産

業
　

　
Ｃ

　
企

業
所

得
　

　
　

Ｅ
　

投
資

⑥
　

Ａ
　

第
3

次
産

業
　

　
Ｃ

　
雇

用
者

報
酬

　
　

Ｅ
　

投
資
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問
2

　
空

所
ア

に
入

る
人

物
名

と
し

て
も

っ
と

も
適

切
な

も
の

を
次

の
①

〜
⑤

の
中

か
ら

1
つ

選
び

、
そ

の
番

号
を

マ
ー

ク
し

な
さ

い
。

解
答
番
号
は

32

①
　

ド
ラ

ッ
カ

ー

②
　

マ
ル

ク
ス

③
　

ケ
イ

ン
ズ

④
　

リ
カ

ー
ド

⑤
　

シ
ュ

ン
ペ

ー
タ

ー

問
3

　
下

線
部

ⓑ
に

関
し

て
、

中
小

企
業

に
関

す
る

記
述

と
し

て
も

っ
と

も
適

切
な

も
の

を
次

の
①

〜
④

の
中

か
ら

1
つ

選
び

、
そ

の
番

号
を

マ
ー

ク
し

な
さ

い
。 解
答
番
号
は

33

①
　

中
小

企
業

は
、

大
企

業
と

比
べ

て
資

本
装

備
率

が
低

く
生

産
コ

ス
ト

を
低

く
抑

え
る

こ
と

が
で

き
る

た
め

、
従

業
員

の
賃

金
は

大
企

業
よ

り
も

高
い

傾
向

に
あ

る
。

②
　

日
本

の
企

業
を

大
企

業
と

中
小

企
業

に
分

け
る

と
、

企
業

数
で

は
99

％
以

上
、

売

上
高

で
80

％
以

上
を

中
小

企
業

が
占

め
て

い
る

。

③
　

中
小

企
業

を
取

り
巻

く
環

境
悪

化
を

受
け

、
中

小
企

業
基

本
法

は
中

小
企

業
の

自
助

努
力

を
支

援
す

る
こ

と
か

ら
中

小
企

業
の

保
護

へ
と

、
基

本
姿

勢
を

変
化

さ
せ

て
い

る
。

④
　

大
規

模
小

売
店

舗
法

に
代

わ
っ

て
大

規
模

小
売

店
舗

立
地

法
が

制
定

さ
れ

、
大

型
店

舗
の

出
店

が
増

加
し

た
こ

と
に

よ
り

、
中

小
小

売
店

が
集

ま
る

地
方

都
市

の
商

店
街

の

衰
退

が
加

速
し

た
。
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第
4

問
　

次
の

会
話

文
を

読
ん

で
、

後
の

問
に

答
え

な
さ

い
。

Ｘ
：

今
日

の
授

業
で

は
、

産
業

構
造

の
高

度
化

に
つ

い
て

学
ん

だ
ね

。
ア

が
、

経
済

成
長

の
原

動
力

は
イ

ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

で
あ

る
と

主
張

し
、

企
業

家
が

イ
ノ

ベ
ー

シ
ョ

ン
を

通
じ

て
旧

構
造

を
破

壊
し

て
い

く
過

程
を

経
て

、
経

済
が

発
展

す
る

こ
と

を
説

い
た

と
い

う
の

も
印

象
に

残
っ

た
な

。

Ｙ
：

私
は

中
小

企
業

を
め

ぐ
る

課
題

が
印

象
に

残
っ

た
な

。
中

小
企

業
基

本
法

の
定

義
で

は
、

製
造

業
は

資
本

金
3

億
円

以
下

、
従

業
員

イ
以

下
で

あ
れ

ば
中

小
企

業
と

い
う

の
は

知
っ

て
い

た
け

ど
、

そ
の

条
件

の
い

ず
れ

か
を

満
た

せ
ば

中
小

企
業

だ
と

い
う

こ
と

は
今

日
初

め
て

わ
か

っ
た

よ
。

将
来

は
、

ベ
ン

チ
ャ

ー
企

業
を

起
業

し
た

い
と

思
っ

て
い

る
か

ら
今

日
の

授
業

は
す

ご
く

勉
強

に
な

っ
た

よ
。

Ｘ
：

農
業

や
食

の
安

全
、

食
料

自
給

率
な

ど
に

つ
い

て
も

学
習

し
た

ね
。

日
本

の
現

在
の

食
料

自
給

率
は

、
カ

ロ
リ

ー
ベ

ー
ス

で
約

ウ
％

で
あ

り
、

先
進

国
の

中
で

は
低

水
準

で
あ

る
こ

と
が

強
調

さ
れ

て
い

た
ね

。
農

業
政

策
に

関
す

る
さ

ま
ざ

ま
な

法
律

も
扱

わ
れ

た
け

ど
、

こ
れ

ま
で

新
農

業
基

本
法

の
内

容
の

理
解

が
あ

や
ふ

や
だ

っ
た

の
で

、
今

日
の

学
習

で
整

理
で

き
て

よ
か

っ
た

。

Ｙ
：

環
境

問
題

に
つ

い
て

の
説

明
も

わ
か

り
や

す
か

っ
た

ね
。

他
人

事
で

は
な

く
、

環
境

を

守
っ

て
い

く
こ

と
の

重
要

性
が

理
解

で
き

た
し

、
こ

れ
か

ら
の

自
分

の
行

動
を

見
直

そ
う

と
思

っ
た

よ
。

問
1

　
下

線
部

ⓐ
に

関
し

て
、

経
済

発
展

に
伴

い
、

労
働

人
口

や
経

済
活

動
の

中
心

が
第

一
次

産
業

か
ら

第
二

次
産

業
、

第
三

次
産

業
へ

移
っ

て
い

く
こ

と
を

表
す

語
句

と
し

て
も

っ
と

も
適

切
な

も
の

を
次

の
①

〜
⑤

の
中

か
ら

1
つ

選
び

、
そ

の
番

号
を

マ
ー

ク
し

な
さ

い
。

解
答
番
号
は

31

①
　

経
済

摩
擦

②
　

資
産

効
果

③
　

ペ
テ

ィ
・

ク
ラ

ー
ク

の
法

則

④
　

傾
斜

生
産

方
式

⑤
　

ド
ッ

ジ
・

ラ
イ

ン

ⓐ

ⓑ

ⓒ

ⓓ

ⓔ

ⓕ
ⓖ
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問
6

　
下

線
部

ⓓ
に

関
し

て
、

食
品

の
生

産
・

流
通

・
販

売
な

ど
の

履
歴

を
た

ど
る

こ
と

が
で

き
る

し
く

み
を

表
す

語
句

と
し

て
も

っ
と

も
適

切
な

も
の

を
次

の
①

〜
⑤

の
中

か
ら

1
つ

選
び

、
そ

の
番

号
を

マ
ー

ク
し

な
さ

い
。

解
答
番
号
は

36

①
　

ミ
ニ

マ
ム

・
ア

ク
セ

ス

②
　

ポ
ス

ト
ハ

ー
ベ

ス
ト

③
　

サ
プ

ラ
イ

チ
ェ

ー
ン

④
　

フ
ー

ド
マ

イ
レ

ー
ジ

⑤
　

ト
レ

ー
サ

ビ
リ

テ
ィ

問
7

　
空

所
ウ

に
入

る
数

値
と

し
て

も
っ

と
も

適
切

な
も

の
を

次
の

①
〜

⑤
の

中
か

ら
1

つ
選

び
、

そ
の

番
号

を
マ

ー
ク

し
な

さ
い

。

解
答
番
号
は

37

①
　

60

②
　

40

③
　

20

④
　

10

⑤
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問
4

　
空

所
イ

に
入

る
語

句
と

し
て

も
っ

と
も

適
切

な
も

の
を

次
の

①
〜

⑤
の

中
か

ら
1

つ
選

び
、

そ
の

番
号

を
マ

ー
ク

し
な

さ
い

。

解
答
番
号
は

34

①
　

50
人

②
　

10
0
人

③
　

20
0
人

④
　

30
0
人

⑤
　

50
0
人

問
5

　
下

線
部

ⓒ
に

関
し

て
、

次
の

語
句

Ａ
〜

Ｃ
と

そ
の

内
容

ア
〜

ウ
の

組
合

せ
と

し
て

も
っ

と
も

適
切

な
も

の
を

下
の

①
〜

⑥
の

中
か

ら
1

つ
選

び
、

そ
の

番
号

を
マ

ー
ク

し
な

さ
い

。

解
答
番
号
は

35

Ａ
　

ク
ラ

ウ
ド

フ
ァ

ン
デ

ィ
ン

グ

Ｂ
　

イ
ン

キ
ュ

ベ
ー

タ
ー

Ｃ
　

ニ
ッ

チ
市

場

ア
　

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト
を

通
じ

て
不

特
定

多
数

の
人

々
か

ら
少

額
ず

つ
資

金
を

募
る

資
金

調
達

方
法

イ
　

大
企

業
が

対
象

と
し

な
い

隙
間

市
場

ウ
　

起
業

を
サ

ポ
ー

ト
す

る
組

織
や

団
体

①
　

Ａ
─

ア
　

Ｂ
─

イ
　

Ｃ
─

ウ

②
　

Ａ
─

ア
　

Ｂ
─

ウ
　

Ｃ
─

イ

③
　

Ａ
─

イ
　

Ｂ
─

ア
　

Ｃ
─

ウ

④
　

Ａ
─

イ
　

Ｂ
─

ウ
　

Ｃ
─

ア

⑤
　

Ａ
─

ウ
　

Ｂ
─

ア
　

Ｃ
─

イ

⑥
　

Ａ
─

ウ
　

Ｂ
─

イ
　

Ｃ
─

ア
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問
2

　
空

所
ア

に
入

る
人

物
名

と
し

て
も

っ
と

も
適

切
な

も
の

を
次

の
①

〜
⑤

の
中

か
ら

1
つ

選
び

、
そ

の
番

号
を

マ
ー

ク
し

な
さ

い
。

解
答
番
号
は

32

①
　

ド
ラ

ッ
カ

ー

②
　

マ
ル

ク
ス

③
　

ケ
イ

ン
ズ

④
　

リ
カ

ー
ド

⑤
　

シ
ュ

ン
ペ

ー
タ

ー

問
3

　
下

線
部

ⓑ
に

関
し

て
、

中
小

企
業

に
関

す
る

記
述

と
し

て
も

っ
と

も
適

切
な

も
の

を
次

の
①

〜
④

の
中

か
ら

1
つ

選
び

、
そ

の
番

号
を

マ
ー

ク
し

な
さ

い
。 解
答
番
号
は

33

①
　

中
小

企
業

は
、

大
企

業
と

比
べ

て
資

本
装

備
率

が
低

く
生

産
コ

ス
ト

を
低

く
抑

え
る

こ
と

が
で

き
る

た
め

、
従

業
員

の
賃

金
は

大
企

業
よ

り
も

高
い

傾
向

に
あ

る
。

②
　

日
本

の
企

業
を

大
企

業
と

中
小

企
業

に
分

け
る

と
、

企
業

数
で

は
99

％
以

上
、

売

上
高

で
80

％
以

上
を

中
小

企
業

が
占

め
て

い
る

。

③
　

中
小

企
業

を
取

り
巻

く
環

境
悪

化
を

受
け

、
中

小
企

業
基

本
法

は
中

小
企

業
の

自
助

努
力

を
支

援
す

る
こ

と
か

ら
中

小
企

業
の

保
護

へ
と

、
基

本
姿

勢
を

変
化

さ
せ

て
い

る
。

④
　

大
規

模
小

売
店

舗
法

に
代

わ
っ

て
大

規
模

小
売

店
舗

立
地

法
が

制
定

さ
れ

、
大

型
店

舗
の

出
店

が
増

加
し

た
こ

と
に

よ
り

、
中

小
小

売
店

が
集

ま
る

地
方

都
市

の
商

店
街

の

衰
退

が
加

速
し

た
。

8
0

4
9

_
1

5
_

SE
K

B
_

M
.in

dd
   

6
1

2
0

2
5

/1
2

/1
0

   
6

:2
0

60

第
4

問
　

次
の

会
話

文
を

読
ん

で
、

後
の

問
に

答
え

な
さ

い
。

Ｘ
：

今
日

の
授

業
で

は
、

産
業

構
造

の
高

度
化

に
つ

い
て

学
ん

だ
ね

。
ア

が
、

経
済

成
長

の
原

動
力

は
イ

ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

で
あ

る
と

主
張

し
、

企
業

家
が

イ
ノ

ベ
ー

シ
ョ

ン
を

通
じ

て
旧

構
造

を
破

壊
し

て
い

く
過

程
を

経
て

、
経

済
が

発
展

す
る

こ
と

を
説

い
た

と
い

う
の

も
印

象
に

残
っ

た
な

。

Ｙ
：

私
は

中
小

企
業

を
め

ぐ
る

課
題

が
印

象
に

残
っ

た
な

。
中

小
企

業
基

本
法

の
定

義
で

は
、

製
造

業
は

資
本

金
3

億
円

以
下

、
従

業
員

イ
以

下
で

あ
れ

ば
中

小
企

業
と

い
う

の
は

知
っ

て
い

た
け

ど
、

そ
の

条
件

の
い

ず
れ

か
を

満
た

せ
ば

中
小

企
業

だ
と

い
う

こ
と

は
今

日
初

め
て

わ
か

っ
た

よ
。

将
来

は
、

ベ
ン

チ
ャ

ー
企

業
を

起
業

し
た

い
と

思
っ

て
い

る
か

ら
今

日
の

授
業

は
す

ご
く

勉
強

に
な

っ
た

よ
。

Ｘ
：

農
業

や
食

の
安

全
、

食
料

自
給

率
な

ど
に

つ
い

て
も

学
習

し
た

ね
。

日
本

の
現

在
の

食
料

自
給

率
は

、
カ

ロ
リ

ー
ベ

ー
ス

で
約

ウ
％

で
あ

り
、

先
進

国
の

中
で

は
低

水
準

で
あ

る
こ

と
が

強
調

さ
れ

て
い

た
ね

。
農

業
政

策
に

関
す

る
さ

ま
ざ

ま
な

法
律

も
扱

わ
れ

た
け

ど
、

こ
れ

ま
で

新
農

業
基

本
法

の
内

容
の

理
解

が
あ

や
ふ

や
だ

っ
た

の
で

、
今

日
の

学
習

で
整

理
で

き
て

よ
か

っ
た

。

Ｙ
：

環
境

問
題

に
つ

い
て

の
説

明
も

わ
か

り
や

す
か

っ
た

ね
。

他
人

事
で

は
な

く
、

環
境

を

守
っ

て
い

く
こ

と
の

重
要

性
が

理
解

で
き

た
し

、
こ

れ
か

ら
の

自
分

の
行

動
を

見
直

そ
う

と
思

っ
た

よ
。

問
1

　
下

線
部

ⓐ
に

関
し

て
、

経
済

発
展

に
伴

い
、

労
働

人
口

や
経

済
活

動
の

中
心

が
第

一
次

産
業

か
ら

第
二

次
産

業
、

第
三

次
産

業
へ

移
っ

て
い

く
こ

と
を

表
す

語
句

と
し

て
も

っ
と

も
適

切
な

も
の

を
次

の
①

〜
⑤

の
中

か
ら

1
つ

選
び

、
そ

の
番

号
を

マ
ー

ク
し

な
さ

い
。

解
答
番
号
は

31

①
　

経
済

摩
擦

②
　

資
産

効
果

③
　

ペ
テ

ィ
・

ク
ラ

ー
ク

の
法

則

④
　

傾
斜

生
産

方
式

⑤
　

ド
ッ

ジ
・

ラ
イ

ン

ⓐ

ⓑ

ⓒ

ⓓ

ⓔ

ⓕ
ⓖ
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問
10

　
下

線
部

ⓖ
に

関
し

て
、

環
境

の
保

全
や

循
環

型
社

会
に

関
す

る
次

の
記

述
Ａ

〜
Ｃ

の
う

ち
、

正
し

い
も

の
の

組
合

せ
と

し
て

も
っ

と
も

適
切

な
も

の
を

下
の

①
〜

⑥
の

中
か

ら
1

つ
選

び
、

そ
の

番
号

を
マ

ー
ク

し
な

さ
い

。

解
答
番
号
は

40

Ａ
　

海
洋

プ
ラ

ス
チ

ッ
ク

ご
み

問
題

な
ど

を
背

景
に

、
国

内
に

お
け

る
プ

ラ
ス

チ
ッ

ク
の

資
源

循
環

を
一

層
促

進
す

る
た

め
の

法
律

が
制

定
さ

れ
て

い
る

。

Ｂ
　

循
環

型
社

会
を

築
く

取
組

み
と

し
て

の
3

Ｒ
に

、「
見

直
す

こ
と

」を
意

味
す

る
レ

ビ
ュ

ー（
re

vi
ew

）を
加

え
て

4
Ｒ

と
い

う
こ

と
も

あ
る

。

Ｃ
　

有
害

物
資

の
排

出
に

対
し

て
は

、
濃

度
規

制
だ

け
で

は
不

十
分

な
た

め
、

有
害

物
資

の
総

排
出

量
を

一
定

地
域

ご
と

に
規

制
す

る
総

量
規

制
も

行
う

必
要

が
あ

る
。

①
　

Ａ

②
　

Ｂ

③
　

Ｃ

④
　

Ａ
と

Ｂ

⑤
　

Ａ
と

Ｃ

⑥
　

Ｂ
と

Ｃ 　
　
こ
れ
で
政
治
・
経
済
の
問
題
は
終
わ
り
で
す
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問
8

　
下

線
部

ⓔ
に

関
し

て
、

20
24

年
に

改
正

さ
れ

た
新

農
業

基
本

法
に

つ
い

て
の

記
述

と

し
て

も
っ

と
も

適
切

な
も

の
を

次
の

①
〜

④
の

中
か

ら
1

つ
選

び
、

そ
の

番
号

を
マ

ー
ク

し
な

さ
い

。

解
答
番
号
は

38

①
　

米
の

生
産

過
剰

に
対

し
、

作
付

制
限

や
他

の
作

物
へ

の
転

作
に

よ
る

米
の

生
産

調
整

が
定

め
ら

れ
た

。

②
　

農
業

の
生

産
性

の
向

上
と

、
他

産
業

と
の

所
得

格
差

是
正

を
目

的
と

し
、

農
業

生
産

の
選

択
的

拡
大

や
農

業
の

近
代

化
な

ど
が

う
た

わ
れ

た
。

③
　

株
式

会
社（

農
業

生
産

法
人

）の
農

地
取

得
が

認
め

ら
れ

、
農

業
へ

の
本

格
的

な
参

入

が
始

ま
っ

た
。

④
　

国
民

一
人

一
人

の
食

料
安

全
保

障
を

基
本

理
念

の
中

心
と

し
、

安
定

的
な

食
料

の
輸

入
・

備
蓄

や
輸

出
の

促
進

な
ど

が
定

め
ら

れ
た

。

問
9

　
下

線
部

ⓕ
に

関
し

て
、

環
境

問
題

に
関

す
る

記
述

と
し

て
も

っ
と

も
適

切
な

も
の

を
次

の
①

〜
④

の
中

か
ら

1
つ

選
び

、
そ

の
番

号
を

マ
ー

ク
し

な
さ

い
。 解
答
番
号
は

39

①
　

日
本

で
は

、
高

度
経

済
成

長
期

に
公

害
が

深
刻

に
な

り
、

廃
棄

物
を

出
さ

な
い

ゼ

ロ
・

エ
ミ

ッ
シ

ョ
ン

の
実

施
を

義
務

づ
け

る
環

境
基

本
法

が
制

定
さ

れ
た

。

②
　

公
害

防
止

の
費

用
は

公
害

の
発

生
源

と
な

る
汚

染
者

が
負

担
す

べ
き

だ
と

す
る

原
則

を
Ｅ

Ｐ
Ｒ

と
よ

ぶ
。

③
　

自
然

環
境

に
大

き
な

悪
影

響
を

与
え

た
開

発
事

業
者

に
対

し
て

、
原

状
回

復
措

置
を

課
す

た
め

の
環

境
ア

セ
ス

メ
ン

ト
が

義
務

づ
け

ら
れ

て
い

る
。

④
　

環
境

負
荷

の
低

い
製

品
を

優
先

的
に

購
入

す
る

こ
と

を
国

な
ど

に
義

務
づ

け
る

グ

リ
ー

ン
購

入
法

が
制

定
さ

れ
て

い
る

。
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問
２

　
図

２
⒜

の
よ

う
に

，
軽

い
ば

ね
の

一
端

に
質

量
m

の
物

体
を

付
け

て
鉛

直
に

つ
り

下

げ
る

と
，

ば
ね

は
自

然
の

長
さ

か
ら

距
離

x
だ

け
伸

び
て

，
物

体
は

静
止

し
た

。

図
２

⒝
の

よ
う

に
，

台
の

な
め

ら
か

で
水

平
な

上
面

で
，

図
２

⒜
で

用
い

た
ば

ね
を

水

平
に

し
て

，
ば

ね
の

左
端

を
固

定
し

，
ば

ね
の

右
端

に
質

量
m

の
小

球
を

押
し

付
け

て
，

ば
ね

が
自

然
の

長
さ

か
ら

x
だ

け
縮

ん
だ

状
態

で
小

球
を

静
か

に
は

な
し

た
。

こ

の
後

，
小

球
は

ば
ね

か
ら

離
れ

，
台

の
上

面
を

運
動

し
，

台
の

右
端

か
ら

飛
び

出
し

て
水

平
な

床
面

に
衝

突
し

た
。

床
面

か
ら

の
台

の
上

面
の

高
さ

を
h

と
す

る
。

小
球

が
床

面

に
衝

突
す

る
直

前
の

速
さ

と
し

て
最

も
適

当
な

も
の

を
，

後
の

①
～

⑥
の

中
か

ら
一

つ
選

べ
。

た
だ

し
，

重
力

加
速

度
の

大
き

さ
を

g
と

す
る

。

解
答
番
号
は

2

自 然 の 長 さ
ば ね

x

m

天 井

物
体

自
然

の
長

さ

小
球

x 台

m

h

床
面

⒜
⒝

図
　

２

①
　

x
h

g
2+

 
②

　
x

h
g

2
2
+

 
③

　
x

h
g

2
2

+

④
　

x
h

g
+

^
h

 
⑤

　
x

h
g

2
+

^
h

 
⑥

　
x

h
g

2
+

^
h
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第
１

問
　

次
の

各
問

に
答

え
な

さ
い

。

問
１

　
図

１
の

よ
う

に
，

軽
く

て
伸

び
縮

み
し

な
い

長
さ

L
の

糸
の

一
端

を
天

井
に

固
定

し
，

糸
の

他
端

に
質

量
m

の
小

球
を

取
り

付
け

，
糸

が
張

っ
た

ま
ま

鉛
直

方
向

と
60

°

の
角

を
な

す
よ

う
に

小
球

を
持

ち
上

げ
て

静
か

に
は

な
し

た
。

小
球

が
動

き
始

め
て

か
ら

最
下

点
を

通
過

す
る

ま
で

に
，

重
力

と
糸

の
張

力
が

そ
れ

ぞ
れ

小
球

に
し

た
仕

事
の

組
合

せ
と

し
て

最
も

適
当

な
も

の
を

，
後

の
①

～
⑥

の
中

か
ら

一
つ

選
べ

。
た

だ
し

，
重

力
加

速
度

の
大

き
さ

を
g
と

す
る

。

解
答
番
号
は

1

最
下

点

天
井

小
球 m

糸
鉛 直 方 向

60
°

L

図
　

１

重
力

が
し

た
仕

事
糸

の
張

力
が

し
た

仕
事

①
m

gL 2
0

②
m

gL 2
m

gL 2

③
m

gL 2
m

gL
2
3

④
m

gL
2
3

0

⑤
m

gL
2
3

m
gL 2

⑥
m

gL
2
3

m
gL
2
3
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問
10

　
下

線
部

ⓖ
に

関
し

て
、

環
境

の
保

全
や

循
環

型
社

会
に

関
す

る
次

の
記

述
Ａ

〜
Ｃ

の
う

ち
、

正
し

い
も

の
の

組
合

せ
と

し
て

も
っ

と
も

適
切

な
も

の
を

下
の

①
〜

⑥
の

中
か

ら
1

つ
選

び
、

そ
の

番
号

を
マ

ー
ク

し
な

さ
い

。

解
答
番
号
は

40

Ａ
　

海
洋

プ
ラ

ス
チ

ッ
ク

ご
み

問
題

な
ど

を
背

景
に

、
国

内
に

お
け

る
プ

ラ
ス

チ
ッ

ク
の

資
源

循
環

を
一

層
促

進
す

る
た

め
の

法
律

が
制

定
さ

れ
て

い
る

。

Ｂ
　

循
環

型
社

会
を

築
く

取
組

み
と

し
て

の
3

Ｒ
に

、「
見

直
す

こ
と

」を
意

味
す

る
レ

ビ
ュ

ー（
re

vi
ew

）を
加

え
て

4
Ｒ

と
い

う
こ

と
も

あ
る

。

Ｃ
　

有
害

物
資

の
排

出
に

対
し

て
は

、
濃

度
規

制
だ

け
で

は
不

十
分

な
た

め
、

有
害

物
資

の
総

排
出

量
を

一
定

地
域

ご
と

に
規

制
す

る
総

量
規

制
も

行
う

必
要

が
あ

る
。

①
　

Ａ

②
　

Ｂ

③
　

Ｃ

④
　

Ａ
と

Ｂ

⑤
　

Ａ
と

Ｃ

⑥
　

Ｂ
と

Ｃ 　
　
こ
れ
で
政
治
・
経
済
の
問
題
は
終
わ
り
で
す
　
　

8
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_
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5
_
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問
8

　
下

線
部

ⓔ
に

関
し

て
、

20
24

年
に

改
正

さ
れ

た
新

農
業

基
本

法
に

つ
い

て
の

記
述

と

し
て

も
っ

と
も

適
切

な
も

の
を

次
の

①
〜

④
の

中
か

ら
1

つ
選

び
、

そ
の

番
号

を
マ

ー
ク

し
な

さ
い

。

解
答
番
号
は

38

①
　

米
の

生
産

過
剰

に
対

し
、

作
付

制
限

や
他

の
作

物
へ

の
転

作
に

よ
る

米
の

生
産

調
整

が
定

め
ら

れ
た

。

②
　

農
業

の
生

産
性

の
向

上
と

、
他

産
業

と
の

所
得

格
差

是
正

を
目

的
と

し
、

農
業

生
産

の
選

択
的

拡
大

や
農

業
の

近
代

化
な

ど
が

う
た

わ
れ

た
。

③
　

株
式

会
社（

農
業

生
産

法
人

）の
農

地
取

得
が

認
め

ら
れ

、
農

業
へ

の
本

格
的

な
参

入

が
始

ま
っ

た
。

④
　

国
民

一
人

一
人

の
食

料
安

全
保

障
を

基
本

理
念

の
中

心
と

し
、

安
定

的
な

食
料

の
輸

入
・

備
蓄

や
輸

出
の

促
進

な
ど

が
定

め
ら

れ
た

。

問
9

　
下

線
部

ⓕ
に

関
し

て
、

環
境

問
題

に
関

す
る

記
述

と
し

て
も

っ
と

も
適

切
な

も
の

を
次

の
①

〜
④

の
中

か
ら

1
つ

選
び

、
そ

の
番

号
を

マ
ー

ク
し

な
さ

い
。 解
答
番
号
は

39

①
　

日
本

で
は

、
高

度
経

済
成

長
期

に
公

害
が

深
刻

に
な

り
、

廃
棄

物
を

出
さ

な
い

ゼ

ロ
・

エ
ミ

ッ
シ

ョ
ン

の
実

施
を

義
務

づ
け

る
環

境
基

本
法

が
制

定
さ

れ
た

。

②
　

公
害

防
止

の
費

用
は

公
害

の
発

生
源

と
な

る
汚

染
者

が
負

担
す

べ
き

だ
と

す
る

原
則

を
Ｅ

Ｐ
Ｒ

と
よ

ぶ
。

③
　

自
然

環
境

に
大

き
な

悪
影

響
を

与
え

た
開

発
事

業
者

に
対

し
て

、
原

状
回

復
措

置
を

課
す

た
め

の
環

境
ア

セ
ス

メ
ン

ト
が

義
務

づ
け

ら
れ

て
い

る
。

④
　

環
境

負
荷

の
低

い
製

品
を

優
先

的
に

購
入

す
る

こ
と

を
国

な
ど

に
義

務
づ

け
る

グ

リ
ー

ン
購

入
法

が
制

定
さ

れ
て

い
る

。
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問
４

　
図

４
の

よ
う

に
，

ピ
ス

ト
ン

で
気

柱
の

長
さ

を
自

由
に

変
え

ら
れ

る
よ

う
に

し
た

管
の

左
側

に
音

源
を

置
い

た
。

音
源

の
振

動
数

を
一

定
に

保
っ

た
ま

ま
，

ピ
ス

ト
ン

を
管

の
左

端
か

ら
ゆ

っ
く

り
と

右
方

に
動

か
し

て
い

く
と

，
ピ

ス
ト

ン
が

あ
る

位
置

に
き

た
と

き
に

最
初

の
共

鳴
が

起
こ

り
，

こ
の

位
置

か
ら

さ
ら

に
右

方
に

ピ
ス

ト
ン

を
動

か
し

た
位

置
で

２
度

目
の

共
鳴

が
起

こ
っ

た
。

空
気

の
振

動
を

横
波

の
よ

う
に

図
示

す
る

と
，

２
度

目
の

共
鳴

が
起

こ
っ

た
と

き
の

管
内

の
空

気
の

振
動

の
様

子
と

し
て

最
も

適
当

な
も

の
を

，
後

の
①

～
⑥

の
中

か
ら

一
つ

選
べ

。
た

だ
し

，
図

中
の

実
線

と
破

線
は

，
そ

れ
ぞ

れ
変

位
の

大
き

さ
が

最
大

と
な

っ
た

と
き

の
波

形
を

表
し

て
い

る
。

解
答
番
号
は

4

音
源

管

ピ
ス

ト
ン

図
　

４

①
②

管
管

③
④

管
管

⑤
⑥

管
管
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問
３

　
図

３
の

よ
う

に
，

水
平

で
な

め
ら

か
な

床
面

上
で

，
質

量
m
A
の

小
物

体
A

と
質

量

m
B
の

小
物

体
B

が
，

互
い

に
逆

向
き

に
そ

れ
ぞ

れ
速

さ
v
A
，

v
B
で

運
動

し
て

い
た

。

こ
れ

ら
の

小
物

体
が

衝
突

し
，

合
体

し
て

一
つ

の
小

物
体

に
な

っ
た

と
す

る
と

，
衝

突
後

の
小

物
体

の
速

度
と

し
て

最
も

適
当

な
も

の
を

，
後

の
①

～
⑥

の
中

か
ら

一
つ

選
べ

。
た

だ
し

，
小

物
体

は
す

べ
て

同
一

直
線

上
で

運
動

す
る

も
の

と
し

，
衝

突
前

に
小

物
体

A

が
運

動
し

て
い

た
向

き
を

速
度

の
正

の
向

き
と

す
る

。

解
答
番
号
は

3

床
面

m
AA

v
A

v
B

B m
B

図
　

３

①
　

m
m

m
m

v
v

A
B

A
A

B
B

++
 

②
　

m
m

m
v

m
v

A
B

A
A

B
B

+-

③
　

m
m

m
v

m
v

A
B

B
B

A
A

+-
 

④
　

m
m

m
v

m
v

A
B

A
A

B
B

+ -

⑤
　

m
m

m
v

m
v

B
A

A
A

B
B

+ -
 

⑥
　

m
m

m
v

m
v

B
A

B
B

A
A

--
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問
６

　
図

５
の

よ
う

に
，

コ
イ

ル
の

上
方

で
，

下
側

を
N

極
に

し
た

棒
磁

石
を

コ
イ

ル
に

近

づ
け

た
と

き
，

コ
イ

ル
に

つ
な

い
だ

抵
抗

に
流

れ
た

電
流

の
向

き
は

，
図

５
中

の
矢

印
の

向
き

で
あ

っ
た

。
図

５
と

同
じ

コ
イ

ル
と

抵
抗

で
，

下
の

ア
～

ウ
の

操
作

を
し

た
と

き
，

抵
抗

に
図

５
と

同
じ

向
き

の
電

流
が

流
れ

る
す

べ
て

の
操

作
と

し
て

最
も

適
当

な
も

の

を
，

後
の

①
～

⑥
の

中
か

ら
一

つ
選

べ
。

解
答
番
号
は

6

NS
棒 磁 石

抵 抗
電 流

コ イ ル

上
方

下
方

図
　

５

ア
　

コ
イ

ル
の

下
方

で
，

上
側

を
N

極
に

し
た

棒
磁

石
を

コ
イ

ル
か

ら
遠

ざ
け

た
。

イ
　

コ
イ

ル
の

上
方

で
，

下
側

を
S

極
に

し
た

棒
磁

石
を

コ
イ

ル
に

近
づ

け
た

。

ウ
　

コ
イ

ル
の

下
方

で
，

上
側

を
S

極
に

し
た

棒
磁

石
を

コ
イ

ル
に

近
づ

け
た

。

①
　

ア
 

②
　

イ
 

③
　

ウ

④
　

ア
と

イ
 

⑤
　

ア
と

ウ
 

⑥
　

イ
と

ウ
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問
５

　
お

ん
さ

A
と

お
ん

さ
B

を
同

時
に

鳴
ら

す
と

，
毎

秒
１

回
の

う
な

り
が

聞
こ

え
た

。

ま
た

，
お

ん
さ

A
と

お
ん

さ
C

を
同

時
に

鳴
ら

す
と

，
毎

秒
２

回
の

う
な

り
が

聞
こ

え

た
。

さ
ら

に
，

お
ん

さ
B

と
お

ん
さ

C
を

同
時

に
鳴

ら
す

と
，

毎
秒

３
回

の
う

な
り

が

聞
こ

え
た

。
こ

れ
ら

か
ら

特
定

で
き

る
こ

と
と

し
て

最
も

適
当

な
も

の
を

，
次

の
①

～
⑥

の
中

か
ら

一
つ

選
べ

。

解
答
番
号
は

5

①
　

お
ん

さ
A

～
C

の
う

ち
，

最
も

高
い

音
を

出
す

お
ん

さ
は

A
で

あ
る

。

②
　

お
ん

さ
A

～
C

の
う

ち
，

最
も

高
い

音
を

出
す

お
ん

さ
は

B
で

あ
る

。

③
　

お
ん

さ
A

～
C

の
う

ち
，

最
も

高
い

音
を

出
す

お
ん

さ
は

C
で

あ
る

。

④
　

お
ん

さ
A

～
C

の
う

ち
，

２
番

目
に

高
い

音
を

出
す

お
ん

さ
は

A
で

あ
る

。

⑤
　

お
ん

さ
A

～
C

の
う

ち
，

２
番

目
に

高
い

音
を

出
す

お
ん

さ
は

B
で

あ
る

。

⑥
　

お
ん

さ
A

～
C

の
う

ち
，

２
番

目
に

高
い

音
を

出
す

お
ん

さ
は

C
で

あ
る

。
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問
４

　
図

４
の

よ
う

に
，

ピ
ス

ト
ン

で
気

柱
の

長
さ

を
自

由
に

変
え

ら
れ

る
よ

う
に

し
た

管
の

左
側

に
音

源
を

置
い

た
。

音
源

の
振

動
数

を
一

定
に

保
っ

た
ま

ま
，

ピ
ス

ト
ン

を
管

の
左

端
か

ら
ゆ

っ
く

り
と

右
方

に
動

か
し

て
い

く
と

，
ピ

ス
ト

ン
が

あ
る

位
置

に
き

た
と

き
に

最
初

の
共

鳴
が

起
こ

り
，

こ
の

位
置

か
ら

さ
ら

に
右

方
に

ピ
ス

ト
ン

を
動

か
し

た
位

置
で

２
度

目
の

共
鳴

が
起

こ
っ

た
。

空
気

の
振

動
を

横
波

の
よ

う
に

図
示

す
る

と
，

２
度

目
の

共
鳴

が
起

こ
っ

た
と

き
の

管
内

の
空

気
の

振
動

の
様

子
と

し
て

最
も

適
当

な
も

の
を

，
後

の
①

～
⑥

の
中

か
ら

一
つ

選
べ

。
た

だ
し

，
図

中
の

実
線

と
破

線
は

，
そ

れ
ぞ

れ
変

位
の

大
き

さ
が

最
大

と
な

っ
た

と
き

の
波

形
を

表
し

て
い

る
。

解
答
番
号
は

4

音
源

管

ピ
ス

ト
ン

図
　

４

①
②

管
管

③
④

管
管

⑤
⑥

管
管
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問
３

　
図

３
の

よ
う

に
，

水
平

で
な

め
ら

か
な

床
面

上
で

，
質

量
m
A
の

小
物

体
A

と
質

量

m
B
の

小
物

体
B

が
，

互
い

に
逆

向
き

に
そ

れ
ぞ

れ
速

さ
v
A
，

v
B
で

運
動

し
て

い
た

。

こ
れ

ら
の

小
物

体
が

衝
突

し
，

合
体

し
て

一
つ

の
小

物
体

に
な

っ
た

と
す

る
と

，
衝

突
後

の
小

物
体

の
速

度
と

し
て

最
も

適
当

な
も

の
を

，
後

の
①

～
⑥

の
中

か
ら

一
つ

選
べ

。
た

だ
し

，
小

物
体

は
す

べ
て

同
一

直
線

上
で

運
動

す
る

も
の

と
し

，
衝

突
前

に
小

物
体

A

が
運

動
し

て
い

た
向

き
を

速
度

の
正

の
向

き
と

す
る

。

解
答
番
号
は

3

床
面

m
AA

v
A

v
B

B m
B

図
　

３

①
　

m
m

m
m

v
v

A
B

A
A

B
B

++
 

②
　

m
m

m
v

m
v

A
B

A
A

B
B

+-

③
　

m
m
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v

m
v

A
B

B
B

A
A

+-
 

④
　

m
m
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v
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v
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⑤
　

m
m

m
v

m
v
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⑥
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問
８

　
抵

抗
値

が
一

定
で

同
じ

二
つ

の
電

熱
線

が
あ

る
。

ま
ず

，
図

６
⒜

の
よ

う
に

，
一

つ
の

電
熱

線
を

直
流

電
源

に
つ

な
ぎ

，
電

熱
線

で
発

生

す
る

熱
で

容
器

に
入

っ
た

水
を

あ
る

時
間

だ
け

温
め

る
と

，
水

の
温

度
上

昇
は

4.
0℃

で

あ
っ

た
。

次
に

，
図

６
⒝

の
よ

う
に

，
二

つ
の

電
熱

線
を

直
流

電
源

に
対

し
て

直
列

に
つ

な
ぎ

，
二

つ
の

電
熱

線
で

発
生

す
る

熱
で

容
器

に
入

っ
た

水
を

温
め

た
。

た
だ

し
，

図
６

⒜
，

⒝
の

操
作

で
用

い
た

直
流

電
源

の
起

電
力

，
容

器
中

の
水

の
量

，
水

を
温

め
た

時
間

は
同

じ
で

あ
る

。
ま

た
，

電
熱

線
以

外
の

電
気

抵
抗

は
無

視
で

き
，

電
熱

線
で

発
生

し
た

熱
は

す
べ

て
水

の
温

度
上

昇
に

使
わ

れ
た

も
の

と
す

る
。

図
６

⒝
の

操
作

で
の

水
の

温
度

上
昇

と
し

て
最

も
適

当
な

も
の

を
，

後
の

①
～

⑥
の

中

か
ら

一
つ

選
べ

。

解
答
番
号
は

8

水

電
熱

線

直
流

電
源

容 器

水 電
熱

線
電

熱
線

直
流

電
源

容 器

⒜
⒝

図
　

６

①
　

1.
0℃

 
②

　
2.

0℃
 

③
　

4.
0℃

④
　

5.
7℃

 
⑤

　
8.

0℃
 

⑥
　

16
.0

℃

8
0

4
9

_
1

8
_

B
U

T
B

_
M

.in
dd

   
7

3
2

0
2

5
/1

2
/1

0
   

1
0

:3
5

72

問
７

　
等

し
い

正
の

電
気

量
を

も
つ

二
つ

の
点

電
荷

の
ま

わ
り

の
電

気
力

線
の

様
子

を
表

す
図

と
し

て
最

も
適

当
な

も
の

を
，

次
の

①
～

⑥
の

中
か

ら
一

つ
選

べ
。

た
だ

し
，

図
中

の
矢

印
の

向
き

は
電

場（
電

界
）の

向
き

を
表

し
て

い
る

。

解
答
番
号
は

7

①
②

③
④

⑤
⑥

8
0

4
9

_
1

8
_

B
U

T
B

_
M

.in
dd

   
7

2
2

0
2

5
/1

2
/1

0
   

1
0

:3
5
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75

問
２

　
小

物
体

B
を

静
か

に
は

な
し

た
直

後
の

，
小

物
体

B
の

運
動

方
程

式
と

し
て

最
も

適

当
な

も
の

を
，

次
の

①
～

⑥
の

中
か

ら
一

つ
選

べ
。

解
答
番
号
は

10

①
　

m
a
=
M

g
-

m
g 

②
　

m
a
=

m
g
-
M

g 
③

　
m

a
=

m
g
-

T

④
　

m
a
=

T
-

m
g 

⑤
　

m
a
=
M

g
-

T
 

⑥
　

m
a
=

T
-
M

g

問
３

　
糸

の
張

力
の

大
き

さ
T

と
し

て
最

も
適

当
な

も
の

を
，

次
の

①
～

⑥
の

中
か

ら
一

つ

選
べ

。

解
答
番
号
は

11

①
　

T
M

m
g

2
=

+
 

②
　

T
M

m
g

=
-

^
h

 
③

　
T

M
m

M
m

g
=

+-

④
　

T
M

m
M

m
g

2
=

+-
^

h
 

⑤
　

T
M

m
M

m
g

=
+

 
⑥

　
T

M
m

M
m

g
2

=
+

問
４

　
小

物
体

B
を

静
か

に
は

な
し

た
と

き
か

ら
小

物
体

A
，

B
が

同
じ

高
さ

に
な

る
ま

で

の
時

間
と

し
て

最
も

適
当

な
も

の
を

，
次

の
①

～
⑥

の
中

か
ら

一
つ

選
べ

。

解
答
番
号
は

12

①
　

M
m

M
m

gh 2
$

-+
 

②
　

M
m

M
m

gh
$

-+
 

③
　

M
m

M
m

gh
2
$

-+

④
　

M
m

M
m

gh 2
$

+-
 

⑤
　

M
m

M
m

gh
$

+-
 

⑥
　

M
m

M
m

gh
2
$

+-

8
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第
２

問
　

次
の
Ａ

，
Ｂ

に
答

え
な

さ
い

。

Ａ
　

図
１

の
よ

う
に

，
天

井
に

固
定

し
た

軽
く

て
な

め
ら

か
な

滑
車

に
，

軽
く

て
伸

び
縮

み
し

な

い
糸

を
か

け
て

，
糸

の
一

端
に

質
量

M
の

小
物

体
A

を
，

他
端

に
質

量
m

の
小

物
体

B
を

つ
な

ぐ
。

M
2

m
で

あ
る

。
小

物
体

A
と

滑
車

の
間

の
糸

と
小

物
体

B
と

滑
車

の
間

の
糸

が
と

も
に

鉛
直

方
向

に
張

っ
た

状
態

を
保

っ
た

ま
ま

，
小

物
体

B
を

押
し

下
げ

，
小

物
体

A

よ
り

小
物

体
B

が
距

離
h

だ
け

低
い

位
置

に
し

て
，

小
物

体
B

を
静

か
に

は
な

し
た

と
こ

ろ
，

小
物

体
A

は
鉛

直
下

向
き

に
，

小
物

体
B

は
鉛

直
上

向
き

に
動

き
始

め
た

。
こ

の
と

き

の
小

物
体

A
，

B
の

加
速

度
の

大
き

さ
を

a
，

糸
の

張
力

の
大

き
さ

を
T

と
し

，
重

力
加

速

度
の

大
き

さ
を

g
と

す
る

。

天
井

滑
車 A

h

M
糸 B m

図
　

１

問
１

　
小

物
体

B
を

静
か

に
は

な
し

た
直

後
の

，
小

物
体

A
の

運
動

方
程

式
と

し
て

最
も

適

当
な

も
の

を
，

次
の

①
～

⑥
の

中
か

ら
一

つ
選

べ
。

解
答
番
号
は

9

①
　
M

a
=
M

g
-

m
g 

②
　
M

a
=

m
g
-
M

g 
③

　
M

a
=

m
g
-

T

④
　
M

a
=

T
-

m
g 

⑤
　
M

a
=
M

g
-

T
 

⑥
　
M

a
=

T
-
M

g
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73

問
８

　
抵

抗
値

が
一

定
で

同
じ

二
つ

の
電

熱
線

が
あ

る
。

ま
ず

，
図

６
⒜

の
よ

う
に

，
一

つ
の

電
熱

線
を

直
流

電
源

に
つ

な
ぎ

，
電

熱
線

で
発

生

す
る

熱
で

容
器

に
入

っ
た

水
を

あ
る

時
間

だ
け

温
め

る
と

，
水

の
温

度
上

昇
は

4.
0℃

で

あ
っ

た
。

次
に

，
図

６
⒝

の
よ

う
に

，
二

つ
の

電
熱

線
を

直
流

電
源

に
対

し
て

直
列

に
つ

な
ぎ

，
二

つ
の

電
熱

線
で

発
生

す
る

熱
で

容
器

に
入

っ
た

水
を

温
め

た
。

た
だ

し
，

図
６

⒜
，

⒝
の

操
作

で
用

い
た

直
流

電
源

の
起

電
力

，
容

器
中

の
水

の
量

，
水

を
温

め
た

時
間

は
同

じ
で

あ
る

。
ま

た
，

電
熱

線
以

外
の

電
気

抵
抗

は
無

視
で

き
，

電
熱

線
で

発
生

し
た

熱
は

す
べ

て
水

の
温

度
上

昇
に

使
わ

れ
た

も
の

と
す

る
。

図
６

⒝
の

操
作

で
の

水
の

温
度

上
昇

と
し

て
最

も
適

当
な

も
の

を
，

後
の

①
～

⑥
の

中

か
ら

一
つ

選
べ

。

解
答
番
号
は

8

水

電
熱

線

直
流

電
源

容 器

水 電
熱

線
電

熱
線

直
流

電
源

容 器

⒜
⒝

図
　

６

①
　

1.
0℃

 
②

　
2.

0℃
 

③
　

4.
0℃

④
　

5.
7℃

 
⑤

　
8.

0℃
 

⑥
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℃

8
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T
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72

問
７

　
等

し
い

正
の

電
気

量
を

も
つ

二
つ

の
点

電
荷

の
ま

わ
り

の
電

気
力

線
の

様
子

を
表

す
図

と
し

て
最

も
適

当
な

も
の

を
，

次
の

①
～

⑥
の

中
か

ら
一

つ
選

べ
。

た
だ

し
，

図
中

の
矢

印
の

向
き

は
電

場（
電

界
）の

向
き

を
表

し
て

い
る

。

解
答
番
号
は

7

①
②

③
④

⑤
⑥

8
0

4
9

_
1

8
_

B
U

T
B

_
M

.in
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77

問
６

　
小

球
の

単
振

動
の

周
期

と
し

て
最

も
適

当
な

も
の

を
，

次
の

①
～

⑥
の

中
か

ら
一

つ
選

べ
。

解
答
番
号
は

14

①
　

mk
2

 
②

　
mk

r
 

③
　

mk
2
r

④
　

km
2

 
⑤

　
km

r
 

⑥
　

km
2
r

問
７

　
小

球
の

速
さ

の
最

大
値

と
し

て
最

も
適

当
な

も
の

を
，

次
の

①
～

⑥
の

中
か

ら
一

つ
選

べ
。

解
答
番
号
は

15

①
　

mk
X 2

 
②

　
X

mk
 

③
　

X
mk

2

④
　

X
km

2
 

⑤
　

km
X

 
⑥

　
X

km
2

問
８

　
小

球
の

単
振

動
の

周
期

を
T

と
し

，
小

球
を

静
か

に
は

な
し

た
時

刻
を

0
と

す
る

。

時
刻

t
に

お
け

る
小

球
の

位
置

x
を

表
す

式
と

し
て

最
も

適
当

な
も

の
を

，
次

の
①

～
⑥

の
中

か
ら

一
つ

選
べ

。

解
答
番
号
は

16

①
　

si
n

x
X

T
t

r
=

 
②

　
si
n

x
X

T
t

2
r

=
 

③
　

si
n

x
X

T
t

2
r

=

④
　

co
s

x
X

T
t

r
=

 
⑤

　
co
s

x
X

T
t

2
r

=
 

⑥
　

co
s

x
X

T
t

2
r

=

8
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Ｂ
　

図
２

の
よ

う
に

，
水

平
で

な
め

ら
か

な
床

面
上

に
ば

ね
定

数
k

の
軽

い
ば

ね
を

置
き

，
ば

ね
の

一
端

を
固

定
し

て
，

他
端

に
質

量
m

の
小

球
を

取
り

付
け

る
。

ば
ね

が
自

然
の

長
さ

の

と
き

の
小

球
の

位
置

を
原

点
O

と
し

，
床

面
に

平
行

で
ば

ね
が

自
然

の
長

さ
か

ら
伸

び
る

向

き
を

正
の

向
き

と
し

て
x

軸
を

と
る

。

x
=

X（
X
2

0）
の

位
置

ま
で

小
球

を
移

動
さ

せ
，

静
か

に
は

な
し

た
と

こ
ろ

，
小

球
は

振

幅
X

の
単

振
動

を
し

た
。

床
面

O
x

X

m
ば

ね
　

k
小

球

図
　

２

問
５

　
小

球
が

位
置

x
を

通
過

す
る

と
き

，
小

球
に

は
た

ら
く

弾
性

力
と

し
て

最
も

適
当

な

も
の

を
，

次
の

①
～

⑥
の

中
か

ら
一

つ
選

べ
。

た
だ

し
，

x
軸

の
正

の
向

き
を

弾
性

力
の

正
の

向
き

と
す

る
。

解
答
番
号
は

13

①
　

k
x

21
 

②
　

k
x 

③
　

k
x

21
2

④
　

k
x

21
-

 
⑤

　
-

k
x 

⑥
　

k
x

21
2

-

8
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79

問
２

　
人

A
が

観
測

す
る

サ
イ

レ
ン

の
音

が
伝

わ
る

速
度（

人
A

に
対

す
る

音
波

の
相

対
速

度
）の

大
き

さ
と

し
て

最
も

適
当

な
も

の
を

，
次

の
①

～
⑥

の
中

か
ら

一
つ

選
べ

。

解
答
番
号
は

18

①
　

V
 

②
　

V
+

v
 

③
　

V
-

v

④
　

V
+

u
 

⑤
　

V
-

u
 

⑥
　

V
+

v
-

u

問
３

　
人

A
に

向
か

っ
て

伝
わ

る
サ

イ
レ

ン
の

音
の

波
長

と
し

て
最

も
適

当
な

も
の

を
，

次

の
①

～
⑥

の
中

か
ら

一
つ

選
べ

。

解
答
番
号
は

19

①
　

fV
 

②
　

f
V

v
+

 
③

　
f

V
v

-

④
　

f
V

u
+

 
⑤

　
f

V
u

-
 

⑥
　

f
V

v
u

+
-

問
４

　
人

A
が

観
測

す
る

サ
イ

レ
ン

の
音

の
振

動
数

と
し

て
最

も
適

当
な

も
の

を
，

次
の

①

～
⑥

の
中

か
ら

一
つ

選
べ

。

解
答
番
号
は

20

①
　

V
v

V
f

-
 

②
　

V
V

f
v

-
 

③
　

V
V

f
u

-

④
　

V
V

f
u

-
 

⑤
　

V
v

V
f

u
--

 
⑥

　
VV

f
uv

--
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第
３

問
　

ド
ッ

プ
ラ

ー
効

果
に

つ
い

て
後

の
各

問
に

答
え

な
さ

い
。

図
１

の
よ

う
に

，
直

線
道

路
上

で
，

救
急

車
が

振
動

数
f

の
サ

イ
レ

ン
を

鳴
ら

し
な

が
ら

一
定

の
速

さ
v

で
右

向
き

に
進

み
，

自
転

車
に

乗
っ

た
人

A
が

救
急

車
の

前
方

を
一

定
の

速

さ
u

で
右

向
き

に
進

ん
で

い
る

。
風

は
吹

い
て

お
ら

ず
，

音
速

を
V

と
し

，
u
1

v
1

V
で

あ
る

と
す

る
。

ま
た

，
救

急
車

と
人

は
常

に
同

一
直

線
上

に
あ

り
，

救
急

車
，

自
転

車
，

人
の

大
き

さ
は

考
え

な
い

も
の

と
す

る
。

直
線

道
路

救
急

車
後

方
前

方
f

A

u
v

図
　

１

問
１

　
次

の
文

章
中

の
空

欄
ア

・
イ

に
入

れ
る

語
句

の
組

合
せ

と
し

て
最

も
適

当
な

も
の

を
，

後
の

①
～

⑥
の

中
か

ら
一

つ
選

べ
。

解
答
番
号
は

17

救
急

車
の

前
方

で
，

人
B

が
静

止
し

て
い

る
。

こ
の

人
B

が
観

測
す

る
サ

イ
レ

ン
の

音
の

波
長

は
，

救
急

車
が

止
ま

っ
て

い
る

場
合

と
比

べ
て

，
ア

。
ま

た
，

人
B

が
観

測
す

る
サ

イ
レ

ン
の

音
の

振
動

数
は

，
救

急
車

が
止

ま
っ

て
い

る
場

合
と

比
べ

て
，

イ
。 ①

②
③

④
⑤

⑥

ア
短

い
短

い
短

い
長

い
長

い
長

い

イ
大

き
い

小
さ

い
変

わ
ら

 
な

い
大

き
い

小
さ

い
変

わ
ら

 
な

い

8
0

4
9

_
1

8
_

B
U

T
B

_
M

.in
dd

   
7

8
2

0
2

5
/1

2
/1

0
   

1
0

:3
6

79
78
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答
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77

問
６

　
小

球
の

単
振

動
の

周
期

と
し

て
最

も
適

当
な

も
の

を
，

次
の

①
～

⑥
の

中
か

ら
一

つ
選

べ
。

解
答
番
号
は

14

①
　

mk
2

 
②

　
mk

r
 

③
　

mk
2
r

④
　

km
2

 
⑤

　
km

r
 

⑥
　

km
2
r

問
７

　
小

球
の

速
さ

の
最

大
値

と
し

て
最

も
適

当
な

も
の

を
，

次
の

①
～

⑥
の

中
か

ら
一

つ
選

べ
。

解
答
番
号
は

15

①
　

mk
X 2

 
②

　
X

mk
 

③
　

X
mk

2

④
　

X
km

2
 

⑤
　

km
X

 
⑥

　
X

km
2

問
８

　
小

球
の

単
振

動
の

周
期

を
T

と
し

，
小

球
を

静
か

に
は

な
し

た
時

刻
を

0
と

す
る

。

時
刻

t
に

お
け

る
小

球
の

位
置

x
を

表
す

式
と

し
て

最
も

適
当

な
も

の
を

，
次

の
①

～
⑥

の
中

か
ら

一
つ

選
べ

。

解
答
番
号
は

16

①
　

si
n

x
X

T
t

r
=

 
②

　
si
n

x
X

T
t

2
r

=
 

③
　

si
n

x
X

T
t

2
r

=

④
　

co
s

x
X

T
t

r
=

 
⑤

　
co
s

x
X

T
t

2
r

=
 

⑥
　

co
s

x
X

T
t

2
r

=

8
0

4
9

_
1

8
_

B
U

T
B

_
M

.in
dd

   
7

7
2

0
2

5
/1

2
/1

0
   

1
0

:3
6

76

Ｂ
　

図
２

の
よ

う
に

，
水

平
で

な
め

ら
か

な
床

面
上

に
ば

ね
定

数
k

の
軽

い
ば

ね
を

置
き

，
ば

ね
の

一
端

を
固

定
し

て
，

他
端

に
質

量
m

の
小

球
を

取
り

付
け

る
。

ば
ね

が
自

然
の

長
さ

の

と
き

の
小

球
の

位
置

を
原

点
O

と
し

，
床

面
に

平
行

で
ば

ね
が

自
然

の
長

さ
か

ら
伸

び
る

向

き
を

正
の

向
き

と
し

て
x

軸
を

と
る

。

x
=

X（
X
2

0）
の

位
置

ま
で

小
球

を
移

動
さ

せ
，

静
か

に
は

な
し

た
と

こ
ろ

，
小

球
は

振

幅
X

の
単

振
動

を
し

た
。

床
面

O
x

X

m
ば

ね
　

k
小

球

図
　

２

問
５

　
小

球
が

位
置

x
を

通
過

す
る

と
き

，
小

球
に

は
た

ら
く

弾
性

力
と

し
て

最
も

適
当

な

も
の

を
，

次
の

①
～

⑥
の

中
か

ら
一

つ
選

べ
。

た
だ

し
，

x
軸

の
正

の
向

き
を

弾
性

力
の

正
の

向
き

と
す

る
。

解
答
番
号
は

13

①
　

k
x

21
 

②
　

k
x 

③
　

k
x

21
2

④
　

k
x

21
-

 
⑤

　
-

k
x 

⑥
　

k
x

21
2

-

8
0

4
9

_
1

8
_

B
U

T
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81

問
２

　
ス

イ
ッ

チ
を

閉
じ

て
か

ら
十

分
に

時
間

が
経

過
し

た
と

き
，

直
流

電
源

に
流

れ
る

電
流

の
大

き
さ

と
し

て
最

も
適

当
な

も
の

を
，

次
の

①
～

⑥
の

中
か

ら
一

つ
選

べ
。

解
答
番
号
は

22

①
　

RE 2
 

②
　

RE
 

③
　

RE
2

④
　

ER 2
 

⑤
　

ER
 

⑥
　

ER
2

問
３

　
ス

イ
ッ

チ
を

閉
じ

て
か

ら
十

分
に

時
間

が
経

過
し

た
と

き
，

コ
ン

デ
ン

サ
ー

に
蓄

え
ら

れ
た

電
気

量
と

し
て

最
も

適
当

な
も

の
を

，
次

の
①

～
⑥

の
中

か
ら

一
つ

選
べ

。

解
答
番
号
は

23

①
　

R
C

E
2

 
②

　
RC
E

 
③

　
RC

E
2

④
　

C
E 2

 
⑤

　
C

E
 

⑥
　

2C
E

問
４

　
ス

イ
ッ

チ
を

閉
じ

て
か

ら
十

分
に

時
間

が
経

過
し

た
と

き
，

コ
ン

デ
ン

サ
ー

に
蓄

え
ら

れ
た

静
電

エ
ネ

ル
ギ

ー
と

し
て

最
も

適
当

な
も

の
を

，
次

の
①

～
⑥

の
中

か
ら

一
つ

選

べ
。

解
答
番
号
は

24

①
　

C
E 8

 
②

　
C

E 4
 

③
　

C
E 2

④
　

C
E 8

2

 
⑤

　
C

E 4

2

 
⑥

　
C

E 2

2

　
　
こ
れ
で
物
理
の
問
題
は
終
わ
り
で
す
　
　

8
0

4
9

_
1

8
_

B
U

T
B

_
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.in
dd
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1
0

:3
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80

第
４

問
　

コ
ン

デ
ン

サ
ー

を
含

む
直

流
回

路
に

つ
い

て
後

の
各

問
に

答
え

な
さ

い
。

図
１

の
よ

う
に

，
内

部
抵

抗
が

無
視

で
き

る
起

電
力

E
の

直
流

電
源

，
と

も
に

抵
抗

値
R

の
二

つ
の

抵
抗

，
電

気
容

量
C

の
コ

ン
デ

ン
サ

ー
，

ス
イ

ッ
チ

を
接

続
し

た
回

路
が

あ
る

。

は
じ

め
，

ス
イ

ッ
チ

は
開

い
て

あ
り

，
コ

ン
デ

ン
サ

ー
に

電
気

量
は

蓄
え

ら
れ

て
い

な
い

。

ス
イ

ッ
チ

R

R
C

E

図
　

１

問
１

　
ス

イ
ッ

チ
を

閉
じ

た
直

後
に

，
直

流
電

源
に

流
れ

る
電

流
の

大
き

さ
と

し
て

最
も

適
当

な
も

の
を

，
次

の
①

～
⑥

の
中

か
ら

一
つ

選
べ

。

解
答
番
号
は

21

①
　

RE 2
 

②
　

RE
 

③
　

RE
2

④
　

ER 2
 

⑤
　

ER
 

⑥
　

ER
2

8
0

4
9

_
1

8
_

B
U

T
B

_
M

.in
dd
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83

問
３

　
錯

イ
オ

ン
の

化
学

式
，

名
称

と
水

溶
液

の
色

の
組

合
せ

と
し

て
も

っ
と

も
適

切
な

も
の

を
次

の
①

～
④

の
中

か
ら

１
つ

選
び

，
そ

の
番

号
を

マ
ー

ク
し

な
さ

い
。

解
答
番
号
は

3

化
学

式
名

称
水

溶
液

の
色

①
［

A
g（

N
H
3）
2］
+

ジ
ア

ン
ミ

ン
銀（

Ⅰ
）イ

オ
ン

無
色

②
［

Cu
（

N
H
3）
4］
2+

テ
ト

ラ
ア

ン
ミ

ン
銅（

Ⅲ
）イ

オ
ン

深
青

色

③
［

Zn（
N

H
3）
4］
2+

テ
ト

ラ
ア

ン
ミ

ン
亜

鉛（
Ⅱ
）イ

オ
ン

黄
色

④
［

Fe（
CN
） 6

］3
-

ヘ
キ

サ
シ

ア
ニ

ド
鉄（

Ⅲ
）イ

オ
ン

黄
色

問
４

　
硝

酸
ナ

ト
リ

ウ
ム

の
水

に
対

す
る

溶
解

度
は

20
℃

で
90

g/
10

0
g

水
，

80
℃

で

15
0

g/
10

0
g

水
で

あ
る

。
80

℃
の

硝
酸

ナ
ト

リ
ウ

ム
の

飽
和

水
溶

液
15

0
g

を
20

℃
に

冷
却

し
た

と
き

，
何

g
の

結
晶

が
得

ら
れ

る
か

。
も

っ
と

も
適

切
な

も
の

を
次

の
①

～
⑤

の
中

か
ら

１
つ

選
び

，
そ

の
番

号
を

マ
ー

ク
し

な
さ

い
。

解
答
番
号
は

4

①
　

19
g 

②
　

30
g 

③
　

36
g

④
　

54
g 

⑤
　

60
g

問
５

　
0.

05
0

m
ol
/L

の
硫

酸
水

溶
液

11
0

m
L

に
，

0.
10

m
ol
/L

の
水

酸
化

ナ
ト

リ
ウ

ム
水

溶
液

90
m

L
を

加
え

た
。

こ
の

混
合

溶
液

の
25

℃
に

お
け

る
pH

と
し

て
も

っ
と

も
適

切
な

も
の

を
後

の
①

～
⑤

の
中

か
ら

１
つ

選
び

，
そ

の
番

号
を

マ
ー

ク
し

な
さ

い
。

た
だ

し
，

強
酸

，
強

塩
基

は
完

全
に

電
離

し
，

混
合

に
よ

る
水

溶
液

の
体

積
変

化
は

無
視

で
き

る
も

の
と

す
る

。
ま

た
，

混
合

溶
液

中
で

は
次

の
反

応
の

み
が

起
こ

る
も

の
と

す
る

。

H
2S

O
4+

2N
aO

H
→

N
a 2

SO
4+

2H
2O

解
答
番
号
は

5

①
　

1
 

②
　

2
 

③
　

7
 

④
　

12
 

⑤
　

13

8
0

4
9

_
1

9
_

K
A

G
B

_
M

.in
dd

   
8

3
2

0
2

5
/1

2
/1

0
   

1
2

:2
1

82

必
要

が
あ

れ
ば

，
原

子
量

や
定

数
は

次
の

値
を

使
う

こ
と

。

原
子

量
　

H
=

1.
0　

　
C
=

12
　

　
N
=

14
　

　
O
=

16

0
℃

，
1.
01

3#
10
5
Pa（

標
準

状
態
）に

お
け

る
気

体
1
m
ol

の
体

積
は

22
.4

L

第
１

問
　

次
の

各
問

に
答

え
な

さ
い

。

問
１

　
硫

黄
の

同
素

体
に

関
す

る
次

の
記

述
ａ

，
ｂ

の
正

誤
の

組
合

せ
と

し
て

も
っ

と
も

適
切

な
も

の
を

後
の

①
～

④
の

中
か

ら
１

つ
選

び
，

そ
の

番
号

を
マ

ー
ク

し
な

さ
い

。

解
答
番
号
は

1

ａ
　

斜
方

硫
黄

は
黄

色
で

ゴ
ム

の
よ

う
な

弾
性

が
あ

る
。

ｂ
　

単
斜

硫
黄

は
黄

色
の

針
状

結
晶

で
あ

る
。

ａ
ｂ

①
正

正

②
正

誤

③
誤

正

④
誤

誤

問
２

　
マ

グ
ネ

シ
ウ

ム
に

関
す

る
記

述
と

し
て

も
っ

と
も

適
切

な
も

の
を

次
の

①
～

④
の

中
か

ら
１

つ
選

び
，

そ
の

番
号

を
マ

ー
ク

し
な

さ
い

。

解
答
番
号
は

2

①
　

橙
赤

色
の

炎
色

反
応

を
示

す
。

②
　

単
体

は
石

油
中

に
保

存
す

る
。

③
　

水
酸

化
物

は
水

に
難

溶
で

あ
る

。

④
　

単
体

は
常

温
の

水
と

激
し

く
反

応
し

，
水

素
が

発
生

す
る

。

化
学

8
0

4
9

_
1

9
_

K
A

G
B

_
M

.in
dd

   
8

2
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0
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対
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程

解
　
答
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81

問
２

　
ス

イ
ッ

チ
を

閉
じ

て
か

ら
十

分
に

時
間

が
経

過
し

た
と

き
，

直
流

電
源

に
流

れ
る

電
流

の
大

き
さ

と
し

て
最

も
適

当
な

も
の

を
，

次
の

①
～

⑥
の

中
か

ら
一

つ
選

べ
。

解
答
番
号
は

22

①
　

RE 2
 

②
　

RE
 

③
　

RE
2

④
　

ER 2
 

⑤
　

ER
 

⑥
　

ER
2

問
３

　
ス

イ
ッ

チ
を

閉
じ

て
か

ら
十

分
に

時
間

が
経

過
し

た
と

き
，

コ
ン

デ
ン

サ
ー

に
蓄

え
ら

れ
た

電
気

量
と

し
て

最
も

適
当

な
も

の
を

，
次

の
①

～
⑥

の
中

か
ら

一
つ

選
べ

。

解
答
番
号
は

23

①
　

R
C

E
2

 
②

　
RC
E

 
③

　
RC

E
2

④
　

C
E 2

 
⑤

　
C

E
 

⑥
　

2C
E

問
４

　
ス

イ
ッ

チ
を

閉
じ

て
か

ら
十

分
に

時
間

が
経

過
し

た
と

き
，

コ
ン

デ
ン

サ
ー

に
蓄

え
ら

れ
た

静
電

エ
ネ

ル
ギ

ー
と

し
て

最
も

適
当

な
も

の
を

，
次

の
①

～
⑥

の
中

か
ら

一
つ

選

べ
。

解
答
番
号
は

24

①
　

C
E 8

 
②

　
C

E 4
 

③
　

C
E 2

④
　

C
E 8

2

 
⑤

　
C

E 4

2

 
⑥

　
C

E 2

2

　
　
こ
れ
で
物
理
の
問
題
は
終
わ
り
で
す
　
　

8
0
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8
_

B
U

T
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dd
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80

第
４

問
　

コ
ン

デ
ン

サ
ー

を
含

む
直

流
回

路
に

つ
い

て
後

の
各

問
に

答
え

な
さ

い
。

図
１

の
よ

う
に

，
内

部
抵

抗
が

無
視

で
き

る
起

電
力

E
の

直
流

電
源

，
と

も
に

抵
抗

値
R

の
二

つ
の

抵
抗

，
電

気
容

量
C

の
コ

ン
デ

ン
サ

ー
，

ス
イ

ッ
チ

を
接

続
し

た
回

路
が

あ
る

。

は
じ

め
，

ス
イ

ッ
チ

は
開

い
て

あ
り

，
コ

ン
デ

ン
サ

ー
に

電
気

量
は

蓄
え

ら
れ

て
い

な
い

。

ス
イ

ッ
チ

R

R
C

E

図
　

１

問
１

　
ス

イ
ッ

チ
を

閉
じ

た
直

後
に

，
直

流
電

源
に

流
れ

る
電

流
の

大
き

さ
と

し
て

最
も

適
当

な
も

の
を

，
次

の
①

～
⑥

の
中

か
ら

一
つ

選
べ

。

解
答
番
号
は

21

①
　

RE 2
 

②
　

RE
 

③
　

RE
2

④
　

ER 2
 

⑤
　

ER
 

⑥
　

ER
2
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85

第
２

問
　

次
の

問
Ａ

，
Ｂ

に
答

え
な

さ
い

。

Ａ
　

中
和

滴
定

に
関

す
る

次
の

文
を

読
み

，
下

の
問

に
答

え
な

さ
い

。

0
℃

，
1.
01

3#
10
5
Pa

で
1.
12

L
の

ア
ン

モ
ニ

ア
を

水
に

溶
か

し
て

，
20

0
m
L
と

し

た
。

こ
の

ア
ン

モ
ニ

ア
水

30
.0

m
L
を

コ
ニ

カ
ル

ビ
ー

カ
ー

に
入

れ
，

濃
度

が
わ

か
ら

な

い
塩

酸
を

ビ
ュ

レ
ッ

ト
か

ら
滴

下
す

る
と

，
中

和
点

ま
で

に
10
.0

m
L
を

要
し

た
。

ア
ン

モ
ニ

ア
水

と
塩

酸
と

の
反

応
は

，
次

の
化

学
反

応
式

で
表

さ
れ

る
。

N
H
3+

H
Cl

→
N
H
4C

l

問
１

　
コ

ニ
カ

ル
ビ

ー
カ

ー
と

ビ
ュ

レ
ッ

ト
を

洗
浄

し
て

す
ぐ

に
使

用
す

る
と

き
の

洗
浄

方
法

の
組

合
せ

と
し

て
も

っ
と

も
適

切
な

も
の

を
次

の
①

～
④

の
中

か
ら

１
つ

選
び

，
そ

の
番

号
を

マ
ー

ク
し

な
さ

い
。

解
答
番
号
は

8

コ
ニ

カ
ル

ビ
ー

カ
ー

ビ
ュ

レ
ッ

ト

①
純

水
で

洗
浄

す
る

使
用

す
る

溶
液

で
洗

浄
す

る

②
純

水
で

洗
浄

す
る

純
水

で
洗

浄
す

る

③
使

用
す

る
溶

液
で

洗
浄

す
る

使
用

す
る

溶
液

で
洗

浄
す

る

④
使

用
す

る
溶

液
で

洗
浄

す
る

純
水

で
洗

浄
す

る

8
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84

問
６

　
水

素
と

メ
タ

ン
の

混
合

気
体

を
完

全
燃

焼
さ

せ
る

と
，

0
℃

，
1.

01
3#

10
5
Pa

で

22
4

m
L

の
二

酸
化

炭
素

と
，

0.
72

g
の

水
が

得
ら

れ
た

。
こ

の
と

き
の

反
応

式
は

，
次

の
と

お
り

で
あ

る
。

CH
4+

2O
2
→

CO
2+

2H
2O

2H
2+

O
2
→

2H
2O

こ
の

反
応

で
消

費
さ

れ
た

酸
素

は
何

m
ol

か
。

も
っ

と
も

適
切

な
も

の
を

次
の

①
～

⑤
の

中
か

ら
１

つ
選

び
，

そ
の

番
号

を
マ

ー
ク

し
な

さ
い

。

解
答
番
号
は

6

①
　

1.
0#

10
-
2
m

ol
 

②
　

2.
0#

10
-
2
m

ol
 

③
　

3.
0#

10
-
2
m

ol

④
　

4.
0#

10
-
2
m

ol
 

⑤
　

5.
0#

10
-
2
m

ol

問
７

　
酸

化
還

元
反

応
で
は
な
い
も
の

を
次

の
①

～
⑤

の
中

か
ら

１
つ

選
び

，
そ

の
番

号
を

マ
ー

ク
し

な
さ

い
。

解
答
番
号
は

7

①
　

Cu
+

2H
2S

O
4
→

Cu
SO

4+
2H

2O
+

SO
2

②
　

Ca
O
+

2H
Cl

→
Ca

Cl
2+

H
2O

③
　

M
nO

2+
4H

Cl
→

M
nC

l 2
+

2H
2O
+

Cl
2

④
　

SO
2+

2H
2S

→
2H

2O
+

3S

⑤
　

2K
I+

H
2O
2+

H
2S

O
4
→

K
2S

O
4+

I 2
+

2H
2O
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87

問
３

　
こ

の
中

和
滴

定
に

用
い

た
塩

酸
の

モ
ル

濃
度

と
し

て
も

っ
と

も
適

切
な

も
の

を
次

の
①

～
⑤

の
中

か
ら

１
つ

選
び

，
そ

の
番

号
を

マ
ー

ク
し

な
さ

い
。

解
答
番
号
は

10

①
　

0.
10

0
m

ol
/L

 
②

　
0.

25
0

m
ol
/L

 
③

　
0.

50
0

m
ol
/L

④
　

0.
75

0
m

ol
/L

 
⑤

　
1.

00
m

ol
/L

Ｂ
　

酸
化

還
元

反
応

に
関

す
る

次
の

文
を

読
み

，
下

の
問

に
答

え
な

さ
い

。

鉄
の

製
錬

に
は

酸
化

還
元

反
応

が
用

い
ら

れ
て

い
る

。
酸

化
鉄（

Ⅲ
）を

主
成

分
と

す
る

赤

鉄
鉱

，
石

灰
石

，
Ａ

を
溶

鉱
炉

の
上

部
か

ら
入

れ
て

，
下

部
か

ら
熱

風
を

送
る

と
， 

酸
化

鉄（
Ⅲ
）は

段
階

的
に

Ｂ
さ

れ
，

最
終

的
に

鉄
が

生
成

す
る

。

問
４

　
空

所
Ａ

・
Ｂ

に
入

る
語

句
の

組
合

せ
と

し
て

も
っ

と
も

適
切

な
も

の
を

次
の

①
～

④
の

中
か

ら
１

つ
選

び
，

そ
の

番
号

を
マ

ー
ク

し
な

さ
い

。

解
答
番
号
は

11

Ａ
Ｂ

①
コ

ー
ク

ス
酸

化

②
コ

ー
ク

ス
還

元

③
ス

ラ
グ

酸
化

④
ス

ラ
グ

還
元
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86

問
２

　
こ

の
中

和
滴

定
の

滴
定

曲
線

と
し

て
も

っ
と

も
適

切
な

も
の

を
次

の
①

～
④

の
中

か
ら

１
つ

選
び

，
そ

の
番

号
を

マ
ー

ク
し

な
さ

い
。

解
答
番
号
は

9

①
②

pH

7

塩
酸

の
滴

下
量〔

m
L〕

pH

7

塩
酸

の
滴

下
量〔

m
L〕

③
④

pH

7

塩
酸

の
滴

下
量〔

m
L〕

pH

7

塩
酸

の
滴

下
量〔

m
L〕

8
0

4
9

_
1

9
_

K
A

G
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_
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.in
dd

   
8

6
2

0
2

5
/1

2
/1

0
   

1
2

:2
1

87
86

163

傾
向
と
対
策

A
日
程

B
日
程

解
　
答

一般前期／B日程 化学

85

第
２

問
　

次
の

問
Ａ

，
Ｂ

に
答

え
な

さ
い

。

Ａ
　

中
和

滴
定

に
関

す
る

次
の

文
を

読
み

，
下

の
問

に
答

え
な

さ
い

。

0
℃

，
1.
01

3#
10
5
Pa

で
1.
12

L
の

ア
ン

モ
ニ

ア
を

水
に

溶
か

し
て

，
20

0
m
L
と

し

た
。

こ
の

ア
ン

モ
ニ

ア
水

30
.0

m
L
を

コ
ニ

カ
ル

ビ
ー

カ
ー

に
入

れ
，

濃
度

が
わ

か
ら

な

い
塩

酸
を

ビ
ュ

レ
ッ

ト
か

ら
滴

下
す

る
と

，
中

和
点

ま
で

に
10
.0

m
L
を

要
し

た
。

ア
ン

モ
ニ

ア
水

と
塩

酸
と

の
反

応
は

，
次

の
化

学
反

応
式

で
表

さ
れ

る
。

N
H
3+

H
Cl

→
N
H
4C

l

問
１

　
コ

ニ
カ

ル
ビ

ー
カ

ー
と

ビ
ュ

レ
ッ

ト
を

洗
浄

し
て

す
ぐ

に
使

用
す

る
と

き
の

洗
浄

方
法

の
組

合
せ

と
し

て
も

っ
と

も
適

切
な

も
の

を
次

の
①

～
④

の
中

か
ら

１
つ

選
び

，
そ

の
番

号
を

マ
ー

ク
し

な
さ

い
。

解
答
番
号
は

8

コ
ニ

カ
ル

ビ
ー

カ
ー

ビ
ュ

レ
ッ

ト

①
純

水
で

洗
浄

す
る

使
用

す
る

溶
液

で
洗

浄
す

る

②
純

水
で

洗
浄

す
る

純
水

で
洗

浄
す

る

③
使

用
す

る
溶

液
で

洗
浄

す
る

使
用

す
る

溶
液

で
洗

浄
す

る

④
使

用
す

る
溶

液
で

洗
浄

す
る

純
水

で
洗

浄
す

る

8
0

4
9

_
1

9
_

K
A

G
B

_
M

.in
dd

   
8
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5
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2
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1
2

:2
1

84

問
６

　
水

素
と

メ
タ

ン
の

混
合

気
体

を
完

全
燃

焼
さ

せ
る

と
，

0
℃

，
1.

01
3#

10
5
Pa

で

22
4

m
L

の
二

酸
化

炭
素

と
，

0.
72

g
の

水
が

得
ら

れ
た

。
こ

の
と

き
の

反
応

式
は

，
次

の
と

お
り

で
あ

る
。

CH
4+

2O
2
→

CO
2+

2H
2O

2H
2+

O
2
→

2H
2O

こ
の

反
応

で
消

費
さ

れ
た

酸
素

は
何

m
ol

か
。

も
っ

と
も

適
切

な
も

の
を

次
の

①
～

⑤
の

中
か

ら
１

つ
選

び
，

そ
の

番
号

を
マ

ー
ク

し
な

さ
い

。

解
答
番
号
は

6

①
　

1.
0#

10
-
2
m

ol
 

②
　

2.
0#

10
-
2
m

ol
 

③
　

3.
0#

10
-
2
m

ol

④
　

4.
0#

10
-
2
m

ol
 

⑤
　

5.
0#

10
-
2
m

ol

問
７

　
酸

化
還

元
反

応
で
は
な
い
も
の

を
次

の
①

～
⑤

の
中

か
ら

１
つ

選
び

，
そ

の
番

号
を

マ
ー

ク
し

な
さ

い
。

解
答
番
号
は

7

①
　

Cu
+

2H
2S

O
4
→

Cu
SO

4+
2H

2O
+

SO
2

②
　

Ca
O
+

2H
Cl

→
Ca

Cl
2+

H
2O

③
　

M
nO

2+
4H

Cl
→

M
nC

l 2
+

2H
2O
+

Cl
2

④
　

SO
2+

2H
2S

→
2H

2O
+

3S

⑤
　

2K
I+

H
2O
2+

H
2S

O
4
→

K
2S

O
4+

I 2
+

2H
2O
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89

第
３

問
　

次
の

問
Ａ

，
Ｂ

に
答

え
な

さ
い

。

Ａ
　

次
の

各
問

に
答

え
な

さ
い

。

問
１

　
ア

ン
モ

ニ
ア

の
工

業
的

製
法

に
関

す
る

次
の

記
述

中
の

空
所

Ａ
・

Ｂ
 

に
入

る
語

句
の

組
合

せ
と

し
て

も
っ

と
も

適
切

な
も

の
を

後
の

①
～

④
の

中
か

ら
１

つ
選

び
，

そ
の

番
号

を
マ

ー
ク

し
な

さ
い

。

ア
ン

モ
ニ

ア
の

工
業

的
製

法
は

Ａ
と

呼
ば

れ
，

Ｂ
と

水
素

を
，

触

媒
を

用
い

て
反

応
さ

せ
る

方
法

で
あ

る
。

解
答
番
号
は

14

Ａ
Ｂ

①
オ

ス
ト

ワ
ル

ト
法

窒
素

②
オ

ス
ト

ワ
ル

ト
法

硝
酸

③
ハ

ー
バ

ー
・

ボ
ッ

シ
ュ

法
窒

素

④
ハ

ー
バ

ー
・

ボ
ッ

シ
ュ

法
硝

酸

問
２

　
N
2

1.
5

m
ol

，
O
2

0.
30

m
ol

，
CO

2
1.

2
m

ol
か

ら
な

る
混

合
気

体
の

平
均

分
子

量
と

し
て

も
っ

と
も

適
切

な
も

の
を

次
の

①
～

⑤
の

中
か

ら
１

つ
選

び
，

そ
の

番
号

を
マ

ー
ク

し
な

さ
い

。

解
答
番
号
は

15

①
　

31
 

②
　

32
 

③
　

33

④
　

34
 

⑤
　

35
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88

問
５

　
鉄

は
空

気
中

の
酸

素
や

水
と

反
応

し
，

比
較

的
腐

食
し

や
す

い
金

属
で

あ
る

が
，

表
面

を
別

の
金

属
で

お
お

う
こ

と
で

腐
食

を
防

ぐ
こ

と
が

で
き

る
。

こ
れ

を
め

っ
き

と
い

う
。

鉄
の

め
っ

き
に

使
用

す
る

金
属

，
そ

の
め

っ
き

を
し

た
も

の
の

名
称

，
主

な
用

途
の

組
合

せ
と

し
て

も
っ

と
も

適
切

な
も

の
を

次
の

①
～

⑥
の

中
か

ら
１

つ
選

び
，

そ
の

番
号

を

マ
ー

ク
し

な
さ

い
。

解
答
番
号
は

12

め
っ

き
に

使
用

す
る

金
属

名
称

主
な

用
途

①
亜

鉛
ト

タ
ン

缶
詰

②
亜

鉛
ト

タ
ン

硬
貨

③
亜

鉛
ブ

リ
キ

屋
根

④
ス

ズ
ト

タ
ン

屋
根

⑤
ス

ズ
ブ

リ
キ

缶
詰

⑥
ス

ズ
ブ

リ
キ

硬
貨

問
６

　
水

溶
液

に
金

属
を

加
え

た
と

き
，

反
応

が
起

こ
る

も
の

と
し

て
も

っ
と

も
適

切
な

も
の

を
次

の
①

～
⑤

の
中

か
ら

１
つ

選
び

，
そ

の
番

号
を

マ
ー

ク
し

な
さ

い
。

解
答
番
号
は

13

①
　

塩
酸

に
銀

 
②

　
希

硫
酸

に
銅

③
　

硝
酸

銀
水

溶
液

に
マ

グ
ネ

シ
ウ

ム
 

④
　

酢
酸

鉛（
Ⅱ
）水

溶
液

に
銅

⑤
　

硫
酸

亜
鉛

水
溶

液
に

鉄
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91

問
４

　
空

所
Ｃ

～
Ｅ

に
入

る
語

句
の

組
合

せ
と

し
て

も
っ

と
も

適
切

な
も

の
を

次
の

①
～

④
の

中
か

ら
１

つ
選

び
，

そ
の

番
号

を
マ

ー
ク

し
な

さ
い

。

解
答
番
号
は

17

C
D

E

①
光

エ
ネ

ル
ギ

ー
正

の
値

負
の

値

②
光

エ
ネ

ル
ギ

ー
負

の
値

正
の

値

③
化

学
エ

ネ
ル

ギ
ー

正
の

値
負

の
値

④
化

学
エ

ネ
ル

ギ
ー

負
の

値
正

の
値

問
５

　
一

酸
化

炭
素

の
生

成
エ

ン
タ

ル
ピ

ー
と

し
て

も
っ

と
も

適
切

な
も

の
を

次
の

①
～

⑤
の

中
か

ら
１

つ
選

び
，

そ
の

番
号

を
マ

ー
ク

し
な

さ
い

。

解
答
番
号
は

18

①
　

11
1

kJ
/m

ol
 

②
　

22
2

kJ
/m

ol
 

③
　

33
3

kJ
/m

ol

④
　
-

11
1

kJ
/m

ol
 

⑤
　
-

22
2

kJ
/m

ol

問
６

　
メ

タ
ノ

ー
ル

CH
3O

H（
液
）の

生
成

エ
ン

タ
ル

ピ
ー

と
し

て
も

っ
と

も
適

切
な

も
の

を

後
の

①
～

⑤
の

中
か

ら
１

つ
選

び
，

そ
の

番
号

を
マ

ー
ク

し
な

さ
い

。
た

だ
し

，
メ

タ

ノ
ー

ル
CH

3O
H（

液
）の

燃
焼

の
化

学
反

応
式

お
よ

び
反

応
エ

ン
タ

ル
ピ

ー
は

次
式

で
表

さ
れ

る
。 CH

3O
H（

液
）+
23

O
2（

気
）

→
CO

2（
気
）+

2H
2O（

液
）　
D

H
=
-

72
6

kJ

解
答
番
号
は

19

①
　

12
0

kJ
/m

ol
 

②
　

24
0

kJ
/m

ol
 

③
　
-

60
.0

kJ
/m

ol

④
　
-

12
0

kJ
/m

ol
 

⑤
　
-

24
0

kJ
/m

ol
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問
３

　
コ

ロ
イ

ド
に

関
す

る
記

述
と

し
て

も
っ

と
も

適
切

な
も

の
を

次
の

①
～

④
の

中
か

ら
１

つ
選

び
，

そ
の

番
号

を
マ

ー
ク

し
な

さ
い

。

解
答
番
号
は

16

①
　

流
動

性
の

あ
る

コ
ロ

イ
ド

溶
液

を
ゲ

ル
と

い
う

。

②
　

コ
ロ

イ
ド

溶
液

に
光

線
を

当
て

た
と

き
，

光
の

道
筋

が
見

え
る

現
象

を
ブ

ラ
ウ

ン
運

動
と

い
う

。

③
　

コ
ロ

イ
ド

溶
液

に
電

圧
を

か
け

た
と

き
，

コ
ロ

イ
ド

粒
子

が
一

方
の

電
極

に
引

き
寄

せ
ら

れ
る

現
象

を
チ

ン
ダ

ル
現

象
と

い
う

。

④
　

タ
ン

パ
ク

質
や

デ
ン

プ
ン

は
，

分
子

コ
ロ

イ
ド

で
あ

る
。

Ｂ
　

エ
ン

タ
ル

ピ
ー

変
化

に
関

す
る

次
の

文
を

読
み

，
下

の
問

に
答

え
な

さ
い

。

す
べ

て
の

物
質

は
Ｃ

を
も

っ
て

お
り

，
化

学
反

応
が

起
こ

る
と

，
反

応
物

が

も
っ

て
い

た
Ｃ

と
，

生
成

物
の

も
つ

Ｃ
の

差
が

熱
と

し
て

現
れ

る
。

エ

ネ
ル

ギ
ー

を
エ

ン
タ

ル
ピ

ー
H

と
い

う
量

で
表

す
と

き
，

化
学

反
応

に
よ

っ
て

放
出

ま
た

は
吸

収
す

る
熱

量
を

反
応

エ
ン

タ
ル

ピ
ー

と
呼

び
，
D

H
で

表
さ

れ
る

。
D

H
は

，
発

熱
反

応
で

は
Ｄ

，
吸

熱
反

応
で

は
Ｅ

と
な

る
。

次
図

は
，

C（
黒

鉛
），

H
2（
気
），

O
2（
気
）の

反
応

に
と

も
な

う
エ

ン
タ

ル
ピ

ー
変

化
を

表
し

て
い

る
。

エ ネ ル ギ ー

C（
黒

鉛
）+

2H
2（
気
）+

2O
2（
気
）

CH
4（
気
）+

2O
2（
気
）

2H
2O（

液
）+

C（
黒

鉛
）+

O
2（
気
）

2H
2O（

液
）+

CO
（

気
）+
1 2
O
2（
気
）

2H
2O（

液
）+

CO
2（
気
）

-
89

1
kJ

-
74
.9

kJ
-

57
2
kJ

-
28

3
kJ
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89

第
３

問
　

次
の

問
Ａ

，
Ｂ

に
答

え
な

さ
い

。

Ａ
　

次
の

各
問

に
答

え
な

さ
い

。

問
１

　
ア

ン
モ

ニ
ア

の
工

業
的

製
法

に
関

す
る

次
の

記
述

中
の

空
所

Ａ
・

Ｂ
 

に
入

る
語

句
の

組
合

せ
と

し
て

も
っ

と
も

適
切

な
も

の
を

後
の

①
～

④
の

中
か

ら
１

つ
選

び
，

そ
の

番
号

を
マ

ー
ク

し
な

さ
い

。

ア
ン

モ
ニ

ア
の

工
業

的
製

法
は

Ａ
と

呼
ば

れ
，

Ｂ
と

水
素

を
，

触

媒
を

用
い

て
反

応
さ

せ
る

方
法

で
あ

る
。

解
答
番
号
は

14

Ａ
Ｂ

①
オ

ス
ト

ワ
ル

ト
法

窒
素

②
オ

ス
ト

ワ
ル

ト
法

硝
酸

③
ハ

ー
バ

ー
・

ボ
ッ

シ
ュ

法
窒

素

④
ハ

ー
バ

ー
・

ボ
ッ

シ
ュ

法
硝

酸

問
２

　
N
2

1.
5

m
ol

，
O
2

0.
30

m
ol

，
CO

2
1.

2
m

ol
か

ら
な

る
混

合
気

体
の

平
均

分
子

量
と

し
て

も
っ

と
も

適
切

な
も

の
を

次
の

①
～

⑤
の

中
か

ら
１

つ
選

び
，

そ
の

番
号

を
マ

ー
ク

し
な

さ
い

。

解
答
番
号
は

15

①
　

31
 

②
　

32
 

③
　

33

④
　

34
 

⑤
　

35
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問
５

　
鉄

は
空

気
中

の
酸

素
や

水
と

反
応

し
，

比
較

的
腐

食
し

や
す

い
金

属
で

あ
る

が
，

表
面

を
別

の
金

属
で

お
お

う
こ

と
で

腐
食

を
防

ぐ
こ

と
が

で
き

る
。

こ
れ

を
め

っ
き

と
い

う
。

鉄
の

め
っ

き
に

使
用

す
る

金
属

，
そ

の
め

っ
き

を
し

た
も

の
の

名
称

，
主

な
用

途
の

組
合

せ
と

し
て

も
っ

と
も

適
切

な
も

の
を

次
の

①
～

⑥
の

中
か

ら
１

つ
選

び
，

そ
の

番
号

を

マ
ー

ク
し

な
さ

い
。

解
答
番
号
は

12

め
っ

き
に

使
用

す
る

金
属

名
称

主
な

用
途

①
亜

鉛
ト

タ
ン

缶
詰

②
亜

鉛
ト

タ
ン

硬
貨

③
亜

鉛
ブ

リ
キ

屋
根

④
ス

ズ
ト

タ
ン

屋
根

⑤
ス

ズ
ブ

リ
キ

缶
詰

⑥
ス

ズ
ブ

リ
キ

硬
貨

問
６

　
水

溶
液

に
金

属
を

加
え

た
と

き
，

反
応

が
起

こ
る

も
の

と
し

て
も

っ
と

も
適

切
な

も
の

を
次

の
①

～
⑤

の
中

か
ら

１
つ

選
び

，
そ

の
番

号
を

マ
ー

ク
し

な
さ

い
。

解
答
番
号
は

13

①
　

塩
酸

に
銀

 
②

　
希

硫
酸

に
銅

③
　

硝
酸

銀
水

溶
液

に
マ

グ
ネ

シ
ウ

ム
 

④
　

酢
酸

鉛（
Ⅱ
）水

溶
液

に
銅

⑤
　

硫
酸

亜
鉛

水
溶

液
に

鉄
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93

問
３

　
ア

ル
コ

ー
ル

に
関

す
る

記
述

と
し

て
誤
っ
て
い
る
も
の

を
次

の
①

～
④

の
中

か
ら

１
つ

選
び

，
そ

の
番

号
を

マ
ー

ク
し

な
さ

い
。

解
答
番
号
は

22

①
　

エ
タ

ノ
ー

ル
に

濃
硫

酸
を

加
え

，
16

0℃
～

17
0℃

に
加

熱
す

る
と

，
エ

チ
レ

ン
が

生
成

す
る

。

②
　

ア
ル

コ
ー

ル
は

ナ
ト

リ
ウ

ム
と

反
応

し
て

水
素

を
発

生
し

，
ナ

ト
リ

ウ
ム

ア
ル

コ
キ

シ
ド

を
生

成
す

る
。

③
　

2︲
メ

チ
ル

︲2
︲プ

ロ
パ

ノ
ー

ル
は

第
二

級
ア

ル
コ

ー
ル

で
あ

る
。

④
　

第
三

級
ア

ル
コ

ー
ル

は
酸

化
さ

れ
に

く
い

。
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第
４

問
　

次
の

問
Ａ

，
Ｂ

に
答

え
な

さ
い

。

Ａ
　

次
の

各
問

に
答

え
な

さ
い

。

問
１

　
２

種
類

の
水

溶
液

を
同

じ
体

積
ず

つ
混

合
し

た
と

き
，

緩
衝

液
が

得
ら

れ
る

水
溶

液
の

組
合

せ
と

し
て

も
っ

と
も

適
切

な
も

の
を

次
の

①
～

④
の

中
か

ら
１

つ
選

び
，

そ
の

番
号

を
マ

ー
ク

し
な

さ
い

。

解
答
番
号
は

20

①
　

0.
2

m
ol
/L

の
酢

酸
と

，
0.

1
m

ol
/L

の
水

酸
化

バ
リ

ウ
ム

水
溶

液

②
　

0.
2

m
ol
/L

の
酢

酸
と

，
0.

1
m

ol
/L

の
水

酸
化

ナ
ト

リ
ウ

ム
水

溶
液

③
　

0.
2

m
ol
/L

の
酢

酸
と

，
0.

2
m

ol
/L

の
水

酸
化

ナ
ト

リ
ウ

ム
水

溶
液

④
　

0.
2

m
ol
/L

の
酢

酸
と

，
0.

3
m

ol
/L

の
水

酸
化

ナ
ト

リ
ウ

ム
水

溶
液

問
２

　
ア

ン
モ

ニ
ア

は
，

水
溶

液
中

で
次

の
よ

う
に

電
離

し
，

平
衡

状
態

に
達

す
る

。

N
H
3+

H
2O

⇄
N

H
4+
+

O
H
-

1.
0#

10
-
2
m

ol
/L

の
ア

ン
モ

ニ
ア

水
の

電
離

度
を

0.
01

0
と

す
る

。
ア

ン
モ

ニ
ア

の

電
離

定
数

と
し

て
も

っ
と

も
適

切
な

も
の

を
次

の
①

～
⑤

の
中

か
ら

１
つ

選
び

，
そ

の
番

号
を

マ
ー

ク
し

な
さ

い
。

解
答
番
号
は

21

①
　

1.
0#

10
-
6
m

ol
/L

 
②

　
1.

0#
10
-
5
m

ol
/L

③
　

1.
0#

10
-
4
m

ol
/L

 
④

　
1.

0#
10
-
3
m

ol
/L

⑤
　

1.
0#

10
-
2
m

ol
/L
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95

問
４

　
ア

ニ
リ

ン
に

関
す

る
次

の
記

述
中

の
空

所
Ａ

・
Ｂ

に
入

る
語

句
の

組
合

せ
と

し
て

も
っ

と
も

適
切

な
も

の
を

後
の

①
～

④
の

中
か

ら
１

つ
選

び
，

そ
の

番
号

を
マ

ー
ク

し
な

さ
い

。

ア
ニ

リ
ン

は
，

実
験

室
で

は
，

Ａ
を

還
元

し
て

つ
く

ら
れ

る
。

ま
た

，
ア

ニ

リ
ン

の
よ

う
に

，
ア

ン
モ

ニ
ア

の
水

素
原

子
を

炭
化

水
素

基
で

置
換

し
た

化
合

物
を

 

Ｂ
と

い
う

。

解
答
番
号
は

23

Ａ
Ｂ

①
ニ

ト
ロ

ベ
ン

ゼ
ン

ア
ミ

ド

②
ニ

ト
ロ

ベ
ン

ゼ
ン

ア
ミ

ン

③
ア

セ
ト

ア
ニ

リ
ド

ア
ミ

ド

④
ア

セ
ト

ア
ニ

リ
ド

ア
ミ

ン

問
５

　
サ

リ
チ

ル
酸

，
サ

リ
チ

ル
酸

メ
チ

ル
お

よ
び

ア
セ

チ
ル

サ
リ

チ
ル

酸
に

関
す

る
記

述
と

し
て
誤
っ
て
い
る
も
の

を
次

の
①

～
④

の
中

か
ら

１
つ

選
び

，
そ

の
番

号
を

マ
ー

ク
し

な

さ
い

。

解
答
番
号
は

24

①
　

サ
リ

チ
ル

酸
を

メ
タ

ノ
ー

ル
で

エ
ス

テ
ル

化
す

る
と

，
サ

リ
チ

ル
酸

メ
チ

ル
が

生
成

す
る

。

②
　

サ
リ

チ
ル

酸
は

，
芳

香
族

カ
ル

ボ
ン

酸
で

あ
る

と
同

時
に

フ
ェ

ノ
ー

ル
類

で
も

あ

る
。

③
　

サ
リ

チ
ル

酸
メ

チ
ル

に
は

消
炎

鎮
痛

作
用

が
あ

る
。

④
　

ア
セ

チ
ル

サ
リ

チ
ル

酸
に

塩
化

鉄（
Ⅲ
）水

溶
液

を
加

え
る

と
，

赤
紫

色
に

呈
色

す

る
。
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Ｂ
　

有
機

化
合

物
の

分
離

に
関

す
る

次
の

文
を

読
み

，
下

の
問

に
答

え
な

さ
い

。

ア
ニ

リ
ン

，
サ

リ
チ

ル
酸

，
フ

ェ
ノ

ー
ル

が
溶

け
て

い
る

ジ
エ

チ
ル

エ
ー

テ
ル

溶
液

か

ら
，

そ
れ

ぞ
れ

の
物

質
を

分
離

す
る

た
め

に
，

次
の

よ
う

な
操

作
を

行
っ

た
。

Ⅰ
 　

ジ
エ

チ
ル

エ
ー

テ
ル

溶
液

に
，

希
塩

酸
を

加
え

，
水

層
１

と
エ

ー
テ

ル
層

１
に

分
離

す

る
。

Ⅱ
 　

エ
ー

テ
ル

層
１

に
炭

酸
水

素
ナ

ト
リ

ウ
ム

水
溶

液
を

加
え

，
水

層
２

と
エ

ー
テ

ル
層

２

に
分

離
す

る
。

ア
ニ

リ
ン

，
サ

リ
チ

ル
酸

，
フ

ェ
ノ

ー
ル

希
塩

酸

水
層

１

水
層

２

エ
ー

テ
ル

層
１

エ
ー

テ
ル

層
２

炭
酸

水
素

ナ
ト

リ
ウ

ム

8
0

4
9

_
1

9
_

K
A

G
B

_
M

.in
dd

   
9

4
2

0
2

5
/1

2
/1

0
   

1
2

:2
1

95
94

167

傾
向
と
対
策

A
日
程

B
日
程

解
　
答
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93

問
３

　
ア

ル
コ

ー
ル

に
関

す
る

記
述

と
し

て
誤
っ
て
い
る
も
の

を
次

の
①

～
④

の
中

か
ら

１
つ

選
び

，
そ

の
番

号
を

マ
ー

ク
し

な
さ

い
。

解
答
番
号
は

22

①
　

エ
タ

ノ
ー

ル
に

濃
硫

酸
を

加
え

，
16

0℃
～

17
0℃

に
加

熱
す

る
と

，
エ

チ
レ

ン
が

生
成

す
る

。

②
　

ア
ル

コ
ー

ル
は

ナ
ト

リ
ウ

ム
と

反
応

し
て

水
素

を
発

生
し

，
ナ

ト
リ

ウ
ム

ア
ル

コ
キ

シ
ド

を
生

成
す

る
。

③
　

2︲
メ

チ
ル

︲2
︲プ

ロ
パ

ノ
ー

ル
は

第
二

級
ア

ル
コ

ー
ル

で
あ

る
。

④
　

第
三

級
ア

ル
コ

ー
ル

は
酸

化
さ

れ
に

く
い

。
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第
４

問
　

次
の

問
Ａ

，
Ｂ

に
答

え
な

さ
い

。

Ａ
　

次
の

各
問

に
答

え
な

さ
い

。

問
１

　
２

種
類

の
水

溶
液

を
同

じ
体

積
ず

つ
混

合
し

た
と

き
，

緩
衝

液
が

得
ら

れ
る

水
溶

液
の

組
合

せ
と

し
て

も
っ

と
も

適
切

な
も

の
を

次
の

①
～

④
の

中
か

ら
１

つ
選

び
，

そ
の

番
号

を
マ

ー
ク

し
な

さ
い

。

解
答
番
号
は

20

①
　

0.
2

m
ol
/L

の
酢

酸
と

，
0.

1
m

ol
/L

の
水

酸
化

バ
リ

ウ
ム

水
溶

液

②
　

0.
2

m
ol
/L

の
酢

酸
と

，
0.

1
m

ol
/L

の
水

酸
化

ナ
ト

リ
ウ

ム
水

溶
液

③
　

0.
2

m
ol
/L

の
酢

酸
と

，
0.

2
m

ol
/L

の
水

酸
化

ナ
ト

リ
ウ

ム
水

溶
液

④
　

0.
2

m
ol
/L

の
酢

酸
と

，
0.

3
m

ol
/L

の
水

酸
化

ナ
ト

リ
ウ

ム
水

溶
液

問
２

　
ア

ン
モ

ニ
ア

は
，

水
溶

液
中

で
次

の
よ

う
に

電
離

し
，

平
衡

状
態

に
達

す
る

。

N
H
3+

H
2O

⇄
N

H
4+
+

O
H
-

1.
0#

10
-
2
m

ol
/L

の
ア

ン
モ

ニ
ア

水
の

電
離

度
を

0.
01

0
と

す
る

。
ア

ン
モ

ニ
ア

の

電
離

定
数

と
し

て
も

っ
と

も
適

切
な

も
の

を
次

の
①

～
⑤

の
中

か
ら

１
つ

選
び

，
そ

の
番

号
を

マ
ー

ク
し

な
さ

い
。

解
答
番
号
は

21

①
　

1.
0#

10
-
6
m

ol
/L

 
②

　
1.

0#
10
-
5
m

ol
/L

③
　

1.
0#

10
-
4
m

ol
/L

 
④

　
1.

0#
10
-
3
m

ol
/L

⑤
　

1.
0#

10
-
2
m

ol
/L
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96

問
６

　
水

層
１

，
水

層
２

，
エ

ー
テ

ル
層

２
に

得
ら

れ
た

物
質

と
し

て
も

っ
と

も
適

切
な

組
合

せ
を

次
の

①
～

⑥
の

中
か

ら
１

つ
選

び
，

そ
の

番
号

を
マ

ー
ク

し
な

さ
い

。

解
答
番
号
は

25

水
層

１
水

層
２

エ
ー

テ
ル

層
２

①
ク

ロ
ロ

ベ
ン

ゼ
ン

ナ
ト

リ
ウ

ム
フ

ェ
ノ

キ
シ

ド
ア

ニ
リ

ン

②
ク

ロ
ロ

ベ
ン

ゼ
ン

サ
リ

チ
ル

酸
ナ

ト
リ

ウ
ム

フ
ェ

ノ
ー

ル

③
ク

ロ
ロ

ベ
ン

ゼ
ン

ナ
ト

リ
ウ

ム
フ

ェ
ノ

キ
シ

ド
サ

リ
チ

ル
酸

④
ア

ニ
リ

ン
塩

酸
塩

サ
リ

チ
ル

酸
ナ

ト
リ

ウ
ム

フ
ェ

ノ
ー

ル

⑤
ア

ニ
リ

ン
塩

酸
塩

ナ
ト

リ
ウ

ム
フ

ェ
ノ

キ
シ

ド
サ

リ
チ

ル
酸

⑥
ア

ニ
リ

ン
塩

酸
塩

サ
リ

チ
ル

酸
ナ

ト
リ

ウ
ム

ア
ニ

リ
ン

　
　
こ
れ
で
化
学
の
問
題
は
終
わ
り
で
す
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98

問
題

文
：

著
作

権
者

の
許

諾
を

得
な

く
て

も
例

外
的

に
著

作
物

を
利

用
で

き
る

場
合

と
し

て
、

著
作

権
法

上
適

切
な

も
の

は
3

で
あ

る
。

問
．

3
に

当
て

は
ま

る
最

も
適

切
な

も
の

を
、

下
の

解
答

群
か

ら
全

て
選

び
、

そ

の
番

号
を

マ
ー

ク
し

な
さ

い
。

①
　

自
宅

で
の

私
的

学
習

の
た

め
、

あ
る

小
説

を
全

文
コ

ピ
ー

し
て

保
存

し
た

。

②
　

学
校

の
授

業
の

レ
ポ

ー
ト

に
、

あ
る

W
eb

サ
イ

ト
上

の
統

計
デ

ー
タ

の
一

部
を

引

用
し

た
。

③
　

部
活

動
の

演
奏

会
で

著
名

な
作

曲
家

の
曲

を
演

奏
し

、
保

護
者

か
ら

入
場

料
を

徴
収

し
た

。

④
　

友
人

に
頼

ま
れ

て
、

好
き

な
映

画
を

D
V
D

に
録

画
し

て
渡

し
た

。

問
題

文
：

4
と

は
、

本
物

又
は

真
実

で
あ

る
か

の
よ

う
に

誤
っ

て
表

示
し

、
人

々
が

発
言

又
は

行
動

し
て

い
な

い
言

動
を

行
っ

て
い

る
か

の
よ

う
な

描
写

を
す

る
こ

と
を

特
徴

と
す

る
、

5
を

用
い

て
合

成
さ

れ
た

音
声

、
画

像
あ

る
い

は
動

画
コ

ン
テ

ン
ツ

の
こ

と
を

い
う

。
イ

ン
タ

ー
ネ

ッ
ト

上
に

流
通

・
拡

散
さ

れ
る

偽
・

誤
情

報
の

1
種

類
と

さ
れ

る
。

問
．

4
に

当
て

は
ま

る
最

も
適

切
な

も
の

を
、

下
の

解
答

群
か

ら
1

つ
選

び
、

そ

の
番

号
を

マ
ー

ク
し

な
さ

い
。

①
　

デ
ィ

ー
プ

ラ
ー

ニ
ン

グ

②
　

マ
シ

ン
フ

ェ
イ

ク

③
　

人
工

ニ
ュ

ー
ラ

ル
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク

④
　

デ
ィ

ー
プ

フ
ェ

イ
ク
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次
の

文
を

読
ん

で
下

記
の

問
い

に
答

え
な

さ
い

。

問
題

文
：

企
業

や
政

府
に

よ
っ

て
収

集
さ

れ
た

位
置

情
報

や
購

買
履

歴
な

ど
の

デ
ー

タ
は

、
一

度
保

存
さ

れ
る

と
本

人
の

意
思

だ
け

で
は

削
除

で
き

な
い

こ
と

が
多

く
、

長
期

間
保

持
さ

れ
る

こ
と

で
将

来
の

予
期

し
な

い
利

用
や

漏
洩

の
リ

ス
ク

が
生

じ
る

。

問
．

1
こ

の
記

述
の

、
監

視
社

会
の

リ
ス

ク
を

特
に

高
め

て
い

る
情

報
の

特
性

と

し
て

最
も

適
切

な
も

の
を

、
下

の
解

答
群

か
ら

1
つ

選
び

、
そ

の
番

号
を

マ
ー

ク
し

な
さ

い
。

①
　

残
存

性

②
　

複
製

性

③
　

伝
搬

性

問
題

文
：

ソ
ー

シ
ャ

ル
エ

ン
ジ

ニ
ア

リ
ン

グ
の

手
口

と
し

て
最

も
直

接
的

で
な

い
も

の
は

2
で

あ
る

。

問
．

2
に

当
て

は
ま

る
最

も
適

切
な

も
の

を
、

下
の

解
答

群
か

ら
1

つ
選

び
、

そ

の
番

号
を

マ
ー

ク
し

な
さ

い
。

①
　

電
話

で
管

理
者

に
な

り
す

ま
し

、
認

証
情

報
を

聞
き

出
す

。

②
　

廃
棄

さ
れ

た
メ

デ
ィ

ア
や

資
料

か
ら

パ
ス

ワ
ー

ド
を

回
収

す
る

。

③
　

正
規

の
サ

イ
ト

を
装

っ
た

偽
メ

ー
ル

で
認

証
情

報
を

入
力

さ
せ

る
。

④
　

マ
ル

ウ
ェ

ア
を

添
付

し
た

メ
ー

ル
で

端
末

に
不

正
プ

ロ
グ

ラ
ム

を
仕

込
む

。

⑤
　

他
者

の
入

力
操

作
を

物
理

的
に

盗
み

見
て

情
報

を
得

る
。

【
Ⅰ

】

情
報
Ⅰ
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96

問
６

　
水

層
１

，
水

層
２

，
エ

ー
テ

ル
層

２
に

得
ら

れ
た

物
質

と
し

て
も

っ
と

も
適

切
な

組
合

せ
を

次
の

①
～

⑥
の

中
か

ら
１

つ
選

び
，

そ
の

番
号

を
マ

ー
ク

し
な

さ
い

。

解
答
番
号
は

25

水
層

１
水

層
２

エ
ー

テ
ル

層
２

①
ク

ロ
ロ

ベ
ン

ゼ
ン

ナ
ト

リ
ウ

ム
フ

ェ
ノ

キ
シ

ド
ア

ニ
リ

ン

②
ク

ロ
ロ

ベ
ン

ゼ
ン

サ
リ

チ
ル

酸
ナ

ト
リ

ウ
ム

フ
ェ

ノ
ー

ル

③
ク

ロ
ロ

ベ
ン

ゼ
ン

ナ
ト

リ
ウ

ム
フ

ェ
ノ

キ
シ

ド
サ

リ
チ

ル
酸

④
ア

ニ
リ

ン
塩

酸
塩

サ
リ

チ
ル

酸
ナ

ト
リ

ウ
ム

フ
ェ

ノ
ー

ル

⑤
ア

ニ
リ

ン
塩

酸
塩

ナ
ト

リ
ウ

ム
フ

ェ
ノ

キ
シ

ド
サ

リ
チ

ル
酸

⑥
ア

ニ
リ

ン
塩

酸
塩

サ
リ

チ
ル

酸
ナ

ト
リ

ウ
ム

ア
ニ

リ
ン

　
　
こ
れ
で
化
学
の
問
題
は
終
わ
り
で
す
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10
0

次
の

文
を

読
ん

で
下

記
の

問
い

に
答

え
な

さ
い

。

問
．

7
オ

ン
ラ

イ
ン

シ
ョ

ッ
プ

の
注

文
デ

ー
タ

を
分

析
す

る
。

統
計

分
析

で
は

、

明
ら

か
な

誤
り

や
集

計
結

果
を

歪
め

る
異

常
な

デ
ー

タ
を

除
外

す
る

こ
と

が
あ

る
。

正
し

い
記

述
を

下
の

解
答

群
か

ら
す

べ
て

選
び

、
そ

の
番

号
を

マ
ー

ク
し

な
さ

い
。

①
　

大
型

連
休

中
の

特
別

セ
ー

ル
で

、
通

常
の

10
倍

の
注

文
数

が
記

録
さ

れ
た

。
こ

れ

は
「

外
れ

値
」

と
み

な
し

、
除

外
す

る
の

が
妥

当
で

あ
る

。

②
　

デ
ー

タ
入

力
の

際
、

数
量

「
10

」
の

注
文

を
誤

っ
て

「
10

00
」

と
入

力
し

た
。

こ
れ

は
「

異
常

値
」

と
み

な
し

、
除

外
す

る
の

が
妥

当
で

あ
る

。

③
　

配
達

先
の

入
力

が
未

記
入

の
ま

ま
注

文
が

記
録

さ
れ

、
後

か
ら

そ
の

注
文

は
キ

ャ
ン

セ
ル

と
な

っ
た

。
こ

れ
は

「
異

常
値

」
と

み
な

し
、

除
外

す
る

の
が

妥
当

で
あ

る
。

④
　

台
風

の
日

、
配

送
不

能
地

域
が

あ
っ

た
影

響
で

注
文

数
が

一
時

的
に

減
少

し
た

。
こ

れ
は

「
外

れ
値

」
と

み
な

し
、

除
外

す
る

の
が

妥
当

で
あ

る
。

問
．

8
最

も
適

切
な

記
述

を
下

の
解

答
群

か
ら

1
つ

選
び

、
そ

の
番

号
を

マ
ー

ク

し
な

さ
い

。

①
　

小
さ

い
数

か
ら

大
き

い
数

へ
並

ん
だ

順
序

を
降

順
、

大
き

い
数

か
ら

小
さ

い
数

へ
並

ん
だ

順
序

を
昇

順
と

い
う

。

②
　

整
列

の
ア

ル
ゴ

リ
ズ

ム
は

代
表

的
な

も
の

が
4

種
類

あ
り

、
そ

れ
以

外
は

存
在

し
な

い
。

③
　

並
べ

替
え

る
デ

ー
タ

の
個

数
が

同
じ

で
あ

れ
ば

、
ど

の
整

列
ア

ル
ゴ

リ
ズ

ム
で

も
処

理
時

間
は

等
し

い
。

④
　

整
列

ア
ル

ゴ
リ

ズ
ム

の
効

率
を

評
価

す
る

と
き

、
デ

ー
タ

の
比

較
回

数
や

交
換

回
数

な
ど

が
指

標
と

し
て

用
い

ら
れ

る
。

【
Ⅱ
】

8
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99

問
．

5
に

当
て

は
ま

る
最

も
適

切
な

も
の

を
、

下
の

解
答

群
か

ら
1

つ
選

び
、

そ

の
番

号
を

マ
ー

ク
し

な
さ

い
。

①
　

生
成

系
A
I

②
　

SN
S

③
　

ウ
ェ

ブ
サ

イ
ト

④
　

対
話

型
ロ

ボ
ッ

ト

問
．

6
目

に
し

た
情

報
の

正
確

性
の

判
断

に
不

適
切

な
選

択
肢

を
下

の
解

答
群

か

ら
1

つ
選

び
、

そ
の

番
号

を
マ

ー
ク

し
な

さ
い

。

①
　

発
信

源
は

そ
の

分
野

の
専

門
家

か
ど

う
か

で
確

か
め

る
。

②
　

他
で

は
ど

う
言

わ
れ

て
い

る
か

を
確

か
め

る
。

③
　

投
稿

さ
れ

た
画

像
は

本
物

か
ど

う
か

を
確

か
め

る
。

④
　

多
く

の
人

が
拡

散
し

て
い

る
か

ど
う

か
を

確
か

め
る

。
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10
2

St
ar

t

En
d

条
件

？

Pr
oc

es
s 

A

Pr
oc

es
s 

D

Pr
oc

es
s 

B
Pr

oc
es

s 
C

Y
es

N
o

図
1

　
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
基

本
構

造
の

一
つ

問
題

文
：

プ
ロ

グ
ラ

ム
1

は
、「

偶
数

の
数

字
だ

け
を

リ
ス

ト
か

ら
取

り
出

し
、

新
し

い
リ

ス

ト
に

入
れ

る
」

処
理

で
あ

る
。

 1  2  3  4  5  6

n
u
m
b
e
r
s
 
=
 
[1
,
 
2
,
 
3
,
 
4
,
 
5
,
 
6
,
 
7
,
 
8
,
 
9
,
 
1
0
]

r
e
s
u
l
t
 
=
 
[]

f
o
r
 
i
 
i
n
 
（あ

）：

 
 
 
 
i
f
 
i
 
㌫ 
2
 
=
=
 
0
：

 
 
 
 
 
 
 
 
r
e
s
u
l
t
.
（い

）

p
r
i
n
t
("

結
果

："
,
 
r
e
s
u
l
t
)

プ
ロ

グ
ラ

ム
1

：
偶

数
の

数
字

を
探

す
Py

th
on

プ
ロ

グ
ラ

ム

問
．

11
プ

ロ
グ

ラ
ム

1
の

（
あ

）
と

（
い

）
に

当
て

は
ま

る
内

容
と

し
て

、
最

も

適
切

な
も

の
を

、
下

の
解

答
群

か
ら

1
つ

選
び

、
そ

の
番

号
を

マ
ー

ク
し

な
さ

い
。

①
　

あ
：
n
u
m
b
e
r
s
、

い
：
a
p
p
e
n
d （
i
）

②
　

あ
：
r
a
n
g
e （
n
u
m
b
e
r
s
）、

い
：
a
p
p
e
n
d （
i
＊2
）

③
　

あ
：
n
u
m
b
e
r
s
、

い
：
a
p
p
e
n
d （
n
u
m
b
e
r
）

④
　

あ
：
r
a
n
g
e （
l
e
n （
n
u
m
b
e
r
s
））

、
い

：
a
p
p
e
n
d （
n
u
m
b
e
r
）
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10
1

問
題

文
：

JS
O
N

形
式

の
フ

ァ
イ

ル
は

、（
ア

）
と

（
イ

）
の

組
と

配
列

で
構

成
さ

れ
て

い
る

。

Py
th
on

で
は

、（
ア

）
と

（
イ

）
の

組
は

辞
書

型
（

D
ic
tio

na
ry

）
と

し
て

扱
わ

れ

る
た

め
、

JS
O
N

形
式

の
デ

ー
タ

を
辞

書
型

に
変

換
し

て
利

用
す

る
こ

と
が

多
い

。

辞
書

型
の

表
し

方
使

用
例

{（
ア

）：
（

イ
）}

ca
t=
{"
na

m
e"

： 
"A

lic
e"

, 
"a

ge
"：

 3
}

pr
in
t（
ca
t［
"a
ge

"］
）

【
実

行
結

果
】 
3

問
．

9
空

欄
（

ア
）、

（
イ

）
に

当
て

は
ま

る
最

も
適

切
な

語
句

の
組

み
合

わ
せ

を

下
の

解
答

群
か

ら
1

つ
選

び
、

そ
の

番
号

を
マ

ー
ク

し
な

さ
い

。

①
　

ア
：

キ
ー

名
、

イ
：

値

②
　

ア
：

配
列

、
イ

：
要

素

③
　

ア
：

イ
ン

デ
ッ

ク
ス

、
イ

：
要

素

④
　

ア
：

ク
ラ

ス
名

、
イ

：
メ

ソ
ッ

ド

問
．

10
図

1
に

示
す

プ
ロ

グ
ラ

ム
の

基
本

構
造

に
つ

い
て

、
最

も
適

切
な

も
の

を

下
の

解
答

群
か

ら
1

つ
選

び
、

そ
の

番
号

を
マ

ー
ク

し
な

さ
い

。

①
　

順
次

処
理

②
　

分
岐

処
理

③
　

反
復

処
理

④
　

再
帰

処
理
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10
0

次
の

文
を

読
ん

で
下

記
の

問
い

に
答

え
な

さ
い

。

問
．

7
オ

ン
ラ

イ
ン

シ
ョ

ッ
プ

の
注

文
デ

ー
タ

を
分

析
す

る
。

統
計

分
析

で
は

、

明
ら

か
な

誤
り

や
集

計
結

果
を

歪
め

る
異

常
な

デ
ー

タ
を

除
外

す
る

こ
と

が
あ

る
。

正
し

い
記

述
を

下
の

解
答

群
か

ら
す

べ
て

選
び

、
そ

の
番

号
を

マ
ー

ク
し

な
さ

い
。

①
　

大
型

連
休

中
の

特
別

セ
ー

ル
で

、
通

常
の

10
倍

の
注

文
数

が
記

録
さ

れ
た

。
こ

れ

は
「

外
れ

値
」

と
み

な
し

、
除

外
す

る
の

が
妥

当
で

あ
る

。

②
　

デ
ー

タ
入

力
の

際
、

数
量

「
10

」
の

注
文

を
誤

っ
て

「
10

00
」

と
入

力
し

た
。

こ
れ

は
「

異
常

値
」

と
み

な
し

、
除

外
す

る
の

が
妥

当
で

あ
る

。

③
　

配
達

先
の

入
力

が
未

記
入

の
ま

ま
注

文
が

記
録

さ
れ

、
後

か
ら

そ
の

注
文

は
キ

ャ
ン

セ
ル

と
な

っ
た

。
こ

れ
は

「
異

常
値

」
と

み
な

し
、

除
外

す
る

の
が

妥
当

で
あ

る
。

④
　

台
風

の
日

、
配

送
不

能
地

域
が

あ
っ

た
影

響
で

注
文

数
が

一
時

的
に

減
少

し
た

。
こ

れ
は

「
外

れ
値

」
と

み
な

し
、

除
外

す
る

の
が

妥
当

で
あ

る
。

問
．

8
最

も
適

切
な

記
述

を
下

の
解

答
群

か
ら

1
つ

選
び

、
そ

の
番

号
を

マ
ー

ク

し
な

さ
い

。

①
　

小
さ

い
数

か
ら

大
き

い
数

へ
並

ん
だ

順
序

を
降

順
、

大
き

い
数

か
ら

小
さ

い
数

へ
並

ん
だ

順
序

を
昇

順
と

い
う

。

②
　

整
列

の
ア

ル
ゴ

リ
ズ

ム
は

代
表

的
な

も
の

が
4

種
類

あ
り

、
そ

れ
以

外
は

存
在

し
な

い
。

③
　

並
べ

替
え

る
デ

ー
タ

の
個

数
が

同
じ

で
あ

れ
ば

、
ど

の
整

列
ア

ル
ゴ

リ
ズ

ム
で

も
処

理
時

間
は

等
し

い
。

④
　

整
列

ア
ル

ゴ
リ

ズ
ム

の
効

率
を

評
価

す
る

と
き

、
デ

ー
タ

の
比

較
回

数
や

交
換

回
数

な
ど

が
指

標
と

し
て

用
い

ら
れ

る
。

【
Ⅱ
】

8
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4
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0
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99

問
．

5
に

当
て

は
ま

る
最

も
適

切
な

も
の

を
、

下
の

解
答

群
か

ら
1

つ
選

び
、

そ

の
番

号
を

マ
ー

ク
し

な
さ

い
。

①
　

生
成

系
A
I

②
　

SN
S

③
　

ウ
ェ

ブ
サ

イ
ト

④
　

対
話

型
ロ

ボ
ッ

ト

問
．

6
目

に
し

た
情

報
の

正
確

性
の

判
断

に
不

適
切

な
選

択
肢

を
下

の
解

答
群

か

ら
1

つ
選

び
、

そ
の

番
号

を
マ

ー
ク

し
な

さ
い

。

①
　

発
信

源
は

そ
の

分
野

の
専

門
家

か
ど

う
か

で
確

か
め

る
。

②
　

他
で

は
ど

う
言

わ
れ

て
い

る
か

を
確

か
め

る
。

③
　

投
稿

さ
れ

た
画

像
は

本
物

か
ど

う
か

を
確

か
め

る
。

④
　

多
く

の
人

が
拡

散
し

て
い

る
か

ど
う

か
を

確
か

め
る

。
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10
4

問
題

文
：

太
郎

さ
ん

は
、

修
正

済
み

の
プ

ロ
グ

ラ
ム

2
の

r
o
l
l
_
d
i
c
e （
）
関

数
を

使
っ

て
、

10
00

回
サ

イ
コ

ロ
を

振
り

、
そ

の
結

果
を

集
計

す
る

プ
ロ

グ
ラ

ム
3

を
作

成
し

た
。

 1  2  3  4  5  6

#
 
出

目
の

集
計

用
リ

ス
ト
(イ

ン
デ

ッ
ク

ス
0
は

未
使

用
、
1
～
6
を

使
う
)

c
o
u
n
t
s
 
=
 
[0
] 

＊ 
7
 
 
#
 
c
o
u
n
t
s
[1
]
～

c
o
u
n
t
s
[6
]
に

記
録

#
 
サ

イ
コ

ロ
を

1
0
0
0
回

振
る

f
o
r
 
i
 
i
n
 
r
a
n
g
e
(1
0
0
0
)：

 
 
 
 
r
e
s
u
l
t
 
=
 
r
o
l
l
_
d
i
c
e
()

 
 
 
 
c
o
u
n
t
s
[r
e
s
u
l
t
] 
+
=
 
1

プ
ロ

グ
ラ

ム
3

：
10

00
回

サ
イ

コ
ロ

を
振

っ
て

結
果

を
集

計
す

る
Py

th
on

プ
ロ

グ
ラ

ム

問
．

14
プ

ロ
グ

ラ
ム

3
が

実
行

さ
れ

た
後

に
、

サ
イ

コ
ロ

の
出

目
が

6
の

回
数

の

み
を

出
力

す
る

コ
ー

ド
と

し
て

最
も

適
切

な
も

の
を

、
下

の
解

答
群

か
ら

1
つ

選
び

、
そ

の
番

号
を

マ
ー

ク
し

な
さ

い
。

①
　
p
r
i
n
t （
f
"
{
6
}
の

目
： 
{
c
o
u
n
t
s ［
6
］}

回
"
）

②
　
p
r
i
n
t （
f
"
{
6
}
の

目
： 
{
c
o
u
n
t ［
1
：5
］}

回
"
）

③
　
p
r
i
n
t （
f
"
{
6
}
の

目
： 
{
6
＊c
o
u
n
t
s
}
回
"
）

④
　
p
r
i
n
t （
f
"
{
6
}
の

目
： 
{
c
o
u
n
t
s
}
回
"
）

8
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0
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問
．

12
プ

ロ
グ

ラ
ム

1
の

期
待

さ
れ

る
出

力
と

し
て
、

最
も

適
切

な
も

の
を

、
下

の
解

答
群

か
ら

1
つ

選
び

、
そ

の
番

号
を

マ
ー

ク
し

な
さ

い
。

①
　

結
果

: ［
4
,
 
8
,
 
1
2
,
 
1
6
,
 
2
0
］

②
　

結
果

: ［
1
,
 
2
,
 
3
,
 
4
,
 
5
］

③
　

結
果

: ［
2
,
 
4
,
 
6
,
 
8
,
 
1
0
］

④
　

結
果

: ［
1
,
 
2
,
 
3
,
 
4
,
 
5
,
 
6
,
 
7
,
 
8
,
 
9
,
 
1
0
］

問
題

文
：

太
郎

さ
ん

は
、

サ
イ

コ
ロ

の
出

目
（

1
〜

6
）

を
生

成
す

る
Py

th
on

プ
ロ

グ
ラ

ム

（
プ

ロ
グ

ラ
ム

2
）

を
作

成
し

た
。

こ
の

プ
ロ

グ
ラ

ム
に

0
以

上
1

未
満

の
乱

数
を

生
成

す
る

r
a
n
d
o
m
.
r
a
n
d
o
m （
）
関

数
を

使
っ

て
い

る
。

 1  2  3  4  5

i
m
p
o
r
t
 
r
a
n
d
o
m

d
e
f
 
r
o
l
l
_
d
i
c
e
()

:

 
 
 
 
#
 
1
〜
6
の

サ
イ

コ
ロ

の
出

目
を

返
す

 
 
 
 
r
 
=
 
r
a
n
d
o
m
.
r
a
n
d
o
m
()
 
 
#
 
0
.
0
〜
1
.
0
未

満
の

乱
数

 
 
 
 
r
e
t
u
r
n
 
i
n
t
(r
 
⁂ 
6
)

プ
ロ

グ
ラ

ム
2

：
サ

イ
コ

ロ
の

出
目

生
成

Py
th
on

プ
ロ

グ
ラ

ム

問
．

13
プ

ロ
グ

ラ
ム

2
に

バ
グ

が
あ

っ
て

、
意

図
し

な
い

結
果

が
出

力
さ

れ
る

こ

と
が

わ
か

っ
た

。
ど

の
よ

う
な

出
力

な
の

か
を

、
下

の
解

答
群

か
ら

1
つ

選
び

、
そ

の
番

号
を

マ
ー

ク
し

な
さ

い
。

①
　

実
行

で
き

ず
、

エ
ラ

ー
が

で
て

く
る

。

②
　

小
数

が
出

る
。

③
　

6
の

倍
数

し
か

で
な

い
。

④
　

0
か

ら
5

ま
で

の
整

数
し

か
で

て
こ

な
い

。

8
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一般前期／B日程 情報



10
6

問
題

文
：

ク
ラ

イ
ア

ン
ト

サ
ー

バ
シ

ス
テ

ム
の

特
徴

は
17

で
あ

る
。

問
．

17
に

当
て

は
ま

る
選

択
肢

を
下

の
解

答
群

か
ら

1
つ

選
び

、
そ

の
番

号
を

マ
ー

ク
し

な
さ

い
。

①
　

コ
ン

ピ
ュ

ー
タ

同
士

が
対

等
な

関
係

で
サ

ー
ビ

ス
を

提
供

し
合

う
分

散
処

理
の

仕
組

み

②
　

サ
ー

ビ
ス

を
受

け
る

側
と

提
供

す
る

側
の

役
割

を
分

け
、

処
理

を
効

率
的

に
行

う
仕

組
み

③
　

個
々

の
端

末
が

自
律

的
に

動
作

し
、

他
の

コ
ン

ピ
ュ

ー
タ

に
依

存
し

な
い

ネ
ッ

ト

ワ
ー

ク
方

式

④
　

複
数

の
パ

ソ
コ

ン
で

同
じ

処
理

を
分

担
し

、
全

体
の

負
荷

を
軽

減
す

る
ク

ラ
ス

タ
シ

ス
テ

ム

問
題

文
：

あ
る

プ
ロ

グ
ラ

ム
は

、
命

令
A

〜
D

を
下

に
示

す
順

に
実

行
す

る
。

各
命

令
の

実

行
に

必
要

な
ク

ロ
ッ

ク
数

は
次

の
通

り
で

あ
る

。

命
令

の
実

行
順

：
A

→
B

→
C

→
A

→
C

→
D

命
令

ク
ロ

ッ
ク

数

A
3

B
5

C
2

D
7

問
．

18
ク

ロ
ッ

ク
周

波
数

1
GH

z
の

CP
U

で
こ

の
命

令
列

を
実

行
す

る
の

に
、

必
要

な
時

間
と

し
て

最
も

適
切

な
も

の
を

下
の

解
答

群
か

ら
1

つ
選

び
、

そ
の

番
号

を

マ
ー

ク
し

な
さ

い
。

①
　

21
ns

②
　

22
ns

③
　

23
ns

④
　

24
ns
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5

次
の

文
を

読
ん

で
下

記
の

問
い

に
答

え
な

さ
い

。

問
題

文
：

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

の
安

全
対

策
と

し
て

用
い

ら
れ

る
も

の
と

し
て

フ
ァ

イ
ア

ウ
ォ

ー
ル

と
V
PN

が
あ

る
。

フ
ァ

イ
ア

ウ
ォ

ー
ル

は
15

特
徴

が
あ

り
、

V
PN

は

16
特

徴
が

あ
る

。

問
．

15
に

当
て

は
ま

る
選

択
肢

を
下

の
解

答
群

か
ら

1
つ

選
び

、
そ

の
番

号
を

マ
ー

ク
し

な
さ

い
。

①
　

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト
経

由
で

デ
ー

タ
の

送
受

信
を

行
う

際
の

遅
延

時
間

を
減

ら
す

②
　

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト
経

由
で

パ
ソ

コ
ン

を
職

場
の

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

に
安

全
に

接
続

で
き

る
よ

う
に

す
る

③
　

外
部

か
ら

内
部

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

へ
の

不
正

な
ア

ク
セ

ス
を

検
出

・
遮

断
す

る

④
　

内
部

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

内
の

デ
ー

タ
保

存
時

に
自

動
で

暗
号

化
を

行
う

問
．

16
に

当
て

は
ま

る
選

択
肢

を
下

の
解

答
群

か
ら

1
つ

選
び

、
そ

の
番

号
を

マ
ー

ク
し

な
さ

い
。

①
　

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト
経

由
で

デ
ー

タ
の

送
受

信
を

行
う

際
の

遅
延

時
間

を
減

ら
す

②
　

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト
経

由
で

パ
ソ

コ
ン

を
職

場
の

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

に
安

全
に

接
続

で
き

る
よ

う
に

す
る

③
　

外
部

か
ら

内
部

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

へ
の

不
正

な
ア

ク
セ

ス
を

検
出

・
遮

断
す

る

④
　

内
部

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

内
の

デ
ー

タ
保

存
時

に
自

動
で

暗
号

化
を

行
う

【
Ⅲ

】
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10
4

問
題

文
：

太
郎

さ
ん

は
、

修
正

済
み

の
プ

ロ
グ

ラ
ム

2
の

r
o
l
l
_
d
i
c
e （
）
関

数
を

使
っ

て
、

10
00

回
サ

イ
コ

ロ
を

振
り

、
そ

の
結

果
を

集
計

す
る

プ
ロ

グ
ラ

ム
3

を
作

成
し

た
。

 1  2  3  4  5  6

#
 
出

目
の

集
計

用
リ

ス
ト
(イ

ン
デ

ッ
ク

ス
0
は

未
使

用
、
1
～
6
を

使
う
)

c
o
u
n
t
s
 
=
 
[0
] 

＊ 
7
 
 
#
 
c
o
u
n
t
s
[1
]
～

c
o
u
n
t
s
[6
]
に

記
録

#
 
サ

イ
コ

ロ
を

1
0
0
0
回

振
る

f
o
r
 
i
 
i
n
 
r
a
n
g
e
(1
0
0
0
)：

 
 
 
 
r
e
s
u
l
t
 
=
 
r
o
l
l
_
d
i
c
e
()

 
 
 
 
c
o
u
n
t
s
[r
e
s
u
l
t
] 
+
=
 
1

プ
ロ

グ
ラ

ム
3

：
10

00
回

サ
イ

コ
ロ

を
振

っ
て

結
果

を
集

計
す

る
Py

th
on

プ
ロ

グ
ラ

ム

問
．

14
プ

ロ
グ

ラ
ム

3
が

実
行

さ
れ

た
後

に
、

サ
イ

コ
ロ

の
出

目
が

6
の

回
数

の

み
を

出
力

す
る

コ
ー

ド
と

し
て

最
も

適
切

な
も

の
を

、
下

の
解

答
群

か
ら

1
つ

選
び

、
そ

の
番

号
を

マ
ー

ク
し

な
さ

い
。

①
　
p
r
i
n
t （
f
"
{
6
}
の

目
： 
{
c
o
u
n
t
s ［
6
］}

回
"
）

②
　
p
r
i
n
t （
f
"
{
6
}
の

目
： 
{
c
o
u
n
t ［
1
：5
］}

回
"
）

③
　
p
r
i
n
t （
f
"
{
6
}
の

目
： 
{
6
＊c
o
u
n
t
s
}
回
"
）

④
　
p
r
i
n
t （
f
"
{
6
}
の

目
： 
{
c
o
u
n
t
s
}
回
"
）

8
0

4
9

_
2

0
_

JO
U

B
_

M
.in

dd
   

1
0

4
2

0
2

5
/1

2
/1

2
   

9
:3

4

10
3

問
．

12
プ

ロ
グ

ラ
ム

1
の

期
待

さ
れ

る
出

力
と

し
て
、

最
も

適
切

な
も

の
を

、
下

の
解

答
群

か
ら

1
つ

選
び

、
そ

の
番

号
を

マ
ー

ク
し

な
さ

い
。

①
　

結
果

: ［
4
,
 
8
,
 
1
2
,
 
1
6
,
 
2
0
］

②
　

結
果

: ［
1
,
 
2
,
 
3
,
 
4
,
 
5
］

③
　

結
果

: ［
2
,
 
4
,
 
6
,
 
8
,
 
1
0
］

④
　

結
果

: ［
1
,
 
2
,
 
3
,
 
4
,
 
5
,
 
6
,
 
7
,
 
8
,
 
9
,
 
1
0
］

問
題

文
：

太
郎

さ
ん

は
、

サ
イ

コ
ロ

の
出

目
（

1
〜

6
）

を
生

成
す

る
Py

th
on

プ
ロ

グ
ラ

ム

（
プ

ロ
グ

ラ
ム

2
）

を
作

成
し

た
。

こ
の

プ
ロ

グ
ラ

ム
に

0
以

上
1

未
満

の
乱

数
を

生
成

す
る

r
a
n
d
o
m
.
r
a
n
d
o
m （
）
関

数
を

使
っ

て
い

る
。

 1  2  3  4  5

i
m
p
o
r
t
 
r
a
n
d
o
m

d
e
f
 
r
o
l
l
_
d
i
c
e
()

:

 
 
 
 
#
 
1
〜
6
の

サ
イ

コ
ロ

の
出

目
を

返
す

 
 
 
 
r
 
=
 
r
a
n
d
o
m
.
r
a
n
d
o
m
()
 
 
#
 
0
.
0
〜
1
.
0
未

満
の

乱
数

 
 
 
 
r
e
t
u
r
n
 
i
n
t
(r
 
⁂ 
6
)

プ
ロ

グ
ラ

ム
2

：
サ

イ
コ

ロ
の

出
目

生
成

Py
th
on

プ
ロ

グ
ラ

ム

問
．

13
プ

ロ
グ

ラ
ム

2
に

バ
グ

が
あ

っ
て

、
意

図
し

な
い

結
果

が
出

力
さ

れ
る

こ

と
が

わ
か

っ
た

。
ど

の
よ

う
な

出
力

な
の

か
を

、
下

の
解

答
群

か
ら

1
つ

選
び

、
そ

の
番

号
を

マ
ー

ク
し

な
さ

い
。

①
　

実
行

で
き

ず
、

エ
ラ

ー
が

で
て

く
る

。

②
　

小
数

が
出

る
。

③
　

6
の

倍
数

し
か

で
な

い
。

④
　

0
か

ら
5

ま
で

の
整

数
し

か
で

て
こ

な
い

。
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10
8

問
．

21
に

当
て

は
ま

る
選

択
肢

を
下

の
解

答
群

か
ら

1
つ

選
び

、
そ

の
番

号
を

マ
ー

ク
し

な
さ

い
。

①
　

U
RL

②
　

ド
メ

イ
ン

名

③
　

IP
ア

ド
レ

ス

④
　

D
N
S
サ

ー
バ

⑤
　

ル
ー

タ

⑥
　

プ
ロ

キ
シ

サ
ー

バ

問
．

22
に

当
て

は
ま

る
選

択
肢

を
下

の
解

答
群

か
ら

1
つ

選
び

、
そ

の
番

号
を

マ
ー

ク
し

な
さ

い
。

①
　

U
RL

②
　

ド
メ

イ
ン

名

③
　

IP
ア

ド
レ

ス

④
　

D
N
S
サ

ー
バ

⑤
　

ル
ー

タ

⑥
　

プ
ロ

キ
シ

サ
ー

バ

8
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4
9

_
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0
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問
題

文
：

W
eb

ブ
ラ

ウ
ザ

の
ア

ド
レ

ス
欄

に
U
RL

を
入

力
す

る
と

、
そ

の
中

の
19

か
ら

該
当

す
る

20
を

求
め

る
必

要
が

あ
る

。
こ

の
た

め
ブ

ラ
ウ

ザ
は

21
に

問
い

合
わ

せ
を

行
い

、
20

の
情

報
を

得
た

後
、

20

を
宛

先
と

し
て

通
信

が
行

わ
れ

る
。

こ
の

通
信

は
、

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト
上

の
複

数
の

22
を

経
由

し
、

目
的

の
W

eb
サ

ー
バ

に
到

達
す

る
こ

と
で

完
了

す
る

。

問
．

19
に

当
て

は
ま

る
選

択
肢

を
下

の
解

答
群

か
ら

1
つ

選
び

、
そ

の
番

号
を

マ
ー

ク
し

な
さ

い
。

①
　

U
RL

②
　

ド
メ

イ
ン

名

③
　

IP
ア

ド
レ

ス

④
　

D
N
S
サ

ー
バ

⑤
　

ル
ー

タ

⑥
　

プ
ロ

キ
シ

サ
ー

バ

問
．

20
に

当
て

は
ま

る
選

択
肢

を
下

の
解

答
群

か
ら

1
つ

選
び

、
そ

の
番

号
を

マ
ー

ク
し

な
さ

い
。

①
　

U
RL

②
　

ド
メ

イ
ン

名

③
　

IP
ア

ド
レ

ス

④
　

D
N
S
サ

ー
バ

⑤
　

ル
ー

タ

⑥
　

プ
ロ

キ
シ

サ
ー

バ

8
0

4
9

_
2

0
_

JO
U

B
_

M
.in

dd
   

1
0

7
2

0
2

5
/1

2
/2

0
   

1
0

:1
1

108
107

174

傾
向
と
対
策

問
　
題

解
　
答

一般前期／B日程 情報



11
0

②

01
月

02
月

03
月

04
月

05
月

06
月

07
月

08
月

09
月

10
月

11
月

12
月

0.0
0.0

50
.0

50
.0

10
0.0

10
0.0

15
0.0

15
0.0

20
0.0

20
0.0

25
0.0

25
0.0

日
照

時
間

の
合

計
降

水
量

の
合

計

千
葉

市
月

別
の

日
照

時
間

の
合

計
と

降
水

量
の

合
計

日照時間（時間）

降水量（mm）

③

01
月

02
月

03
月

04
月

05
月

06
月

07
月

08
月

09
月

10
月

11
月

12
月

0.050
.0

10
0.0

15
0.0

20
0.0

25
0.0

日
照

時
間

の
合

計
降

水
量

の
合

計

千
葉

市
月

別
の

日
照

時
間

の
合

計
と

降
水

量
の

合
計

④

01
月

67
.5

02
月

59
.1

03
月

11
1.3

04
月

11
0.4

05
月

12
2.3

06
月

15
0.9

07
月

13
6.5

08
月

11
5.7

09
月

20
4.7

10
月

22
5.7

11
月94
.1 12

月

56
.8

0.0
0.0

50
.0

50
.0

10
0.0

10
0.0

15
0.0

15
0.0

20
0.0

20
0.0

25
0.0

25
0.0

日
照

時
間

の
合

計
降

水
量

の
合

計

千
葉

市
月

別
の

日
照

時
間

の
合

計
と

降
水

量
の

合
計

8
0

4
9

_
2

0
_

JO
U

B
_

M
.in

dd
   

1
1

0
2

0
2

5
/1

2
/1

2
   

9
:3

4

10
9

次
の

文
を

読
ん

で
下

記
の

問
い

に
答

え
な

さ
い

。

問
題

文
：

W
eb

ア
ク

セ
シ

ビ
リ

テ
ィ

の
基

準
と

し
て

、
視

覚
障

害
者

や
色

覚
異

常
者

が
情

報

を
正

し
く

理
解

で
き

る
よ

う
に

、
例

え
ば

23
こ

と
を

配
慮

で
き

る
と

よ
い

。

問
．

23
に

当
て

は
ま

る
選

択
肢

を
下

の
解

答
群

か
ら

1
つ

選
び

、
そ

の
番

号
を

マ
ー

ク
し

な
さ

い
。

①
　

色
だ

け
に

依
存

し
た

情
報

提
示

を
避

け
、

形
や

テ
キ

ス
ト

を
併

用
す

る
。

②
　

音
声

ガ
イ

ド
だ

け
で

情
報

を
提

供
し

、
視

覚
的

な
代

替
情

報
は

不
要

と
す

る
。

③
　

す
べ

て
の

文
字

情
報

を
画

像
に

埋
め

込
む

こ
と

で
見

た
目

の
統

一
性

を
図

る
。

④
　

色
の

コ
ン

ト
ラ

ス
ト

は
最

低
限

に
抑

え
、

デ
ザ

イ
ン

性
を

優
先

す
る

。

問
．

24
千

葉
市

の
気

象
デ

ー
タ

の
19

91
〜

20
20

年
の

平
均

値
を

、
月

別
で

整
理

し
た

デ
ー

タ
を

元
に

、
下

記
の

統
計

グ
ラ

フ
を

つ
く

っ
た

。
そ

の
う

ち
、

最
も

適
切

な
も

の
を

、
下

の
解

答
群

か
ら

1
つ

選
び

、
そ

の
番

号
を

マ
ー

ク
し

な
さ

い
。（

デ
ー

タ
出

典
：

 

独
立

行
政

法
人

 統
計

セ
ン

タ
ー

SS
D

SE
F2

02
3v

3, 
ht

tp
s:/

/w
w

w
.n

st
ac

.g
o.j

p/
us

e/

lit
er

ac
y/

ss
ds

e/
#S

SD
SE

-F
）

①

01
月

02
月

03
月

04
月

05
月

06
月

07
月

08
月

09
月

10
月

11
月

12
月

0.050
.0

10
0.0

15
0.0

20
0.0

25
0.0

日
照

時
間

の
合

計
降

水
量

の
合

計

千
葉

市
月

別
の

日
照

時
間

の
合

計
と

降
水

量
の

合
計

【
Ⅳ

】
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175

傾
向
と
対
策

A
日
程

B
日
程

解
　
答

一般前期／B日程 情報

10
8

問
．

21
に

当
て

は
ま

る
選

択
肢

を
下

の
解

答
群

か
ら

1
つ

選
び

、
そ

の
番

号
を

マ
ー

ク
し

な
さ

い
。

①
　

U
RL

②
　

ド
メ

イ
ン

名

③
　

IP
ア

ド
レ

ス

④
　

D
N
S
サ

ー
バ

⑤
　

ル
ー

タ

⑥
　

プ
ロ

キ
シ

サ
ー

バ

問
．

22
に

当
て

は
ま

る
選

択
肢

を
下

の
解

答
群

か
ら

1
つ

選
び

、
そ

の
番

号
を

マ
ー

ク
し

な
さ

い
。

①
　

U
RL

②
　

ド
メ

イ
ン

名

③
　

IP
ア

ド
レ

ス

④
　

D
N
S
サ

ー
バ

⑤
　

ル
ー

タ

⑥
　

プ
ロ

キ
シ

サ
ー

バ

8
0

4
9

_
2

0
_

JO
U

B
_

M
.in

dd
   

1
0

8
2

0
2

5
/1

2
/2

0
   

1
0

:1
1

10
7

問
題

文
：

W
eb

ブ
ラ

ウ
ザ

の
ア

ド
レ

ス
欄

に
U
RL

を
入

力
す

る
と

、
そ

の
中

の
19

か
ら

該
当

す
る

20
を

求
め

る
必

要
が

あ
る

。
こ

の
た

め
ブ

ラ
ウ

ザ
は

21
に

問
い

合
わ

せ
を

行
い

、
20

の
情

報
を

得
た

後
、

20

を
宛

先
と

し
て

通
信

が
行

わ
れ

る
。

こ
の

通
信

は
、

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト
上

の
複

数
の

22
を

経
由

し
、

目
的

の
W

eb
サ

ー
バ

に
到

達
す

る
こ

と
で

完
了

す
る

。

問
．

19
に

当
て

は
ま

る
選

択
肢

を
下

の
解

答
群

か
ら

1
つ

選
び

、
そ

の
番

号
を

マ
ー

ク
し

な
さ

い
。

①
　

U
RL

②
　

ド
メ

イ
ン

名

③
　

IP
ア

ド
レ

ス

④
　

D
N
S
サ

ー
バ

⑤
　

ル
ー

タ

⑥
　

プ
ロ

キ
シ

サ
ー

バ

問
．

20
に

当
て

は
ま

る
選

択
肢

を
下

の
解

答
群

か
ら

1
つ

選
び

、
そ

の
番

号
を

マ
ー

ク
し

な
さ

い
。

①
　

U
RL

②
　

ド
メ

イ
ン

名

③
　

IP
ア

ド
レ

ス

④
　

D
N
S
サ

ー
バ

⑤
　

ル
ー

タ

⑥
　

プ
ロ

キ
シ

サ
ー

バ

8
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向
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題

解
　
答
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11
2

問
．

27
太

郎
さ

ん
が

ア
ン

ケ
ー

ト
調

査
を

行
う

と
き

の
注

意
点

と
し

て
、

不
適

切

な
も

の
を

下
の

解
答

群
か

ら
1

つ
選

び
、

そ
の

番
号

を
マ

ー
ク

し
な

さ
い

。

①
　

回
答

者
の

名
前

と
学

籍
番

号
を

必
ず

記
入

し
て

も
ら

う
。

②
　

質
問

の
目

的
を

説
明

し
、

協
力

を
お

願
い

す
る

。

③
　

回
答

は
匿

名
で

集
め

、
プ

ラ
イ

バ
シ

ー
に

配
慮

す
る

。

④
　

数
字

の
回

答
は

自
由

記
述

に
せ

ず
、

統
一

し
た

単
位

や
選

択
肢

に
す

る
。

問
題

文
：

花
子

さ
ん

が
研

究
室

の
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
の

構
築

を
担

当
す

る
こ

と
に

な
っ

た
。

花
子

さ
ん

が
研

究
室

の
教

員
、

秘
書

さ
ん

、
学

生
達

へ
の

ニ
ー

ズ
調

査
を

実
施

し
て

、
下

記
の

回
答

を
え

た
。

（
あ

）　
�教

員
：

大
量

の
実

験
デ

ー
タ

を
保

存
す

る
た

め
、

研
究

室
に

ス
ト

レ
ー

ジ
を

設
置

し

て
ほ

し
い

。

（
い

）　
�秘

書
：

今
使

っ
て

い
る

印
刷

機
や

ス
キ

ャ
ナ

ー
を

無
線

で
使

い
た

い
。

（
う

）　
�学

生
Ａ

：
研

究
室

の
ウ

ェ
ブ

サ
イ

ト
の

作
成

を
担

当
し

て
い

る
。

そ
の

ウ
ェ

ブ
サ

イ

ト
を

研
究

室
の

機
器

に
置

い
て

、
他

の
メ

ン
バ

ー
が

ア
ク

セ
ス

で
き

る
よ

う
に

し
た

い
。

（
え

）　
�学

生
Ｂ

：
研

究
室

の
ど

こ
で

も
、

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

に
接

続
で

き
る

こ
と

を
希

望
す

る
。

（
お

）　
�学

生
Ｃ

：
自

分
の

ノ
ー

ト
パ

ソ
コ

ン
は

W
in
do

w
sで

す
が

、
Li

nu
x
を

勉
強

す
る

た
め

の
機

器
を

研
究

室
に

設
置

し
て

ほ
し

い
。

（
か

）　
�学

生
Ｄ

：
故

障
時

で
も

回
復

で
き

る
よ

う
に

、
研

究
室

に
自

分
の

PC
の

バ
ッ

ク

ア
ッ

プ
の

デ
ー

タ
を

保
存

す
る

ス
ト

レ
ー

ジ
が

ほ
し

い
。

問
．

28
（

あ
）

〜
（

か
）

の
目

的
に

直
接

に
対

応
で

き
る

機
器

の
組

み
合

わ
せ

と
し

て
、

最
も

適
切

な
も

の
を

、
下

の
解

答
群

か
ら

1
つ

選
び

、
そ

の
番

号
を

マ
ー

ク
し

な
さ

い
。

①
　

N
A
S：

（
あ

）（
か

）、
ア

ク
セ

ス
ポ

イ
ン

ト
：（

い
）（

え
）、

サ
ー

バ
ー

：（
う

）（
お

）

②
　

大
容

量
H
D
D
：（

あ
）（

か
）、

長
い

LA
N

ケ
ー

ブ
ル

：（
い

）（
え

）、
サ

ー
バ

ー
：

（
う

）（
お

）

③
　

大
容

量
SS

D
：（

あ
）（

え
）、

ス
イ

ッ
チ

：（
い

）（
か

）、
ル

ー
タ

：（
う

）（
お

）

④
　

高
性

能
GP

U
：（

あ
）（

え
）、

光
フ

ァ
イ

バ
ー

：（
い

）（
か

）、
GP

T
：（

う
）（

お
）
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問
題

文
：

太
郎

さ
ん

は
、

大
学

で
情

報
処

理
を

学
ぶ

1
年

生
で

あ
る

。
講

義
、

部
活

、
ア

ル
バ

イ
ト

を
頑

張
っ

て
い

る
こ

と
を

、
勉

強
し

た
情

報
処

理
技

術
を

用
い

て
、

お
母

さ
ん

に
下

記
の

よ
う

に
説

明
す

る
つ

も
り

で
あ

る
。

（
あ

）　
�自

分
の

1
週

間
の

時
間

は
ど

の
よ

う
に

使
わ

れ
て

い
る

か
、

そ
の

割
合

を
お

母
さ

ん

に
見

せ
る

。

（
い

）　
�お

母
さ

ん
に

、
部

活
の

活
動

が
学

習
の

成
績

に
悪

影
響

を
与

え
て

い
な

い
こ

と
を

証

明
し

た
い

の
で

、
サ

ー
ク

ル
の

メ
ン

バ
ー

の
活

動
時

間
と

成
績

の
相

関
関

係
を

可
視

化
す

る
。

（
う

）　
�自

分
の

お
小

遣
い

が
同

級
生

よ
り

少
な

い
こ

と
を

お
母

さ
ん

に
見

せ
る

。

問
．

25
太

郎
さ

ん
が

（
あ

）
〜

（
う

）
に

対
応

し
た

説
明

を
す

る
と

き
、

使
う

べ

き
統

計
グ

ラ
フ

の
組

み
合

わ
せ

と
し

て
、

最
も

適
切

な
も

の
を

、
下

の
解

答
群

か
ら

1
つ

選
び

、
そ

の
番

号
を

マ
ー

ク
し

な
さ

い
。

①
　（

あ
）：

円
グ

ラ
フ

、（
い

）：
散

布
図

、（
う

）：
箱

ひ
げ

図

②
　（

あ
）：

棒
グ

ラ
フ

、（
い

）：
ヒ

ス
ト

グ
ラ

ム
、（

う
）：

円
グ

ラ
フ

③
　（

あ
）：

折
れ

線
グ

ラ
フ

、（
い

）：
棒

グ
ラ

フ
、（

う
）：

散
布

図

④
　（

あ
）：

ヒ
ス

ト
グ

ラ
ム

、（
い

）：
円

グ
ラ

フ
、（

う
）：

棒
グ

ラ
フ

問
．

26
太

郎
さ

ん
は

、
自

分
の

お
小

遣
い

が
同

級
生

の
中

央
値

よ
り

少
な

い
こ

と

を
お

母
さ

ん
に

伝
え

る
た

め
に

、
他

の
学

生
の

お
小

遣
い

の
デ

ー
タ

を
集

め
た

い
と

考
え

た
。

こ
の

よ
う

な
目

的
で

、
デ

ー
タ

を
収

集
す

る
方

法
と

し
て

最
も

適
切

な
も

の
を

、
下

の
解

答
群

か
ら

1
つ

選
び

、
そ

の
番

号
を

マ
ー

ク
し

な
さ

い
。

①
　

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト
で

見
つ

け
た

全
国

統
計

デ
ー

タ
を

使
う

。

②
　

ク
ラ

ス
の

仲
良

い
友

人
に

口
頭

で
2

〜
3

人
聞

い
て

、
そ

の
回

答
を

使
う

。

③
　

同
じ

学
年

の
学

生
を

対
象

に
ア

ン
ケ

ー
ト

を
取

り
、

な
る

べ
く

多
い

人
数

の
デ

ー
タ

を
集

め
る

。

④
　

大
学

前
の

バ
ス

停
で

待
っ

て
い

る
人

た
ち

に
、

ア
ン

ケ
ー

ト
で

デ
ー

タ
を

集
め

る
。
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4

次
の

文
を

読
ん

で
下

記
の

問
い

に
答

え
な

さ
い

。

問
題

文
：

太
郎

さ
ん

は
、

大
学

に
進

学
し

て
か

ら
、

授
業

課
題

・
セ

ミ
ナ

ー
研

究
・

ア
ル

バ
イ

ト
・

家
庭

な
ど

の
ス

ケ
ジ

ュ
ー

ル
管

理
が

煩
雑

に
な

っ
て

き
た

た
め

、
自

動
で

タ
ス

ク
を

管
理

・
通

知
し

て
く

れ
る

仕
組

み
を

作
り

た
い

と
考

え
て

い
る

。
生

成
系

A
I

と
相

談
し

た
結

果
、

下
記

の
ツ

ー
ル

を
教

え
て

く
れ

た
。

・
�タ
ス
ク
管
理
ツ
ー
ル

：
タ

ス
ク

の
内

容
、

期
限

、
優

先
度

な
ど

を
記

録
・

整
理

し
、

進
捗

を

管
理

す
る

た
め

の
ア

プ
リ

や
サ

ー
ビ

ス
で

あ
る

。
授

業
の

課
題

や
セ

ミ
ナ

ー
の

タ
ス

ク
、

買

い
物

や
や

る
べ

き
こ

と
を

一
元

管
理

で
き

る
た

め
、

忘
れ

防
止

や
計

画
的

な
行

動
に

役
立

つ
。

・
�電
子
カ
レ
ン
ダ
ー

：
日

付
と

時
間

に
基

づ
い

て
予

定
を

記
録

・
確

認
で

き
る

ア
プ

リ
で

あ

る
。

授
業

、
バ

イ
ト

、
家

庭
の

用
事

な
ど

を
時

間
軸

で
見

ら
れ

る
た

め
、

ス
ケ

ジ
ュ

ー
ル

の
全

体
像

を
把

握
し

や
す

く
な

る
。

リ
マ

イ
ン

ダ
ー

機
能

や
他

人
と

の
共

有
機

能
も

便
利

。

・
�SN
S
ア
ド
オ
ン

：
SN

S
に

連
携

す
る

ア
ド

オ
ン

や
Bo

tの
こ

と
。

こ
れ

に
よ

り
、

SN
S

で
送

ら
れ

て
く

る
情

報
を

自
動

的
に

他
の

ツ
ー

ル
に

転
送

し
た

り
、

タ
ス

ク
化

し
た

り
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

・
�ワ
ー
ク
フ
ロ
ー
自
動
化
ツ
ー
ル

：
複

数
の

ア
プ

リ
を

連
携

さ
せ

て
「

決
ま

っ
た

動
作

を
自

動
的

に
実

行
す

る
」

ツ
ー

ル
で

あ
る

。
例

え
ば

、
メ

ー
ル

で
届

い
た

課
題

情
報

を
自

動
的

に
タ

ス
ク

に
し

て
、

タ
ス

ク
管

理
ツ

ー
ル

に
追

加
し

た
り

で
き

る
。

電
子

メ
ー

ル
で

通
知

さ
れ

た
授

業
課

題

SN
S
で

依
頼

さ
れ

た
タ

ス
ク

口
頭

・
電

話
で

依
頼

さ
れ

た
ア

ル
バ

イ
ト
の

予
定

（
あ

）

（
い

）
（

え
）

太
郎

さ
ん

進
捗

管
理

日
程

管
理

（
お

）

（
う

）

図
2

　
タ

ス
ク

管
理

自
動

化
の

構
成

図

【
Ⅴ
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問
．

29
上

記
の

選
定

し
た

機
器

を
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
で

接
続

す
る

た
め

、
最

も
適

切

な
機

器
・

機
能

の
組

み
合

わ
せ

を
、

下
の

解
答

群
か

ら
1

つ
選

び
、

そ
の

番
号

を
マ

ー
ク

し
な

さ
い

。

①
　

Bl
ue

to
ot
h
ル

ー
タ

、
U
SB

ハ
ブ

、
H
D
M

I分
配

器

②
　

無
線

LA
N

ル
ー

タ
、

ス
イ

ッ
チ

ン
グ

ハ
ブ

、
D
H
CP

機
能

③
　

プ
リ

ン
タ

ー
サ

ー
バ

、
外

付
け

ハ
ー

ド
デ

ィ
ス

ク
、

モ
バ

イ
ル

バ
ッ

テ
リ

ー

④
　

光
回

線
終

端
装

置
（

O
N
U
）、

ス
マ

ー
ト

フ
ォ

ン
、

プ
ロ

ジ
ェ

ク
タ

ー
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2

問
．

27
太

郎
さ

ん
が

ア
ン

ケ
ー

ト
調

査
を

行
う

と
き

の
注

意
点

と
し

て
、

不
適

切

な
も

の
を

下
の

解
答

群
か

ら
1

つ
選

び
、

そ
の

番
号

を
マ

ー
ク

し
な

さ
い

。

①
　

回
答

者
の

名
前

と
学

籍
番

号
を

必
ず

記
入

し
て

も
ら

う
。

②
　

質
問

の
目

的
を

説
明

し
、

協
力

を
お

願
い

す
る

。

③
　

回
答

は
匿

名
で

集
め

、
プ

ラ
イ

バ
シ

ー
に

配
慮

す
る

。

④
　

数
字

の
回

答
は

自
由

記
述

に
せ

ず
、

統
一

し
た

単
位

や
選

択
肢

に
す

る
。

問
題

文
：

花
子

さ
ん

が
研

究
室

の
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
の

構
築

を
担

当
す

る
こ

と
に

な
っ

た
。

花
子

さ
ん

が
研

究
室

の
教

員
、

秘
書

さ
ん

、
学

生
達

へ
の

ニ
ー

ズ
調

査
を

実
施

し
て

、
下

記
の

回
答

を
え

た
。

（
あ

）　
�教

員
：

大
量

の
実

験
デ

ー
タ

を
保

存
す

る
た

め
、

研
究

室
に

ス
ト

レ
ー

ジ
を

設
置

し

て
ほ

し
い

。

（
い

）　
�秘

書
：

今
使

っ
て

い
る

印
刷

機
や

ス
キ

ャ
ナ

ー
を

無
線

で
使

い
た

い
。

（
う

）　
�学

生
Ａ

：
研

究
室

の
ウ

ェ
ブ

サ
イ

ト
の

作
成

を
担

当
し

て
い

る
。

そ
の

ウ
ェ

ブ
サ

イ

ト
を

研
究

室
の

機
器

に
置

い
て

、
他

の
メ

ン
バ

ー
が

ア
ク

セ
ス

で
き

る
よ

う
に

し
た

い
。

（
え

）　
�学

生
Ｂ

：
研

究
室

の
ど

こ
で

も
、

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

に
接

続
で

き
る

こ
と

を
希

望
す

る
。

（
お

）　
�学

生
Ｃ

：
自

分
の

ノ
ー

ト
パ

ソ
コ

ン
は

W
in
do

w
sで

す
が

、
Li

nu
x
を

勉
強

す
る

た
め

の
機

器
を

研
究

室
に

設
置

し
て

ほ
し

い
。

（
か

）　
�学

生
Ｄ

：
故

障
時

で
も

回
復

で
き

る
よ

う
に

、
研

究
室

に
自

分
の

PC
の

バ
ッ

ク

ア
ッ

プ
の

デ
ー

タ
を

保
存

す
る

ス
ト

レ
ー

ジ
が

ほ
し

い
。

問
．

28
（

あ
）

〜
（

か
）

の
目

的
に

直
接

に
対

応
で

き
る

機
器

の
組

み
合

わ
せ

と
し

て
、

最
も

適
切

な
も

の
を

、
下

の
解

答
群

か
ら

1
つ

選
び

、
そ

の
番

号
を

マ
ー

ク
し

な
さ

い
。

①
　

N
A
S：

（
あ

）（
か

）、
ア

ク
セ

ス
ポ

イ
ン

ト
：（

い
）（

え
）、

サ
ー

バ
ー

：（
う

）（
お

）

②
　

大
容

量
H
D
D
：（

あ
）（

か
）、

長
い

LA
N

ケ
ー

ブ
ル

：（
い

）（
え

）、
サ

ー
バ

ー
：

（
う

）（
お

）

③
　

大
容

量
SS

D
：（

あ
）（

え
）、

ス
イ

ッ
チ

：（
い

）（
か

）、
ル

ー
タ

：（
う

）（
お

）

④
　

高
性

能
GP

U
：（

あ
）（

え
）、

光
フ

ァ
イ

バ
ー

：（
い

）（
か

）、
GP

T
：（

う
）（

お
）
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問
題

文
：

太
郎

さ
ん

は
、

大
学

で
情

報
処

理
を

学
ぶ

1
年

生
で

あ
る

。
講

義
、

部
活

、
ア

ル
バ

イ
ト

を
頑

張
っ

て
い

る
こ

と
を

、
勉

強
し

た
情

報
処

理
技

術
を

用
い

て
、

お
母

さ
ん

に
下

記
の

よ
う

に
説

明
す

る
つ

も
り

で
あ

る
。

（
あ

）　
�自

分
の

1
週

間
の

時
間

は
ど

の
よ

う
に

使
わ

れ
て

い
る

か
、

そ
の

割
合

を
お

母
さ

ん

に
見

せ
る

。

（
い

）　
�お

母
さ

ん
に

、
部

活
の

活
動

が
学

習
の

成
績

に
悪

影
響

を
与

え
て

い
な

い
こ

と
を

証

明
し

た
い

の
で

、
サ

ー
ク

ル
の

メ
ン

バ
ー

の
活

動
時

間
と

成
績

の
相

関
関

係
を

可
視

化
す

る
。

（
う

）　
�自

分
の

お
小

遣
い

が
同

級
生

よ
り

少
な

い
こ

と
を

お
母

さ
ん

に
見

せ
る

。

問
．

25
太

郎
さ

ん
が

（
あ

）
〜

（
う

）
に

対
応

し
た

説
明

を
す

る
と

き
、

使
う

べ

き
統

計
グ

ラ
フ

の
組

み
合

わ
せ

と
し

て
、

最
も

適
切

な
も

の
を

、
下

の
解

答
群

か
ら

1
つ

選
び

、
そ

の
番

号
を

マ
ー

ク
し

な
さ

い
。

①
　（

あ
）：

円
グ

ラ
フ

、（
い

）：
散

布
図

、（
う

）：
箱

ひ
げ

図

②
　（

あ
）：

棒
グ

ラ
フ

、（
い

）：
ヒ

ス
ト

グ
ラ

ム
、（

う
）：

円
グ

ラ
フ

③
　（

あ
）：

折
れ

線
グ

ラ
フ

、（
い

）：
棒

グ
ラ

フ
、（

う
）：

散
布

図

④
　（

あ
）：

ヒ
ス

ト
グ

ラ
ム

、（
い

）：
円

グ
ラ

フ
、（

う
）：

棒
グ

ラ
フ

問
．

26
太

郎
さ

ん
は

、
自

分
の

お
小

遣
い

が
同

級
生

の
中

央
値

よ
り

少
な

い
こ

と

を
お

母
さ

ん
に

伝
え

る
た

め
に

、
他

の
学

生
の

お
小

遣
い

の
デ

ー
タ

を
集

め
た

い
と

考
え

た
。

こ
の

よ
う

な
目

的
で

、
デ

ー
タ

を
収

集
す

る
方

法
と

し
て

最
も

適
切

な
も

の
を

、
下

の
解

答
群

か
ら

1
つ

選
び

、
そ

の
番

号
を

マ
ー

ク
し

な
さ

い
。

①
　

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト
で

見
つ

け
た

全
国

統
計

デ
ー

タ
を

使
う

。

②
　

ク
ラ

ス
の

仲
良

い
友

人
に

口
頭

で
2

〜
3

人
聞

い
て

、
そ

の
回

答
を

使
う

。

③
　

同
じ

学
年

の
学

生
を

対
象

に
ア

ン
ケ

ー
ト

を
取

り
、

な
る

べ
く

多
い

人
数

の
デ

ー
タ

を
集

め
る

。

④
　

大
学

前
の

バ
ス

停
で

待
っ

て
い

る
人

た
ち

に
、

ア
ン

ケ
ー

ト
で

デ
ー

タ
を

集
め

る
。
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11
6

問
題

文
：

温
度

や
CO

2
濃

度
な

ど
の

環
境

情
報

は
32

に
よ

っ
て

取
得

さ
れ

、
デ

ー
タ

は
33

を
介

し
て

送
信

さ
れ

る
。

取
得

し
た

デ
ー

タ
を

も
と

に
、

ス
マ

ー
ト

シ
テ

ィ
の

管
理

シ
ス

テ
ム

が
必

要
な

制
御

値
を

計
算

し
、

信
号

機
や

換
気

装
置

な
ど

の
34

に
指

令
を

送
り

、
35

か
ら

制
御

信
号

を
出

力
す

る
。

問
．

32
に

当
て

は
ま

る
選

択
肢

を
下

の
解

答
群

か
ら

1
つ

選
び

、
そ

の
番

号
を

マ
ー

ク
し

な
さ

い
。

①
　

セ
ン

サ

②
　

ア
ク

チ
ュ

エ
ー

タ

③
　

入
力

ポ
ー

ト

④
　

出
力

ポ
ー

ト

⑤
　

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

問
．

33
に

当
て

は
ま

る
選

択
肢

を
下

の
解

答
群

か
ら

1
つ

選
び

、
そ

の
番

号
を

マ
ー

ク
し

な
さ

い
。

①
　

セ
ン

サ

②
　

ア
ク

チ
ュ

エ
ー

タ

③
　

入
力

ポ
ー

ト

④
　

出
力

ポ
ー

ト

⑤
　

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

問
．

34
に

当
て

は
ま

る
選

択
肢

を
下

の
解

答
群

か
ら

1
つ

選
び

、
そ

の
番

号
を

マ
ー

ク
し

な
さ

い
。

①
　

セ
ン

サ

②
　

ア
ク

チ
ュ

エ
ー

タ

③
　

入
力

ポ
ー

ト

④
　

出
力

ポ
ー

ト

⑤
　

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク
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問
．

30
太

郎
さ

ん
が

図
2

に
示

す
タ

ス
ク

管
理

自
動

化
シ

ス
テ

ム
の

構
成

を
考

え

て
い

る
。（

あ
）

〜
（

お
）

の
組

み
合

わ
せ

と
し

て
、

最
も

効
率

よ
く

適
切

な
も

の
を

、

下
の

解
答

群
か

ら
1

つ
選

び
、

そ
の

番
号

を
マ

ー
ク

し
な

さ
い

。

①
　（

あ
）：

手
動

入
力

、（
い

）：
SN

S
ア

ド
オ

ン
、（

う
）：

電
子

カ
レ

ン
ダ

ー
、（

え
）：

 

タ
ス

ク
管

理
ツ

ー
ル

、（
お

）：
ワ

ー
ク

フ
ロ

ー
自

動
化

ツ
ー

ル

②
　（

あ
）：

ワ
ー

ク
フ

ロ
ー

自
動

化
ツ

ー
ル

、（
い

）：
SN

S
ア

ド
オ

ン
、（

う
）：

手
動

入
力

、（
え

）：
タ

ス
ク

管
理

ツ
ー

ル
、（

お
）：

電
子

カ
レ

ン
ダ

ー

③
　（

あ
）：

SN
S

ア
ド

オ
ン

、（
い

）：
電

子
カ

レ
ン

ダ
ー

、（
う

）：
タ

ス
ク

管
理

ツ
ー

ル
、（

え
）：

ワ
ー

ク
フ

ロ
ー

自
動

化
ツ

ー
ル

、（
お

）：
手

動
入

力

④
　（

あ
）：

SN
S

ア
ド

オ
ン

、（
い

）：
ワ

ー
ク

フ
ロ

ー
自

動
化

ツ
ー

ル
、（

う
）：

電
子

カ
レ

ン
ダ

ー
、（

え
）：

タ
ス

ク
管

理
ツ

ー
ル

、（
お

）：
手

動
入

力

問
．

31
太

郎
さ

ん
が

開
発

し
た

タ
ス

ク
管

理
自

動
化

シ
ス

テ
ム

の
「

効
果

」
を

客

観
的

に
判

断
す

る
た

め
の

評
価

指
標

と
し

て
、

最
も

適
切

な
も

の
を

、
下

の
解

答
群

か
ら

1
つ

選
び

、
そ

の
番

号
を

マ
ー

ク
し

な
さ

い
。

①
　

自
動

化
ツ

ー
ル

を
使

っ
て

い
て

楽
し

い
と

感
じ

る
頻

度
の

変
化

②
　

タ
ス

ク
の

完
了

数
や

期
限

内
提

出
率

の
変

化

③
　

ツ
ー

ル
の

デ
ザ

イ
ン

に
対

す
る

満
足

度

④
　

SN
S

や
メ

ー
ル

を
や

り
取

り
し

た
回

数
の

変
化
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11
8

問
．

37
A
Iが

性
別

や
人

種
な

ど
に

関
し

て
差

別
的

な
判

断
を

し
な

い
よ

う
に

す

る
方

法
と

し
て

、
最

も
適

切
な

も
の

を
、

下
の

解
答

群
か

ら
1

つ
選

び
、

そ
の

番
号

を

マ
ー

ク
し

な
さ

い
。

①
　

判
断

に
使

用
す

る
デ

ー
タ

か
ら

個
人

の
属

性
情

報
を

完
全

に
除

去
す

る
。

②
　

A
Iが

出
す

結
果

の
正

し
さ

だ
け

を
重

視
し

、
公

平
性

を
考

え
な

く
て

も
よ

い
。

③
　

A
Iが

学
習

す
る

デ
ー

タ
に

偏
り

が
含

ま
れ

て
い

な
い

か
を

確
認

し
、

公
平

な
デ

ー

タ
を

使
う

。

④
　

一
度

学
習

し
た

A
Iは

変
更

で
き

な
い

た
め

、
新

し
い

A
Iを

毎
回

作
成

す
る

必
要

が
あ

る
。

問
題

文
：

あ
る

大
学

で
は

、
学

生
が

レ
ポ

ー
ト

や
プ

ロ
グ

ラ
ミ

ン
グ

の
作

成
に

生
成

A
Iを

活

用
す

る
ケ

ー
ス

が
増

え
て

い
る

。
一

部
の

学
生

は
A
Iに

課
題

の
全

文
を

書
か

せ
、

そ
の

ま
ま

提
出

し
て

い
た

が
、

内
容

に
は

事
実

誤
認

の
記

述
・

プ
ロ

グ
ラ

ミ
ン

グ
の

バ
グ

も
多

く
見

ら
れ

た
。

問
．

38
生

成
A
Iの

教
育

現
場

で
の

利
用

に
関

し
て

、
最

も
適

切
な

も
の

を
、

下

の
解

答
群

か
ら

1
つ

選
び

、
そ

の
番

号
を

マ
ー

ク
し

な
さ

い
。

①
　

課
題

や
試

験
へ

の
生

成
A
Iの

使
用

は
全

面
的

に
禁

止
し

、
発

見
し

た
場

合
は

即
座

に
処

分
す

る
。

②
　

学
習

の
補

助
と

し
て

生
成

A
Iを

使
っ

て
も

よ
い

が
、

出
典

表
示

や
本

人
の

考
察

を

必
須

と
す

る
。

③
　

生
成

A
Iを

利
用

す
る

こ
と

は
創

造
性

の
妨

げ
と

な
る

た
め

、
完

全
に

排
除

す
る

。

④
　

生
成

A
Iに

す
べ

て
を

任
せ

る
こ

と
で

、
教

育
の

効
率

が
最

大
化

さ
れ

る
。
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問
．

35
に

当
て

は
ま

る
選

択
肢

を
下

の
解

答
群

か
ら

1
つ

選
び

、
そ

の
番

号
を

マ
ー

ク
し

な
さ

い
。

①
　

セ
ン

サ

②
　

ア
ク

チ
ュ

エ
ー

タ

③
　

入
力

ポ
ー

ト

④
　

出
力

ポ
ー

ト

⑤
　

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

問
題

文
：

あ
る

企
業

が
採

用
活

動
の

一
部

に
A
Iを

導
入

し
、

履
歴

書
の

書
類

選
考

を
自

動
化

し
た

。
そ

の
結

果
、

女
性

の
応

募
者

が
男

性
に

比
べ

て
不

利
に

な
る

傾
向

が
あ

る
こ

と
が

明
ら

か
に

な
っ

た
。

調
査

の
結

果
、

A
Iが

過
去

の
採

用
デ

ー
タ

を
も

と
に

学

習
し

て
い

た
が

、
そ

の
デ

ー
タ

自
体

に
男

女
の

偏
り

が
含

ま
れ

て
い

た
こ

と
が

原
因

だ
っ

た
。

問
．

36
上

記
の

文
章

を
読

み
、

企
業

の
採

用
活

動
へ

の
A
Iの

導
入

に
関

し
て

、

最
も

適
切

な
も

の
を

、
下

の
解

答
群

か
ら

1
つ

選
び

、
そ

の
番

号
を

マ
ー

ク
し

な
さ

い
。

①
　

A
Iは

常
に

人
間

よ
り

も
公

正
に

判
断

す
る

た
め

、
デ

ー
タ

に
偏

り
が

含
ま

れ
て

い

て
も

問
題

な
い

。

②
　

A
Iは

学
習

に
用

い
た

デ
ー

タ
の

傾
向

を
そ

の
ま

ま
反

映
す

る
た

め
、

偏
り

の
あ

る

デ
ー

タ
を

使
う

と
不

公
平

な
判

断
を

す
る

可
能

性
が

あ
る

。

③
　

A
Iが

性
別

で
判

断
す

る
こ

と
は

法
的

に
認

め
ら

れ
て

い
る

た
め

、
問

題
な

い
。

④
　

A
Iは

人
間

の
主

観
を

排
除

で
き

る
た

め
、

性
別

に
よ

る
差

別
が

起
き

る
こ

と
は

な

い
。
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一般前期／B日程 情報

11
6

問
題

文
：

温
度

や
CO

2
濃

度
な

ど
の

環
境

情
報

は
32

に
よ

っ
て

取
得

さ
れ

、
デ

ー
タ

は
33

を
介

し
て

送
信

さ
れ

る
。

取
得

し
た

デ
ー

タ
を

も
と

に
、

ス
マ

ー
ト

シ
テ

ィ
の

管
理

シ
ス

テ
ム

が
必

要
な

制
御

値
を

計
算

し
、

信
号

機
や

換
気

装
置

な
ど

の
34

に
指

令
を

送
り

、
35

か
ら

制
御

信
号

を
出

力
す

る
。

問
．

32
に

当
て

は
ま

る
選

択
肢

を
下

の
解

答
群

か
ら

1
つ

選
び

、
そ

の
番

号
を

マ
ー

ク
し

な
さ

い
。

①
　

セ
ン

サ

②
　

ア
ク

チ
ュ

エ
ー

タ

③
　

入
力

ポ
ー

ト

④
　

出
力

ポ
ー

ト

⑤
　

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

問
．

33
に

当
て

は
ま

る
選

択
肢

を
下

の
解

答
群

か
ら

1
つ

選
び

、
そ

の
番

号
を

マ
ー

ク
し

な
さ

い
。

①
　

セ
ン

サ

②
　

ア
ク

チ
ュ

エ
ー

タ

③
　

入
力

ポ
ー

ト

④
　

出
力

ポ
ー

ト

⑤
　

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

問
．

34
に

当
て

は
ま

る
選

択
肢

を
下

の
解

答
群

か
ら

1
つ

選
び

、
そ

の
番

号
を

マ
ー

ク
し

な
さ

い
。

①
　

セ
ン

サ

②
　

ア
ク

チ
ュ

エ
ー

タ

③
　

入
力

ポ
ー

ト

④
　

出
力

ポ
ー

ト

⑤
　

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク
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問
．

30
太

郎
さ

ん
が

図
2

に
示

す
タ

ス
ク

管
理

自
動

化
シ

ス
テ

ム
の

構
成

を
考

え

て
い

る
。（

あ
）

〜
（

お
）

の
組

み
合

わ
せ

と
し

て
、

最
も

効
率

よ
く

適
切

な
も

の
を

、

下
の

解
答

群
か

ら
1

つ
選

び
、

そ
の

番
号

を
マ

ー
ク

し
な

さ
い

。

①
　（

あ
）：

手
動

入
力

、（
い

）：
SN

S
ア

ド
オ

ン
、（

う
）：

電
子

カ
レ

ン
ダ

ー
、（

え
）：

 

タ
ス

ク
管

理
ツ

ー
ル

、（
お

）：
ワ

ー
ク

フ
ロ

ー
自

動
化

ツ
ー

ル

②
　（

あ
）：

ワ
ー

ク
フ

ロ
ー

自
動

化
ツ

ー
ル

、（
い

）：
SN

S
ア

ド
オ

ン
、（

う
）：

手
動

入
力

、（
え

）：
タ

ス
ク

管
理

ツ
ー

ル
、（

お
）：

電
子

カ
レ

ン
ダ

ー

③
　（

あ
）：

SN
S

ア
ド

オ
ン

、（
い

）：
電

子
カ

レ
ン

ダ
ー

、（
う

）：
タ

ス
ク

管
理

ツ
ー

ル
、（

え
）：

ワ
ー

ク
フ

ロ
ー

自
動

化
ツ

ー
ル

、（
お

）：
手

動
入

力

④
　（

あ
）：

SN
S

ア
ド

オ
ン

、（
い

）：
ワ

ー
ク

フ
ロ

ー
自

動
化

ツ
ー

ル
、（

う
）：

電
子

カ
レ

ン
ダ

ー
、（

え
）：

タ
ス

ク
管

理
ツ

ー
ル

、（
お

）：
手

動
入

力

問
．

31
太

郎
さ

ん
が

開
発

し
た

タ
ス

ク
管

理
自

動
化

シ
ス

テ
ム

の
「

効
果

」
を

客

観
的

に
判

断
す

る
た

め
の

評
価

指
標

と
し

て
、

最
も

適
切

な
も

の
を

、
下

の
解

答
群

か
ら

1
つ

選
び

、
そ

の
番

号
を

マ
ー

ク
し

な
さ

い
。

①
　

自
動

化
ツ

ー
ル

を
使

っ
て

い
て

楽
し

い
と

感
じ

る
頻

度
の

変
化

②
　

タ
ス

ク
の

完
了

数
や

期
限

内
提

出
率

の
変

化

③
　

ツ
ー

ル
の

デ
ザ

イ
ン

に
対

す
る

満
足

度

④
　

SN
S

や
メ

ー
ル

を
や

り
取

り
し

た
回

数
の

変
化
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11
9

問
．

39
生

成
A
Iを

使
っ

た
課

題
の

解
答

に
お

け
る

考
え

方
と

し
て

、
最

も
適

切

な
も

の
を

、
下

の
解

答
群

か
ら

1
つ

選
び

、
そ

の
番

号
を

マ
ー

ク
し

な
さ

い
。

①
　

生
成

A
Iを

使
用

す
れ

ば
、

自
分

の
理

解
に

関
係

な
く

高
得

点
を

取
れ

る
の

で
問

題

な
い

。

②
　

生
成

A
Iが

出
力

し
た

内
容

で
あ

れ
ば

誤
り

が
あ

っ
て

も
責

任
は

ユ
ー

ザ
ー

に
な

い
。

③
　

生
成

A
Iの

出
力

は
常

に
正

確
な

の
で

、
確

認
せ

ず
そ

の
ま

ま
提

出
し

て
も

信
頼

で

き
る

。

④
　

生
成

A
Iを

使
っ

て
も

よ
い

が
、

そ
の

出
力

内
容

の
正

確
性

や
出

典
の

確
認

は
利

用

者
の

責
任

で
あ

る
。

　
　
こ
れ
で
情
報
Ⅰ
の
問
題
は
終
わ
り
で
す
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2

問
１

．
ア

に
あ

て
は

ま
る

も
の

を
下

の
解

答
群

か
ら

１
つ

選
び

，
そ

の
番

号
を

マ
ー

ク
し

な
さ

い
。

1

①
　

1
 

②
　

2
 

③
　

3

④
　
-

1 
⑤

　
-

2 
⑥

　
-

3

問
２

．
イ

に
あ

て
は

ま
る

も
の

を
下

の
解

答
群

か
ら

１
つ

選
び

，
そ

の
番

号
を

マ
ー

ク
し

な
さ

い
。

2

①
　

1
 

②
　
7

 
③

　
7
1

-

④
　
7
1

+
 

⑤
　
7
2

+
 

⑥
　
7
2
7

-

問
３

．
ウ

に
あ

て
は

ま
る

も
の

を
下

の
解

答
群

か
ら

１
つ

選
び

，
そ

の
番

号
を

マ
ー

ク
し

な
さ

い
。

3

①
　
Q

 
②

　
"
2,

 
③

　
"
2，

4,

④
　
"
4，

8,
 

⑤
　
"
1，

4，
8,

 
⑥

　
"
1，

2，
4，

8,

問
４

．
エ

に
あ

て
は

ま
る

も
の

を
下

の
解

答
群

か
ら

１
つ

選
び

，
そ

の
番

号
を

マ
ー

ク
し

な
さ

い
。

4

①
　

必
要

十
分

条
件

で
あ

る

②
　

必
要

条
件

で
あ

る
が

十
分

条
件

で
は

な
い

③
　

十
分

条
件

で
あ

る
が

必
要

条
件

で
は

な
い

④
　

必
要

条
件

で
も

十
分

条
件

で
も

な
い
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4
:5

4

1

次
の

文
を

読
ん

で
下

記
の

問
い

に
答

え
な

さ
い

。

⑴
　

実
数

x
が

x
x
1

2
=
+

を
満

た
す

と
き

，
x

x
2

3
-

=
ア

で
あ

る
。

⑵
　

x
7

=
の

と
き

，
x

x
3

2
4

-
+

+
=

-
イ

で
あ

る
。

⑶
　

１
以

上
10

以
下

の
整

数
を

全
体

集
合

と
し

，
そ

の
部

分
集

合
A
，

B
を

A
m

m
2

1
2
3

1
4
5

，
，
，
，

=
-

=
"

,

B
n

n
0
3

は
の
約
数

=
"

,

と
す

る
。

こ
の

と
き

，
A

B
+

=
ウ

で
あ

る
。

⑷
　

a
，

b
を

実
数

と
し

，
次

の
２

つ
の

条
件

p，
q
を

考
え

る
。

p：
a

b
0

=
+

q
：

a
b

2
2

=

こ
の

と
き

，
p
は

q
で

あ
る

た
め

の
エ

。

【
Ⅰ

】

数
　
学
　
Ⅰ
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日
程
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日
程

解
　
答

一般前期／B日程 数学Ⅰ

11
9

問
．

39
生

成
A
Iを

使
っ

た
課

題
の

解
答

に
お

け
る

考
え

方
と

し
て

、
最

も
適

切

な
も

の
を

、
下

の
解

答
群

か
ら

1
つ

選
び

、
そ

の
番

号
を

マ
ー

ク
し

な
さ

い
。

①
　

生
成

A
Iを

使
用

す
れ

ば
、

自
分

の
理

解
に

関
係

な
く

高
得

点
を

取
れ

る
の

で
問

題

な
い

。

②
　

生
成

A
Iが

出
力

し
た

内
容

で
あ

れ
ば

誤
り

が
あ

っ
て

も
責

任
は

ユ
ー

ザ
ー

に
な

い
。

③
　

生
成

A
Iの

出
力

は
常

に
正

確
な

の
で

、
確

認
せ

ず
そ

の
ま

ま
提

出
し

て
も

信
頼

で

き
る

。

④
　

生
成

A
Iを

使
っ

て
も

よ
い

が
、

そ
の

出
力

内
容

の
正

確
性

や
出

典
の

確
認

は
利

用

者
の

責
任

で
あ

る
。

　
　
こ
れ
で
情
報
Ⅰ
の
問
題
は
終
わ
り
で
す

　
　

8
0

4
9

_
2

0
_

JO
U

B
_

M
.in

dd
   

1
1

9
2

0
2

5
/1

2
/1

2
   

9
:3

4

119

180

傾
向
と
対
策

問
　
題

解
　
答
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4

問
１

．
ア

に
あ

て
は

ま
る

も
の

を
下

の
解

答
群

か
ら

１
つ

選
び

，
そ

の
番

号
を

マ
ー

ク
し

な
さ

い
。

5

①
　

a
 

②
　

a 2
 

③
　

a
-

 
④

　
a 2

-

問
２

．
イ

に
あ

て
は

ま
る

も
の

を
下

の
解

答
群

か
ら

１
つ

選
び

，
そ

の
番

号
を

マ
ー

ク
し

な
さ

い
。

6

①
　

a
1

2
E

E
-

 
②

　
a

21
1

E
E

-

③
　

a
2

4
E

E
-

 
④

　
a

2
4
E

E
-

問
３

．
ウ

～
キ

に
あ

て
は

ま
る

も
の

を
下

の
解

答
群

か
ら

１
つ

ず
つ

選
び

，

そ
の

番
号

を
マ

ー
ク

し
な

さ
い

。
 

 

ウ
…

7
，
エ

…
8

，
オ

…
9

， 
 

カ
…

10
，
キ

…
11

①
　
-

1 
②

　
-

2 
③

　
2

④
　

4
 

⑤
　

a
 

⑥
　

a 2

問
４

．
次

の
問
題

の
答

え
を

求
め

な
さ

い
。

問
題

関
数

x
a
x

y
3

2
=

-
+

（
x

1
2

E
E

-
）
の

最
小

値
が

１
と

な
る

よ
う

な
定

数
a
の

値
を

す
べ

て
求

め
な

さ
い

。

あ
て

は
ま

る
も

の
を

下
の

解
答

群
か

ら
２

つ
選

び
，

そ
の

番
号

を
小

さ
い

方
か

ら
順

に

マ
ー

ク
し

な
さ

い
。

12
，

13

①
　
-

3 
②

　
-

2 
③

　
-

1

④
　

2
 

⑤
　
2
2

 
⑥

　
3

8
0

4
9

_
1

6
_

SU
U

1
B

_
M

.in
dd

   
4

2
0

2
5

/1
1

/1
3

   
1

4
:5

4

3

次
の

文
を

読
ん

で
下

記
の

問
い

に
答

え
な

さ
い

。

太
郎

さ
ん

と
花

子
さ

ん
は

，
次

の
課
題

に
取

り
組

ん
で

い
る

。

課
題

a
，

b
を

定
数

と
す

る
。

関
数

f
x

x
x

a
b

2
=

+
-

^
h

の
x

1
2

E
E

-
に

お
け

る
最

小
値

を
求

め
な

さ
い

。

太
郎

：
 f

x^
h
を

平
方

完
成

す
る

と
，

x
y

f
=
^
h
の

グ
ラ

フ
の

軸
の

方
程

式
は

x
=

ア

と
な

っ
て

，
文

字
a
を

含
む

の
で

，
す

ぐ
に

は
解

け
な

い
ね

。

花
子

：
 そ

う
ね

。
a
の

値
に

よ
っ

て
軸

の
位

置
が

変
わ

る
か

ら
，

最
小

値
を

と
る

x
の

値
も

変
わ

っ
て

く
る

ね
。

太
郎

：
 例

え
ば

，
右

の
図

の
よ

う
に

，
軸

が
定

義
域

の
中

に

あ
る

と
き

は
ど

う
か

な
？

　
こ

れ
だ

と
頂

点
の

y

座
標

が
最

小
値

と
な

る
ね

。

花
子

：
 こ

の
場

合
の

a
の

値
の

範
囲

は
イ

と
な

る
。

あ
と

は
，

軸
が

定
義

域
の

外
に

あ
る

場
合

も
調

べ
れ

ば
い

い
ね

。

こ
の

会
話

の
あ

と
，

２
人

は
次

の
よ

う
に

a
の

値
を

場
合

分
け

し
，

定
義

域
内

の
最

小
値

を
記

号
で

表
し

た
。

a
1

ウ
の

と
き

，
最

小
値

は
f

エ
b

l

ウ
a

E
E

オ
の

と
き

，
最

小
値

は
f

カ
b

l

オ
a

1
の

と
き

，
最

小
値

は
f

キ
b

l

【
Ⅱ

】

-
1

2
x

軸
x

y
f

=
^
h

8
0

4
9

_
1

6
_

SU
U

1
B

_
M

.in
dd

   
3

2
0

2
5

/1
1

/1
3

   
1

4
:5

4

3
4
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6

問
１

．
ア

に
あ

て
は

ま
る

も
の

を
下

の
解

答
群

か
ら

１
つ

選
び

，
そ

の
番

号
を

マ
ー

ク
し

な
さ

い
。

14

①
　

21
-

 
②

　
31

-
 

③
　

1 4
-

④
　
21

 
⑤

　
1 3

 
⑥

　
41

問
２

．
イ

に
あ

て
は

ま
る

も
の

を
下

の
解

答
群

か
ら

１
つ

選
び

，
そ

の
番

号
を

マ
ー

ク
し

な
さ

い
。

15

①
　

5
5

4
 

②
　
1
5 0

3
 

③
　
1
51

4
0

④
　
1
51
5

4
 

⑤
　
1
5

7
1
5

 
⑥

　
1
51
5

8

問
３

．
ウ

に
あ

て
は

ま
る

も
の

を
下

の
解

答
群

か
ら

１
つ

選
び

，
そ

の
番

号
を

マ
ー

ク
し

な
さ

い
。

16

①
　

2
 

②
　
5

 
③

　
25

④
　
7

 
⑤

　
2
2

 
⑥

　
3

問
４

．
エ

に
あ

て
は

ま
る

も
の

を
下

の
解

答
群

か
ら

１
つ

選
び

，
そ

の
番

号
を

マ
ー

ク
し

な
さ

い
。

17

①
　
47

 
②

　
5 41

 
③

　
4
3
5

④
　

1 4
5
0

 
⑤

　
7
1
5
4

 
⑥

　
1
5
2
7

8
0

4
9

_
1

6
_

SU
U

1
B

_
M

.in
dd

   
6

2
0

2
5

/1
1

/1
3

   
1

4
:5

4

5

次
の

文
を

読
ん

で
下

記
の

問
い

に
答

え
な

さ
い

。

9
A
BC

に
お

い
て

，
A
B

2
=

，
B
C

4
=

，
C
A

3
=

で
あ

る
。

⑴
　
co
s
B
A
C

+
=

ア
で

あ
る

。

⑵
　
9

A
BC

の
外

接
円

の
半

径
は

イ
で

あ
る

。

⑶
　
9

A
BC

の
外

接
円

の
，

点
A

を
含

ま
な

い
方

の
弧

BC
上

に
点

D
を

， 
 

BD
：

CD
=

1：
2
と

な
る

よ
う

に
と

る
。

こ
の

と
き

，
B
D
=

ウ
で

あ
り

，
四

角
形

A
BD

C
の

面
積

は
エ

で
あ

る
。

【
Ⅲ

】

8
0

4
9

_
1

6
_

SU
U

1
B

_
M

.in
dd

   
5

2
0

2
5

/1
1

/1
3

   
1

4
:5

4

6
5
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傾
向
と
対
策

A
日
程

B
日
程

解
　
答

一般前期／B日程 数学Ⅰ

4

問
１

．
ア

に
あ

て
は

ま
る

も
の

を
下

の
解

答
群

か
ら

１
つ

選
び

，
そ

の
番

号
を

マ
ー

ク
し

な
さ

い
。

5

①
　

a
 

②
　

a 2
 

③
　

a
-

 
④

　
a 2

-

問
２

．
イ

に
あ

て
は

ま
る

も
の

を
下

の
解

答
群

か
ら

１
つ

選
び

，
そ

の
番

号
を

マ
ー

ク
し

な
さ

い
。

6

①
　

a
1

2
E

E
-

 
②

　
a

21
1

E
E

-

③
　

a
2

4
E

E
-

 
④

　
a

2
4
E

E
-

問
３

．
ウ

～
キ

に
あ

て
は

ま
る

も
の

を
下

の
解

答
群

か
ら

１
つ

ず
つ

選
び

，

そ
の

番
号

を
マ

ー
ク

し
な

さ
い

。
 

 

ウ
…

7
，
エ

…
8

，
オ

…
9

， 
 

カ
…

10
，
キ

…
11

①
　
-

1 
②

　
-

2 
③

　
2

④
　

4
 

⑤
　

a
 

⑥
　

a 2

問
４

．
次

の
問
題

の
答

え
を

求
め

な
さ

い
。

問
題

関
数

x
a
x

y
3

2
=

-
+

（
x

1
2

E
E

-
）
の

最
小

値
が

１
と

な
る

よ
う

な
定

数
a
の

値
を

す
べ

て
求

め
な

さ
い

。

あ
て

は
ま

る
も

の
を

下
の

解
答

群
か

ら
２

つ
選

び
，

そ
の

番
号

を
小

さ
い

方
か

ら
順

に

マ
ー

ク
し

な
さ

い
。

12
，

13

①
　
-

3 
②

　
-

2 
③

　
-

1

④
　

2
 

⑤
　
2
2

 
⑥

　
3

8
0

4
9

_
1

6
_

SU
U

1
B

_
M

.in
dd

   
4

2
0

2
5

/1
1

/1
3

   
1

4
:5

4

3

次
の

文
を

読
ん

で
下

記
の

問
い

に
答

え
な

さ
い

。

太
郎

さ
ん

と
花

子
さ

ん
は

，
次

の
課
題

に
取

り
組

ん
で

い
る

。

課
題

a
，

b
を

定
数

と
す

る
。

関
数

f
x

x
x

a
b

2
=

+
-

^
h

の
x

1
2

E
E

-
に

お
け

る
最

小
値

を
求

め
な

さ
い

。

太
郎

：
 f

x^
h
を

平
方

完
成

す
る

と
，

x
y

f
=
^
h
の

グ
ラ

フ
の

軸
の

方
程

式
は

x
=

ア

と
な

っ
て

，
文

字
a
を

含
む

の
で

，
す

ぐ
に

は
解

け
な

い
ね

。

花
子

：
 そ

う
ね

。
a
の

値
に

よ
っ

て
軸

の
位

置
が

変
わ

る
か

ら
，

最
小

値
を

と
る

x
の

値
も

変
わ

っ
て

く
る

ね
。

太
郎

：
 例

え
ば

，
右

の
図

の
よ

う
に

，
軸

が
定

義
域

の
中

に

あ
る

と
き

は
ど

う
か

な
？

　
こ

れ
だ

と
頂

点
の

y

座
標

が
最

小
値

と
な

る
ね

。

花
子

：
 こ

の
場

合
の

a
の

値
の

範
囲

は
イ

と
な

る
。

あ
と

は
，

軸
が

定
義

域
の

外
に

あ
る

場
合

も
調

べ
れ

ば
い

い
ね

。

こ
の

会
話

の
あ

と
，

２
人

は
次

の
よ

う
に

a
の

値
を

場
合

分
け

し
，

定
義

域
内

の
最

小
値

を
記

号
で

表
し

た
。

a
1

ウ
の

と
き

，
最

小
値

は
f

エ
b

l

ウ
a

E
E

オ
の

と
き

，
最

小
値

は
f

カ
b

l

オ
a

1
の

と
き

，
最

小
値

は
f

キ
b

l

【
Ⅱ

】

-
1

2
x

軸
x

y
f

=
^
h

8
0

4
9

_
1

6
_

SU
U

1
B

_
M

.in
dd

   
3

2
0

2
5

/1
1

/1
3

   
1

4
:5

4

3
4
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8

⑴
　

ア
に

あ
て

は
ま

る
も

の
を

下
の

解
答

群
か

ら
１

つ
選

び
，

そ
の

番
号

を
マ

ー

ク
し

な
さ

い
。

18

①
　

10
 

②
　

11
 

③
　

12

④
　

13
 

⑤
　

14
 

⑥
　

15

⑵
　

イ
に

あ
て

は
ま

る
も

の
を

下
の

解
答

群
か

ら
１

つ
選

び
，

そ
の

番
号

を
マ

ー

ク
し

な
さ

い
。

19

①
　
-

2 
②

　
-

1 
③

　
0

④
　

1
 

⑤
　

2
 

⑥
　

3

⑶
　

ウ
に

あ
て

は
ま

る
も

の
を

下
の

解
答

群
か

ら
１

つ
選

び
，

そ
の

番
号

を
マ

ー

ク
し

な
さ

い
。

20

①
　

7
 

②
　

7.
5 

③
　

8

④
　

8.
5 

⑤
　

9
 

⑥
　

9.
5

8
0

4
9

_
1

6
_

SU
U

1
B

_
M

.in
dd

   
8

2
0

2
5

/1
1

/1
3

   
1

4
:5

4

7

次
の

文
を

読
ん

で
下

記
の

問
い

に
答

え
な

さ
い

。

問
１

．
次

の
デ

ー
タ

は
，

バ
ス

ケ
ッ

ト
ボ

ー
ル

部
員

８
人

が
フ

リ
ー

ス
ロ

ー
を

20
回

行
っ

た

と
き

の
成

功
回

数
で

あ
る

。
た

だ
し

，
a
は

整
数

で
あ

る
。

7，
13

，
14

，
11

，
17

，
14

，
16

，
a
（

回
）

こ
の

８
人

の
デ

ー
タ

を
x
と

し
，

８
人

の
成

功
回

数
の

平
均

値
を

x
と

す
る

と
， 

 

x
1
3

=
で

あ
っ

た
。

次
の

表
は

，
デ

ー
タ

x
お

よ
び

x
x
-

の
値

を
ま

と
め

た
も

の
で

あ
る

。

x
7

13
14

11
17

14
16

a

x
x
-

-
6

0
1

-
2

4
1

3
b

こ
の

と
き

，
a
=

ア
，

b
=

イ
で

あ
る

。

ま
た

，
こ

の
８

人
の

成
功

回
数

の
分

散
は

ウ
で

あ
る

。

【
Ⅳ

】

8
0

4
9

_
1

6
_

SU
U

1
B

_
M

.in
dd

   
7

2
0

2
5

/1
1

/1
3

   
1

4
:5

4

7
8
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10

⑵
　

こ
の

30
人

の
２

回
の

英
語

の
テ

ス
ト

に
お

い
て

，
次

の
ⅰ

，
ⅱ

が
正

し
い

か
誤

り
で

あ
る

か
を

調
べ

な
さ

い
。

答
え

は
，

下
の

①
～

④
か

ら
１

つ
選

び
，

そ
の

番
号

を
マ

ー
ク

し
な

さ
い

。
22

ⅰ
　

２
回

目
の

テ
ス

ト
の

方
が

１
回

目
の

テ
ス

ト
よ

り
も

得
点

が
上

が
っ

た
生

徒
の

割
合

は
，

全
体

の
60

％
以

上
で

あ
る

。

ⅱ
　

１
回

目
の

テ
ス

ト
と

２
回

目
の

テ
ス

ト
の

得
点

の
差

の
絶

対
値

は
，

ど
の

生
徒

も

20
点

以
内

で
あ

る
。

①
②

③
④

ⅰ
正

正
誤

誤

ⅱ
正

誤
正

誤

　
　
こ
れ
で
数
学
Ⅰ
の
問
題
は
終
わ
り
で
す
　
　

8
0

4
9

_
1

6
_

SU
U

1
B

_
M

.in
dd

   
1

0
2

0
2

5
/1

1
/1

3
   

1
4

:5
4

9

問
２

．
右

の
図

は
，

あ
る

ク
ラ

ス
の

生
徒

30
人

が
，

英
語

の
テ

ス

ト
を

２
回

行
っ

た
と

き
の

得
点

の
結

果
を

，
１

回
目

の
得

点
を

X
，

２
回

目
の

得
点

を
Y

と

し
て

，
散

布
図

に
表

し
た

も
の

で
あ

る
。

斜
め

の
直

線
を

５
本

か
き

入
れ

て
い

る
。

⑴
　

Y
-

X
の

値
を

変
量

Z
と

す
る

。
Z

の
箱

ひ
げ

図
を

つ
く

る
と

き
，

最
も

適
切

で
あ

る
も

の
を

下
の

①
～

④
か

ら

１
つ

選
び

，
そ

の
番

号
を

マ
ー

ク
し

な
さ

い
。

21

① ② ③ ④

-
10

-
20

-
30

0
10

20
30

506070809010
0

X

Y

50
60

70
80

90
10

0
（

点
）

（
点

）

8
0

4
9

_
1

6
_

SU
U

1
B

_
M

.in
dd

   
9

2
0

2
5

/1
1

/1
3

   
1

4
:5

4

10
9
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傾
向
と
対
策

A
日
程

B
日
程

解
　
答

一般前期／B日程 数学Ⅰ

8

⑴
　

ア
に

あ
て

は
ま

る
も

の
を

下
の

解
答

群
か

ら
１

つ
選

び
，

そ
の

番
号

を
マ

ー

ク
し

な
さ

い
。

18

①
　

10
 

②
　

11
 

③
　

12

④
　

13
 

⑤
　

14
 

⑥
　

15

⑵
　

イ
に

あ
て

は
ま

る
も

の
を

下
の

解
答

群
か

ら
１

つ
選

び
，

そ
の

番
号

を
マ

ー

ク
し

な
さ

い
。

19

①
　
-

2 
②

　
-

1 
③

　
0

④
　

1
 

⑤
　

2
 

⑥
　

3

⑶
　

ウ
に

あ
て

は
ま

る
も

の
を

下
の

解
答

群
か

ら
１

つ
選

び
，

そ
の

番
号

を
マ

ー

ク
し

な
さ

い
。

20

①
　

7
 

②
　

7.
5 

③
　

8

④
　

8.
5 

⑤
　

9
 

⑥
　

9.
5

8
0

4
9

_
1

6
_

SU
U

1
B

_
M

.in
dd

   
8

2
0

2
5

/1
1

/1
3

   
1

4
:5

4

7

次
の

文
を

読
ん

で
下

記
の

問
い

に
答

え
な

さ
い

。

問
１

．
次

の
デ

ー
タ

は
，

バ
ス

ケ
ッ

ト
ボ

ー
ル

部
員

８
人

が
フ

リ
ー

ス
ロ

ー
を

20
回

行
っ

た

と
き

の
成

功
回

数
で

あ
る

。
た

だ
し

，
a
は

整
数

で
あ

る
。

7，
13

，
14

，
11

，
17

，
14

，
16

，
a
（

回
）

こ
の

８
人

の
デ

ー
タ

を
x
と

し
，

８
人

の
成

功
回

数
の

平
均

値
を

x
と

す
る

と
， 

 

x
1
3

=
で

あ
っ

た
。

次
の

表
は

，
デ

ー
タ

x
お

よ
び

x
x
-

の
値

を
ま

と
め

た
も

の
で

あ
る

。

x
7

13
14

11
17

14
16

a

x
x
-

-
6

0
1

-
2

4
1

3
b

こ
の

と
き

，
a
=

ア
，

b
=

イ
で

あ
る

。

ま
た

，
こ

の
８

人
の

成
功

回
数

の
分

散
は

ウ
で

あ
る

。

【
Ⅳ

】

8
0

4
9

_
1

6
_

SU
U

1
B

_
M

.in
dd

   
7

2
0

2
5

/1
1

/1
3

   
1

4
:5

4

7
8
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一般前期／B日程 数学Ⅰ



12

問
１

．
ア

に
あ

て
は

ま
る

も
の

を
下

の
解

答
群

か
ら

１
つ

選
び

，
そ

の
番

号
を

マ
ー

ク
し

な
さ

い
。

1

①
　

11
 

②
　

12
 

③
　

13

④
　

14
 

⑤
　

15
 

⑥
　

16

問
２

．
イ

に
あ

て
は

ま
る

も
の

を
下

の
解

答
群

か
ら

１
つ

選
び

，
そ

の
番

号
を

マ
ー

ク
し

な
さ

い
。

2

①
　

5
 

②
　

7
 

③
　

8

④
　

9
 

⑤
　

10
 

⑥
　

11

問
３

．
ウ

に
あ

て
は

ま
る

も
の

を
下

の
解

答
群

か
ら

１
つ

選
び

，
そ

の
番

号
を

マ
ー

ク
し

な
さ

い
。

3

①
　
21

 
②

　
31

 
③

　
94

④
　
95

 
⑤

　
1
81
1

 
⑥

　
3
1
81

問
４

．
エ

に
あ

て
は

ま
る

も
の

を
下

の
解

答
群

か
ら

１
つ

選
び

，
そ

の
番

号
を

マ
ー

ク
し

な
さ

い
。

4

①
　
94

 
②

　
1
57

 
③

　
1
58

④
　
95

 
⑤

　
53

 
⑥

　
4
5
2
8

8
0

4
9

_
1

7
_

SU
U

1
A

2
B

C
B

_
M

.in
dd

   
1

2
2

0
2

5
/1

2
/1

0
   

9
:3

4

11

次
の

文
を

読
ん

で
下

記
の

問
い

に
答

え
な

さ
い

。

⑴
　

x
x1

4
+

=
の

と
き

，
x

x1
2

2
+

=
ア

で
あ

る
。

⑵
　

２
次

関
数

y
x

x
6

2
2

=
+

-
+

（
x

1
4

E
E

）
の

最
小

値
は

イ
で

あ
る

。

⑶
　
9

A
BC

に
お

い
て

，
3

A
B
=

，
6

B
C
=

，
5

C
A
=

で
あ

る
。
A
B
C

+
i

=
と

す
る

と
き

，
co
s
i
=

ウ
で

あ
る

。

⑷
　

当
た

り
く

じ
３

本
を

含
む

10
本

の
く

じ
が

あ
る

。

引
い

た
く

じ
は

も
と

に
戻

さ
な

い
で

，
A
，

B
の

２
人

が
こ

の
順

に
１

本
ず

つ
く

じ
を

引

く
。

こ
の

と
き

，
少

な
く

と
も

１
人

が
当

た
り

く
じ

を
引

く
確

率
は

エ
で

あ
る

。

【
Ⅰ

】

数
　
学
　
Ⅰ
・
Ａ
・
Ⅱ
・
Ｂ
・
Ｃ

8
0

4
9

_
1

7
_

SU
U

1
A

2
B

C
B

_
M

.in
dd

   
1

1
2

0
2

5
/1

2
/1

0
   

9
:3

4

11
12
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14

問
１

．
ア

に
あ

て
は

ま
る

も
の

を
下

の
解

答
群

か
ら

１
つ

選
び

，
そ

の
番

号
を

マ
ー

ク
し

な
さ

い
。

5

①
　

x
2

 
②

　
x
3

-
 

③
　

x
2

3
+

④
　

x
2

3
-

 
⑤

　
x
21

 
⑥

　
x
21

1
-

問
２

．
イ

に
あ

て
は

ま
る

も
の

を
下

の
解

答
群

か
ら

１
つ

選
び

，
そ

の
番

号
を

マ
ー

ク
し

な
さ

い
。

6

①
　
1 8

 
②

　
1 4

 
③

　
1 2

④
　

81
-

 
⑤

　
41

-
 

⑥
　

21
-

問
３

．
ウ

に
あ

て
は

ま
る

も
の

を
下

の
解

答
群

か
ら

１
つ

選
び

，
そ

の
番

号
を

マ
ー

ク
し

な
さ

い
。

7

①
　

45
 

②
　

46
 

③
　

47

④
　

48
 

⑤
　

49
 

⑥
　

50

問
４

．
エ

に
あ

て
は

ま
る

も
の

を
下

の
解

答
群

か
ら

１
つ

選
び

，
そ

の
番

号
を

マ
ー

ク
し

な
さ

い
。

8

①
　

n
2

3
+

 
②

　
n
3

2
+

 
③

　
n
4

1
+

④
　

n
3

4
-

 
⑤

　
n
5

 
⑥

　
n
9

4
-

8
0

4
9

_
1

7
_

SU
U

1
A

2
B

C
B

_
M

.in
dd

   
1

4
2

0
2

5
/1

2
/1

0
   

9
:3

5

13

次
の

文
を

読
ん

で
下

記
の

問
い

に
答

え
な

さ
い

。

⑴
　

座
標

平
面

上
に

お
い

て
，

２
点

A（
4，

0）
，

B（
0，

2）
か

ら
等

し
い

距
離

に
あ

る
点

P

の
軌

跡
は

，
直

線
y
=

ア
で

あ
る

。

⑵
　
si
n

co
s

25
i

i
+

=
の

と
き

，
si
n
co
s

i
i
=

イ
で

あ
る

。

⑶
　
3
1
0
0
は

ウ
桁

の
整

数
で

あ
る

。
た

だ
し

，
.

lo
g

0
3

4
7
7
1

1
0
=

と
す

る
。

⑷
　

数
列

a
n

"
,
の

初
項

か
ら

第
n
項

ま
で

の
和

が
n

n
2

3
2
+

（
n

1
2
3

，
，
，

=
 
︙

）
で

表
さ

れ
る

。
こ

の
と

き
，

a
n
=

エ
で

あ
る

。

【
Ⅱ

】

8
0

4
9

_
1

7
_

SU
U

1
A

2
B

C
B

_
M

.in
dd

   
1

3
2

0
2

5
/1

2
/1

0
   

9
:3

5

14
13

187

傾
向
と
対
策

A
日
程

B
日
程

解
　
答

一般前期／B日程 数学Ⅰ・Ａ・Ⅱ・Ｂ・Ｃ

12

問
１

．
ア

に
あ

て
は

ま
る

も
の

を
下

の
解

答
群

か
ら

１
つ

選
び

，
そ

の
番

号
を

マ
ー

ク
し

な
さ

い
。

1

①
　

11
 

②
　

12
 

③
　

13

④
　

14
 

⑤
　

15
 

⑥
　

16

問
２

．
イ

に
あ

て
は

ま
る

も
の

を
下

の
解

答
群

か
ら

１
つ

選
び

，
そ

の
番

号
を

マ
ー

ク
し

な
さ

い
。

2

①
　

5
 

②
　

7
 

③
　

8

④
　

9
 

⑤
　

10
 

⑥
　

11

問
３

．
ウ

に
あ

て
は

ま
る

も
の

を
下

の
解

答
群

か
ら

１
つ

選
び

，
そ

の
番

号
を

マ
ー

ク
し

な
さ

い
。

3

①
　
21

 
②

　
31

 
③

　
94

④
　
95

 
⑤

　
1
81
1

 
⑥

　
3
1
81

問
４

．
エ

に
あ

て
は

ま
る

も
の

を
下

の
解

答
群

か
ら

１
つ

選
び

，
そ

の
番

号
を

マ
ー

ク
し

な
さ

い
。

4

①
　
94

 
②

　
1
57

 
③

　
1
58

④
　
95

 
⑤

　
53

 
⑥

　
4
5
2
8

8
0

4
9

_
1

7
_

SU
U

1
A

2
B

C
B

_
M

.in
dd

   
1

2
2

0
2

5
/1

2
/1

0
   

9
:3

4

11

次
の

文
を

読
ん

で
下

記
の

問
い

に
答

え
な

さ
い

。

⑴
　

x
x1

4
+

=
の

と
き

，
x

x1
2

2
+

=
ア

で
あ

る
。

⑵
　

２
次

関
数

y
x

x
6

2
2

=
+

-
+

（
x

1
4

E
E

）
の

最
小

値
は

イ
で

あ
る

。

⑶
　
9

A
BC

に
お

い
て

，
3

A
B
=

，
6

B
C
=

，
5

C
A
=

で
あ

る
。
A
B
C

+
i

=
と

す
る

と
き

，
co
s
i
=

ウ
で

あ
る

。

⑷
　

当
た

り
く

じ
３

本
を

含
む

10
本

の
く

じ
が

あ
る

。

引
い

た
く

じ
は

も
と

に
戻

さ
な

い
で

，
A
，

B
の

２
人

が
こ

の
順

に
１

本
ず

つ
く

じ
を

引

く
。

こ
の

と
き

，
少

な
く

と
も

１
人

が
当

た
り

く
じ

を
引

く
確

率
は

エ
で

あ
る

。

【
Ⅰ

】

数
　
学
　
Ⅰ
・
Ａ
・
Ⅱ
・
Ｂ
・
Ｃ

8
0

4
9

_
1

7
_

SU
U

1
A

2
B

C
B

_
M

.in
dd

   
1

1
2

0
2

5
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2
/1

0
   

9
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4
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16

問
１

．
ア

，
イ

に
あ

て
は

ま
る

も
の

を
下

の
解

答
群

か
ら

１
つ

ず
つ

選
び

，

そ
の

番
号

を
マ

ー
ク

し
な

さ
い

。
 

 

ア
…

9
，
イ

…
10

①
　

a
b

+
 

②
　

a
b

-
 

③
　

a
b

-
+

④
　

a
b
2

+
 

⑤
　

a
b

2
+

 
⑥

　
a

b
2
-

問
２

．
ウ

，
エ

に
あ

て
は

ま
る

も
の

を
下

の
解

答
群

か
ら

１
つ

ず
つ

選
び

，

そ
の

番
号

を
マ

ー
ク

し
な

さ
い

。
 

 

ウ
…

11
，
エ

…
12

①
　

2
 

②
　

3
 

③
　

4

④
　

t 
⑤

　
t
1

+
^

h  
⑥

　
t
1

-
^

h

問
３

．
オ

に
あ

て
は

ま
る

も
の

を
下

の
解

答
群

か
ら

１
つ

選
び

，
そ

の
番

号
を

マ
ー

ク
し

な
さ

い
。

13

①
　

t
1

+
 

②
　

t
2

+
 

③
　

t
3

+

④
　

t
1
1 +

 
⑤

　
t
2
1 +

 
⑥

　
t
3
1 +

問
４

．
カ

に
あ

て
は

ま
る

も
の

を
下

の
解

答
群

か
ら

１
つ

選
び

，
そ

の
番

号
を

マ
ー

ク
し

な
さ

い
。

14

①
　

1：
2 

②
　

2：
3 

③
　

2：
5

④
　

3：
4 

⑤
　

3：
5 

⑥
　

4：
5

8
0

4
9

_
1

7
_

SU
U

1
A

2
B

C
B

_
M

.in
dd

   
1

6
2

0
2

5
/1

2
/1

0
   

9
:3

5

15

次
の

文
を

読
ん

で
下

記
の

問
い

に
答

え
な

さ
い

。

正
六

角
形

A
BC

D
EF

に
お

い
て

，
a

A
B
=

，
b

A
F
=

 

と
す

る
。

⑴
　
A
C
=

ア
，
C
E
=

イ
で

あ
る

。

⑵
　

辺
CD

上
に

点
P
を

と
り

，
線

分
A
P
と

BF
と

の
交

点

を
Q

と
す

る
。

太
郎

さ
ん

と
花

子
さ

ん
は

，
こ

の
と

き
の

２
点

P，
Q

の
位

置
関

係
が

ど
の

よ
う

な
条

件
で

表
さ

れ
る

の
か

を
調

べ
て

い
る

。

ま
ず

，
t

P
C

C
D

=
（

t
0

1
E
E

）
と

す
る

と

A
P
=

ウ
a
+

エ
b

と
表

さ
れ

る
。

太
郎

さ
ん

：
 ３

点
A
，

Q
，

P
は

一
直

線
上

に
あ

る
か

ら
，

実
数

k
を

用
い

て
，  

 

k
A
Q

A
P

=
と

表
す

こ
と

が
で

き
る

ね
。

花
子

さ
ん

：
 そ

う
だ

ね
。

t
と

k
の

２
文

字
の

関
係

が
わ

か
れ

ば
，

２
点

P，
Q

の
位

置
関

係
も

わ
か

っ
て

く
る

よ
。

点
Q

が
線

分
BF

上
に

あ
る

こ
と

に
着

目
す

れ
ば

，

k
と

t
の

関
係

式
は

， 
 

　
　

k
=

オ
 

 

と
な

る
。

t
を

決
め

れ
ば

こ
の

等
式

か
ら

k
も

決
ま

る
ね

。

特
に

，
点

P
が

辺
CD

の
中

点
で

あ
る

と
き

，
点

Q
は

線
分

BF
を

カ
に

内
分

す
る

点
で

あ
る

こ
と

が
わ

か
る

。
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Ⅲ
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傾
向
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対
策

問
　
題

解
　
答
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18

問
１

．
ア

に
あ

て
は

ま
る

も
の

を
下

の
解

答
群

か
ら

１
つ

選
び

，
そ

の
番

号
を

マ
ー

ク
し

な
さ

い
。

15

①
　

1
 

②
　
2

 
③

　
3

④
　

2
 

⑤
　
6

 
⑥

　
3

問
２

．
イ

に
あ

て
は

ま
る

も
の

を
下

の
解

答
群

か
ら

１
つ

選
び

，
そ

の
番

号
を

マ
ー

ク
し

な
さ

い
。

16

①
　

1
 

②
　

2

③
　

3
　

 
④

　
0

問
３

．
ウ

に
あ

て
は

ま
る

も
の

を
下

の
解

答
群

か
ら

１
つ

選
び

，
そ

の
番

号
を

マ
ー

ク
し

な
さ

い
。

17

①
　

3
 

②
　

5
 

③
　

7

④
　

9
 

⑤
　

11
 

⑥
　

13

問
４

．
エ

に
あ

て
は

ま
る

も
の

を
下

の
解

答
群

か
ら

１
つ

選
び

，
そ

の
番

号
を

マ
ー

ク
し

な
さ

い
。

18

①
　

10
 

②
　

12
 

③
　

14

④
　

15
 

⑤
　

18
 

⑥
　

20

　
　
こ
れ
で
数
学
Ⅰ
・
Ａ
・
Ⅱ
・
Ｂ
・
Ｃ
の
問
題
は
終
わ
り
で
す
　
　

8
0

4
9

_
1

7
_

SU
U

1
A

2
B

C
B

_
M

.in
dd

   
1

8
2

0
2

5
/1

2
/1

0
   

9
:3

5

17

次
の

文
を

読
ん

で
下

記
の

問
い

に
答

え
な

さ
い

。

関
数

f
x^
h
を

，
f

x
x

x
6

5
3

=
-

+
^
h

と
し

，
座

標
平

面
上

で
x

y
f

=
^
h
の

グ
ラ

フ
を

C
と

す
る

。

⑴
　

 
f

x
0

=
l^
h

を
満

た
す

x
の

値
は

，
!

ア
で

あ
る

。

⑵
　

C
と

x
軸

と
の

共
有

点
の

個
数

は
イ

個
で

あ
る

。

⑶
　

x
0

2
の

部
分

で
C

と
接

し
，

傾
き

が
６

で
あ

る
直

線
を

l
と

す
る

。

l
の

方
程

式
は

，
y

x
6

=
-

ウ
で

あ
る

。

ま
た

，
x

0
F

の
範

囲
で

C
と

l
お

よ
び

y
軸

で
囲

ま
れ

た
図

形
の

面
積

は
エ

で
あ

る
。
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Ⅳ
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日
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解
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16

問
１

．
ア

，
イ

に
あ

て
は

ま
る

も
の

を
下

の
解

答
群

か
ら

１
つ

ず
つ

選
び

，

そ
の

番
号

を
マ

ー
ク

し
な

さ
い

。
 

 

ア
…

9
，
イ

…
10

①
　

a
b

+
 

②
　

a
b

-
 

③
　

a
b

-
+

④
　

a
b
2

+
 

⑤
　

a
b

2
+

 
⑥

　
a

b
2
-

問
２

．
ウ

，
エ

に
あ

て
は

ま
る

も
の

を
下

の
解

答
群

か
ら

１
つ

ず
つ

選
び

，

そ
の

番
号

を
マ

ー
ク

し
な

さ
い

。
 

 

ウ
…

11
，
エ

…
12

①
　

2
 

②
　

3
 

③
　

4

④
　

t 
⑤

　
t
1

+
^

h  
⑥

　
t
1

-
^

h

問
３

．
オ

に
あ

て
は

ま
る

も
の

を
下

の
解

答
群

か
ら

１
つ

選
び

，
そ

の
番

号
を

マ
ー

ク
し

な
さ

い
。

13

①
　

t
1

+
 

②
　

t
2

+
 

③
　

t
3

+

④
　

t
1
1 +

 
⑤

　
t
2
1 +

 
⑥

　
t
3
1 +

問
４

．
カ

に
あ

て
は

ま
る

も
の

を
下

の
解

答
群

か
ら

１
つ

選
び

，
そ

の
番

号
を

マ
ー

ク
し

な
さ

い
。

14

①
　

1：
2 

②
　

2：
3 

③
　

2：
5

④
　

3：
4 

⑤
　

3：
5 

⑥
　

4：
5

8
0

4
9

_
1

7
_

SU
U

1
A

2
B

C
B

_
M

.in
dd

   
1

6
2

0
2

5
/1

2
/1

0
   

9
:3

5

15

次
の

文
を

読
ん

で
下

記
の

問
い

に
答

え
な

さ
い

。

正
六

角
形

A
BC

D
EF

に
お

い
て

，
a

A
B
=

，
b

A
F
=

 

と
す

る
。

⑴
　
A
C
=

ア
，
C
E
=

イ
で

あ
る

。

⑵
　

辺
CD

上
に

点
P
を

と
り

，
線

分
A
P
と

BF
と

の
交

点

を
Q

と
す

る
。

太
郎

さ
ん

と
花

子
さ

ん
は

，
こ

の
と

き
の

２
点

P，
Q

の
位

置
関

係
が

ど
の

よ
う

な
条

件
で

表
さ

れ
る

の
か

を
調

べ
て

い
る

。

ま
ず

，
t

P
C

C
D

=
（

t
0

1
E
E

）
と

す
る

と

A
P
=

ウ
a
+

エ
b

と
表

さ
れ

る
。

太
郎

さ
ん

：
 ３

点
A
，

Q
，

P
は

一
直

線
上

に
あ

る
か

ら
，

実
数

k
を

用
い

て
， 

 

k
A
Q

A
P

=
と

表
す

こ
と

が
で

き
る

ね
。

花
子

さ
ん

：
 そ

う
だ

ね
。

t
と

k
の

２
文

字
の

関
係

が
わ

か
れ

ば
，

２
点

P，
Q

の
位

置
関

係
も

わ
か

っ
て

く
る

よ
。

点
Q

が
線

分
BF

上
に

あ
る

こ
と

に
着

目
す

れ
ば

，

k
と

t
の

関
係

式
は

， 
 

　
　

k
=

オ
 

 

と
な

る
。

t
を

決
め

れ
ば

こ
の

等
式

か
ら

k
も

決
ま

る
ね

。

特
に

，
点

P
が

辺
CD

の
中

点
で

あ
る

と
き

，
点

Q
は

線
分

BF
を

カ
に

内
分

す
る

点
で

あ
る

こ
と

が
わ

か
る

。

【
Ⅲ

】

Ａ

Ｂ Ｃ

Ｆ Ｅ

Ｄ
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Ｆ
Ｑ
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問
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英語 国語 世界史 日本史 政治・経済 物理 化学 情報 数学Ⅰ 数学Ⅰ・A・Ⅱ・B・C
解答
番号

解答
例

解答
番号

解答
例

解答
番号

解答
例

解答
番号

解答
例

解答
番号

解答
例

解答
番号

解答
例

解答
番号

解答
例

解答
番号

解答
例

解答
番号

解答
例

解答
番号

解答
例

1 ② 1 ⑤ 1 ② 1 ② 1 ① 1 ⑦ 1 ③ 1 ①,③ 1 ② 1 ④

2 ③ 2 ③ 2 ④ 2 ④ 2 ⑤ 2 ④ 2 ② 2 ④ 2 ④ 2 ④

3 ② 3 ② 3 ② 3 ② 3 ④ 3 ③ 3 ③ 3 ④ 3 ① 3 ⑤

4 ① 4 ⑤ 4 ① 4 ① 4 ③ 4 ④ 4 ⑤ 4 ④ 4 ② 4 ①

5 ① 5 ② 5 ③ 5 ③ 5 ③ 5 ② 5 ① 5 ① 5 ① 5 ③

6 ③ 6 ③ 6 ③ 6 ③ 6 ④ 6 ⑥ 6 ② 6 ①,③,④ 6 ⑤ 6 ⑤

7 ① 7 ④ 7 ④ 7 ④ 7 ① 7 ② 7 ③ 7 ① 7 ① 7 ④

8 ③ 8 ① 8 ② 8 ② 8 ③ 8 ④ 8 ③ 8 ② 8 ② 8 ④

9 ② 9 ③ 9 ② 9 ② 9 ⑤ 9 ⑤ 9 ① 9 ① 9 ④ 9 ③

10 ④ 10 ⑤ 10 ① 10 ① 10 ① 10 ② 10 ⑥ 10 ② 10 ① 10 ④

11 ③ 11 ① 11 ③ 11 ④ 11 ④ 11 ⑤ 11 ③ 11 ③ 11 ⑥ 11 ⑥

12 ④ 12 ② 12 ③ 12 ③ 12 ③ 12 ① 12 ② 12 ① 12 ② 12 ③

13 ② 13 ④ 13 ② 13 ② 13 ③ 13 ① 13 ③ 13 ① 13 ② 13 ②

14 ③ 14 ③ 14 ② 14 ③ 14 ④ 14 ② 14 ② 14 ② 14 ④ 14 ①

15 ② 15 ③ 15 ① 15 ③ 15 ③ 15 ④ 15 ② 15 ② 15 ① 15 ④

16 ④ 16 ⑤ 16 ④ 16 ④ 16 ① 16 ③ 16 ④ 16 ② 16 ③ 16 ④

17 ⑤ 17 ② 17 ③ 17 ② 17 ② 17 ② 17 ① 17 ① 17 ⑤ 17 ⑥

18 ③ 18 ① 18 ④ 18 ① 18 ② 18 ② 18 ④ 18 ① 18 ④

19 ⑧ 19 ④ 19 ① 19 ② 19 ③ 19 ③ 19 ⑤ 19 ① 19 ③

20 ③ 20 ① 20 ④ 20 ④ 20 ① 20 ⑤ 20 ③ 20 ② 20 ⑤

21 ⑤ 21 ③ 21 ④ 21 ⑤ 21 ⑥ 21 ⑥ 21 ④ 21 ① 21 ②

22 ④ 22 ⑤ 22 ③ 22 ② 22 ② 22 ④ 22 ⑤ 22 ④

23 ① 23 ⑤ 23 ③ 23 ① 23 ② 23 ① 23 ③ 23 ③

24 ① 24 ① 24 ② 24 ② 24 ③ 24 ⑤ 24 ② 24 ①

25 ④ 25 ② 25 ③ 25 ③ 25 ⑤ 25 ① 25 ②

26 ③ 26 ⑤ 26 ③ 26 ③ 26 ③ 26 ②

27 ② 27 ④ 27 ② 27 ② 27 ④ 27 ②

28 ① 28 ④ 28 ③ 28 ④ 28 ① 28 ②

29 ② 29 ④ 29 ① 29 ① 29 ④ 29 ④

30 ③ 30 ③ 30 ① 30 ④ 30 ④ 30 ②

31 ① 31 ① 31 ③ 31 ④ 31 ④ 31 ①

32 ① 32 ③ 32 ③ 32 ①

33 ④ 33 ② 33 ④ 33 ②

34 ③ 34 ④ 34 ② 34 ①

35 ① 35 ① 35 ① 35 ①,③

36 ① 36 ② 36 ④ 36 ①

37 ③ 37 ③ 37 ② 37 ①

38 ② 38 ① 38 ④ 38 ④

39 ③ 39 ④ 39 ④ 39 ③

40 ④ 40 ② 40 ②

一般前期／Ａ日程

2026年度入学試験問題　解答

傾
向
と
対
策

問
　
題

解
　
答
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2026年度入学試験問題　解答

英語 国語 世界史 日本史 政治・経済 物理 化学 情報 数学Ⅰ 数学Ⅰ・A・Ⅱ・B・C
解答
番号

解答
例

解答
番号

解答
例

解答
番号

解答
例

解答
番号

解答
例

解答
番号

解答
例

解答
番号

解答
例

解答
番号

解答
例

解答
番号

解答
例

解答
番号

解答
例

解答
番号

解答
例

1 ③ 1 ① 1 ③ 1 ③ 1 ① 1 ① 1 ③ 1 ① 1 ① 1 ④

2 ① 2 ② 2 ② 2 ② 2 ⑤ 2 ⑥ 2 ③ 2 ④ 2 ③ 2 ②

3 ③ 3 ④ 3 ① 3 ① 3 ① 3 ② 3 ① 3 ①,② 3 ④ 3 ④

4 ③ 4 ④ 4 ③ 4 ③ 4 ④ 4 ④ 4 ③ 4 ④ 4 ③ 4 ③

5 ③ 5 ⑤ 5 ④ 5 ④ 5 ③ 5 ④ 5 ② 5 ① 5 ② 5 ④

6 ② 6 ④ 6 ③ 6 ③ 6 ② 6 ⑤ 6 ③ 6 ④ 6 ③ 6 ①

7 ④ 7 ② 7 ② 7 ② 7 ① 7 ⑤ 7 ② 7 ②,③ 7 ② 7 ④

8 ③ 8 ② 8 ③ 8 ③ 8 ④ 8 ② 8 ① 8 ④ 8 ① 8 ③

9 ② 9 ④ 9 ④ 9 ④ 9 ② 9 ⑤ 9 ③ 9 ① 9 ④ 9 ⑤

10 ② 10 ③ 10 ② 10 ② 10 ① 10 ④ 10 ④ 10 ② 10 ⑥ 10 ③

11 ① 11 ⑤ 11 ② 11 ② 11 ② 11 ⑥ 11 ② 11 ① 11 ③ 11 ①

12 ④ 12 ② 12 ② 12 ③ 12 ② 12 ② 12 ⑤ 12 ③ 12 ① 12 ⑤

13 ④ 13 ④ 13 ① 13 ④ 13 ④ 13 ⑤ 13 ③ 13 ④ 13 ⑤ 13 ⑥

14 ③ 14 ① 14 ③ 14 ② 14 ① 14 ⑥ 14 ③ 14 ① 14 ③ 14 ④

15 ① 15 ③ 15 ④ 15 ① 15 ③ 15 ② 15 ⑤ 15 ③ 15 ⑥ 15 ②

16 ① 16 ④ 16 ③ 16 ① 16 ① 16 ⑤ 16 ④ 16 ② 16 ① 16 ③

17 ⑧ 17 ⑤ 17 ① 17 ③ 17 ② 17 ① 17 ④ 17 ② 17 ⑤ 17 ⑤

18 ③ 18 ③ 18 ② 18 ② 18 ② 18 ⑤ 18 ④ 18 ② 18 ③ 18 ②

19 ⑥ 19 ③ 19 ③ 19 ④ 19 ⑥ 19 ③ 19 ⑤ 19 ② 19 ②

20 ⑦ 20 ② 20 ④ 20 ② 20 ② 20 ⑤ 20 ② 20 ③ 20 ④

21 ③ 21 ② 21 ① 21 ② 21 ① 21 ② 21 ① 21 ④ 21 ③

22 ② 22 ⑤ 22 ② 22 ③ 22 ③ 22 ① 22 ③ 22 ⑤ 22 ②

23 ① 23 ③ 23 ④ 23 ④ 23 ② 23 ④ 23 ② 23 ①

24 ③ 24 ② 24 ② 24 ② 24 ④ 24 ④ 24 ④ 24 ②

25 ② 25 ④ 25 ① 25 ④ 25 ④ 25 ④ 25 ①

26 ① 26 ④ 26 ③ 26 ③ 26 ② 26 ③

27 ① 27 ⑤ 27 ③ 27 ② 27 ③ 27 ①

28 ② 28 ② 28 ② 28 ③ 28 ② 28 ①

29 ② 29 ① 29 ② 29 ④ 29 ④ 29 ②

30 ① 30 ② 30 ③ 30 ① 30 ① 30 ②

31 ① 31 ① 31 ④ 31 ② 31 ③ 31 ②

32 ② 32 ② 32 ① 32 ⑤ 32 ①

33 ③ 33 ④ 33 ④ 33 ⑤

34 ① 34 ② 34 ④ 34 ②

35 ③ 35 ③ 35 ② 35 ④

36 ② 36 ③ 36 ⑤ 36 ②

37 ③ 37 ③ 37 ② 37 ③

38 ④ 38 ② 38 ④ 38 ②

39 ② 39 ① 39 ④ 39 ④

40 ② 40 ① 40 ⑤

一般前期／Ｂ日程

解
　
答
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傾
向
と
対
策

A
日
程

B
日
程

英語 国語 世界史 日本史 政治・経済 物理 化学 情報 数学Ⅰ 数学Ⅰ・A・Ⅱ・B・C
解答
番号

解答
例

解答
番号

解答
例

解答
番号

解答
例

解答
番号

解答
例

解答
番号

解答
例

解答
番号

解答
例

解答
番号

解答
例

解答
番号

解答
例

解答
番号

解答
例

解答
番号

解答
例

1 ② 1 ⑤ 1 ② 1 ② 1 ① 1 ⑦ 1 ③ 1 ①,③ 1 ② 1 ④

2 ③ 2 ③ 2 ④ 2 ④ 2 ⑤ 2 ④ 2 ② 2 ④ 2 ④ 2 ④

3 ② 3 ② 3 ② 3 ② 3 ④ 3 ③ 3 ③ 3 ④ 3 ① 3 ⑤

4 ① 4 ⑤ 4 ① 4 ① 4 ③ 4 ④ 4 ⑤ 4 ④ 4 ② 4 ①

5 ① 5 ② 5 ③ 5 ③ 5 ③ 5 ② 5 ① 5 ① 5 ① 5 ③

6 ③ 6 ③ 6 ③ 6 ③ 6 ④ 6 ⑥ 6 ② 6 ①,③,④ 6 ⑤ 6 ⑤

7 ① 7 ④ 7 ④ 7 ④ 7 ① 7 ② 7 ③ 7 ① 7 ① 7 ④

8 ③ 8 ① 8 ② 8 ② 8 ③ 8 ④ 8 ③ 8 ② 8 ② 8 ④

9 ② 9 ③ 9 ② 9 ② 9 ⑤ 9 ⑤ 9 ① 9 ① 9 ④ 9 ③

10 ④ 10 ⑤ 10 ① 10 ① 10 ① 10 ② 10 ⑥ 10 ② 10 ① 10 ④

11 ③ 11 ① 11 ③ 11 ④ 11 ④ 11 ⑤ 11 ③ 11 ③ 11 ⑥ 11 ⑥

12 ④ 12 ② 12 ③ 12 ③ 12 ③ 12 ① 12 ② 12 ① 12 ② 12 ③

13 ② 13 ④ 13 ② 13 ② 13 ③ 13 ① 13 ③ 13 ① 13 ② 13 ②

14 ③ 14 ③ 14 ② 14 ③ 14 ④ 14 ② 14 ② 14 ② 14 ④ 14 ①

15 ② 15 ③ 15 ① 15 ③ 15 ③ 15 ④ 15 ② 15 ② 15 ① 15 ④

16 ④ 16 ⑤ 16 ④ 16 ④ 16 ① 16 ③ 16 ④ 16 ② 16 ③ 16 ④

17 ⑤ 17 ② 17 ③ 17 ② 17 ② 17 ② 17 ① 17 ① 17 ⑤ 17 ⑥

18 ③ 18 ① 18 ④ 18 ① 18 ② 18 ② 18 ④ 18 ① 18 ④

19 ⑧ 19 ④ 19 ① 19 ② 19 ③ 19 ③ 19 ⑤ 19 ① 19 ③

20 ③ 20 ① 20 ④ 20 ④ 20 ① 20 ⑤ 20 ③ 20 ② 20 ⑤

21 ⑤ 21 ③ 21 ④ 21 ⑤ 21 ⑥ 21 ⑥ 21 ④ 21 ① 21 ②

22 ④ 22 ⑤ 22 ③ 22 ② 22 ② 22 ④ 22 ⑤ 22 ④

23 ① 23 ⑤ 23 ③ 23 ① 23 ② 23 ① 23 ③ 23 ③

24 ① 24 ① 24 ② 24 ② 24 ③ 24 ⑤ 24 ② 24 ①

25 ④ 25 ② 25 ③ 25 ③ 25 ⑤ 25 ① 25 ②

26 ③ 26 ⑤ 26 ③ 26 ③ 26 ③ 26 ②

27 ② 27 ④ 27 ② 27 ② 27 ④ 27 ②

28 ① 28 ④ 28 ③ 28 ④ 28 ① 28 ②

29 ② 29 ④ 29 ① 29 ① 29 ④ 29 ④

30 ③ 30 ③ 30 ① 30 ④ 30 ④ 30 ②

31 ① 31 ① 31 ③ 31 ④ 31 ④ 31 ①

32 ① 32 ③ 32 ③ 32 ①

33 ④ 33 ② 33 ④ 33 ②

34 ③ 34 ④ 34 ② 34 ①

35 ① 35 ① 35 ① 35 ①,③

36 ① 36 ② 36 ④ 36 ①

37 ③ 37 ③ 37 ② 37 ①

38 ② 38 ① 38 ④ 38 ④

39 ③ 39 ④ 39 ④ 39 ③

40 ④ 40 ② 40 ②

一般前期／Ａ日程
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この「2026年度　麗澤大学入学試験問題集」の「傾向と対策」は代々木ゼミナールが作成
しております。これら掲載内容に関する質問がございましたら、郵便番号・住所・氏名・電
話番号を明記の上、封書またはハガキにて、下記までお問い合わせください。

〒 151 － 8559　東京都渋谷区代々木 ２ － 2 5 － ７
代々木ゼミナール　教育総合研究所内
「麗澤大学入学試験問題集」係
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